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　図
書
館
は
、
最
も
多
く
の
利
用
が
あ
る
公
共
施
設
の
ひ
と
つ
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
も
お
住
ま
い
の
地
域
の
図
書
館
に
、
一
度
は
訪
れ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　多
く
の
方
々
で
賑
わ
う
図
書
館
に
は
、
様
々
な
種
類
の
書
籍
や
資
料
等

が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
郷
土
関
係
の
資
料
は
群
を
抜
い
て
充
実

し
て
い
ま
す
。

　図
書
館
は
、
ま
さ
に
地
域
の
知
的
遺
産
の
宝
庫
な
の
で
す
。

　昨
今
、
旅
行
者
の
中
に
は
、
旅
先
の
歴
史
や
伝
統
を
よ
り
深
く
知
り
た

い
、
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い
た
い
、
と
い
う
方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
旅
行
者
を
図
書
館
で
見
か
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
全
国
各
地
の
図
書
館
の
事
例
等
か
ら
、
観
光
と
図

書
館
の
接
点
、
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
探
っ

て
い
き
ま
す
。



　図
書
館
（
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
）
が
村
に
で
き
た
の
は
、
2
0
1
5

（
平
成
27
）
年
4
月
の
こ
と
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
何
十
年
も
の
長

い
間
、
村
民
が
待
ち
望
ん
だ
施
設
で
あ
る
。

　開
館
以
来
、
図
書
館
へ
は
で
き
る
だ
け
足
を
運
び
、
図
書
館
の
様
子
や
利
用

す
る
姿
を
見
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　村
の
子
ど
も
た
ち
を
前
に
「
こ
わ
い
話
（
沖
縄
の
昔
話
）」
を
し
た
こ
と
も

あ
る
。
図
書
館
で
の
読
み
聞
か
せ
は
、
普
段
は
図
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
や
子
供
の

お
母
さ
ん
た
ち
が
や
っ
て
く
れ
る
の
だ
が
、
村
長
が
自
ら
や
る
と
い
う
の
で
親

も
子
ど
も
た
ち
も
興
味
津
々
で
聞
い
て
く
れ
た
。
そ
れ
な
り
に
練
習
を
し
た
甲

斐
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
け
っ
こ
う
怖
が
っ
て
く
れ
た
。
こ
う
し
た
郷
土
文

化
の
伝
承
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
、

豊
か
に
生
き
る
た
め
の
知
識
や
力
を
養
う
う
え
で
、
図
書
館
は
実
に
大
切
な
場

所
で
あ
る
。

　恩
納
村
は
県
内
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
図
書
館
か
ら
も
村
や
沖

縄
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
村
民
が
地
域
を

良
く
知
り
、
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。
一

方
で
、
観
光
客
が
来
て
い
る
姿
を
見
て
、
村
民
も
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
す

ば
ら
し
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
文
化
に
垣
根
は
な
い
。

　沖
縄
に
は
「
う
と
ぅ
い
む
ち
」
と
い
う
「
お
も
て
な
し
」
を
意
味
す
る
言
葉

が
あ
る
。
村
が
大
事
に
し
た
い
の
は
「
お
も
て
な
し
」、「
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
」
で
あ
る
。
村
を
訪
れ
て
く
れ
る
年
間
3
0
0
万
人
を
越
え
る
観
光
客
一
人

ひ
と
り
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
。
村
民
の
心
を
育
て
、
そ
れ
を
観
光

客
に
お
も
て
な
し
と
し
て
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い
。

「
う
と
ぅ
い
む
ち
」
の
心
を
育
て
、
村
民
と
観
光
客
が
と
も
に
村
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
場
と
し
て
、
図
書
館
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。（
談
）

巻頭言

「うとぅいむち」
の心を
図書館から

沖縄県恩納村長

長浜善巳
※

「うとぅいむち」…おもてなし、ご接待
出典：「沖縄語辞典」研究社

写真提供：恩納村
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ろ
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気
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つ
け
る
、
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る
時
の
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け
と
な
る
の
が
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う
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田
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引
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す
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拠
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9
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図
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と
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を
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の
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を
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る（
猪
谷
）。

事
例
に
学
ぶ
、

図
書
館
を
活
か
し
た
地
域
の
観
光
魅
力
づ
く
り

注
目
す
べき
9
つ
の
図
書
館
の
創
意
工
夫
と
想
い
を
紹
介
す
る
。地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
つつ
も
、あ
る
共
通
項
が
見
出
せ
る
。

1 

高
山
市
図
書
館「
煥
章
館
」
観
光
の
ま
ち
の
、情
報
発
信
の「
要
」と
し
て

2

図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
と
観
光
振
興

ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
、コ
ミュニ
ティ
の
場
と
し
て
図
書
館
を
整
備
す
る
動
き
が

全
国
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。で
は
、観
光
に
お
い
て
図
書
館
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
か

1テ
ーマ
は「
観
光
を
通
じ
た
地
域
振
興
、あ
る
い
は
地
域
振
興
の
た
め
の
観
光
」

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
16
回

『
外
食
産
業
創
業
者
列
伝
』牛
田
泰
正・著

観
光
と
図
書
館
〜
地
域
の
観
光
に
図
書
館
は
ど
う
寄
与
で
き
る
か
〜

地
域
の
観
光
に
寄
与
す
る
図
書
館
注
目
事
例

観
光
と
図
書
館

連
携
と
活
用
の
可
能
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る

3

対
談

第
17
回 

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
開
催

東
北
1
0
0
0
㎞
を
つ
な
ぐ〝
み
ち
の
く
潮
風
トレ
イ
ル
〞

ゲ
ス
ト：環
境
省
東
北
地
方
環
境
事
務
所
自
然
環
境
整
備
課 

課
長
補
佐 

櫻
庭
佑
輔

　報
告
：（
公
財
）日
本
交
通
公
社
観
光
文
化
情
報
セン
タ
ー
企
画
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海

活
動
報
告

大
隅
一
志

愛
知
県
図
書
館「
二
度
目
の
旅
は
図
書
館
か
ら
」

コ
ラ
ム
・
1

大
好
物
は
郷
土
資
料

コ
ラ
ム
・
2

半
世
紀
以
上
も
前
に
提
唱
さ
れ
て
い
た〝
観
光
と
図
書
館
〞

コ
ラ
ム
・
3

所
長音喜

多
信
嗣

2 

八
戸
ブッ
ク
セン
タ
ー
交
流
を
増
や
し
、ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
く

旅
の
図
書
館 

副
館
長

大
隅
一
志

3 

恩
納
村
文
化
情
報
セン
タ
ー
村
の
基
幹
産
業
＝
観
光
＝
と
図
書
館
の
融
合

図
書
・公
文
書
課
課
長

乾 

聰
一
郎

4 

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
観
光
客
へ
本
の
貸
し
出
し
、地
元
の
人
へ
情
報
発
信

司
書古屋

美
智
留

5 

甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
「
ワ
イ
ン
の
情
報
は
全
部
図
書
館
に
あ
る
」

事
務
長

市
村
勝
巳

6 

小
布
施
町
立
図
書
館
ま
ち
全
体
が
交
流
空
間
。そ
の
中
心
に
図
書
館
が
あ
る

ラ
イ
タ
ー

　

井
上
理
江

7 

千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
街
と
本
の
コン
シェル
ジュが
居
て
、図
書
館
発
の
ツ
ア
ー
も
あ
る

永
源
寺
図
書
館 

館
長

山
梶
瑞
穂

ノンフィクション
ラ
イ
タ
ー

眞
鍋
じ
ゅ
ん
こ

8 

東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館
今
を
伝
え
る
情
報
誌「
そ
こ
ら
」が
、地
域
の
人
を
つ
な
い
で
い
く伊

那
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

諸
田
和
幸

9 

伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
図
書
館
がハ
ブ
に
な
り
、情
報
と
人
の
繋
が
り
を
再
構
築
す
る

嶋
田 
学 （
奈
良
大
学
文
学
部 

教
授
）

　
　

×猪
谷
千
香 （
ジャ
ー
ナ
リ
ス
ト／
作
家
）

P

48
P

28
P

29
P

38
P

46
P

10
P

12
P

14
P

16
P

18
P

20
P

22
P

24
P

26
P

1
P

39
P

30
P

8
P

4
P

55
P

54



公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

旅
の
図
書
館
長

表 1 公共図書館集計（2018年）

資料：『日本の図書館　統計と名簿』（（公社）日本図書館協会）

吉
澤
清
良

時
間
の
延
長
（
9
時
〜
21
時
）、
カ
フ
ェ
の
併
設
な
ど
に
取

り
組
み
、
現
在
で
も
地
域
内
外
か
ら
多
く
の
来
館
者
を
集
め

て
い
る
。

　図
書
館
へ
の
民
間
事
業
者
の
関
与
は
、
そ
の
創
意
工
夫
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
、
図
書
の
選
択
や
施
設
運
営
の
継
続
性
、
安
定
性
な

ど
の
面
で
不
安
視
す
る
見
方
も
依
然
と
し
て
根
強
い
が
、
今

「
行
っ
て
い
な
い
」
が
72
・
8
％
、
今
後
の
連
携
に
つ
い
て

も
「
予
定
は
な
い
」
が
67
・
9
％
と
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

　2
0
1
9
年
3
月
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
」
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、「
社
会
教
育
の

さ
ら
な
る
振
興
は
も
と
よ
り
、
文
化
・
観
光
振
興
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
的
発
展
等
に
資
す
る
」と
し
て
、図
書
館
、

博
物
館
、
公
民
館
等
の
公
立
社
会
教
育
施
設
を
、
自
治
体
の

判
断
に
よ
り
教
育
委
員
会
か
ら
首
長
部
局
へ
移
管
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
移
管
に
つ
い
て
も
「
検

討
す
る
予
定
は
な
い
」
と
の
回
答
が
90
・
1
％
を
占
め
て

い
る
。

　現
状
で
は
観
光
行
政
に
お
い
て
図
書
館
が
施
策
の
中
で
意

識
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
図
書
館
が
地
域
の
観
光
と
ほ
と

ん
ど
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　近
年
、
図
書
館
の
中
に
は
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、
地

域
外
か
ら
の
通
勤
・
通
学
者
に
も
広
く
門
戸
を
開
き
積
極
的

な
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
図
書
館
の
利
用
者

が
大
幅
に
増
え
、
地
域
住
民
の
図
書
館
に
対
す
る
価
値
の
再

認
識
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
こ
の

点
か
ら
す
れ
ば
、
多
く
の
観
光
客
の
来
訪
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
観
光
地
に
お
い
て
は
、
多
様
な
観
光
客
（
立
寄
客

や
宿
泊
客
）
が
、
地
域
住
民
と
同
様
に
、
重
要
な
利
用
対
象

と
し
て
意
識
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
図
書
館
が
有

す
る
地
域
の
知
的
財
産
は
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
の
深
掘

り
や
そ
の
地
な
ら
で
は
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
、
観
光
産
業

の
振
興
等
、
様
々
な
形
で
地
域
の
観
光
の
魅
力
づ
く
り
や
活

性
化
に
寄
与
で
き
る
余
地
が
大
き
い
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
つ
い
て
は
、
1
9
1
8

年
、
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』（
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
に
、
日
本
文
庫
協
会
（
現
在
の
日
本
図
書
館

協
会
）
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
長
を

務
め
た
和
田
萬
吉
氏
が
、「
旅
客
の
為
め
に
図
書
館
」
を
、

1
9
5
4
年
に
は
、
南
益
行
氏
が
『
図
書
館
界
』（
日
本
図

書
館
研
究
会
）
に
「
観
光
図
書
館
論
」
を
寄
稿
し
て
い
る

（
38
頁
コ
ラ
ム
参
照
）。
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
は
、

有
識
者
に
よ
り
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
古
く
て
新
し

い
課
題
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

　前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
図
書
館
の
観
光
へ
の
寄

与
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
思
う
（
4
・
9
％
）」「
思
う

（
54
・
3
％
）」
で
約
6
割
に
上
る
な
ど
、
そ
の
可
能
性
へ
の

期
待
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
特
集
を
、
観
光
と
図

書
館
の
連
携
・
融
合
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
誘
導
す
る
一
歩
と
し
た
い
。（

よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

は
じ
め
に

　当
財
団
は
、
公
益
事
業
の
一
環
で
、
1
9
7
8
年
よ
り

「
旅
の
図
書
館
」
を
運
営
し
て
い
る
。
当
館
で
は
、
約
6
万

冊
の
観
光
関
連
資
料
を
体
系
立
て
て
配
架
す
る
独
自
分
類
の

導
入
や
、
専
門
性
・
稀
少
性
の
高
い
蔵
書
の
公
開
、
書
架
の

あ
る
空
間
で
研
究
交
流
を
行
う
「
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
」

の
開
催
な
ど
、
観
光
に
関
す
る
情
報
や
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拠
点
と
な
る
「
観
光
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
に

向
け
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　最
近
で
は
少
し
ず
つ
図
書
館
界
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
全
国
各
地
の
図
書
館
職
員
の
研
修
等
で
ご
利
用
い
た
だ

く
機
会
も
増
え
て
き
た
。
職
員
一
同
、
少
し
で
も
観
光
文
化

の
振
興
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
の
想
い
で
業
務
に
あ
た
っ
て

い
る
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
地
域
（
旅
行
先
）
に
お
け
る
図
書
館

を
取
り
上
げ
て
、
図
書
館
と
観
光
と
の
連
携
・
融
合
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

本
特
集
の
背
景
と
目
的

　近
年
の
図
書
館
（
特
に
公
立
図
書
館
）
は
、
図
書
の
閲

覧
・
貸
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
の
抱
え
る
、
子
育
て
，

教
育
、
就
職
、
年
金
、
健
康
、
介
護
な
ど
様
々
な
課
題
の
解

決
に
役
立
つ
情
報
の
提
供
、
さ
ら
に
は
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。
昨
今
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
と
し
て
図
書
館

を
整
備
す
る
動
き
も
全
国
的
に
見
ら
れ
る
な
ど
、
図
書
館
は

地
域
の
再
生
・
活
性
化
を
図
る
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　で
は
、
観
光
地
に
お
い
て
図
書
館
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な

の
だ
ろ
う
か
。

　本
特
集
で
は
、
特
集
1
で
図
書
館
の
定
義
や
設
置
の
状
況
、

近
年
の
図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
、
観
光
と
図
書
館
の
連
携

の
現
状
な
ど
を
概
観
し
て
い
く
。
特
集
2
で
は
、
地
域
、
特

に
観
光
地
の
魅
力
づ
く
り
に
図
書
館
が
寄
与
し
て
い
る
特
徴

的
な
事
例
を
通
し
て
、
図
書
館
と
観
光
の
連
携
、
融
合
の
現

状
や
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
い
く
。
特
集
3
で
は
、
図
書
館
に
造

詣
の
深
い
、
嶋
田
学
氏
（
奈
良
大
学
教
授
／
前
瀬
戸
内
市
民

図
書
館
館
長
）、
猪
谷
千
香
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
作

家
）
よ
り
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る
連
携
の
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
お
伺
い
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
視
座
で
は
、

図
書
館
と
観
光
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
課
題
や
今
後
の
取

り
組
み
の
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
考
察
し
て
い
く
。

　な
お
、
今
回
の
特
集
で
は
、
原
則
と
し
て
「
公
共
図
書

館
」、
特
に
自
治
体
が
設
置
す
る
「
公
立
図
書
館
」
を
研
究

対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

図
書
館
と
は

〜
図
書
館
の
定
義
、種
別
等

　図
書
館
は
、「
図
書
館
法
第
2
条
」
に
「
図
書
、
記
録
そ

の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、
保
存
し
て
一
般
公

衆
の
利
用
に
供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
図
書
館
法
は
「
社
会
教
育
法
」
に
基
づ
い
て
い
る

が
、
同
法
（
第
9
条
）
で
は
、「
図
書
館
及
び
博
物
館
は
、
社

会
教
育
の
た
め
の
機
関
と
す
る
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　図
書
館
は
、
利
用
者
の
種
別
に
よ
っ
て
、「
国
立
図
書
館
」、

「
公
共
図
書
館
」、「
大
学
図
書
館
」、「
学
校
図
書
館
」、「
専

門
図
書
館
」、
そ
の
他
の
施
設
に
設
置
さ
れ
る
図
書
館
（
点

字
図
書
館
、病
院
患
者
図
書
館
な
ど
）
に
分
け
ら
れ
る
。「
公

共
図
書
館
」
と
は
、自
治
体
が
設
置
す
る
「
公
立
図
書
館
（
都

道
府
県
立
・
市
区
町
村
立
）」
と
、
法
人
等
が
設
置
す
る
「
私

立
図
書
館
」
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

　公
益
社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
に
よ
る
と
（
表
1
）、

2
0
1
8
年
の
公
共
図
書
館
の
設
置
数
は
3
2
9
6
館
で
、

都
道
府
県
の
設
置
率
は
1
0
0
％
、
市
区
の
設
置
率
は
99
％
、

町
村
の
設
置
率
は
57
％
と
な
っ
て
お
り
、
図
書
館
数
は
、
微

増
な
が
ら
も
一
貫
し
て
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

専
任
職
員
の
数
は
1
万
4
6
人
と
長
ら
く
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
る
。

図
書
館
の
歴
史

〜
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ
る
動
向

　表
2
は
わ
が
国
の
図
書
館
の
歩
み
と
観
光
の
関
わ
り
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
も
特
徴
的
な
事
項
に
つ

い
て
概
観
し
て
お
く
。

○
閲
覧
か
ら
貸
出
重
視
へ

　公
共
図
書
館
の
設
置
を
目
的
と
し
た
活
動
で
は
、
日
本
図

書
館
協
会
が
1
9
6
3
年
に
「
中
小
都
市
に
お
け
る
公
共
図

書
館
の
運
営
（
中
小
レ
ポ
ー
ト
）」、
1
9
7
0
年
に
「
市
民

の
図
書
館
」
を
発
表
し
、
住
民
の
た
め
の
図
書
館
づ
く
り
の

重
要
性
を
指
摘
、
そ
の
後
の
大
き
な
指
針
と
な
っ
た
。

　1
9
6
5
年
開
始
の
「
日
野
市
立
移
動
図
書
館
ひ
ま
わ
り

号
」、
1
9
7
3
年
開
館
の
「
日
野
市
立
中
央
図
書
館
」
で

の
図
書
の
貸
出
を
重
視
す
る
取
り
組
み
が
、
全
国
の
市
区
を

中
心
に
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
我
が
国
の
公
共
図

書
館
は
、
1
9
6
0
年
代
末
か
ら
70
年
代
以
降
、
館
内
で
の

閲
覧
か
ら
貸
出
が
一
般
的
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
遂

げ
て
き
た
。

○
地
域
課
題
解
決
の
支
援
へ

　1
9
8
0
年
代
に
入
る
と
国
や
自
治
体
に
よ
る
行
財
政
改

革
が
進
行
し
、
図
書
館
に
も
運
営
の
効
率
化
や
よ
り
高
度
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
新
し
い

時
代
（
生
涯
学
習
・
高
度
情
報
化
の
時
代
）
に
向
け
て
の
公

共
図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
|
中
間
報
告
」（
1
9
8
8

年
、
社
会
教
育
審
議
会
社
会
教
育
施
設
分
科
会
）
な
ど
、
図

書
館
に
関
す
る
様
々
な
報
告
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
拡

大
を
経
て
、
2
0
0
1
年
に
は
「
公
立
図
書
館
の
設
置
及
び

運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」（
文
部
科
学
省
）
が
告
示
さ
れ
、

2
0
0
6
年
に
は
「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
|
地
域
を
支
え

る
情
報
拠
点
を
め
ざ
し
て
|
（
報
告
）」（
こ
れ
か
ら
の
図
書

館
の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議
）
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
て
、
全
国
の
図
書
館
で
は
、
従
来
の
閲
覧
・
貸
出

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
行
政
支
援
、
学
校
教
育
支
援
、

子
育
て
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
（
地
場
産
業
支
援
）
や
、
医

療
・
健
康
、
法
律
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
を
さ
ら
に
一
層

強
化
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

○
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
へ

　1
9
9
9
年
の
「
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設

等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
P
F
I
法
）」
の
制

定
や
、2
0
0
3
年
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
る「
指

定
管
理
者
制
度
」
の
導
入
、
ま
た
、
2
0
0
6
年
の
「
ま
ち

づ
く
り
三
法
」の
改
正
以
降
、特
に
国
土
交
通
省
が
取
り
組
む
、

都
市
の
中
心
部
に
行
政
、
商
業
、
住
宅
な
ど
様
々
な
都
市
機

能
を
集
中
さ
せ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
政
策
は
、
全

国
の
図
書
館
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
1
4
年
に
総
務
省
が
全
国
の
自
治
体
に
要
請
し

た
、
全
て
の
公
共
施
設
を
対
象
に
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管

理
を
推
進
す
る
た
め
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の

策
定
は
、
中
心
市
街
地
へ
の
図
書
館
を
含
め
た
複
合
施
設
の

整
備
を
後
押
し
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　こ
れ
ら
の
法
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
特
に
2
0
1
0
年
代

に
入
っ
て
、
開
放
的
な
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
席
や
飲
食
が
可
能

な
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
け
た
図
書
館
、
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
図
書

館
、
中
心
市
街
地
の
複
合
施
設
内
に
整
備
さ
れ
た
図
書
館
な

ど
、
様
々
な
図
書
館
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　2
0
1
2
年
、
岩
手
県
紫
波
町
に
「
紫
波
中
央
駅
前
開
発

（
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
の
中
核
施
設
と
し
て
公
民
連

携
（
P
F
I
）
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
「
紫
波
町
図
書
館
」
は
、

地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
1
3
年
に
佐
賀
県
武
雄
市
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
「
武
雄
市
図
書
館
」
で
は
、
「
T
S
U
T
A
Y

A
」
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ

ブ
（
C
C
C
）
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、
年
中
無
休
、
開
館

図
書
館
を

取
り
巻
く
動
向
と

観
光
振
興

後
も
「
交
流
」、「
賑
わ
い
」、「
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
図
書
館
の
整
備
は
増
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

観
光
と
図
書
館
の
連
携
の
現
状

　公
共
図
書
館
は
そ
も
そ
も
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
た
め
、

主
た
る
利
用
対
象
は
地
域
住
民
で
あ
り
、
多
く
の
地
域
で
は

観
光
客
は
利
用
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　当
財
団
が
今
回
の
特
集
に
あ
た
り
全
国
の
自
治
体
の
観
光

部
署
を
対
象
に
7
月
に
実
施
し
た
「
観
光
と
図
書
館
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
81
団
体
回
答
）」（
表
3
）
で
も
、
観

光
客
の
利
用
を
「
想
定
し
て
い
る
」
と
の
回
答
は
14
・
8
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
想
定
し
て
い
な
い
」
が
64
・
2
％

を
占
め
て
い
る
。
現
在
の
観
光
部
署
と
図
書
館
の
連
携
も

1

47 814 927 ─ ─ ─

47 805 528 ─ ─ ─

100 % 99 % 57 % ─ ─ ─

58 2,599 620 19 3,296 3,292

1,516 7,756 726 48 10,046 10,251

870 4,000 405 25 5,300 5,357

設置自治体数

自治体数

設置率

図書館総数

専任職員計
（人）
うち司書・
司書補（人）

都道府
県立 市区立 町村立 私立 計 前年度

設
置

図
書
館

職
員
数

図書館を取り巻く動向と観光振興1
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公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

旅
の
図
書
館
長

表 1 公共図書館集計（2018年）

資料：『日本の図書館　統計と名簿』（（公社）日本図書館協会）

吉
澤
清
良

時
間
の
延
長
（
9
時
〜
21
時
）、
カ
フ
ェ
の
併
設
な
ど
に
取

り
組
み
、
現
在
で
も
地
域
内
外
か
ら
多
く
の
来
館
者
を
集
め

て
い
る
。

　図
書
館
へ
の
民
間
事
業
者
の
関
与
は
、
そ
の
創
意
工
夫
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
、
図
書
の
選
択
や
施
設
運
営
の
継
続
性
、
安
定
性
な

ど
の
面
で
不
安
視
す
る
見
方
も
依
然
と
し
て
根
強
い
が
、
今

「
行
っ
て
い
な
い
」
が
72
・
8
％
、
今
後
の
連
携
に
つ
い
て

も
「
予
定
は
な
い
」
が
67
・
9
％
と
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

　2
0
1
9
年
3
月
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
」
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、「
社
会
教
育
の

さ
ら
な
る
振
興
は
も
と
よ
り
、
文
化
・
観
光
振
興
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
的
発
展
等
に
資
す
る
」と
し
て
、図
書
館
、

博
物
館
、
公
民
館
等
の
公
立
社
会
教
育
施
設
を
、
自
治
体
の

判
断
に
よ
り
教
育
委
員
会
か
ら
首
長
部
局
へ
移
管
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
移
管
に
つ
い
て
も
「
検

討
す
る
予
定
は
な
い
」
と
の
回
答
が
90
・
1
％
を
占
め
て

い
る
。

　現
状
で
は
観
光
行
政
に
お
い
て
図
書
館
が
施
策
の
中
で
意

識
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
図
書
館
が
地
域
の
観
光
と
ほ
と

ん
ど
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　近
年
、
図
書
館
の
中
に
は
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、
地

域
外
か
ら
の
通
勤
・
通
学
者
に
も
広
く
門
戸
を
開
き
積
極
的

な
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
図
書
館
の
利
用
者

が
大
幅
に
増
え
、
地
域
住
民
の
図
書
館
に
対
す
る
価
値
の
再

認
識
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
こ
の

点
か
ら
す
れ
ば
、
多
く
の
観
光
客
の
来
訪
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
観
光
地
に
お
い
て
は
、
多
様
な
観
光
客
（
立
寄
客

や
宿
泊
客
）
が
、
地
域
住
民
と
同
様
に
、
重
要
な
利
用
対
象

と
し
て
意
識
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
図
書
館
が
有

す
る
地
域
の
知
的
財
産
は
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
の
深
掘

り
や
そ
の
地
な
ら
で
は
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
、
観
光
産
業

の
振
興
等
、
様
々
な
形
で
地
域
の
観
光
の
魅
力
づ
く
り
や
活

性
化
に
寄
与
で
き
る
余
地
が
大
き
い
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
つ
い
て
は
、
1
9
1
8

年
、
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』（
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
に
、
日
本
文
庫
協
会
（
現
在
の
日
本
図
書
館

協
会
）
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
長
を

務
め
た
和
田
萬
吉
氏
が
、「
旅
客
の
為
め
に
図
書
館
」
を
、

1
9
5
4
年
に
は
、
南
益
行
氏
が
『
図
書
館
界
』（
日
本
図

書
館
研
究
会
）
に
「
観
光
図
書
館
論
」
を
寄
稿
し
て
い
る

（
38
頁
コ
ラ
ム
参
照
）。
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
は
、

有
識
者
に
よ
り
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
古
く
て
新
し

い
課
題
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

　前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
図
書
館
の
観
光
へ
の
寄

与
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
思
う
（
4
・
9
％
）」「
思
う

（
54
・
3
％
）」
で
約
6
割
に
上
る
な
ど
、
そ
の
可
能
性
へ
の

期
待
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
特
集
を
、
観
光
と
図

書
館
の
連
携
・
融
合
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
誘
導
す
る
一
歩
と
し
た
い
。（

よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

は
じ
め
に

　当
財
団
は
、
公
益
事
業
の
一
環
で
、
1
9
7
8
年
よ
り

「
旅
の
図
書
館
」
を
運
営
し
て
い
る
。
当
館
で
は
、
約
6
万

冊
の
観
光
関
連
資
料
を
体
系
立
て
て
配
架
す
る
独
自
分
類
の

導
入
や
、
専
門
性
・
稀
少
性
の
高
い
蔵
書
の
公
開
、
書
架
の

あ
る
空
間
で
研
究
交
流
を
行
う
「
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
」

の
開
催
な
ど
、
観
光
に
関
す
る
情
報
や
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拠
点
と
な
る
「
観
光
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
に

向
け
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　最
近
で
は
少
し
ず
つ
図
書
館
界
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
全
国
各
地
の
図
書
館
職
員
の
研
修
等
で
ご
利
用
い
た
だ

く
機
会
も
増
え
て
き
た
。
職
員
一
同
、
少
し
で
も
観
光
文
化

の
振
興
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
の
想
い
で
業
務
に
あ
た
っ
て

い
る
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
地
域
（
旅
行
先
）
に
お
け
る
図
書
館

を
取
り
上
げ
て
、
図
書
館
と
観
光
と
の
連
携
・
融
合
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

本
特
集
の
背
景
と
目
的

　近
年
の
図
書
館
（
特
に
公
立
図
書
館
）
は
、
図
書
の
閲

覧
・
貸
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
の
抱
え
る
、
子
育
て
，

教
育
、
就
職
、
年
金
、
健
康
、
介
護
な
ど
様
々
な
課
題
の
解

決
に
役
立
つ
情
報
の
提
供
、
さ
ら
に
は
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。
昨
今
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
と
し
て
図
書
館

を
整
備
す
る
動
き
も
全
国
的
に
見
ら
れ
る
な
ど
、
図
書
館
は

地
域
の
再
生
・
活
性
化
を
図
る
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　で
は
、
観
光
地
に
お
い
て
図
書
館
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な

の
だ
ろ
う
か
。

　本
特
集
で
は
、
特
集
1
で
図
書
館
の
定
義
や
設
置
の
状
況
、

近
年
の
図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
、
観
光
と
図
書
館
の
連
携

の
現
状
な
ど
を
概
観
し
て
い
く
。
特
集
2
で
は
、
地
域
、
特

に
観
光
地
の
魅
力
づ
く
り
に
図
書
館
が
寄
与
し
て
い
る
特
徴

的
な
事
例
を
通
し
て
、
図
書
館
と
観
光
の
連
携
、
融
合
の
現

状
や
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
い
く
。
特
集
3
で
は
、
図
書
館
に
造

詣
の
深
い
、
嶋
田
学
氏
（
奈
良
大
学
教
授
／
前
瀬
戸
内
市
民

図
書
館
館
長
）、
猪
谷
千
香
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
作

家
）
よ
り
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る
連
携
の
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
お
伺
い
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
視
座
で
は
、

図
書
館
と
観
光
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
課
題
や
今
後
の
取

り
組
み
の
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
考
察
し
て
い
く
。

　な
お
、
今
回
の
特
集
で
は
、
原
則
と
し
て
「
公
共
図
書

館
」、
特
に
自
治
体
が
設
置
す
る
「
公
立
図
書
館
」
を
研
究

対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

図
書
館
と
は

〜
図
書
館
の
定
義
、種
別
等

　図
書
館
は
、「
図
書
館
法
第
2
条
」
に
「
図
書
、
記
録
そ

の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、
保
存
し
て
一
般
公

衆
の
利
用
に
供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
図
書
館
法
は
「
社
会
教
育
法
」
に
基
づ
い
て
い
る

が
、
同
法
（
第
9
条
）
で
は
、「
図
書
館
及
び
博
物
館
は
、
社

会
教
育
の
た
め
の
機
関
と
す
る
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　図
書
館
は
、
利
用
者
の
種
別
に
よ
っ
て
、「
国
立
図
書
館
」、

「
公
共
図
書
館
」、「
大
学
図
書
館
」、「
学
校
図
書
館
」、「
専

門
図
書
館
」、
そ
の
他
の
施
設
に
設
置
さ
れ
る
図
書
館
（
点

字
図
書
館
、病
院
患
者
図
書
館
な
ど
）
に
分
け
ら
れ
る
。「
公

共
図
書
館
」
と
は
、自
治
体
が
設
置
す
る
「
公
立
図
書
館
（
都

道
府
県
立
・
市
区
町
村
立
）」
と
、
法
人
等
が
設
置
す
る
「
私

立
図
書
館
」
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

　公
益
社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
に
よ
る
と
（
表
1
）、

2
0
1
8
年
の
公
共
図
書
館
の
設
置
数
は
3
2
9
6
館
で
、

都
道
府
県
の
設
置
率
は
1
0
0
％
、
市
区
の
設
置
率
は
99
％
、

町
村
の
設
置
率
は
57
％
と
な
っ
て
お
り
、
図
書
館
数
は
、
微

増
な
が
ら
も
一
貫
し
て
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

専
任
職
員
の
数
は
1
万
4
6
人
と
長
ら
く
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
る
。

図
書
館
の
歴
史

〜
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ
る
動
向

　表
2
は
わ
が
国
の
図
書
館
の
歩
み
と
観
光
の
関
わ
り
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
も
特
徴
的
な
事
項
に
つ

い
て
概
観
し
て
お
く
。

○
閲
覧
か
ら
貸
出
重
視
へ

　公
共
図
書
館
の
設
置
を
目
的
と
し
た
活
動
で
は
、
日
本
図

書
館
協
会
が
1
9
6
3
年
に
「
中
小
都
市
に
お
け
る
公
共
図

書
館
の
運
営
（
中
小
レ
ポ
ー
ト
）」、
1
9
7
0
年
に
「
市
民

の
図
書
館
」
を
発
表
し
、
住
民
の
た
め
の
図
書
館
づ
く
り
の

重
要
性
を
指
摘
、
そ
の
後
の
大
き
な
指
針
と
な
っ
た
。

　1
9
6
5
年
開
始
の
「
日
野
市
立
移
動
図
書
館
ひ
ま
わ
り

号
」、
1
9
7
3
年
開
館
の
「
日
野
市
立
中
央
図
書
館
」
で

の
図
書
の
貸
出
を
重
視
す
る
取
り
組
み
が
、
全
国
の
市
区
を

中
心
に
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
我
が
国
の
公
共
図

書
館
は
、
1
9
6
0
年
代
末
か
ら
70
年
代
以
降
、
館
内
で
の

閲
覧
か
ら
貸
出
が
一
般
的
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
遂

げ
て
き
た
。

○
地
域
課
題
解
決
の
支
援
へ

　1
9
8
0
年
代
に
入
る
と
国
や
自
治
体
に
よ
る
行
財
政
改

革
が
進
行
し
、
図
書
館
に
も
運
営
の
効
率
化
や
よ
り
高
度
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
新
し
い

時
代
（
生
涯
学
習
・
高
度
情
報
化
の
時
代
）
に
向
け
て
の
公

共
図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
|
中
間
報
告
」（
1
9
8
8

年
、
社
会
教
育
審
議
会
社
会
教
育
施
設
分
科
会
）
な
ど
、
図

書
館
に
関
す
る
様
々
な
報
告
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
拡

大
を
経
て
、
2
0
0
1
年
に
は
「
公
立
図
書
館
の
設
置
及
び

運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」（
文
部
科
学
省
）
が
告
示
さ
れ
、

2
0
0
6
年
に
は
「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
|
地
域
を
支
え

る
情
報
拠
点
を
め
ざ
し
て
|
（
報
告
）」（
こ
れ
か
ら
の
図
書

館
の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議
）
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
て
、
全
国
の
図
書
館
で
は
、
従
来
の
閲
覧
・
貸
出

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
行
政
支
援
、
学
校
教
育
支
援
、

子
育
て
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
（
地
場
産
業
支
援
）
や
、
医

療
・
健
康
、
法
律
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
を
さ
ら
に
一
層

強
化
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

○
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
へ

　1
9
9
9
年
の
「
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設

等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
P
F
I
法
）」
の
制

定
や
、2
0
0
3
年
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
る「
指

定
管
理
者
制
度
」
の
導
入
、
ま
た
、
2
0
0
6
年
の
「
ま
ち

づ
く
り
三
法
」の
改
正
以
降
、特
に
国
土
交
通
省
が
取
り
組
む
、

都
市
の
中
心
部
に
行
政
、
商
業
、
住
宅
な
ど
様
々
な
都
市
機

能
を
集
中
さ
せ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
政
策
は
、
全

国
の
図
書
館
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
1
4
年
に
総
務
省
が
全
国
の
自
治
体
に
要
請
し

た
、
全
て
の
公
共
施
設
を
対
象
に
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管

理
を
推
進
す
る
た
め
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の

策
定
は
、
中
心
市
街
地
へ
の
図
書
館
を
含
め
た
複
合
施
設
の

整
備
を
後
押
し
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　こ
れ
ら
の
法
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
特
に
2
0
1
0
年
代

に
入
っ
て
、
開
放
的
な
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
席
や
飲
食
が
可
能

な
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
け
た
図
書
館
、
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
図
書

館
、
中
心
市
街
地
の
複
合
施
設
内
に
整
備
さ
れ
た
図
書
館
な

ど
、
様
々
な
図
書
館
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　2
0
1
2
年
、
岩
手
県
紫
波
町
に
「
紫
波
中
央
駅
前
開
発

（
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
の
中
核
施
設
と
し
て
公
民
連

携
（
P
F
I
）
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
「
紫
波
町
図
書
館
」
は
、

地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
1
3
年
に
佐
賀
県
武
雄
市
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
「
武
雄
市
図
書
館
」
で
は
、
「
T
S
U
T
A
Y

A
」
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ

ブ
（
C
C
C
）
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、
年
中
無
休
、
開
館

図
書
館
を

取
り
巻
く
動
向
と

観
光
振
興

後
も
「
交
流
」、「
賑
わ
い
」、「
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
図
書
館
の
整
備
は
増
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

観
光
と
図
書
館
の
連
携
の
現
状

　公
共
図
書
館
は
そ
も
そ
も
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
た
め
、

主
た
る
利
用
対
象
は
地
域
住
民
で
あ
り
、
多
く
の
地
域
で
は

観
光
客
は
利
用
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　当
財
団
が
今
回
の
特
集
に
あ
た
り
全
国
の
自
治
体
の
観
光

部
署
を
対
象
に
7
月
に
実
施
し
た
「
観
光
と
図
書
館
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
81
団
体
回
答
）」（
表
3
）
で
も
、
観

光
客
の
利
用
を
「
想
定
し
て
い
る
」
と
の
回
答
は
14
・
8
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
想
定
し
て
い
な
い
」
が
64
・
2
％

を
占
め
て
い
る
。
現
在
の
観
光
部
署
と
図
書
館
の
連
携
も

1

47 814 927 ─ ─ ─

47 805 528 ─ ─ ─

100 % 99 % 57 % ─ ─ ─

58 2,599 620 19 3,296 3,292

1,516 7,756 726 48 10,046 10,251

870 4,000 405 25 5,300 5,357

設置自治体数

自治体数

設置率

図書館総数

専任職員計
（人）
うち司書・
司書補（人）

都道府
県立 市区立 町村立 私立 計 前年度

設
置

図
書
館

職
員
数

図書館を取り巻く動向と観光振興1
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1918（大7）…和田萬吉（東
京帝国大学図書館長）「旅客
の為めに図書館」掲載（機関
誌『ツーリスト』）

1950（昭25）…図書館法公布
1954（昭29）…南益行「観光
図書館論」掲載（『図書館界』）

1963（昭38）…『中小都市に
おける公共図書館の運営（中
小レポート）』発表（公共図書
館の本質的な機能＝資料提
供・館外奉仕）

1970（昭45）…『市民の図書
館』発表（市民貸出・児童サー
ビス・全域サービスを重視）
1979（昭54）…『図書館の自
由に関する宣言』改訂

国や自治体による行財政改革
が進行

近代図書館の誕生

1990年代後半～
インターネットの普及
1999（平11）…図書館法改正

2012（平24）…『図書館の設
置及び運営上の望ましい基
準』発表（図書館の課題解決
支援の機能を提示）
2014（平26）…猪谷千香『つ
ながる図書館』刊行

1980年代後半…墨田区立八
広図書館 全国の観光パンフ
レットを収集･提供/石垣市立
図書館　観光客に利用カー
ドを発行

1948（昭23）…国立国会図
書館設立

1965（昭40）…日野市立図
書館「移動図書館」開始

1973（昭48）…日野市立中
央図書館開館

2005（平17）…奈良県立図
書情報館開館
2006（平18）…千代田区立
千代田図書､区新庁舎に移転、
開館/指宿市立山川図書館 
指定管理者による運営開始
2009（平21）…小布施町立
図書館開館

2011（平23）…武蔵野プレイ
ス開館
2012（平成24）…紫波町図
書館 PFIにより整備
2013（平25）…武雄市図書
館・歴史資料館 全面改装・C
CC指定管理による運営開始
2015（平27）…恩納村文化
情報センター開館（観光に特
化した図書館の誕生）/草津
町立図書館「草津町立温泉図
書館」に改称

1987（昭62）…『公立図書館
の任務と目標』発表
1988（昭63）…『新しい時代
に向けての公共図書館の在り
方について』（近年における文
科省の図書館行政の出発点）

2001（平成13）…『公立図書
館の設置及び運営上の望まし
い基準』発表（国による基準を
示す）
2003（平成15）…指定管理
者制度の導入/菅谷明子『未
来をつくる図書館』刊行
2006（平18）…『これからの
図書館像』発表（新たな図書
館のあり方を提言/図書館の
課題解決支援の機能を提示）
2008（平20）…図書館法改正

表 3 観光と図書館に関するアンケート調査

表 2 わが国の図書館の歩みと観光との関わり

参考文献：小黒浩司『図書･図書館史』（日本図書館協会、2000）、松本秀人『観光と図書館の融合』（北海道大学観
光学高等研究センター、2010）、嶋田学「「訪れたい」「住みたい」と思う“まちづくり”に図書館ができること～第57回
図問研大会・鼎談「まちづくり・観光･図書館」を振り返って～」（『みんなの図書館』、2010.12）等   

時
間
の
延
長
（
9
時
〜
21
時
）、
カ
フ
ェ
の
併
設
な
ど
に
取

り
組
み
、
現
在
で
も
地
域
内
外
か
ら
多
く
の
来
館
者
を
集
め

て
い
る
。

　図
書
館
へ
の
民
間
事
業
者
の
関
与
は
、
そ
の
創
意
工
夫
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
、
図
書
の
選
択
や
施
設
運
営
の
継
続
性
、
安
定
性
な

ど
の
面
で
不
安
視
す
る
見
方
も
依
然
と
し
て
根
強
い
が
、
今

「
行
っ
て
い
な
い
」
が
72
・
8
％
、
今
後
の
連
携
に
つ
い
て

も
「
予
定
は
な
い
」
が
67
・
9
％
と
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

　2
0
1
9
年
3
月
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
」
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、「
社
会
教
育
の

さ
ら
な
る
振
興
は
も
と
よ
り
、
文
化
・
観
光
振
興
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
的
発
展
等
に
資
す
る
」と
し
て
、図
書
館
、

博
物
館
、
公
民
館
等
の
公
立
社
会
教
育
施
設
を
、
自
治
体
の

判
断
に
よ
り
教
育
委
員
会
か
ら
首
長
部
局
へ
移
管
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
移
管
に
つ
い
て
も
「
検

討
す
る
予
定
は
な
い
」
と
の
回
答
が
90
・
1
％
を
占
め
て

い
る
。

　現
状
で
は
観
光
行
政
に
お
い
て
図
書
館
が
施
策
の
中
で
意

識
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
図
書
館
が
地
域
の
観
光
と
ほ
と

ん
ど
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　近
年
、
図
書
館
の
中
に
は
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、
地

域
外
か
ら
の
通
勤
・
通
学
者
に
も
広
く
門
戸
を
開
き
積
極
的

な
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
図
書
館
の
利
用
者

が
大
幅
に
増
え
、
地
域
住
民
の
図
書
館
に
対
す
る
価
値
の
再

認
識
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
こ
の

点
か
ら
す
れ
ば
、
多
く
の
観
光
客
の
来
訪
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
観
光
地
に
お
い
て
は
、
多
様
な
観
光
客
（
立
寄
客

や
宿
泊
客
）
が
、
地
域
住
民
と
同
様
に
、
重
要
な
利
用
対
象

と
し
て
意
識
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
図
書
館
が
有

す
る
地
域
の
知
的
財
産
は
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
の
深
掘

り
や
そ
の
地
な
ら
で
は
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
、
観
光
産
業

の
振
興
等
、
様
々
な
形
で
地
域
の
観
光
の
魅
力
づ
く
り
や
活

性
化
に
寄
与
で
き
る
余
地
が
大
き
い
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
つ
い
て
は
、
1
9
1
8

年
、
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』（
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
に
、
日
本
文
庫
協
会
（
現
在
の
日
本
図
書
館

協
会
）
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
長
を

務
め
た
和
田
萬
吉
氏
が
、「
旅
客
の
為
め
に
図
書
館
」
を
、

1
9
5
4
年
に
は
、
南
益
行
氏
が
『
図
書
館
界
』（
日
本
図

書
館
研
究
会
）
に
「
観
光
図
書
館
論
」
を
寄
稿
し
て
い
る

（
38
頁
コ
ラ
ム
参
照
）。
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
は
、

有
識
者
に
よ
り
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
古
く
て
新
し

い
課
題
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

　前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
図
書
館
の
観
光
へ
の
寄

与
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
思
う
（
4
・
9
％
）」「
思
う

（
54
・
3
％
）」
で
約
6
割
に
上
る
な
ど
、
そ
の
可
能
性
へ
の

期
待
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
特
集
を
、
観
光
と
図

書
館
の
連
携
・
融
合
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
誘
導
す
る
一
歩
と
し
た
い
。（

よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

は
じ
め
に

　当
財
団
は
、
公
益
事
業
の
一
環
で
、
1
9
7
8
年
よ
り

「
旅
の
図
書
館
」
を
運
営
し
て
い
る
。
当
館
で
は
、
約
6
万

冊
の
観
光
関
連
資
料
を
体
系
立
て
て
配
架
す
る
独
自
分
類
の

導
入
や
、
専
門
性
・
稀
少
性
の
高
い
蔵
書
の
公
開
、
書
架
の

あ
る
空
間
で
研
究
交
流
を
行
う
「
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
」

の
開
催
な
ど
、
観
光
に
関
す
る
情
報
や
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拠
点
と
な
る
「
観
光
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
に

向
け
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　最
近
で
は
少
し
ず
つ
図
書
館
界
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
全
国
各
地
の
図
書
館
職
員
の
研
修
等
で
ご
利
用
い
た
だ

く
機
会
も
増
え
て
き
た
。
職
員
一
同
、
少
し
で
も
観
光
文
化

の
振
興
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
の
想
い
で
業
務
に
あ
た
っ
て

い
る
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
地
域
（
旅
行
先
）
に
お
け
る
図
書
館

を
取
り
上
げ
て
、
図
書
館
と
観
光
と
の
連
携
・
融
合
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

本
特
集
の
背
景
と
目
的

　近
年
の
図
書
館
（
特
に
公
立
図
書
館
）
は
、
図
書
の
閲

覧
・
貸
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
の
抱
え
る
、
子
育
て
，

教
育
、
就
職
、
年
金
、
健
康
、
介
護
な
ど
様
々
な
課
題
の
解

決
に
役
立
つ
情
報
の
提
供
、
さ
ら
に
は
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。
昨
今
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
と
し
て
図
書
館

を
整
備
す
る
動
き
も
全
国
的
に
見
ら
れ
る
な
ど
、
図
書
館
は

地
域
の
再
生
・
活
性
化
を
図
る
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　で
は
、
観
光
地
に
お
い
て
図
書
館
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な

の
だ
ろ
う
か
。

　本
特
集
で
は
、
特
集
1
で
図
書
館
の
定
義
や
設
置
の
状
況
、

近
年
の
図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
、
観
光
と
図
書
館
の
連
携

の
現
状
な
ど
を
概
観
し
て
い
く
。
特
集
2
で
は
、
地
域
、
特

に
観
光
地
の
魅
力
づ
く
り
に
図
書
館
が
寄
与
し
て
い
る
特
徴

的
な
事
例
を
通
し
て
、
図
書
館
と
観
光
の
連
携
、
融
合
の
現

状
や
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
い
く
。
特
集
3
で
は
、
図
書
館
に
造

詣
の
深
い
、
嶋
田
学
氏
（
奈
良
大
学
教
授
／
前
瀬
戸
内
市
民

図
書
館
館
長
）、
猪
谷
千
香
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
作

家
）
よ
り
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る
連
携
の
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
お
伺
い
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
視
座
で
は
、

図
書
館
と
観
光
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
課
題
や
今
後
の
取

り
組
み
の
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
考
察
し
て
い
く
。

　な
お
、
今
回
の
特
集
で
は
、
原
則
と
し
て
「
公
共
図
書

館
」、
特
に
自
治
体
が
設
置
す
る
「
公
立
図
書
館
」
を
研
究

対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

図
書
館
と
は

〜
図
書
館
の
定
義
、種
別
等

　図
書
館
は
、「
図
書
館
法
第
2
条
」
に
「
図
書
、
記
録
そ

の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、
保
存
し
て
一
般
公

衆
の
利
用
に
供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
図
書
館
法
は
「
社
会
教
育
法
」
に
基
づ
い
て
い
る

が
、
同
法
（
第
9
条
）
で
は
、「
図
書
館
及
び
博
物
館
は
、
社

会
教
育
の
た
め
の
機
関
と
す
る
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　図
書
館
は
、
利
用
者
の
種
別
に
よ
っ
て
、「
国
立
図
書
館
」、

「
公
共
図
書
館
」、「
大
学
図
書
館
」、「
学
校
図
書
館
」、「
専

門
図
書
館
」、
そ
の
他
の
施
設
に
設
置
さ
れ
る
図
書
館
（
点

字
図
書
館
、病
院
患
者
図
書
館
な
ど
）
に
分
け
ら
れ
る
。「
公

共
図
書
館
」
と
は
、自
治
体
が
設
置
す
る
「
公
立
図
書
館
（
都

道
府
県
立
・
市
区
町
村
立
）」
と
、
法
人
等
が
設
置
す
る
「
私

立
図
書
館
」
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

　公
益
社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
に
よ
る
と
（
表
1
）、

2
0
1
8
年
の
公
共
図
書
館
の
設
置
数
は
3
2
9
6
館
で
、

都
道
府
県
の
設
置
率
は
1
0
0
％
、
市
区
の
設
置
率
は
99
％
、

町
村
の
設
置
率
は
57
％
と
な
っ
て
お
り
、
図
書
館
数
は
、
微

増
な
が
ら
も
一
貫
し
て
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

専
任
職
員
の
数
は
1
万
4
6
人
と
長
ら
く
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
る
。

図
書
館
の
歴
史

〜
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ
る
動
向

　表
2
は
わ
が
国
の
図
書
館
の
歩
み
と
観
光
の
関
わ
り
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
も
特
徴
的
な
事
項
に
つ

い
て
概
観
し
て
お
く
。

○
閲
覧
か
ら
貸
出
重
視
へ

　公
共
図
書
館
の
設
置
を
目
的
と
し
た
活
動
で
は
、
日
本
図

書
館
協
会
が
1
9
6
3
年
に
「
中
小
都
市
に
お
け
る
公
共
図

書
館
の
運
営
（
中
小
レ
ポ
ー
ト
）」、
1
9
7
0
年
に
「
市
民

の
図
書
館
」
を
発
表
し
、
住
民
の
た
め
の
図
書
館
づ
く
り
の

重
要
性
を
指
摘
、
そ
の
後
の
大
き
な
指
針
と
な
っ
た
。

　1
9
6
5
年
開
始
の
「
日
野
市
立
移
動
図
書
館
ひ
ま
わ
り

号
」、
1
9
7
3
年
開
館
の
「
日
野
市
立
中
央
図
書
館
」
で

の
図
書
の
貸
出
を
重
視
す
る
取
り
組
み
が
、
全
国
の
市
区
を

中
心
に
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
我
が
国
の
公
共
図

書
館
は
、
1
9
6
0
年
代
末
か
ら
70
年
代
以
降
、
館
内
で
の

閲
覧
か
ら
貸
出
が
一
般
的
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
遂

げ
て
き
た
。

○
地
域
課
題
解
決
の
支
援
へ

　1
9
8
0
年
代
に
入
る
と
国
や
自
治
体
に
よ
る
行
財
政
改

革
が
進
行
し
、
図
書
館
に
も
運
営
の
効
率
化
や
よ
り
高
度
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
新
し
い

時
代
（
生
涯
学
習
・
高
度
情
報
化
の
時
代
）
に
向
け
て
の
公

共
図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
|
中
間
報
告
」（
1
9
8
8

年
、
社
会
教
育
審
議
会
社
会
教
育
施
設
分
科
会
）
な
ど
、
図

書
館
に
関
す
る
様
々
な
報
告
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
拡

大
を
経
て
、
2
0
0
1
年
に
は
「
公
立
図
書
館
の
設
置
及
び

運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」（
文
部
科
学
省
）
が
告
示
さ
れ
、

2
0
0
6
年
に
は
「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
|
地
域
を
支
え

る
情
報
拠
点
を
め
ざ
し
て
|
（
報
告
）」（
こ
れ
か
ら
の
図
書

館
の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議
）
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
て
、
全
国
の
図
書
館
で
は
、
従
来
の
閲
覧
・
貸
出

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
行
政
支
援
、
学
校
教
育
支
援
、

子
育
て
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
（
地
場
産
業
支
援
）
や
、
医

療
・
健
康
、
法
律
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
を
さ
ら
に
一
層

強
化
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

○
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
へ

　1
9
9
9
年
の
「
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設

等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
P
F
I
法
）」
の
制

定
や
、2
0
0
3
年
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
る「
指

定
管
理
者
制
度
」
の
導
入
、
ま
た
、
2
0
0
6
年
の
「
ま
ち

づ
く
り
三
法
」の
改
正
以
降
、特
に
国
土
交
通
省
が
取
り
組
む
、

都
市
の
中
心
部
に
行
政
、
商
業
、
住
宅
な
ど
様
々
な
都
市
機

能
を
集
中
さ
せ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
政
策
は
、
全

国
の
図
書
館
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
1
4
年
に
総
務
省
が
全
国
の
自
治
体
に
要
請
し

た
、
全
て
の
公
共
施
設
を
対
象
に
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管

理
を
推
進
す
る
た
め
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の

策
定
は
、
中
心
市
街
地
へ
の
図
書
館
を
含
め
た
複
合
施
設
の

整
備
を
後
押
し
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　こ
れ
ら
の
法
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
特
に
2
0
1
0
年
代

に
入
っ
て
、
開
放
的
な
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
席
や
飲
食
が
可
能

な
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
け
た
図
書
館
、
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
図
書

館
、
中
心
市
街
地
の
複
合
施
設
内
に
整
備
さ
れ
た
図
書
館
な

ど
、
様
々
な
図
書
館
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　2
0
1
2
年
、
岩
手
県
紫
波
町
に
「
紫
波
中
央
駅
前
開
発

（
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
の
中
核
施
設
と
し
て
公
民
連

携
（
P
F
I
）
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
「
紫
波
町
図
書
館
」
は
、

地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
1
3
年
に
佐
賀
県
武
雄
市
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
「
武
雄
市
図
書
館
」
で
は
、
「
T
S
U
T
A
Y

A
」
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ

ブ
（
C
C
C
）
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、
年
中
無
休
、
開
館

・「
観
光
と
図
書
館
の
融
合
」（
2
0
1
0
年
7
月
1
日
、松
本
秀
人
、北
海

道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行
）

・「
図
書
館
概
論 

五
訂
版
」（
2
0
1
8
年
12
月
20
日
、公
益
社
団
法
人
日

本
図
書
館
協
会
発
行
）

・
公
益
社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・「
現
代
思
想
12
月
号
」（
2
0
1
8
年
12
月
1
日
、青
土
社
発
行
）

・「
専
門
図
書
館
2
9
6
号
」（
2
0
1
9
年
7
月
、専
門
図
書
館
協
議
会

発
行
）

・「C
onsultant

2
7
5
号
」（
2
0
1
7
年
4
月
15
日
、一
般
社
団
法
人

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
発
行
）

後
も
「
交
流
」、「
賑
わ
い
」、「
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
図
書
館
の
整
備
は
増
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

観
光
と
図
書
館
の
連
携
の
現
状

　公
共
図
書
館
は
そ
も
そ
も
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
た
め
、

主
た
る
利
用
対
象
は
地
域
住
民
で
あ
り
、
多
く
の
地
域
で
は

観
光
客
は
利
用
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　当
財
団
が
今
回
の
特
集
に
あ
た
り
全
国
の
自
治
体
の
観
光

部
署
を
対
象
に
7
月
に
実
施
し
た
「
観
光
と
図
書
館
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
81
団
体
回
答
）」（
表
3
）
で
も
、
観

光
客
の
利
用
を
「
想
定
し
て
い
る
」
と
の
回
答
は
14
・
8
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
想
定
し
て
い
な
い
」
が
64
・
2
％

を
占
め
て
い
る
。
現
在
の
観
光
部
署
と
図
書
館
の
連
携
も

1870
  年代～

1900
  年代～

1940
年代

1950
年代

1960
年代

1970
年代

1980
年代

1990
年代

2000
年代

2010
年代

図書館における
観光客の利用（単数回答）
1.想定している
2.想定していない
3.分からない
N/A

12
52
17
0

14.8 %

64.2 %

21.0 %

0.0 %

100.0 % 81合計

割合

事項（トピック） 図書館の動向

回答数

今後の観光部署と
図書館の連携（単数回答）
1.取り組んでいく
2.検討中である
3.予定はない
N/A

4.9 %

25.9 %

67.9 %

1.2 %

4

21

55

1

100.0 % 81合計

割合 回答数

図書館の首長部局への
移管（単数回答）
1.決まっている
2.検討中である
3.検討予定である
4.検討する予定はない
N/A

0.0 %

2.5 %

1.2 %

90.1 %

6.2 %

0

2

1

73

5

100.0 % 81合計

割合 回答数

図書館の観光への
寄与（単数回答）
1.非常に思う
2.思う
3.思わない
4.全く思わない
5．考えてみたこともない
N/A

4.9 %

54.3 %

9.9 %

0.0 %

30.9 %

0.0 %

4

44

8

0

25

0

100.0 % 81合計

割合 回答数

観光部署と
図書館の連携（単数回答）
1.行っている
2.行っていない
N/A

25.9 %

72.8 %

1.2 %

21

59

1

100.0 % 81合計

割合 回答数

資料：（公財）日本交通公社

【
参
考
資
料
】

貸出を中心と
した公 共 図
書館の普及･
発展

課題解決型、
ビジネス支援
型図書館の
登場
↓
図書館の多
様化（複合化、
サードプレイ
スとしての図
書館など）

図書館を取り巻く動向と観光振興1

6



1918（大7）…和田萬吉（東
京帝国大学図書館長）「旅客
の為めに図書館」掲載（機関
誌『ツーリスト』）

1950（昭25）…図書館法公布
1954（昭29）…南益行「観光
図書館論」掲載（『図書館界』）

1963（昭38）…『中小都市に
おける公共図書館の運営（中
小レポート）』発表（公共図書
館の本質的な機能＝資料提
供・館外奉仕）

1970（昭45）…『市民の図書
館』発表（市民貸出・児童サー
ビス・全域サービスを重視）
1979（昭54）…『図書館の自
由に関する宣言』改訂

国や自治体による行財政改革
が進行

近代図書館の誕生

1990年代後半～
インターネットの普及
1999（平11）…図書館法改正

2012（平24）…『図書館の設
置及び運営上の望ましい基
準』発表（図書館の課題解決
支援の機能を提示）
2014（平26）…猪谷千香『つ
ながる図書館』刊行

1980年代後半…墨田区立八
広図書館 全国の観光パンフ
レットを収集･提供/石垣市立
図書館　観光客に利用カー
ドを発行

1948（昭23）…国立国会図
書館設立

1965（昭40）…日野市立図
書館「移動図書館」開始

1973（昭48）…日野市立中
央図書館開館

2005（平17）…奈良県立図
書情報館開館
2006（平18）…千代田区立
千代田図書､区新庁舎に移転、
開館/指宿市立山川図書館 
指定管理者による運営開始
2009（平21）…小布施町立
図書館開館

2011（平23）…武蔵野プレイ
ス開館
2012（平成24）…紫波町図
書館 PFIにより整備
2013（平25）…武雄市図書
館・歴史資料館 全面改装・C
CC指定管理による運営開始
2015（平27）…恩納村文化
情報センター開館（観光に特
化した図書館の誕生）/草津
町立図書館「草津町立温泉図
書館」に改称

1987（昭62）…『公立図書館
の任務と目標』発表
1988（昭63）…『新しい時代
に向けての公共図書館の在り
方について』（近年における文
科省の図書館行政の出発点）

2001（平成13）…『公立図書
館の設置及び運営上の望まし
い基準』発表（国による基準を
示す）
2003（平成15）…指定管理
者制度の導入/菅谷明子『未
来をつくる図書館』刊行
2006（平18）…『これからの
図書館像』発表（新たな図書
館のあり方を提言/図書館の
課題解決支援の機能を提示）
2008（平20）…図書館法改正

表 3 観光と図書館に関するアンケート調査

表 2 わが国の図書館の歩みと観光との関わり

参考文献：小黒浩司『図書･図書館史』（日本図書館協会、2000）、松本秀人『観光と図書館の融合』（北海道大学観
光学高等研究センター、2010）、嶋田学「「訪れたい」「住みたい」と思う“まちづくり”に図書館ができること～第57回
図問研大会・鼎談「まちづくり・観光･図書館」を振り返って～」（『みんなの図書館』、2010.12）等   

時
間
の
延
長
（
9
時
〜
21
時
）、
カ
フ
ェ
の
併
設
な
ど
に
取

り
組
み
、
現
在
で
も
地
域
内
外
か
ら
多
く
の
来
館
者
を
集
め

て
い
る
。

　図
書
館
へ
の
民
間
事
業
者
の
関
与
は
、
そ
の
創
意
工
夫
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
、
図
書
の
選
択
や
施
設
運
営
の
継
続
性
、
安
定
性
な

ど
の
面
で
不
安
視
す
る
見
方
も
依
然
と
し
て
根
強
い
が
、
今

「
行
っ
て
い
な
い
」
が
72
・
8
％
、
今
後
の
連
携
に
つ
い
て

も
「
予
定
は
な
い
」
が
67
・
9
％
と
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

　2
0
1
9
年
3
月
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
」
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、「
社
会
教
育
の

さ
ら
な
る
振
興
は
も
と
よ
り
、
文
化
・
観
光
振
興
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
的
発
展
等
に
資
す
る
」と
し
て
、図
書
館
、

博
物
館
、
公
民
館
等
の
公
立
社
会
教
育
施
設
を
、
自
治
体
の

判
断
に
よ
り
教
育
委
員
会
か
ら
首
長
部
局
へ
移
管
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
移
管
に
つ
い
て
も
「
検

討
す
る
予
定
は
な
い
」
と
の
回
答
が
90
・
1
％
を
占
め
て

い
る
。

　現
状
で
は
観
光
行
政
に
お
い
て
図
書
館
が
施
策
の
中
で
意

識
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
図
書
館
が
地
域
の
観
光
と
ほ
と

ん
ど
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　近
年
、
図
書
館
の
中
に
は
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、
地

域
外
か
ら
の
通
勤
・
通
学
者
に
も
広
く
門
戸
を
開
き
積
極
的

な
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
図
書
館
の
利
用
者

が
大
幅
に
増
え
、
地
域
住
民
の
図
書
館
に
対
す
る
価
値
の
再

認
識
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
こ
の

点
か
ら
す
れ
ば
、
多
く
の
観
光
客
の
来
訪
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
観
光
地
に
お
い
て
は
、
多
様
な
観
光
客
（
立
寄
客

や
宿
泊
客
）
が
、
地
域
住
民
と
同
様
に
、
重
要
な
利
用
対
象

と
し
て
意
識
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
図
書
館
が
有

す
る
地
域
の
知
的
財
産
は
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
の
深
掘

り
や
そ
の
地
な
ら
で
は
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
、
観
光
産
業

の
振
興
等
、
様
々
な
形
で
地
域
の
観
光
の
魅
力
づ
く
り
や
活

性
化
に
寄
与
で
き
る
余
地
が
大
き
い
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
つ
い
て
は
、
1
9
1
8

年
、
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』（
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
に
、
日
本
文
庫
協
会
（
現
在
の
日
本
図
書
館

協
会
）
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
長
を

務
め
た
和
田
萬
吉
氏
が
、「
旅
客
の
為
め
に
図
書
館
」
を
、

1
9
5
4
年
に
は
、
南
益
行
氏
が
『
図
書
館
界
』（
日
本
図

書
館
研
究
会
）
に
「
観
光
図
書
館
論
」
を
寄
稿
し
て
い
る

（
38
頁
コ
ラ
ム
参
照
）。
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
は
、

有
識
者
に
よ
り
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
古
く
て
新
し

い
課
題
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

　前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
図
書
館
の
観
光
へ
の
寄

与
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
思
う
（
4
・
9
％
）」「
思
う

（
54
・
3
％
）」
で
約
6
割
に
上
る
な
ど
、
そ
の
可
能
性
へ
の

期
待
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
特
集
を
、
観
光
と
図

書
館
の
連
携
・
融
合
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
誘
導
す
る
一
歩
と
し
た
い
。（

よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

は
じ
め
に

　当
財
団
は
、
公
益
事
業
の
一
環
で
、
1
9
7
8
年
よ
り

「
旅
の
図
書
館
」
を
運
営
し
て
い
る
。
当
館
で
は
、
約
6
万

冊
の
観
光
関
連
資
料
を
体
系
立
て
て
配
架
す
る
独
自
分
類
の

導
入
や
、
専
門
性
・
稀
少
性
の
高
い
蔵
書
の
公
開
、
書
架
の

あ
る
空
間
で
研
究
交
流
を
行
う
「
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
」

の
開
催
な
ど
、
観
光
に
関
す
る
情
報
や
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拠
点
と
な
る
「
観
光
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
に

向
け
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　最
近
で
は
少
し
ず
つ
図
書
館
界
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
全
国
各
地
の
図
書
館
職
員
の
研
修
等
で
ご
利
用
い
た
だ

く
機
会
も
増
え
て
き
た
。
職
員
一
同
、
少
し
で
も
観
光
文
化

の
振
興
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
の
想
い
で
業
務
に
あ
た
っ
て

い
る
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
地
域
（
旅
行
先
）
に
お
け
る
図
書
館

を
取
り
上
げ
て
、
図
書
館
と
観
光
と
の
連
携
・
融
合
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

本
特
集
の
背
景
と
目
的

　近
年
の
図
書
館
（
特
に
公
立
図
書
館
）
は
、
図
書
の
閲

覧
・
貸
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
の
抱
え
る
、
子
育
て
，

教
育
、
就
職
、
年
金
、
健
康
、
介
護
な
ど
様
々
な
課
題
の
解

決
に
役
立
つ
情
報
の
提
供
、
さ
ら
に
は
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。
昨
今
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
と
し
て
図
書
館

を
整
備
す
る
動
き
も
全
国
的
に
見
ら
れ
る
な
ど
、
図
書
館
は

地
域
の
再
生
・
活
性
化
を
図
る
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　で
は
、
観
光
地
に
お
い
て
図
書
館
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な

の
だ
ろ
う
か
。

　本
特
集
で
は
、
特
集
1
で
図
書
館
の
定
義
や
設
置
の
状
況
、

近
年
の
図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
、
観
光
と
図
書
館
の
連
携

の
現
状
な
ど
を
概
観
し
て
い
く
。
特
集
2
で
は
、
地
域
、
特

に
観
光
地
の
魅
力
づ
く
り
に
図
書
館
が
寄
与
し
て
い
る
特
徴

的
な
事
例
を
通
し
て
、
図
書
館
と
観
光
の
連
携
、
融
合
の
現

状
や
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
い
く
。
特
集
3
で
は
、
図
書
館
に
造

詣
の
深
い
、
嶋
田
学
氏
（
奈
良
大
学
教
授
／
前
瀬
戸
内
市
民

図
書
館
館
長
）、
猪
谷
千
香
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
作

家
）
よ
り
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る
連
携
の
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
お
伺
い
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
視
座
で
は
、

図
書
館
と
観
光
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
課
題
や
今
後
の
取

り
組
み
の
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
考
察
し
て
い
く
。

　な
お
、
今
回
の
特
集
で
は
、
原
則
と
し
て
「
公
共
図
書

館
」、
特
に
自
治
体
が
設
置
す
る
「
公
立
図
書
館
」
を
研
究

対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

図
書
館
と
は

〜
図
書
館
の
定
義
、種
別
等

　図
書
館
は
、「
図
書
館
法
第
2
条
」
に
「
図
書
、
記
録
そ

の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、
保
存
し
て
一
般
公

衆
の
利
用
に
供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
図
書
館
法
は
「
社
会
教
育
法
」
に
基
づ
い
て
い
る

が
、
同
法
（
第
9
条
）
で
は
、「
図
書
館
及
び
博
物
館
は
、
社

会
教
育
の
た
め
の
機
関
と
す
る
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　図
書
館
は
、
利
用
者
の
種
別
に
よ
っ
て
、「
国
立
図
書
館
」、

「
公
共
図
書
館
」、「
大
学
図
書
館
」、「
学
校
図
書
館
」、「
専

門
図
書
館
」、
そ
の
他
の
施
設
に
設
置
さ
れ
る
図
書
館
（
点

字
図
書
館
、病
院
患
者
図
書
館
な
ど
）
に
分
け
ら
れ
る
。「
公

共
図
書
館
」
と
は
、自
治
体
が
設
置
す
る
「
公
立
図
書
館
（
都

道
府
県
立
・
市
区
町
村
立
）」
と
、
法
人
等
が
設
置
す
る
「
私

立
図
書
館
」
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

　公
益
社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
に
よ
る
と
（
表
1
）、

2
0
1
8
年
の
公
共
図
書
館
の
設
置
数
は
3
2
9
6
館
で
、

都
道
府
県
の
設
置
率
は
1
0
0
％
、
市
区
の
設
置
率
は
99
％
、

町
村
の
設
置
率
は
57
％
と
な
っ
て
お
り
、
図
書
館
数
は
、
微

増
な
が
ら
も
一
貫
し
て
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

専
任
職
員
の
数
は
1
万
4
6
人
と
長
ら
く
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
る
。

図
書
館
の
歴
史

〜
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ
る
動
向

　表
2
は
わ
が
国
の
図
書
館
の
歩
み
と
観
光
の
関
わ
り
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
も
特
徴
的
な
事
項
に
つ

い
て
概
観
し
て
お
く
。

○
閲
覧
か
ら
貸
出
重
視
へ

　公
共
図
書
館
の
設
置
を
目
的
と
し
た
活
動
で
は
、
日
本
図

書
館
協
会
が
1
9
6
3
年
に
「
中
小
都
市
に
お
け
る
公
共
図

書
館
の
運
営
（
中
小
レ
ポ
ー
ト
）」、
1
9
7
0
年
に
「
市
民

の
図
書
館
」
を
発
表
し
、
住
民
の
た
め
の
図
書
館
づ
く
り
の

重
要
性
を
指
摘
、
そ
の
後
の
大
き
な
指
針
と
な
っ
た
。

　1
9
6
5
年
開
始
の
「
日
野
市
立
移
動
図
書
館
ひ
ま
わ
り

号
」、
1
9
7
3
年
開
館
の
「
日
野
市
立
中
央
図
書
館
」
で

の
図
書
の
貸
出
を
重
視
す
る
取
り
組
み
が
、
全
国
の
市
区
を

中
心
に
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
我
が
国
の
公
共
図

書
館
は
、
1
9
6
0
年
代
末
か
ら
70
年
代
以
降
、
館
内
で
の

閲
覧
か
ら
貸
出
が
一
般
的
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
を
遂

げ
て
き
た
。

○
地
域
課
題
解
決
の
支
援
へ

　1
9
8
0
年
代
に
入
る
と
国
や
自
治
体
に
よ
る
行
財
政
改

革
が
進
行
し
、
図
書
館
に
も
運
営
の
効
率
化
や
よ
り
高
度
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
新
し
い

時
代
（
生
涯
学
習
・
高
度
情
報
化
の
時
代
）
に
向
け
て
の
公

共
図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
|
中
間
報
告
」（
1
9
8
8

年
、
社
会
教
育
審
議
会
社
会
教
育
施
設
分
科
会
）
な
ど
、
図

書
館
に
関
す
る
様
々
な
報
告
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
拡

大
を
経
て
、
2
0
0
1
年
に
は
「
公
立
図
書
館
の
設
置
及
び

運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」（
文
部
科
学
省
）
が
告
示
さ
れ
、

2
0
0
6
年
に
は
「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
|
地
域
を
支
え

る
情
報
拠
点
を
め
ざ
し
て
|
（
報
告
）」（
こ
れ
か
ら
の
図
書

館
の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議
）
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
て
、
全
国
の
図
書
館
で
は
、
従
来
の
閲
覧
・
貸
出

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
行
政
支
援
、
学
校
教
育
支
援
、

子
育
て
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
（
地
場
産
業
支
援
）
や
、
医

療
・
健
康
、
法
律
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
を
さ
ら
に
一
層

強
化
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

○
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
へ

　1
9
9
9
年
の
「
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設

等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
P
F
I
法
）」
の
制

定
や
、2
0
0
3
年
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
る「
指

定
管
理
者
制
度
」
の
導
入
、
ま
た
、
2
0
0
6
年
の
「
ま
ち

づ
く
り
三
法
」の
改
正
以
降
、特
に
国
土
交
通
省
が
取
り
組
む
、

都
市
の
中
心
部
に
行
政
、
商
業
、
住
宅
な
ど
様
々
な
都
市
機

能
を
集
中
さ
せ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
政
策
は
、
全

国
の
図
書
館
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
1
4
年
に
総
務
省
が
全
国
の
自
治
体
に
要
請
し

た
、
全
て
の
公
共
施
設
を
対
象
に
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管

理
を
推
進
す
る
た
め
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の

策
定
は
、
中
心
市
街
地
へ
の
図
書
館
を
含
め
た
複
合
施
設
の

整
備
を
後
押
し
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　こ
れ
ら
の
法
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
特
に
2
0
1
0
年
代

に
入
っ
て
、
開
放
的
な
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
席
や
飲
食
が
可
能

な
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
け
た
図
書
館
、
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
図
書

館
、
中
心
市
街
地
の
複
合
施
設
内
に
整
備
さ
れ
た
図
書
館
な

ど
、
様
々
な
図
書
館
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　2
0
1
2
年
、
岩
手
県
紫
波
町
に
「
紫
波
中
央
駅
前
開
発

（
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
の
中
核
施
設
と
し
て
公
民
連

携
（
P
F
I
）
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
「
紫
波
町
図
書
館
」
は
、

地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
1
3
年
に
佐
賀
県
武
雄
市
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
「
武
雄
市
図
書
館
」
で
は
、
「
T
S
U
T
A
Y

A
」
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ

ブ
（
C
C
C
）
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、
年
中
無
休
、
開
館

・「
観
光
と
図
書
館
の
融
合
」（
2
0
1
0
年
7
月
1
日
、松
本
秀
人
、北
海

道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行
）

・「
図
書
館
概
論 

五
訂
版
」（
2
0
1
8
年
12
月
20
日
、公
益
社
団
法
人
日

本
図
書
館
協
会
発
行
）

・
公
益
社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・「
現
代
思
想
12
月
号
」（
2
0
1
8
年
12
月
1
日
、青
土
社
発
行
）

・「
専
門
図
書
館
2
9
6
号
」（
2
0
1
9
年
7
月
、専
門
図
書
館
協
議
会

発
行
）

・「C
onsultant

2
7
5
号
」（
2
0
1
7
年
4
月
15
日
、一
般
社
団
法
人

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
発
行
）

後
も
「
交
流
」、「
賑
わ
い
」、「
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
図
書
館
の
整
備
は
増
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

観
光
と
図
書
館
の
連
携
の
現
状

　公
共
図
書
館
は
そ
も
そ
も
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
た
め
、

主
た
る
利
用
対
象
は
地
域
住
民
で
あ
り
、
多
く
の
地
域
で
は

観
光
客
は
利
用
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　当
財
団
が
今
回
の
特
集
に
あ
た
り
全
国
の
自
治
体
の
観
光

部
署
を
対
象
に
7
月
に
実
施
し
た
「
観
光
と
図
書
館
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
81
団
体
回
答
）」（
表
3
）
で
も
、
観

光
客
の
利
用
を
「
想
定
し
て
い
る
」
と
の
回
答
は
14
・
8
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
想
定
し
て
い
な
い
」
が
64
・
2
％

を
占
め
て
い
る
。
現
在
の
観
光
部
署
と
図
書
館
の
連
携
も

1870
  年代～

1900
  年代～

1940
年代

1950
年代

1960
年代

1970
年代

1980
年代

1990
年代

2000
年代

2010
年代

図書館における
観光客の利用（単数回答）
1.想定している
2.想定していない
3.分からない
N/A

12
52
17
0

14.8 %

64.2 %

21.0 %

0.0 %

100.0 % 81合計

割合

事項（トピック） 図書館の動向

回答数

今後の観光部署と
図書館の連携（単数回答）
1.取り組んでいく
2.検討中である
3.予定はない
N/A

4.9 %

25.9 %

67.9 %

1.2 %

4

21

55

1

100.0 % 81合計

割合 回答数

図書館の首長部局への
移管（単数回答）
1.決まっている
2.検討中である
3.検討予定である
4.検討する予定はない
N/A

0.0 %

2.5 %

1.2 %

90.1 %

6.2 %

0

2

1

73

5

100.0 % 81合計

割合 回答数

図書館の観光への
寄与（単数回答）
1.非常に思う
2.思う
3.思わない
4.全く思わない
5．考えてみたこともない
N/A

4.9 %

54.3 %

9.9 %

0.0 %

30.9 %

0.0 %

4

44

8

0

25

0

100.0 % 81合計

割合 回答数

観光部署と
図書館の連携（単数回答）
1.行っている
2.行っていない
N/A

25.9 %

72.8 %

1.2 %

21

59

1

100.0 % 81合計

割合 回答数

資料：（公財）日本交通公社
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貸出を中心と
した公 共 図
書館の普及･
発展

課題解決型、
ビジネス支援
型図書館の
登場
↓
図書館の多
様化（複合化、
サードプレイ
スとしての図
書館など）

図書館を取り巻く動向と観光振興1
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伊那市立
高遠町図書館
P26

　　伊那市
1986年10月
長野県伊那市
高遠町西高遠810-1
0265-94-3698

管理･運営
開館
住所

電話

9

甲州市立
勝沼図書館
P18

　　甲州市
1996年11月
山梨県甲州市勝沼町下岩崎1034-1
0553-44-3746

管理･運営
開館
住所
電話

5

恩納村
文化情報センター
P14

　　恩納村
2015年4月
沖縄県恩納村仲泊1656-8
098-982-5432

管理･運営
開館
住所
電話

3

奈良県立
図書情報館
P16

　　奈良県
2005年11月
奈良市
大安寺西1-1000
0742-34-2111

管理･運営
開館
住所

電話

4

東近江市立
八日市図書館
P24

　　東近江市
1985年7月
滋賀県東近江市
八日市金屋2-6-25
0748-24-1515

管理･運営
開館
住所

電話

8

愛知芸術文化センター
愛知県図書館
P28

　　愛知県
1991年4月（移転・新築）
愛知県名古屋市中区三の丸一丁目9-3
052-212-2323

管理･運営
開館
住所
電話

10

高山市図書館 
煥章館
P10

高山市
㈱図書館流通センター
2004年4月
高山市馬場町2丁目115
0577-32-3096

管理
運営
開館
住所
電話

1

小布施
町立図書館

小布施町
小布施町教育委員会
生涯学習係
1923年11月
長野県上高井郡小布施町
小布施1491-2
026-247-2747

管理
運営

開館
住所

電話

6

千代田区立
千代田図書館
P22

千代田区
千代田ルネッサンスグループ
1887年3月
東京都千代田区
九段南1-2-1
03-5211-4289

開館
運営
管理

住所

電話

7

八戸
ブックセンター
P12

　　八戸市
2016年12月
八戸市六日町16-2 
Garden Terrace 1F
0178-20-8368

管理･運営
開館
住所

電話

2

愛称「まちとしょテラソ」
P20

　
近
年
、
地
域
の
活
性
化
、
ま

づ
く
り
に
お
け
る
図
書
館
の
存

在
価
値
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
地
域
の
図
書
館
と
観
光
と
の
関
わ

り
は
ま
だ
ま
だ
薄
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ

う
し
た
な
か
、
図
書
館
の
取
組
が
地
域
の
観

光
に
寄
与
す
る
事
例
も
各
地
に
散
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
本
特
集
で
は
、
特
に
図
書
館
の
観
光
活
用

と
い
う
側
面
か
ら
代
表
的
な
事
例
を
紹
介
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
や
課
題
を
ふ
ま

え
た
創
意
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
に
は
、
地
域

の
観
光
に
図
書
館
が
寄
与
し
て
い
く
た
め
の

多
く
の
ヒ
ン
ト
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
魅
力
あ
る
図
書
館
は
そ
れ
自
体
が
観
光
対

象
・
来
館
目
的
と
な
り
う
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
図
書
館
建
築
自
体
が
観
光

魅
力
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
。
地
域
の
近
代

学
校
創
立
の
先
駆
け
と
な
っ
た
歴
史
的
施
設

を
模
し
た
高
山
市
図
書
館
（
岐
阜
県
）
は
そ

の
代
表
で
、
国
内
外
の
観
光
客
も
訪
れ
る
。

図
書
館
で
は
な
い
も
の
の
、「
本
の
ま
ち
」の

拠
点
施
設
と
し
て
本
を
介
し
て
新
し
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー（
青
森
県
）は
、
書
店
な
ど
民
間
と
の
様
々

な
連
携
事
業
を
通
し
て
人
の
交
流
を
促
し
、

域
外
か
ら
の
来
訪
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
図
書
館
の
も
つ
特
徴
的
な
蔵
書
（
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
）
も
来
訪
目
的
と
な
り
う
る
。
近
年

は
博
物
館
や
美
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
等
と

の
複
合
化
に
よ
っ
て
集
客
力
を
高
め
、
相
乗

効
果
の
高
い
地
域
文
化
の
発
信
に
つ
な
げ
て

い
る
例
も
見
ら
れ
る
。

　
旅
行
先
、
滞
在
先
で
、
読
書
や
郷
土
資
料

な
ど
を
通
し
た
地
域
の
風
土
・
文
化
の
探
求
、

特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
参
加
と
い
っ
た
活
動
の
場
と
し
て
図
書
館

を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
利
用
は
図
書
館
、
観
光
客
双
方

に
お
い
て
ま
だ
十
分
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
実
例
は
少
な
い
。
恩
納
村
文

化
情
報
セ
ン
タ
ー（
沖
縄
県
）は
、
わ
が
国
で

最
も
観
光
を
意
識
し
た
図
書
館
づ
く
り
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
り
、
村
の
観

光
振
興
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
奈
良

県
立
図
書
情
報
館（
奈
良
県
）も
、
周
辺
ホ
テ

ル
と
の
連
携
等
を
通
し
て
図
書
館
を
観
光
に

活
か
す
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
県
立
図

書
館
と
し
て
の
あ
り
方
に
も
着
目
し
た
い
。

　
図
書
館
だ
け
で
完
結
せ
ず
、
地
域
と
様
々

に
連
携
す
る
こ
と
で
地
域
の
魅
力
の
向
上
や

観
光
の
振
興
に
つ
な
げ
る
も
の
で
あ
る
。

事
例
に
学
ぶ
、

図
書
館
を
活
か
し
た

地
域
の
観
光

魅
力
づ
く
り

2

概
説

　
こ
こ
で
は
、
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
を
テ
ー
マ

と
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
や
企
画
展
示
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
を
通
し
て
地
域
の
産
業

や
観
光
の
繋
ぎ
役
を
果
た
し
て
い
る
甲
州
市

立
勝
沼
図
書
館
（
山
梨
県
）、
地
域
住
民
を

巻
き
込
み
な
が
ら
図
書
館
の
取
組
を
ま
ち
な

か
に
も
展
開
す
る
「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」

の
先
駆
け
と
な
っ
た
小
布
施
町
立
図
書
館

（
長
野
県
）、
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
連
携
展

示
に
よ
り
来
館
者
と
街
を
つ
な
ぐ
拠
点
と
な

っ
て
い
る
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
（
東

京
都
）
の
３
例
を
取
り
上
げ
た
。

　
地
域
の
観
光
情
報
提
供
機
能
や
、
地
域
ゆ

か
り
の
テ
ー
マ
に
よ
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
企

画
展
示
等
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
発
信
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
事
例
に
は
東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館

（
滋
賀
県
）
と
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
（
長

野
県
）
を
取
り
上
げ
た
。
前
者
は
、
図
書
館

が
主
体
的
に
関
わ
り
地
域
な
ら
で
は
の
地
域

情
報
誌
を
発
行
し
て
お
り
、
ま
た
後
者
は
、

携
帯
端
末
用
ア
プ
リ
の
活
用
、
本
を
テ
ー
マ

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
フ
ァ
ン
を
増
や
す

文
芸
賞
の
創
設
な
ど
、
単
な
る
観
光
情
報
提

供
に
と
ど
ま
ら
な
い
独
自
性
の
高
い
取
り
組

み
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
紹
介
し
た
以
外
の
取
り
組
み
例
に

つ
い
て
は
46
〜
47
ペ
ー
ジ
に
一
覧
と
し
て
整
理

し
た
。
合
わ
せ
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
旅
の
図
書
館 

副
館
長 

大
隅
一
志
）

T y p e

A
観
光
対
象
・

目
的
と
な
る
図
書
館

T y p e

B
観
光
客
の
滞
在
・
時
間
消
費
の

場
と
な
る
図
書
館

T y p e

D
地
域
魅
力
を
発
信
す
る

図
書
館

T y p e

C
地
域
を
つ
な
ぐ
図
書
館

事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり2
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伊那市立
高遠町図書館
P26

　　伊那市
1986年10月
長野県伊那市
高遠町西高遠810-1
0265-94-3698

管理･運営
開館
住所

電話

9

甲州市立
勝沼図書館
P18

　　甲州市
1996年11月
山梨県甲州市勝沼町下岩崎1034-1
0553-44-3746

管理･運営
開館
住所
電話

5

恩納村
文化情報センター
P14

　　恩納村
2015年4月
沖縄県恩納村仲泊1656-8
098-982-5432

管理･運営
開館
住所
電話

3

奈良県立
図書情報館
P16

　　奈良県
2005年11月
奈良市
大安寺西1-1000
0742-34-2111

管理･運営
開館
住所

電話

4

東近江市立
八日市図書館
P24

　　東近江市
1985年7月
滋賀県東近江市
八日市金屋2-6-25
0748-24-1515

管理･運営
開館
住所

電話

8

愛知芸術文化センター
愛知県図書館
P28

　　愛知県
1991年4月（移転・新築）
愛知県名古屋市中区三の丸一丁目9-3
052-212-2323

管理･運営
開館
住所
電話

10

高山市図書館 
煥章館
P10

高山市
㈱図書館流通センター
2004年4月
高山市馬場町2丁目115
0577-32-3096

管理
運営
開館
住所
電話

1

小布施
町立図書館

小布施町
小布施町教育委員会
生涯学習係
1923年11月
長野県上高井郡小布施町
小布施1491-2
026-247-2747

管理
運営

開館
住所

電話

6

千代田区立
千代田図書館
P22

千代田区
千代田ルネッサンスグループ
1887年3月
東京都千代田区
九段南1-2-1
03-5211-4289

開館
運営
管理

住所

電話

7

八戸
ブックセンター
P12

　　八戸市
2016年12月
八戸市六日町16-2 
Garden Terrace 1F
0178-20-8368

管理･運営
開館
住所

電話

2

愛称「まちとしょテラソ」
P20

　
近
年
、
地
域
の
活
性
化
、
ま

づ
く
り
に
お
け
る
図
書
館
の
存

在
価
値
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
地
域
の
図
書
館
と
観
光
と
の
関
わ

り
は
ま
だ
ま
だ
薄
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ

う
し
た
な
か
、
図
書
館
の
取
組
が
地
域
の
観

光
に
寄
与
す
る
事
例
も
各
地
に
散
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
本
特
集
で
は
、
特
に
図
書
館
の
観
光
活
用

と
い
う
側
面
か
ら
代
表
的
な
事
例
を
紹
介
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
や
課
題
を
ふ
ま

え
た
創
意
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
に
は
、
地
域

の
観
光
に
図
書
館
が
寄
与
し
て
い
く
た
め
の

多
く
の
ヒ
ン
ト
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
魅
力
あ
る
図
書
館
は
そ
れ
自
体
が
観
光
対

象
・
来
館
目
的
と
な
り
う
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
図
書
館
建
築
自
体
が
観
光

魅
力
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
。
地
域
の
近
代

学
校
創
立
の
先
駆
け
と
な
っ
た
歴
史
的
施
設

を
模
し
た
高
山
市
図
書
館
（
岐
阜
県
）
は
そ

の
代
表
で
、
国
内
外
の
観
光
客
も
訪
れ
る
。

図
書
館
で
は
な
い
も
の
の
、「
本
の
ま
ち
」の

拠
点
施
設
と
し
て
本
を
介
し
て
新
し
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー（
青
森
県
）は
、
書
店
な
ど
民
間
と
の
様
々

な
連
携
事
業
を
通
し
て
人
の
交
流
を
促
し
、

域
外
か
ら
の
来
訪
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
図
書
館
の
も
つ
特
徴
的
な
蔵
書
（
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
）
も
来
訪
目
的
と
な
り
う
る
。
近
年

は
博
物
館
や
美
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
等
と

の
複
合
化
に
よ
っ
て
集
客
力
を
高
め
、
相
乗

効
果
の
高
い
地
域
文
化
の
発
信
に
つ
な
げ
て

い
る
例
も
見
ら
れ
る
。

　
旅
行
先
、
滞
在
先
で
、
読
書
や
郷
土
資
料

な
ど
を
通
し
た
地
域
の
風
土
・
文
化
の
探
求
、

特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
参
加
と
い
っ
た
活
動
の
場
と
し
て
図
書
館

を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
利
用
は
図
書
館
、
観
光
客
双
方

に
お
い
て
ま
だ
十
分
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
実
例
は
少
な
い
。
恩
納
村
文

化
情
報
セ
ン
タ
ー（
沖
縄
県
）は
、
わ
が
国
で

最
も
観
光
を
意
識
し
た
図
書
館
づ
く
り
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
り
、
村
の
観

光
振
興
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
奈
良

県
立
図
書
情
報
館（
奈
良
県
）も
、
周
辺
ホ
テ

ル
と
の
連
携
等
を
通
し
て
図
書
館
を
観
光
に

活
か
す
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
県
立
図

書
館
と
し
て
の
あ
り
方
に
も
着
目
し
た
い
。

　
図
書
館
だ
け
で
完
結
せ
ず
、
地
域
と
様
々

に
連
携
す
る
こ
と
で
地
域
の
魅
力
の
向
上
や

観
光
の
振
興
に
つ
な
げ
る
も
の
で
あ
る
。

事
例
に
学
ぶ
、

図
書
館
を
活
か
し
た

地
域
の
観
光

魅
力
づ
く
り

2

概
説

　
こ
こ
で
は
、
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
を
テ
ー
マ

と
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
や
企
画
展
示
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
を
通
し
て
地
域
の
産
業

や
観
光
の
繋
ぎ
役
を
果
た
し
て
い
る
甲
州
市

立
勝
沼
図
書
館
（
山
梨
県
）、
地
域
住
民
を

巻
き
込
み
な
が
ら
図
書
館
の
取
組
を
ま
ち
な

か
に
も
展
開
す
る
「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」

の
先
駆
け
と
な
っ
た
小
布
施
町
立
図
書
館

（
長
野
県
）、
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
連
携
展

示
に
よ
り
来
館
者
と
街
を
つ
な
ぐ
拠
点
と
な

っ
て
い
る
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
（
東

京
都
）
の
３
例
を
取
り
上
げ
た
。

　
地
域
の
観
光
情
報
提
供
機
能
や
、
地
域
ゆ

か
り
の
テ
ー
マ
に
よ
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
企

画
展
示
等
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
発
信
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
事
例
に
は
東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館

（
滋
賀
県
）
と
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
（
長

野
県
）
を
取
り
上
げ
た
。
前
者
は
、
図
書
館

が
主
体
的
に
関
わ
り
地
域
な
ら
で
は
の
地
域

情
報
誌
を
発
行
し
て
お
り
、
ま
た
後
者
は
、

携
帯
端
末
用
ア
プ
リ
の
活
用
、
本
を
テ
ー
マ

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
フ
ァ
ン
を
増
や
す

文
芸
賞
の
創
設
な
ど
、
単
な
る
観
光
情
報
提

供
に
と
ど
ま
ら
な
い
独
自
性
の
高
い
取
り
組

み
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
紹
介
し
た
以
外
の
取
り
組
み
例
に

つ
い
て
は
46
〜
47
ペ
ー
ジ
に
一
覧
と
し
て
整
理

し
た
。
合
わ
せ
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
旅
の
図
書
館 

副
館
長 

大
隅
一
志
）

T y p e

A
観
光
対
象
・

目
的
と
な
る
図
書
館

T y p e

B
観
光
客
の
滞
在
・
時
間
消
費
の

場
と
な
る
図
書
館

T y p e

D
地
域
魅
力
を
発
信
す
る

図
書
館

T y p e

C
地
域
を
つ
な
ぐ
図
書
館

事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり2
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煥
章
館
館
長 

西
田
純
一

西
田
純
一（
に
し
だ・じ
ゅ
ん
い
ち
）

高
山
市
図
書
館
館
長
。 

高
山
市
危
機
管
理
室
担
当

部
長
、企
画
管
理
部
長
を
経
て
、2
0
1
7
年
か
ら

図
書
館
。 

2
0
1
9
年
か
ら
現
職
。

い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
日
仏
交
流
1
6
0
周
年
を
契

機
と
し
て
、
昨
年
5
月
に
岐
阜
県
と
フ
ラ
ン

ス
ア
ル
ザ
ス
地
方
に
あ
る
オ
ー
・
ラ
ン
県
と

の
友
好
交
流
が
始
ま
っ
た
が
、オ
ー
・
ラ
ン
県

と
同
県
内
に
あ
る
高
山
市
の
友
好
都
市
コ
ル

マ
ー
ル
市
の
文
化
や
風
景
等
の
同
時
展
示
を

岐
阜
県
、
高
山
市
と
協
力
し
て
行
い
、
市
民

や
観
光
客
に
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
や
国
際
交
流

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
た
。

　
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
、
日
本
の
三
大
美
祭
、
三
大
曳
山
祭
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
春
・
秋
の
高
山
祭
の
時
期

（
4
月
・
10
月
）
に
は
、
訪
れ
た
観
光
客
な

ど
を
対
象
に
高
山
祭
の
ミ
ニ
講
座
を
１
階
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、
高
山
祭
の
歴

史
や
祭
屋
台
の
特
徴
等
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
に
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
従
事
者

を
対
象
と
し
た
英
会
話
講
座
も
、
煥
章
館
で

開
催
し
た
。

地
域
の
生
活
文
化
も

伝
え
て
い
き
た
い

　
図
書
館
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国
内
外
へ

の
飛
騨
高
山
の
文
化
の
情
報
発
信
等
の
事
例

を
い
く
つ
か
挙
げ
た
が
、
こ
う
し
た
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
多
彩
な
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
観
光
文
化
の
振
興
に
寄
与
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
煥
章
館
の
近
く
に
は
、
高
山
の
歴
史
に
関

す
る
資
料
を
閲
覧
で
き
る
「
飛
騨
高
山
ま
ち

の
博
物
館
」
や
一
位
一
刀
彫
な
ど
伝
統
工
芸

の
実
演
の
見
学
や
裃
・
着
物
の
着
用
な
ど
伝

統
文
化
の
体
験
が
で
き
る
「
飛
騨
高
山
ま
ち

の
体
験
交
流
館
」
も
あ
り
、
今
後
は
、
煥
章

館
と
こ
れ
ら
の
施
設
が
連
携
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
成
果
を
一
層

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
の
取
組

み
は
図
書
館
や
他
施
設
へ
の
来
館
者
を
対
象

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
観
光
文
化
を
今
後
さ

ら
に
振
興
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
加
え
、
食
文
化
な
ど
地

域
の
生
活
文
化
も
コ
ン
テ
ン
ツ
に
加
え
た
形

で
、
S
N
S
の
活
用
な
ど
I
C
T
技
術
を
駆

使
し
た
情
報
発
信
の
充
実
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

観
光
文
化
の

振
興
に
向
け
て

　
公
共
図
書
館
に
は
、
地
域
へ
の
教
育
的
・

文
化
的
な
貢
献
と
い
う
図
書
館
法
に
基
づ
く

従
来
型
の
図
書
館
の
役
割
を
基
本
と
し
な
が

ら
も
、
市
民
生
活
の
課
題
発
見
・
解
決
へ
の

支
援
や
市
民
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
の

場
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

や
安
全
確
保
へ
の
支
援
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
観

点
か
ら
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国

の
公
共
図
書
館
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
そ
う

し
た
動
き
や
試
行
的
取
り
組
み
が
出
て
き
て

い
る
。

　
煥
章
館
に
お
い
て
も
複
眼
的
な
観
点
に
立

ち
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
が
、
高
山
市
が
伝
統
文
化
を
基
調

と
し
た
観
光
地
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

観
光
文
化
の
振
興
へ
の
寄
与
も
当
館
に
求
め

ら
れ
る
重
要
な
役
割
り
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

高
山
市
が
持
つ
有
形
・
無
形
の
伝
統
文
化
、

さ
ら
に
は
、
地
域
の
創
造
的
な
活
動
に
よ
っ

て
新
た
に
生
み
出

さ
れ
た
文
化
芸
術

な
ど
高
山
市
の
観

光
資
源
の
情
報
発

信
に
、
今
後
も
創

意
工
夫
を
凝
ら
し

て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

観
光
エ
リ
ア
の
中
に
あ
る

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
と
は

　
高
山
市
図
書
館
は
、
現
在
、
本
館
と
支
所

地
域
に
あ
る
９
館
を
合
わ
せ
10
館
で
運
営
し

て
い
る
が
、
2
0
0
6
年
4
月
以
降
は
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

　
本
館
は
2
0
0
4
年
4
月
に
現
在
の
位
置

（
旧
市
役
所
跡
地
）
に
開
館
し
、
煥
章
館
の

名
称
で
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の

名
の
由
来
は
、
明
治
時
代
、
飛
騨
地
域
近
代

学
校
創
立
の
先
駆
け
と
な
っ
た
煥
章
学
校
に

あ
り
、「
地
域
の
輝
か
し
い
文
化
を
築
く
拠

点
」
と
い
う
願
い
を
込
め
「
煥
章
館
」
と
名

づ
け
ら
れ
た
。

　
煥
章
館
の
2
階
に
は
近
代
文
学
館
が
あ
り
、

高
山
市
に
縁
の
あ
る
近
代
文
学
者
四
人
（
瀧

井
孝
作
・
江
馬
修
・
福
田
夕
咲
・
早
船
ち

よ
）
の
作
品
を
は
じ
め
飛
騨
の
歴
史
・
文
化

に
関
す
る
書
籍
を
数
多
く
所
蔵
し
、
高
山
市

の
文
化
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
煥
章
館
は
観
光
地
飛
騨
高
山
の

観
光
エ
リ
ア
に
位
置
し
、
建
物
も
擬
洋
風
の

風
情
あ
る
景
観
を
呈
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

年
間
を
通
し
て
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
。
館
内
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
日
本
人
観
光
客
向
け
の
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
は
じ
め

高
山
市
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
多
彩
な
資

料
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
外
国
人
観
光
客

向
け
に
も
11
か
国
言
語
の
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
を
置
く
な
ど
観
光
エ
リ
ア
に
あ
る
図

書
館
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
岐
阜
県
出
身
の
作
家
、
米
澤
穂
信

氏
の
高
山
を
舞
台
に
し
た
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
小

説
『
氷
菓
』
が
2
0
1
2
年
に
テ
レ
ビ
ア
ニ

メ
化
、
2
0
1
7
年
に
は
実
写
映
画
化
さ
れ

た
が
、
ア
ニ
メ
の
中
で
、
煥
章
館
が
そ
の
舞

台
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
現
在
で

も
聖
地
巡
礼
で
煥
章
館
を
訪
れ
る
人
が
後
を

絶
た
な
い
。

　
高
山
市
の
広
い
市
域
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
有
す
る
伝
統
文
化
や
伝
統
工
芸
、

ま
た
、
各
地
域
で
新
た
に
創
造
さ
れ
た
文
化

を
市
民
が
共
有
し
、
さ
ら
に
は
国
内
外
か
ら

訪
れ
る
多
く
の
人
た
ち
に
情
報
発
信
す
る

「
要
」
の
施
設
と
し
て
の
図
書
館
の
役
割
は

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
情
報
発
信
施
設
と
し

て
の
機
能
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
高
山
市

の
観
光
文
化
の
振
興
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

国
内
外
へ
の

情
報
発
信
の
取
り
組
み

　
前
述
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
現
在
、
高
山
市

図
書
館
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
い
く
つ

か
紹
介
す
る
。

　
ひ
と
つ
は
、
11
月
の
伝
統
的
工
芸
品
月
間

に
、
１
階
正
面
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
国
の
伝

統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
て
い
る
飛
騨
春

慶
（
漆
器
）
と
一
位
一
刀
彫
（
彫
刻
）
の
作

品
と
そ
の
関
連
書
籍
を
展
示
し
、
高
山
市
の

伝
統
工
芸
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
岐
阜
県
内

に
は
五
つ
の
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
が
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
の
２
つ
が
高
山
市
内
に
あ
る
。

　
ま
た
、
伝
統
的
工
芸
品
関
係
で
は
、
バ
イ

オ
リ
ン
製
作
な
ど
で
世
界
的
に
有
名
な
イ
タ

リ
ア
の
ク
レ
モ
ナ
市
の
製
作
技
術
と
飛
騨
春

慶
の
卓
越
し
た
漆
塗
り
技
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
バ
イ
オ
リ
ン
・

ビ
オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
の
春
慶
弦
楽
器
に
よ
る
演

奏
会
を
名
古
屋
芸
術
大
学
の
協
力
に
よ
り
館

内
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
開
催
す

る
な
ど
伝
統
技
術
の
融
合
に
よ
り
誕
生
し
た

新
し
い
文
化
の
情
報
発
信
に
も
取
り
組
ん
で

高
山
市
図
書
館「
煥
章
館
」

情
報
発
信
の
要
と
し
て

写
真
上
）煥
章
館
近

く
に
あ
る「
飛
騨
高

山
ま
ち
の
博
物
館
」

下
右
）高
山
祭
・
祭
屋

台
の
ミ
ニ
講
座
　（
下

中
）フ
ラ
ン
ス 

ア
ル

ザ
ス
地
方
展
・
コ
ル
マ

ー
ル
市
展

下
左
）飛
騨
高
山
ま

ち
の
体
験
交
流
館
で

一
位
一
刀
彫
の
体
験

1

事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり2
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煥
章
館
館
長 

西
田
純
一

西
田
純
一（
に
し
だ・じ
ゅ
ん
い
ち
）

高
山
市
図
書
館
館
長
。 

高
山
市
危
機
管
理
室
担
当

部
長
、企
画
管
理
部
長
を
経
て
、2
0
1
7
年
か
ら

図
書
館
。 

2
0
1
9
年
か
ら
現
職
。

い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
日
仏
交
流
1
6
0
周
年
を
契

機
と
し
て
、
昨
年
5
月
に
岐
阜
県
と
フ
ラ
ン

ス
ア
ル
ザ
ス
地
方
に
あ
る
オ
ー
・
ラ
ン
県
と

の
友
好
交
流
が
始
ま
っ
た
が
、オ
ー
・
ラ
ン
県

と
同
県
内
に
あ
る
高
山
市
の
友
好
都
市
コ
ル

マ
ー
ル
市
の
文
化
や
風
景
等
の
同
時
展
示
を

岐
阜
県
、
高
山
市
と
協
力
し
て
行
い
、
市
民

や
観
光
客
に
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
や
国
際
交
流

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
た
。

　
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
、
日
本
の
三
大
美
祭
、
三
大
曳
山
祭
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
春
・
秋
の
高
山
祭
の
時
期

（
4
月
・
10
月
）
に
は
、
訪
れ
た
観
光
客
な

ど
を
対
象
に
高
山
祭
の
ミ
ニ
講
座
を
１
階
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、
高
山
祭
の
歴

史
や
祭
屋
台
の
特
徴
等
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
に
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
従
事
者

を
対
象
と
し
た
英
会
話
講
座
も
、
煥
章
館
で

開
催
し
た
。

地
域
の
生
活
文
化
も

伝
え
て
い
き
た
い

　
図
書
館
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国
内
外
へ

の
飛
騨
高
山
の
文
化
の
情
報
発
信
等
の
事
例

を
い
く
つ
か
挙
げ
た
が
、
こ
う
し
た
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
多
彩
な
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
観
光
文
化
の
振
興
に
寄
与
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
煥
章
館
の
近
く
に
は
、
高
山
の
歴
史
に
関

す
る
資
料
を
閲
覧
で
き
る
「
飛
騨
高
山
ま
ち

の
博
物
館
」
や
一
位
一
刀
彫
な
ど
伝
統
工
芸

の
実
演
の
見
学
や
裃
・
着
物
の
着
用
な
ど
伝

統
文
化
の
体
験
が
で
き
る
「
飛
騨
高
山
ま
ち

の
体
験
交
流
館
」
も
あ
り
、
今
後
は
、
煥
章

館
と
こ
れ
ら
の
施
設
が
連
携
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
成
果
を
一
層

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
の
取
組

み
は
図
書
館
や
他
施
設
へ
の
来
館
者
を
対
象

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
観
光
文
化
を
今
後
さ

ら
に
振
興
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
加
え
、
食
文
化
な
ど
地

域
の
生
活
文
化
も
コ
ン
テ
ン
ツ
に
加
え
た
形

で
、
S
N
S
の
活
用
な
ど
I
C
T
技
術
を
駆

使
し
た
情
報
発
信
の
充
実
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

観
光
文
化
の

振
興
に
向
け
て

　
公
共
図
書
館
に
は
、
地
域
へ
の
教
育
的
・

文
化
的
な
貢
献
と
い
う
図
書
館
法
に
基
づ
く

従
来
型
の
図
書
館
の
役
割
を
基
本
と
し
な
が

ら
も
、
市
民
生
活
の
課
題
発
見
・
解
決
へ
の

支
援
や
市
民
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
の

場
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

や
安
全
確
保
へ
の
支
援
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
観

点
か
ら
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国

の
公
共
図
書
館
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
そ
う

し
た
動
き
や
試
行
的
取
り
組
み
が
出
て
き
て

い
る
。

　
煥
章
館
に
お
い
て
も
複
眼
的
な
観
点
に
立

ち
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
が
、
高
山
市
が
伝
統
文
化
を
基
調

と
し
た
観
光
地
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

観
光
文
化
の
振
興
へ
の
寄
与
も
当
館
に
求
め

ら
れ
る
重
要
な
役
割
り
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

高
山
市
が
持
つ
有
形
・
無
形
の
伝
統
文
化
、

さ
ら
に
は
、
地
域
の
創
造
的
な
活
動
に
よ
っ

て
新
た
に
生
み
出

さ
れ
た
文
化
芸
術

な
ど
高
山
市
の
観

光
資
源
の
情
報
発

信
に
、
今
後
も
創

意
工
夫
を
凝
ら
し

て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

観
光
エ
リ
ア
の
中
に
あ
る

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
と
は

　
高
山
市
図
書
館
は
、
現
在
、
本
館
と
支
所

地
域
に
あ
る
９
館
を
合
わ
せ
10
館
で
運
営
し

て
い
る
が
、
2
0
0
6
年
4
月
以
降
は
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

　
本
館
は
2
0
0
4
年
4
月
に
現
在
の
位
置

（
旧
市
役
所
跡
地
）
に
開
館
し
、
煥
章
館
の

名
称
で
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の

名
の
由
来
は
、
明
治
時
代
、
飛
騨
地
域
近
代

学
校
創
立
の
先
駆
け
と
な
っ
た
煥
章
学
校
に

あ
り
、「
地
域
の
輝
か
し
い
文
化
を
築
く
拠

点
」
と
い
う
願
い
を
込
め
「
煥
章
館
」
と
名

づ
け
ら
れ
た
。

　
煥
章
館
の
2
階
に
は
近
代
文
学
館
が
あ
り
、

高
山
市
に
縁
の
あ
る
近
代
文
学
者
四
人
（
瀧

井
孝
作
・
江
馬
修
・
福
田
夕
咲
・
早
船
ち

よ
）
の
作
品
を
は
じ
め
飛
騨
の
歴
史
・
文
化

に
関
す
る
書
籍
を
数
多
く
所
蔵
し
、
高
山
市

の
文
化
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
煥
章
館
は
観
光
地
飛
騨
高
山
の

観
光
エ
リ
ア
に
位
置
し
、
建
物
も
擬
洋
風
の

風
情
あ
る
景
観
を
呈
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

年
間
を
通
し
て
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
。
館
内
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
日
本
人
観
光
客
向
け
の
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
は
じ
め

高
山
市
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
多
彩
な
資

料
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
外
国
人
観
光
客

向
け
に
も
11
か
国
言
語
の
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
を
置
く
な
ど
観
光
エ
リ
ア
に
あ
る
図

書
館
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
岐
阜
県
出
身
の
作
家
、
米
澤
穂
信

氏
の
高
山
を
舞
台
に
し
た
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
小

説
『
氷
菓
』
が
2
0
1
2
年
に
テ
レ
ビ
ア
ニ

メ
化
、
2
0
1
7
年
に
は
実
写
映
画
化
さ
れ

た
が
、
ア
ニ
メ
の
中
で
、
煥
章
館
が
そ
の
舞

台
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
現
在
で

も
聖
地
巡
礼
で
煥
章
館
を
訪
れ
る
人
が
後
を

絶
た
な
い
。

　
高
山
市
の
広
い
市
域
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
有
す
る
伝
統
文
化
や
伝
統
工
芸
、

ま
た
、
各
地
域
で
新
た
に
創
造
さ
れ
た
文
化

を
市
民
が
共
有
し
、
さ
ら
に
は
国
内
外
か
ら

訪
れ
る
多
く
の
人
た
ち
に
情
報
発
信
す
る

「
要
」
の
施
設
と
し
て
の
図
書
館
の
役
割
は

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
情
報
発
信
施
設
と
し

て
の
機
能
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
高
山
市

の
観
光
文
化
の
振
興
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

国
内
外
へ
の

情
報
発
信
の
取
り
組
み

　
前
述
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
現
在
、
高
山
市

図
書
館
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
い
く
つ

か
紹
介
す
る
。

　
ひ
と
つ
は
、
11
月
の
伝
統
的
工
芸
品
月
間

に
、
１
階
正
面
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
国
の
伝

統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
て
い
る
飛
騨
春

慶
（
漆
器
）
と
一
位
一
刀
彫
（
彫
刻
）
の
作

品
と
そ
の
関
連
書
籍
を
展
示
し
、
高
山
市
の

伝
統
工
芸
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
岐
阜
県
内

に
は
五
つ
の
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
が
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
の
２
つ
が
高
山
市
内
に
あ
る
。

　
ま
た
、
伝
統
的
工
芸
品
関
係
で
は
、
バ
イ

オ
リ
ン
製
作
な
ど
で
世
界
的
に
有
名
な
イ
タ

リ
ア
の
ク
レ
モ
ナ
市
の
製
作
技
術
と
飛
騨
春

慶
の
卓
越
し
た
漆
塗
り
技
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
バ
イ
オ
リ
ン
・

ビ
オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
の
春
慶
弦
楽
器
に
よ
る
演

奏
会
を
名
古
屋
芸
術
大
学
の
協
力
に
よ
り
館

内
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
開
催
す

る
な
ど
伝
統
技
術
の
融
合
に
よ
り
誕
生
し
た

新
し
い
文
化
の
情
報
発
信
に
も
取
り
組
ん
で

高
山
市
図
書
館「
煥
章
館
」

情
報
発
信
の
要
と
し
て

写
真
上
）煥
章
館
近

く
に
あ
る「
飛
騨
高

山
ま
ち
の
博
物
館
」

下
右
）高
山
祭
・
祭
屋

台
の
ミ
ニ
講
座
　（
下

中
）フ
ラ
ン
ス 

ア
ル

ザ
ス
地
方
展
・
コ
ル
マ

ー
ル
市
展

下
左
）飛
騨
高
山
ま

ち
の
体
験
交
流
館
で

一
位
一
刀
彫
の
体
験

1
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音
喜
多
信
嗣（
お
と
き
た・の
ぶ
つ
ぐ
）

八
戸
市
ま
ち
づ
く
り
文
化
ス
ポ

ー
ツ
部
ま
ち
づ
く
り
文
化
推
進

室
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
所
長
。 

1
9
9
4
年
入
庁
。 

健
康
福
祉

部
、経
済
部
、総
合
政
策
部
な
ど
を
経
て
2
0
1
6

年
か
ら
ま
ち
づ
く
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
観
光
部
ま
ち

づ
く
り
文
化
推
進
室
。 

八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の

立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、同
年
12
月
か
ら
現
職
。

に
、
ま
た
、「
本
」
を
取
り
巻
く
人
の
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
を
元
気
に
、
盛

り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て

運
営
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
ま
で
も
、
近
隣
の
拠
点
施
設
（
八
戸

ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
八
戸
ま
ち
な
か

広
場
マ
チ
ニ
ワ
）
な
ど
と
も
連
携
し
て
、
作

家
な
ど
の
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
や
、
市
民
参
加
型
の
一
箱
古
本
市
を
メ

イ
ン
と
し
た
「
本
の
ま
ち
八
戸
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ス
」
な
ど
、
三
つ
の
基
本
方
針
に
則
っ
た
、

数
多
く
の
企
画
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
な
か
で
も
、
特
徴
的
な

事
業
と
し
て
、
1
冊
の
本

が
出
来
る
ま
で
の
過
程
を
、

館
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展

示
し
、
実
際
に
そ
の
本
を
、

当
セ
ン
タ
ー
の
企
画
と
し

て
出
版
す
る
こ
と
を
毎
年

恒
例
の
企
画
と
し
て
い
る
。

　
1
年
目
は
八
戸
出
身
の

作
家
・
木
村
友
祐
氏
の
小

説
『
幸
福
な
水
夫
』（
未
來
社
）
を
、
2
年

目
は
八
戸
の
詩
人
・
村
次
郎
の
選
詩
集
『
も

う
一
人
の
吾
行
く
ご
と
し
秋
の
風
』（
左
右

社
）を
、
そ
し
て
3
年
目
は
、
八
戸
出
身
の

写
真
家
・
中
居
裕
恭
氏
の
写
真
集
『
D
U
O 

中
居
裕
恭 

森
山
大
道
』（bookshop M

）を
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
印
刷
・
製
本
会
社
、
そ
し
て

使
用
す
る
紙
は
三
菱
製
紙
八
戸
工
場
に
提
供

い
た
だ
く
な
ど
、
多
く
の
方
の
協
力
を
得
て

展
示
、
出
版
し
て
き
た
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の

新
し
い
か
た
ち

　
ま
た
、
市
内
の
書
店
を
始
め
と
す
る
民
間

企
業
の
方
々
と
の
連
携
も
進
め
て
い
る
が
、

「
本
」
を
切
り
口
と
し
た
事
業
に
、
公
共
施

設
で
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
が
う
ま
く
間
に
入
る

こ
と
で
、
民
間
企
業
同
士
の
つ
な
が
り
も
生

ま
れ
、
市
全
体
が
本
で
盛
り
上
が
る
と
い
う

連
携
の
か
た
ち
が
出
来
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。

　
更
に
は
、
最
近
で
は
「
本
の
ま
ち
八
戸
」

が
教
育
の
現
場
に
も
浸
透
し
て
き
て
お
り
、

市
内
小
中
学
校
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
当
セ

ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
を
フ
ル
に
活
用

し
て
実
施
し
て
い
る
出
張
ト
ー
ク
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
児
童
・
生
徒
た

ち
の
本
に
対
す
る
意
識
高
揚
が
目
に
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
、

様
々
な
企
画
事
業
を
通
し
て「
本
」に
ま
つ
わ

る
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
本

の
ま
ち
八
戸
」
の
拠
点
施
設
と
な
っ
た
。

　
2
0
1
6
年
12
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
、
様

々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
当
初
の
見
込
み
を
超
え
、
2
0

1
8
年
は
月
平
均
1
万
5
0
0
人
（
1
日
平

均
4
0
6
人
）
の
来
館
者
数
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
本
を
介
し
て
人
の
交
流
を
増
や

す
試
み
は
、
も
ち
ろ
ん
八
戸
市
民
の
た
め
の

取
り
組
み
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
出
張
者

や
観
光
客
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
、
当
市

へ
の
来
訪
者
を
増
や
す
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
日
々
接
す
る
来
館
者
か
ら
の
声
や
、

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
の
半
数
ほ
ど
が
市
外

か
ら
の
来
訪
者
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
か

ら
も
実
感
と
し
て
あ
る
。

　
今
後
も
、
民
間
書
店
・
図
書
館
・
市
民
団

体
な
ど
関
係
各
所
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
、

本
に
関
わ
る
人
た
ち
と
と
も
に
、
公
設
の
書

店
と
し
て
の
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
通
し

て
「
本
の
ま
ち
八
戸
」
を
推
進
し
、
市
民
が

誇
り
に
思
え
、
市
外
か
ら
の
来
街
者
に
も
そ

の
意
義
が
伝
わ
る
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
に
関
す
る
公
共
施
設
と
し
て
代
表
さ
れ

る
も
の
と
聞
く
と
、
大
半
の
人
は
図
書
館
と

答
え
る
と
思
う
。

　
図
書
や
郷
土
資
料
な
ど
を
収
集
、
整
理
、

保
存
し
、
そ
れ
を
誰
も
が
借
り
て
読
む
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
図
書
館
の
役
割
は
、
地
域

の
教
育
や
文
化
の
発
展
に
と
っ
て
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
近
年
の
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
き
め
細

か
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
の
観
点
か
ら
、
図
書
館

を
核
と
し
た
複
合
施
設
の
整
備
な
ど
を
背
景

に
、
図
書
館
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

「
本
の
ま
ち
八
戸
」

構
想
の
具
現
化

　
こ
の
よ
う
な
中
、
八
戸
市
で
は
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
市
民
が
も
っ
と
本
に
親
し
め

る
環
境
を
目
指
し
「
本
の
ま
ち
八
戸
」
構
想

を
掲
げ
、
年
代
に
応
じ
た
各
種
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
や
各
学
校
で
の
読
書

推
進
の
取
り
組
み
に
加
え
、
2
0
1
4
年
度

か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
そ
の
絵
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」

を
皮
切
り
に
、
満
3
歳
児
を
も
つ
保
護
者
向

け
に
、
読
み
聞
か
せ
絵
本
を
購
入
す
る
た
め

の
ブ
ッ
ク
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
す
る
「〝
読
み

聞
か
せ
〞
キ
ッ
ズ
ブ
ッ
ク
事
業
」、
市
内
の

小
学
校
全
児
童
に
、
市
内
書
店
で
使
え
る
ブ

ッ
ク
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
す
る
「
マ
イ
ブ
ッ
ク

推
進
事
業
」、
市
内
小
中
学
校
へ
の
学
校
司

書
の
派
遣
事
業
と
、
ま
ず
は
子
ど
も
向
け
の

事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

　
そ
し
て
、「
本
の
ま
ち
八
戸
」
の
拠
点
施

設
と
し
て
位
置
づ
け
、
主
に
中
高
生
か
ら
大

人
を
対
象
と
し
た
施
設
と
し
て
、
2
0
1
6

年
に
「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」（
市
直
営
）

を
街
な
か
に
開
設
し
た
。

　
図
書
館
で
本
を
借
り
て
読
む
と
い
う
体
験

と
、
書
店
で
本
を
買
っ
て
読
む
と
い
う
体
験

は
別
の
も
の
で
あ
り
、
本
を
私
有
す
る
と
い

う
体
験
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、

当
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
う
本
は
、
展
示
用
の

本
を
除
き
、
全
て
販
売
し
て
い
る
。

　
地
方
の
民
間
書
店
で
は
、
海
外
文
学
や
人

文
・
社
会
科
学
、
自
然
科
学
、
芸
術
な
ど
の

分
野
に
つ
い
て
、
採
算
面
か
ら
積
極
的
に
は

取
扱
い
に
く
い
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
本
は
、
知
的
好
奇
心

を
刺
激
し
、
読
書
の
幅
を
広
げ
る

き
っ
か
け
と
な
る
な
ど
、
市
民
の

文
化
力
向
上
に
も
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
民
間
書
店
で
は
扱
い

に
く
い
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ら
の
本
を
中
心
に
扱
い
、
ま

た
、
本
と
の
「
出
会
い
」
を
大
切

に
す
る
た
め
、
図
書
館
の
よ
う
な

目
的
の
本
が
探
し
や
す
い
並
べ
方
で
は
な
く
、

提
案
・
編
集
型
の
陳
列
に
よ
り
、「
紙
の
本
」

と
の
偶
然
の
出
会
い
を
創
出
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
。

　
開
館
か
ら
2
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、「
本

を
読
む
人
を
増
や
す
」「
本
を
書
く
人
を
増

や
す
」「
本
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
」
の
三

つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
特
徴
あ
る
本
の

陳
列
・
販
売
の
ほ
か
、
様
々
な
企
画
事
業
を

通
し
て
、「
本
」
そ
の
も
の
や
、「
読
む
」、「
書

く
」
事
が
も
っ
と
市
民
の
身
近
に
な
る
よ
う

紙から本ができるまで展2019。
1冊の本ができるまでの過程を展示

写真上）トークイベントなどの企画事業も多彩
下）ジャズをテーマにした棚

八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
所
長 

音
喜
多
信
嗣

八
戸
ブッ
クセン
タ
ー

人
の
交
流
を
増
や
し
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る

2

事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり2

12



音
喜
多
信
嗣（
お
と
き
た・の
ぶ
つ
ぐ
）

八
戸
市
ま
ち
づ
く
り
文
化
ス
ポ

ー
ツ
部
ま
ち
づ
く
り
文
化
推
進

室
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
所
長
。 

1
9
9
4
年
入
庁
。 

健
康
福
祉

部
、経
済
部
、総
合
政
策
部
な
ど
を
経
て
2
0
1
6

年
か
ら
ま
ち
づ
く
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
観
光
部
ま
ち

づ
く
り
文
化
推
進
室
。 

八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の

立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、同
年
12
月
か
ら
現
職
。

に
、
ま
た
、「
本
」
を
取
り
巻
く
人
の
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
を
元
気
に
、
盛

り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て

運
営
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
ま
で
も
、
近
隣
の
拠
点
施
設
（
八
戸

ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
八
戸
ま
ち
な
か

広
場
マ
チ
ニ
ワ
）
な
ど
と
も
連
携
し
て
、
作

家
な
ど
の
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
や
、
市
民
参
加
型
の
一
箱
古
本
市
を
メ

イ
ン
と
し
た
「
本
の
ま
ち
八
戸
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ス
」
な
ど
、
三
つ
の
基
本
方
針
に
則
っ
た
、

数
多
く
の
企
画
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
な
か
で
も
、
特
徴
的
な

事
業
と
し
て
、
1
冊
の
本

が
出
来
る
ま
で
の
過
程
を
、

館
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展

示
し
、
実
際
に
そ
の
本
を
、

当
セ
ン
タ
ー
の
企
画
と
し

て
出
版
す
る
こ
と
を
毎
年

恒
例
の
企
画
と
し
て
い
る
。

　
1
年
目
は
八
戸
出
身
の

作
家
・
木
村
友
祐
氏
の
小

説
『
幸
福
な
水
夫
』（
未
來
社
）
を
、
2
年

目
は
八
戸
の
詩
人
・
村
次
郎
の
選
詩
集
『
も

う
一
人
の
吾
行
く
ご
と
し
秋
の
風
』（
左
右

社
）を
、
そ
し
て
3
年
目
は
、
八
戸
出
身
の

写
真
家
・
中
居
裕
恭
氏
の
写
真
集
『
D
U
O 

中
居
裕
恭 

森
山
大
道
』（bookshop M

）を
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
印
刷
・
製
本
会
社
、
そ
し
て

使
用
す
る
紙
は
三
菱
製
紙
八
戸
工
場
に
提
供

い
た
だ
く
な
ど
、
多
く
の
方
の
協
力
を
得
て

展
示
、
出
版
し
て
き
た
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の

新
し
い
か
た
ち

　
ま
た
、
市
内
の
書
店
を
始
め
と
す
る
民
間

企
業
の
方
々
と
の
連
携
も
進
め
て
い
る
が
、

「
本
」
を
切
り
口
と
し
た
事
業
に
、
公
共
施

設
で
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
が
う
ま
く
間
に
入
る

こ
と
で
、
民
間
企
業
同
士
の
つ
な
が
り
も
生

ま
れ
、
市
全
体
が
本
で
盛
り
上
が
る
と
い
う

連
携
の
か
た
ち
が
出
来
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。

　
更
に
は
、
最
近
で
は
「
本
の
ま
ち
八
戸
」

が
教
育
の
現
場
に
も
浸
透
し
て
き
て
お
り
、

市
内
小
中
学
校
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
当
セ

ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
を
フ
ル
に
活
用

し
て
実
施
し
て
い
る
出
張
ト
ー
ク
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
児
童
・
生
徒
た

ち
の
本
に
対
す
る
意
識
高
揚
が
目
に
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
、

様
々
な
企
画
事
業
を
通
し
て「
本
」に
ま
つ
わ

る
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
本

の
ま
ち
八
戸
」
の
拠
点
施
設
と
な
っ
た
。

　
2
0
1
6
年
12
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
、
様

々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
当
初
の
見
込
み
を
超
え
、
2
0

1
8
年
は
月
平
均
1
万
5
0
0
人
（
1
日
平

均
4
0
6
人
）
の
来
館
者
数
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
本
を
介
し
て
人
の
交
流
を
増
や

す
試
み
は
、
も
ち
ろ
ん
八
戸
市
民
の
た
め
の

取
り
組
み
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
出
張
者

や
観
光
客
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
、
当
市

へ
の
来
訪
者
を
増
や
す
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
日
々
接
す
る
来
館
者
か
ら
の
声
や
、

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
の
半
数
ほ
ど
が
市
外

か
ら
の
来
訪
者
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
か

ら
も
実
感
と
し
て
あ
る
。

　
今
後
も
、
民
間
書
店
・
図
書
館
・
市
民
団

体
な
ど
関
係
各
所
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
、

本
に
関
わ
る
人
た
ち
と
と
も
に
、
公
設
の
書

店
と
し
て
の
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
通
し

て
「
本
の
ま
ち
八
戸
」
を
推
進
し
、
市
民
が

誇
り
に
思
え
、
市
外
か
ら
の
来
街
者
に
も
そ

の
意
義
が
伝
わ
る
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
に
関
す
る
公
共
施
設
と
し
て
代
表
さ
れ

る
も
の
と
聞
く
と
、
大
半
の
人
は
図
書
館
と

答
え
る
と
思
う
。

　
図
書
や
郷
土
資
料
な
ど
を
収
集
、
整
理
、

保
存
し
、
そ
れ
を
誰
も
が
借
り
て
読
む
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
図
書
館
の
役
割
は
、
地
域

の
教
育
や
文
化
の
発
展
に
と
っ
て
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
近
年
の
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
き
め
細

か
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
の
観
点
か
ら
、
図
書
館

を
核
と
し
た
複
合
施
設
の
整
備
な
ど
を
背
景

に
、
図
書
館
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

「
本
の
ま
ち
八
戸
」

構
想
の
具
現
化

　
こ
の
よ
う
な
中
、
八
戸
市
で
は
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
市
民
が
も
っ
と
本
に
親
し
め

る
環
境
を
目
指
し
「
本
の
ま
ち
八
戸
」
構
想

を
掲
げ
、
年
代
に
応
じ
た
各
種
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
や
各
学
校
で
の
読
書

推
進
の
取
り
組
み
に
加
え
、
2
0
1
4
年
度

か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
そ
の
絵
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」

を
皮
切
り
に
、
満
3
歳
児
を
も
つ
保
護
者
向

け
に
、
読
み
聞
か
せ
絵
本
を
購
入
す
る
た
め

の
ブ
ッ
ク
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
す
る
「〝
読
み

聞
か
せ
〞
キ
ッ
ズ
ブ
ッ
ク
事
業
」、
市
内
の

小
学
校
全
児
童
に
、
市
内
書
店
で
使
え
る
ブ

ッ
ク
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
す
る
「
マ
イ
ブ
ッ
ク

推
進
事
業
」、
市
内
小
中
学
校
へ
の
学
校
司

書
の
派
遣
事
業
と
、
ま
ず
は
子
ど
も
向
け
の

事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

　
そ
し
て
、「
本
の
ま
ち
八
戸
」
の
拠
点
施

設
と
し
て
位
置
づ
け
、
主
に
中
高
生
か
ら
大

人
を
対
象
と
し
た
施
設
と
し
て
、
2
0
1
6

年
に
「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」（
市
直
営
）

を
街
な
か
に
開
設
し
た
。

　
図
書
館
で
本
を
借
り
て
読
む
と
い
う
体
験

と
、
書
店
で
本
を
買
っ
て
読
む
と
い
う
体
験

は
別
の
も
の
で
あ
り
、
本
を
私
有
す
る
と
い

う
体
験
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、

当
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
う
本
は
、
展
示
用
の

本
を
除
き
、
全
て
販
売
し
て
い
る
。

　
地
方
の
民
間
書
店
で
は
、
海
外
文
学
や
人

文
・
社
会
科
学
、
自
然
科
学
、
芸
術
な
ど
の

分
野
に
つ
い
て
、
採
算
面
か
ら
積
極
的
に
は

取
扱
い
に
く
い
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
本
は
、
知
的
好
奇
心

を
刺
激
し
、
読
書
の
幅
を
広
げ
る

き
っ
か
け
と
な
る
な
ど
、
市
民
の

文
化
力
向
上
に
も
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
民
間
書
店
で
は
扱
い

に
く
い
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ら
の
本
を
中
心
に
扱
い
、
ま

た
、
本
と
の
「
出
会
い
」
を
大
切

に
す
る
た
め
、
図
書
館
の
よ
う
な

目
的
の
本
が
探
し
や
す
い
並
べ
方
で
は
な
く
、

提
案
・
編
集
型
の
陳
列
に
よ
り
、「
紙
の
本
」

と
の
偶
然
の
出
会
い
を
創
出
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
。

　
開
館
か
ら
2
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、「
本

を
読
む
人
を
増
や
す
」「
本
を
書
く
人
を
増

や
す
」「
本
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
」
の
三

つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
特
徴
あ
る
本
の

陳
列
・
販
売
の
ほ
か
、
様
々
な
企
画
事
業
を

通
し
て
、「
本
」
そ
の
も
の
や
、「
読
む
」、「
書

く
」
事
が
も
っ
と
市
民
の
身
近
に
な
る
よ
う

紙から本ができるまで展2019。
1冊の本ができるまでの過程を展示

写真上）トークイベントなどの企画事業も多彩
下）ジャズをテーマにした棚

八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
所
長 

音
喜
多
信
嗣

八
戸
ブッ
クセン
タ
ー

人
の
交
流
を
増
や
し
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
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0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000

0 200,000 400,000 600,000 800,000 1,000,000 1,200,000 1,400,000

入場者数が約2.5倍に

年間来場者数
が

100万人を
超える

平成27年4月

平成26年 平成30年

恩納村博物館 来館者数

おんなの駅 来場者数

恩納村文化情報センター開館
恩納村博物館 入場料無料化

約6,000人 約15,000人

平成
26年度 5,755

27年度 12,439

28年度 14,104

29年度 15,057

30年度 15,564

平成
26年度 943,088

27年度 1,111,422

28年度 1,234,593

29年度 1,144,457

30年度 1,182,428

図 1 周辺施設（おんなの駅・博物館）入場者数の推移（資料：恩納村文化情報センター）　

用
サ
ー
ビ
ス
や
蔵
書
に
も
観
光
客
を
意
識
し

た
図
書
館
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

利
用
者
カ
ー
ド
に
は
「
村
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
者
」
用
と
「
村
外
在
住
者
」
用
の
２
種
類

が
あ
り
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
本
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。
県
外
登
録
者
は
あ

と
数
県
で
全
国
を
網
羅
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き

て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
恩
納
村
・
沖
縄
県
の
郷
土
資
料
を
揃

え
た
「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
沖
縄
の

旅
の
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。
ホ
テ

ル
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
な

ど
を
過
去
の
も
の
も
含
め
て
収
集
し
た
パ
ス

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
も
充
実
し
て
お
り
、
長
い
目

で
見
れ
ば
村
内
ホ
テ
ル
の
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料

と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
郷
土
資
料
の
収
集

な
ど
村
民
の
た
め
に
行
う
サ
ー
ビ
ス
が
、
結

果
と
し
て
観
光
客
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

観
光
施
設
、

宿
泊
施
設
と
の
連
携

　
周
辺
施
設
と
の
連
携
も
積
極
的
で
あ
る
。

本
を
借
り
る
と
隣
接
す
る
「
お
ん
な
の
駅
」

の
商
品
が
5
％
割
引
さ
れ
る
「
割
引
ク
ー
ポ

ン
」
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
で
本

を
借
り
た
後
利
用
者
が
お
ん
な
の
駅
へ
、
お

ん
な
の
駅
で
買
い
物
後
ク
ー
ポ
ン
を
求
め
て

セ
ン
タ
ー
へ
、
と
い
う
双
方
の
利
用
促
進
に

つ
な
が
る
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

一
方
、
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
の

連
携
で
は
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設
置
が

あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
数
十
点
を
一
定
期

間
（
半
年
〜
１
年
程
度
）
貸
し
出
す
も
の
で
、

セ
ン
タ
ー
で
は
本
の
選
書
や
図
書
レ
イ
ア
ウ

ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通
し
て
ホ
テ
ル
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

図
書
館
と

観
光
の
融
合
に
よ
り

発
揮
さ
れ
た

相
乗
効
果

　
恩
納
村
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
の
来
館
者

数
は
、
当
初
の
目
標

を
上
回
り
、
開
館
初

年
度
2
0
1
5（
平

成
27
）年
度
の
約
6
・

8
万
人
か
ら
、
2
0

1
8
年
度
は
約
8
・

9
万
人
へ
と
着
実
に

増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
セ
ン
タ
ー
の
開

館
に
よ
る
周
辺
施
設

へ
の
相
乗
効
果
も
大

き
く
、
併
設
す
る
博

物
館
の
入
場
者
数
は

約
2
・
5
倍
に
、
ま

た
「
お
ん
な
の
駅
」

の
年
間
来
客
者
数
も

1
0
0
万
人
を
大
き

く
上
回
る
ま
で
に
増

加
を
み
て
い
る
。

　
観
光
に
特
化
し
た

図
書
館
を
目
指
す
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ

ー
は
、
村
民
と
観
光
客
が
と
も
に
村
の
魅
力

を
再
発
見
し
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

観
光
振
興
に
も
寄
与
す
る
重
要
な
存
在
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
　
　
取
材
・
文
：
大
隅
一
志

　
恩
納
村
は
、
沖
縄
本
島
の
ほ
ぼ
中
央
の
西

海
岸
に
位
置
す
る
。
人
口
1
万
人
の
小
村
で

あ
り
な
が
ら
、
大
型
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を

中
心
に
、
沖
縄
本
島
の
宿
泊
施
設
（
ホ
テ
ル
・

旅
館
）
収
容
力
の
約
２
割
が
集
積
す
る
県
内

屈
指
の
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
の
村
で
あ
る
。
恩

納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
れ
ま
で
図

書
館
が
な
か
っ
た
村
に
と
っ
て
、
村
民
が
長

ら
く
待
ち
望
ん
だ
施
設
と
し
て
2
0
1
5
年

4
月
に
開
館
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、「
恩
納
村
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
収
集
し
、村
内
外
へ
発
信
す
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
観
光
情
報
提
供
機
能

と
図
書
館
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
で
、
計

画
当
初
か
ら
観
光
客
の
利
用
を
強
く
意
識
し

た
施
設
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　
施
設
の
検
討
・
準
備
段
階
か
ら
中
心
的
に

関
わ
り
、
現
在
も
運
営
の
現
場
を
牽
引
す
る

同
セ
ン
タ
ー
係
長
の
呉
屋
美
奈
子
氏
に
話
を

伺
っ
た
。

文
化
、知
識
、

観
光
へ
の
架
け
橋
に

　
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
既
存
の

図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
初

よ
り
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
に
も
寄
与

す
る
施
設
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ
た
。
バ
ス

路
線
で
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
国
道
58
号
線
沿

い
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
北
部
観
光
へ
の

入
口
と
な
り
、
既
存
施
設
の
集
客
効
果
も
期

待
で
き
る
場
所
を
慎
重
に
検
討
し
、
村
南
部

仲
泊
地
区
の
「
お
ん
な
の
駅
な
か
ゆ
く
い
市

場
（
農
産
物
物
販
セ
ン
タ
ー
）」
が
隣
接
す

る
位
置
に
、
恩
納
村
博
物
館
（
2
0
0
1
年

開
館
）
に
併
設
す
る
か
た
ち
で
整
備
さ
れ
た

こ
と
も
、
村
民
と
同
時
に
観
光
客
の
利
用
を

考
慮
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　
観
光
立
村
で
あ
る
恩
納
村
の
大
き
な
目
標

の
一
つ
は
、
宿
泊
滞
在
数
を
1
日
で
も
延
ば

す
こ
と
に
も
あ
る
。
ま
た
雨
天
時
の
対
応
や
、

マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
け
で
は
な
い
観

光
ニ
ー
ズ
の
顕
在
化
と
い
っ
た
村
の
観
光
課

題
へ
の
対
応
策
も
、
同
セ
ン
タ
ー
整
備
に
当

た
っ
て
話
し
合
わ
れ
た
。

「
私
た
ち
の
目
標
の
一
つ
は
『
る
る
ぶ
』
や

『
ま
っ
ぷ
る
』
な
ど
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載

る
こ
と
。
図
書
館
も
観
光
情
報
発
信
を
担
う

施
設
と
し
て
充
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
」
と
呉
屋
氏
は
語
る
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
載
る
こ
と
で
観
光
客
も
立
ち
寄

っ
て
く
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
恩
納
村
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

観
光
客
に
利
用
し
や
す
い

施
設
と
サ
ー
ビ
ス

　
施
設
は
3
階
建
て（
延
べ
面
積
1
・
6
8
9

㎡
）で
、
１
階
：
観
光
情
報
フ
ロ
ア
、
２
階
：

図
書
情
報
フ
ロ
ア
、
３
階
：
展
望
室
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　
１
階
の
観
光
情
報
フ
ロ
ア
は
、「
恩
納
村

お
よ
び
沖
縄
北
部
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
観
光
協
会
か
ら
配
置

さ
れ
た
2
名
の
「
旅
の
案
内
人
」
が
村
内
お

よ
び
北
部
観
光
地
、
観
光
施
設
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。
フ
ロ
ア
に
は
、
単
な
る
観

光
案
内
機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
キ
オ
ク
ボ
ー

ド
」（
村
民
と
一
緒
に
つ
く
る
地
図
）や「
キ

オ
ク
バ
ン
ク
」（
村
民
・
観
光
客
参
加
型
の
フ

ォ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
）、「
マ
ッ
プ
ナ
ビ
」（
村
内

お
よ
び
沖
縄
北
部
を
楽
し
む
た
め
の
最
新
情

報
を
紹
介
す
る
壁
面
の
大
型
マ
ッ
プ
）な
ど

様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
、〝
村
民
と
と
も
に
恩

納
村
の
魅
力
を
発
信
し
、
と
も
に
分
か
ち
合

う
〞
文
化
情
報
拠
点
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
２
階
の
図
書
情
報
フ
ロ
ア
は
、
窓

際
の
閲
覧
席
か
ら
美
し
い
沖
縄
の
海
や
夕
日

が
楽
し
め
、
リ
ゾ
ー
ト
地
な
ら
で
は
の
図
書

館
と
し
て
の
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
利

1階の観光情報フロア

海の見える閲覧席

取材に応じてくれた
呉屋美奈子氏

割引クーポン券

ホテルに設置された「ミニライブラリー」
（ANAインターコンチネンタル万座ビーチ
リゾート）※画像提供：恩納村文化情報センター

恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
と
図
書
館
の
融
合

3

事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり2
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0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000

0 200,000 400,000 600,000 800,000 1,000,000 1,200,000 1,400,000

入場者数が約2.5倍に

年間来場者数
が

100万人を
超える

平成27年4月

平成26年 平成30年

恩納村博物館 来館者数

おんなの駅 来場者数

恩納村文化情報センター開館
恩納村博物館 入場料無料化

約6,000人 約15,000人

平成
26年度 5,755

27年度 12,439

28年度 14,104

29年度 15,057

30年度 15,564

平成
26年度 943,088

27年度 1,111,422

28年度 1,234,593

29年度 1,144,457

30年度 1,182,428

図 1 周辺施設（おんなの駅・博物館）入場者数の推移（資料：恩納村文化情報センター）　

用
サ
ー
ビ
ス
や
蔵
書
に
も
観
光
客
を
意
識
し

た
図
書
館
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

利
用
者
カ
ー
ド
に
は
「
村
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
者
」
用
と
「
村
外
在
住
者
」
用
の
２
種
類

が
あ
り
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
本
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。
県
外
登
録
者
は
あ

と
数
県
で
全
国
を
網
羅
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き

て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
恩
納
村
・
沖
縄
県
の
郷
土
資
料
を
揃

え
た
「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
沖
縄
の

旅
の
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。
ホ
テ

ル
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
な

ど
を
過
去
の
も
の
も
含
め
て
収
集
し
た
パ
ス

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
も
充
実
し
て
お
り
、
長
い
目

で
見
れ
ば
村
内
ホ
テ
ル
の
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料

と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
郷
土
資
料
の
収
集

な
ど
村
民
の
た
め
に
行
う
サ
ー
ビ
ス
が
、
結

果
と
し
て
観
光
客
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

観
光
施
設
、

宿
泊
施
設
と
の
連
携

　
周
辺
施
設
と
の
連
携
も
積
極
的
で
あ
る
。

本
を
借
り
る
と
隣
接
す
る
「
お
ん
な
の
駅
」

の
商
品
が
5
％
割
引
さ
れ
る
「
割
引
ク
ー
ポ

ン
」
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
で
本

を
借
り
た
後
利
用
者
が
お
ん
な
の
駅
へ
、
お

ん
な
の
駅
で
買
い
物
後
ク
ー
ポ
ン
を
求
め
て

セ
ン
タ
ー
へ
、
と
い
う
双
方
の
利
用
促
進
に

つ
な
が
る
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

一
方
、
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
の

連
携
で
は
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設
置
が

あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
数
十
点
を
一
定
期

間
（
半
年
〜
１
年
程
度
）
貸
し
出
す
も
の
で
、

セ
ン
タ
ー
で
は
本
の
選
書
や
図
書
レ
イ
ア
ウ

ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通
し
て
ホ
テ
ル
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

図
書
館
と

観
光
の
融
合
に
よ
り

発
揮
さ
れ
た

相
乗
効
果

　
恩
納
村
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
の
来
館
者

数
は
、
当
初
の
目
標

を
上
回
り
、
開
館
初

年
度
2
0
1
5（
平

成
27
）年
度
の
約
6
・

8
万
人
か
ら
、
2
0

1
8
年
度
は
約
8
・

9
万
人
へ
と
着
実
に

増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
セ
ン
タ
ー
の
開

館
に
よ
る
周
辺
施
設

へ
の
相
乗
効
果
も
大

き
く
、
併
設
す
る
博

物
館
の
入
場
者
数
は

約
2
・
5
倍
に
、
ま

た
「
お
ん
な
の
駅
」

の
年
間
来
客
者
数
も

1
0
0
万
人
を
大
き

く
上
回
る
ま
で
に
増

加
を
み
て
い
る
。

　
観
光
に
特
化
し
た

図
書
館
を
目
指
す
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ

ー
は
、
村
民
と
観
光
客
が
と
も
に
村
の
魅
力

を
再
発
見
し
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

観
光
振
興
に
も
寄
与
す
る
重
要
な
存
在
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
　
　
取
材
・
文
：
大
隅
一
志

　
恩
納
村
は
、
沖
縄
本
島
の
ほ
ぼ
中
央
の
西

海
岸
に
位
置
す
る
。
人
口
1
万
人
の
小
村
で

あ
り
な
が
ら
、
大
型
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を

中
心
に
、
沖
縄
本
島
の
宿
泊
施
設
（
ホ
テ
ル
・

旅
館
）
収
容
力
の
約
２
割
が
集
積
す
る
県
内

屈
指
の
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
の
村
で
あ
る
。
恩

納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
れ
ま
で
図

書
館
が
な
か
っ
た
村
に
と
っ
て
、
村
民
が
長

ら
く
待
ち
望
ん
だ
施
設
と
し
て
2
0
1
5
年

4
月
に
開
館
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、「
恩
納
村
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
収
集
し
、村
内
外
へ
発
信
す
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
観
光
情
報
提
供
機
能

と
図
書
館
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
で
、
計

画
当
初
か
ら
観
光
客
の
利
用
を
強
く
意
識
し

た
施
設
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　
施
設
の
検
討
・
準
備
段
階
か
ら
中
心
的
に

関
わ
り
、
現
在
も
運
営
の
現
場
を
牽
引
す
る

同
セ
ン
タ
ー
係
長
の
呉
屋
美
奈
子
氏
に
話
を

伺
っ
た
。

文
化
、知
識
、

観
光
へ
の
架
け
橋
に

　
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
既
存
の

図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
初

よ
り
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
に
も
寄
与

す
る
施
設
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ
た
。
バ
ス

路
線
で
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
国
道
58
号
線
沿

い
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
北
部
観
光
へ
の

入
口
と
な
り
、
既
存
施
設
の
集
客
効
果
も
期

待
で
き
る
場
所
を
慎
重
に
検
討
し
、
村
南
部

仲
泊
地
区
の
「
お
ん
な
の
駅
な
か
ゆ
く
い
市

場
（
農
産
物
物
販
セ
ン
タ
ー
）」
が
隣
接
す

る
位
置
に
、
恩
納
村
博
物
館
（
2
0
0
1
年

開
館
）
に
併
設
す
る
か
た
ち
で
整
備
さ
れ
た

こ
と
も
、
村
民
と
同
時
に
観
光
客
の
利
用
を

考
慮
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　
観
光
立
村
で
あ
る
恩
納
村
の
大
き
な
目
標

の
一
つ
は
、
宿
泊
滞
在
数
を
1
日
で
も
延
ば

す
こ
と
に
も
あ
る
。
ま
た
雨
天
時
の
対
応
や
、

マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
け
で
は
な
い
観

光
ニ
ー
ズ
の
顕
在
化
と
い
っ
た
村
の
観
光
課

題
へ
の
対
応
策
も
、
同
セ
ン
タ
ー
整
備
に
当

た
っ
て
話
し
合
わ
れ
た
。

「
私
た
ち
の
目
標
の
一
つ
は
『
る
る
ぶ
』
や

『
ま
っ
ぷ
る
』
な
ど
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載

る
こ
と
。
図
書
館
も
観
光
情
報
発
信
を
担
う

施
設
と
し
て
充
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
」
と
呉
屋
氏
は
語
る
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
載
る
こ
と
で
観
光
客
も
立
ち
寄

っ
て
く
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
恩
納
村
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

観
光
客
に
利
用
し
や
す
い

施
設
と
サ
ー
ビ
ス

　
施
設
は
3
階
建
て（
延
べ
面
積
1
・
6
8
9

㎡
）で
、
１
階
：
観
光
情
報
フ
ロ
ア
、
２
階
：

図
書
情
報
フ
ロ
ア
、
３
階
：
展
望
室
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　
１
階
の
観
光
情
報
フ
ロ
ア
は
、「
恩
納
村

お
よ
び
沖
縄
北
部
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
観
光
協
会
か
ら
配
置

さ
れ
た
2
名
の
「
旅
の
案
内
人
」
が
村
内
お

よ
び
北
部
観
光
地
、
観
光
施
設
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。
フ
ロ
ア
に
は
、
単
な
る
観

光
案
内
機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
キ
オ
ク
ボ
ー

ド
」（
村
民
と
一
緒
に
つ
く
る
地
図
）や「
キ

オ
ク
バ
ン
ク
」（
村
民
・
観
光
客
参
加
型
の
フ

ォ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
）、「
マ
ッ
プ
ナ
ビ
」（
村
内

お
よ
び
沖
縄
北
部
を
楽
し
む
た
め
の
最
新
情

報
を
紹
介
す
る
壁
面
の
大
型
マ
ッ
プ
）な
ど

様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
、〝
村
民
と
と
も
に
恩

納
村
の
魅
力
を
発
信
し
、
と
も
に
分
か
ち
合

う
〞
文
化
情
報
拠
点
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
２
階
の
図
書
情
報
フ
ロ
ア
は
、
窓

際
の
閲
覧
席
か
ら
美
し
い
沖
縄
の
海
や
夕
日

が
楽
し
め
、
リ
ゾ
ー
ト
地
な
ら
で
は
の
図
書

館
と
し
て
の
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
利

1階の観光情報フロア

海の見える閲覧席

取材に応じてくれた
呉屋美奈子氏

割引クーポン券

ホテルに設置された「ミニライブラリー」
（ANAインターコンチネンタル万座ビーチ
リゾート）※画像提供：恩納村文化情報センター

恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
と
図
書
館
の
融
合

3
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乾 

聰一郎（
い
ぬ
い・そ
う
い
ち
ろ
う
）

奈
良
県
立
図
書
情
報
館 

図
書・公

文
書
課
課
長
。 1
9
9
9
年
か
ら

奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
で

新
県
立
図
書
館（
現
奈
良
県
立
図

書
情
報
館
）の
建
設
準
備
に
携
わ
る
。 2
0
0
5
年

の
開
館
後
は
、企
画
展
示・フ
ォ
ー
ラ
ム・コ
ン
サ
ー

ト
等
の
イ
ベ
ン
ト・主
催
事
業
や
国
内
外
の
団
体
等

と
の
連
携
事
業
等
の
情
報
発
信
事
業
に
取
り
組
む
。

2
0
1
7
年
4
月
か
ら
現
職
。

ラ
ム
は
有
料
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
、
宿
泊

の
特
別
料
金
を
設
定
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

チ
ケ
ッ
ト
を
付
け
る
と
い
う
も
の
）
を
つ
く

り
、
当
館
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
全
国
か
ら
１
日
3
0
0
人

〜
4
0
0
人
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
宿

泊
者
も
多
く
、
近
隣
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど

も
若
い
参
加
者
で
賑
わ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
は
、
観
光
情
報
の
提
供

（
奈
良
関
係
本
の
紹
介
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

置
な
ど
）
や
参
加
者
か
ら
お
店
な
ど
の
口
コ

ミ
情
報
の
交
換
ボ
ー
ド
の
設
置
な
ど
も
行
っ

た
。
県
外
か
ら
の
参
加
者
の
多
く
が
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
合
間
や
終
了
後
に
観
光
地
を
訪
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
と
の
連
携
は
も
と

よ
り
、
地
元
に
も
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　
ま
た
、
不
定
期
で
は
あ
る
が
、
全
国
の
都

道
府
県
立
図
書
館
等
と
連
携
し
、
お
互
い
の

観
光
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
交
換
し
、

そ
の
地
域
の
関
係
本
と
あ
わ
せ
て
展
示
す
る

図
書
館
交
流
展
示
も
開
催
し
て
い
る
。
当
館

で
は
こ
れ
ま
で
、
秋
田
県
、
宇
都
宮
市
、
高

山
市
、三
重
県
、福
井
県
、和
歌
山
県
、島
根
県
、

宮
崎
県
、
沖
縄
県
な
ど
の
図
書
館
と
の
交
流

展
示
を
行
っ
た
。
双
方
で
、
相
手
の
観
光
ア

ピ
ー
ル
を
行
う
と
と
も
に
、
関
連
本
の
展
示

に
よ
っ
て
、
互
い
の
地
域
情
報
や
関
連
の
知

見
な
ど
を
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、

共
通
の
テ
ー
マ
や
話
題

が
あ
る
と
、
一
層
興
味

関
心
を
喚
起
で
き
る
。

例
え
ば
、
平
城
遷
都

1
3
0
0
年
関
連
で
平

城
京
造
営
と
飛
騨
の
匠

の
関
係
を
扱
っ
た
高
山
市
と
の
展
示
や
古
事

記
1
3
0
0
年
を
共
通
テ
ー
マ
に
し
た
宮
崎

県
と
の
交
流
展
示
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

ち
な
み
に
、
当
館
か
ら
は
、
最
新
の
観
光
ポ

ス
タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
1
9
5
4
年
以
来
、

年
に
１
回
、
奈
良
県
・
奈
良
市
・
西
日
本
旅

客
鉄
道（
株
）・
近
畿
日
本
鉄
道（
株
）・
奈
良

交
通（
株
）の
5
者
共
同
で
制
作
さ
れ
る
観

光
客
誘
致
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
奈
良
大
和
路
仏

像
ポ
ス
タ
ー
（
今
年
度
で
98
作
品
と
な
る
）

を
セ
レ
ク
ト
し
て
相
手
館
で
展
示
し
て
い
る

が
、
非
常
に
好
評
で
あ
る
。

「
地
産
地
消
の
観
光
」

と
い
う
発
想
が
、

情
報
発
信
の
基
盤

　
以
上
、
こ
れ
ま
で
当
館
が
行
っ
て
き
た
図

書
館
を
観
光
に
活
か
す
試
み
を
紹
介
し
た
。

ホ
テ
ル
へ
の
特
別
貸
し
出
し
は
、
来
館
者
へ

の
資
料
提
供
で
は
な
い
に
し
て
も
、
一
時
で

も
奈
良
に
滞
在
す
る
人
々
へ
の
間
接
的
な
図

書
館
利
用
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

県
外
来
館
者
を
呼
び
込
む
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、

ホ
テ
ル
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
飲
食
店
、
書
店

な
ど
、
地
元
へ
の
さ
さ
や
か
な
貢
献
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
交
流
展
示
を
通
じ
て
、
双
方
の
地
域
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
足
を
運
ぶ
方
々
が
増
え

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
図
書
館
が
、
様
々
な
切
り
口
で
資

料
や
情
報
を（
ま
た
人
を
）再
編
集
し
、
人
々

の
潜
在
的
な
好
奇
心
や
関
心
を
触
発
す
る
た

め
に
、
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
、
観
光

も
ま
た
ひ
と
つ
の
切
り
口
で
あ
り
端
緒
と
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
※
私
見
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
図
書

館
か
ら
の
情
報
発
信
は
、
県
外
か
ら
（
あ
る

い
は
海
外
か
ら
）
来
県
す
る
人
々
に
向
け
て

だ
け
で
は
な
く
、
地
元
の
人
々
に
も
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
地
元

の
人
々
が
そ
の
地
域
の
重
層
的
な
歴
史
や
知

識
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
地

元
の
人
々
向
け
の
地
元
の
観
光
、
地
産
地
消

の
観
光
と
も
い
う
べ
き
発
想
は
、
外
へ
の
発

信
の
基
盤
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
自
ら
を

知
り
、
地
元
へ
の
理
解
や
共
感
の
共
有
こ
そ

が
、
新
た
な
観
光
資
源
や
観
光
の
あ
り
方
を

見
つ
け
出
す
こ
と
へ
と
繋
が
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
地
元
の
資
料
・
情
報

を
蓄
積
し
て
い
る
図
書
館
こ
そ
が
、
ま
さ
し

く
そ
の
発
想
を
支
え
、
発
信
す
る
場
な
の
で

あ
る
。

　
※
こ
の
こ
と
は
、
大
阪
を
拠
点
に
活
動
す

る
観
光
家
／
コ
モ
ン
ズ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
陸

奥
賢
氏
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
い
る

ホ
テ
ル
に
本
を

貸
し
出
す
こ
と

　
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
は
、
観
光
地
奈
良

に
あ
っ
て
、
数
多
く
の
観
光
施
設
が
あ
る
な

か
で
、
図
書
館
が
観
光
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

る
こ
と
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
開
館
以

来
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
当
館
は
、

駅
前
や
観
光
地
に
隣
接
す
る
と
い
っ
た
立
地

で
は
な
く
、
ま
た
、
観
光
地
を
回
る
ル
ー
ト

に
近
接
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
来

県
す
る
観
光
客
が
直
接
来
館
す
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
の
よ
う
な
条
件
の
な

か
、
図
書
館
の
リ
ソ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に
観

光
に
活
か
す
か
の
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
、

2
0
0
8
年
か
ら
始
め
た
の
が
、
当
館
の
最

寄
り
駅
の
ひ
と
つ
J
R
奈
良
駅
に
あ
る
、
ホ

テ
ル
日
航
奈
良
に
対
す
る
本
の
特
別
貸
し
出

し
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
毎
年
度
末
に
そ
の

年
の
奈
良
県
内
の
行
事
、
催
事
な
ど
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
ま
た
、
ホ
テ
ル
側
か
ら
の
要
望

も
聞
き
な
が
ら
、
20
〜
30
冊
の
本
を
選
書
し
、

各
本
に
簡
単
な
内
容
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
ホ

テ
ル
に
貸
し
出
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
で
は
、

貸
し
出
し
文
庫「
都
読
‐koyom

i

‐
」と
名

付
け
、
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
全
客
室

に
配
置
し
て
い
る
。
宿
泊
客
か
ら
閲
覧
希
望

が
あ
れ
ば
、
職
員
が
そ
の
本
を
フ
ロ
ン
ト
か

ら
客
室
ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ホ
テ
ル
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
も
、
宿
泊

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
貸
出
備
品
の
ペ
ー
ジ
で

案
内
さ
れ
て
い
る
。

　
ホ
テ
ル
で
は
、
毎
月
の
各
書
籍
の
貸
出
数

を
記
録
し
て
お
り
、
毎
年
の
集
計
は
当
館
に

も
提
供
さ
れ
、
次
年
度
の
選
書
の
参
考
に
も

し
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
宿
泊
さ
れ
る
方

の
情
報
ニ
ー
ズ
や
求
め
る
本
の
傾
向
が
見
え

て
興
味
深
い
。
例
え
ば
、
観
光
案
内
書
や
歴

史
書
な
ど
よ
り
写
真
集
を
希
望
す
る
利
用
者

が
多
い
こ
と
な
ど
、
こ
の
文
庫
を
更
新
し
て

い
く
う
え
で
参
考
に
な
る
点
も
多
い
。

連
携
す
る
こ
と

　
こ
の
取
り
組
み
が
縁
で
、
2
0
0
9
年
〜

2
0
1
1
年
と
2
0
1
5
年
に
当
館
で
開
催

さ
れ
た
、「
自
分
の
仕
事
を
考
え
る
3
日
間

フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅰ
〜
Ⅲ
」
と
そ
の
番
外
編
「
ひ

と
の
居
場
所
を
つ
く
る
ひ
と
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
３
日
間
）
で
は
、
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
が
、

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
宿
泊
プ
ラ
ン
（
フ
ォ
ー ホテル日航奈良の客室のリスト

写真上）交流展示
（秋田）
下）自分の仕事を
考える3日間

ホテル日航奈良の
貸出文庫リストと

リリース資料

奈
良
県
立
図
書
情
報
館 

図
書
・
公
文
書
課 

課
長 

乾 

聰
一
郎

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

持
っ
て
い
る
資
源
を
観
光
に
活
か
す

4

h
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乾 

聰一郎（
い
ぬ
い・そ
う
い
ち
ろ
う
）

奈
良
県
立
図
書
情
報
館 

図
書・公

文
書
課
課
長
。 1
9
9
9
年
か
ら

奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
で

新
県
立
図
書
館（
現
奈
良
県
立
図

書
情
報
館
）の
建
設
準
備
に
携
わ
る
。 2
0
0
5
年

の
開
館
後
は
、企
画
展
示・フ
ォ
ー
ラ
ム・コ
ン
サ
ー

ト
等
の
イ
ベ
ン
ト・主
催
事
業
や
国
内
外
の
団
体
等

と
の
連
携
事
業
等
の
情
報
発
信
事
業
に
取
り
組
む
。

2
0
1
7
年
4
月
か
ら
現
職
。

ラ
ム
は
有
料
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
、
宿
泊

の
特
別
料
金
を
設
定
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

チ
ケ
ッ
ト
を
付
け
る
と
い
う
も
の
）
を
つ
く

り
、
当
館
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
全
国
か
ら
１
日
3
0
0
人

〜
4
0
0
人
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
宿

泊
者
も
多
く
、
近
隣
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど

も
若
い
参
加
者
で
賑
わ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
は
、
観
光
情
報
の
提
供

（
奈
良
関
係
本
の
紹
介
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

置
な
ど
）
や
参
加
者
か
ら
お
店
な
ど
の
口
コ

ミ
情
報
の
交
換
ボ
ー
ド
の
設
置
な
ど
も
行
っ

た
。
県
外
か
ら
の
参
加
者
の
多
く
が
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
合
間
や
終
了
後
に
観
光
地
を
訪
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
と
の
連
携
は
も
と

よ
り
、
地
元
に
も
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　
ま
た
、
不
定
期
で
は
あ
る
が
、
全
国
の
都

道
府
県
立
図
書
館
等
と
連
携
し
、
お
互
い
の

観
光
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
交
換
し
、

そ
の
地
域
の
関
係
本
と
あ
わ
せ
て
展
示
す
る

図
書
館
交
流
展
示
も
開
催
し
て
い
る
。
当
館

で
は
こ
れ
ま
で
、
秋
田
県
、
宇
都
宮
市
、
高

山
市
、三
重
県
、福
井
県
、和
歌
山
県
、島
根
県
、

宮
崎
県
、
沖
縄
県
な
ど
の
図
書
館
と
の
交
流

展
示
を
行
っ
た
。
双
方
で
、
相
手
の
観
光
ア

ピ
ー
ル
を
行
う
と
と
も
に
、
関
連
本
の
展
示

に
よ
っ
て
、
互
い
の
地
域
情
報
や
関
連
の
知

見
な
ど
を
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、

共
通
の
テ
ー
マ
や
話
題

が
あ
る
と
、
一
層
興
味

関
心
を
喚
起
で
き
る
。

例
え
ば
、
平
城
遷
都

1
3
0
0
年
関
連
で
平

城
京
造
営
と
飛
騨
の
匠

の
関
係
を
扱
っ
た
高
山
市
と
の
展
示
や
古
事

記
1
3
0
0
年
を
共
通
テ
ー
マ
に
し
た
宮
崎

県
と
の
交
流
展
示
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

ち
な
み
に
、
当
館
か
ら
は
、
最
新
の
観
光
ポ

ス
タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
1
9
5
4
年
以
来
、

年
に
１
回
、
奈
良
県
・
奈
良
市
・
西
日
本
旅

客
鉄
道（
株
）・
近
畿
日
本
鉄
道（
株
）・
奈
良

交
通（
株
）の
5
者
共
同
で
制
作
さ
れ
る
観

光
客
誘
致
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
奈
良
大
和
路
仏

像
ポ
ス
タ
ー
（
今
年
度
で
98
作
品
と
な
る
）

を
セ
レ
ク
ト
し
て
相
手
館
で
展
示
し
て
い
る

が
、
非
常
に
好
評
で
あ
る
。

「
地
産
地
消
の
観
光
」

と
い
う
発
想
が
、

情
報
発
信
の
基
盤

　
以
上
、
こ
れ
ま
で
当
館
が
行
っ
て
き
た
図

書
館
を
観
光
に
活
か
す
試
み
を
紹
介
し
た
。

ホ
テ
ル
へ
の
特
別
貸
し
出
し
は
、
来
館
者
へ

の
資
料
提
供
で
は
な
い
に
し
て
も
、
一
時
で

も
奈
良
に
滞
在
す
る
人
々
へ
の
間
接
的
な
図

書
館
利
用
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

県
外
来
館
者
を
呼
び
込
む
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、

ホ
テ
ル
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
飲
食
店
、
書
店

な
ど
、
地
元
へ
の
さ
さ
や
か
な
貢
献
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
交
流
展
示
を
通
じ
て
、
双
方
の
地
域
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
足
を
運
ぶ
方
々
が
増
え

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
図
書
館
が
、
様
々
な
切
り
口
で
資

料
や
情
報
を（
ま
た
人
を
）再
編
集
し
、
人
々

の
潜
在
的
な
好
奇
心
や
関
心
を
触
発
す
る
た

め
に
、
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
、
観
光

も
ま
た
ひ
と
つ
の
切
り
口
で
あ
り
端
緒
と
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
※
私
見
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
図
書

館
か
ら
の
情
報
発
信
は
、
県
外
か
ら
（
あ
る

い
は
海
外
か
ら
）
来
県
す
る
人
々
に
向
け
て

だ
け
で
は
な
く
、
地
元
の
人
々
に
も
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
地
元

の
人
々
が
そ
の
地
域
の
重
層
的
な
歴
史
や
知

識
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
地

元
の
人
々
向
け
の
地
元
の
観
光
、
地
産
地
消

の
観
光
と
も
い
う
べ
き
発
想
は
、
外
へ
の
発

信
の
基
盤
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
自
ら
を

知
り
、
地
元
へ
の
理
解
や
共
感
の
共
有
こ
そ

が
、
新
た
な
観
光
資
源
や
観
光
の
あ
り
方
を

見
つ
け
出
す
こ
と
へ
と
繋
が
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
地
元
の
資
料
・
情
報

を
蓄
積
し
て
い
る
図
書
館
こ
そ
が
、
ま
さ
し

く
そ
の
発
想
を
支
え
、
発
信
す
る
場
な
の
で

あ
る
。

　
※
こ
の
こ
と
は
、
大
阪
を
拠
点
に
活
動
す

る
観
光
家
／
コ
モ
ン
ズ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
陸

奥
賢
氏
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
い
る

ホ
テ
ル
に
本
を

貸
し
出
す
こ
と

　
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
は
、
観
光
地
奈
良

に
あ
っ
て
、
数
多
く
の
観
光
施
設
が
あ
る
な

か
で
、
図
書
館
が
観
光
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

る
こ
と
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
開
館
以

来
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
当
館
は
、

駅
前
や
観
光
地
に
隣
接
す
る
と
い
っ
た
立
地

で
は
な
く
、
ま
た
、
観
光
地
を
回
る
ル
ー
ト

に
近
接
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
来

県
す
る
観
光
客
が
直
接
来
館
す
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
の
よ
う
な
条
件
の
な

か
、
図
書
館
の
リ
ソ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に
観

光
に
活
か
す
か
の
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
、

2
0
0
8
年
か
ら
始
め
た
の
が
、
当
館
の
最

寄
り
駅
の
ひ
と
つ
J
R
奈
良
駅
に
あ
る
、
ホ

テ
ル
日
航
奈
良
に
対
す
る
本
の
特
別
貸
し
出

し
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
毎
年
度
末
に
そ
の

年
の
奈
良
県
内
の
行
事
、
催
事
な
ど
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
ま
た
、
ホ
テ
ル
側
か
ら
の
要
望

も
聞
き
な
が
ら
、
20
〜
30
冊
の
本
を
選
書
し
、

各
本
に
簡
単
な
内
容
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
ホ

テ
ル
に
貸
し
出
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
で
は
、

貸
し
出
し
文
庫「
都
読
‐koyom

i

‐
」と
名

付
け
、
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
全
客
室

に
配
置
し
て
い
る
。
宿
泊
客
か
ら
閲
覧
希
望

が
あ
れ
ば
、
職
員
が
そ
の
本
を
フ
ロ
ン
ト
か

ら
客
室
ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ホ
テ
ル
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
も
、
宿
泊

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
貸
出
備
品
の
ペ
ー
ジ
で

案
内
さ
れ
て
い
る
。

　
ホ
テ
ル
で
は
、
毎
月
の
各
書
籍
の
貸
出
数

を
記
録
し
て
お
り
、
毎
年
の
集
計
は
当
館
に

も
提
供
さ
れ
、
次
年
度
の
選
書
の
参
考
に
も

し
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
宿
泊
さ
れ
る
方

の
情
報
ニ
ー
ズ
や
求
め
る
本
の
傾
向
が
見
え

て
興
味
深
い
。
例
え
ば
、
観
光
案
内
書
や
歴

史
書
な
ど
よ
り
写
真
集
を
希
望
す
る
利
用
者

が
多
い
こ
と
な
ど
、
こ
の
文
庫
を
更
新
し
て

い
く
う
え
で
参
考
に
な
る
点
も
多
い
。

連
携
す
る
こ
と

　
こ
の
取
り
組
み
が
縁
で
、
2
0
0
9
年
〜

2
0
1
1
年
と
2
0
1
5
年
に
当
館
で
開
催

さ
れ
た
、「
自
分
の
仕
事
を
考
え
る
3
日
間

フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅰ
〜
Ⅲ
」
と
そ
の
番
外
編
「
ひ

と
の
居
場
所
を
つ
く
る
ひ
と
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
３
日
間
）
で
は
、
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
が
、

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
宿
泊
プ
ラ
ン
（
フ
ォ
ー ホテル日航奈良の客室のリスト

写真上）交流展示
（秋田）
下）自分の仕事を
考える3日間

ホテル日航奈良の
貸出文庫リストと

リリース資料

奈
良
県
立
図
書
情
報
館 

図
書
・
公
文
書
課 

課
長 

乾 

聰
一
郎

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

持
っ
て
い
る
資
源
を
観
光
に
活
か
す

4
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写真上）館内の展示は毎月変わる。季節、本の内容
などテーマは様々。 下）図書館を起点としたフットパ
ス・コースマップ。その大きさはA0サイズ。

写
真
右
上
）資
料

展
の
あ
ゆ
み
を

紹
介
。  

中
）2
0
1
8
年

度
の
資
料
展
。展

示
は
美
し
さ
と

世
界
観
を
大
事

と
考
え
る
。  

右
下
）資
料
展
で
配
布
す
る
冊
子
。全
て
手
作
り
。  

左
下
）新
聞
の
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ァ
イ
ル
。68
冊
め
。 

貸出カウンターで試飲。飲みな
がら醸造家に直接話を聞けると
いう贅沢なイベント

甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
司
書 

古
屋
美
智
留

し
た
文
化
と
次
世
代
へ
の
継
承
な
ど
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
も
う
一
度
地
域
を
見
直

す
・
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
、
今
日
ま
で
行
っ
て
き
た
。
　
　
　

　
資
料
展
の
ス
タ
ー
ト
時
は
手
探
り
で
あ
っ

た
た
め
、
自
館
資
料
、
新
聞
記
事
な
ど
か
ら

テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
行
っ
た
が
、
近
年
日
本

ワ
イ
ン
の
注
目
度
や
そ
の
年
の
新
し
い
情
報

を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
が
取
材

へ
と
出
向
く
よ
う
に
な
っ
た
。『
資
料
展
』

と
し
て
厚
み
を
出
し
た
の
が
9
軒
の
ぶ
ど
う

農
家
か
ら
畑
の
土
を
採
取
さ
せ
て
も
ら
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
を
扱
っ
た
資
料

展
で
あ
る
。
同
品
種
で
も
栽
培
方
法
に
違
い

が
あ
る
こ
と
、
土
壌
の
違
い
な
ど
を
聞
き
取

り
と
調
査
で
行
い
、
パ
ネ
ル
と
関
連
書
籍
・

資
料
を
並
べ
展
示
を
行
っ
た
。
ぶ
ど
う
・
ワ

イ
ン
関
連
図
書
は
も
ち
ろ
ん
、
自
館
の
所
蔵

資
料
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
も
意

図
し
て
展
示
を
行
っ
て
い
る
。「
甲
州
ワ
ン

と
ル
ー
ツ
」「
ぶ
ど
う
伝
搬
と
現
在
の
新
種
」

「
地
元
で
ワ
イ
ン
文
化
を
繋
ぐ
人
々
」
な
ど
、

テ
ー
マ
に
は
事
欠
か
な
い
。

　
企
画
す
る
う
え
で
気
を
付
け
て
い
る
の
は
、

一
般
目
線
を
忘
れ
な
い
こ
と
だ
。
専
門
資
料

展
は
、
好
き
な
人
に
は
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
方
に
は
な
か
な
か

受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。
我
々
は
本
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
っ
て
ワ
イ
ン
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
で
は
な
い
の
で
、
興
味
の
入
り
口
と
な

る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。
近

年
、
ワ
イ
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
の

連
携
事
業
も
大

き
な
も
の
と
な

り
、
今
で
は
資

料
展
用
の
観
光

マ
ッ
プ
に
図
書
館
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
受
付
で
は
「
ワ
イ
ン
の
こ
と
を
よ
り

知
っ
て
か
ら
ま
わ
る
の
も
大
事
な
こ
と
で
す

よ
」
と
、
声
を
か
け
て
く
れ
て
い
る
。

　
来
館
さ
れ
、
資
料
の
説
明
を
聞
く
だ
け
で

は
な
く
書
籍
を
借
り
て
い
か
れ
る
参
加
者
も

い
る
。
特
に
自
館
資
料
と
し
て
作
成
し
て
い

る
、
市
内
全
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
フ
ァ
イ
ル
が
大

変
喜
ば
れ
る
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
各
社

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
図
書
館

に
所
蔵
し
て
い
な
い
雑
誌
の
記
事
、
地
方
紙

の
記
事
、
広
告
な
ど
を
入
れ
込
ん
で
い
る
。

「
ブ
ド
ウ
県
内
・
県
外
」「
ワ
イ
ン
県
内
・
県

外
」
の
４
種
を
、
新
聞
の
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
資

料
収
集
も
行
っ
て
い
る
が
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
フ

ァ
イ
ル
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
カ
イ

ブ
資
料
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
地
域

の
観
光
も
合
わ
せ
て
紹
介
で
き
る
マ
ッ
プ
も

あ
る
た
め
、
観
光
案
内
の
役
目
も
果
た
し
て

い
る
と
感
じ
る
。

多
方
面
か
ら
ツ
ナ
グ

　
紙
資
料
を
ベ
ー
ス
と
す
る
図
書
館
で
は
、

基
本
飲
食
が
禁
止
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
『
ワ
イ
ン
』
の
資
料
を
持
つ
図
書
館
と

し
て
は
「
味
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
が
必

要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
企
画
し
た
の
が
地
元
ワ

イ
ナ
リ
ー
若
手

集
団
の
話
を
聞

き
、
試
飲
を
行

う
イ
ベ
ン
ト
。

そ
の
日
の
夜
だ

け
、
貸
出
カ
ウ

ン
タ
ー
は
バ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
と
変
化
す
る
。
今
で
は
す
っ

か
り
定
着
し
、
地
元
の
野
菜
ソ
ム
リ
エ
が
出

す
「
合
わ
せ
」
を
食
し
な
が
ら
「
産
地
ワ
イ

ン
」
と「
醸
造
家
の
話
」、「
資
料
」
そ
し
て

「
ワ
イ
ン
に
あ
う
音
楽
」
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
。

　
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
は「
書
籍
を
借
り
る
」

こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
本
来
、
様
々
な
資
料

が
揃
っ
て
い
る
図
書
館
だ
か
ら
こ
そ
、
多
角

的
な
繋
が
り
が
持
て
る
場
所
だ
と
思
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
飲
食
や
音
楽
に
も
。
勝
沼

図
書
館
は
地
域
産
業
に
特
化
し
た
資
料
収
集

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
観
光
と
も
結
び
つ
く

こ
と
が
で
き
る
。
以
前
、
勝
沼
の
ワ
イ
ン
の

歴
史
を
お
客
様
に
聞
か
れ
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

方
が
話
し
て
く
れ
た
、「
勝
沼
図
書
館
に
行

け
ば
全
部
わ
か
る
よ
」。
こ
の
言
葉
と
と
も

に
、
全
て
を
ツ
ナ
グ
、
全
国
の
葡
萄
・
ワ
イ

ン
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
る
、
地
元
『
勝
沼
』
の

根
を
支
え
る
、
唯
一
無
二
の
図
書
館
で
あ
り

た
い
。

歴
史
と
資
料
を
ツ
ナ
グ

　
J
R
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
を
降
り
る
と
、
眼

下
に
広
が
る
葡
萄
畑
。
な
だ
ら
か
な
こ
の
扇

状
地
は
、
葡
萄
の
葉
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
勝
沼
は
日
本
屈
指
の
ブ
ド
ウ
産
地
、
ワ

イ
ン
産
地
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
深
く
、
武

田
信
玄
の
時
代
以
前
に
山
梨
県
固
有
種
で
あ

る
「
甲
州
ぶ
ど
う
」
が
大
陸
よ
り
伝
わ
り
、

栽
培
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
甲
州
ぶ
ど
う

の
発
祥
に
つ
い
て
は
「
大
善
寺
の
ぶ
ど
う
伝

説
」
と
「
雨
宮
勘
解
由
伝
説
」
の
二
種
類
が

あ
る
の
も
産
地
な
ら
で
は
。
明
治
に
は
村
の

青
年
、
高
野
正
誠
・
土
屋
龍
憲
の
2
人
が
県

令
の
命
を
受
け
て
ワ
イ
ン
の
醸
造
を
学
ぶ
た

め
フ
ラ
ン
ス
へ
と
旅
立
ち
、
現
在
ま
で
「
ぶ

ど
う
と
ワ
イ
ン
」
の
歴
史
が
続
く
場
所
で
あ

る
。

　
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
は
23
年
前
、
合
併

前
の
勝
沼
町
に
「
ぶ
ど
う
の
国
資
料
館
」
と

し
て
設
立
さ
れ
た
。
開
館
当
初
か
ら
、
ス
タ

ッ
フ
の
熱
意
と
「
地
域
に
根
差
し
た
図
書
館

で
あ
ろ
う
」
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
地

域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」

の
資
料
収
集
・
提
供
・
保
存
を
、
こ
の
地
の

図
書
館
と
し
て
の
目
標
に
掲
げ
た
。
以
来
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
密
集
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

研
究
書
や
関
連
洋
書
な
ど
の
収
集
も
行
い
、

各
農
家
・
会
社

な
ど
に
眠
る
資

料
の
寄
贈
も
呼

び
掛
け
た
。
開

館
当
初
は
約
３

万
点
で
あ
っ
た

資
料
数
も
今
は

約
12
万
点
、
う

ち
約
３
万
点
が

『
ぶ
ど
う
と
ワ

イ
ン
』
の
資
料

と
な
っ
た
。
内
容
は
多
岐
に
渡
り
、
一
般
流

通
し
て
い
る
書
籍
・
雑
誌
資
料
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
図
書
館
で
は
あ
ま
り
置
く
こ
と
の

な
い
ソ
ム
リ
エ
・
ワ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

教
本
や
試
験
問
題
集
、
農
業
資
料
、
葡
萄
酒

技
術
研
究
所
資
料
、
ソ
ム
リ
エ
会
員
雑
誌
、

学
会
誌
だ
け
で
は
な
く
、
貴
重
資
料
の
農
書
、

物
品
資
料
と
し
て
「
ブ
ド
ウ
の
葉
の
拓
本
」

も
所
蔵
。
最
近
で
は
市
文
化
財
課
と
協
力
体

制
を
組
み
、
貴
重
な
資
料
デ
ー
タ
の
共
有
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

　
専
門
書
も
多
く
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
県
内
外
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
ブ
ド
ウ
農
家
、

そ
し
て
多
く
の
ワ
イ
ン
フ
ァ
ン
が
歓
喜
す
る

場
所
で
も
あ
る
。「
勝
沼
図
書
館
の
閲
覧
室
で
、

よ
く
勉
強
し
ま
し
た
よ
。」
以
前
取
材
に
行

っ
た
、
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ワ
イ
ン
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
一
言
が
全
て

を
物
語
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

地
域
観
光
と
ツ
ナ
グ

　
20
年
以
上
つ
づ
く
『
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の

資
料
展
』
は
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
10
、

11
月
の
２
か
月
間
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
の

資
料
展
の
裏
テ
ー
マ
は
「
地
域
再
発
見
」
で

あ
る
。
地
域
資
源
「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」
を

軸
に
繋
が
り
、
広
が
っ
て
い
く
人
々
、
産
業

や
時
代
の
ニ
ー
ズ
、
歴
史
の
中
で
先
人
が
残

甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館

ワ
イ
ン
王
国
の
歴
史
と
産
業
を
繋
い
で
い
く

5

古
屋
美
智
留（
ふ
る
や・み
ち
る
）

甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
司
書
。

1
9
9
5
年
塩
山
市
役
所（
現
・

甲
州
市
役
所
）入
庁
。教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
学
校
図
書
館
担

当
を
経
て
2
0
1
1
年
度
か
ら
生
涯
学
習
課
図
書

館
担
当
と
な
る
。勝
沼
図
書
館
開
館
以
来
20
年
以

上
に
わ
た
り
、館
の
特
徴
で
あ
る
ぶ
と
う
と
ワ
イ
ン

に
関
す
る
資
料
収
集
と
地
域
研
究
、毎
年
実
施
し

て
い
る「
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の
資
料
展
」に
携
わ
る
。

事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり2
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写真上）館内の展示は毎月変わる。季節、本の内容
などテーマは様々。 下）図書館を起点としたフットパ
ス・コースマップ。その大きさはA0サイズ。

写
真
右
上
）資
料

展
の
あ
ゆ
み
を

紹
介
。  

中
）2
0
1
8
年

度
の
資
料
展
。展

示
は
美
し
さ
と

世
界
観
を
大
事

と
考
え
る
。  

右
下
）資
料
展
で
配
布
す
る
冊
子
。全
て
手
作
り
。  

左
下
）新
聞
の
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ァ
イ
ル
。68
冊
め
。 

貸出カウンターで試飲。飲みな
がら醸造家に直接話を聞けると
いう贅沢なイベント

甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
司
書 

古
屋
美
智
留

し
た
文
化
と
次
世
代
へ
の
継
承
な
ど
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
も
う
一
度
地
域
を
見
直

す
・
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
、
今
日
ま
で
行
っ
て
き
た
。
　
　
　

　
資
料
展
の
ス
タ
ー
ト
時
は
手
探
り
で
あ
っ

た
た
め
、
自
館
資
料
、
新
聞
記
事
な
ど
か
ら

テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
行
っ
た
が
、
近
年
日
本

ワ
イ
ン
の
注
目
度
や
そ
の
年
の
新
し
い
情
報

を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
が
取
材

へ
と
出
向
く
よ
う
に
な
っ
た
。『
資
料
展
』

と
し
て
厚
み
を
出
し
た
の
が
9
軒
の
ぶ
ど
う

農
家
か
ら
畑
の
土
を
採
取
さ
せ
て
も
ら
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
を
扱
っ
た
資
料

展
で
あ
る
。
同
品
種
で
も
栽
培
方
法
に
違
い

が
あ
る
こ
と
、
土
壌
の
違
い
な
ど
を
聞
き
取

り
と
調
査
で
行
い
、
パ
ネ
ル
と
関
連
書
籍
・

資
料
を
並
べ
展
示
を
行
っ
た
。
ぶ
ど
う
・
ワ

イ
ン
関
連
図
書
は
も
ち
ろ
ん
、
自
館
の
所
蔵

資
料
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
も
意

図
し
て
展
示
を
行
っ
て
い
る
。「
甲
州
ワ
ン

と
ル
ー
ツ
」「
ぶ
ど
う
伝
搬
と
現
在
の
新
種
」

「
地
元
で
ワ
イ
ン
文
化
を
繋
ぐ
人
々
」
な
ど
、

テ
ー
マ
に
は
事
欠
か
な
い
。

　
企
画
す
る
う
え
で
気
を
付
け
て
い
る
の
は
、

一
般
目
線
を
忘
れ
な
い
こ
と
だ
。
専
門
資
料

展
は
、
好
き
な
人
に
は
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
方
に
は
な
か
な
か

受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。
我
々
は
本
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
っ
て
ワ
イ
ン
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
で
は
な
い
の
で
、
興
味
の
入
り
口
と
な

る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。
近

年
、
ワ
イ
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
の

連
携
事
業
も
大

き
な
も
の
と
な

り
、
今
で
は
資

料
展
用
の
観
光

マ
ッ
プ
に
図
書
館
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
受
付
で
は
「
ワ
イ
ン
の
こ
と
を
よ
り

知
っ
て
か
ら
ま
わ
る
の
も
大
事
な
こ
と
で
す

よ
」
と
、
声
を
か
け
て
く
れ
て
い
る
。

　
来
館
さ
れ
、
資
料
の
説
明
を
聞
く
だ
け
で

は
な
く
書
籍
を
借
り
て
い
か
れ
る
参
加
者
も

い
る
。
特
に
自
館
資
料
と
し
て
作
成
し
て
い

る
、
市
内
全
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
フ
ァ
イ
ル
が
大

変
喜
ば
れ
る
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
各
社

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
図
書
館

に
所
蔵
し
て
い
な
い
雑
誌
の
記
事
、
地
方
紙

の
記
事
、
広
告
な
ど
を
入
れ
込
ん
で
い
る
。

「
ブ
ド
ウ
県
内
・
県
外
」「
ワ
イ
ン
県
内
・
県

外
」
の
４
種
を
、
新
聞
の
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
資

料
収
集
も
行
っ
て
い
る
が
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
フ

ァ
イ
ル
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
カ
イ

ブ
資
料
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
地
域

の
観
光
も
合
わ
せ
て
紹
介
で
き
る
マ
ッ
プ
も

あ
る
た
め
、
観
光
案
内
の
役
目
も
果
た
し
て

い
る
と
感
じ
る
。

多
方
面
か
ら
ツ
ナ
グ

　
紙
資
料
を
ベ
ー
ス
と
す
る
図
書
館
で
は
、

基
本
飲
食
が
禁
止
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
『
ワ
イ
ン
』
の
資
料
を
持
つ
図
書
館
と

し
て
は
「
味
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
が
必

要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
企
画
し
た
の
が
地
元
ワ

イ
ナ
リ
ー
若
手

集
団
の
話
を
聞

き
、
試
飲
を
行

う
イ
ベ
ン
ト
。

そ
の
日
の
夜
だ

け
、
貸
出
カ
ウ

ン
タ
ー
は
バ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
と
変
化
す
る
。
今
で
は
す
っ

か
り
定
着
し
、
地
元
の
野
菜
ソ
ム
リ
エ
が
出

す
「
合
わ
せ
」
を
食
し
な
が
ら
「
産
地
ワ
イ

ン
」
と「
醸
造
家
の
話
」、「
資
料
」
そ
し
て

「
ワ
イ
ン
に
あ
う
音
楽
」
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
。

　
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
は「
書
籍
を
借
り
る
」

こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
本
来
、
様
々
な
資
料

が
揃
っ
て
い
る
図
書
館
だ
か
ら
こ
そ
、
多
角

的
な
繋
が
り
が
持
て
る
場
所
だ
と
思
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
飲
食
や
音
楽
に
も
。
勝
沼

図
書
館
は
地
域
産
業
に
特
化
し
た
資
料
収
集

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
観
光
と
も
結
び
つ
く

こ
と
が
で
き
る
。
以
前
、
勝
沼
の
ワ
イ
ン
の

歴
史
を
お
客
様
に
聞
か
れ
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

方
が
話
し
て
く
れ
た
、「
勝
沼
図
書
館
に
行

け
ば
全
部
わ
か
る
よ
」。
こ
の
言
葉
と
と
も

に
、
全
て
を
ツ
ナ
グ
、
全
国
の
葡
萄
・
ワ
イ

ン
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
る
、
地
元
『
勝
沼
』
の

根
を
支
え
る
、
唯
一
無
二
の
図
書
館
で
あ
り

た
い
。

歴
史
と
資
料
を
ツ
ナ
グ

　
J
R
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
を
降
り
る
と
、
眼

下
に
広
が
る
葡
萄
畑
。
な
だ
ら
か
な
こ
の
扇

状
地
は
、
葡
萄
の
葉
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
勝
沼
は
日
本
屈
指
の
ブ
ド
ウ
産
地
、
ワ

イ
ン
産
地
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
深
く
、
武

田
信
玄
の
時
代
以
前
に
山
梨
県
固
有
種
で
あ

る
「
甲
州
ぶ
ど
う
」
が
大
陸
よ
り
伝
わ
り
、

栽
培
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
甲
州
ぶ
ど
う

の
発
祥
に
つ
い
て
は
「
大
善
寺
の
ぶ
ど
う
伝

説
」
と
「
雨
宮
勘
解
由
伝
説
」
の
二
種
類
が

あ
る
の
も
産
地
な
ら
で
は
。
明
治
に
は
村
の

青
年
、
高
野
正
誠
・
土
屋
龍
憲
の
2
人
が
県

令
の
命
を
受
け
て
ワ
イ
ン
の
醸
造
を
学
ぶ
た

め
フ
ラ
ン
ス
へ
と
旅
立
ち
、
現
在
ま
で
「
ぶ

ど
う
と
ワ
イ
ン
」
の
歴
史
が
続
く
場
所
で
あ

る
。

　
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
は
23
年
前
、
合
併

前
の
勝
沼
町
に
「
ぶ
ど
う
の
国
資
料
館
」
と

し
て
設
立
さ
れ
た
。
開
館
当
初
か
ら
、
ス
タ

ッ
フ
の
熱
意
と
「
地
域
に
根
差
し
た
図
書
館

で
あ
ろ
う
」
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
地

域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」

の
資
料
収
集
・
提
供
・
保
存
を
、
こ
の
地
の

図
書
館
と
し
て
の
目
標
に
掲
げ
た
。
以
来
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
密
集
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

研
究
書
や
関
連
洋
書
な
ど
の
収
集
も
行
い
、

各
農
家
・
会
社

な
ど
に
眠
る
資

料
の
寄
贈
も
呼

び
掛
け
た
。
開

館
当
初
は
約
３

万
点
で
あ
っ
た

資
料
数
も
今
は

約
12
万
点
、
う

ち
約
３
万
点
が

『
ぶ
ど
う
と
ワ

イ
ン
』
の
資
料

と
な
っ
た
。
内
容
は
多
岐
に
渡
り
、
一
般
流

通
し
て
い
る
書
籍
・
雑
誌
資
料
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
図
書
館
で
は
あ
ま
り
置
く
こ
と
の

な
い
ソ
ム
リ
エ
・
ワ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

教
本
や
試
験
問
題
集
、
農
業
資
料
、
葡
萄
酒

技
術
研
究
所
資
料
、
ソ
ム
リ
エ
会
員
雑
誌
、

学
会
誌
だ
け
で
は
な
く
、
貴
重
資
料
の
農
書
、

物
品
資
料
と
し
て
「
ブ
ド
ウ
の
葉
の
拓
本
」

も
所
蔵
。
最
近
で
は
市
文
化
財
課
と
協
力
体

制
を
組
み
、
貴
重
な
資
料
デ
ー
タ
の
共
有
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

　
専
門
書
も
多
く
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
県
内
外
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
ブ
ド
ウ
農
家
、

そ
し
て
多
く
の
ワ
イ
ン
フ
ァ
ン
が
歓
喜
す
る

場
所
で
も
あ
る
。「
勝
沼
図
書
館
の
閲
覧
室
で
、

よ
く
勉
強
し
ま
し
た
よ
。」
以
前
取
材
に
行

っ
た
、
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ワ
イ
ン
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
一
言
が
全
て

を
物
語
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

地
域
観
光
と
ツ
ナ
グ

　
20
年
以
上
つ
づ
く
『
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の

資
料
展
』
は
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
10
、

11
月
の
２
か
月
間
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
の

資
料
展
の
裏
テ
ー
マ
は
「
地
域
再
発
見
」
で

あ
る
。
地
域
資
源
「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」
を

軸
に
繋
が
り
、
広
が
っ
て
い
く
人
々
、
産
業

や
時
代
の
ニ
ー
ズ
、
歴
史
の
中
で
先
人
が
残

甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館

ワ
イ
ン
王
国
の
歴
史
と
産
業
を
繋
い
で
い
く

5

古
屋
美
智
留（
ふ
る
や・み
ち
る
）

甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
司
書
。

1
9
9
5
年
塩
山
市
役
所（
現
・

甲
州
市
役
所
）入
庁
。教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
学
校
図
書
館
担

当
を
経
て
2
0
1
1
年
度
か
ら
生
涯
学
習
課
図
書

館
担
当
と
な
る
。勝
沼
図
書
館
開
館
以
来
20
年
以

上
に
わ
た
り
、館
の
特
徴
で
あ
る
ぶ
と
う
と
ワ
イ
ン

に
関
す
る
資
料
収
集
と
地
域
研
究
、毎
年
実
施
し

て
い
る「
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の
資
料
展
」に
携
わ
る
。
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（
上
）ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館｛
か
ね
い
ち
く
つ

ろ
ぎ
サ
ロ
ン
｝

（
下
）テ
ラ
ソ
は
、「
学
び
」「
子
育
て
」「
交
流
」

「
情
報
発
信
」の
4
つ
の
場

市
村
勝
巳（
い
ち
む
ら・か
つ
み
）

小
布
施
町
立
図
書
館
事
務
長
。 

教
員
と
し
て
長
年
総
合
学
科
高

等
学
校
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
携
わ
る
。 

全
国
総
合
学
科
高

等
学
校
長
協
会
常
務
理
事
、北
信
越
地
区
総
合
学

科
高
等
学
校
長
協
会
会
長
、長
野
市
教
育
委
員
会

事
務
局
主
任
指
導
主
事
な
ど
経
て
、2
0
1
9
年

か
ら
現
職
。専
門
は
古
代
史
。

と
に
、
2
0
1
2
年
に
「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書

館
」
を
開
始
し
た
。「
本
と
つ
な
が
る
、
人

と
つ
な
が
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
商
店
や

個
人
宅
で
所
蔵
図
書
を
そ
の
一
角
に
並
べ
、

訪
れ
る
町
内
外
の
人
が
自
由
に
本
を
手
に
取

り
、
店
主
（
館
長
）
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し

む
仕
か
け
で
あ
る
。
銀
行
・
郵
便
局
・
酒

屋
・
味
噌
醸
造
店
・
食
堂
・
個
人
宅
な
ど
現

在
16
館
が
加
盟
し
、
事
業
者
毎
に
特
色
あ
る

図
書
や
雑
誌
が
並
ん
で
い
る
。
各
館
共
通
の

運
営
規
約
は
な
く
、
館
の
運
営
は
館
長
の
方

針
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
な
か
に
は
貸
出
し

や
持
ち
帰
り
を
認
め
る
館
も
あ
る
。
テ
ラ
ソ

か
ら
認
定
旗
を
配
布
す
る
ほ
か
に
は
行
政
的

支
援
は
し
て
い
な
い
が
、
各
館
を
紹
介
す
る

地
図
を
配
布
し
て
い
る
。「
ま
ち
じ
ゅ
う
図

書
館
」
は
、
本
を
介
し
た
館
長
と
町
内
外
の

人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
新
た
な
交
流
や
空
間

を
創
出
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
同
様
に
小
布
施
観
光
の
特
色
の
ひ

と
つ
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

今
後
の
小
布
施
観
光
と

テ
ラ
ソ
の
課
題
は

　
テ
ラ
ソ
は
小
布
施
駅
か
ら
徒
歩
二
分
の
位

置
に
あ
る
た
め
、
土
産
物
を
携
え
た
観
光
客

が
立
ち
寄
り
、
本
を
手
に
取
る
姿
が
見
受
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
観
光

協
会
の
小
布
施
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る

町
内
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
に

テ
ラ
ソ
が
加
わ
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
視
察
や

見
学
を
含
め
た
多
数
の

町
外
訪
問
者
が
あ
る
。

テ
ラ
ソ
に
は
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
し
て
の
ガ
イ

ド
や
、
小
布
施
に
関
連

す
る
図
書
・
雑
誌
・
視

聴
覚
資
料
等
を
活
用
し

た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
情
報
収

集
が
求
め
ら
れ
て
お
り

更
な
る
充
実
に
努
め
た

い
。
一
方
、
観
光
協
会

と
の
連
携
と
情
報
交
換
、

ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
を

繋
ぐ
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
の
検
討
な
ど
が

今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

来
館
者
は

旧
図
書
館
の
4
倍
、

町
民
の
利
用
は
40
％

　
小
布
施
町
は
長
野
県
北
東
部
に
位
置
し
、

面
積
は
19
㎢
と
長
野
県
で
最
も
小
さ
な
町
で

あ
る
。
人
口
は
1
万
1
0
0
0
人
ほ
ど
で
あ

る
。
主
産
業
は
栗
を
は
じ
め
と
す
る
果
樹
栽

培
を
中
心
と
し
た
農
業
で
あ
る
。
江
戸
時
代

後
期
に
、
小
布
施
に
は
豪
商
の
招
き
で
　
飾

北
斎
や
小
林
一
茶
な
ど
文
人
墨
客
が
訪
れ
、

昭
和
50
年
（
1
9
7
5
）
代
以
降
そ
の
遺
産

を
起
点
と
し
た
町
並
み
修
景
事
業
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
こ
20
年
ほ
ど
は
官
民

一
体
と
な
っ
て
花
づ
く
り
に
取
り
く
み
、
現

在
は
「
栗
と
北
斎
と
花
の
ま
ち
」
と
し
て
年

間
1
0
0
万
人
以
上
の
観
光
客
を
迎
え
て
い

る
。

　
当
館
は
1
9
2
3
年
に
創
立
し
た
。
利
便

性
の
改
善
と
電
算
化
導
入
を
契
機
と
し
て
、

1
9
9
8
年
か
ら
町
民
主
体
の
新
図
書
館
建

設
が
始
ま
り
、
2
0
0
9
年
7
月
に
現
小
布

施
町
立
図
書
館
〝
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
〞（
以

下
、「
テ
ラ
ソ
」）
と
し
て
開
館
し
た
。
別
称

「
テ
ラ
ソ
」
と
は
闇
夜
の
町
を
「
照
ら
す
」

行
燈
（
あ
ん
ど
ん
）
の
よ
う
な
施
設
を
指
し
、

町
民
か
ら
は
テ
ラ
ソ
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
る
。
2
0
1
1
年
に
は
町
民
主
体
の
図
書

館
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
大
賞
を
受
賞
、『
日
本

の
最
も
美
し
い
図
書
館
』（
2
0
1
5
エ
ク

ス
ナ
レ
ッ
ジ
）
な
ど
多
く
の
出
版
物
で
紹
介

さ
れ
た
。

　
テ
ラ
ソ
開
館
以
降
、
年
間
の
来
館
者
数
は

旧
図
書
館
の
4
倍
と
な
る
14
万
人
前
後
で
推

移
し
て
い
る
。
蔵
書
数
は
約
10
万
冊
、
図
書

貸
出
し
利
用
者
の
う
ち
町
民
が
40
％
を
占
め
、

周
辺
三
市
一
村
住
民
の
利
用
が
多
い
広
域
圏

型
図
書
館
で
あ
る
。
建
設
時
の
基
本
構
想
で

は
、
テ
ラ
ソ
が
「
学
び
の
場
・
子
育
て
の
場
・

交
流
の
場
・
情
報
発
信
の
場
」
と
な
る
よ
う

ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
観
光

面
に
つ
い
て
は
、
来
訪
者
と
住
民
と
の
交
流

支
援
及
び
集
積
し
た
町
内
関
連
刊
行
物
に
よ

る
町
内
情
報
発
信
を
担
う
と
し
た
。

図
書
館
員
は

町
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
テ
ラ
ソ
で
は
前
述
の
基
本
構
想
を
受
け
、

一
つ
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
は
通
常
業
務
の
ほ
か

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
の
機
能
も
有
し
て

い
る
。
観
光
地
図
の
配
布
と
案
内
、
美
術
館

共
通
券
や
開
催
行
事
入
場
券
等
の
販
売
な
ど

丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
て
い
る
。
二
つ
に
、

蔵
書
で
は
町
内
刊
行
物
の
ほ
か
、
小
布
施
の

先
人
、
小
布
施
縁
の
　
飾
北
斎
や
中
島
千
波

氏
等
、
町
出
身
者
の
関
連
出
版
物
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
る
な
ど
地
域
に
係
る
情
報
集
積
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
先
人
の
ひ
と
り
で
あ
る

豪
商
高
井
鴻
山
が
好
ん
で
描
い
た
妖
怪
関
連

図
書
を
多
く
選
書
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し

て
き
た
。
三
つ
に
、
H
P
で
は
江
戸
時
代
の

小
布
施
村
中
心
図
を
「
小
布
施
ち
ず
ぶ
ら

り
」
に
掲
載
し
、
観
光
客
が
現
地
で
対
照
し

て
歩
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
多
文
化
共
生
へ
の
配
慮
か
ら
館
内
N

D
C
（
日
本
十
進
分
類
法
）
に
は
英
語
表
示

を
併
記
す
る
等
改
善
し
て
き
た
。

町
じ
ゅ
う
が
図
書
館
、

町
全
体
が
ガ
ー
デ
ン

　
小
布
施
で
は
花
を
と
お
し
て
観
光
客
を
は

じ
め
来
訪
者
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
2
0

0
0
年
よ
り
町
民
が
庭
園
を
開
放
す
る
「
お

ぶ
せ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
現
在
1
3
0
軒
の
ガ
ー
デ
ン
オ
ー
ナ

ー
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
参
考
に
、

当
館
設
計
者
の
古
谷
誠
章
氏
ら
の
発
案
を
も

小
布
施
町
立
図
書
館
事
務
長 

市
村
勝
巳

小
布
施
町
立
図
書
館

「
栗
と
北
斎
と
花
の
ま
ち
」
の
「
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」

6
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（
上
）ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館｛
か
ね
い
ち
く
つ

ろ
ぎ
サ
ロ
ン
｝

（
下
）テ
ラ
ソ
は
、「
学
び
」「
子
育
て
」「
交
流
」

「
情
報
発
信
」の
4
つ
の
場

市
村
勝
巳（
い
ち
む
ら・か
つ
み
）

小
布
施
町
立
図
書
館
事
務
長
。 

教
員
と
し
て
長
年
総
合
学
科
高

等
学
校
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
携
わ
る
。 

全
国
総
合
学
科
高

等
学
校
長
協
会
常
務
理
事
、北
信
越
地
区
総
合
学

科
高
等
学
校
長
協
会
会
長
、長
野
市
教
育
委
員
会

事
務
局
主
任
指
導
主
事
な
ど
経
て
、2
0
1
9
年

か
ら
現
職
。専
門
は
古
代
史
。

と
に
、
2
0
1
2
年
に
「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書

館
」
を
開
始
し
た
。「
本
と
つ
な
が
る
、
人

と
つ
な
が
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
商
店
や

個
人
宅
で
所
蔵
図
書
を
そ
の
一
角
に
並
べ
、

訪
れ
る
町
内
外
の
人
が
自
由
に
本
を
手
に
取

り
、
店
主
（
館
長
）
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し

む
仕
か
け
で
あ
る
。
銀
行
・
郵
便
局
・
酒

屋
・
味
噌
醸
造
店
・
食
堂
・
個
人
宅
な
ど
現

在
16
館
が
加
盟
し
、
事
業
者
毎
に
特
色
あ
る

図
書
や
雑
誌
が
並
ん
で
い
る
。
各
館
共
通
の

運
営
規
約
は
な
く
、
館
の
運
営
は
館
長
の
方

針
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
な
か
に
は
貸
出
し

や
持
ち
帰
り
を
認
め
る
館
も
あ
る
。
テ
ラ
ソ

か
ら
認
定
旗
を
配
布
す
る
ほ
か
に
は
行
政
的

支
援
は
し
て
い
な
い
が
、
各
館
を
紹
介
す
る

地
図
を
配
布
し
て
い
る
。「
ま
ち
じ
ゅ
う
図

書
館
」
は
、
本
を
介
し
た
館
長
と
町
内
外
の

人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
新
た
な
交
流
や
空
間

を
創
出
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
同
様
に
小
布
施
観
光
の
特
色
の
ひ

と
つ
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

今
後
の
小
布
施
観
光
と

テ
ラ
ソ
の
課
題
は

　
テ
ラ
ソ
は
小
布
施
駅
か
ら
徒
歩
二
分
の
位

置
に
あ
る
た
め
、
土
産
物
を
携
え
た
観
光
客

が
立
ち
寄
り
、
本
を
手
に
取
る
姿
が
見
受
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
観
光

協
会
の
小
布
施
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る

町
内
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
に

テ
ラ
ソ
が
加
わ
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
視
察
や

見
学
を
含
め
た
多
数
の

町
外
訪
問
者
が
あ
る
。

テ
ラ
ソ
に
は
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
し
て
の
ガ
イ

ド
や
、
小
布
施
に
関
連

す
る
図
書
・
雑
誌
・
視

聴
覚
資
料
等
を
活
用
し

た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
情
報
収

集
が
求
め
ら
れ
て
お
り

更
な
る
充
実
に
努
め
た

い
。
一
方
、
観
光
協
会

と
の
連
携
と
情
報
交
換
、

ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
を

繋
ぐ
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
の
検
討
な
ど
が

今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

来
館
者
は

旧
図
書
館
の
4
倍
、

町
民
の
利
用
は
40
％

　
小
布
施
町
は
長
野
県
北
東
部
に
位
置
し
、

面
積
は
19
㎢
と
長
野
県
で
最
も
小
さ
な
町
で

あ
る
。
人
口
は
1
万
1
0
0
0
人
ほ
ど
で
あ

る
。
主
産
業
は
栗
を
は
じ
め
と
す
る
果
樹
栽

培
を
中
心
と
し
た
農
業
で
あ
る
。
江
戸
時
代

後
期
に
、
小
布
施
に
は
豪
商
の
招
き
で
　
飾

北
斎
や
小
林
一
茶
な
ど
文
人
墨
客
が
訪
れ
、

昭
和
50
年
（
1
9
7
5
）
代
以
降
そ
の
遺
産

を
起
点
と
し
た
町
並
み
修
景
事
業
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
こ
20
年
ほ
ど
は
官
民

一
体
と
な
っ
て
花
づ
く
り
に
取
り
く
み
、
現

在
は
「
栗
と
北
斎
と
花
の
ま
ち
」
と
し
て
年

間
1
0
0
万
人
以
上
の
観
光
客
を
迎
え
て
い

る
。

　
当
館
は
1
9
2
3
年
に
創
立
し
た
。
利
便

性
の
改
善
と
電
算
化
導
入
を
契
機
と
し
て
、

1
9
9
8
年
か
ら
町
民
主
体
の
新
図
書
館
建

設
が
始
ま
り
、
2
0
0
9
年
7
月
に
現
小
布

施
町
立
図
書
館
〝
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
〞（
以

下
、「
テ
ラ
ソ
」）
と
し
て
開
館
し
た
。
別
称

「
テ
ラ
ソ
」
と
は
闇
夜
の
町
を
「
照
ら
す
」

行
燈
（
あ
ん
ど
ん
）
の
よ
う
な
施
設
を
指
し
、

町
民
か
ら
は
テ
ラ
ソ
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
る
。
2
0
1
1
年
に
は
町
民
主
体
の
図
書

館
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
大
賞
を
受
賞
、『
日
本

の
最
も
美
し
い
図
書
館
』（
2
0
1
5
エ
ク

ス
ナ
レ
ッ
ジ
）
な
ど
多
く
の
出
版
物
で
紹
介

さ
れ
た
。

　
テ
ラ
ソ
開
館
以
降
、
年
間
の
来
館
者
数
は

旧
図
書
館
の
4
倍
と
な
る
14
万
人
前
後
で
推

移
し
て
い
る
。
蔵
書
数
は
約
10
万
冊
、
図
書

貸
出
し
利
用
者
の
う
ち
町
民
が
40
％
を
占
め
、

周
辺
三
市
一
村
住
民
の
利
用
が
多
い
広
域
圏

型
図
書
館
で
あ
る
。
建
設
時
の
基
本
構
想
で

は
、
テ
ラ
ソ
が
「
学
び
の
場
・
子
育
て
の
場
・

交
流
の
場
・
情
報
発
信
の
場
」
と
な
る
よ
う

ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
観
光

面
に
つ
い
て
は
、
来
訪
者
と
住
民
と
の
交
流

支
援
及
び
集
積
し
た
町
内
関
連
刊
行
物
に
よ

る
町
内
情
報
発
信
を
担
う
と
し
た
。

図
書
館
員
は

町
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
テ
ラ
ソ
で
は
前
述
の
基
本
構
想
を
受
け
、

一
つ
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
は
通
常
業
務
の
ほ
か

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
の
機
能
も
有
し
て

い
る
。
観
光
地
図
の
配
布
と
案
内
、
美
術
館

共
通
券
や
開
催
行
事
入
場
券
等
の
販
売
な
ど

丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
て
い
る
。
二
つ
に
、

蔵
書
で
は
町
内
刊
行
物
の
ほ
か
、
小
布
施
の

先
人
、
小
布
施
縁
の
　
飾
北
斎
や
中
島
千
波

氏
等
、
町
出
身
者
の
関
連
出
版
物
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
る
な
ど
地
域
に
係
る
情
報
集
積
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
先
人
の
ひ
と
り
で
あ
る

豪
商
高
井
鴻
山
が
好
ん
で
描
い
た
妖
怪
関
連

図
書
を
多
く
選
書
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し

て
き
た
。
三
つ
に
、
H
P
で
は
江
戸
時
代
の

小
布
施
村
中
心
図
を
「
小
布
施
ち
ず
ぶ
ら

り
」
に
掲
載
し
、
観
光
客
が
現
地
で
対
照
し

て
歩
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
多
文
化
共
生
へ
の
配
慮
か
ら
館
内
N

D
C
（
日
本
十
進
分
類
法
）
に
は
英
語
表
示

を
併
記
す
る
等
改
善
し
て
き
た
。

町
じ
ゅ
う
が
図
書
館
、

町
全
体
が
ガ
ー
デ
ン

　
小
布
施
で
は
花
を
と
お
し
て
観
光
客
を
は

じ
め
来
訪
者
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
2
0

0
0
年
よ
り
町
民
が
庭
園
を
開
放
す
る
「
お

ぶ
せ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
現
在
1
3
0
軒
の
ガ
ー
デ
ン
オ
ー
ナ

ー
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
参
考
に
、

当
館
設
計
者
の
古
谷
誠
章
氏
ら
の
発
案
を
も

小
布
施
町
立
図
書
館
事
務
長 

市
村
勝
巳

小
布
施
町
立
図
書
館

「
栗
と
北
斎
と
花
の
ま
ち
」
の
「
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」
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ち
が
企
画
内
容
を
考
え
て
い
る
。

　
中
で
も
好
評
だ
っ
た
の
が
、
喫
茶
店
を
テ

ー
マ
と
し
た
ツ
ア
ー
で
「
神
保
町
の
老
舗
喫

茶
店
『
さ
ぼ
う
る
』
で
、
オ
ー
ナ
ー
に
話
を

聞
き
な
が
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
い
た
だ
く
と
い
う

内
容
。
若
い
参
加
者
が
多
く
、
参
加
者
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
活
発
だ
っ
た
」

（
坂
巻
氏
）。

　
ツ
ア
ー
は
年
2
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
定

員
20
名
程
度
で
参
加
費
は
無
料
。
区
内
在

住
・
在
勤
で
あ
る
か
は
問
わ
ず
、
高
校
生
以

上
な
ら
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
参
加
で
き
る
。

定
員
が
毎
回
す
ぐ
埋
ま
る
人
気
企
画
で
、
参

加
者
の
7
割
は
区
外
在
住
者
で
占
め
ら
れ
、

テ
ー
マ
に
よ
っ
て
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
も
変
わ

る
と
い
う
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
千
代
田
区

の
魅
力
を
区
民
だ
け
で
な
く
、
区
外
に
住
む

人
々
に
広
く
伝
え
る
こ
と
に
一
役
買
っ
て
い

る
と
言
え
そ
う
だ
。

「
地
域
連
携
」

展
示
コ
ー
ナ
ー
も
常
設

博
物
館
・
美
術
館
と
の

連
携
を
強
化　

千
代
田
図
書
館
内
に

は
2
カ
所
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
ど
ち
ら

も
2
〜
3
ヶ
月
ご
と
に

内
容
を
変
え
、
常
時
展

示
を
行
な
っ
て
い
る
。

1
カ
所
で
は
こ
れ
ま
で

「
と
し
ょ
か
ん
の
こ
し

ょ
て
ん
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
神
田
古
書
店

連
盟
と
の
連
携
に
よ
る

古
書
店
街
や
古
書
関
連

の
展
示
が
多
く
開
催
さ

れ
て
い
た
。
今
年
4
月
か
ら
こ
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
は
「
地
域
連
携
コ
ー
ナ
ー
」
と
い
う

名
前
が
つ
け
ら
れ
、
古
書
関
係
に
限
ら
ず
、

よ
り
幅
広
く
区
内
の
事
業
者
や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
を
カ
バ
ー
す
る
。

「
区
内
の
美
術
館
・
博
物
館
と
の
連
携
に
も

改
め
て
力
を
入
れ
て
い
く
意
向
」（
坂
巻
氏
）

と
の
こ
と
で
、
今
年
8
〜
10
月
は
「
こ
の
秋
、

美
術
館
の
建
物
を
楽
し
も
う
！
」
と
い
う
テ

ー
マ
を
掲
げ
、
千
代
田
区
に
あ
る
3
つ
の
美

術
館
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
、
東

京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
三
菱
一
号

館
美
術
館
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
も
う
1
カ
所
の
「
展
示
ウ
ォ
ー
ル
」
と
い

う
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
区
内
の
出
版
社
と

協
力
す
る
な
ど
や
は
り
地
域
と
の
連
携
に
よ

る
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
8
〜
11
月

は
「
〜
書
評
キ
ャ
ン
パ
ス
〜
い
ま
ど
き
の
大

学
生 

解
体
新
書
」と
題
し
、
神
保
町
に
あ
る

株
式
会
社
読
書
人
と
連
携
し
て
明
治
や
上
智
、

共
立
な
ど
区
内
に
あ
る
大
学
の
学
生
が
書
い

た
書
評
と
本
を
展
示
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
展
示
や
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
多
角
的
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
千

代
田
図
書
館
は
千
代
田
区
の
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
言
え

る
。
　
　
　
　

（
取
材
・
文
：
ラ
イ
タ
ー 

井
上
理
江
）

街
案
内
が

月
に
1
0
0
件
以
上

館
内
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が

活
躍

　
東
京
都
千
代
田
区
の
区
立
図
書
館
の
中
央

館
で
あ
る
、
千
代
田
図
書
館
は
「
本
の
街
」

と
し
て
知
ら
れ
る
神
保
町
の
近
く
に
あ
り
、

10
階
建
て
の
区
役
所
庁
舎
の
9
階
全
部
と
10

階
の
一
部
を
占
め
て
い
る
。
2
0
0
7
年
5

月
に
同
庁
舎
の
移
転
・
新
設
に
伴
っ
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
そ
の
時
か
ら

導
入
さ
れ
、
こ
の
図
書
館
の
大
き
な
特
徴
と

な
っ
て
い
る
の
が
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ

ス
だ
。

　
本
探
し
の
手
伝
い
や
館
内
の
総
合
案
内
だ

け
で
な
く
、「
こ
こ
か
ら
東
京
駅
へ
は
ど
う

行
く
の
か
」「
神
保
町
で
こ
の
分
野
を
扱
う

古
書
店
は
ど
こ
に
あ
る
？
」
と
い
っ
た
案
内
、

「
こ
の
辺
で
美
味
し
い
ラ
ン
チ
の
店
は
？
」

「
近
く
に
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
教
え
て
」

な
ど
の
、
区
内
観
光
に
関
す
る
質
問
に
も
幅

広
く
対
応
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
街
案
内
の

件
数
は
月
平
均
80
件
以
上
を
数
え
る
と
い
う
。

　
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
現
在
5
名
お
り
、
司

書
資
格
は
不
問
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
重
視
さ
れ
る
。
千
代
田
図
書
館
は
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
当
時
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
、
3
つ
の
民
間
会
社
が
役
割
を
分
担

し
て
運
営
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
を
担
当
す
る
サ
ン
ト
リ
ー
パ
ブ
リ

シ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
は
、
も
と
も
と

サ
ン
ト
リ
ー
の
ビ
ー
ル
工
場
見
学
の
案
内
業

務
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
会
社
で
あ
り
、

そ
う
し
た
接
客
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ
て

い
る
。

「
新
人
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
も
ス
ム
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
過
去
の
質
問
対
応
を
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
情
報
を
共
有
し
て
い
る

ほ
か
、
観
光
に
関
す
る
詳
し
い
質
問
は
千
代

田
区
観
光
協
会
に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
の
横

連
携
も
行
な
っ
て
い
る
」
と
、
千
代
田
区
立

図
書
館
広
報
室
チ
ー
フ
の
坂
巻
睦
氏
は
語
る
。

神
保
町
を
巡
る

図
書
館
発
ツ
ア
ー

参
加
者
の
7
割
が

千
代
田
区
外
か
ら

　
館
内
だ
け
で
な
く
街
案
内
も
行
う
と
い
う

の
は
図
書
館
と
し
て
は
異
色
の
サ
ー
ビ
ス
だ

が
、
実
施
理
由
と
し
て
「
千
代
田
区
民
は
6

万
5
千
人
な
の
に
対
し
、
区
の
昼
間
人
口
は

そ
の
14
倍
に
当
た
る
約
85
万
人
。
千
代
田
図

書
館
も
在
勤
在
学
し
て
い
る
区
外
在
住
の
方

の
利
用
が
多
く
、
図
書
館
を
拠
点
と
し
て
、

そ
う
し
た
方
に
も
っ
と
千
代
田
区
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」（
坂
巻
氏
）
と
い
う
考
え

が
ベ
ー
ス
に
あ
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
千
代
田
図
書
館
の
指

定
管
理
者
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、
区
が
強

く
求
め
て
い
た
の
が
地
域
と
の
連
携
だ
っ
た
。

こ
の
意
向
を
受
け
て
、
千
代
田
図
書
館
の
指

定
管
理
者
が
提
案
し
た
の
が
、
人
を
介
し
た

地
域
情
報
の
収
集
と
提
供
を
行
う
「
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
。

こ
の
提
案
を
サ
ン
ト
リ
ー
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社
が
具
体
化
し
、
図
書
館
内

の
案
内
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
の
外
の
地
域

も
案
内
す
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
が
生
ま
れ
た
。

　
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
役
割
は
そ
の
後
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
翌
年
の
2
0
0
8
年
10
月
か
ら
「
図
書
館

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
巡
る
神
保
町
ツ
ア
ー
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
古
書
店
や
建
築
物
巡
り
、

映
画
ゆ
か
り
の
地
巡
り
、
雑
誌
「
散
歩
の
達

人
」
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
な
ど
、
ツ
ア
ー
の
テ

ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
た

上）「地域連携コーナー」では千代田区に関する展示を1～2
ヶ月ごとに入れ替え。7～8月は怪談がテーマだった 
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る
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町
ツ
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ー
」の
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ー
風
景

千
代
田
区
の
観
光
案
内
に
も
対
応
し
て
い
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
ブ
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ス

千
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立
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的
サ
ー
ビ
ス
と
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ち
が
企
画
内
容
を
考
え
て
い
る
。

　
中
で
も
好
評
だ
っ
た
の
が
、
喫
茶
店
を
テ

ー
マ
と
し
た
ツ
ア
ー
で
「
神
保
町
の
老
舗
喫

茶
店
『
さ
ぼ
う
る
』
で
、
オ
ー
ナ
ー
に
話
を

聞
き
な
が
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
い
た
だ
く
と
い
う

内
容
。
若
い
参
加
者
が
多
く
、
参
加
者
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
活
発
だ
っ
た
」

（
坂
巻
氏
）。

　
ツ
ア
ー
は
年
2
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
定

員
20
名
程
度
で
参
加
費
は
無
料
。
区
内
在

住
・
在
勤
で
あ
る
か
は
問
わ
ず
、
高
校
生
以

上
な
ら
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
参
加
で
き
る
。

定
員
が
毎
回
す
ぐ
埋
ま
る
人
気
企
画
で
、
参

加
者
の
7
割
は
区
外
在
住
者
で
占
め
ら
れ
、

テ
ー
マ
に
よ
っ
て
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
も
変
わ

る
と
い
う
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
千
代
田
区

の
魅
力
を
区
民
だ
け
で
な
く
、
区
外
に
住
む

人
々
に
広
く
伝
え
る
こ
と
に
一
役
買
っ
て
い

る
と
言
え
そ
う
だ
。

「
地
域
連
携
」

展
示
コ
ー
ナ
ー
も
常
設

博
物
館
・
美
術
館
と
の

連
携
を
強
化　

千
代
田
図
書
館
内
に

は
2
カ
所
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
ど
ち
ら

も
2
〜
3
ヶ
月
ご
と
に

内
容
を
変
え
、
常
時
展

示
を
行
な
っ
て
い
る
。

1
カ
所
で
は
こ
れ
ま
で

「
と
し
ょ
か
ん
の
こ
し

ょ
て
ん
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
神
田
古
書
店

連
盟
と
の
連
携
に
よ
る

古
書
店
街
や
古
書
関
連

の
展
示
が
多
く
開
催
さ

れ
て
い
た
。
今
年
4
月
か
ら
こ
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
は
「
地
域
連
携
コ
ー
ナ
ー
」
と
い
う

名
前
が
つ
け
ら
れ
、
古
書
関
係
に
限
ら
ず
、

よ
り
幅
広
く
区
内
の
事
業
者
や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
を
カ
バ
ー
す
る
。

「
区
内
の
美
術
館
・
博
物
館
と
の
連
携
に
も

改
め
て
力
を
入
れ
て
い
く
意
向
」（
坂
巻
氏
）

と
の
こ
と
で
、
今
年
8
〜
10
月
は
「
こ
の
秋
、

美
術
館
の
建
物
を
楽
し
も
う
！
」
と
い
う
テ

ー
マ
を
掲
げ
、
千
代
田
区
に
あ
る
3
つ
の
美

術
館
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
、
東

京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
三
菱
一
号

館
美
術
館
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
も
う
1
カ
所
の
「
展
示
ウ
ォ
ー
ル
」
と
い

う
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
区
内
の
出
版
社
と

協
力
す
る
な
ど
や
は
り
地
域
と
の
連
携
に
よ

る
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
8
〜
11
月

は
「
〜
書
評
キ
ャ
ン
パ
ス
〜
い
ま
ど
き
の
大

学
生 

解
体
新
書
」と
題
し
、
神
保
町
に
あ
る

株
式
会
社
読
書
人
と
連
携
し
て
明
治
や
上
智
、

共
立
な
ど
区
内
に
あ
る
大
学
の
学
生
が
書
い

た
書
評
と
本
を
展
示
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
展
示
や
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
多
角
的
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
千

代
田
図
書
館
は
千
代
田
区
の
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
言
え

る
。
　
　
　
　

（
取
材
・
文
：
ラ
イ
タ
ー 

井
上
理
江
）

街
案
内
が

月
に
1
0
0
件
以
上

館
内
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が

活
躍

　
東
京
都
千
代
田
区
の
区
立
図
書
館
の
中
央

館
で
あ
る
、
千
代
田
図
書
館
は
「
本
の
街
」

と
し
て
知
ら
れ
る
神
保
町
の
近
く
に
あ
り
、

10
階
建
て
の
区
役
所
庁
舎
の
9
階
全
部
と
10

階
の
一
部
を
占
め
て
い
る
。
2
0
0
7
年
5

月
に
同
庁
舎
の
移
転
・
新
設
に
伴
っ
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
そ
の
時
か
ら

導
入
さ
れ
、
こ
の
図
書
館
の
大
き
な
特
徴
と

な
っ
て
い
る
の
が
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ

ス
だ
。

　
本
探
し
の
手
伝
い
や
館
内
の
総
合
案
内
だ

け
で
な
く
、「
こ
こ
か
ら
東
京
駅
へ
は
ど
う

行
く
の
か
」「
神
保
町
で
こ
の
分
野
を
扱
う

古
書
店
は
ど
こ
に
あ
る
？
」
と
い
っ
た
案
内
、

「
こ
の
辺
で
美
味
し
い
ラ
ン
チ
の
店
は
？
」

「
近
く
に
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
教
え
て
」

な
ど
の
、
区
内
観
光
に
関
す
る
質
問
に
も
幅

広
く
対
応
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
街
案
内
の

件
数
は
月
平
均
80
件
以
上
を
数
え
る
と
い
う
。

　
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
現
在
5
名
お
り
、
司

書
資
格
は
不
問
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
重
視
さ
れ
る
。
千
代
田
図
書
館
は
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
当
時
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
、
3
つ
の
民
間
会
社
が
役
割
を
分
担

し
て
運
営
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
を
担
当
す
る
サ
ン
ト
リ
ー
パ
ブ
リ

シ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
は
、
も
と
も
と

サ
ン
ト
リ
ー
の
ビ
ー
ル
工
場
見
学
の
案
内
業

務
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
会
社
で
あ
り
、

そ
う
し
た
接
客
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ
て

い
る
。

「
新
人
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
も
ス
ム
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
過
去
の
質
問
対
応
を
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
情
報
を
共
有
し
て
い
る

ほ
か
、
観
光
に
関
す
る
詳
し
い
質
問
は
千
代

田
区
観
光
協
会
に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
の
横

連
携
も
行
な
っ
て
い
る
」
と
、
千
代
田
区
立

図
書
館
広
報
室
チ
ー
フ
の
坂
巻
睦
氏
は
語
る
。

神
保
町
を
巡
る

図
書
館
発
ツ
ア
ー

参
加
者
の
7
割
が

千
代
田
区
外
か
ら

　
館
内
だ
け
で
な
く
街
案
内
も
行
う
と
い
う

の
は
図
書
館
と
し
て
は
異
色
の
サ
ー
ビ
ス
だ

が
、
実
施
理
由
と
し
て
「
千
代
田
区
民
は
6

万
5
千
人
な
の
に
対
し
、
区
の
昼
間
人
口
は

そ
の
14
倍
に
当
た
る
約
85
万
人
。
千
代
田
図

書
館
も
在
勤
在
学
し
て
い
る
区
外
在
住
の
方

の
利
用
が
多
く
、
図
書
館
を
拠
点
と
し
て
、

そ
う
し
た
方
に
も
っ
と
千
代
田
区
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」（
坂
巻
氏
）
と
い
う
考
え

が
ベ
ー
ス
に
あ
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
千
代
田
図
書
館
の
指

定
管
理
者
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、
区
が
強

く
求
め
て
い
た
の
が
地
域
と
の
連
携
だ
っ
た
。

こ
の
意
向
を
受
け
て
、
千
代
田
図
書
館
の
指

定
管
理
者
が
提
案
し
た
の
が
、
人
を
介
し
た

地
域
情
報
の
収
集
と
提
供
を
行
う
「
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
。

こ
の
提
案
を
サ
ン
ト
リ
ー
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社
が
具
体
化
し
、
図
書
館
内

の
案
内
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
の
外
の
地
域

も
案
内
す
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
が
生
ま
れ
た
。

　
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
役
割
は
そ
の
後
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
翌
年
の
2
0
0
8
年
10
月
か
ら
「
図
書
館

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
巡
る
神
保
町
ツ
ア
ー
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
古
書
店
や
建
築
物
巡
り
、

映
画
ゆ
か
り
の
地
巡
り
、
雑
誌
「
散
歩
の
達

人
」
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
な
ど
、
ツ
ア
ー
の
テ

ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
た
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ス～いまどきの大学生 解体新書」
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が作成した区内の飲食店情報の手作りガ
イドが置かれている

「
図
書
館
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ン
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ェ
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と
巡
る
神
保

町
ツ
ア
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」の
ツ
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ー
風
景

千
代
田
区
の
観
光
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に
も
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山
梶
瑞
穂（
や
ま
か
じ・み
ず
ほ
）

東
近
江
市
立
永
源
寺
図
書
館
館

長
。 

1
9
9
5
年
滋
賀
県
湖
東

町
入
庁
。 

2
0
0
5
年
の
市
町

村
合
併
に
伴
い
、東
近
江
市
立
八

日
市
図
書
館
に
。 

そ
の
後
、東
近
江
市
立
能
登
川

図
書
館
を
経
て
、2
0
1
5
年
八
日
市
図
書
館
副

館
長
、2
0
1
9
年
４
月
か
ら
現
職
。

や
各
種
団
体
と
行
政
職
員
が
ゆ
る
く
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、

図
書
館
職
員
も
参
画
し
て
い
る
。
年
数
回
の

懇
親
会
で
は
「
総
寄
り
」
の
メ
ン
バ
ー
が
一

同
に
会
し
、
何
か
の
と
き
に
は
協
力
し
あ
え

る
頼
り
に
な
る
仲
間
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
「
総
寄
り
」
で
出
会
っ
た
市
役

所
の
「
緑
の
分
権
改
革
課
」（
当
時
）
の
職

員
が
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
々
を
紹
介
す
る

冊
子
を
作
っ
て
い
た
。
そ
の
冊
子
を
リ
ト
ル

プ
レ
ス
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
意
気
投
合
し
た

の
が
「
そ
こ
ら
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。
ち
な

み
に
「
そ
こ
ら
」
と
は
近
辺
を
あ
ら
わ
す
方

言
「
そ
こ
ら
へ
ん
」
を
略
し
た
も
の
で
、
地

域
の
魅
力
を
、
ま
ず
地
元
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
命
名
し
た
。

リ
ト
ル
プ
レ
ス
づ
く
り
の

現
場
か
ら

「
そ
こ
ら
」
は
現
在
、
年
１
回
の
ペ
ー
ス
で

発
行
し
て
い
る
。
当
初
は
取
材
に
行
っ
て
も

断
ら
れ
た
り
警
戒
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
号
を
重
ね
る
に
つ
れ
認
知
度
が
高
ま
り
、

市
民
の
協
力
も
得
や
す
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
図
書
館
に
は
今
も
予
算
は
無
い
が
、「
そ
こ

ら
」の
高
い
情
報
発
信
力
に
期
待
を
寄
せ
、経

費
を
負
担
し
て
く
れ
る
市
役
所
内
の
課
や
団

体
が
現
れ
た
。２
号
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ま
ち
づ

く
り
ネ
ッ
ト
東
近
江
」、
３
号
が
市
総
務
課
、

４
号
は
「
東
近
江
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
」、
５
号
は「
ロ
ー
カ
ル
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ

東
近
江
実
行
委
員
会
」、６
号
は
市
観
光
物
産

課
。そ
し
て
現
在
編
集
中
の
７
号
は
市
広
報

課
が
予
算
を
確
保
し
て
く
れ
た
。

　
資
金
面
だ
け
で
な
く
、
市
の
職
員
は
編
集

委
員
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
６
号
か
ら
は
地
元
新
聞
の
関
係
者
や
フ

リ
ー
の
カ
メ
ラ
マ
ン
も
参
加
し
て
い
る
。
皆
、

楽
し
ん
で
携
わ
り
、
編
集
会
議
は
い
つ
も
和

気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
る
。

「
そ
こ
ら
」
で
は
、
執
筆
者
自
身
が
必
ず
体

験
や
取
材
し
、
記
事
に
す
る
。
記
事
や
写
真

の
使
い
ま
わ
し
は
し
な
い
。
幻
の
イ
ヌ
ワ
シ

を
探
し
て
厳
冬
の
山
を
登
っ
た
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
や
、
S
U
P
と
い
う
湖
上
で

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
で
は
何
度
も
冷
た
い
湖
に

落
ち
た
り
し
た
経
験
も
記
事
に
し
た
。
そ
し

て
取
材
し
た
人
に
は
必
ず
、
東
近
江
市
の
お

す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
隠
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ
た
り
風
景

だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
取
材
す
る

我
々
も
興
味
深
い
。

「
そ
こ
ら
」
は
市
の
様
々
な
場
面
で
活
躍
し

て
い
る
。
市
観
光
物
産
課
は
ま
ち
の
魅
力
を

市
民
や
都
会
の
人
々
に
伝
え
る
場
で
配
布
し

て
い
る
。
広
報
課
は
市
内
の
各
高
校
に
「
そ

こ
ら
」
を
持
参
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
新
た
な
書
き

手
＝
高
校
生
ラ
イ
タ
ー
を
生
ん
で
い
る
。
森

と
水
政
策
課
で
は
2
0
1
7
年
度
に
本
市
で

開
催
さ
れ
た
「
ロ
ー
カ
ル
サ
ミ
ッ
ト
東
近

江
」
の
様
子
を
伝
え
る
場
と
し
て
「
そ
こ

ら
」
を
活
用
し
た
。

「
そ
こ
ら
」取
り
組
み
の
成
果

「
そ
こ
ら
」
の
直
接
的
成
果
は
、
取
材
を
通

じ
て
得
た
情
報
を
選
書
に
活
か
せ
た
こ
と
や
、

魅
力
的
な
催
し
や
展
示
に
つ
な
げ
た
こ
と
で

あ
る
が
、
よ
り
大
き
な
成
果
は
、
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
で
あ
る
。
地
域
の
活
動
に

欠
か
せ
な
い
大
き
な
財
産
と
な
っ
た
。

「
そ
こ
ら
」
を
毎
号
心
待
ち
に
し
て
く
れ
て

い
る
市
民
は
多
い
。
2
0
1
6
年
に
八
日
市

図
書
館
で
開
催
し
た
「
そ
こ
ら
展
」（「
そ
こ

ら
」
で
取
り
上
げ
た
人
や
モ
ノ
を
紹
介
す
る

た
め
の
企
画
事
業
）
に
は
、
多
く
の
市
民
が

来
場
し
、「
そ
こ
ら
」
に
登
場
し
た
人
と
直

接
話
を
し
た
り
、
作
品
に
触
れ
た
り
と
市
民

が
交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
図
書
館
は
様
々
な
年
代
の
人
が
立
ち
寄
れ

る
場
所
だ
。「
そ
こ
ら
」
づ
く
り
で
培
っ
た

経
験
と
人
脈
を
活
か
し
た
地
域
密
着
の
取
り

組
み
を
図
書
館
が
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
に

東
近
江
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う

機
会
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
魅
力
に
気
づ

い
た
市
民
は
東
近
江
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
人

に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
も
図
書
館
が
地
域
の
振
興
に
寄

与
で
き
る
一
つ
の
成
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
そ
こ
ら
」
５
号
で
は
、「
高
校
生
と
考
え

る
、
こ
の
ま
ち
の
未
来
」
と
い
う
企
画
で
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
様
子
や
、
地
域
の

大
学
生
が
観
光
物
産
に
つ
け
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
す
る
過
程
を
記
事
し
て
い
る
。
ま
た

６
号
で
は
、
市
内
の
高
校
生
ラ
イ
タ
ー
が
ま

ち
を
取
材
し
、
高
校
生
の
目
線
で
ま
ち
の
魅

力
を
紹
介
し
て
い
る
。
若
い
世
代
が
今
後
、

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
人
材
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

東
近
江
市
立
図
書
館
が

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　
近
年
、
図
書
館
を
人
が
集
ま
る
「
に
ぎ
わ

い
拠
点
」
や
「
観
光
施
設
」
と
し
て
捉
え
る

動
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
図
書
館
は
ひ
と
づ

く
り
を
支
え
る
「
教
育
施
設
」
で
あ
る
。
図

書
館
と
し
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
市
民
の

要
求
に
応
え
る
だ
け
の
資
料
を
整
備
で
き
て

い
る
か
、
利
用
者
と
資
料
を
結
ぶ
有
資
格
の

専
門
職
員
（
司
書
）
が
い
る
か
、
人
と
人
、

人
と
資
料
が
出
会
う
快
適
な
利
用
環
境
が
整

え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
基
本
的
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
元
気
で
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
人
々
が

元
気
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。「
ま
ち
づ
く

り
」
は
「
ひ
と
づ
く
り
」
か
ら
な
の
で
あ
る
。

「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
ひ
と
づ
く
り
を

進
め
る
図
書
館
活
動
の
推
進
」
を
実
現
す
る

た
め
の
手
立
て
の
一
つ
と
し
て
、
私
た
ち
は

6
年
前
か
ら
図
書
館
外
の
人
々
と
と
も
に
地

域
情
報
誌
「
そ
こ
ら
」
を
発
行
し
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

地
域
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ

　
地
域
に
根
差
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
は
、
職
員
が
地
域
の
こ
と
を
深
く
知

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
職
員

が
地
域
に
出
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

目
を
凝
ら
し
、
耳
を
澄
ま
せ
ば
、
内
か
ら
だ

け
で
は
見
え
な
い
地
域
の
課
題
や
日
々
の
様

子
が
見
え
て
く
る
。
見
聞
き
し
て
き
た
こ
と

や
経
験
は
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
を
支

え
る
選
書
に
必
要
不
可
欠
な
情
報
と
な
る
。

　
ま
た
図
書
館
資
料
の
中
で
大
切
な
郷
土
の

歴
史
資
料
や
行
政
資
料
な
ど
は
出
来
る
限
り

幅
広
く
収
集
し
て
い
る
が
、
改
め
て
書
架
全

体
を
見
渡
す
と
「
地
域
の
今
」
を
扱
っ
た
資

料
が
少
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
地
域

の
今
の
課
題
は
何
か
、
ど
ん
な
動
き
が
あ
る

の
か
、
ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
、
そ
れ
を
知

る
有
効
な
資
料
が
殆
ど
無
い
の
で
あ
る
。
無

い
な
ら
つ
く
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
が
リ
ト
ル
プ

レ
ス
づ
く
り
を
始
め
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

地
域
情
報
誌

「
そ
こ
ら
」の
誕
生

　
以
前
か
ら
、「
地
域
の
今
」
と
「
地
域
の

魅
力
」
を
発
信
し
た
い
、
と
い
う
職
員
た
ち

の
思
い
は
あ
っ
た
。

　
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、
図
書
館
に
編
集
な

ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
る
、
で
も
印
刷
費
は
無

い
、
広
く
情
報
を
集
め
記
事
に
し
た
い
、

等
々
の
思
い
か
ら
、
図
書
館
以
外
の
人
や
機

関
と
連
携
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
東
近
江
で
は
「
総
寄
り
」
と
言
う
、
市
民

「そこら」創刊は2014年3月。 以来、毎年1回の発行を守り続けている「そこら展」では『そこら』を仲立ちに多くの交流がみられた

東
近
江
市
立
永
源
寺
図
書
館
館
長 

山
梶
瑞
穂

東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館

ま
ち
の
魅
力
を
集
め
て
発
信 

〜
地
域
と
つ
な
が
る
図
書
館
づ
く
り
〜
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山
梶
瑞
穂（
や
ま
か
じ・み
ず
ほ
）

東
近
江
市
立
永
源
寺
図
書
館
館

長
。 

1
9
9
5
年
滋
賀
県
湖
東

町
入
庁
。 

2
0
0
5
年
の
市
町

村
合
併
に
伴
い
、東
近
江
市
立
八

日
市
図
書
館
に
。 

そ
の
後
、東
近
江
市
立
能
登
川

図
書
館
を
経
て
、2
0
1
5
年
八
日
市
図
書
館
副

館
長
、2
0
1
9
年
４
月
か
ら
現
職
。

や
各
種
団
体
と
行
政
職
員
が
ゆ
る
く
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、

図
書
館
職
員
も
参
画
し
て
い
る
。
年
数
回
の

懇
親
会
で
は
「
総
寄
り
」
の
メ
ン
バ
ー
が
一

同
に
会
し
、
何
か
の
と
き
に
は
協
力
し
あ
え

る
頼
り
に
な
る
仲
間
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
「
総
寄
り
」
で
出
会
っ
た
市
役

所
の
「
緑
の
分
権
改
革
課
」（
当
時
）
の
職

員
が
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
々
を
紹
介
す
る

冊
子
を
作
っ
て
い
た
。
そ
の
冊
子
を
リ
ト
ル

プ
レ
ス
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
意
気
投
合
し
た

の
が
「
そ
こ
ら
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。
ち
な

み
に
「
そ
こ
ら
」
と
は
近
辺
を
あ
ら
わ
す
方

言
「
そ
こ
ら
へ
ん
」
を
略
し
た
も
の
で
、
地

域
の
魅
力
を
、
ま
ず
地
元
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
命
名
し
た
。

リ
ト
ル
プ
レ
ス
づ
く
り
の

現
場
か
ら

「
そ
こ
ら
」
は
現
在
、
年
１
回
の
ペ
ー
ス
で

発
行
し
て
い
る
。
当
初
は
取
材
に
行
っ
て
も

断
ら
れ
た
り
警
戒
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
号
を
重
ね
る
に
つ
れ
認
知
度
が
高
ま
り
、

市
民
の
協
力
も
得
や
す
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
図
書
館
に
は
今
も
予
算
は
無
い
が
、「
そ
こ

ら
」の
高
い
情
報
発
信
力
に
期
待
を
寄
せ
、経

費
を
負
担
し
て
く
れ
る
市
役
所
内
の
課
や
団

体
が
現
れ
た
。２
号
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ま
ち
づ

く
り
ネ
ッ
ト
東
近
江
」、
３
号
が
市
総
務
課
、

４
号
は
「
東
近
江
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
」、
５
号
は「
ロ
ー
カ
ル
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ

東
近
江
実
行
委
員
会
」、６
号
は
市
観
光
物
産

課
。そ
し
て
現
在
編
集
中
の
７
号
は
市
広
報

課
が
予
算
を
確
保
し
て
く
れ
た
。

　
資
金
面
だ
け
で
な
く
、
市
の
職
員
は
編
集

委
員
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
６
号
か
ら
は
地
元
新
聞
の
関
係
者
や
フ

リ
ー
の
カ
メ
ラ
マ
ン
も
参
加
し
て
い
る
。
皆
、

楽
し
ん
で
携
わ
り
、
編
集
会
議
は
い
つ
も
和

気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
る
。

「
そ
こ
ら
」
で
は
、
執
筆
者
自
身
が
必
ず
体

験
や
取
材
し
、
記
事
に
す
る
。
記
事
や
写
真

の
使
い
ま
わ
し
は
し
な
い
。
幻
の
イ
ヌ
ワ
シ

を
探
し
て
厳
冬
の
山
を
登
っ
た
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
や
、
S
U
P
と
い
う
湖
上
で

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
で
は
何
度
も
冷
た
い
湖
に

落
ち
た
り
し
た
経
験
も
記
事
に
し
た
。
そ
し

て
取
材
し
た
人
に
は
必
ず
、
東
近
江
市
の
お

す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
隠
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ
た
り
風
景

だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
取
材
す
る

我
々
も
興
味
深
い
。

「
そ
こ
ら
」
は
市
の
様
々
な
場
面
で
活
躍
し

て
い
る
。
市
観
光
物
産
課
は
ま
ち
の
魅
力
を

市
民
や
都
会
の
人
々
に
伝
え
る
場
で
配
布
し

て
い
る
。
広
報
課
は
市
内
の
各
高
校
に
「
そ

こ
ら
」
を
持
参
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
新
た
な
書
き

手
＝
高
校
生
ラ
イ
タ
ー
を
生
ん
で
い
る
。
森

と
水
政
策
課
で
は
2
0
1
7
年
度
に
本
市
で

開
催
さ
れ
た
「
ロ
ー
カ
ル
サ
ミ
ッ
ト
東
近

江
」
の
様
子
を
伝
え
る
場
と
し
て
「
そ
こ

ら
」
を
活
用
し
た
。

「
そ
こ
ら
」取
り
組
み
の
成
果

「
そ
こ
ら
」
の
直
接
的
成
果
は
、
取
材
を
通

じ
て
得
た
情
報
を
選
書
に
活
か
せ
た
こ
と
や
、

魅
力
的
な
催
し
や
展
示
に
つ
な
げ
た
こ
と
で

あ
る
が
、
よ
り
大
き
な
成
果
は
、
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
で
あ
る
。
地
域
の
活
動
に

欠
か
せ
な
い
大
き
な
財
産
と
な
っ
た
。

「
そ
こ
ら
」
を
毎
号
心
待
ち
に
し
て
く
れ
て

い
る
市
民
は
多
い
。
2
0
1
6
年
に
八
日
市

図
書
館
で
開
催
し
た
「
そ
こ
ら
展
」（「
そ
こ

ら
」
で
取
り
上
げ
た
人
や
モ
ノ
を
紹
介
す
る

た
め
の
企
画
事
業
）
に
は
、
多
く
の
市
民
が

来
場
し
、「
そ
こ
ら
」
に
登
場
し
た
人
と
直

接
話
を
し
た
り
、
作
品
に
触
れ
た
り
と
市
民

が
交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
図
書
館
は
様
々
な
年
代
の
人
が
立
ち
寄
れ

る
場
所
だ
。「
そ
こ
ら
」
づ
く
り
で
培
っ
た

経
験
と
人
脈
を
活
か
し
た
地
域
密
着
の
取
り

組
み
を
図
書
館
が
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
に

東
近
江
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う

機
会
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
魅
力
に
気
づ

い
た
市
民
は
東
近
江
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
人

に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
も
図
書
館
が
地
域
の
振
興
に
寄

与
で
き
る
一
つ
の
成
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
そ
こ
ら
」
５
号
で
は
、「
高
校
生
と
考
え

る
、
こ
の
ま
ち
の
未
来
」
と
い
う
企
画
で
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
様
子
や
、
地
域
の

大
学
生
が
観
光
物
産
に
つ
け
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
す
る
過
程
を
記
事
し
て
い
る
。
ま
た

６
号
で
は
、
市
内
の
高
校
生
ラ
イ
タ
ー
が
ま

ち
を
取
材
し
、
高
校
生
の
目
線
で
ま
ち
の
魅

力
を
紹
介
し
て
い
る
。
若
い
世
代
が
今
後
、

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
人
材
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

東
近
江
市
立
図
書
館
が

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　
近
年
、
図
書
館
を
人
が
集
ま
る
「
に
ぎ
わ

い
拠
点
」
や
「
観
光
施
設
」
と
し
て
捉
え
る

動
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
図
書
館
は
ひ
と
づ

く
り
を
支
え
る
「
教
育
施
設
」
で
あ
る
。
図

書
館
と
し
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
市
民
の

要
求
に
応
え
る
だ
け
の
資
料
を
整
備
で
き
て

い
る
か
、
利
用
者
と
資
料
を
結
ぶ
有
資
格
の

専
門
職
員
（
司
書
）
が
い
る
か
、
人
と
人
、

人
と
資
料
が
出
会
う
快
適
な
利
用
環
境
が
整

え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
基
本
的
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
元
気
で
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
人
々
が

元
気
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。「
ま
ち
づ
く

り
」
は
「
ひ
と
づ
く
り
」
か
ら
な
の
で
あ
る
。

「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
ひ
と
づ
く
り
を

進
め
る
図
書
館
活
動
の
推
進
」
を
実
現
す
る

た
め
の
手
立
て
の
一
つ
と
し
て
、
私
た
ち
は

6
年
前
か
ら
図
書
館
外
の
人
々
と
と
も
に
地

域
情
報
誌
「
そ
こ
ら
」
を
発
行
し
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

地
域
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ

　
地
域
に
根
差
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
は
、
職
員
が
地
域
の
こ
と
を
深
く
知

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
職
員

が
地
域
に
出
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

目
を
凝
ら
し
、
耳
を
澄
ま
せ
ば
、
内
か
ら
だ

け
で
は
見
え
な
い
地
域
の
課
題
や
日
々
の
様

子
が
見
え
て
く
る
。
見
聞
き
し
て
き
た
こ
と

や
経
験
は
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
を
支

え
る
選
書
に
必
要
不
可
欠
な
情
報
と
な
る
。

　
ま
た
図
書
館
資
料
の
中
で
大
切
な
郷
土
の

歴
史
資
料
や
行
政
資
料
な
ど
は
出
来
る
限
り

幅
広
く
収
集
し
て
い
る
が
、
改
め
て
書
架
全

体
を
見
渡
す
と
「
地
域
の
今
」
を
扱
っ
た
資

料
が
少
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
地
域

の
今
の
課
題
は
何
か
、
ど
ん
な
動
き
が
あ
る

の
か
、
ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
、
そ
れ
を
知

る
有
効
な
資
料
が
殆
ど
無
い
の
で
あ
る
。
無

い
な
ら
つ
く
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
が
リ
ト
ル
プ

レ
ス
づ
く
り
を
始
め
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

地
域
情
報
誌

「
そ
こ
ら
」の
誕
生

　
以
前
か
ら
、「
地
域
の
今
」
と
「
地
域
の

魅
力
」
を
発
信
し
た
い
、
と
い
う
職
員
た
ち

の
思
い
は
あ
っ
た
。

　
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、
図
書
館
に
編
集
な

ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
る
、
で
も
印
刷
費
は
無

い
、
広
く
情
報
を
集
め
記
事
に
し
た
い
、

等
々
の
思
い
か
ら
、
図
書
館
以
外
の
人
や
機

関
と
連
携
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
東
近
江
で
は
「
総
寄
り
」
と
言
う
、
市
民

「そこら」創刊は2014年3月。 以来、毎年1回の発行を守り続けている「そこら展」では『そこら』を仲立ちに多くの交流がみられた

東
近
江
市
立
永
源
寺
図
書
館
館
長 

山
梶
瑞
穂

東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館

ま
ち
の
魅
力
を
集
め
て
発
信 

〜
地
域
と
つ
な
が
る
図
書
館
づ
く
り
〜
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諸
田
和
幸（
も
ろ
た・か
ず
ゆ
き
）

伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
勤
務

時
代
に「
高
遠
ぶ
ら
り
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
務
局
や
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ス
ティ
バ
ル
企
画・運
営
な
ど
、図

書
館
と
地
域
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
。

2
0
1
9
年
か
ら
、伊
那
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
伊
那
に
U
タ
ー
ン
。 現
在
は
伊
那
市
の
教
育
の
魅

力
の
発
信
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
活
動
中
。 ま
た
、引

き
続
き
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画・運
営
な
ど
で

も
活
動
中
。

0
人
ほ
ど
に
の
ぼ
り
、
ア
プ
リ
は
2
0
1
8

年
末
の
段
階
で
8
万
件
、
54
カ
国
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
プ
リ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
「
高
遠
ぶ
ら

り
」
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
に
高
遠
藩
下
屋
敷

が
あ
っ
た
新
宿
御
苑
周
辺
を
案
内
す
る
「
内

藤
新
宿
ぶ
ら
り
」
や
伊
那
谷
文
化
園
の
情
報

を
収
め
た
「
伊
那
谷
ぶ
ら
り
」
な
ど
が
追
加

さ
れ
、
関
係
地
域
の
情
報
を
多
面
的
に
知
る

こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

発
展
し
て
い
る
。

地
域
住
民
と

図
書
館
が
主
催
す
る

「
高
遠
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
2
0
0
8
年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
て
今

年
で
11
年
目
を
迎
え
る
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。
当
初
は
、
地
域
外
の
人
々
が
始

め
た
も
の
だ
が
、
2
0
1
2
年
か
ら
は
地
域

住
民
主
体
の
実
行
委
員
会
方
式
と
な
り
、
高

遠
町
図
書
館
が
企
画
や
出
店
者
の
調
整
を
、

実
行
委
員
会
と
共
に
担
当
し
て
い
る
。

　
9
月
の
3
連
休
に
開
催
し
て
い
る
こ
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
3
日
間
で
来
場
者
数
1

5
0
0
人
規
模
と
決
し
て
大
き
な
も
の
で
は

な
い
が
、
地
域
内
外
の
出
店
者
や
来
場
者
と

地
域
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
商
店
な
ど
と
の
関

係
人
口
を
醸
成
し
通
年
で
訪
れ
る
人
を
少
し

ず
つ
増
や
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
し
て

古
書
店
と
図
書
館
が
繋
が
り
、
古
書
市
場
の

情
報
や
資
料
の
紹
介
を
受
け
た
り
、
散
失
の

恐
れ
が
あ
る
地
域
資
料
の
保
存
へ
向
け
た
活

動
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
厳
し
い

予
算
の
範
囲
内
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
見

逃
さ
れ
て
い
た
古
書
な
ど
の
補
完
に
つ
な
が

る
活
動
に
も
な
っ
て
い
る
。

ま
ち
の
再
発
見
に

つ
な
が
る「
高
遠
文
芸
賞
」

　
2
0
1
8
年
に
、
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
10
周
年
を
記
念
し
て
創
設
さ
れ
た
の

が
、
高
遠
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
学
作
品
を
募

集
す
る
「
高
遠
文
芸
賞
」
だ
。
そ
れ
ま
で
は

本
を
買
う
こ
と
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

す
る
と
い
っ
た
イ
ン
プ
ッ
ト
の
多
い
企
画
で

あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
文
芸
賞
と
い
う
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
観
光
で
訪
れ
方
々
に
自
分
の
感
じ
た
高

遠
を
表
現
し
て
も
ら
う
手
段
が
で
き
た
。
地

域
に
と
っ
て
あ
り
ふ
れ
た
風
景
が
観
光
と
繋

が
り
、
訪
れ
た
人
々
と
の
関
係
を
維
持
し
、

地
域
外
へ
の
露

出
増
を
目
指
す

取
り
組
み
で
も

あ
る
。
第
一
回

の
文
芸
賞
へ
の

応
募
は
46
作
品
。

県
外
か
ら
の
応

募
も
多
く
見
受

け
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
文
芸
賞
作

品
を
含
め
、
地
域
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
、「
ま
ち
の
ほ
ん
」を
制
作

す
る
こ
と
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
に
置
い

て
い
る
。
本
自
体
は
販
売
せ
ず
、
地
域
を
代

表
す
る
製
本
会
社
と
の
連
携
に
よ
り
製
本
ワ

ー
ク
シ
ョ
プ
と
し
て
自
分
で
製
本
し
て
も
ら

う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
興
味
を

増
や
し
て
も
ら
う
こ
と
も
狙
い
の
ひ
と
つ
だ
。

　
高
遠
町
図
書
館
の
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
本
や
デ
ー
タ
を
ま
と
め
、
〝
情
報
〞
と

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の「
情
報
と
情
報
」

「
情
報
と
人
」「
人
と
人
」
の
繋
が
り
方
を
再

構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
だ
。
こ
う
し
た
活

動
は
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
人
や
団
体
、
施

設
な
ど
の
交
流
を
促
し
、
地
域
観
光
資
源
発

掘
に
も
寄
与
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
は
1
9
8
6
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
2
0
0
6
の
合
併
に
よ

り
伊
那
市
立
図
書
館
は
伊
那
・
高
遠
町
の
2

つ
の
中
央
館
と
8
つ
の
分
館
で
、
地
域
情
報

拠
点
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。

　
伊
那
市
立
図
書
館
で
は
「
伊
那
谷
の
屋
根

の
な
い
博
物
館
の
屋
根
の
あ
る
広
場
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
目
の
前
に
広
が
る
自

然
の
中
に
残
さ
れ
た
歴
史
資
産
や
自
然
遺
産

を
活
用
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
活
動
の
ベ
ー
ス
に
は
、
高
遠
町
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
高
遠
藩
時
代
の
古
文

書
や
絵
図
な
ど
の
資
料
を
自
由
に
活
用
・
表

現
す
る
人
々
を
増
や
し
た
い
、
さ
ら
に
は
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
す
る

〝
場
〞を
提
供
し
た
い
、
と
の
思
い
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
や
自
然
を
活
用
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
か
ら
、「
高
遠
ぶ
ら
り
」「
高

遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
高
遠
文
芸

賞
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

図
書
館
所
蔵
の

古
書
を
活
用
し
た

「
高
遠
ぶ
ら
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
2
0
1
1
年
に

伊
那
市
立
図
書
館
と
市
民
団
体
が
共
同
制
作

し
た
、携
帯
端
末
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
以

下
：
ア
プ
リ
）「
高
遠
ぶ
ら
り
」
の
公
開
を
目

指
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　
こ
の
ア
プ
リ
は
、
古
地
図
や
観
光
地
図
な

ど
の
上
に
G
P
S
の
現
在
地
情
報
を
表
示
さ

せ
、
そ
の
上
に
表
示
さ
れ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

ピ
ン
を
タ
ッ
プ
す
る
と
、
史
跡
に
関
す
る
記

事
や
写
真
、
観
光
情
報
が
表
示
さ
れ
る
セ
ル

フ
ガ
イ
ド
ツ
ー
ル
だ
。

　
だ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
単
に
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
制
作
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
な
い
。
参
加
者
が
街
歩
き
を
し
な
が

ら
地
域
を
〝
知
る
〞
こ
と
に
重
点
を
置
き
活

動
し
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
オ
ー
ナ
ー
は
図
書
館
だ

が
、
ア
プ
リ
の
制
作
・
改
定
に
向
け
た
街
歩

き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
情
報
追
加
な
ど
の
企

画
運
営
を
担
う
の
は
、
市
民
団
体
「
高
遠
ぶ

ら
り
制
作
委
員
」
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
が
、

誰
も
が
情
報
収
集
や
編
集
に
参
加
で
き
る

〝
場
〞
を
用
意
し
て
い
る
。
制
作
を
通
し
て

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
、
地
域
課
題
の
掘
り

下
げ
、
二
次
利
用
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
る
の
だ
。

　
現
在
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
の
参
加
者
は
6
0 「高遠ぶらり」アプリの画面の一部街のいたるとろころに本棚がある

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
10
年
で「
本
の
街 

高
遠
」を
象
徴

す
る
催
し
な
っ
た

伊
那
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

諸
田
和
幸

伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

地
域
の
情
報
と
人
の
つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
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諸
田
和
幸（
も
ろ
た・か
ず
ゆ
き
）

伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
勤
務

時
代
に「
高
遠
ぶ
ら
り
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
務
局
や
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ス
ティ
バ
ル
企
画・運
営
な
ど
、図

書
館
と
地
域
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
。

2
0
1
9
年
か
ら
、伊
那
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
伊
那
に
U
タ
ー
ン
。 現
在
は
伊
那
市
の
教
育
の
魅

力
の
発
信
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
活
動
中
。 ま
た
、引

き
続
き
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画・運
営
な
ど
で

も
活
動
中
。

0
人
ほ
ど
に
の
ぼ
り
、
ア
プ
リ
は
2
0
1
8

年
末
の
段
階
で
8
万
件
、
54
カ
国
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
プ
リ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
「
高
遠
ぶ
ら

り
」
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
に
高
遠
藩
下
屋
敷

が
あ
っ
た
新
宿
御
苑
周
辺
を
案
内
す
る
「
内

藤
新
宿
ぶ
ら
り
」
や
伊
那
谷
文
化
園
の
情
報

を
収
め
た
「
伊
那
谷
ぶ
ら
り
」
な
ど
が
追
加

さ
れ
、
関
係
地
域
の
情
報
を
多
面
的
に
知
る

こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

発
展
し
て
い
る
。

地
域
住
民
と

図
書
館
が
主
催
す
る

「
高
遠
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
2
0
0
8
年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
て
今

年
で
11
年
目
を
迎
え
る
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。
当
初
は
、
地
域
外
の
人
々
が
始

め
た
も
の
だ
が
、
2
0
1
2
年
か
ら
は
地
域

住
民
主
体
の
実
行
委
員
会
方
式
と
な
り
、
高

遠
町
図
書
館
が
企
画
や
出
店
者
の
調
整
を
、

実
行
委
員
会
と
共
に
担
当
し
て
い
る
。

　
9
月
の
3
連
休
に
開
催
し
て
い
る
こ
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
3
日
間
で
来
場
者
数
1

5
0
0
人
規
模
と
決
し
て
大
き
な
も
の
で
は

な
い
が
、
地
域
内
外
の
出
店
者
や
来
場
者
と

地
域
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
商
店
な
ど
と
の
関

係
人
口
を
醸
成
し
通
年
で
訪
れ
る
人
を
少
し

ず
つ
増
や
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
し
て

古
書
店
と
図
書
館
が
繋
が
り
、
古
書
市
場
の

情
報
や
資
料
の
紹
介
を
受
け
た
り
、
散
失
の

恐
れ
が
あ
る
地
域
資
料
の
保
存
へ
向
け
た
活

動
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
厳
し
い

予
算
の
範
囲
内
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
見

逃
さ
れ
て
い
た
古
書
な
ど
の
補
完
に
つ
な
が

る
活
動
に
も
な
っ
て
い
る
。

ま
ち
の
再
発
見
に

つ
な
が
る「
高
遠
文
芸
賞
」

　
2
0
1
8
年
に
、
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
10
周
年
を
記
念
し
て
創
設
さ
れ
た
の

が
、
高
遠
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
学
作
品
を
募

集
す
る
「
高
遠
文
芸
賞
」
だ
。
そ
れ
ま
で
は

本
を
買
う
こ
と
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

す
る
と
い
っ
た
イ
ン
プ
ッ
ト
の
多
い
企
画
で

あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
文
芸
賞
と
い
う
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
観
光
で
訪
れ
方
々
に
自
分
の
感
じ
た
高

遠
を
表
現
し
て
も
ら
う
手
段
が
で
き
た
。
地

域
に
と
っ
て
あ
り
ふ
れ
た
風
景
が
観
光
と
繋

が
り
、
訪
れ
た
人
々
と
の
関
係
を
維
持
し
、

地
域
外
へ
の
露

出
増
を
目
指
す

取
り
組
み
で
も

あ
る
。
第
一
回

の
文
芸
賞
へ
の

応
募
は
46
作
品
。

県
外
か
ら
の
応

募
も
多
く
見
受

け
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
文
芸
賞
作

品
を
含
め
、
地
域
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
、「
ま
ち
の
ほ
ん
」を
制
作

す
る
こ
と
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
に
置
い

て
い
る
。
本
自
体
は
販
売
せ
ず
、
地
域
を
代

表
す
る
製
本
会
社
と
の
連
携
に
よ
り
製
本
ワ

ー
ク
シ
ョ
プ
と
し
て
自
分
で
製
本
し
て
も
ら

う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
興
味
を

増
や
し
て
も
ら
う
こ
と
も
狙
い
の
ひ
と
つ
だ
。

　
高
遠
町
図
書
館
の
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
本
や
デ
ー
タ
を
ま
と
め
、
〝
情
報
〞
と

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の「
情
報
と
情
報
」

「
情
報
と
人
」「
人
と
人
」
の
繋
が
り
方
を
再

構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
だ
。
こ
う
し
た
活

動
は
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
人
や
団
体
、
施

設
な
ど
の
交
流
を
促
し
、
地
域
観
光
資
源
発

掘
に
も
寄
与
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
は
1
9
8
6
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
2
0
0
6
の
合
併
に
よ

り
伊
那
市
立
図
書
館
は
伊
那
・
高
遠
町
の
2

つ
の
中
央
館
と
8
つ
の
分
館
で
、
地
域
情
報

拠
点
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。

　
伊
那
市
立
図
書
館
で
は
「
伊
那
谷
の
屋
根

の
な
い
博
物
館
の
屋
根
の
あ
る
広
場
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
目
の
前
に
広
が
る
自

然
の
中
に
残
さ
れ
た
歴
史
資
産
や
自
然
遺
産

を
活
用
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
活
動
の
ベ
ー
ス
に
は
、
高
遠
町
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
高
遠
藩
時
代
の
古
文

書
や
絵
図
な
ど
の
資
料
を
自
由
に
活
用
・
表

現
す
る
人
々
を
増
や
し
た
い
、
さ
ら
に
は
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
す
る

〝
場
〞を
提
供
し
た
い
、
と
の
思
い
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
や
自
然
を
活
用
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
か
ら
、「
高
遠
ぶ
ら
り
」「
高

遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
高
遠
文
芸

賞
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

図
書
館
所
蔵
の

古
書
を
活
用
し
た

「
高
遠
ぶ
ら
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
2
0
1
1
年
に

伊
那
市
立
図
書
館
と
市
民
団
体
が
共
同
制
作

し
た
、携
帯
端
末
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
以

下
：
ア
プ
リ
）「
高
遠
ぶ
ら
り
」
の
公
開
を
目

指
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　
こ
の
ア
プ
リ
は
、
古
地
図
や
観
光
地
図
な

ど
の
上
に
G
P
S
の
現
在
地
情
報
を
表
示
さ

せ
、
そ
の
上
に
表
示
さ
れ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

ピ
ン
を
タ
ッ
プ
す
る
と
、
史
跡
に
関
す
る
記

事
や
写
真
、
観
光
情
報
が
表
示
さ
れ
る
セ
ル

フ
ガ
イ
ド
ツ
ー
ル
だ
。

　
だ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
単
に
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
制
作
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
な
い
。
参
加
者
が
街
歩
き
を
し
な
が

ら
地
域
を
〝
知
る
〞
こ
と
に
重
点
を
置
き
活

動
し
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
オ
ー
ナ
ー
は
図
書
館
だ

が
、
ア
プ
リ
の
制
作
・
改
定
に
向
け
た
街
歩

き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
情
報
追
加
な
ど
の
企

画
運
営
を
担
う
の
は
、
市
民
団
体
「
高
遠
ぶ

ら
り
制
作
委
員
」
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
が
、

誰
も
が
情
報
収
集
や
編
集
に
参
加
で
き
る

〝
場
〞
を
用
意
し
て
い
る
。
制
作
を
通
し
て

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
、
地
域
課
題
の
掘
り

下
げ
、
二
次
利
用
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
る
の
だ
。

　
現
在
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
の
参
加
者
は
6
0 「高遠ぶらり」アプリの画面の一部街のいたるとろころに本棚がある

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
10
年
で「
本
の
街 

高
遠
」を
象
徴

す
る
催
し
な
っ
た

伊
那
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

諸
田
和
幸

伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

地
域
の
情
報
と
人
の
つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
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眞
鍋
じ
ゅ
ん
こ（
ま
な
べ・じ
ゅ
ん
こ
） 

ノ
ン
フィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
。 

写
真
家
の
夫
鴇
田
康
則

と
共
に
、国
内
外
の「
人
の
生
活
を
記
録
」し
て
30
年
来
旅
を
続
け
、雑
誌
や
書
籍
、ス
ラ
イ

ド
ト
ー
ク
や
講
演
な
ど
で
発
表
。 

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
等
で
ま
ち
歩
き
の
講
師
も
務
め

る
。 

著
書
に「
ニ
ッ
ポ
ン
の
村
へゆ
こ
う
」（
筑
摩
書
房
）、「
う
ま
い
江
戸
前
漁
師
町
」「
中
古
民

家
主
義
」（
共
に
交
通
新
聞
社
な
ど
）。 

現
在
月
刊
誌「
散
歩
の
達
人
」（
交
通
新
聞
社
）に
て
、

「
1
9
6
4
年
↓
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
歩
く
」連
載
中
。

眞鍋じゅんこ

写真：鴇田康則

　
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
愛
知
県

図
書
館
は
、
名
古
屋
市
内
の
名
古
屋

城
城
郭
内
南
西
の
一
角
に
あ
る
緑
に

囲
ま
れ
た
図
書
館
で
あ
る
。
2
0
1

8
年
3
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
開

放
感
の
あ
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ロ
ア

（
愛
称
：Y

otteko

（
ヨ
ッ
テ
コ
））
で

は
、
様
々
な
企
画
展
示
や
イ
ベ
ン
ト

が
年
間
を
通
し
て
開
催
さ
れ
、
新
た

な
情
報
発
信
と
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
る
。

　
同
図
書
館
で
は
2
0
1
7
年
度
よ

り
、
「
二
度
目
の
旅
は
図
書
館
か
ら

〜
図
書
館
か
ら
は
じ
め
る
ち
ょ
っ
と

デ
ィ
ー
プ
な
ま
ち
あ
る
き
〜
」
と
い

う
企
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。「〝
旅

行
者
に
も
う
1
回
地
域
に
来
て
も
ら

う
。
そ
の
時
は
ま
ず
図
書
館
か
ら
旅

を
は
じ
め
て
も
ら
お
う
〞
と
い
う
狙

い
を
込
め
た
も
の
で
す
」
と
語
る
同

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
課
長
の
新
海
弘
之

氏
に
話
を
お
聞
き
し
た
。

「
二
度
目
の
旅
は
図
書
館
か
ら
」
の

最
初
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
は
、
2
0
1

8
年
2
月
に
開
催
し
た
「
魅
力
対

決
！
豊
橋
vs
田
原
in
県
図
書
」。
内

容
は
民
話
の
世
界
か
ら
紹
介
す
る
東

三
河
の
楽
し
み
方
（
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
）
、
豊
橋
市
と
田
原
市
の
図
書
館

司
書
に
よ
る
両
市
紹
介
と
旅
へ
の
誘

い
を
目
的
と
し
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・

ト
ー
ク
、
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ロ

ア
で
の
関
連
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で
、

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
と
い

う
。
こ
の
企
画
は
、も
と
も
と
、「
魅

力
対
決
！
豊
橋
vs
田
原
」
と
銘
打
ち

2
0
1
6
年
9
月
〜
2
0
1
7
年
1

月
の
期
間
に
豊
橋
・
田
原
両
市
の
図

書
館
で
開
催
さ
れ
た
、
両
市
図
書
館

員
が
市
の
魅
力
を
紹
介
し
合
う
連
携

パ
ネ
ル
展
を
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。

県
図
書
館
の
企
画
は
、
東
三
河
地
域

の
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
県

の
方
向
性
に
も
合
致
し
た
も
の
と
し

て
、
こ
の
2
つ
の
図
書
館
が
地
域
の

魅
力
発
信
に
動
い
た
取
り
組
み
を
あ

ら
た
め
て
県
と
し
て
取
り
上
げ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
は
継
続
し
て

お
り
、
2
0
1
9
年
1
〜
2
月
に
は
、

蒲
郡
市
を
対
象
に
第
2
回
「
蒲
郡
│

海
辺
の
ま
ち
の
戦
国
時
代
│
」
が
開

催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
2
0
1
9
年
8

月
に
は
、
県
図
書
館
の
企
画
を
受
け

て
、
地
元
・
蒲
郡
市
立
図
書
館
が

「
海
辺
の
ま
ち
の
戦
国
時
代
」
と
題

し
た
企
画
展
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開

催
し
た
。
県
図
書
館
と
地
域
図
書
館

が
テ
ー
マ
・
企
画
内
容
を
共
有
し
連

携
す
る
取
り
組
み
は
全
国
的
に
も
珍

し
い
。

　
企
画
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
県
図
書

館
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
1
階
の
観

光
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
で
あ
る
。

2
0
1
8
年
3
月
よ
り
、
東
三
河
地

域
各
市
町
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
集

め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
き
た
が
、

県
内
全
域
に
理
解
が
広
が
り
、
現
在

は
全
市
町
村
の
最
新
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
地
域
情
報
誌
（
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
を
含
む
）
、
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
な

ど
が
揃
う
。

　
県
立
図
書
館
と
市
町
村
立
図
書
館

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
ふ
ま
え
な
が

ら
連
携
す
る
双
方
向
の
取
り
組
み
は
、

今
後
、
地
域
が
観
光
魅
力
の
発
信
や

観
光
需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
上

で
、
新
た
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
文
：
大
隅
一
志
）

「
博
物
館
に
マ
マ
が
住
む
〜
♪
」
と
、

幼
い
頃
の
娘
は
妙
な
自
作
の
歌
を
よ

く
口
ず
さ
ん
だ
。

　
取
材
旅
行
先
で
私
だ
け
地
元
の
郷

土
博
物
館
や
図
書
館
に
籠
っ
て
し
ま

う
か
ら
だ
。
そ
の
間
、
写
真
家
の
夫

は
娘
を
連
れ
て
風
景
写
真
を
撮
り
に

行
っ
た
も
の
だ
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
が
飛
び
交

う
現
代
で
も
、
地
元
資
料
の
量
と
奥

深
さ
に
は
絶
対
か
な
わ
な
い
。
特
に

図
書
館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
は
宝

の
山
だ
。
分
厚
い
市
町
村
史
に
郷
土

博
物
館
や
教
育
委
員
会
発
行
の
図
録

や
資
料
集
。
小
中
学
生
向
け
の
副
読

本
「
私
た
ち
の
郷
土
」
も
わ
か
り
や

す
い
。
さ
ら
に
足
で
情
報
を
集
め
た

タ
ウ
ン
誌
や
ミ
ニ
コ
ミ
誌
、
商
店
街

や
町
会
、
企
業
の
周
年
記
念
誌
や

「
草
加
せ
ん
べ
い
の
歴
史
」
と
い
っ

た
業
界
記
念
誌
な
ど
、
そ
の
土
地
の

図
書
館
で
し
か
お
目
に
か
か
れ
な
い

冊
子
の
数
々
も
大
好
物
だ
。
地
元
住

人
に
よ
る
自
費
出
版
の
「
わ
が
人

生
」
的
な
本
も
あ
な
ど
れ
な
い
。
　

　
そ
れ
か
ら
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
数

十
年
分
も
土
地
の
変
遷
が
わ
か
り
そ

う
だ
。
こ
と
に
市
町
村
合
併
し
た
自

治
体
で
は
合
併
以
前
の
資
料
も
残
せ

れ
ば
よ
い
の
に
、
と
思
う
。

　
こ
う
し
た
貴
重
本
（
私
に
と
っ
て

は
）
の
数
々
を
机
に
積
み
上
げ
、
コ

ピ
ー
し
ま
く
る
。
も
う
至
福
の
ひ
と

と
き
だ
。
外
で
待
ち
わ
び
る
家
族
の

こ
と
も
忘
れ
て
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
も
う
ひ
と
つ
、
私
が
好
き
な
の
は

地
図
だ
。
江
戸
切
絵
図
に
村
地
図
、

明
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
比
較
図
、

歴
代
の
ゼ
ン
リ
ン

住
宅
地
図
。
古
い

「
町
内
会
地
図
」や

「
商
店
街
地
図
」を

発
見
し
た
日
に
は

狂
喜
乱
舞
だ
。

　
戦
火
を
免
れ
た

江
東
区
深
川
図
書

館
の
郷
土
資
料
室

で
は
、
貴
重
な
地

図
の
数
々
を
閲
覧

で
き
る
。
こ
こ
で

戦
後
の
築
地
市
場

内
の
店
舗
が
細
か

く
記
さ
れ
た
地
図

を
見
つ
け
て
、
コ

ピ
ー
を
該
当
す
る

知
り
合
い
の
店
に

進
呈
し
た
こ
と
が

あ
る
。
す
る
と
数

年
後
、
別
な
店
で

「
こ
れ
す
ご
い
で
す
よ
」
と
同
じ
地

図
が
出
て
来
た
。
よ
く
見
る
と
私
の

メ
モ
書
き
ま
で
コ
ピ
ー
、
苦
笑
し
た
。

ど
う
や
ら
市
場
内
で
回
覧
さ
れ
て
い

る
ら
し
い
。
古
い
地
図
は
当
人
た
ち

に
も
大
切
な
思
い
出
な
の
だ
。

「
人
の
生
活
を
記
録
す
る
」
テ
ー
マ

を
、
私
が
強
く
意
識
し
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
30
数
年
前
に
小
笠
原
母
島

の
民
宿
で
読
ん
だ
１
冊
の
薄
い
自
費

出
版
本
だ
っ
た
。
確
か
学
校
教
師
が

団
体
で
東
京
諸
島
を
巡
っ
た
紀
行
文

で
、
定
期
船
か
ら
上
陸
す
る
島
々
で

の
驚
き
や
感
想
が
さ
ら
っ
と
記
さ
れ

て
い
る
。
中
で
も
息
を
飲
ん
だ
の
が

硫
黄
島
だ
っ
た
。
戦
前
の
集
落
の
様

子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
今
で
は
一
般
人
が
上
陸
す
る
こ
と

す
ら
出
来
な
い
、
失
わ
れ
た
風
景
が

そ
こ
に
あ
っ
た
。

　
別
に
学
術
論
文
で
な
く
て
も
、
た

だ
見
た
事
実
を
記
せ
ば
後
世
の
人
に

役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
私

た
ち
の
仕
事
の
原
点
だ
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
さ
ら
に
日
本
交
通
公
社
旅
の
図
書

館
副
館
長
の
大
隅
一
志
さ
ん
と
の
何

気
な
い
会
話
の
ひ
と
言
に
、
背
中
を

押
さ
れ
た
。

「
巷
に
あ
ふ
れ
る
情
報
も
、
ウ
ェ
ブ

で
は
数
年
先
に
見
る
こ
と
も
出
来
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
も
紙
媒

体
な
ら
い
つ
ま
で
も
残
せ
ま
す
」。

　
出
版
不
況
と
い
わ
れ
て
も
可
能
な

限
り
印
刷
物
へ
の
執
筆
を
続
け
よ
う

と
心
に
誓
っ
た
。

　
だ
か
ら
図
書
館
も
、
未
来
人
の
た

め
に
「
昔
」
と
「
今
」
を
出
来
る
限

り
保
存
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
願

っ
て
い
る
。
い
っ
そ
市
民
と
一
緒
に

「
地
元
地
図
」
を
作
っ
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
。
図
書
館
だ
け
に
資
料

な
ら
山
ほ
ど
あ
る
わ
け
だ
し
。

　
全
国
津
々
浦
々
、
興
味
深
い
郷
土

資
料
を
見
つ
け
て
は
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ

て
ほ
し
い
！

「
二
度
目
の
旅
は

 

図
書
館
か
ら
」

愛
知
県
図
書
館
と

地
域
図
書
館
が
連
携
し
た

観
光
魅
力
の
発
信
と

旅
へ
の
誘
い

大好物は郷土資料

現
代
だ
け
じ
ゃ
な
く
百
年
後
の
人
の
た
め
に

「魅力対決！豊橋vs田原」の企画展示（2018年2月）
 写真提供：愛知県図書館

県内全市町村のパンフレットや地域情報誌が揃う
観光情報コーナー

事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり2
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眞
鍋
じ
ゅ
ん
こ（
ま
な
べ・じ
ゅ
ん
こ
） 

ノ
ン
フィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
。 

写
真
家
の
夫
鴇
田
康
則

と
共
に
、国
内
外
の「
人
の
生
活
を
記
録
」し
て
30
年
来
旅
を
続
け
、雑
誌
や
書
籍
、ス
ラ
イ

ド
ト
ー
ク
や
講
演
な
ど
で
発
表
。 

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
等
で
ま
ち
歩
き
の
講
師
も
務
め

る
。 

著
書
に「
ニ
ッ
ポ
ン
の
村
へゆ
こ
う
」（
筑
摩
書
房
）、「
う
ま
い
江
戸
前
漁
師
町
」「
中
古
民

家
主
義
」（
共
に
交
通
新
聞
社
な
ど
）。 

現
在
月
刊
誌「
散
歩
の
達
人
」（
交
通
新
聞
社
）に
て
、

「
1
9
6
4
年
↓
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
歩
く
」連
載
中
。

眞鍋じゅんこ

写真：鴇田康則

　
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
愛
知
県

図
書
館
は
、
名
古
屋
市
内
の
名
古
屋

城
城
郭
内
南
西
の
一
角
に
あ
る
緑
に

囲
ま
れ
た
図
書
館
で
あ
る
。
2
0
1

8
年
3
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
開

放
感
の
あ
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ロ
ア

（
愛
称
：Y

otteko

（
ヨ
ッ
テ
コ
））
で

は
、
様
々
な
企
画
展
示
や
イ
ベ
ン
ト

が
年
間
を
通
し
て
開
催
さ
れ
、
新
た

な
情
報
発
信
と
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
る
。

　
同
図
書
館
で
は
2
0
1
7
年
度
よ

り
、
「
二
度
目
の
旅
は
図
書
館
か
ら

〜
図
書
館
か
ら
は
じ
め
る
ち
ょ
っ
と

デ
ィ
ー
プ
な
ま
ち
あ
る
き
〜
」
と
い

う
企
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。「〝
旅

行
者
に
も
う
1
回
地
域
に
来
て
も
ら

う
。
そ
の
時
は
ま
ず
図
書
館
か
ら
旅

を
は
じ
め
て
も
ら
お
う
〞
と
い
う
狙

い
を
込
め
た
も
の
で
す
」
と
語
る
同

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
課
長
の
新
海
弘
之

氏
に
話
を
お
聞
き
し
た
。

「
二
度
目
の
旅
は
図
書
館
か
ら
」
の

最
初
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
は
、
2
0
1

8
年
2
月
に
開
催
し
た
「
魅
力
対

決
！
豊
橋
vs
田
原
in
県
図
書
」。
内

容
は
民
話
の
世
界
か
ら
紹
介
す
る
東

三
河
の
楽
し
み
方
（
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
）
、
豊
橋
市
と
田
原
市
の
図
書
館

司
書
に
よ
る
両
市
紹
介
と
旅
へ
の
誘

い
を
目
的
と
し
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・

ト
ー
ク
、
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ロ

ア
で
の
関
連
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で
、

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
と
い

う
。
こ
の
企
画
は
、も
と
も
と
、「
魅

力
対
決
！
豊
橋
vs
田
原
」
と
銘
打
ち

2
0
1
6
年
9
月
〜
2
0
1
7
年
1

月
の
期
間
に
豊
橋
・
田
原
両
市
の
図

書
館
で
開
催
さ
れ
た
、
両
市
図
書
館

員
が
市
の
魅
力
を
紹
介
し
合
う
連
携

パ
ネ
ル
展
を
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。

県
図
書
館
の
企
画
は
、
東
三
河
地
域

の
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
県

の
方
向
性
に
も
合
致
し
た
も
の
と
し

て
、
こ
の
2
つ
の
図
書
館
が
地
域
の

魅
力
発
信
に
動
い
た
取
り
組
み
を
あ

ら
た
め
て
県
と
し
て
取
り
上
げ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
は
継
続
し
て

お
り
、
2
0
1
9
年
1
〜
2
月
に
は
、

蒲
郡
市
を
対
象
に
第
2
回
「
蒲
郡
│

海
辺
の
ま
ち
の
戦
国
時
代
│
」
が
開

催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
2
0
1
9
年
8

月
に
は
、
県
図
書
館
の
企
画
を
受
け

て
、
地
元
・
蒲
郡
市
立
図
書
館
が

「
海
辺
の
ま
ち
の
戦
国
時
代
」
と
題

し
た
企
画
展
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開

催
し
た
。
県
図
書
館
と
地
域
図
書
館

が
テ
ー
マ
・
企
画
内
容
を
共
有
し
連

携
す
る
取
り
組
み
は
全
国
的
に
も
珍

し
い
。

　
企
画
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
県
図
書

館
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
1
階
の
観

光
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
で
あ
る
。

2
0
1
8
年
3
月
よ
り
、
東
三
河
地

域
各
市
町
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
集

め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
き
た
が
、

県
内
全
域
に
理
解
が
広
が
り
、
現
在

は
全
市
町
村
の
最
新
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
地
域
情
報
誌
（
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
を
含
む
）
、
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
な

ど
が
揃
う
。

　
県
立
図
書
館
と
市
町
村
立
図
書
館

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
ふ
ま
え
な
が

ら
連
携
す
る
双
方
向
の
取
り
組
み
は
、

今
後
、
地
域
が
観
光
魅
力
の
発
信
や

観
光
需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
上

で
、
新
た
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
文
：
大
隅
一
志
）

「
博
物
館
に
マ
マ
が
住
む
〜
♪
」
と
、

幼
い
頃
の
娘
は
妙
な
自
作
の
歌
を
よ

く
口
ず
さ
ん
だ
。

　
取
材
旅
行
先
で
私
だ
け
地
元
の
郷

土
博
物
館
や
図
書
館
に
籠
っ
て
し
ま

う
か
ら
だ
。
そ
の
間
、
写
真
家
の
夫

は
娘
を
連
れ
て
風
景
写
真
を
撮
り
に

行
っ
た
も
の
だ
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
が
飛
び
交

う
現
代
で
も
、
地
元
資
料
の
量
と
奥

深
さ
に
は
絶
対
か
な
わ
な
い
。
特
に

図
書
館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
は
宝

の
山
だ
。
分
厚
い
市
町
村
史
に
郷
土

博
物
館
や
教
育
委
員
会
発
行
の
図
録

や
資
料
集
。
小
中
学
生
向
け
の
副
読

本
「
私
た
ち
の
郷
土
」
も
わ
か
り
や

す
い
。
さ
ら
に
足
で
情
報
を
集
め
た

タ
ウ
ン
誌
や
ミ
ニ
コ
ミ
誌
、
商
店
街

や
町
会
、
企
業
の
周
年
記
念
誌
や

「
草
加
せ
ん
べ
い
の
歴
史
」
と
い
っ

た
業
界
記
念
誌
な
ど
、
そ
の
土
地
の

図
書
館
で
し
か
お
目
に
か
か
れ
な
い

冊
子
の
数
々
も
大
好
物
だ
。
地
元
住

人
に
よ
る
自
費
出
版
の
「
わ
が
人

生
」
的
な
本
も
あ
な
ど
れ
な
い
。
　

　
そ
れ
か
ら
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
数

十
年
分
も
土
地
の
変
遷
が
わ
か
り
そ

う
だ
。
こ
と
に
市
町
村
合
併
し
た
自

治
体
で
は
合
併
以
前
の
資
料
も
残
せ

れ
ば
よ
い
の
に
、
と
思
う
。

　
こ
う
し
た
貴
重
本
（
私
に
と
っ
て

は
）
の
数
々
を
机
に
積
み
上
げ
、
コ

ピ
ー
し
ま
く
る
。
も
う
至
福
の
ひ
と

と
き
だ
。
外
で
待
ち
わ
び
る
家
族
の

こ
と
も
忘
れ
て
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
も
う
ひ
と
つ
、
私
が
好
き
な
の
は

地
図
だ
。
江
戸
切
絵
図
に
村
地
図
、

明
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
比
較
図
、

歴
代
の
ゼ
ン
リ
ン

住
宅
地
図
。
古
い

「
町
内
会
地
図
」や

「
商
店
街
地
図
」を

発
見
し
た
日
に
は

狂
喜
乱
舞
だ
。

　
戦
火
を
免
れ
た

江
東
区
深
川
図
書

館
の
郷
土
資
料
室

で
は
、
貴
重
な
地

図
の
数
々
を
閲
覧

で
き
る
。
こ
こ
で

戦
後
の
築
地
市
場

内
の
店
舗
が
細
か

く
記
さ
れ
た
地
図

を
見
つ
け
て
、
コ

ピ
ー
を
該
当
す
る

知
り
合
い
の
店
に

進
呈
し
た
こ
と
が

あ
る
。
す
る
と
数

年
後
、
別
な
店
で

「
こ
れ
す
ご
い
で
す
よ
」
と
同
じ
地

図
が
出
て
来
た
。
よ
く
見
る
と
私
の

メ
モ
書
き
ま
で
コ
ピ
ー
、
苦
笑
し
た
。

ど
う
や
ら
市
場
内
で
回
覧
さ
れ
て
い

る
ら
し
い
。
古
い
地
図
は
当
人
た
ち

に
も
大
切
な
思
い
出
な
の
だ
。

「
人
の
生
活
を
記
録
す
る
」
テ
ー
マ

を
、
私
が
強
く
意
識
し
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
30
数
年
前
に
小
笠
原
母
島

の
民
宿
で
読
ん
だ
１
冊
の
薄
い
自
費

出
版
本
だ
っ
た
。
確
か
学
校
教
師
が

団
体
で
東
京
諸
島
を
巡
っ
た
紀
行
文

で
、
定
期
船
か
ら
上
陸
す
る
島
々
で

の
驚
き
や
感
想
が
さ
ら
っ
と
記
さ
れ

て
い
る
。
中
で
も
息
を
飲
ん
だ
の
が

硫
黄
島
だ
っ
た
。
戦
前
の
集
落
の
様

子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
今
で
は
一
般
人
が
上
陸
す
る
こ
と

す
ら
出
来
な
い
、
失
わ
れ
た
風
景
が

そ
こ
に
あ
っ
た
。

　
別
に
学
術
論
文
で
な
く
て
も
、
た

だ
見
た
事
実
を
記
せ
ば
後
世
の
人
に

役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
私

た
ち
の
仕
事
の
原
点
だ
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
さ
ら
に
日
本
交
通
公
社
旅
の
図
書

館
副
館
長
の
大
隅
一
志
さ
ん
と
の
何

気
な
い
会
話
の
ひ
と
言
に
、
背
中
を

押
さ
れ
た
。

「
巷
に
あ
ふ
れ
る
情
報
も
、
ウ
ェ
ブ

で
は
数
年
先
に
見
る
こ
と
も
出
来
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
も
紙
媒

体
な
ら
い
つ
ま
で
も
残
せ
ま
す
」。

　
出
版
不
況
と
い
わ
れ
て
も
可
能
な

限
り
印
刷
物
へ
の
執
筆
を
続
け
よ
う

と
心
に
誓
っ
た
。

　
だ
か
ら
図
書
館
も
、
未
来
人
の
た

め
に
「
昔
」
と
「
今
」
を
出
来
る
限

り
保
存
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
願

っ
て
い
る
。
い
っ
そ
市
民
と
一
緒
に

「
地
元
地
図
」
を
作
っ
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
。
図
書
館
だ
け
に
資
料

な
ら
山
ほ
ど
あ
る
わ
け
だ
し
。

　
全
国
津
々
浦
々
、
興
味
深
い
郷
土

資
料
を
見
つ
け
て
は
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ

て
ほ
し
い
！

「
二
度
目
の
旅
は

 

図
書
館
か
ら
」

愛
知
県
図
書
館
と

地
域
図
書
館
が
連
携
し
た

観
光
魅
力
の
発
信
と

旅
へ
の
誘
い

大好物は郷土資料

現
代
だ
け
じ
ゃ
な
く
百
年
後
の
人
の
た
め
に

「魅力対決！豊橋vs田原」の企画展示（2018年2月）
 写真提供：愛知県図書館

県内全市町村のパンフレットや地域情報誌が揃う
観光情報コーナー

事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり2
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な
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

人
が
来
る
の
で
、
い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

注
目
さ
れ
る

ま
ち
歩
き
と
図
書
館
の

親
和
性

嶋
田

　私
が
館
長
を
務
め
て
い
た
瀬
戸
内
市

民
図
書
館
に
は
「
も
み
わ
フ
レ
ン
ズ
」
と
い

う
友
の
会
が
あ
り
、
会
員
が
1
0
0
名
ほ
ど

い
ま
す
。
こ
の
会
員
と
図
書
館
の
市
民
協
働

事
業
と
し
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

地
域
の
お
宝
を
探
し
て
集
め
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
。

　集
め
た
お
宝
は
本
に
ま
と
め
た
り
、
ネ
ッ

ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
残
す

予
定
で
す
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
の

が
石
灯
籠
の
写
真
で
す
。
そ
の
マ
ッ
プ
を
作

っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
に
な
り
、
さ
ら
に

そ
の
石
灯
籠
が
い
つ
で
き
た
か
、
町
史
を
見

て
学
ぶ
と
い
う
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
ま
ち
歩
き
を
絡
め
る

な
ど
す
れ
ば
、
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
も
巻

き
込
め
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

猪
谷

　長
野
県
の
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

は
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
博
物
館
に
あ
っ
た
古

館
で
は
日
本
全
国
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

利
用
カ
ー
ド
が
作
れ
ま
す
。

　例
え
ば
雨
が
降
っ
て
観
光
が
で
き
な
い
時
、

東
京
か
ら
来
て
い
る
子
ど
も
が
図
書
館
で
本

を
借
り
て
夏
休
み
の
宿
題
を
し
て
、
東
京
か

ら
本
が
郵
送
返
却
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。ま
た
、周
囲
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
本
選
び
に
司
書
が
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
な
ど
、
面
白
い
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
滞
在
者
の
た
め
の

図
書
館
」
と
い
う
視
点
も
大
事
な
の
か
な
と
。

事
務
局

　群
馬
県
の
太
田
市
美
術
館
・
図
書

館
の
よ
う
に
、
近
年
は
図
書
館
と
他
の
文
化

施
設
を
複
合
す
る
動
き
も
各
地
で
見
ら
れ
ま

す
。

嶋
田

　近
年
は
複
合
施
設
で
は
な
く
融
合
施

設
と
い
う
考
え
方
で
整
備
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
お
り
、
福
島
県
の
須
賀
川
市
中
央

図
書
館
は
、
ゴ
ジ
ラ
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
生

ん
だ
円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
融
合
し
て

い
ま
す
ね
。

猪
谷

　1
階
に
は
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
の
ほ

か
、
バ
ル
タ
ン
星
人
な
ど
の
怪
獣
が
広
場
に

い
て
、
そ
れ
を
目
当
て
に
来
る
特
撮
フ
ァ
ン

も
多
い
よ
う
で
す
。
図
書
館
は
2
階
か
ら
4

階
を
メ
イ
ン
に
展
開
、
5
階
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
に

存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
構
造
で
、
ま
さ
に
融
合
施
設
だ
と

思
い
ま
す
。

事
務
局

　図
書
館
と
他
の
誘
客
施
設
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

猪
谷

　2
0
0
0
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

潟
県
の
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
は
じ
め
、
今
、
日

本
の
各
地
域
で
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん

で
、
公
立
美
術
館
が
会
場
と
な
る
例
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
が
単
独
で
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
行
う
の
は
難
し
い
で
す
が
、
歴

史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で
何
ら
か
の

役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　観
光
行
政
や
観
光
協
会
は
ス
ト
ッ

ク
が
苦
手
で
す
が
、
発
信
力
を
持
っ
て
お
り
、

図
書
館
に
は
情
報
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
。
協

力
し
て
互
い
の
得
意
分
野
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
可
能
性
は
広
が
り
そ
う
で
す
。

猪
谷

　2
0
0
5
年
に
東
京
の
谷
根
千
地
域

で
始
ま
っ
た
「
不
忍
ブ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
取
り
組
み
で
は
、
地
域
の
中
で
も
魅

力
的
な
書
店
や
古
書
店
、
書
店
巡
り
の
合
間

に
休
憩
で
き
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
載
せ
た
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　あ
わ
せ
て
彼
ら
が
始
め
た
の
が
「
一
箱
古

本
市
」
と
い
う
、
本
好
き
の
人
た
ち
が
段
ボ

ー
ル
一
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
売
る
と
い

う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
本

好
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
り
、
全
国
80

ケ
所
以
上
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
中
に
は
図
書
館
で
開
催
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　鎌
倉
に
は
「
ブ
ッ
ク
カ
ー
ニ
バ
ル
i
n
カ

マ
ク
ラ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
鎌
倉

市
図
書
館
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は

誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
で
す
が
、
図
書
館
に

来
な
い
人
と
は
接
点
が
な
か
な
か
持
て
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
こ
う
し
て
図
書
館
側
が

出
て
い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
今
お
話
し
し
た
よ
う

人
々
が
行
き
た
い
、
居
た
い
と
思
う
場
所
を

作
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
図
書
館
に
よ
る
情
報

提
供
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
も
、
大
き

な
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

猪
谷

　平
成
27
年
に
公
表
さ
れ
た
文
部
科
学

省
調
査
に
よ
る
と
、
公
共
施
設
で
一
番
使
わ

れ
て
い
る
の
が
図
書
館
だ
そ
う
で
す
。
美
術

館
や
博
物
館
に
比
べ
、
図
書
館
は
来
る
人
を

選
ば
な
い
で
す
よ
ね
。
学
校
や
会
社
、
家
庭

以
外
の
〝
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〞
と
し
て
の
役

割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
。
誰
で
も

無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
と

の
接
点
と
し
て
も
、
非
常
に
い
い
場
所
な
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

誘
客
施
設
や

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
の

融
合
で
広
が
る
可
能
性

事
務
局

　し
か
し
、
実
際
に
は
観
光
客
と
図

書
館
の
接
点
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状

で
す
よ
ね
。
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
や
、
ご
存
知
の
先
行
事
例
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

嶋
田

　一
つ
の
役
割
と
し
て
、
旅
行
先
で
の

休
息
場
所
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。
お

金
を
か
け
ず
に
休
憩
で
き
、
観
光
情
報
も
集

め
ら
れ
ま
す
か
ら
。

猪
谷

　旅
先
で
情
報
を
整
理
し
た
い
時
、
私

は
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
探
す
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
図
書
館
も
い
い
で
す
よ
ね
。
先
日
名

古
屋
に
旅
行
し
た
時
、
愛
知
県
内
の
観
光
情

報
を
求
め
て
本
屋
を
訪
ね
た
ら
、
京
都
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
し
か
な
く
て
（
笑
）
。
図
書
館

に
行
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　居
心
地
が
良
か
っ
た
り
歴
史
的
な
建
物
で

あ
っ
た
り
、
何
ら
か
の
付
加
価
値
が
あ
れ
ば
、

観
光
客
も
旅
先
で
図
書
館
を
訪
れ
る
の
で
は
。

例
え
ば
東
京
都
千
代
田
区
の
千
代
田
図
書
館

は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
て
、
神
保
町
の
美

味
し
い
カ
レ
ー
屋
な
ど
街
の
情
報
を
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
観
光
客
に
も
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。

嶋
田

　そ
う
い
う
観
点
で
は
、
図
書
館
も
観

光
客
に
便
利
な
場
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
け

る
な
ど
、
立
地
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。

猪
谷

　国
内
外
か
ら
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る

原
宿
に
は
、
竹
下
通
り
の
裏
に
渋
谷
区
立
中

央
図
書
館
が
あ
り
、
抜
群
の
立
地
で
す
。
そ

う
い
う
地
の
利
を
も
っ
と
活
用
し
て
も
い
い

の
で
は
。

　通
常
、
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
は
そ
の
自

治
体
及
び
近
隣
自
治
体
在
住
者
か
通
勤
・
通

学
者
し
か
作
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

沖
縄
の
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
図
書

指
定
者
管
理
制
度
の

導
入
が
日
本
の
図
書
館
の

転
換
期
に

事
務
局

　今
回
は
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る

連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
図
書
館
に
造
詣
の
深
い
お
二
人
に
お

話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
初
に
今
の
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
図

書
館
の
役
割
や
求
め
ら
れ
る
機
能
は
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
か
ら
振
り
返
っ
て
、
近
年
の

日
本
の
図
書
館
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

猪
谷

　『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』
と
い
う

書
籍
が
刊
行
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
た
2
0
0
3
年
に
図
書
館
は
一
つ
の

転
換
期
を
迎
え
た
と
思
い
ま
す
。
『
未
来
を

つ
く
る
図
書
館
』
は
、
最
近
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
公
開
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
で
も
課
題
解

決
型
や
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
型
の
図
書
館
が
出
て

き
ま
し
た
。

　次
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
が
、

2
0
1
3
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
武
雄
市
図
書
館
の
登
場
で
す
。

T
S
U
T
A
Y
A
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）

が
初
め
て
図
書
館
の
指
定
管
理
者
と
な
り
、

お
し
ゃ
れ
な
内
装
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
で
入
る
な
ど
、
大
変
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
市
の
人
口
が
5
万
人
規
模

な
の
に
対
し
て
、
初
年
度
の
来
館
者
数
が
92

万
人
と
い
う
の
は
非
常
に
異
例
で
、
視
察
も

含
め
て
市
外
か
ら
の
来
館
者
が
非
常
に
多
か

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　武
雄
市
で
は
宣
伝
効
果
の
試
算
を
20
億
円

と
発
表
し
ま
し
た
が
、
図
書
館
で
経
済
効
果

が
算
出
さ
れ
た
と
い
う
の
も
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。
図
書
館
と
し
て
は
評
価
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
か
ら
集

客
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ
た
訳

で
す
が
、
武
雄
市
図
書
館
か
ら
学
ん
だ
の
は

民
間
の
デ
ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、

の
方
に
「
塩
尻
ト
リ
ビ
ア
」
と
い
う
形
で
、

地
域
の
ミ
ニ
知
識
を
館
内
の
あ
ち
こ
ち
に
ち

り
ば
め
て
い
ま
す
。
図
書
館
な
ら
一
般
的
な

観
光
情
報
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
の
歴
史

や
文
化
、
地
理
的
な
情
報
も
幅
広
く
提
供
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　郷
土
史
家
は
研
究
の
た
め
に
、
遠
く
の
図

書
館
ま
で
資
料
を
求
め
て
わ
ざ
わ
ざ
行
く
こ

と
が
あ
る
わ
け
で
、
資
源
が
そ
の
図
書
館
に

し
か
な
い
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
図
書
館

に
行
く
こ
と
自
体
が
、
観
光
の
目
的
に
も
な

り
得
る
の
で
は
。

猪
谷

　観
光
の
情
報
っ
て
何
か
と
考
え
た
時
、

や
は
り
コ
ア
と
な
る
の
は
地
域
資
料
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
山
梨
県
甲
州
市
の
勝
沼
図
書

館
は
開
館
当
時
か
ら
地
域
の
名
産
品
で
あ
る

ブ
ド
ウ
と
ワ
イ
ン
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
海
外
雑
誌
や
学
会
誌
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
で
し
か
読
め
な
い
よ
う
な
地
元
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
雑
誌
の

切
り
抜
き
ま
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
は
地
元
住
民
向
け
で
あ
り
つ
つ
、
観

光
客
に
と
っ
て
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り
な
ど
に

役
立
ち
ま
す
。
実
際
、
観
光
客
が
地
元
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
訪
ね
る
と
「
自
分
た
ち
の
情
報

は
全
部
図
書
館
に
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
情
報
収
集
を
地

道
に
重
ね
て
い
れ
ば
、
観
光
客
へ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
も
自
然
と
で
き
る
の
で
は
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

事
務
局

　各
地
の
産
業
や
文
化
な
ど
の
情
報

が
集
約
さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ

が
可
視
化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
観
光
資
源

に
も
な
り
得
る
と
言
え
ま
す
ね
。

嶋
田

　最
近
、
よ
く
関
係
人
口
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
情
報
や
資
料
が

結
束
点
に
な
っ
て
、
地
域
の
人
と
外
の
人
を

つ
な
げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
つ
く
る
場

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　そ
う
な
る
と
、
図
書
館
の
情
報
を
い
か
に

可
視
化
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
図
書
館
員
と
し
て

の
矜
持
と
い
う
か
、
愛
し
て
い
る
地
域
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア

ン
シ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
集
め
た
情
報
を

図
書
館
と
し
て
ど
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
か
に
は
、
司
書
と
し
て
の
力
量
や
行
動
力

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　当
初
、
対
談
テ
ー
マ
と
し
て
図
書

館
を
観
光
に
ど
う
活
か
す
か
と
い
う
話
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
で
重
要
な
活
動
の

中
に
図
書
館
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
捉
え

た
時
に
、
観
光
が
そ
の
一
つ
の
役
割
に
な
る

の
か
な
と
。
地
域
文
化
の
一
部
に
図
書
館
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
自
然
な
方

向
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

猪
谷

　私
は
大
学
時
代
に
考
古
学
を
専
攻
し

て
い
ま
し
た
が
、
恩
師
か
ら
「
旅
に
行
っ
た

ら
ま
ず
そ
の
土
地
の
博
物
館
に
行
け
。
そ
の

土
地
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
か

ら
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
図
書
館

で
あ
っ
て
も
い
い
と
、
今
日
お
話
し
し
て
い

て
思
い
ま
し
た
。
観
光
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

旅
先
の
図
書
館
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
る
の
も
、
不
可
能
で
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
と
図
書
館
が

結
び
つ
く
た
め
の

構
造
的
な
課
題

事
務
局

　と
は
い
え
、
観
光
と
図
書
館
が
結

び
つ
く
に
は
、
地
方
行
政
に
お
け
る
構
造
的

な
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
。

嶋
田

　自
分
の
反
省
も
込
め
て
、
「
地
域
外

か
ら
来
る
方
へ
の
情
報
発
信
も
自
分
の
仕

事
」
と
い
う
思
い
が
図
書
館
側
に
な
く
、
そ

う
し
た
司
書
教
育
も
行
え
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
各
自
治
体
の
商
工
観
光
課
も
、
図

書
館
を
自
分
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
G
P
S
を
使
っ
て

そ
の
古
地
図
上
で
、
自
分
は
今
ど
こ
に
い
る

の
か
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
、
ス
マ
ホ
な

ど
の
端
末
で
使
用
し
ま
す
。

　こ
の
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
死
蔵
し
て

い
た
博
物
館
の
古
地
図
も
活
用
さ
れ
、
ま
ち

歩
き
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
資

料
と
人
を
つ
な
ぐ
た
め
の
こ
う
い
う
仕
掛
け

を
、
図
書
館
が
も
っ
と
つ
く
っ
て
い
っ
て
も

よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

事
務
局

　ま
ち
歩
き
と
は
今
の
観
光
の
ト
レ

ン
ド
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
情
報
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
図
書
館
と
は
確
か
に
す
ご
く
親
和

性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
は
「
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て

住
民
が
勉
強
し
、
例
え
ば
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
な
ど
市
内
の
あ
る
場
所
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
の
ペ
ー
ジ
に
加
筆
す
る
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。

　こ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
図
書
館
を
拠
点
と

し
て
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
よ
う
な
探
索
型
の

ま
ち
歩
き
を
観
光
客
と
町
の
人
が
一
緒
に
行

い
、
集
め
た
情
報
を
書
き
込
む
と
い
う
の
も

考
え
ら
れ
る
か
な
と
。
観
光
客
に
と
っ
て
は

「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
自
分
が
調
べ
て
書
い
た
」

と
い
う
旅
の
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
。

猪
谷

　最
近
は
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
S
N
S
に

も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
も
確
度
の
高
い
口
コ

ミ
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

し
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
図
書
館
も
集
め
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
と
も
感
じ
ま
す
。

嶋
田

　お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
紙
媒
体
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
図
書
館
で
も
以
前
よ

り
貸
し
出
し
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
、
観
光
の
ウ
ェ
ブ
情
報
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
検
索
す
る
と
同
じ
よ
う
な
情
報
が
検

索
の
上
位
に
き
て
、
な
か
な
か
地
元
な
ら
で

は
の
情
報
に
辿
り
着
け
ま
せ
ん
。
現
地
の
観

光
案
内
所
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
て

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
」
と
気
づ

い
て
も
、
予
定
が
詰
ま
っ
て
い
て
行
け
な
か

っ
た
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
旅
行
先
の
デ
ジ
タ

ル
観
光
情
報
を
出
発
前
に
ス
ム
ー
ズ
に
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
公
共
図
書
館
が
い
わ
ゆ
る

「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
」
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
も
一
つ
の
仕
事
に

な
る
の
か
な
と
。
例
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書

館
が
地
域
の
観
光
情
報

の
リ
ン
ク
集
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
全

国
に
発
信
す
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

図
書
館
と

観
光
を
結
ぶ

に
は
〜

地
域
情
報
の

発
信
拠
点

と
し
て
の

役
割

事
務
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　こ
う
し
て
お

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

図
書
館
と
観
光
に
は
数
多
く
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
両
者
を
結
び
つ

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
、
観
光
行
政
、
観
光
客
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
見
て
、
改
め
て
ご
意
見
を
い
た
だ

け
ま
す
か
。

嶋
田

　観
光
客
に
対
し
て
、
図
書
館
が
地
域

情
報
の
発
信
拠
点
に
な
る
と
い
う
発
想
は
今

ま
で
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
で
も
、
観
光
地

に
あ
る
図
書
館
な
ら
そ
う
い
う
取
り
組
み
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　例
え
ば
塩
尻
市
立
図
書
館
で
は
書
架
の
下

て
仕
事
を
進
め
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

猪
谷

　自
治
体
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、

横
断
的
な
部
署
を
作
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
取
材
し
て
い
た
岩
手
県
紫
波

町
は
そ
れ
ま
で
図
書
館
が
な
い
自
治
体
で
し

た
が
、
図
書
館
を
中
核
施
設
と
し
た
駅
前
町

有
地
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
民
間
と
一
緒

に
公
民
連
携
で
進
め
ま
し
た
。

　大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
町
の
中
で
も

担
当
課
が
い
く
つ
も
ま
た
が
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
横
串
で
刺
す
「
公
民
連
携
室
」
と
い
う

セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
、
住
宅
開
発
に
つ
い
て

は
事
業
の
メ
イ
ン
に
な
る
人
材
を
配
置
し
た

り
、
図
書
館
を
作
る
際
に
は
こ
の
公
民
連
携

室
で
司
書
を
雇
っ
た
り
し
な
が
ら
進
め
ま
し

た
。
公
民
連
携
室
に
色
々
な
部
署
の
担
当
者

を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
、
一
体
感
を

持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
だ
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
す
。

嶋
田

　城
崎
温
泉
の
あ
る
兵
庫
県
豊
岡
市
が

今
、
面
白
い
動
き
を
し
て
い
ま
す
。
劇
作
家

の
平
田
オ
リ
ザ
氏
が
市
の
芸
術
文
化
参
与
を

務
め
て
い
ま
す
が
、
平
田
氏
を
学
長
と
し
て
、

市
内
に
県
立
国
際
観
光
芸
術
専
門
職
大
学

（
仮
称
）
が
2
0
2
1
年
に
開
学
予
定
で
す
。

観
光
と
芸
術
に
特
化
し
た
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　も
と
も
と
豊
岡
市
で
は
舞
台
芸
術
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
で
あ

る
「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
、
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
集
め

た
り
、
舞
台
稽
古
を
市
民
に
見
せ
る
な
ど
、

芸
術
に
関
す
る
取
り
組
み
に
熱
心
で
す
。

　そ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
首
長
部
局
に
図

書
館
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

図
書
館
を
情
報
拠
点
に
し
た
い
と
い
う
市
長

の
考
え
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
観
光
と
図
書
館
と
い
う
対
談
テ
ー
マ
と
も

か
な
り
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
今
後
の

動
き
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を「
気
づ
く
、

見
つ
け
る
、創
る
」

こ
と
が
で
き
る
場
所
に

事
務
局

　あ
ら
た
め
て
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
最
後
に
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

猪
谷

　今
日
は
あ
ま
り
財
政
の
話
が
出
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
自
治
体
の
財
政
は

逼
迫
し
、
東
京
の
一
極
集
中
や
少
子
高
齢
化

で
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
口
を
爆
発
的
に
増
や
す
手
法
は
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
嶋
田

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
観
点
か
ら
図
書
館
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
り
、
大
き
な
役
割
を
担
え
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
土
地
の
魅
力
を
自
分

た
ち
で
引
き
出
し
つ
つ
、
発
信
す
る
拠
点
に

な
り
得
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
役
割

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　観
光
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
と

こ
ろ
に
し
か
な
い
も
の
に
光
を
あ
て
る
行
為

で
あ
り
、
住
民
た
ち
自
身
が
自
分
の
町
の
い

い
と
こ
ろ
に
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、
創
る
時

の
き
っ
か
け
と
な
る
の
が
観
光
と
い
う
文
化

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　平
田
オ
リ
ザ
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
地

域
に
は
「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
を
作
る
こ

と
を
支
え
る
の
が
図
書
館
の
仕
事
で
あ
る
な

ら
、
住
民
の
人
た
ち
が
「
気
づ
く
、
見
つ
け

る
、
創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
と
い
う
の
は

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
外
側
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
日
常
を
も
輝
か

せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
直
す
こ
と
が

図
書
館
な
ら
で
き
る
の
か
な
と
、
今
日
の
対

談
で
気
づ
け
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

事
務
局

　冒
頭
で
、
公
共
施
設
の
中
で
図
書

館
は
一
番
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
図
書
分
類
の
日
本
十
進
分
類
法

（
N
D
C
）
で
も
図
書
館
学
の
本
は
0
番
台

に
属
し
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
使
え
て
何
色

に
も
染
ま
っ
て
い
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
存
在
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
図
書
館
が
観
光
と
結
び
つ

く
可
能
性
も
大
き
い
と
、
改
め
て
示
唆
を
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
が
い
た
瀬
戸
内
市
は
図
書
館
が
新
し
く

つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
図
書
館

側
か
ら
か
な
り
積
極
的
に
い
ろ
ん
な
部
署
に

働
き
か
け
た
の
で
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
図
書
館
側
が
変
わ
れ

ば
、
ど
こ
で
も
同
じ
こ
と
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

猪
谷

　嶋
田
さ
ん
が
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
の

初
代
館
長
に
就
任
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
最
初

に
政
策
の
担
当
課
に
配
属
さ
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
が
、
図
書
館
づ
く
り
に
か
な
り
影

響
し
た
の
で
は
。

嶋
田

　確
か
に
こ
の
経
験
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。
市
が
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

館
長
を
全
国
公
募
し
て
私
が
就
任
し
た
の
で

す
が
、
市
長
の
考
え
で
1
年
目
に
総
合
政
策
部

の
政
策
調
整
課
と
い
う
企
画
部
門
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
図
書
館
担
当
参
事
と
い
う
こ
と
で

課
長
級
で
し
た
。
こ
の
部
署
は
い
ろ
い
ろ
な
部

署
と
や
り
と
り
し
て
い
て
、
財
政
課
や
総
務
課

な
ど
と
近
い
と
こ
ろ
で
図
書
館
に
つ
い
て
話
が

で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

猪
谷  

自
治
体
の
組
織
の
中
で
収
入
に
直
結

す
る
観
光
政
策
が
本
流
と
す
れ
ば
、
図
書
館

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
傍
流
で
す
。
基
本
的

に
教
育
委
員
会
部
局
が
管
轄
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
メ
イ
ン
は
学
校
教
育
な
の
で
、
図
書
館

は
さ
ら
に
そ
の
脇
に
位
置
す
る
形
で
、
な
か

な
か
行
政
の
中
枢
で
話
題
に
な
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
枢
の
方
た
ち
が

図
書
館
に
目
を
向
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
冒

頭
で
お
話
し
し
た
武
雄
市
図
書
館
の
イ
ン
パ

ク
ト
で
す
よ
ね
。

　今
年
、
第
9
次
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、
教
育
委
員
会
が
管
轄
す
る
図
書
館
な

ど
の
社
会
教
育
施
設
を
首
長
部
局
に
移
す
こ

と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

今
後
は
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
図
書
館
が
役
割

を
担
う
こ
と
が
増
え
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
文

部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
の
生
涯
学
習
分

科
会
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
博
物

館
や
美
術
館
、
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施

設
の
機
能
が
、
地
域
の
活
性
化
や
賑
わ
い
創

出
な
ど
、
教
育
文
化
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
つ
の
で
、
所
管
の
領
域
を

広
く
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
議

論
の
発
端
で
す
。

　た
だ
し
、
生
涯
学
習
分
科
会
で
は
政
治
的
な

中
立
性
の
担
保
、
事
業
の
継
続
性
が
懸
念
事
項

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
法
律
改
正
で

管
理
を
移
す
な
ど
大
き
な
動
き
が
あ
る
場
合

は
、
首
長
部
局
は
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
条
文
が
あ
り
ま
す

が
、
首
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
の
で
、
人
が
変

わ
れ
ば
方
針
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
教
育
委
員
会
は
合
議
制
で
、

議
論
、
調
整
の
仕
組
み
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の

で
、
社
会
教
育
施
設
を
手
放
す
の
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。

事
務
局

　首
長
部
局
に
移
し
た
方
が
、
よ
り

横
断
的
に
図
書
館
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
の
経
験
か
ら
、

教
育
委
員
会
部
局
で
も
十
分
に
ま
ち
づ
く
り

に
絡
む
図
書
館
経
営
は
で
き
て
い
た
と
言
う

自
負
が
あ
り
ま
す
。
首
長
部
局
に
移
し
た
自

治
体
で
も
、
例
え
ば
島
根
県
出
雲
市
の
よ
う

に
ま
た
元
の
教
育
委
員
会
の
所
管
に
戻
し
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
首
長
部
局
に
あ

れ
ば
、
企
画
や
財
政
部
門
と
も
頻
繁
に
意
見

交
換
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
距
離
感
は
一
つ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
す
ね
。

　あ
る
自
治
体
で
は
、
教
育
委
員
会
と
首
長

部
局
を
つ
な
ぐ
課
が
欲
し
い
と
い
う
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。
人
口
が
4
万
人
程
度
の
自
治

体
だ
っ
た
の
で
、
文
化
課
の
よ
う
な
も
の
が

な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
商
工
観
光
課
で
文
化

財
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
の

は
難
し
い
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ

り
、
文
化
財
を
単
に
保
護
す
る
だ
け
で
は
な

く
活
か
す
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
学
芸
員
を
、

教
育
委
員
会
か
ら
商
工
観
光
課
へ
異
動
さ
せ

観
光
と

図
書
館

連
携
と
活
用
の
可
能
性
を

あ
ら
た
め
て
考
え
る

嶋
田 

学 

奈
良
大
学 

文
学
部 

文
化
財
学
科 

教
授

猪
谷
千
香 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
/
作
家

　

奈
良
大
学
卒
。 
1
9
8
7
年
大
阪
府
豊
中
市
立
図

書
館
、1
9
9
8
年
滋
賀
県
旧
永
源
寺
町
図
書
館
準

備
室
、2
0
0
5
年
か
ら
東
近
江
市
立
図
書
館
で
の

勤
務
の
傍
ら
2
0
0
8
年
同
志
社
大
学
大
学
院
総

合
政
策
科
学
研
究
科
を
修
了（
政
策
科
学
修
士
）。 

2
0
0
9
年
同
大
学
政
策
学
部
嘱
託
講
師
の
兼
業

な
ど
を
経
て
、2
0
1
1
年
瀬
戸
内
市
の
新
図
書
館

開
設
準
備
室
長
。 

2
0
1
6
年
か
ら
瀬
戸
内
市
民
図

書
館
館
長
。 

2
0
1
9
年
か
ら
奈
良
大
学
文
学
部
文

化
財
学
科
教
授（
司
書
課
程
担
当
）。 

著
書
に『
図
書

館・ま
ち
育
て・デ
モ
ク
ラ
シ
ー
ー
瀬
戸
内
市
民
図
書

館
で
考
え
た
こ
と
ー
』（
青
弓
社
、2
0
1
9
年
）、『
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
概
論
』（
共
著
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

2
0
1
8
年
）、『「
図
書
館
の
め
ざ
す
も
の
」を
語
る
』

（
共
著
、日
本
図
書
館
協
会
、2
0
1
6
年
）な
ど
。

構
成
・
進
行
○

　
　
　
　
　
　
　

文
○

写
真
○

大
隅
一
志

吉
澤
清
良

　
　
　
　
　
　
　

井
上
理
江

村
岡
栄
治

対
談

明
治
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
考
古
学
専
修
修

了
。産
経
新
聞
文
化
部
記
者
、ニ
コ
ニ
コ
動
画
記
者
、

ハ
フ
ポ
ス
ト
日
本
版
記
者
な
ど
を
経
て
、現
在
は
弁

護
士
ド
ッ
ト
コ
ム
ニ
ュ
ー
ス
記
者
。 

全
国
の
公
共
図

書
館
や
地
方
自
治
に
つ
い
て
取
材
を
し
て
お
り
、著
書

に『
つ
な
が
る
図
書
館
〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
を
め
ざ

す
試
み
』（
筑
摩
書
房
、2
0
1
4
年
）、岩
手
県
紫
波

町
の
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
取
材
し
た

『
町
の
未
来
を
こ
の
手
で
つ
く
る
〜
紫
波
町
オ
ガ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』（
幻
冬
舎
、2
0
1
6
年
）が
あ
る
。 

ほ
か『
日
々
、き
も
の
に
割
烹
着
』（
筑
摩
書
房
、

2
0
1
0
年
）、『
そ
の
情
報
は
ど
こ
か
ら
?
〜
ネ
ッ

ト
時
代
の
情
報
選
別
力 

』（
筑
摩
書
房
、2
0
1
9

年
）な
ど
。

『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』

（
菅
谷
明
子
著
、岩
波
書
店
、2
0
0
3
年
）

3
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な
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

人
が
来
る
の
で
、
い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

注
目
さ
れ
る

ま
ち
歩
き
と
図
書
館
の

親
和
性

嶋
田

　私
が
館
長
を
務
め
て
い
た
瀬
戸
内
市

民
図
書
館
に
は
「
も
み
わ
フ
レ
ン
ズ
」
と
い

う
友
の
会
が
あ
り
、
会
員
が
1
0
0
名
ほ
ど

い
ま
す
。
こ
の
会
員
と
図
書
館
の
市
民
協
働

事
業
と
し
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

地
域
の
お
宝
を
探
し
て
集
め
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
。

　集
め
た
お
宝
は
本
に
ま
と
め
た
り
、
ネ
ッ

ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
残
す

予
定
で
す
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
の

が
石
灯
籠
の
写
真
で
す
。
そ
の
マ
ッ
プ
を
作

っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
に
な
り
、
さ
ら
に

そ
の
石
灯
籠
が
い
つ
で
き
た
か
、
町
史
を
見

て
学
ぶ
と
い
う
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
ま
ち
歩
き
を
絡
め
る

な
ど
す
れ
ば
、
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
も
巻

き
込
め
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

猪
谷

　長
野
県
の
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

は
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
博
物
館
に
あ
っ
た
古

館
で
は
日
本
全
国
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

利
用
カ
ー
ド
が
作
れ
ま
す
。

　例
え
ば
雨
が
降
っ
て
観
光
が
で
き
な
い
時
、

東
京
か
ら
来
て
い
る
子
ど
も
が
図
書
館
で
本

を
借
り
て
夏
休
み
の
宿
題
を
し
て
、
東
京
か

ら
本
が
郵
送
返
却
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。ま
た
、周
囲
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
本
選
び
に
司
書
が
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
な
ど
、
面
白
い
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
滞
在
者
の
た
め
の

図
書
館
」
と
い
う
視
点
も
大
事
な
の
か
な
と
。

事
務
局

　群
馬
県
の
太
田
市
美
術
館
・
図
書

館
の
よ
う
に
、
近
年
は
図
書
館
と
他
の
文
化

施
設
を
複
合
す
る
動
き
も
各
地
で
見
ら
れ
ま

す
。

嶋
田

　近
年
は
複
合
施
設
で
は
な
く
融
合
施

設
と
い
う
考
え
方
で
整
備
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
お
り
、
福
島
県
の
須
賀
川
市
中
央

図
書
館
は
、
ゴ
ジ
ラ
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
生

ん
だ
円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
融
合
し
て

い
ま
す
ね
。

猪
谷

　1
階
に
は
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
の
ほ

か
、
バ
ル
タ
ン
星
人
な
ど
の
怪
獣
が
広
場
に

い
て
、
そ
れ
を
目
当
て
に
来
る
特
撮
フ
ァ
ン

も
多
い
よ
う
で
す
。
図
書
館
は
2
階
か
ら
4

階
を
メ
イ
ン
に
展
開
、
5
階
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
に

存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
構
造
で
、
ま
さ
に
融
合
施
設
だ
と

思
い
ま
す
。

事
務
局

　図
書
館
と
他
の
誘
客
施
設
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

猪
谷

　2
0
0
0
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

潟
県
の
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
は
じ
め
、
今
、
日

本
の
各
地
域
で
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん

で
、
公
立
美
術
館
が
会
場
と
な
る
例
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
が
単
独
で
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
行
う
の
は
難
し
い
で
す
が
、
歴

史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で
何
ら
か
の

役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　観
光
行
政
や
観
光
協
会
は
ス
ト
ッ

ク
が
苦
手
で
す
が
、
発
信
力
を
持
っ
て
お
り
、

図
書
館
に
は
情
報
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
。
協

力
し
て
互
い
の
得
意
分
野
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
可
能
性
は
広
が
り
そ
う
で
す
。

猪
谷

　2
0
0
5
年
に
東
京
の
谷
根
千
地
域

で
始
ま
っ
た
「
不
忍
ブ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
取
り
組
み
で
は
、
地
域
の
中
で
も
魅

力
的
な
書
店
や
古
書
店
、
書
店
巡
り
の
合
間

に
休
憩
で
き
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
載
せ
た
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　あ
わ
せ
て
彼
ら
が
始
め
た
の
が
「
一
箱
古

本
市
」
と
い
う
、
本
好
き
の
人
た
ち
が
段
ボ

ー
ル
一
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
売
る
と
い

う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
本

好
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
り
、
全
国
80

ケ
所
以
上
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
中
に
は
図
書
館
で
開
催
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　鎌
倉
に
は
「
ブ
ッ
ク
カ
ー
ニ
バ
ル
i
n
カ

マ
ク
ラ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
鎌
倉

市
図
書
館
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は

誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
で
す
が
、
図
書
館
に

来
な
い
人
と
は
接
点
が
な
か
な
か
持
て
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
こ
う
し
て
図
書
館
側
が

出
て
い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
今
お
話
し
し
た
よ
う

人
々
が
行
き
た
い
、
居
た
い
と
思
う
場
所
を

作
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
図
書
館
に
よ
る
情
報

提
供
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
も
、
大
き

な
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

猪
谷

　平
成
27
年
に
公
表
さ
れ
た
文
部
科
学

省
調
査
に
よ
る
と
、
公
共
施
設
で
一
番
使
わ

れ
て
い
る
の
が
図
書
館
だ
そ
う
で
す
。
美
術

館
や
博
物
館
に
比
べ
、
図
書
館
は
来
る
人
を

選
ば
な
い
で
す
よ
ね
。
学
校
や
会
社
、
家
庭

以
外
の
〝
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〞
と
し
て
の
役

割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
。
誰
で
も

無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
と

の
接
点
と
し
て
も
、
非
常
に
い
い
場
所
な
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

誘
客
施
設
や

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
の

融
合
で
広
が
る
可
能
性

事
務
局

　し
か
し
、
実
際
に
は
観
光
客
と
図

書
館
の
接
点
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状

で
す
よ
ね
。
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
や
、
ご
存
知
の
先
行
事
例
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

嶋
田

　一
つ
の
役
割
と
し
て
、
旅
行
先
で
の

休
息
場
所
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。
お

金
を
か
け
ず
に
休
憩
で
き
、
観
光
情
報
も
集

め
ら
れ
ま
す
か
ら
。

猪
谷

　旅
先
で
情
報
を
整
理
し
た
い
時
、
私

は
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
探
す
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
図
書
館
も
い
い
で
す
よ
ね
。
先
日
名

古
屋
に
旅
行
し
た
時
、
愛
知
県
内
の
観
光
情

報
を
求
め
て
本
屋
を
訪
ね
た
ら
、
京
都
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
し
か
な
く
て
（
笑
）
。
図
書
館

に
行
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　居
心
地
が
良
か
っ
た
り
歴
史
的
な
建
物
で

あ
っ
た
り
、
何
ら
か
の
付
加
価
値
が
あ
れ
ば
、

観
光
客
も
旅
先
で
図
書
館
を
訪
れ
る
の
で
は
。

例
え
ば
東
京
都
千
代
田
区
の
千
代
田
図
書
館

は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
て
、
神
保
町
の
美

味
し
い
カ
レ
ー
屋
な
ど
街
の
情
報
を
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
観
光
客
に
も
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。

嶋
田

　そ
う
い
う
観
点
で
は
、
図
書
館
も
観

光
客
に
便
利
な
場
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
け

る
な
ど
、
立
地
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。

猪
谷

　国
内
外
か
ら
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る

原
宿
に
は
、
竹
下
通
り
の
裏
に
渋
谷
区
立
中

央
図
書
館
が
あ
り
、
抜
群
の
立
地
で
す
。
そ

う
い
う
地
の
利
を
も
っ
と
活
用
し
て
も
い
い

の
で
は
。

　通
常
、
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
は
そ
の
自

治
体
及
び
近
隣
自
治
体
在
住
者
か
通
勤
・
通

学
者
し
か
作
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

沖
縄
の
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
図
書

指
定
者
管
理
制
度
の

導
入
が
日
本
の
図
書
館
の

転
換
期
に

事
務
局

　今
回
は
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る

連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
図
書
館
に
造
詣
の
深
い
お
二
人
に
お

話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
初
に
今
の
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
図

書
館
の
役
割
や
求
め
ら
れ
る
機
能
は
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
か
ら
振
り
返
っ
て
、
近
年
の

日
本
の
図
書
館
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

猪
谷

　『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』
と
い
う

書
籍
が
刊
行
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
た
2
0
0
3
年
に
図
書
館
は
一
つ
の

転
換
期
を
迎
え
た
と
思
い
ま
す
。
『
未
来
を

つ
く
る
図
書
館
』
は
、
最
近
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
公
開
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
で
も
課
題
解

決
型
や
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
型
の
図
書
館
が
出
て

き
ま
し
た
。

　次
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
が
、

2
0
1
3
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
武
雄
市
図
書
館
の
登
場
で
す
。

T
S
U
T
A
Y
A
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）

が
初
め
て
図
書
館
の
指
定
管
理
者
と
な
り
、

お
し
ゃ
れ
な
内
装
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
で
入
る
な
ど
、
大
変
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
市
の
人
口
が
5
万
人
規
模

な
の
に
対
し
て
、
初
年
度
の
来
館
者
数
が
92

万
人
と
い
う
の
は
非
常
に
異
例
で
、
視
察
も

含
め
て
市
外
か
ら
の
来
館
者
が
非
常
に
多
か

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　武
雄
市
で
は
宣
伝
効
果
の
試
算
を
20
億
円

と
発
表
し
ま
し
た
が
、
図
書
館
で
経
済
効
果

が
算
出
さ
れ
た
と
い
う
の
も
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。
図
書
館
と
し
て
は
評
価
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
か
ら
集

客
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ
た
訳

で
す
が
、
武
雄
市
図
書
館
か
ら
学
ん
だ
の
は

民
間
の
デ
ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、

の
方
に
「
塩
尻
ト
リ
ビ
ア
」
と
い
う
形
で
、

地
域
の
ミ
ニ
知
識
を
館
内
の
あ
ち
こ
ち
に
ち

り
ば
め
て
い
ま
す
。
図
書
館
な
ら
一
般
的
な

観
光
情
報
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
の
歴
史

や
文
化
、
地
理
的
な
情
報
も
幅
広
く
提
供
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　郷
土
史
家
は
研
究
の
た
め
に
、
遠
く
の
図

書
館
ま
で
資
料
を
求
め
て
わ
ざ
わ
ざ
行
く
こ

と
が
あ
る
わ
け
で
、
資
源
が
そ
の
図
書
館
に

し
か
な
い
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
図
書
館

に
行
く
こ
と
自
体
が
、
観
光
の
目
的
に
も
な

り
得
る
の
で
は
。

猪
谷

　観
光
の
情
報
っ
て
何
か
と
考
え
た
時
、

や
は
り
コ
ア
と
な
る
の
は
地
域
資
料
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
山
梨
県
甲
州
市
の
勝
沼
図
書

館
は
開
館
当
時
か
ら
地
域
の
名
産
品
で
あ
る

ブ
ド
ウ
と
ワ
イ
ン
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
海
外
雑
誌
や
学
会
誌
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
で
し
か
読
め
な
い
よ
う
な
地
元
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
雑
誌
の

切
り
抜
き
ま
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
は
地
元
住
民
向
け
で
あ
り
つ
つ
、
観

光
客
に
と
っ
て
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り
な
ど
に

役
立
ち
ま
す
。
実
際
、
観
光
客
が
地
元
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
訪
ね
る
と
「
自
分
た
ち
の
情
報

は
全
部
図
書
館
に
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
情
報
収
集
を
地

道
に
重
ね
て
い
れ
ば
、
観
光
客
へ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
も
自
然
と
で
き
る
の
で
は
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

事
務
局

　各
地
の
産
業
や
文
化
な
ど
の
情
報

が
集
約
さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ

が
可
視
化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
観
光
資
源

に
も
な
り
得
る
と
言
え
ま
す
ね
。

嶋
田

　最
近
、
よ
く
関
係
人
口
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
情
報
や
資
料
が

結
束
点
に
な
っ
て
、
地
域
の
人
と
外
の
人
を

つ
な
げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
つ
く
る
場

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　そ
う
な
る
と
、
図
書
館
の
情
報
を
い
か
に

可
視
化
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
図
書
館
員
と
し
て

の
矜
持
と
い
う
か
、
愛
し
て
い
る
地
域
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア

ン
シ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
集
め
た
情
報
を

図
書
館
と
し
て
ど
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
か
に
は
、
司
書
と
し
て
の
力
量
や
行
動
力

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　当
初
、
対
談
テ
ー
マ
と
し
て
図
書

館
を
観
光
に
ど
う
活
か
す
か
と
い
う
話
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
で
重
要
な
活
動
の

中
に
図
書
館
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
捉
え

た
時
に
、
観
光
が
そ
の
一
つ
の
役
割
に
な
る

の
か
な
と
。
地
域
文
化
の
一
部
に
図
書
館
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
自
然
な
方

向
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

猪
谷

　私
は
大
学
時
代
に
考
古
学
を
専
攻
し

て
い
ま
し
た
が
、
恩
師
か
ら
「
旅
に
行
っ
た

ら
ま
ず
そ
の
土
地
の
博
物
館
に
行
け
。
そ
の

土
地
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
か

ら
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
図
書
館

で
あ
っ
て
も
い
い
と
、
今
日
お
話
し
し
て
い

て
思
い
ま
し
た
。
観
光
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

旅
先
の
図
書
館
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
る
の
も
、
不
可
能
で
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
と
図
書
館
が

結
び
つ
く
た
め
の

構
造
的
な
課
題

事
務
局

　と
は
い
え
、
観
光
と
図
書
館
が
結

び
つ
く
に
は
、
地
方
行
政
に
お
け
る
構
造
的

な
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
。

嶋
田

　自
分
の
反
省
も
込
め
て
、
「
地
域
外

か
ら
来
る
方
へ
の
情
報
発
信
も
自
分
の
仕

事
」
と
い
う
思
い
が
図
書
館
側
に
な
く
、
そ

う
し
た
司
書
教
育
も
行
え
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
各
自
治
体
の
商
工
観
光
課
も
、
図

書
館
を
自
分
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
G
P
S
を
使
っ
て

そ
の
古
地
図
上
で
、
自
分
は
今
ど
こ
に
い
る

の
か
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
、
ス
マ
ホ
な

ど
の
端
末
で
使
用
し
ま
す
。

　こ
の
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
死
蔵
し
て

い
た
博
物
館
の
古
地
図
も
活
用
さ
れ
、
ま
ち

歩
き
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
資

料
と
人
を
つ
な
ぐ
た
め
の
こ
う
い
う
仕
掛
け

を
、
図
書
館
が
も
っ
と
つ
く
っ
て
い
っ
て
も

よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

事
務
局

　ま
ち
歩
き
と
は
今
の
観
光
の
ト
レ

ン
ド
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
情
報
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
図
書
館
と
は
確
か
に
す
ご
く
親
和

性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
は
「
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て

住
民
が
勉
強
し
、
例
え
ば
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
な
ど
市
内
の
あ
る
場
所
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
の
ペ
ー
ジ
に
加
筆
す
る
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。

　こ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
図
書
館
を
拠
点
と

し
て
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
よ
う
な
探
索
型
の

ま
ち
歩
き
を
観
光
客
と
町
の
人
が
一
緒
に
行

い
、
集
め
た
情
報
を
書
き
込
む
と
い
う
の
も

考
え
ら
れ
る
か
な
と
。
観
光
客
に
と
っ
て
は

「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
自
分
が
調
べ
て
書
い
た
」

と
い
う
旅
の
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
。

猪
谷

　最
近
は
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
S
N
S
に

も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
も
確
度
の
高
い
口
コ

ミ
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

し
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
図
書
館
も
集
め
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
と
も
感
じ
ま
す
。

嶋
田

　お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
紙
媒
体
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
図
書
館
で
も
以
前
よ

り
貸
し
出
し
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
、
観
光
の
ウ
ェ
ブ
情
報
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
検
索
す
る
と
同
じ
よ
う
な
情
報
が
検

索
の
上
位
に
き
て
、
な
か
な
か
地
元
な
ら
で

は
の
情
報
に
辿
り
着
け
ま
せ
ん
。
現
地
の
観

光
案
内
所
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
て

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
」
と
気
づ

い
て
も
、
予
定
が
詰
ま
っ
て
い
て
行
け
な
か

っ
た
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
旅
行
先
の
デ
ジ
タ

ル
観
光
情
報
を
出
発
前
に
ス
ム
ー
ズ
に
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
公
共
図
書
館
が
い
わ
ゆ
る

「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
」
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
も
一
つ
の
仕
事
に

な
る
の
か
な
と
。
例
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書

館
が
地
域
の
観
光
情
報

の
リ
ン
ク
集
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
全

国
に
発
信
す
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

図
書
館
と

観
光
を
結
ぶ

に
は
〜

地
域
情
報
の

発
信
拠
点

と
し
て
の

役
割

事
務
局

　こ
う
し
て
お

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

図
書
館
と
観
光
に
は
数
多
く
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
両
者
を
結
び
つ

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
、
観
光
行
政
、
観
光
客
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
見
て
、
改
め
て
ご
意
見
を
い
た
だ

け
ま
す
か
。

嶋
田

　観
光
客
に
対
し
て
、
図
書
館
が
地
域

情
報
の
発
信
拠
点
に
な
る
と
い
う
発
想
は
今

ま
で
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
で
も
、
観
光
地

に
あ
る
図
書
館
な
ら
そ
う
い
う
取
り
組
み
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　例
え
ば
塩
尻
市
立
図
書
館
で
は
書
架
の
下

て
仕
事
を
進
め
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

猪
谷

　自
治
体
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、

横
断
的
な
部
署
を
作
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
取
材
し
て
い
た
岩
手
県
紫
波

町
は
そ
れ
ま
で
図
書
館
が
な
い
自
治
体
で
し

た
が
、
図
書
館
を
中
核
施
設
と
し
た
駅
前
町

有
地
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
民
間
と
一
緒

に
公
民
連
携
で
進
め
ま
し
た
。

　大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
町
の
中
で
も

担
当
課
が
い
く
つ
も
ま
た
が
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
横
串
で
刺
す
「
公
民
連
携
室
」
と
い
う

セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
、
住
宅
開
発
に
つ
い
て

は
事
業
の
メ
イ
ン
に
な
る
人
材
を
配
置
し
た

り
、
図
書
館
を
作
る
際
に
は
こ
の
公
民
連
携

室
で
司
書
を
雇
っ
た
り
し
な
が
ら
進
め
ま
し

た
。
公
民
連
携
室
に
色
々
な
部
署
の
担
当
者

を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
、
一
体
感
を

持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
だ
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
す
。

嶋
田

　城
崎
温
泉
の
あ
る
兵
庫
県
豊
岡
市
が

今
、
面
白
い
動
き
を
し
て
い
ま
す
。
劇
作
家

の
平
田
オ
リ
ザ
氏
が
市
の
芸
術
文
化
参
与
を

務
め
て
い
ま
す
が
、
平
田
氏
を
学
長
と
し
て
、

市
内
に
県
立
国
際
観
光
芸
術
専
門
職
大
学

（
仮
称
）
が
2
0
2
1
年
に
開
学
予
定
で
す
。

観
光
と
芸
術
に
特
化
し
た
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　も
と
も
と
豊
岡
市
で
は
舞
台
芸
術
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
で
あ

る
「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
、
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
集
め

た
り
、
舞
台
稽
古
を
市
民
に
見
せ
る
な
ど
、

芸
術
に
関
す
る
取
り
組
み
に
熱
心
で
す
。

　そ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
首
長
部
局
に
図

書
館
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

図
書
館
を
情
報
拠
点
に
し
た
い
と
い
う
市
長

の
考
え
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
観
光
と
図
書
館
と
い
う
対
談
テ
ー
マ
と
も

か
な
り
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
今
後
の

動
き
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を「
気
づ
く
、

見
つ
け
る
、創
る
」

こ
と
が
で
き
る
場
所
に

事
務
局

　あ
ら
た
め
て
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
最
後
に
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

猪
谷

　今
日
は
あ
ま
り
財
政
の
話
が
出
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
自
治
体
の
財
政
は

逼
迫
し
、
東
京
の
一
極
集
中
や
少
子
高
齢
化

で
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
口
を
爆
発
的
に
増
や
す
手
法
は
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
嶋
田

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
観
点
か
ら
図
書
館
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
り
、
大
き
な
役
割
を
担
え
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
土
地
の
魅
力
を
自
分

た
ち
で
引
き
出
し
つ
つ
、
発
信
す
る
拠
点
に

な
り
得
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
役
割

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　観
光
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
と

こ
ろ
に
し
か
な
い
も
の
に
光
を
あ
て
る
行
為

で
あ
り
、
住
民
た
ち
自
身
が
自
分
の
町
の
い

い
と
こ
ろ
に
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、
創
る
時

の
き
っ
か
け
と
な
る
の
が
観
光
と
い
う
文
化

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　平
田
オ
リ
ザ
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
地

域
に
は
「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
を
作
る
こ

と
を
支
え
る
の
が
図
書
館
の
仕
事
で
あ
る
な

ら
、
住
民
の
人
た
ち
が
「
気
づ
く
、
見
つ
け

る
、
創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
と
い
う
の
は

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
外
側
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
日
常
を
も
輝
か

せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
直
す
こ
と
が

図
書
館
な
ら
で
き
る
の
か
な
と
、
今
日
の
対

談
で
気
づ
け
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

事
務
局

　冒
頭
で
、
公
共
施
設
の
中
で
図
書

館
は
一
番
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
図
書
分
類
の
日
本
十
進
分
類
法

（
N
D
C
）
で
も
図
書
館
学
の
本
は
0
番
台

に
属
し
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
使
え
て
何
色

に
も
染
ま
っ
て
い
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
存
在
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
図
書
館
が
観
光
と
結
び
つ

く
可
能
性
も
大
き
い
と
、
改
め
て
示
唆
を
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
が
い
た
瀬
戸
内
市
は
図
書
館
が
新
し
く

つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
図
書
館

側
か
ら
か
な
り
積
極
的
に
い
ろ
ん
な
部
署
に

働
き
か
け
た
の
で
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
図
書
館
側
が
変
わ
れ

ば
、
ど
こ
で
も
同
じ
こ
と
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

猪
谷

　嶋
田
さ
ん
が
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
の

初
代
館
長
に
就
任
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
最
初

に
政
策
の
担
当
課
に
配
属
さ
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
が
、
図
書
館
づ
く
り
に
か
な
り
影

響
し
た
の
で
は
。

嶋
田

　確
か
に
こ
の
経
験
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。
市
が
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

館
長
を
全
国
公
募
し
て
私
が
就
任
し
た
の
で

す
が
、
市
長
の
考
え
で
1
年
目
に
総
合
政
策
部

の
政
策
調
整
課
と
い
う
企
画
部
門
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
図
書
館
担
当
参
事
と
い
う
こ
と
で

課
長
級
で
し
た
。
こ
の
部
署
は
い
ろ
い
ろ
な
部

署
と
や
り
と
り
し
て
い
て
、
財
政
課
や
総
務
課

な
ど
と
近
い
と
こ
ろ
で
図
書
館
に
つ
い
て
話
が

で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

猪
谷  

自
治
体
の
組
織
の
中
で
収
入
に
直
結

す
る
観
光
政
策
が
本
流
と
す
れ
ば
、
図
書
館

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
傍
流
で
す
。
基
本
的

に
教
育
委
員
会
部
局
が
管
轄
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
メ
イ
ン
は
学
校
教
育
な
の
で
、
図
書
館

は
さ
ら
に
そ
の
脇
に
位
置
す
る
形
で
、
な
か

な
か
行
政
の
中
枢
で
話
題
に
な
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
枢
の
方
た
ち
が

図
書
館
に
目
を
向
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
冒

頭
で
お
話
し
し
た
武
雄
市
図
書
館
の
イ
ン
パ

ク
ト
で
す
よ
ね
。

　今
年
、
第
9
次
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、
教
育
委
員
会
が
管
轄
す
る
図
書
館
な

ど
の
社
会
教
育
施
設
を
首
長
部
局
に
移
す
こ

と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

今
後
は
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
図
書
館
が
役
割

を
担
う
こ
と
が
増
え
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
文

部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
の
生
涯
学
習
分

科
会
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
博
物

館
や
美
術
館
、
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施

設
の
機
能
が
、
地
域
の
活
性
化
や
賑
わ
い
創

出
な
ど
、
教
育
文
化
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
つ
の
で
、
所
管
の
領
域
を

広
く
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
議

論
の
発
端
で
す
。

　た
だ
し
、
生
涯
学
習
分
科
会
で
は
政
治
的
な

中
立
性
の
担
保
、
事
業
の
継
続
性
が
懸
念
事
項

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
法
律
改
正
で

管
理
を
移
す
な
ど
大
き
な
動
き
が
あ
る
場
合

は
、
首
長
部
局
は
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
条
文
が
あ
り
ま
す

が
、
首
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
の
で
、
人
が
変

わ
れ
ば
方
針
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
教
育
委
員
会
は
合
議
制
で
、

議
論
、
調
整
の
仕
組
み
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の

で
、
社
会
教
育
施
設
を
手
放
す
の
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。

事
務
局

　首
長
部
局
に
移
し
た
方
が
、
よ
り

横
断
的
に
図
書
館
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
の
経
験
か
ら
、

教
育
委
員
会
部
局
で
も
十
分
に
ま
ち
づ
く
り

に
絡
む
図
書
館
経
営
は
で
き
て
い
た
と
言
う

自
負
が
あ
り
ま
す
。
首
長
部
局
に
移
し
た
自

治
体
で
も
、
例
え
ば
島
根
県
出
雲
市
の
よ
う

に
ま
た
元
の
教
育
委
員
会
の
所
管
に
戻
し
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
首
長
部
局
に
あ

れ
ば
、
企
画
や
財
政
部
門
と
も
頻
繁
に
意
見

交
換
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
距
離
感
は
一
つ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
す
ね
。

　あ
る
自
治
体
で
は
、
教
育
委
員
会
と
首
長

部
局
を
つ
な
ぐ
課
が
欲
し
い
と
い
う
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。
人
口
が
4
万
人
程
度
の
自
治

体
だ
っ
た
の
で
、
文
化
課
の
よ
う
な
も
の
が

な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
商
工
観
光
課
で
文
化

財
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
の

は
難
し
い
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ

り
、
文
化
財
を
単
に
保
護
す
る
だ
け
で
は
な

く
活
か
す
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
学
芸
員
を
、

教
育
委
員
会
か
ら
商
工
観
光
課
へ
異
動
さ
せ

観
光
と

図
書
館

連
携
と
活
用
の
可
能
性
を

あ
ら
た
め
て
考
え
る

嶋
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学 

奈
良
大
学 

文
学
部 

文
化
財
学
科 

教
授

猪
谷
千
香 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
/
作
家

　

奈
良
大
学
卒
。 

1
9
8
7
年
大
阪
府
豊
中
市
立
図

書
館
、1
9
9
8
年
滋
賀
県
旧
永
源
寺
町
図
書
館
準

備
室
、2
0
0
5
年
か
ら
東
近
江
市
立
図
書
館
で
の

勤
務
の
傍
ら
2
0
0
8
年
同
志
社
大
学
大
学
院
総

合
政
策
科
学
研
究
科
を
修
了（
政
策
科
学
修
士
）。 

2
0
0
9
年
同
大
学
政
策
学
部
嘱
託
講
師
の
兼
業

な
ど
を
経
て
、2
0
1
1
年
瀬
戸
内
市
の
新
図
書
館

開
設
準
備
室
長
。 

2
0
1
6
年
か
ら
瀬
戸
内
市
民
図

書
館
館
長
。 

2
0
1
9
年
か
ら
奈
良
大
学
文
学
部
文

化
財
学
科
教
授（
司
書
課
程
担
当
）。 

著
書
に『
図
書

館・ま
ち
育
て・デ
モ
ク
ラ
シ
ー
ー
瀬
戸
内
市
民
図
書

館
で
考
え
た
こ
と
ー
』（
青
弓
社
、2
0
1
9
年
）、『
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
概
論
』（
共
著
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

2
0
1
8
年
）、『「
図
書
館
の
め
ざ
す
も
の
」を
語
る
』

（
共
著
、日
本
図
書
館
協
会
、2
0
1
6
年
）な
ど
。

構
成
・
進
行
○

　
　
　
　
　
　
　

文
○

写
真
○

大
隅
一
志

吉
澤
清
良

　
　
　
　
　
　
　

井
上
理
江

村
岡
栄
治

対
談

明
治
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
考
古
学
専
修
修

了
。産
経
新
聞
文
化
部
記
者
、ニ
コ
ニ
コ
動
画
記
者
、

ハ
フ
ポ
ス
ト
日
本
版
記
者
な
ど
を
経
て
、現
在
は
弁

護
士
ド
ッ
ト
コ
ム
ニ
ュ
ー
ス
記
者
。 

全
国
の
公
共
図

書
館
や
地
方
自
治
に
つ
い
て
取
材
を
し
て
お
り
、著
書

に『
つ
な
が
る
図
書
館
〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
を
め
ざ

す
試
み
』（
筑
摩
書
房
、2
0
1
4
年
）、岩
手
県
紫
波

町
の
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
取
材
し
た

『
町
の
未
来
を
こ
の
手
で
つ
く
る
〜
紫
波
町
オ
ガ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』（
幻
冬
舎
、2
0
1
6
年
）が
あ
る
。 

ほ
か『
日
々
、き
も
の
に
割
烹
着
』（
筑
摩
書
房
、

2
0
1
0
年
）、『
そ
の
情
報
は
ど
こ
か
ら
?
〜
ネ
ッ

ト
時
代
の
情
報
選
別
力 

』（
筑
摩
書
房
、2
0
1
9

年
）な
ど
。

『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』

（
菅
谷
明
子
著
、岩
波
書
店
、2
0
0
3
年
）

3
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な
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

人
が
来
る
の
で
、
い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

注
目
さ
れ
る

ま
ち
歩
き
と
図
書
館
の

親
和
性

嶋
田

　私
が
館
長
を
務
め
て
い
た
瀬
戸
内
市

民
図
書
館
に
は
「
も
み
わ
フ
レ
ン
ズ
」
と
い

う
友
の
会
が
あ
り
、
会
員
が
1
0
0
名
ほ
ど

い
ま
す
。
こ
の
会
員
と
図
書
館
の
市
民
協
働

事
業
と
し
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

地
域
の
お
宝
を
探
し
て
集
め
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
。

　集
め
た
お
宝
は
本
に
ま
と
め
た
り
、
ネ
ッ

ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
残
す

予
定
で
す
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
の

が
石
灯
籠
の
写
真
で
す
。
そ
の
マ
ッ
プ
を
作

っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
に
な
り
、
さ
ら
に

そ
の
石
灯
籠
が
い
つ
で
き
た
か
、
町
史
を
見

て
学
ぶ
と
い
う
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
ま
ち
歩
き
を
絡
め
る

な
ど
す
れ
ば
、
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
も
巻

き
込
め
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

猪
谷

　長
野
県
の
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

は
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
博
物
館
に
あ
っ
た
古

館
で
は
日
本
全
国
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

利
用
カ
ー
ド
が
作
れ
ま
す
。

　例
え
ば
雨
が
降
っ
て
観
光
が
で
き
な
い
時
、

東
京
か
ら
来
て
い
る
子
ど
も
が
図
書
館
で
本

を
借
り
て
夏
休
み
の
宿
題
を
し
て
、
東
京
か

ら
本
が
郵
送
返
却
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。ま
た
、周
囲
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
本
選
び
に
司
書
が
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
な
ど
、
面
白
い
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
滞
在
者
の
た
め
の

図
書
館
」
と
い
う
視
点
も
大
事
な
の
か
な
と
。

事
務
局

　群
馬
県
の
太
田
市
美
術
館
・
図
書

館
の
よ
う
に
、
近
年
は
図
書
館
と
他
の
文
化

施
設
を
複
合
す
る
動
き
も
各
地
で
見
ら
れ
ま

す
。

嶋
田

　近
年
は
複
合
施
設
で
は
な
く
融
合
施

設
と
い
う
考
え
方
で
整
備
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
お
り
、
福
島
県
の
須
賀
川
市
中
央

図
書
館
は
、
ゴ
ジ
ラ
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
生

ん
だ
円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
融
合
し
て

い
ま
す
ね
。

猪
谷

　1
階
に
は
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
の
ほ

か
、
バ
ル
タ
ン
星
人
な
ど
の
怪
獣
が
広
場
に

い
て
、
そ
れ
を
目
当
て
に
来
る
特
撮
フ
ァ
ン

も
多
い
よ
う
で
す
。
図
書
館
は
2
階
か
ら
4

階
を
メ
イ
ン
に
展
開
、
5
階
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
に

存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
構
造
で
、
ま
さ
に
融
合
施
設
だ
と

思
い
ま
す
。

事
務
局

　図
書
館
と
他
の
誘
客
施
設
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

猪
谷

　2
0
0
0
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

潟
県
の
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
は
じ
め
、
今
、
日

本
の
各
地
域
で
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん

で
、
公
立
美
術
館
が
会
場
と
な
る
例
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
が
単
独
で
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
行
う
の
は
難
し
い
で
す
が
、
歴

史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で
何
ら
か
の

役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　観
光
行
政
や
観
光
協
会
は
ス
ト
ッ

ク
が
苦
手
で
す
が
、
発
信
力
を
持
っ
て
お
り
、

図
書
館
に
は
情
報
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
。
協

力
し
て
互
い
の
得
意
分
野
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
可
能
性
は
広
が
り
そ
う
で
す
。

猪
谷

　2
0
0
5
年
に
東
京
の
谷
根
千
地
域

で
始
ま
っ
た
「
不
忍
ブ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
取
り
組
み
で
は
、
地
域
の
中
で
も
魅

力
的
な
書
店
や
古
書
店
、
書
店
巡
り
の
合
間

に
休
憩
で
き
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
載
せ
た
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　あ
わ
せ
て
彼
ら
が
始
め
た
の
が
「
一
箱
古

本
市
」
と
い
う
、
本
好
き
の
人
た
ち
が
段
ボ

ー
ル
一
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
売
る
と
い

う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
本

好
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
り
、
全
国
80

ケ
所
以
上
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
中
に
は
図
書
館
で
開
催
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　鎌
倉
に
は
「
ブ
ッ
ク
カ
ー
ニ
バ
ル
i
n
カ

マ
ク
ラ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
鎌
倉

市
図
書
館
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は

誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
で
す
が
、
図
書
館
に

来
な
い
人
と
は
接
点
が
な
か
な
か
持
て
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
こ
う
し
て
図
書
館
側
が

出
て
い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
今
お
話
し
し
た
よ
う

人
々
が
行
き
た
い
、
居
た
い
と
思
う
場
所
を

作
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
図
書
館
に
よ
る
情
報

提
供
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
も
、
大
き

な
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

猪
谷

　平
成
27
年
に
公
表
さ
れ
た
文
部
科
学

省
調
査
に
よ
る
と
、
公
共
施
設
で
一
番
使
わ

れ
て
い
る
の
が
図
書
館
だ
そ
う
で
す
。
美
術

館
や
博
物
館
に
比
べ
、
図
書
館
は
来
る
人
を

選
ば
な
い
で
す
よ
ね
。
学
校
や
会
社
、
家
庭

以
外
の
〝
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〞
と
し
て
の
役

割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
。
誰
で
も

無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
と

の
接
点
と
し
て
も
、
非
常
に
い
い
場
所
な
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

誘
客
施
設
や

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
の

融
合
で
広
が
る
可
能
性

事
務
局

　し
か
し
、
実
際
に
は
観
光
客
と
図

書
館
の
接
点
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状

で
す
よ
ね
。
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
や
、
ご
存
知
の
先
行
事
例
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

嶋
田

　一
つ
の
役
割
と
し
て
、
旅
行
先
で
の

休
息
場
所
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。
お

金
を
か
け
ず
に
休
憩
で
き
、
観
光
情
報
も
集

め
ら
れ
ま
す
か
ら
。

猪
谷

　旅
先
で
情
報
を
整
理
し
た
い
時
、
私

は
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
探
す
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
図
書
館
も
い
い
で
す
よ
ね
。
先
日
名

古
屋
に
旅
行
し
た
時
、
愛
知
県
内
の
観
光
情

報
を
求
め
て
本
屋
を
訪
ね
た
ら
、
京
都
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
し
か
な
く
て
（
笑
）
。
図
書
館

に
行
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　居
心
地
が
良
か
っ
た
り
歴
史
的
な
建
物
で

あ
っ
た
り
、
何
ら
か
の
付
加
価
値
が
あ
れ
ば
、

観
光
客
も
旅
先
で
図
書
館
を
訪
れ
る
の
で
は
。

例
え
ば
東
京
都
千
代
田
区
の
千
代
田
図
書
館

は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
て
、
神
保
町
の
美

味
し
い
カ
レ
ー
屋
な
ど
街
の
情
報
を
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
観
光
客
に
も
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。

嶋
田

　そ
う
い
う
観
点
で
は
、
図
書
館
も
観

光
客
に
便
利
な
場
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
け

る
な
ど
、
立
地
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。

猪
谷

　国
内
外
か
ら
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る

原
宿
に
は
、
竹
下
通
り
の
裏
に
渋
谷
区
立
中

央
図
書
館
が
あ
り
、
抜
群
の
立
地
で
す
。
そ

う
い
う
地
の
利
を
も
っ
と
活
用
し
て
も
い
い

の
で
は
。

　通
常
、
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
は
そ
の
自

治
体
及
び
近
隣
自
治
体
在
住
者
か
通
勤
・
通

学
者
し
か
作
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

沖
縄
の
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
図
書

指
定
者
管
理
制
度
の

導
入
が
日
本
の
図
書
館
の

転
換
期
に

事
務
局

　今
回
は
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る

連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
図
書
館
に
造
詣
の
深
い
お
二
人
に
お

話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
初
に
今
の
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
図

書
館
の
役
割
や
求
め
ら
れ
る
機
能
は
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
か
ら
振
り
返
っ
て
、
近
年
の

日
本
の
図
書
館
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

猪
谷

　『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』
と
い
う

書
籍
が
刊
行
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
た
2
0
0
3
年
に
図
書
館
は
一
つ
の

転
換
期
を
迎
え
た
と
思
い
ま
す
。
『
未
来
を

つ
く
る
図
書
館
』
は
、
最
近
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
公
開
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
で
も
課
題
解

決
型
や
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
型
の
図
書
館
が
出
て

き
ま
し
た
。

　次
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
が
、

2
0
1
3
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
武
雄
市
図
書
館
の
登
場
で
す
。

T
S
U
T
A
Y
A
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）

が
初
め
て
図
書
館
の
指
定
管
理
者
と
な
り
、

お
し
ゃ
れ
な
内
装
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
で
入
る
な
ど
、
大
変
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
市
の
人
口
が
5
万
人
規
模

な
の
に
対
し
て
、
初
年
度
の
来
館
者
数
が
92

万
人
と
い
う
の
は
非
常
に
異
例
で
、
視
察
も

含
め
て
市
外
か
ら
の
来
館
者
が
非
常
に
多
か

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　武
雄
市
で
は
宣
伝
効
果
の
試
算
を
20
億
円

と
発
表
し
ま
し
た
が
、
図
書
館
で
経
済
効
果

が
算
出
さ
れ
た
と
い
う
の
も
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。
図
書
館
と
し
て
は
評
価
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
か
ら
集

客
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ
た
訳

で
す
が
、
武
雄
市
図
書
館
か
ら
学
ん
だ
の
は

民
間
の
デ
ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、

の
方
に
「
塩
尻
ト
リ
ビ
ア
」
と
い
う
形
で
、

地
域
の
ミ
ニ
知
識
を
館
内
の
あ
ち
こ
ち
に
ち

り
ば
め
て
い
ま
す
。
図
書
館
な
ら
一
般
的
な

観
光
情
報
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
の
歴
史

や
文
化
、
地
理
的
な
情
報
も
幅
広
く
提
供
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　郷
土
史
家
は
研
究
の
た
め
に
、
遠
く
の
図

書
館
ま
で
資
料
を
求
め
て
わ
ざ
わ
ざ
行
く
こ

と
が
あ
る
わ
け
で
、
資
源
が
そ
の
図
書
館
に

し
か
な
い
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
図
書
館

に
行
く
こ
と
自
体
が
、
観
光
の
目
的
に
も
な

り
得
る
の
で
は
。

猪
谷

　観
光
の
情
報
っ
て
何
か
と
考
え
た
時
、

や
は
り
コ
ア
と
な
る
の
は
地
域
資
料
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
山
梨
県
甲
州
市
の
勝
沼
図
書

館
は
開
館
当
時
か
ら
地
域
の
名
産
品
で
あ
る

ブ
ド
ウ
と
ワ
イ
ン
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
海
外
雑
誌
や
学
会
誌
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
で
し
か
読
め
な
い
よ
う
な
地
元
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
雑
誌
の

切
り
抜
き
ま
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
は
地
元
住
民
向
け
で
あ
り
つ
つ
、
観

光
客
に
と
っ
て
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り
な
ど
に

役
立
ち
ま
す
。
実
際
、
観
光
客
が
地
元
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
訪
ね
る
と
「
自
分
た
ち
の
情
報

は
全
部
図
書
館
に
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
情
報
収
集
を
地

道
に
重
ね
て
い
れ
ば
、
観
光
客
へ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
も
自
然
と
で
き
る
の
で
は
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

事
務
局

　各
地
の
産
業
や
文
化
な
ど
の
情
報

が
集
約
さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ

が
可
視
化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
観
光
資
源

に
も
な
り
得
る
と
言
え
ま
す
ね
。

嶋
田

　最
近
、
よ
く
関
係
人
口
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
情
報
や
資
料
が

結
束
点
に
な
っ
て
、
地
域
の
人
と
外
の
人
を

つ
な
げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
つ
く
る
場

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　そ
う
な
る
と
、
図
書
館
の
情
報
を
い
か
に

可
視
化
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
図
書
館
員
と
し
て

の
矜
持
と
い
う
か
、
愛
し
て
い
る
地
域
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア

ン
シ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
集
め
た
情
報
を

図
書
館
と
し
て
ど
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
か
に
は
、
司
書
と
し
て
の
力
量
や
行
動
力

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　当
初
、
対
談
テ
ー
マ
と
し
て
図
書

館
を
観
光
に
ど
う
活
か
す
か
と
い
う
話
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
で
重
要
な
活
動
の

中
に
図
書
館
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
捉
え

た
時
に
、
観
光
が
そ
の
一
つ
の
役
割
に
な
る

の
か
な
と
。
地
域
文
化
の
一
部
に
図
書
館
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
自
然
な
方

向
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

猪
谷

　私
は
大
学
時
代
に
考
古
学
を
専
攻
し

て
い
ま
し
た
が
、
恩
師
か
ら
「
旅
に
行
っ
た

ら
ま
ず
そ
の
土
地
の
博
物
館
に
行
け
。
そ
の

土
地
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
か

ら
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
図
書
館

で
あ
っ
て
も
い
い
と
、
今
日
お
話
し
し
て
い

て
思
い
ま
し
た
。
観
光
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

旅
先
の
図
書
館
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
る
の
も
、
不
可
能
で
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
と
図
書
館
が

結
び
つ
く
た
め
の

構
造
的
な
課
題

事
務
局

　と
は
い
え
、
観
光
と
図
書
館
が
結

び
つ
く
に
は
、
地
方
行
政
に
お
け
る
構
造
的

な
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
。

嶋
田

　自
分
の
反
省
も
込
め
て
、
「
地
域
外

か
ら
来
る
方
へ
の
情
報
発
信
も
自
分
の
仕

事
」
と
い
う
思
い
が
図
書
館
側
に
な
く
、
そ

う
し
た
司
書
教
育
も
行
え
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
各
自
治
体
の
商
工
観
光
課
も
、
図

書
館
を
自
分
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
G
P
S
を
使
っ
て

そ
の
古
地
図
上
で
、
自
分
は
今
ど
こ
に
い
る

の
か
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
、
ス
マ
ホ
な

ど
の
端
末
で
使
用
し
ま
す
。

　こ
の
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
死
蔵
し
て

い
た
博
物
館
の
古
地
図
も
活
用
さ
れ
、
ま
ち

歩
き
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
資

料
と
人
を
つ
な
ぐ
た
め
の
こ
う
い
う
仕
掛
け

を
、
図
書
館
が
も
っ
と
つ
く
っ
て
い
っ
て
も

よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

事
務
局

　ま
ち
歩
き
と
は
今
の
観
光
の
ト
レ

ン
ド
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
情
報
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
図
書
館
と
は
確
か
に
す
ご
く
親
和

性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
は
「
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て

住
民
が
勉
強
し
、
例
え
ば
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
な
ど
市
内
の
あ
る
場
所
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
の
ペ
ー
ジ
に
加
筆
す
る
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。

　こ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
図
書
館
を
拠
点
と

し
て
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
よ
う
な
探
索
型
の

ま
ち
歩
き
を
観
光
客
と
町
の
人
が
一
緒
に
行

い
、
集
め
た
情
報
を
書
き
込
む
と
い
う
の
も

考
え
ら
れ
る
か
な
と
。
観
光
客
に
と
っ
て
は

「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
自
分
が
調
べ
て
書
い
た
」

と
い
う
旅
の
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
。

猪
谷

　最
近
は
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
S
N
S
に

も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
も
確
度
の
高
い
口
コ

ミ
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

し
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
図
書
館
も
集
め
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
と
も
感
じ
ま
す
。

嶋
田

　お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
紙
媒
体
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
図
書
館
で
も
以
前
よ

り
貸
し
出
し
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
、
観
光
の
ウ
ェ
ブ
情
報
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
検
索
す
る
と
同
じ
よ
う
な
情
報
が
検

索
の
上
位
に
き
て
、
な
か
な
か
地
元
な
ら
で

は
の
情
報
に
辿
り
着
け
ま
せ
ん
。
現
地
の
観

光
案
内
所
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
て

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
」
と
気
づ

い
て
も
、
予
定
が
詰
ま
っ
て
い
て
行
け
な
か

っ
た
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
旅
行
先
の
デ
ジ
タ

ル
観
光
情
報
を
出
発
前
に
ス
ム
ー
ズ
に
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
公
共
図
書
館
が
い
わ
ゆ
る

「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
」
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
も
一
つ
の
仕
事
に

な
る
の
か
な
と
。
例
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書

館
が
地
域
の
観
光
情
報

の
リ
ン
ク
集
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
全

国
に
発
信
す
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

図
書
館
と

観
光
を
結
ぶ

に
は
〜

地
域
情
報
の

発
信
拠
点

と
し
て
の

役
割

事
務
局

　こ
う
し
て
お

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

図
書
館
と
観
光
に
は
数
多
く
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
両
者
を
結
び
つ

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
、
観
光
行
政
、
観
光
客
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
見
て
、
改
め
て
ご
意
見
を
い
た
だ

け
ま
す
か
。

嶋
田

　観
光
客
に
対
し
て
、
図
書
館
が
地
域

情
報
の
発
信
拠
点
に
な
る
と
い
う
発
想
は
今

ま
で
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
で
も
、
観
光
地

に
あ
る
図
書
館
な
ら
そ
う
い
う
取
り
組
み
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　例
え
ば
塩
尻
市
立
図
書
館
で
は
書
架
の
下

て
仕
事
を
進
め
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

猪
谷

　自
治
体
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、

横
断
的
な
部
署
を
作
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
取
材
し
て
い
た
岩
手
県
紫
波

町
は
そ
れ
ま
で
図
書
館
が
な
い
自
治
体
で
し

た
が
、
図
書
館
を
中
核
施
設
と
し
た
駅
前
町

有
地
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
民
間
と
一
緒

に
公
民
連
携
で
進
め
ま
し
た
。

　大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
町
の
中
で
も

担
当
課
が
い
く
つ
も
ま
た
が
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
横
串
で
刺
す
「
公
民
連
携
室
」
と
い
う

セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
、
住
宅
開
発
に
つ
い
て

は
事
業
の
メ
イ
ン
に
な
る
人
材
を
配
置
し
た

り
、
図
書
館
を
作
る
際
に
は
こ
の
公
民
連
携

室
で
司
書
を
雇
っ
た
り
し
な
が
ら
進
め
ま
し

た
。
公
民
連
携
室
に
色
々
な
部
署
の
担
当
者

を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
、
一
体
感
を

持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
だ
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
す
。

嶋
田

　城
崎
温
泉
の
あ
る
兵
庫
県
豊
岡
市
が

今
、
面
白
い
動
き
を
し
て
い
ま
す
。
劇
作
家

の
平
田
オ
リ
ザ
氏
が
市
の
芸
術
文
化
参
与
を

務
め
て
い
ま
す
が
、
平
田
氏
を
学
長
と
し
て
、

市
内
に
県
立
国
際
観
光
芸
術
専
門
職
大
学

（
仮
称
）
が
2
0
2
1
年
に
開
学
予
定
で
す
。

観
光
と
芸
術
に
特
化
し
た
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　も
と
も
と
豊
岡
市
で
は
舞
台
芸
術
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
で
あ

る
「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
、
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
集
め

た
り
、
舞
台
稽
古
を
市
民
に
見
せ
る
な
ど
、

芸
術
に
関
す
る
取
り
組
み
に
熱
心
で
す
。

　そ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
首
長
部
局
に
図

書
館
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

図
書
館
を
情
報
拠
点
に
し
た
い
と
い
う
市
長

の
考
え
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
観
光
と
図
書
館
と
い
う
対
談
テ
ー
マ
と
も

か
な
り
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
今
後
の

動
き
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を「
気
づ
く
、

見
つ
け
る
、創
る
」

こ
と
が
で
き
る
場
所
に

事
務
局

　あ
ら
た
め
て
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
最
後
に
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

猪
谷

　今
日
は
あ
ま
り
財
政
の
話
が
出
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
自
治
体
の
財
政
は

逼
迫
し
、
東
京
の
一
極
集
中
や
少
子
高
齢
化

で
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
口
を
爆
発
的
に
増
や
す
手
法
は
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
嶋
田

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
観
点
か
ら
図
書
館
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
り
、
大
き
な
役
割
を
担
え
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
土
地
の
魅
力
を
自
分

た
ち
で
引
き
出
し
つ
つ
、
発
信
す
る
拠
点
に

な
り
得
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
役
割

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　観
光
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
と

こ
ろ
に
し
か
な
い
も
の
に
光
を
あ
て
る
行
為

で
あ
り
、
住
民
た
ち
自
身
が
自
分
の
町
の
い

い
と
こ
ろ
に
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、
創
る
時

の
き
っ
か
け
と
な
る
の
が
観
光
と
い
う
文
化

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　平
田
オ
リ
ザ
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
地

域
に
は
「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
を
作
る
こ

と
を
支
え
る
の
が
図
書
館
の
仕
事
で
あ
る
な

ら
、
住
民
の
人
た
ち
が
「
気
づ
く
、
見
つ
け

る
、
創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
と
い
う
の
は

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
外
側
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
日
常
を
も
輝
か

せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
直
す
こ
と
が

図
書
館
な
ら
で
き
る
の
か
な
と
、
今
日
の
対

談
で
気
づ
け
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

事
務
局

　冒
頭
で
、
公
共
施
設
の
中
で
図
書

館
は
一
番
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
図
書
分
類
の
日
本
十
進
分
類
法

（
N
D
C
）
で
も
図
書
館
学
の
本
は
0
番
台

に
属
し
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
使
え
て
何
色

に
も
染
ま
っ
て
い
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
存
在
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
図
書
館
が
観
光
と
結
び
つ

く
可
能
性
も
大
き
い
と
、
改
め
て
示
唆
を
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
が
い
た
瀬
戸
内
市
は
図
書
館
が
新
し
く

つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
図
書
館

側
か
ら
か
な
り
積
極
的
に
い
ろ
ん
な
部
署
に

働
き
か
け
た
の
で
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
図
書
館
側
が
変
わ
れ

ば
、
ど
こ
で
も
同
じ
こ
と
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

猪
谷

　嶋
田
さ
ん
が
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
の

初
代
館
長
に
就
任
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
最
初

に
政
策
の
担
当
課
に
配
属
さ
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
が
、
図
書
館
づ
く
り
に
か
な
り
影

響
し
た
の
で
は
。

嶋
田

　確
か
に
こ
の
経
験
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。
市
が
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

館
長
を
全
国
公
募
し
て
私
が
就
任
し
た
の
で

す
が
、
市
長
の
考
え
で
1
年
目
に
総
合
政
策
部

の
政
策
調
整
課
と
い
う
企
画
部
門
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
図
書
館
担
当
参
事
と
い
う
こ
と
で

課
長
級
で
し
た
。
こ
の
部
署
は
い
ろ
い
ろ
な
部

署
と
や
り
と
り
し
て
い
て
、
財
政
課
や
総
務
課

な
ど
と
近
い
と
こ
ろ
で
図
書
館
に
つ
い
て
話
が

で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

猪
谷  

自
治
体
の
組
織
の
中
で
収
入
に
直
結

す
る
観
光
政
策
が
本
流
と
す
れ
ば
、
図
書
館

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
傍
流
で
す
。
基
本
的

に
教
育
委
員
会
部
局
が
管
轄
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
メ
イ
ン
は
学
校
教
育
な
の
で
、
図
書
館

は
さ
ら
に
そ
の
脇
に
位
置
す
る
形
で
、
な
か

な
か
行
政
の
中
枢
で
話
題
に
な
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
枢
の
方
た
ち
が

図
書
館
に
目
を
向
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
冒

頭
で
お
話
し
し
た
武
雄
市
図
書
館
の
イ
ン
パ

ク
ト
で
す
よ
ね
。

　今
年
、
第
9
次
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、
教
育
委
員
会
が
管
轄
す
る
図
書
館
な

ど
の
社
会
教
育
施
設
を
首
長
部
局
に
移
す
こ

と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

今
後
は
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
図
書
館
が
役
割

を
担
う
こ
と
が
増
え
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
文

部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
の
生
涯
学
習
分

科
会
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
博
物

館
や
美
術
館
、
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施

設
の
機
能
が
、
地
域
の
活
性
化
や
賑
わ
い
創

出
な
ど
、
教
育
文
化
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
つ
の
で
、
所
管
の
領
域
を

広
く
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
議

論
の
発
端
で
す
。

　た
だ
し
、
生
涯
学
習
分
科
会
で
は
政
治
的
な

中
立
性
の
担
保
、
事
業
の
継
続
性
が
懸
念
事
項

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
法
律
改
正
で

管
理
を
移
す
な
ど
大
き
な
動
き
が
あ
る
場
合

は
、
首
長
部
局
は
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
条
文
が
あ
り
ま
す

が
、
首
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
の
で
、
人
が
変

わ
れ
ば
方
針
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
教
育
委
員
会
は
合
議
制
で
、

議
論
、
調
整
の
仕
組
み
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の

で
、
社
会
教
育
施
設
を
手
放
す
の
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。

事
務
局

　首
長
部
局
に
移
し
た
方
が
、
よ
り

横
断
的
に
図
書
館
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
の
経
験
か
ら
、

教
育
委
員
会
部
局
で
も
十
分
に
ま
ち
づ
く
り

に
絡
む
図
書
館
経
営
は
で
き
て
い
た
と
言
う

自
負
が
あ
り
ま
す
。
首
長
部
局
に
移
し
た
自

治
体
で
も
、
例
え
ば
島
根
県
出
雲
市
の
よ
う

に
ま
た
元
の
教
育
委
員
会
の
所
管
に
戻
し
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
首
長
部
局
に
あ

れ
ば
、
企
画
や
財
政
部
門
と
も
頻
繁
に
意
見

交
換
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
距
離
感
は
一
つ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
す
ね
。

　あ
る
自
治
体
で
は
、
教
育
委
員
会
と
首
長

部
局
を
つ
な
ぐ
課
が
欲
し
い
と
い
う
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。
人
口
が
4
万
人
程
度
の
自
治

体
だ
っ
た
の
で
、
文
化
課
の
よ
う
な
も
の
が

な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
商
工
観
光
課
で
文
化

財
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
の

は
難
し
い
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ

り
、
文
化
財
を
単
に
保
護
す
る
だ
け
で
は
な

く
活
か
す
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
学
芸
員
を
、

教
育
委
員
会
か
ら
商
工
観
光
課
へ
異
動
さ
せ

千代田図書館恩納村文化情報センター瀬戸内市民図書館（撮影：中川正子）

32



な
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

人
が
来
る
の
で
、
い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

注
目
さ
れ
る

ま
ち
歩
き
と
図
書
館
の

親
和
性

嶋
田

　私
が
館
長
を
務
め
て
い
た
瀬
戸
内
市

民
図
書
館
に
は
「
も
み
わ
フ
レ
ン
ズ
」
と
い

う
友
の
会
が
あ
り
、
会
員
が
1
0
0
名
ほ
ど

い
ま
す
。
こ
の
会
員
と
図
書
館
の
市
民
協
働

事
業
と
し
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

地
域
の
お
宝
を
探
し
て
集
め
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
。

　集
め
た
お
宝
は
本
に
ま
と
め
た
り
、
ネ
ッ

ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
残
す

予
定
で
す
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
の

が
石
灯
籠
の
写
真
で
す
。
そ
の
マ
ッ
プ
を
作

っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
に
な
り
、
さ
ら
に

そ
の
石
灯
籠
が
い
つ
で
き
た
か
、
町
史
を
見

て
学
ぶ
と
い
う
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
ま
ち
歩
き
を
絡
め
る

な
ど
す
れ
ば
、
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
も
巻

き
込
め
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

猪
谷

　長
野
県
の
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

は
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
博
物
館
に
あ
っ
た
古

館
で
は
日
本
全
国
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

利
用
カ
ー
ド
が
作
れ
ま
す
。

　例
え
ば
雨
が
降
っ
て
観
光
が
で
き
な
い
時
、

東
京
か
ら
来
て
い
る
子
ど
も
が
図
書
館
で
本

を
借
り
て
夏
休
み
の
宿
題
を
し
て
、
東
京
か

ら
本
が
郵
送
返
却
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。ま
た
、周
囲
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
本
選
び
に
司
書
が
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
な
ど
、
面
白
い
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
滞
在
者
の
た
め
の

図
書
館
」
と
い
う
視
点
も
大
事
な
の
か
な
と
。

事
務
局

　群
馬
県
の
太
田
市
美
術
館
・
図
書

館
の
よ
う
に
、
近
年
は
図
書
館
と
他
の
文
化

施
設
を
複
合
す
る
動
き
も
各
地
で
見
ら
れ
ま

す
。

嶋
田

　近
年
は
複
合
施
設
で
は
な
く
融
合
施

設
と
い
う
考
え
方
で
整
備
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
お
り
、
福
島
県
の
須
賀
川
市
中
央

図
書
館
は
、
ゴ
ジ
ラ
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
生

ん
だ
円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
融
合
し
て

い
ま
す
ね
。

猪
谷

　1
階
に
は
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
の
ほ

か
、
バ
ル
タ
ン
星
人
な
ど
の
怪
獣
が
広
場
に

い
て
、
そ
れ
を
目
当
て
に
来
る
特
撮
フ
ァ
ン

も
多
い
よ
う
で
す
。
図
書
館
は
2
階
か
ら
4

階
を
メ
イ
ン
に
展
開
、
5
階
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
に

存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
構
造
で
、
ま
さ
に
融
合
施
設
だ
と

思
い
ま
す
。

事
務
局

　図
書
館
と
他
の
誘
客
施
設
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

猪
谷

　2
0
0
0
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

潟
県
の
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
は
じ
め
、
今
、
日

本
の
各
地
域
で
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん

で
、
公
立
美
術
館
が
会
場
と
な
る
例
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
が
単
独
で
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
行
う
の
は
難
し
い
で
す
が
、
歴

史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で
何
ら
か
の

役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　観
光
行
政
や
観
光
協
会
は
ス
ト
ッ

ク
が
苦
手
で
す
が
、
発
信
力
を
持
っ
て
お
り
、

図
書
館
に
は
情
報
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
。
協

力
し
て
互
い
の
得
意
分
野
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
可
能
性
は
広
が
り
そ
う
で
す
。

猪
谷

　2
0
0
5
年
に
東
京
の
谷
根
千
地
域

で
始
ま
っ
た
「
不
忍
ブ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
取
り
組
み
で
は
、
地
域
の
中
で
も
魅

力
的
な
書
店
や
古
書
店
、
書
店
巡
り
の
合
間

に
休
憩
で
き
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
載
せ
た
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　あ
わ
せ
て
彼
ら
が
始
め
た
の
が
「
一
箱
古

本
市
」
と
い
う
、
本
好
き
の
人
た
ち
が
段
ボ

ー
ル
一
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
売
る
と
い

う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
本

好
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
り
、
全
国
80

ケ
所
以
上
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
中
に
は
図
書
館
で
開
催
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　鎌
倉
に
は
「
ブ
ッ
ク
カ
ー
ニ
バ
ル
i
n
カ

マ
ク
ラ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
鎌
倉

市
図
書
館
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は

誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
で
す
が
、
図
書
館
に

来
な
い
人
と
は
接
点
が
な
か
な
か
持
て
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
こ
う
し
て
図
書
館
側
が

出
て
い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
今
お
話
し
し
た
よ
う

人
々
が
行
き
た
い
、
居
た
い
と
思
う
場
所
を

作
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
図
書
館
に
よ
る
情
報

提
供
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
も
、
大
き

な
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

猪
谷

　平
成
27
年
に
公
表
さ
れ
た
文
部
科
学

省
調
査
に
よ
る
と
、
公
共
施
設
で
一
番
使
わ

れ
て
い
る
の
が
図
書
館
だ
そ
う
で
す
。
美
術

館
や
博
物
館
に
比
べ
、
図
書
館
は
来
る
人
を

選
ば
な
い
で
す
よ
ね
。
学
校
や
会
社
、
家
庭

以
外
の
〝
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〞
と
し
て
の
役

割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
。
誰
で
も

無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
と

の
接
点
と
し
て
も
、
非
常
に
い
い
場
所
な
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

誘
客
施
設
や

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
の

融
合
で
広
が
る
可
能
性

事
務
局

　し
か
し
、
実
際
に
は
観
光
客
と
図

書
館
の
接
点
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状

で
す
よ
ね
。
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
や
、
ご
存
知
の
先
行
事
例
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

嶋
田

　一
つ
の
役
割
と
し
て
、
旅
行
先
で
の

休
息
場
所
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。
お

金
を
か
け
ず
に
休
憩
で
き
、
観
光
情
報
も
集

め
ら
れ
ま
す
か
ら
。

猪
谷

　旅
先
で
情
報
を
整
理
し
た
い
時
、
私

は
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
探
す
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
図
書
館
も
い
い
で
す
よ
ね
。
先
日
名

古
屋
に
旅
行
し
た
時
、
愛
知
県
内
の
観
光
情

報
を
求
め
て
本
屋
を
訪
ね
た
ら
、
京
都
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
し
か
な
く
て
（
笑
）
。
図
書
館

に
行
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　居
心
地
が
良
か
っ
た
り
歴
史
的
な
建
物
で

あ
っ
た
り
、
何
ら
か
の
付
加
価
値
が
あ
れ
ば
、

観
光
客
も
旅
先
で
図
書
館
を
訪
れ
る
の
で
は
。

例
え
ば
東
京
都
千
代
田
区
の
千
代
田
図
書
館

は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
て
、
神
保
町
の
美

味
し
い
カ
レ
ー
屋
な
ど
街
の
情
報
を
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
観
光
客
に
も
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。

嶋
田

　そ
う
い
う
観
点
で
は
、
図
書
館
も
観

光
客
に
便
利
な
場
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
け

る
な
ど
、
立
地
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。

猪
谷

　国
内
外
か
ら
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る

原
宿
に
は
、
竹
下
通
り
の
裏
に
渋
谷
区
立
中

央
図
書
館
が
あ
り
、
抜
群
の
立
地
で
す
。
そ

う
い
う
地
の
利
を
も
っ
と
活
用
し
て
も
い
い

の
で
は
。

　通
常
、
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
は
そ
の
自

治
体
及
び
近
隣
自
治
体
在
住
者
か
通
勤
・
通

学
者
し
か
作
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

沖
縄
の
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
図
書

指
定
者
管
理
制
度
の

導
入
が
日
本
の
図
書
館
の

転
換
期
に

事
務
局

　今
回
は
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る

連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
図
書
館
に
造
詣
の
深
い
お
二
人
に
お

話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
初
に
今
の
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
図

書
館
の
役
割
や
求
め
ら
れ
る
機
能
は
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
か
ら
振
り
返
っ
て
、
近
年
の

日
本
の
図
書
館
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

猪
谷

　『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』
と
い
う

書
籍
が
刊
行
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
た
2
0
0
3
年
に
図
書
館
は
一
つ
の

転
換
期
を
迎
え
た
と
思
い
ま
す
。
『
未
来
を

つ
く
る
図
書
館
』
は
、
最
近
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
公
開
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
で
も
課
題
解

決
型
や
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
型
の
図
書
館
が
出
て

き
ま
し
た
。

　次
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
が
、

2
0
1
3
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
武
雄
市
図
書
館
の
登
場
で
す
。

T
S
U
T
A
Y
A
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）

が
初
め
て
図
書
館
の
指
定
管
理
者
と
な
り
、

お
し
ゃ
れ
な
内
装
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
で
入
る
な
ど
、
大
変
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
市
の
人
口
が
5
万
人
規
模

な
の
に
対
し
て
、
初
年
度
の
来
館
者
数
が
92

万
人
と
い
う
の
は
非
常
に
異
例
で
、
視
察
も

含
め
て
市
外
か
ら
の
来
館
者
が
非
常
に
多
か

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　武
雄
市
で
は
宣
伝
効
果
の
試
算
を
20
億
円

と
発
表
し
ま
し
た
が
、
図
書
館
で
経
済
効
果

が
算
出
さ
れ
た
と
い
う
の
も
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。
図
書
館
と
し
て
は
評
価
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
か
ら
集

客
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ
た
訳

で
す
が
、
武
雄
市
図
書
館
か
ら
学
ん
だ
の
は

民
間
の
デ
ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、

の
方
に
「
塩
尻
ト
リ
ビ
ア
」
と
い
う
形
で
、

地
域
の
ミ
ニ
知
識
を
館
内
の
あ
ち
こ
ち
に
ち

り
ば
め
て
い
ま
す
。
図
書
館
な
ら
一
般
的
な

観
光
情
報
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
の
歴
史

や
文
化
、
地
理
的
な
情
報
も
幅
広
く
提
供
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　郷
土
史
家
は
研
究
の
た
め
に
、
遠
く
の
図

書
館
ま
で
資
料
を
求
め
て
わ
ざ
わ
ざ
行
く
こ

と
が
あ
る
わ
け
で
、
資
源
が
そ
の
図
書
館
に

し
か
な
い
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
図
書
館

に
行
く
こ
と
自
体
が
、
観
光
の
目
的
に
も
な

り
得
る
の
で
は
。

猪
谷

　観
光
の
情
報
っ
て
何
か
と
考
え
た
時
、

や
は
り
コ
ア
と
な
る
の
は
地
域
資
料
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
山
梨
県
甲
州
市
の
勝
沼
図
書

館
は
開
館
当
時
か
ら
地
域
の
名
産
品
で
あ
る

ブ
ド
ウ
と
ワ
イ
ン
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
海
外
雑
誌
や
学
会
誌
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
で
し
か
読
め
な
い
よ
う
な
地
元
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
雑
誌
の

切
り
抜
き
ま
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
は
地
元
住
民
向
け
で
あ
り
つ
つ
、
観

光
客
に
と
っ
て
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り
な
ど
に

役
立
ち
ま
す
。
実
際
、
観
光
客
が
地
元
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
訪
ね
る
と
「
自
分
た
ち
の
情
報

は
全
部
図
書
館
に
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
情
報
収
集
を
地

道
に
重
ね
て
い
れ
ば
、
観
光
客
へ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
も
自
然
と
で
き
る
の
で
は
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

事
務
局

　各
地
の
産
業
や
文
化
な
ど
の
情
報

が
集
約
さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ

が
可
視
化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
観
光
資
源

に
も
な
り
得
る
と
言
え
ま
す
ね
。

嶋
田

　最
近
、
よ
く
関
係
人
口
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
情
報
や
資
料
が

結
束
点
に
な
っ
て
、
地
域
の
人
と
外
の
人
を

つ
な
げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
つ
く
る
場

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　そ
う
な
る
と
、
図
書
館
の
情
報
を
い
か
に

可
視
化
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
図
書
館
員
と
し
て

の
矜
持
と
い
う
か
、
愛
し
て
い
る
地
域
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア

ン
シ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
集
め
た
情
報
を

図
書
館
と
し
て
ど
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
か
に
は
、
司
書
と
し
て
の
力
量
や
行
動
力

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　当
初
、
対
談
テ
ー
マ
と
し
て
図
書

館
を
観
光
に
ど
う
活
か
す
か
と
い
う
話
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
で
重
要
な
活
動
の

中
に
図
書
館
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
捉
え

た
時
に
、
観
光
が
そ
の
一
つ
の
役
割
に
な
る

の
か
な
と
。
地
域
文
化
の
一
部
に
図
書
館
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
自
然
な
方

向
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

猪
谷

　私
は
大
学
時
代
に
考
古
学
を
専
攻
し

て
い
ま
し
た
が
、
恩
師
か
ら
「
旅
に
行
っ
た

ら
ま
ず
そ
の
土
地
の
博
物
館
に
行
け
。
そ
の

土
地
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
か

ら
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
図
書
館

で
あ
っ
て
も
い
い
と
、
今
日
お
話
し
し
て
い

て
思
い
ま
し
た
。
観
光
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

旅
先
の
図
書
館
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
る
の
も
、
不
可
能
で
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
と
図
書
館
が

結
び
つ
く
た
め
の

構
造
的
な
課
題

事
務
局

　と
は
い
え
、
観
光
と
図
書
館
が
結

び
つ
く
に
は
、
地
方
行
政
に
お
け
る
構
造
的

な
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
。

嶋
田

　自
分
の
反
省
も
込
め
て
、
「
地
域
外

か
ら
来
る
方
へ
の
情
報
発
信
も
自
分
の
仕

事
」
と
い
う
思
い
が
図
書
館
側
に
な
く
、
そ

う
し
た
司
書
教
育
も
行
え
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
各
自
治
体
の
商
工
観
光
課
も
、
図

書
館
を
自
分
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
G
P
S
を
使
っ
て

そ
の
古
地
図
上
で
、
自
分
は
今
ど
こ
に
い
る

の
か
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
、
ス
マ
ホ
な

ど
の
端
末
で
使
用
し
ま
す
。

　こ
の
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
死
蔵
し
て

い
た
博
物
館
の
古
地
図
も
活
用
さ
れ
、
ま
ち

歩
き
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
資

料
と
人
を
つ
な
ぐ
た
め
の
こ
う
い
う
仕
掛
け

を
、
図
書
館
が
も
っ
と
つ
く
っ
て
い
っ
て
も

よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

事
務
局

　ま
ち
歩
き
と
は
今
の
観
光
の
ト
レ

ン
ド
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
情
報
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
図
書
館
と
は
確
か
に
す
ご
く
親
和

性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
は
「
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て

住
民
が
勉
強
し
、
例
え
ば
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
な
ど
市
内
の
あ
る
場
所
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
の
ペ
ー
ジ
に
加
筆
す
る
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。

　こ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
図
書
館
を
拠
点
と

し
て
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
よ
う
な
探
索
型
の

ま
ち
歩
き
を
観
光
客
と
町
の
人
が
一
緒
に
行

い
、
集
め
た
情
報
を
書
き
込
む
と
い
う
の
も

考
え
ら
れ
る
か
な
と
。
観
光
客
に
と
っ
て
は

「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
自
分
が
調
べ
て
書
い
た
」

と
い
う
旅
の
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
。

猪
谷

　最
近
は
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
S
N
S
に

も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
も
確
度
の
高
い
口
コ

ミ
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

し
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
図
書
館
も
集
め
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
と
も
感
じ
ま
す
。

嶋
田

　お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
紙
媒
体
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
図
書
館
で
も
以
前
よ

り
貸
し
出
し
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
、
観
光
の
ウ
ェ
ブ
情
報
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
検
索
す
る
と
同
じ
よ
う
な
情
報
が
検

索
の
上
位
に
き
て
、
な
か
な
か
地
元
な
ら
で

は
の
情
報
に
辿
り
着
け
ま
せ
ん
。
現
地
の
観

光
案
内
所
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
て

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
」
と
気
づ

い
て
も
、
予
定
が
詰
ま
っ
て
い
て
行
け
な
か

っ
た
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
旅
行
先
の
デ
ジ
タ

ル
観
光
情
報
を
出
発
前
に
ス
ム
ー
ズ
に
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
公
共
図
書
館
が
い
わ
ゆ
る

「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
」
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
も
一
つ
の
仕
事
に

な
る
の
か
な
と
。
例
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書

館
が
地
域
の
観
光
情
報

の
リ
ン
ク
集
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
全

国
に
発
信
す
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

図
書
館
と

観
光
を
結
ぶ

に
は
〜

地
域
情
報
の

発
信
拠
点

と
し
て
の

役
割

事
務
局

　こ
う
し
て
お

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

図
書
館
と
観
光
に
は
数
多
く
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
両
者
を
結
び
つ

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
、
観
光
行
政
、
観
光
客
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
見
て
、
改
め
て
ご
意
見
を
い
た
だ

け
ま
す
か
。

嶋
田

　観
光
客
に
対
し
て
、
図
書
館
が
地
域

情
報
の
発
信
拠
点
に
な
る
と
い
う
発
想
は
今

ま
で
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
で
も
、
観
光
地

に
あ
る
図
書
館
な
ら
そ
う
い
う
取
り
組
み
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　例
え
ば
塩
尻
市
立
図
書
館
で
は
書
架
の
下

て
仕
事
を
進
め
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

猪
谷

　自
治
体
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、

横
断
的
な
部
署
を
作
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
取
材
し
て
い
た
岩
手
県
紫
波

町
は
そ
れ
ま
で
図
書
館
が
な
い
自
治
体
で
し

た
が
、
図
書
館
を
中
核
施
設
と
し
た
駅
前
町

有
地
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
民
間
と
一
緒

に
公
民
連
携
で
進
め
ま
し
た
。

　大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
町
の
中
で
も

担
当
課
が
い
く
つ
も
ま
た
が
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
横
串
で
刺
す
「
公
民
連
携
室
」
と
い
う

セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
、
住
宅
開
発
に
つ
い
て

は
事
業
の
メ
イ
ン
に
な
る
人
材
を
配
置
し
た

り
、
図
書
館
を
作
る
際
に
は
こ
の
公
民
連
携

室
で
司
書
を
雇
っ
た
り
し
な
が
ら
進
め
ま
し

た
。
公
民
連
携
室
に
色
々
な
部
署
の
担
当
者

を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
、
一
体
感
を

持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
だ
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
す
。

嶋
田

　城
崎
温
泉
の
あ
る
兵
庫
県
豊
岡
市
が

今
、
面
白
い
動
き
を
し
て
い
ま
す
。
劇
作
家

の
平
田
オ
リ
ザ
氏
が
市
の
芸
術
文
化
参
与
を

務
め
て
い
ま
す
が
、
平
田
氏
を
学
長
と
し
て
、

市
内
に
県
立
国
際
観
光
芸
術
専
門
職
大
学

（
仮
称
）
が
2
0
2
1
年
に
開
学
予
定
で
す
。

観
光
と
芸
術
に
特
化
し
た
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　も
と
も
と
豊
岡
市
で
は
舞
台
芸
術
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
で
あ

る
「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
、
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
集
め

た
り
、
舞
台
稽
古
を
市
民
に
見
せ
る
な
ど
、

芸
術
に
関
す
る
取
り
組
み
に
熱
心
で
す
。

　そ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
首
長
部
局
に
図

書
館
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

図
書
館
を
情
報
拠
点
に
し
た
い
と
い
う
市
長

の
考
え
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
観
光
と
図
書
館
と
い
う
対
談
テ
ー
マ
と
も

か
な
り
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
今
後
の

動
き
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を「
気
づ
く
、

見
つ
け
る
、創
る
」

こ
と
が
で
き
る
場
所
に

事
務
局

　あ
ら
た
め
て
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
最
後
に
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

猪
谷

　今
日
は
あ
ま
り
財
政
の
話
が
出
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
自
治
体
の
財
政
は

逼
迫
し
、
東
京
の
一
極
集
中
や
少
子
高
齢
化

で
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
口
を
爆
発
的
に
増
や
す
手
法
は
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
嶋
田

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
観
点
か
ら
図
書
館
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
り
、
大
き
な
役
割
を
担
え
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
土
地
の
魅
力
を
自
分

た
ち
で
引
き
出
し
つ
つ
、
発
信
す
る
拠
点
に

な
り
得
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
役
割

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　観
光
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
と

こ
ろ
に
し
か
な
い
も
の
に
光
を
あ
て
る
行
為

で
あ
り
、
住
民
た
ち
自
身
が
自
分
の
町
の
い

い
と
こ
ろ
に
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、
創
る
時

の
き
っ
か
け
と
な
る
の
が
観
光
と
い
う
文
化

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　平
田
オ
リ
ザ
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
地

域
に
は
「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
を
作
る
こ

と
を
支
え
る
の
が
図
書
館
の
仕
事
で
あ
る
な

ら
、
住
民
の
人
た
ち
が
「
気
づ
く
、
見
つ
け

る
、
創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
と
い
う
の
は

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
外
側
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
日
常
を
も
輝
か

せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
直
す
こ
と
が

図
書
館
な
ら
で
き
る
の
か
な
と
、
今
日
の
対

談
で
気
づ
け
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

事
務
局

　冒
頭
で
、
公
共
施
設
の
中
で
図
書

館
は
一
番
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
図
書
分
類
の
日
本
十
進
分
類
法

（
N
D
C
）
で
も
図
書
館
学
の
本
は
0
番
台

に
属
し
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
使
え
て
何
色

に
も
染
ま
っ
て
い
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
存
在
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
図
書
館
が
観
光
と
結
び
つ

く
可
能
性
も
大
き
い
と
、
改
め
て
示
唆
を
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
が
い
た
瀬
戸
内
市
は
図
書
館
が
新
し
く

つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
図
書
館

側
か
ら
か
な
り
積
極
的
に
い
ろ
ん
な
部
署
に

働
き
か
け
た
の
で
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
図
書
館
側
が
変
わ
れ

ば
、
ど
こ
で
も
同
じ
こ
と
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

猪
谷

　嶋
田
さ
ん
が
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
の

初
代
館
長
に
就
任
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
最
初

に
政
策
の
担
当
課
に
配
属
さ
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
が
、
図
書
館
づ
く
り
に
か
な
り
影

響
し
た
の
で
は
。

嶋
田

　確
か
に
こ
の
経
験
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。
市
が
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

館
長
を
全
国
公
募
し
て
私
が
就
任
し
た
の
で

す
が
、
市
長
の
考
え
で
1
年
目
に
総
合
政
策
部

の
政
策
調
整
課
と
い
う
企
画
部
門
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
図
書
館
担
当
参
事
と
い
う
こ
と
で

課
長
級
で
し
た
。
こ
の
部
署
は
い
ろ
い
ろ
な
部

署
と
や
り
と
り
し
て
い
て
、
財
政
課
や
総
務
課

な
ど
と
近
い
と
こ
ろ
で
図
書
館
に
つ
い
て
話
が

で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

猪
谷  

自
治
体
の
組
織
の
中
で
収
入
に
直
結

す
る
観
光
政
策
が
本
流
と
す
れ
ば
、
図
書
館

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
傍
流
で
す
。
基
本
的

に
教
育
委
員
会
部
局
が
管
轄
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
メ
イ
ン
は
学
校
教
育
な
の
で
、
図
書
館

は
さ
ら
に
そ
の
脇
に
位
置
す
る
形
で
、
な
か

な
か
行
政
の
中
枢
で
話
題
に
な
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
枢
の
方
た
ち
が

図
書
館
に
目
を
向
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
冒

頭
で
お
話
し
し
た
武
雄
市
図
書
館
の
イ
ン
パ

ク
ト
で
す
よ
ね
。

　今
年
、
第
9
次
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、
教
育
委
員
会
が
管
轄
す
る
図
書
館
な

ど
の
社
会
教
育
施
設
を
首
長
部
局
に
移
す
こ

と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

今
後
は
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
図
書
館
が
役
割

を
担
う
こ
と
が
増
え
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
文

部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
の
生
涯
学
習
分

科
会
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
博
物

館
や
美
術
館
、
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施

設
の
機
能
が
、
地
域
の
活
性
化
や
賑
わ
い
創

出
な
ど
、
教
育
文
化
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
つ
の
で
、
所
管
の
領
域
を

広
く
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
議

論
の
発
端
で
す
。

　た
だ
し
、
生
涯
学
習
分
科
会
で
は
政
治
的
な

中
立
性
の
担
保
、
事
業
の
継
続
性
が
懸
念
事
項

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
法
律
改
正
で

管
理
を
移
す
な
ど
大
き
な
動
き
が
あ
る
場
合

は
、
首
長
部
局
は
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
条
文
が
あ
り
ま
す

が
、
首
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
の
で
、
人
が
変

わ
れ
ば
方
針
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
教
育
委
員
会
は
合
議
制
で
、

議
論
、
調
整
の
仕
組
み
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の

で
、
社
会
教
育
施
設
を
手
放
す
の
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。

事
務
局

　首
長
部
局
に
移
し
た
方
が
、
よ
り

横
断
的
に
図
書
館
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
の
経
験
か
ら
、

教
育
委
員
会
部
局
で
も
十
分
に
ま
ち
づ
く
り

に
絡
む
図
書
館
経
営
は
で
き
て
い
た
と
言
う

自
負
が
あ
り
ま
す
。
首
長
部
局
に
移
し
た
自

治
体
で
も
、
例
え
ば
島
根
県
出
雲
市
の
よ
う

に
ま
た
元
の
教
育
委
員
会
の
所
管
に
戻
し
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
首
長
部
局
に
あ

れ
ば
、
企
画
や
財
政
部
門
と
も
頻
繁
に
意
見

交
換
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
距
離
感
は
一
つ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
す
ね
。

　あ
る
自
治
体
で
は
、
教
育
委
員
会
と
首
長

部
局
を
つ
な
ぐ
課
が
欲
し
い
と
い
う
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。
人
口
が
4
万
人
程
度
の
自
治

体
だ
っ
た
の
で
、
文
化
課
の
よ
う
な
も
の
が

な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
商
工
観
光
課
で
文
化

財
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
の

は
難
し
い
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ

り
、
文
化
財
を
単
に
保
護
す
る
だ
け
で
は
な

く
活
か
す
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
学
芸
員
を
、

教
育
委
員
会
か
ら
商
工
観
光
課
へ
異
動
さ
せ
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な
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

人
が
来
る
の
で
、
い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

注
目
さ
れ
る

ま
ち
歩
き
と
図
書
館
の

親
和
性

嶋
田

　私
が
館
長
を
務
め
て
い
た
瀬
戸
内
市

民
図
書
館
に
は
「
も
み
わ
フ
レ
ン
ズ
」
と
い

う
友
の
会
が
あ
り
、
会
員
が
1
0
0
名
ほ
ど

い
ま
す
。
こ
の
会
員
と
図
書
館
の
市
民
協
働

事
業
と
し
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

地
域
の
お
宝
を
探
し
て
集
め
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
。

　集
め
た
お
宝
は
本
に
ま
と
め
た
り
、
ネ
ッ

ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
残
す

予
定
で
す
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
の

が
石
灯
籠
の
写
真
で
す
。
そ
の
マ
ッ
プ
を
作

っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
に
な
り
、
さ
ら
に

そ
の
石
灯
籠
が
い
つ
で
き
た
か
、
町
史
を
見

て
学
ぶ
と
い
う
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
ま
ち
歩
き
を
絡
め
る

な
ど
す
れ
ば
、
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
も
巻

き
込
め
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

猪
谷

　長
野
県
の
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

は
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
博
物
館
に
あ
っ
た
古

館
で
は
日
本
全
国
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

利
用
カ
ー
ド
が
作
れ
ま
す
。

　例
え
ば
雨
が
降
っ
て
観
光
が
で
き
な
い
時
、

東
京
か
ら
来
て
い
る
子
ど
も
が
図
書
館
で
本

を
借
り
て
夏
休
み
の
宿
題
を
し
て
、
東
京
か

ら
本
が
郵
送
返
却
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。ま
た
、周
囲
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
本
選
び
に
司
書
が
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
な
ど
、
面
白
い
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
滞
在
者
の
た
め
の

図
書
館
」
と
い
う
視
点
も
大
事
な
の
か
な
と
。

事
務
局

　群
馬
県
の
太
田
市
美
術
館
・
図
書

館
の
よ
う
に
、
近
年
は
図
書
館
と
他
の
文
化

施
設
を
複
合
す
る
動
き
も
各
地
で
見
ら
れ
ま

す
。

嶋
田

　近
年
は
複
合
施
設
で
は
な
く
融
合
施

設
と
い
う
考
え
方
で
整
備
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
お
り
、
福
島
県
の
須
賀
川
市
中
央

図
書
館
は
、
ゴ
ジ
ラ
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
生

ん
だ
円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
融
合
し
て

い
ま
す
ね
。

猪
谷

　1
階
に
は
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
の
ほ

か
、
バ
ル
タ
ン
星
人
な
ど
の
怪
獣
が
広
場
に

い
て
、
そ
れ
を
目
当
て
に
来
る
特
撮
フ
ァ
ン

も
多
い
よ
う
で
す
。
図
書
館
は
2
階
か
ら
4

階
を
メ
イ
ン
に
展
開
、
5
階
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
に

存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
構
造
で
、
ま
さ
に
融
合
施
設
だ
と

思
い
ま
す
。

事
務
局

　図
書
館
と
他
の
誘
客
施
設
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

猪
谷

　2
0
0
0
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

潟
県
の
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
は
じ
め
、
今
、
日

本
の
各
地
域
で
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん

で
、
公
立
美
術
館
が
会
場
と
な
る
例
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
が
単
独
で
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
行
う
の
は
難
し
い
で
す
が
、
歴

史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で
何
ら
か
の

役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　観
光
行
政
や
観
光
協
会
は
ス
ト
ッ

ク
が
苦
手
で
す
が
、
発
信
力
を
持
っ
て
お
り
、

図
書
館
に
は
情
報
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
。
協

力
し
て
互
い
の
得
意
分
野
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
可
能
性
は
広
が
り
そ
う
で
す
。

猪
谷

　2
0
0
5
年
に
東
京
の
谷
根
千
地
域

で
始
ま
っ
た
「
不
忍
ブ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
取
り
組
み
で
は
、
地
域
の
中
で
も
魅

力
的
な
書
店
や
古
書
店
、
書
店
巡
り
の
合
間

に
休
憩
で
き
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
載
せ
た
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　あ
わ
せ
て
彼
ら
が
始
め
た
の
が
「
一
箱
古

本
市
」
と
い
う
、
本
好
き
の
人
た
ち
が
段
ボ

ー
ル
一
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
売
る
と
い

う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
本

好
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
り
、
全
国
80

ケ
所
以
上
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
中
に
は
図
書
館
で
開
催
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　鎌
倉
に
は
「
ブ
ッ
ク
カ
ー
ニ
バ
ル
i
n
カ

マ
ク
ラ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
鎌
倉

市
図
書
館
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は

誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
で
す
が
、
図
書
館
に

来
な
い
人
と
は
接
点
が
な
か
な
か
持
て
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
こ
う
し
て
図
書
館
側
が

出
て
い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
今
お
話
し
し
た
よ
う

人
々
が
行
き
た
い
、
居
た
い
と
思
う
場
所
を

作
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
図
書
館
に
よ
る
情
報

提
供
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
も
、
大
き

な
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

猪
谷

　平
成
27
年
に
公
表
さ
れ
た
文
部
科
学

省
調
査
に
よ
る
と
、
公
共
施
設
で
一
番
使
わ

れ
て
い
る
の
が
図
書
館
だ
そ
う
で
す
。
美
術

館
や
博
物
館
に
比
べ
、
図
書
館
は
来
る
人
を

選
ば
な
い
で
す
よ
ね
。
学
校
や
会
社
、
家
庭

以
外
の
〝
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〞
と
し
て
の
役

割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
。
誰
で
も

無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
と

の
接
点
と
し
て
も
、
非
常
に
い
い
場
所
な
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

誘
客
施
設
や

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
の

融
合
で
広
が
る
可
能
性

事
務
局

　し
か
し
、
実
際
に
は
観
光
客
と
図

書
館
の
接
点
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状

で
す
よ
ね
。
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
や
、
ご
存
知
の
先
行
事
例
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

嶋
田

　一
つ
の
役
割
と
し
て
、
旅
行
先
で
の

休
息
場
所
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。
お

金
を
か
け
ず
に
休
憩
で
き
、
観
光
情
報
も
集

め
ら
れ
ま
す
か
ら
。

猪
谷

　旅
先
で
情
報
を
整
理
し
た
い
時
、
私

は
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
探
す
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
図
書
館
も
い
い
で
す
よ
ね
。
先
日
名

古
屋
に
旅
行
し
た
時
、
愛
知
県
内
の
観
光
情

報
を
求
め
て
本
屋
を
訪
ね
た
ら
、
京
都
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
し
か
な
く
て
（
笑
）
。
図
書
館

に
行
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　居
心
地
が
良
か
っ
た
り
歴
史
的
な
建
物
で

あ
っ
た
り
、
何
ら
か
の
付
加
価
値
が
あ
れ
ば
、

観
光
客
も
旅
先
で
図
書
館
を
訪
れ
る
の
で
は
。

例
え
ば
東
京
都
千
代
田
区
の
千
代
田
図
書
館

は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
て
、
神
保
町
の
美

味
し
い
カ
レ
ー
屋
な
ど
街
の
情
報
を
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
観
光
客
に
も
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。

嶋
田

　そ
う
い
う
観
点
で
は
、
図
書
館
も
観

光
客
に
便
利
な
場
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
け

る
な
ど
、
立
地
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。

猪
谷

　国
内
外
か
ら
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る

原
宿
に
は
、
竹
下
通
り
の
裏
に
渋
谷
区
立
中

央
図
書
館
が
あ
り
、
抜
群
の
立
地
で
す
。
そ

う
い
う
地
の
利
を
も
っ
と
活
用
し
て
も
い
い

の
で
は
。

　通
常
、
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
は
そ
の
自

治
体
及
び
近
隣
自
治
体
在
住
者
か
通
勤
・
通

学
者
し
か
作
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

沖
縄
の
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
図
書

指
定
者
管
理
制
度
の

導
入
が
日
本
の
図
書
館
の

転
換
期
に

事
務
局

　今
回
は
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る

連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
図
書
館
に
造
詣
の
深
い
お
二
人
に
お

話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
初
に
今
の
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
図

書
館
の
役
割
や
求
め
ら
れ
る
機
能
は
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
か
ら
振
り
返
っ
て
、
近
年
の

日
本
の
図
書
館
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

猪
谷

　『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』
と
い
う

書
籍
が
刊
行
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
た
2
0
0
3
年
に
図
書
館
は
一
つ
の

転
換
期
を
迎
え
た
と
思
い
ま
す
。
『
未
来
を

つ
く
る
図
書
館
』
は
、
最
近
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
公
開
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
で
も
課
題
解

決
型
や
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
型
の
図
書
館
が
出
て

き
ま
し
た
。

　次
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
が
、

2
0
1
3
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
武
雄
市
図
書
館
の
登
場
で
す
。

T
S
U
T
A
Y
A
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）

が
初
め
て
図
書
館
の
指
定
管
理
者
と
な
り
、

お
し
ゃ
れ
な
内
装
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
で
入
る
な
ど
、
大
変
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
市
の
人
口
が
5
万
人
規
模

な
の
に
対
し
て
、
初
年
度
の
来
館
者
数
が
92

万
人
と
い
う
の
は
非
常
に
異
例
で
、
視
察
も

含
め
て
市
外
か
ら
の
来
館
者
が
非
常
に
多
か

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　武
雄
市
で
は
宣
伝
効
果
の
試
算
を
20
億
円

と
発
表
し
ま
し
た
が
、
図
書
館
で
経
済
効
果

が
算
出
さ
れ
た
と
い
う
の
も
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。
図
書
館
と
し
て
は
評
価
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
か
ら
集

客
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ
た
訳

で
す
が
、
武
雄
市
図
書
館
か
ら
学
ん
だ
の
は

民
間
の
デ
ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、

の
方
に
「
塩
尻
ト
リ
ビ
ア
」
と
い
う
形
で
、

地
域
の
ミ
ニ
知
識
を
館
内
の
あ
ち
こ
ち
に
ち

り
ば
め
て
い
ま
す
。
図
書
館
な
ら
一
般
的
な

観
光
情
報
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
の
歴
史

や
文
化
、
地
理
的
な
情
報
も
幅
広
く
提
供
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　郷
土
史
家
は
研
究
の
た
め
に
、
遠
く
の
図

書
館
ま
で
資
料
を
求
め
て
わ
ざ
わ
ざ
行
く
こ

と
が
あ
る
わ
け
で
、
資
源
が
そ
の
図
書
館
に

し
か
な
い
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
図
書
館

に
行
く
こ
と
自
体
が
、
観
光
の
目
的
に
も
な

り
得
る
の
で
は
。

猪
谷

　観
光
の
情
報
っ
て
何
か
と
考
え
た
時
、

や
は
り
コ
ア
と
な
る
の
は
地
域
資
料
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
山
梨
県
甲
州
市
の
勝
沼
図
書

館
は
開
館
当
時
か
ら
地
域
の
名
産
品
で
あ
る

ブ
ド
ウ
と
ワ
イ
ン
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
海
外
雑
誌
や
学
会
誌
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
で
し
か
読
め
な
い
よ
う
な
地
元
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
雑
誌
の

切
り
抜
き
ま
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
は
地
元
住
民
向
け
で
あ
り
つ
つ
、
観

光
客
に
と
っ
て
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り
な
ど
に

役
立
ち
ま
す
。
実
際
、
観
光
客
が
地
元
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
訪
ね
る
と
「
自
分
た
ち
の
情
報

は
全
部
図
書
館
に
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
情
報
収
集
を
地

道
に
重
ね
て
い
れ
ば
、
観
光
客
へ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
も
自
然
と
で
き
る
の
で
は
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

事
務
局

　各
地
の
産
業
や
文
化
な
ど
の
情
報

が
集
約
さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ

が
可
視
化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
観
光
資
源

に
も
な
り
得
る
と
言
え
ま
す
ね
。

嶋
田

　最
近
、
よ
く
関
係
人
口
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
情
報
や
資
料
が

結
束
点
に
な
っ
て
、
地
域
の
人
と
外
の
人
を

つ
な
げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
つ
く
る
場

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　そ
う
な
る
と
、
図
書
館
の
情
報
を
い
か
に

可
視
化
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
図
書
館
員
と
し
て

の
矜
持
と
い
う
か
、
愛
し
て
い
る
地
域
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア

ン
シ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
集
め
た
情
報
を

図
書
館
と
し
て
ど
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
か
に
は
、
司
書
と
し
て
の
力
量
や
行
動
力

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　当
初
、
対
談
テ
ー
マ
と
し
て
図
書

館
を
観
光
に
ど
う
活
か
す
か
と
い
う
話
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
で
重
要
な
活
動
の

中
に
図
書
館
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
捉
え

た
時
に
、
観
光
が
そ
の
一
つ
の
役
割
に
な
る

の
か
な
と
。
地
域
文
化
の
一
部
に
図
書
館
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
自
然
な
方

向
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

猪
谷

　私
は
大
学
時
代
に
考
古
学
を
専
攻
し

て
い
ま
し
た
が
、
恩
師
か
ら
「
旅
に
行
っ
た

ら
ま
ず
そ
の
土
地
の
博
物
館
に
行
け
。
そ
の

土
地
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
か

ら
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
図
書
館

で
あ
っ
て
も
い
い
と
、
今
日
お
話
し
し
て
い

て
思
い
ま
し
た
。
観
光
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

旅
先
の
図
書
館
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
る
の
も
、
不
可
能
で
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
と
図
書
館
が

結
び
つ
く
た
め
の

構
造
的
な
課
題

事
務
局

　と
は
い
え
、
観
光
と
図
書
館
が
結

び
つ
く
に
は
、
地
方
行
政
に
お
け
る
構
造
的

な
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
。

嶋
田

　自
分
の
反
省
も
込
め
て
、
「
地
域
外

か
ら
来
る
方
へ
の
情
報
発
信
も
自
分
の
仕

事
」
と
い
う
思
い
が
図
書
館
側
に
な
く
、
そ

う
し
た
司
書
教
育
も
行
え
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
各
自
治
体
の
商
工
観
光
課
も
、
図

書
館
を
自
分
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
G
P
S
を
使
っ
て

そ
の
古
地
図
上
で
、
自
分
は
今
ど
こ
に
い
る

の
か
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
、
ス
マ
ホ
な

ど
の
端
末
で
使
用
し
ま
す
。

　こ
の
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
死
蔵
し
て

い
た
博
物
館
の
古
地
図
も
活
用
さ
れ
、
ま
ち

歩
き
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
資

料
と
人
を
つ
な
ぐ
た
め
の
こ
う
い
う
仕
掛
け

を
、
図
書
館
が
も
っ
と
つ
く
っ
て
い
っ
て
も

よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

事
務
局

　ま
ち
歩
き
と
は
今
の
観
光
の
ト
レ

ン
ド
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
情
報
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
図
書
館
と
は
確
か
に
す
ご
く
親
和

性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
は
「
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て

住
民
が
勉
強
し
、
例
え
ば
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
な
ど
市
内
の
あ
る
場
所
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
の
ペ
ー
ジ
に
加
筆
す
る
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。

　こ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
図
書
館
を
拠
点
と

し
て
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
よ
う
な
探
索
型
の

ま
ち
歩
き
を
観
光
客
と
町
の
人
が
一
緒
に
行

い
、
集
め
た
情
報
を
書
き
込
む
と
い
う
の
も

考
え
ら
れ
る
か
な
と
。
観
光
客
に
と
っ
て
は

「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
自
分
が
調
べ
て
書
い
た
」

と
い
う
旅
の
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
。

猪
谷

　最
近
は
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
S
N
S
に

も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
も
確
度
の
高
い
口
コ

ミ
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

し
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
図
書
館
も
集
め
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
と
も
感
じ
ま
す
。

嶋
田

　お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
紙
媒
体
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
図
書
館
で
も
以
前
よ

り
貸
し
出
し
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
、
観
光
の
ウ
ェ
ブ
情
報
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
検
索
す
る
と
同
じ
よ
う
な
情
報
が
検

索
の
上
位
に
き
て
、
な
か
な
か
地
元
な
ら
で

は
の
情
報
に
辿
り
着
け
ま
せ
ん
。
現
地
の
観

光
案
内
所
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
て

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
」
と
気
づ

い
て
も
、
予
定
が
詰
ま
っ
て
い
て
行
け
な
か

っ
た
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
旅
行
先
の
デ
ジ
タ

ル
観
光
情
報
を
出
発
前
に
ス
ム
ー
ズ
に
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
公
共
図
書
館
が
い
わ
ゆ
る

「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
」
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
も
一
つ
の
仕
事
に

な
る
の
か
な
と
。
例
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書

館
が
地
域
の
観
光
情
報

の
リ
ン
ク
集
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
全

国
に
発
信
す
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

図
書
館
と

観
光
を
結
ぶ

に
は
〜

地
域
情
報
の

発
信
拠
点

と
し
て
の

役
割

事
務
局

　こ
う
し
て
お

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

図
書
館
と
観
光
に
は
数
多
く
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
両
者
を
結
び
つ

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
、
観
光
行
政
、
観
光
客
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
見
て
、
改
め
て
ご
意
見
を
い
た
だ

け
ま
す
か
。

嶋
田

　観
光
客
に
対
し
て
、
図
書
館
が
地
域

情
報
の
発
信
拠
点
に
な
る
と
い
う
発
想
は
今

ま
で
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
で
も
、
観
光
地

に
あ
る
図
書
館
な
ら
そ
う
い
う
取
り
組
み
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　例
え
ば
塩
尻
市
立
図
書
館
で
は
書
架
の
下

て
仕
事
を
進
め
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

猪
谷

　自
治
体
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、

横
断
的
な
部
署
を
作
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
取
材
し
て
い
た
岩
手
県
紫
波

町
は
そ
れ
ま
で
図
書
館
が
な
い
自
治
体
で
し

た
が
、
図
書
館
を
中
核
施
設
と
し
た
駅
前
町

有
地
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
民
間
と
一
緒

に
公
民
連
携
で
進
め
ま
し
た
。

　大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
町
の
中
で
も

担
当
課
が
い
く
つ
も
ま
た
が
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
横
串
で
刺
す
「
公
民
連
携
室
」
と
い
う

セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
、
住
宅
開
発
に
つ
い
て

は
事
業
の
メ
イ
ン
に
な
る
人
材
を
配
置
し
た

り
、
図
書
館
を
作
る
際
に
は
こ
の
公
民
連
携

室
で
司
書
を
雇
っ
た
り
し
な
が
ら
進
め
ま
し

た
。
公
民
連
携
室
に
色
々
な
部
署
の
担
当
者

を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
、
一
体
感
を

持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
だ
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
す
。

嶋
田

　城
崎
温
泉
の
あ
る
兵
庫
県
豊
岡
市
が

今
、
面
白
い
動
き
を
し
て
い
ま
す
。
劇
作
家

の
平
田
オ
リ
ザ
氏
が
市
の
芸
術
文
化
参
与
を

務
め
て
い
ま
す
が
、
平
田
氏
を
学
長
と
し
て
、

市
内
に
県
立
国
際
観
光
芸
術
専
門
職
大
学

（
仮
称
）
が
2
0
2
1
年
に
開
学
予
定
で
す
。

観
光
と
芸
術
に
特
化
し
た
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　も
と
も
と
豊
岡
市
で
は
舞
台
芸
術
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
で
あ

る
「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
、
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
集
め

た
り
、
舞
台
稽
古
を
市
民
に
見
せ
る
な
ど
、

芸
術
に
関
す
る
取
り
組
み
に
熱
心
で
す
。

　そ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
首
長
部
局
に
図

書
館
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

図
書
館
を
情
報
拠
点
に
し
た
い
と
い
う
市
長

の
考
え
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
観
光
と
図
書
館
と
い
う
対
談
テ
ー
マ
と
も

か
な
り
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
今
後
の

動
き
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を「
気
づ
く
、

見
つ
け
る
、創
る
」

こ
と
が
で
き
る
場
所
に

事
務
局

　あ
ら
た
め
て
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
最
後
に
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

猪
谷

　今
日
は
あ
ま
り
財
政
の
話
が
出
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
自
治
体
の
財
政
は

逼
迫
し
、
東
京
の
一
極
集
中
や
少
子
高
齢
化

で
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
口
を
爆
発
的
に
増
や
す
手
法
は
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
嶋
田

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
観
点
か
ら
図
書
館
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
り
、
大
き
な
役
割
を
担
え
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
土
地
の
魅
力
を
自
分

た
ち
で
引
き
出
し
つ
つ
、
発
信
す
る
拠
点
に

な
り
得
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
役
割

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　観
光
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
と

こ
ろ
に
し
か
な
い
も
の
に
光
を
あ
て
る
行
為

で
あ
り
、
住
民
た
ち
自
身
が
自
分
の
町
の
い

い
と
こ
ろ
に
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、
創
る
時

の
き
っ
か
け
と
な
る
の
が
観
光
と
い
う
文
化

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　平
田
オ
リ
ザ
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
地

域
に
は
「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
を
作
る
こ

と
を
支
え
る
の
が
図
書
館
の
仕
事
で
あ
る
な

ら
、
住
民
の
人
た
ち
が
「
気
づ
く
、
見
つ
け

る
、
創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
と
い
う
の
は

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
外
側
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
日
常
を
も
輝
か

せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
直
す
こ
と
が

図
書
館
な
ら
で
き
る
の
か
な
と
、
今
日
の
対

談
で
気
づ
け
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

事
務
局

　冒
頭
で
、
公
共
施
設
の
中
で
図
書

館
は
一
番
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
図
書
分
類
の
日
本
十
進
分
類
法

（
N
D
C
）
で
も
図
書
館
学
の
本
は
0
番
台

に
属
し
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
使
え
て
何
色

に
も
染
ま
っ
て
い
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
存
在
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
図
書
館
が
観
光
と
結
び
つ

く
可
能
性
も
大
き
い
と
、
改
め
て
示
唆
を
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
が
い
た
瀬
戸
内
市
は
図
書
館
が
新
し
く

つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
図
書
館

側
か
ら
か
な
り
積
極
的
に
い
ろ
ん
な
部
署
に

働
き
か
け
た
の
で
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
図
書
館
側
が
変
わ
れ

ば
、
ど
こ
で
も
同
じ
こ
と
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

猪
谷

　嶋
田
さ
ん
が
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
の

初
代
館
長
に
就
任
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
最
初

に
政
策
の
担
当
課
に
配
属
さ
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
が
、
図
書
館
づ
く
り
に
か
な
り
影

響
し
た
の
で
は
。

嶋
田

　確
か
に
こ
の
経
験
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。
市
が
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

館
長
を
全
国
公
募
し
て
私
が
就
任
し
た
の
で

す
が
、
市
長
の
考
え
で
1
年
目
に
総
合
政
策
部

の
政
策
調
整
課
と
い
う
企
画
部
門
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
図
書
館
担
当
参
事
と
い
う
こ
と
で

課
長
級
で
し
た
。
こ
の
部
署
は
い
ろ
い
ろ
な
部

署
と
や
り
と
り
し
て
い
て
、
財
政
課
や
総
務
課

な
ど
と
近
い
と
こ
ろ
で
図
書
館
に
つ
い
て
話
が

で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

猪
谷  

自
治
体
の
組
織
の
中
で
収
入
に
直
結

す
る
観
光
政
策
が
本
流
と
す
れ
ば
、
図
書
館

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
傍
流
で
す
。
基
本
的

に
教
育
委
員
会
部
局
が
管
轄
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
メ
イ
ン
は
学
校
教
育
な
の
で
、
図
書
館

は
さ
ら
に
そ
の
脇
に
位
置
す
る
形
で
、
な
か

な
か
行
政
の
中
枢
で
話
題
に
な
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
枢
の
方
た
ち
が

図
書
館
に
目
を
向
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
冒

頭
で
お
話
し
し
た
武
雄
市
図
書
館
の
イ
ン
パ

ク
ト
で
す
よ
ね
。

　今
年
、
第
9
次
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、
教
育
委
員
会
が
管
轄
す
る
図
書
館
な

ど
の
社
会
教
育
施
設
を
首
長
部
局
に
移
す
こ

と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

今
後
は
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
図
書
館
が
役
割

を
担
う
こ
と
が
増
え
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
文

部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
の
生
涯
学
習
分

科
会
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
博
物

館
や
美
術
館
、
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施

設
の
機
能
が
、
地
域
の
活
性
化
や
賑
わ
い
創

出
な
ど
、
教
育
文
化
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
つ
の
で
、
所
管
の
領
域
を

広
く
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
議

論
の
発
端
で
す
。

　た
だ
し
、
生
涯
学
習
分
科
会
で
は
政
治
的
な

中
立
性
の
担
保
、
事
業
の
継
続
性
が
懸
念
事
項

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
法
律
改
正
で

管
理
を
移
す
な
ど
大
き
な
動
き
が
あ
る
場
合

は
、
首
長
部
局
は
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
条
文
が
あ
り
ま
す

が
、
首
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
の
で
、
人
が
変

わ
れ
ば
方
針
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
教
育
委
員
会
は
合
議
制
で
、

議
論
、
調
整
の
仕
組
み
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の

で
、
社
会
教
育
施
設
を
手
放
す
の
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。

事
務
局

　首
長
部
局
に
移
し
た
方
が
、
よ
り

横
断
的
に
図
書
館
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
の
経
験
か
ら
、

教
育
委
員
会
部
局
で
も
十
分
に
ま
ち
づ
く
り

に
絡
む
図
書
館
経
営
は
で
き
て
い
た
と
言
う

自
負
が
あ
り
ま
す
。
首
長
部
局
に
移
し
た
自

治
体
で
も
、
例
え
ば
島
根
県
出
雲
市
の
よ
う

に
ま
た
元
の
教
育
委
員
会
の
所
管
に
戻
し
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
首
長
部
局
に
あ

れ
ば
、
企
画
や
財
政
部
門
と
も
頻
繁
に
意
見

交
換
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
距
離
感
は
一
つ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
す
ね
。

　あ
る
自
治
体
で
は
、
教
育
委
員
会
と
首
長

部
局
を
つ
な
ぐ
課
が
欲
し
い
と
い
う
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。
人
口
が
4
万
人
程
度
の
自
治

体
だ
っ
た
の
で
、
文
化
課
の
よ
う
な
も
の
が

な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
商
工
観
光
課
で
文
化

財
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
の

は
難
し
い
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ

り
、
文
化
財
を
単
に
保
護
す
る
だ
け
で
は
な

く
活
か
す
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
学
芸
員
を
、

教
育
委
員
会
か
ら
商
工
観
光
課
へ
異
動
さ
せ
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な
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

人
が
来
る
の
で
、
い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

注
目
さ
れ
る

ま
ち
歩
き
と
図
書
館
の

親
和
性

嶋
田

　私
が
館
長
を
務
め
て
い
た
瀬
戸
内
市

民
図
書
館
に
は
「
も
み
わ
フ
レ
ン
ズ
」
と
い

う
友
の
会
が
あ
り
、
会
員
が
1
0
0
名
ほ
ど

い
ま
す
。
こ
の
会
員
と
図
書
館
の
市
民
協
働

事
業
と
し
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

地
域
の
お
宝
を
探
し
て
集
め
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
。

　集
め
た
お
宝
は
本
に
ま
と
め
た
り
、
ネ
ッ

ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
残
す

予
定
で
す
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
の

が
石
灯
籠
の
写
真
で
す
。
そ
の
マ
ッ
プ
を
作

っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
に
な
り
、
さ
ら
に

そ
の
石
灯
籠
が
い
つ
で
き
た
か
、
町
史
を
見

て
学
ぶ
と
い
う
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
ま
ち
歩
き
を
絡
め
る

な
ど
す
れ
ば
、
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
も
巻

き
込
め
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

猪
谷

　長
野
県
の
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

は
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
博
物
館
に
あ
っ
た
古

館
で
は
日
本
全
国
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

利
用
カ
ー
ド
が
作
れ
ま
す
。

　例
え
ば
雨
が
降
っ
て
観
光
が
で
き
な
い
時
、

東
京
か
ら
来
て
い
る
子
ど
も
が
図
書
館
で
本

を
借
り
て
夏
休
み
の
宿
題
を
し
て
、
東
京
か

ら
本
が
郵
送
返
却
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。ま
た
、周
囲
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
本
選
び
に
司
書
が
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
な
ど
、
面
白
い
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
滞
在
者
の
た
め
の

図
書
館
」
と
い
う
視
点
も
大
事
な
の
か
な
と
。

事
務
局

　群
馬
県
の
太
田
市
美
術
館
・
図
書

館
の
よ
う
に
、
近
年
は
図
書
館
と
他
の
文
化

施
設
を
複
合
す
る
動
き
も
各
地
で
見
ら
れ
ま

す
。

嶋
田

　近
年
は
複
合
施
設
で
は
な
く
融
合
施

設
と
い
う
考
え
方
で
整
備
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
お
り
、
福
島
県
の
須
賀
川
市
中
央

図
書
館
は
、
ゴ
ジ
ラ
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
生

ん
だ
円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
融
合
し
て

い
ま
す
ね
。

猪
谷

　1
階
に
は
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
の
ほ

か
、
バ
ル
タ
ン
星
人
な
ど
の
怪
獣
が
広
場
に

い
て
、
そ
れ
を
目
当
て
に
来
る
特
撮
フ
ァ
ン

も
多
い
よ
う
で
す
。
図
書
館
は
2
階
か
ら
4

階
を
メ
イ
ン
に
展
開
、
5
階
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
に

存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
構
造
で
、
ま
さ
に
融
合
施
設
だ
と

思
い
ま
す
。

事
務
局

　図
書
館
と
他
の
誘
客
施
設
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

猪
谷

　2
0
0
0
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

潟
県
の
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
は
じ
め
、
今
、
日

本
の
各
地
域
で
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん

で
、
公
立
美
術
館
が
会
場
と
な
る
例
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
が
単
独
で
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
行
う
の
は
難
し
い
で
す
が
、
歴

史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で
何
ら
か
の

役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　観
光
行
政
や
観
光
協
会
は
ス
ト
ッ

ク
が
苦
手
で
す
が
、
発
信
力
を
持
っ
て
お
り
、

図
書
館
に
は
情
報
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
。
協

力
し
て
互
い
の
得
意
分
野
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
可
能
性
は
広
が
り
そ
う
で
す
。

猪
谷

　2
0
0
5
年
に
東
京
の
谷
根
千
地
域

で
始
ま
っ
た
「
不
忍
ブ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
取
り
組
み
で
は
、
地
域
の
中
で
も
魅

力
的
な
書
店
や
古
書
店
、
書
店
巡
り
の
合
間

に
休
憩
で
き
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
載
せ
た
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　あ
わ
せ
て
彼
ら
が
始
め
た
の
が
「
一
箱
古

本
市
」
と
い
う
、
本
好
き
の
人
た
ち
が
段
ボ

ー
ル
一
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
売
る
と
い

う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
本

好
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
り
、
全
国
80

ケ
所
以
上
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
中
に
は
図
書
館
で
開
催
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　鎌
倉
に
は
「
ブ
ッ
ク
カ
ー
ニ
バ
ル
i
n
カ

マ
ク
ラ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
鎌
倉

市
図
書
館
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は

誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
で
す
が
、
図
書
館
に

来
な
い
人
と
は
接
点
が
な
か
な
か
持
て
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
こ
う
し
て
図
書
館
側
が

出
て
い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
今
お
話
し
し
た
よ
う

人
々
が
行
き
た
い
、
居
た
い
と
思
う
場
所
を

作
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
図
書
館
に
よ
る
情
報

提
供
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
も
、
大
き

な
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

猪
谷

　平
成
27
年
に
公
表
さ
れ
た
文
部
科
学

省
調
査
に
よ
る
と
、
公
共
施
設
で
一
番
使
わ

れ
て
い
る
の
が
図
書
館
だ
そ
う
で
す
。
美
術

館
や
博
物
館
に
比
べ
、
図
書
館
は
来
る
人
を

選
ば
な
い
で
す
よ
ね
。
学
校
や
会
社
、
家
庭

以
外
の
〝
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〞
と
し
て
の
役

割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
。
誰
で
も

無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
と

の
接
点
と
し
て
も
、
非
常
に
い
い
場
所
な
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

誘
客
施
設
や

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
の

融
合
で
広
が
る
可
能
性

事
務
局

　し
か
し
、
実
際
に
は
観
光
客
と
図

書
館
の
接
点
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状

で
す
よ
ね
。
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
や
、
ご
存
知
の
先
行
事
例
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

嶋
田

　一
つ
の
役
割
と
し
て
、
旅
行
先
で
の

休
息
場
所
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。
お

金
を
か
け
ず
に
休
憩
で
き
、
観
光
情
報
も
集

め
ら
れ
ま
す
か
ら
。

猪
谷

　旅
先
で
情
報
を
整
理
し
た
い
時
、
私

は
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
探
す
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
図
書
館
も
い
い
で
す
よ
ね
。
先
日
名

古
屋
に
旅
行
し
た
時
、
愛
知
県
内
の
観
光
情

報
を
求
め
て
本
屋
を
訪
ね
た
ら
、
京
都
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
し
か
な
く
て
（
笑
）
。
図
書
館

に
行
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　居
心
地
が
良
か
っ
た
り
歴
史
的
な
建
物
で

あ
っ
た
り
、
何
ら
か
の
付
加
価
値
が
あ
れ
ば
、

観
光
客
も
旅
先
で
図
書
館
を
訪
れ
る
の
で
は
。

例
え
ば
東
京
都
千
代
田
区
の
千
代
田
図
書
館

は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
て
、
神
保
町
の
美

味
し
い
カ
レ
ー
屋
な
ど
街
の
情
報
を
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
観
光
客
に
も
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。

嶋
田

　そ
う
い
う
観
点
で
は
、
図
書
館
も
観

光
客
に
便
利
な
場
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
け

る
な
ど
、
立
地
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。

猪
谷

　国
内
外
か
ら
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る

原
宿
に
は
、
竹
下
通
り
の
裏
に
渋
谷
区
立
中

央
図
書
館
が
あ
り
、
抜
群
の
立
地
で
す
。
そ

う
い
う
地
の
利
を
も
っ
と
活
用
し
て
も
い
い

の
で
は
。

　通
常
、
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
は
そ
の
自

治
体
及
び
近
隣
自
治
体
在
住
者
か
通
勤
・
通

学
者
し
か
作
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

沖
縄
の
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
図
書

指
定
者
管
理
制
度
の

導
入
が
日
本
の
図
書
館
の

転
換
期
に

事
務
局

　今
回
は
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る

連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
図
書
館
に
造
詣
の
深
い
お
二
人
に
お

話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
初
に
今
の
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
図

書
館
の
役
割
や
求
め
ら
れ
る
機
能
は
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
か
ら
振
り
返
っ
て
、
近
年
の

日
本
の
図
書
館
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

猪
谷

　『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』
と
い
う

書
籍
が
刊
行
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
た
2
0
0
3
年
に
図
書
館
は
一
つ
の

転
換
期
を
迎
え
た
と
思
い
ま
す
。
『
未
来
を

つ
く
る
図
書
館
』
は
、
最
近
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
公
開
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
で
も
課
題
解

決
型
や
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
型
の
図
書
館
が
出
て

き
ま
し
た
。

　次
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
が
、

2
0
1
3
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
武
雄
市
図
書
館
の
登
場
で
す
。

T
S
U
T
A
Y
A
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）

が
初
め
て
図
書
館
の
指
定
管
理
者
と
な
り
、

お
し
ゃ
れ
な
内
装
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
で
入
る
な
ど
、
大
変
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
市
の
人
口
が
5
万
人
規
模

な
の
に
対
し
て
、
初
年
度
の
来
館
者
数
が
92

万
人
と
い
う
の
は
非
常
に
異
例
で
、
視
察
も

含
め
て
市
外
か
ら
の
来
館
者
が
非
常
に
多
か

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　武
雄
市
で
は
宣
伝
効
果
の
試
算
を
20
億
円

と
発
表
し
ま
し
た
が
、
図
書
館
で
経
済
効
果

が
算
出
さ
れ
た
と
い
う
の
も
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。
図
書
館
と
し
て
は
評
価
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
か
ら
集

客
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ
た
訳

で
す
が
、
武
雄
市
図
書
館
か
ら
学
ん
だ
の
は

民
間
の
デ
ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、

の
方
に
「
塩
尻
ト
リ
ビ
ア
」
と
い
う
形
で
、

地
域
の
ミ
ニ
知
識
を
館
内
の
あ
ち
こ
ち
に
ち

り
ば
め
て
い
ま
す
。
図
書
館
な
ら
一
般
的
な

観
光
情
報
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
の
歴
史

や
文
化
、
地
理
的
な
情
報
も
幅
広
く
提
供
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　郷
土
史
家
は
研
究
の
た
め
に
、
遠
く
の
図

書
館
ま
で
資
料
を
求
め
て
わ
ざ
わ
ざ
行
く
こ

と
が
あ
る
わ
け
で
、
資
源
が
そ
の
図
書
館
に

し
か
な
い
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
図
書
館

に
行
く
こ
と
自
体
が
、
観
光
の
目
的
に
も
な

り
得
る
の
で
は
。

猪
谷

　観
光
の
情
報
っ
て
何
か
と
考
え
た
時
、

や
は
り
コ
ア
と
な
る
の
は
地
域
資
料
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
山
梨
県
甲
州
市
の
勝
沼
図
書

館
は
開
館
当
時
か
ら
地
域
の
名
産
品
で
あ
る

ブ
ド
ウ
と
ワ
イ
ン
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
海
外
雑
誌
や
学
会
誌
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
で
し
か
読
め
な
い
よ
う
な
地
元
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
雑
誌
の

切
り
抜
き
ま
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
は
地
元
住
民
向
け
で
あ
り
つ
つ
、
観

光
客
に
と
っ
て
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り
な
ど
に

役
立
ち
ま
す
。
実
際
、
観
光
客
が
地
元
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
訪
ね
る
と
「
自
分
た
ち
の
情
報

は
全
部
図
書
館
に
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
情
報
収
集
を
地

道
に
重
ね
て
い
れ
ば
、
観
光
客
へ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
も
自
然
と
で
き
る
の
で
は
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

事
務
局

　各
地
の
産
業
や
文
化
な
ど
の
情
報

が
集
約
さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ

が
可
視
化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
観
光
資
源

に
も
な
り
得
る
と
言
え
ま
す
ね
。

嶋
田

　最
近
、
よ
く
関
係
人
口
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
情
報
や
資
料
が

結
束
点
に
な
っ
て
、
地
域
の
人
と
外
の
人
を

つ
な
げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
つ
く
る
場

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　そ
う
な
る
と
、
図
書
館
の
情
報
を
い
か
に

可
視
化
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
図
書
館
員
と
し
て

の
矜
持
と
い
う
か
、
愛
し
て
い
る
地
域
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア

ン
シ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
集
め
た
情
報
を

図
書
館
と
し
て
ど
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
か
に
は
、
司
書
と
し
て
の
力
量
や
行
動
力

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　当
初
、
対
談
テ
ー
マ
と
し
て
図
書

館
を
観
光
に
ど
う
活
か
す
か
と
い
う
話
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
で
重
要
な
活
動
の

中
に
図
書
館
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
捉
え

た
時
に
、
観
光
が
そ
の
一
つ
の
役
割
に
な
る

の
か
な
と
。
地
域
文
化
の
一
部
に
図
書
館
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
自
然
な
方

向
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

猪
谷

　私
は
大
学
時
代
に
考
古
学
を
専
攻
し

て
い
ま
し
た
が
、
恩
師
か
ら
「
旅
に
行
っ
た

ら
ま
ず
そ
の
土
地
の
博
物
館
に
行
け
。
そ
の

土
地
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
か

ら
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
図
書
館

で
あ
っ
て
も
い
い
と
、
今
日
お
話
し
し
て
い

て
思
い
ま
し
た
。
観
光
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

旅
先
の
図
書
館
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
る
の
も
、
不
可
能
で
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
と
図
書
館
が

結
び
つ
く
た
め
の

構
造
的
な
課
題

事
務
局

　と
は
い
え
、
観
光
と
図
書
館
が
結

び
つ
く
に
は
、
地
方
行
政
に
お
け
る
構
造
的

な
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
。

嶋
田

　自
分
の
反
省
も
込
め
て
、
「
地
域
外

か
ら
来
る
方
へ
の
情
報
発
信
も
自
分
の
仕

事
」
と
い
う
思
い
が
図
書
館
側
に
な
く
、
そ

う
し
た
司
書
教
育
も
行
え
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
各
自
治
体
の
商
工
観
光
課
も
、
図

書
館
を
自
分
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
G
P
S
を
使
っ
て

そ
の
古
地
図
上
で
、
自
分
は
今
ど
こ
に
い
る

の
か
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
、
ス
マ
ホ
な

ど
の
端
末
で
使
用
し
ま
す
。

　こ
の
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
死
蔵
し
て

い
た
博
物
館
の
古
地
図
も
活
用
さ
れ
、
ま
ち

歩
き
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
資

料
と
人
を
つ
な
ぐ
た
め
の
こ
う
い
う
仕
掛
け

を
、
図
書
館
が
も
っ
と
つ
く
っ
て
い
っ
て
も

よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

事
務
局

　ま
ち
歩
き
と
は
今
の
観
光
の
ト
レ

ン
ド
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
情
報
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
図
書
館
と
は
確
か
に
す
ご
く
親
和

性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
は
「
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て

住
民
が
勉
強
し
、
例
え
ば
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
な
ど
市
内
の
あ
る
場
所
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
の
ペ
ー
ジ
に
加
筆
す
る
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。

　こ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
図
書
館
を
拠
点
と

し
て
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
よ
う
な
探
索
型
の

ま
ち
歩
き
を
観
光
客
と
町
の
人
が
一
緒
に
行

い
、
集
め
た
情
報
を
書
き
込
む
と
い
う
の
も

考
え
ら
れ
る
か
な
と
。
観
光
客
に
と
っ
て
は

「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
自
分
が
調
べ
て
書
い
た
」

と
い
う
旅
の
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
。

猪
谷

　最
近
は
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
S
N
S
に

も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
も
確
度
の
高
い
口
コ

ミ
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

し
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
図
書
館
も
集
め
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
と
も
感
じ
ま
す
。

嶋
田

　お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
紙
媒
体
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
図
書
館
で
も
以
前
よ

り
貸
し
出
し
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
、
観
光
の
ウ
ェ
ブ
情
報
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
検
索
す
る
と
同
じ
よ
う
な
情
報
が
検

索
の
上
位
に
き
て
、
な
か
な
か
地
元
な
ら
で

は
の
情
報
に
辿
り
着
け
ま
せ
ん
。
現
地
の
観

光
案
内
所
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
て

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
」
と
気
づ

い
て
も
、
予
定
が
詰
ま
っ
て
い
て
行
け
な
か

っ
た
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
旅
行
先
の
デ
ジ
タ

ル
観
光
情
報
を
出
発
前
に
ス
ム
ー
ズ
に
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
公
共
図
書
館
が
い
わ
ゆ
る

「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
」
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
も
一
つ
の
仕
事
に

な
る
の
か
な
と
。
例
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書

館
が
地
域
の
観
光
情
報

の
リ
ン
ク
集
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
全

国
に
発
信
す
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

図
書
館
と

観
光
を
結
ぶ

に
は
〜

地
域
情
報
の

発
信
拠
点

と
し
て
の

役
割

事
務
局

　こ
う
し
て
お

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

図
書
館
と
観
光
に
は
数
多
く
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
両
者
を
結
び
つ

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
、
観
光
行
政
、
観
光
客
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
見
て
、
改
め
て
ご
意
見
を
い
た
だ

け
ま
す
か
。

嶋
田

　観
光
客
に
対
し
て
、
図
書
館
が
地
域

情
報
の
発
信
拠
点
に
な
る
と
い
う
発
想
は
今

ま
で
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
で
も
、
観
光
地

に
あ
る
図
書
館
な
ら
そ
う
い
う
取
り
組
み
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　例
え
ば
塩
尻
市
立
図
書
館
で
は
書
架
の
下

て
仕
事
を
進
め
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

猪
谷

　自
治
体
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、

横
断
的
な
部
署
を
作
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
取
材
し
て
い
た
岩
手
県
紫
波

町
は
そ
れ
ま
で
図
書
館
が
な
い
自
治
体
で
し

た
が
、
図
書
館
を
中
核
施
設
と
し
た
駅
前
町

有
地
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
民
間
と
一
緒

に
公
民
連
携
で
進
め
ま
し
た
。

　大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
町
の
中
で
も

担
当
課
が
い
く
つ
も
ま
た
が
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
横
串
で
刺
す
「
公
民
連
携
室
」
と
い
う

セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
、
住
宅
開
発
に
つ
い
て

は
事
業
の
メ
イ
ン
に
な
る
人
材
を
配
置
し
た

り
、
図
書
館
を
作
る
際
に
は
こ
の
公
民
連
携

室
で
司
書
を
雇
っ
た
り
し
な
が
ら
進
め
ま
し

た
。
公
民
連
携
室
に
色
々
な
部
署
の
担
当
者

を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
、
一
体
感
を

持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
だ
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
す
。

嶋
田

　城
崎
温
泉
の
あ
る
兵
庫
県
豊
岡
市
が

今
、
面
白
い
動
き
を
し
て
い
ま
す
。
劇
作
家

の
平
田
オ
リ
ザ
氏
が
市
の
芸
術
文
化
参
与
を

務
め
て
い
ま
す
が
、
平
田
氏
を
学
長
と
し
て
、

市
内
に
県
立
国
際
観
光
芸
術
専
門
職
大
学

（
仮
称
）
が
2
0
2
1
年
に
開
学
予
定
で
す
。

観
光
と
芸
術
に
特
化
し
た
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　も
と
も
と
豊
岡
市
で
は
舞
台
芸
術
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
で
あ

る
「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
、
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
集
め

た
り
、
舞
台
稽
古
を
市
民
に
見
せ
る
な
ど
、

芸
術
に
関
す
る
取
り
組
み
に
熱
心
で
す
。

　そ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
首
長
部
局
に
図

書
館
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

図
書
館
を
情
報
拠
点
に
し
た
い
と
い
う
市
長

の
考
え
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
観
光
と
図
書
館
と
い
う
対
談
テ
ー
マ
と
も

か
な
り
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
今
後
の

動
き
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を「
気
づ
く
、

見
つ
け
る
、創
る
」

こ
と
が
で
き
る
場
所
に

事
務
局

　あ
ら
た
め
て
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
最
後
に
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

猪
谷

　今
日
は
あ
ま
り
財
政
の
話
が
出
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
自
治
体
の
財
政
は

逼
迫
し
、
東
京
の
一
極
集
中
や
少
子
高
齢
化

で
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
口
を
爆
発
的
に
増
や
す
手
法
は
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
嶋
田

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
観
点
か
ら
図
書
館
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
り
、
大
き
な
役
割
を
担
え
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
土
地
の
魅
力
を
自
分

た
ち
で
引
き
出
し
つ
つ
、
発
信
す
る
拠
点
に

な
り
得
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
役
割

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　観
光
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
と

こ
ろ
に
し
か
な
い
も
の
に
光
を
あ
て
る
行
為

で
あ
り
、
住
民
た
ち
自
身
が
自
分
の
町
の
い

い
と
こ
ろ
に
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、
創
る
時

の
き
っ
か
け
と
な
る
の
が
観
光
と
い
う
文
化

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　平
田
オ
リ
ザ
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
地

域
に
は
「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
を
作
る
こ

と
を
支
え
る
の
が
図
書
館
の
仕
事
で
あ
る
な

ら
、
住
民
の
人
た
ち
が
「
気
づ
く
、
見
つ
け

る
、
創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
と
い
う
の
は

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
外
側
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
日
常
を
も
輝
か

せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
直
す
こ
と
が

図
書
館
な
ら
で
き
る
の
か
な
と
、
今
日
の
対

談
で
気
づ
け
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

事
務
局

　冒
頭
で
、
公
共
施
設
の
中
で
図
書

館
は
一
番
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
図
書
分
類
の
日
本
十
進
分
類
法

（
N
D
C
）
で
も
図
書
館
学
の
本
は
0
番
台

に
属
し
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
使
え
て
何
色

に
も
染
ま
っ
て
い
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
存
在
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
図
書
館
が
観
光
と
結
び
つ

く
可
能
性
も
大
き
い
と
、
改
め
て
示
唆
を
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
が
い
た
瀬
戸
内
市
は
図
書
館
が
新
し
く

つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
図
書
館

側
か
ら
か
な
り
積
極
的
に
い
ろ
ん
な
部
署
に

働
き
か
け
た
の
で
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
図
書
館
側
が
変
わ
れ

ば
、
ど
こ
で
も
同
じ
こ
と
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

猪
谷

　嶋
田
さ
ん
が
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
の

初
代
館
長
に
就
任
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
最
初

に
政
策
の
担
当
課
に
配
属
さ
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
が
、
図
書
館
づ
く
り
に
か
な
り
影

響
し
た
の
で
は
。

嶋
田

　確
か
に
こ
の
経
験
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。
市
が
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

館
長
を
全
国
公
募
し
て
私
が
就
任
し
た
の
で

す
が
、
市
長
の
考
え
で
1
年
目
に
総
合
政
策
部

の
政
策
調
整
課
と
い
う
企
画
部
門
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
図
書
館
担
当
参
事
と
い
う
こ
と
で

課
長
級
で
し
た
。
こ
の
部
署
は
い
ろ
い
ろ
な
部

署
と
や
り
と
り
し
て
い
て
、
財
政
課
や
総
務
課

な
ど
と
近
い
と
こ
ろ
で
図
書
館
に
つ
い
て
話
が

で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

猪
谷  

自
治
体
の
組
織
の
中
で
収
入
に
直
結

す
る
観
光
政
策
が
本
流
と
す
れ
ば
、
図
書
館

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
傍
流
で
す
。
基
本
的

に
教
育
委
員
会
部
局
が
管
轄
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
メ
イ
ン
は
学
校
教
育
な
の
で
、
図
書
館

は
さ
ら
に
そ
の
脇
に
位
置
す
る
形
で
、
な
か

な
か
行
政
の
中
枢
で
話
題
に
な
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
枢
の
方
た
ち
が

図
書
館
に
目
を
向
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
冒

頭
で
お
話
し
し
た
武
雄
市
図
書
館
の
イ
ン
パ

ク
ト
で
す
よ
ね
。

　今
年
、
第
9
次
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、
教
育
委
員
会
が
管
轄
す
る
図
書
館
な

ど
の
社
会
教
育
施
設
を
首
長
部
局
に
移
す
こ

と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

今
後
は
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
図
書
館
が
役
割

を
担
う
こ
と
が
増
え
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
文

部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
の
生
涯
学
習
分

科
会
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
博
物

館
や
美
術
館
、
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施

設
の
機
能
が
、
地
域
の
活
性
化
や
賑
わ
い
創

出
な
ど
、
教
育
文
化
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
つ
の
で
、
所
管
の
領
域
を

広
く
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
議

論
の
発
端
で
す
。

　た
だ
し
、
生
涯
学
習
分
科
会
で
は
政
治
的
な

中
立
性
の
担
保
、
事
業
の
継
続
性
が
懸
念
事
項

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
法
律
改
正
で

管
理
を
移
す
な
ど
大
き
な
動
き
が
あ
る
場
合

は
、
首
長
部
局
は
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
条
文
が
あ
り
ま
す

が
、
首
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
の
で
、
人
が
変

わ
れ
ば
方
針
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
教
育
委
員
会
は
合
議
制
で
、

議
論
、
調
整
の
仕
組
み
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の

で
、
社
会
教
育
施
設
を
手
放
す
の
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。

事
務
局

　首
長
部
局
に
移
し
た
方
が
、
よ
り

横
断
的
に
図
書
館
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
の
経
験
か
ら
、

教
育
委
員
会
部
局
で
も
十
分
に
ま
ち
づ
く
り

に
絡
む
図
書
館
経
営
は
で
き
て
い
た
と
言
う

自
負
が
あ
り
ま
す
。
首
長
部
局
に
移
し
た
自

治
体
で
も
、
例
え
ば
島
根
県
出
雲
市
の
よ
う

に
ま
た
元
の
教
育
委
員
会
の
所
管
に
戻
し
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
首
長
部
局
に
あ

れ
ば
、
企
画
や
財
政
部
門
と
も
頻
繁
に
意
見

交
換
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
距
離
感
は
一
つ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
す
ね
。

　あ
る
自
治
体
で
は
、
教
育
委
員
会
と
首
長

部
局
を
つ
な
ぐ
課
が
欲
し
い
と
い
う
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。
人
口
が
4
万
人
程
度
の
自
治

体
だ
っ
た
の
で
、
文
化
課
の
よ
う
な
も
の
が

な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
商
工
観
光
課
で
文
化

財
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
の

は
難
し
い
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ

り
、
文
化
財
を
単
に
保
護
す
る
だ
け
で
は
な

く
活
か
す
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
学
芸
員
を
、

教
育
委
員
会
か
ら
商
工
観
光
課
へ
異
動
さ
せ
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な
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

人
が
来
る
の
で
、
い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

注
目
さ
れ
る

ま
ち
歩
き
と
図
書
館
の

親
和
性

嶋
田

　私
が
館
長
を
務
め
て
い
た
瀬
戸
内
市

民
図
書
館
に
は
「
も
み
わ
フ
レ
ン
ズ
」
と
い

う
友
の
会
が
あ
り
、
会
員
が
1
0
0
名
ほ
ど

い
ま
す
。
こ
の
会
員
と
図
書
館
の
市
民
協
働

事
業
と
し
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

地
域
の
お
宝
を
探
し
て
集
め
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
。

　集
め
た
お
宝
は
本
に
ま
と
め
た
り
、
ネ
ッ

ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
残
す

予
定
で
す
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
の

が
石
灯
籠
の
写
真
で
す
。
そ
の
マ
ッ
プ
を
作

っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
に
な
り
、
さ
ら
に

そ
の
石
灯
籠
が
い
つ
で
き
た
か
、
町
史
を
見

て
学
ぶ
と
い
う
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
ま
ち
歩
き
を
絡
め
る

な
ど
す
れ
ば
、
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
も
巻

き
込
め
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

猪
谷

　長
野
県
の
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

は
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
博
物
館
に
あ
っ
た
古

館
で
は
日
本
全
国
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

利
用
カ
ー
ド
が
作
れ
ま
す
。

　例
え
ば
雨
が
降
っ
て
観
光
が
で
き
な
い
時
、

東
京
か
ら
来
て
い
る
子
ど
も
が
図
書
館
で
本

を
借
り
て
夏
休
み
の
宿
題
を
し
て
、
東
京
か

ら
本
が
郵
送
返
却
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。ま
た
、周
囲
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
本
選
び
に
司
書
が
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
な
ど
、
面
白
い
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
滞
在
者
の
た
め
の

図
書
館
」
と
い
う
視
点
も
大
事
な
の
か
な
と
。

事
務
局

　群
馬
県
の
太
田
市
美
術
館
・
図
書

館
の
よ
う
に
、
近
年
は
図
書
館
と
他
の
文
化

施
設
を
複
合
す
る
動
き
も
各
地
で
見
ら
れ
ま

す
。

嶋
田

　近
年
は
複
合
施
設
で
は
な
く
融
合
施

設
と
い
う
考
え
方
で
整
備
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
お
り
、
福
島
県
の
須
賀
川
市
中
央

図
書
館
は
、
ゴ
ジ
ラ
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
生

ん
だ
円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
融
合
し
て

い
ま
す
ね
。

猪
谷

　1
階
に
は
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
の
ほ

か
、
バ
ル
タ
ン
星
人
な
ど
の
怪
獣
が
広
場
に

い
て
、
そ
れ
を
目
当
て
に
来
る
特
撮
フ
ァ
ン

も
多
い
よ
う
で
す
。
図
書
館
は
2
階
か
ら
4

階
を
メ
イ
ン
に
展
開
、
5
階
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
に

存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
構
造
で
、
ま
さ
に
融
合
施
設
だ
と

思
い
ま
す
。

事
務
局

　図
書
館
と
他
の
誘
客
施
設
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

猪
谷

　2
0
0
0
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

潟
県
の
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
は
じ
め
、
今
、
日

本
の
各
地
域
で
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん

で
、
公
立
美
術
館
が
会
場
と
な
る
例
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
が
単
独
で
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
行
う
の
は
難
し
い
で
す
が
、
歴

史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で
何
ら
か
の

役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　観
光
行
政
や
観
光
協
会
は
ス
ト
ッ

ク
が
苦
手
で
す
が
、
発
信
力
を
持
っ
て
お
り
、

図
書
館
に
は
情
報
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
。
協

力
し
て
互
い
の
得
意
分
野
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
可
能
性
は
広
が
り
そ
う
で
す
。

猪
谷

　2
0
0
5
年
に
東
京
の
谷
根
千
地
域

で
始
ま
っ
た
「
不
忍
ブ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
取
り
組
み
で
は
、
地
域
の
中
で
も
魅

力
的
な
書
店
や
古
書
店
、
書
店
巡
り
の
合
間

に
休
憩
で
き
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
載
せ
た
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　あ
わ
せ
て
彼
ら
が
始
め
た
の
が
「
一
箱
古

本
市
」
と
い
う
、
本
好
き
の
人
た
ち
が
段
ボ

ー
ル
一
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
売
る
と
い

う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
本

好
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
り
、
全
国
80

ケ
所
以
上
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
中
に
は
図
書
館
で
開
催
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　鎌
倉
に
は
「
ブ
ッ
ク
カ
ー
ニ
バ
ル
i
n
カ

マ
ク
ラ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
鎌
倉

市
図
書
館
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は

誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
で
す
が
、
図
書
館
に

来
な
い
人
と
は
接
点
が
な
か
な
か
持
て
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
こ
う
し
て
図
書
館
側
が

出
て
い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
今
お
話
し
し
た
よ
う

人
々
が
行
き
た
い
、
居
た
い
と
思
う
場
所
を

作
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
図
書
館
に
よ
る
情
報

提
供
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
も
、
大
き

な
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

猪
谷

　平
成
27
年
に
公
表
さ
れ
た
文
部
科
学

省
調
査
に
よ
る
と
、
公
共
施
設
で
一
番
使
わ

れ
て
い
る
の
が
図
書
館
だ
そ
う
で
す
。
美
術

館
や
博
物
館
に
比
べ
、
図
書
館
は
来
る
人
を

選
ば
な
い
で
す
よ
ね
。
学
校
や
会
社
、
家
庭

以
外
の
〝
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〞
と
し
て
の
役

割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
。
誰
で
も

無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
と

の
接
点
と
し
て
も
、
非
常
に
い
い
場
所
な
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

誘
客
施
設
や

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
の

融
合
で
広
が
る
可
能
性

事
務
局

　し
か
し
、
実
際
に
は
観
光
客
と
図

書
館
の
接
点
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状

で
す
よ
ね
。
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
や
、
ご
存
知
の
先
行
事
例
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

嶋
田

　一
つ
の
役
割
と
し
て
、
旅
行
先
で
の

休
息
場
所
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。
お

金
を
か
け
ず
に
休
憩
で
き
、
観
光
情
報
も
集

め
ら
れ
ま
す
か
ら
。

猪
谷

　旅
先
で
情
報
を
整
理
し
た
い
時
、
私

は
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
探
す
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
図
書
館
も
い
い
で
す
よ
ね
。
先
日
名

古
屋
に
旅
行
し
た
時
、
愛
知
県
内
の
観
光
情

報
を
求
め
て
本
屋
を
訪
ね
た
ら
、
京
都
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
し
か
な
く
て
（
笑
）
。
図
書
館

に
行
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　居
心
地
が
良
か
っ
た
り
歴
史
的
な
建
物
で

あ
っ
た
り
、
何
ら
か
の
付
加
価
値
が
あ
れ
ば
、

観
光
客
も
旅
先
で
図
書
館
を
訪
れ
る
の
で
は
。

例
え
ば
東
京
都
千
代
田
区
の
千
代
田
図
書
館

は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
て
、
神
保
町
の
美

味
し
い
カ
レ
ー
屋
な
ど
街
の
情
報
を
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
観
光
客
に
も
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。

嶋
田

　そ
う
い
う
観
点
で
は
、
図
書
館
も
観

光
客
に
便
利
な
場
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
け

る
な
ど
、
立
地
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。

猪
谷

　国
内
外
か
ら
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る

原
宿
に
は
、
竹
下
通
り
の
裏
に
渋
谷
区
立
中

央
図
書
館
が
あ
り
、
抜
群
の
立
地
で
す
。
そ

う
い
う
地
の
利
を
も
っ
と
活
用
し
て
も
い
い

の
で
は
。

　通
常
、
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
は
そ
の
自

治
体
及
び
近
隣
自
治
体
在
住
者
か
通
勤
・
通

学
者
し
か
作
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

沖
縄
の
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
図
書

指
定
者
管
理
制
度
の

導
入
が
日
本
の
図
書
館
の

転
換
期
に

事
務
局

　今
回
は
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る

連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
図
書
館
に
造
詣
の
深
い
お
二
人
に
お

話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
初
に
今
の
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
図

書
館
の
役
割
や
求
め
ら
れ
る
機
能
は
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
か
ら
振
り
返
っ
て
、
近
年
の

日
本
の
図
書
館
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

猪
谷

　『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』
と
い
う

書
籍
が
刊
行
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
た
2
0
0
3
年
に
図
書
館
は
一
つ
の

転
換
期
を
迎
え
た
と
思
い
ま
す
。
『
未
来
を

つ
く
る
図
書
館
』
は
、
最
近
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
公
開
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
で
も
課
題
解

決
型
や
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
型
の
図
書
館
が
出
て

き
ま
し
た
。

　次
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
が
、

2
0
1
3
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
武
雄
市
図
書
館
の
登
場
で
す
。

T
S
U
T
A
Y
A
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）

が
初
め
て
図
書
館
の
指
定
管
理
者
と
な
り
、

お
し
ゃ
れ
な
内
装
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
で
入
る
な
ど
、
大
変
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
市
の
人
口
が
5
万
人
規
模

な
の
に
対
し
て
、
初
年
度
の
来
館
者
数
が
92

万
人
と
い
う
の
は
非
常
に
異
例
で
、
視
察
も

含
め
て
市
外
か
ら
の
来
館
者
が
非
常
に
多
か

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　武
雄
市
で
は
宣
伝
効
果
の
試
算
を
20
億
円

と
発
表
し
ま
し
た
が
、
図
書
館
で
経
済
効
果

が
算
出
さ
れ
た
と
い
う
の
も
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。
図
書
館
と
し
て
は
評
価
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
か
ら
集

客
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ
た
訳

で
す
が
、
武
雄
市
図
書
館
か
ら
学
ん
だ
の
は

民
間
の
デ
ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、

の
方
に
「
塩
尻
ト
リ
ビ
ア
」
と
い
う
形
で
、

地
域
の
ミ
ニ
知
識
を
館
内
の
あ
ち
こ
ち
に
ち

り
ば
め
て
い
ま
す
。
図
書
館
な
ら
一
般
的
な

観
光
情
報
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
の
歴
史

や
文
化
、
地
理
的
な
情
報
も
幅
広
く
提
供
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　郷
土
史
家
は
研
究
の
た
め
に
、
遠
く
の
図

書
館
ま
で
資
料
を
求
め
て
わ
ざ
わ
ざ
行
く
こ

と
が
あ
る
わ
け
で
、
資
源
が
そ
の
図
書
館
に

し
か
な
い
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
図
書
館

に
行
く
こ
と
自
体
が
、
観
光
の
目
的
に
も
な

り
得
る
の
で
は
。

猪
谷

　観
光
の
情
報
っ
て
何
か
と
考
え
た
時
、

や
は
り
コ
ア
と
な
る
の
は
地
域
資
料
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
山
梨
県
甲
州
市
の
勝
沼
図
書

館
は
開
館
当
時
か
ら
地
域
の
名
産
品
で
あ
る

ブ
ド
ウ
と
ワ
イ
ン
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
海
外
雑
誌
や
学
会
誌
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
で
し
か
読
め
な
い
よ
う
な
地
元
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
雑
誌
の

切
り
抜
き
ま
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
は
地
元
住
民
向
け
で
あ
り
つ
つ
、
観

光
客
に
と
っ
て
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り
な
ど
に

役
立
ち
ま
す
。
実
際
、
観
光
客
が
地
元
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
訪
ね
る
と
「
自
分
た
ち
の
情
報

は
全
部
図
書
館
に
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
情
報
収
集
を
地

道
に
重
ね
て
い
れ
ば
、
観
光
客
へ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
も
自
然
と
で
き
る
の
で
は
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

事
務
局

　各
地
の
産
業
や
文
化
な
ど
の
情
報

が
集
約
さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ

が
可
視
化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
観
光
資
源

に
も
な
り
得
る
と
言
え
ま
す
ね
。

嶋
田

　最
近
、
よ
く
関
係
人
口
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
情
報
や
資
料
が

結
束
点
に
な
っ
て
、
地
域
の
人
と
外
の
人
を

つ
な
げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
つ
く
る
場

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　そ
う
な
る
と
、
図
書
館
の
情
報
を
い
か
に

可
視
化
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
図
書
館
員
と
し
て

の
矜
持
と
い
う
か
、
愛
し
て
い
る
地
域
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア

ン
シ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
集
め
た
情
報
を

図
書
館
と
し
て
ど
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
か
に
は
、
司
書
と
し
て
の
力
量
や
行
動
力

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　当
初
、
対
談
テ
ー
マ
と
し
て
図
書

館
を
観
光
に
ど
う
活
か
す
か
と
い
う
話
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
で
重
要
な
活
動
の

中
に
図
書
館
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
捉
え

た
時
に
、
観
光
が
そ
の
一
つ
の
役
割
に
な
る

の
か
な
と
。
地
域
文
化
の
一
部
に
図
書
館
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
自
然
な
方

向
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

猪
谷

　私
は
大
学
時
代
に
考
古
学
を
専
攻
し

て
い
ま
し
た
が
、
恩
師
か
ら
「
旅
に
行
っ
た

ら
ま
ず
そ
の
土
地
の
博
物
館
に
行
け
。
そ
の

土
地
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
か

ら
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
図
書
館

で
あ
っ
て
も
い
い
と
、
今
日
お
話
し
し
て
い

て
思
い
ま
し
た
。
観
光
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

旅
先
の
図
書
館
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
る
の
も
、
不
可
能
で
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
と
図
書
館
が

結
び
つ
く
た
め
の

構
造
的
な
課
題

事
務
局

　と
は
い
え
、
観
光
と
図
書
館
が
結

び
つ
く
に
は
、
地
方
行
政
に
お
け
る
構
造
的

な
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
。

嶋
田

　自
分
の
反
省
も
込
め
て
、
「
地
域
外

か
ら
来
る
方
へ
の
情
報
発
信
も
自
分
の
仕

事
」
と
い
う
思
い
が
図
書
館
側
に
な
く
、
そ

う
し
た
司
書
教
育
も
行
え
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
各
自
治
体
の
商
工
観
光
課
も
、
図

書
館
を
自
分
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
G
P
S
を
使
っ
て

そ
の
古
地
図
上
で
、
自
分
は
今
ど
こ
に
い
る

の
か
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
、
ス
マ
ホ
な

ど
の
端
末
で
使
用
し
ま
す
。

　こ
の
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
死
蔵
し
て

い
た
博
物
館
の
古
地
図
も
活
用
さ
れ
、
ま
ち

歩
き
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
資

料
と
人
を
つ
な
ぐ
た
め
の
こ
う
い
う
仕
掛
け

を
、
図
書
館
が
も
っ
と
つ
く
っ
て
い
っ
て
も

よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

事
務
局

　ま
ち
歩
き
と
は
今
の
観
光
の
ト
レ

ン
ド
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
情
報
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
図
書
館
と
は
確
か
に
す
ご
く
親
和

性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
は
「
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て

住
民
が
勉
強
し
、
例
え
ば
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
な
ど
市
内
の
あ
る
場
所
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
の
ペ
ー
ジ
に
加
筆
す
る
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。

　こ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
図
書
館
を
拠
点
と

し
て
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
よ
う
な
探
索
型
の

ま
ち
歩
き
を
観
光
客
と
町
の
人
が
一
緒
に
行

い
、
集
め
た
情
報
を
書
き
込
む
と
い
う
の
も

考
え
ら
れ
る
か
な
と
。
観
光
客
に
と
っ
て
は

「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
自
分
が
調
べ
て
書
い
た
」

と
い
う
旅
の
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
。

猪
谷

　最
近
は
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
S
N
S
に

も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
も
確
度
の
高
い
口
コ

ミ
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

し
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
図
書
館
も
集
め
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
と
も
感
じ
ま
す
。

嶋
田

　お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
紙
媒
体
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
図
書
館
で
も
以
前
よ

り
貸
し
出
し
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
、
観
光
の
ウ
ェ
ブ
情
報
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
検
索
す
る
と
同
じ
よ
う
な
情
報
が
検

索
の
上
位
に
き
て
、
な
か
な
か
地
元
な
ら
で

は
の
情
報
に
辿
り
着
け
ま
せ
ん
。
現
地
の
観

光
案
内
所
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
て

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
」
と
気
づ

い
て
も
、
予
定
が
詰
ま
っ
て
い
て
行
け
な
か

っ
た
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
旅
行
先
の
デ
ジ
タ

ル
観
光
情
報
を
出
発
前
に
ス
ム
ー
ズ
に
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
公
共
図
書
館
が
い
わ
ゆ
る

「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
」
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
も
一
つ
の
仕
事
に

な
る
の
か
な
と
。
例
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書

館
が
地
域
の
観
光
情
報

の
リ
ン
ク
集
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
全

国
に
発
信
す
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

図
書
館
と

観
光
を
結
ぶ

に
は
〜

地
域
情
報
の

発
信
拠
点

と
し
て
の

役
割

事
務
局

　こ
う
し
て
お

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

図
書
館
と
観
光
に
は
数
多
く
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
両
者
を
結
び
つ

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
、
観
光
行
政
、
観
光
客
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
見
て
、
改
め
て
ご
意
見
を
い
た
だ

け
ま
す
か
。

嶋
田

　観
光
客
に
対
し
て
、
図
書
館
が
地
域

情
報
の
発
信
拠
点
に
な
る
と
い
う
発
想
は
今

ま
で
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
で
も
、
観
光
地

に
あ
る
図
書
館
な
ら
そ
う
い
う
取
り
組
み
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　例
え
ば
塩
尻
市
立
図
書
館
で
は
書
架
の
下

て
仕
事
を
進
め
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

猪
谷

　自
治
体
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、

横
断
的
な
部
署
を
作
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
取
材
し
て
い
た
岩
手
県
紫
波

町
は
そ
れ
ま
で
図
書
館
が
な
い
自
治
体
で
し

た
が
、
図
書
館
を
中
核
施
設
と
し
た
駅
前
町

有
地
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
民
間
と
一
緒

に
公
民
連
携
で
進
め
ま
し
た
。

　大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
町
の
中
で
も

担
当
課
が
い
く
つ
も
ま
た
が
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
横
串
で
刺
す
「
公
民
連
携
室
」
と
い
う

セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
、
住
宅
開
発
に
つ
い
て

は
事
業
の
メ
イ
ン
に
な
る
人
材
を
配
置
し
た

り
、
図
書
館
を
作
る
際
に
は
こ
の
公
民
連
携

室
で
司
書
を
雇
っ
た
り
し
な
が
ら
進
め
ま
し

た
。
公
民
連
携
室
に
色
々
な
部
署
の
担
当
者

を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
、
一
体
感
を

持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
だ
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
す
。

嶋
田

　城
崎
温
泉
の
あ
る
兵
庫
県
豊
岡
市
が

今
、
面
白
い
動
き
を
し
て
い
ま
す
。
劇
作
家

の
平
田
オ
リ
ザ
氏
が
市
の
芸
術
文
化
参
与
を

務
め
て
い
ま
す
が
、
平
田
氏
を
学
長
と
し
て
、

市
内
に
県
立
国
際
観
光
芸
術
専
門
職
大
学

（
仮
称
）
が
2
0
2
1
年
に
開
学
予
定
で
す
。

観
光
と
芸
術
に
特
化
し
た
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　も
と
も
と
豊
岡
市
で
は
舞
台
芸
術
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
で
あ

る
「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
、
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
集
め

た
り
、
舞
台
稽
古
を
市
民
に
見
せ
る
な
ど
、

芸
術
に
関
す
る
取
り
組
み
に
熱
心
で
す
。

　そ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
首
長
部
局
に
図

書
館
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

図
書
館
を
情
報
拠
点
に
し
た
い
と
い
う
市
長

の
考
え
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
観
光
と
図
書
館
と
い
う
対
談
テ
ー
マ
と
も

か
な
り
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
今
後
の

動
き
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を「
気
づ
く
、

見
つ
け
る
、創
る
」

こ
と
が
で
き
る
場
所
に

事
務
局

　あ
ら
た
め
て
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
最
後
に
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

猪
谷

　今
日
は
あ
ま
り
財
政
の
話
が
出
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
自
治
体
の
財
政
は

逼
迫
し
、
東
京
の
一
極
集
中
や
少
子
高
齢
化

で
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
口
を
爆
発
的
に
増
や
す
手
法
は
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
嶋
田

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
観
点
か
ら
図
書
館
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
り
、
大
き
な
役
割
を
担
え
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
土
地
の
魅
力
を
自
分

た
ち
で
引
き
出
し
つ
つ
、
発
信
す
る
拠
点
に

な
り
得
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
役
割

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　観
光
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
と

こ
ろ
に
し
か
な
い
も
の
に
光
を
あ
て
る
行
為

で
あ
り
、
住
民
た
ち
自
身
が
自
分
の
町
の
い

い
と
こ
ろ
に
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、
創
る
時

の
き
っ
か
け
と
な
る
の
が
観
光
と
い
う
文
化

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　平
田
オ
リ
ザ
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
地

域
に
は
「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
を
作
る
こ

と
を
支
え
る
の
が
図
書
館
の
仕
事
で
あ
る
な

ら
、
住
民
の
人
た
ち
が
「
気
づ
く
、
見
つ
け

る
、
創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
と
い
う
の
は

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
外
側
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
日
常
を
も
輝
か

せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
直
す
こ
と
が

図
書
館
な
ら
で
き
る
の
か
な
と
、
今
日
の
対

談
で
気
づ
け
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

事
務
局

　冒
頭
で
、
公
共
施
設
の
中
で
図
書

館
は
一
番
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
図
書
分
類
の
日
本
十
進
分
類
法

（
N
D
C
）
で
も
図
書
館
学
の
本
は
0
番
台

に
属
し
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
使
え
て
何
色

に
も
染
ま
っ
て
い
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
存
在
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
図
書
館
が
観
光
と
結
び
つ

く
可
能
性
も
大
き
い
と
、
改
め
て
示
唆
を
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
が
い
た
瀬
戸
内
市
は
図
書
館
が
新
し
く

つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
図
書
館

側
か
ら
か
な
り
積
極
的
に
い
ろ
ん
な
部
署
に

働
き
か
け
た
の
で
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
図
書
館
側
が
変
わ
れ

ば
、
ど
こ
で
も
同
じ
こ
と
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

猪
谷

　嶋
田
さ
ん
が
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
の

初
代
館
長
に
就
任
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
最
初

に
政
策
の
担
当
課
に
配
属
さ
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
が
、
図
書
館
づ
く
り
に
か
な
り
影

響
し
た
の
で
は
。

嶋
田

　確
か
に
こ
の
経
験
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。
市
が
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

館
長
を
全
国
公
募
し
て
私
が
就
任
し
た
の
で

す
が
、
市
長
の
考
え
で
1
年
目
に
総
合
政
策
部

の
政
策
調
整
課
と
い
う
企
画
部
門
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
図
書
館
担
当
参
事
と
い
う
こ
と
で

課
長
級
で
し
た
。
こ
の
部
署
は
い
ろ
い
ろ
な
部

署
と
や
り
と
り
し
て
い
て
、
財
政
課
や
総
務
課

な
ど
と
近
い
と
こ
ろ
で
図
書
館
に
つ
い
て
話
が

で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

猪
谷  

自
治
体
の
組
織
の
中
で
収
入
に
直
結

す
る
観
光
政
策
が
本
流
と
す
れ
ば
、
図
書
館

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
傍
流
で
す
。
基
本
的

に
教
育
委
員
会
部
局
が
管
轄
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
メ
イ
ン
は
学
校
教
育
な
の
で
、
図
書
館

は
さ
ら
に
そ
の
脇
に
位
置
す
る
形
で
、
な
か

な
か
行
政
の
中
枢
で
話
題
に
な
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
枢
の
方
た
ち
が

図
書
館
に
目
を
向
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
冒

頭
で
お
話
し
し
た
武
雄
市
図
書
館
の
イ
ン
パ

ク
ト
で
す
よ
ね
。

　今
年
、
第
9
次
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、
教
育
委
員
会
が
管
轄
す
る
図
書
館
な

ど
の
社
会
教
育
施
設
を
首
長
部
局
に
移
す
こ

と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

今
後
は
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
図
書
館
が
役
割

を
担
う
こ
と
が
増
え
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
文

部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
の
生
涯
学
習
分

科
会
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
博
物

館
や
美
術
館
、
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施

設
の
機
能
が
、
地
域
の
活
性
化
や
賑
わ
い
創

出
な
ど
、
教
育
文
化
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
つ
の
で
、
所
管
の
領
域
を

広
く
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
議

論
の
発
端
で
す
。

　た
だ
し
、
生
涯
学
習
分
科
会
で
は
政
治
的
な

中
立
性
の
担
保
、
事
業
の
継
続
性
が
懸
念
事
項

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
法
律
改
正
で

管
理
を
移
す
な
ど
大
き
な
動
き
が
あ
る
場
合

は
、
首
長
部
局
は
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
条
文
が
あ
り
ま
す

が
、
首
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
の
で
、
人
が
変

わ
れ
ば
方
針
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
教
育
委
員
会
は
合
議
制
で
、

議
論
、
調
整
の
仕
組
み
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の

で
、
社
会
教
育
施
設
を
手
放
す
の
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。

事
務
局

　首
長
部
局
に
移
し
た
方
が
、
よ
り

横
断
的
に
図
書
館
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
の
経
験
か
ら
、

教
育
委
員
会
部
局
で
も
十
分
に
ま
ち
づ
く
り

に
絡
む
図
書
館
経
営
は
で
き
て
い
た
と
言
う

自
負
が
あ
り
ま
す
。
首
長
部
局
に
移
し
た
自

治
体
で
も
、
例
え
ば
島
根
県
出
雲
市
の
よ
う

に
ま
た
元
の
教
育
委
員
会
の
所
管
に
戻
し
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
首
長
部
局
に
あ

れ
ば
、
企
画
や
財
政
部
門
と
も
頻
繁
に
意
見

交
換
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
距
離
感
は
一
つ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
す
ね
。

　あ
る
自
治
体
で
は
、
教
育
委
員
会
と
首
長

部
局
を
つ
な
ぐ
課
が
欲
し
い
と
い
う
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。
人
口
が
4
万
人
程
度
の
自
治

体
だ
っ
た
の
で
、
文
化
課
の
よ
う
な
も
の
が

な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
商
工
観
光
課
で
文
化

財
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
の

は
難
し
い
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ

り
、
文
化
財
を
単
に
保
護
す
る
だ
け
で
は
な

く
活
か
す
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
学
芸
員
を
、

教
育
委
員
会
か
ら
商
工
観
光
課
へ
異
動
さ
せ

『
図
書
館・ま
ち
育
て・デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』

嶋
田 

学 

著
、青
弓
社
、2
0
1
9
年
9
月
、

四
六
判
2
8
8
頁
、2
6
0
0
円
+
税

『
町
の
未
来
を
こ
の
手
で
つ
く
る
』

猪
谷
千
香 

著
、幻
冬
舎
、2
0
1
6
年
9
月
、

四
六
判
2
2
2
頁
、1
4
0
0
円
+
税

『
つ
な
が
る
図
書
館
』

猪
谷
千
香 

著
、筑
摩
書
房
、2
0
1
4
年
1
月
、

新
書
判
2
3
8
頁
、7
8
0
円
+
税
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な
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

人
が
来
る
の
で
、
い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

注
目
さ
れ
る

ま
ち
歩
き
と
図
書
館
の

親
和
性

嶋
田

　私
が
館
長
を
務
め
て
い
た
瀬
戸
内
市

民
図
書
館
に
は
「
も
み
わ
フ
レ
ン
ズ
」
と
い

う
友
の
会
が
あ
り
、
会
員
が
1
0
0
名
ほ
ど

い
ま
す
。
こ
の
会
員
と
図
書
館
の
市
民
協
働

事
業
と
し
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

地
域
の
お
宝
を
探
し
て
集
め
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
。

　集
め
た
お
宝
は
本
に
ま
と
め
た
り
、
ネ
ッ

ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
残
す

予
定
で
す
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
の

が
石
灯
籠
の
写
真
で
す
。
そ
の
マ
ッ
プ
を
作

っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
に
な
り
、
さ
ら
に

そ
の
石
灯
籠
が
い
つ
で
き
た
か
、
町
史
を
見

て
学
ぶ
と
い
う
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
ま
ち
歩
き
を
絡
め
る

な
ど
す
れ
ば
、
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
も
巻

き
込
め
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

猪
谷

　長
野
県
の
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

は
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
博
物
館
に
あ
っ
た
古

館
で
は
日
本
全
国
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

利
用
カ
ー
ド
が
作
れ
ま
す
。

　例
え
ば
雨
が
降
っ
て
観
光
が
で
き
な
い
時
、

東
京
か
ら
来
て
い
る
子
ど
も
が
図
書
館
で
本

を
借
り
て
夏
休
み
の
宿
題
を
し
て
、
東
京
か

ら
本
が
郵
送
返
却
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。ま
た
、周
囲
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
本
選
び
に
司
書
が
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
な
ど
、
面
白
い
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
滞
在
者
の
た
め
の

図
書
館
」
と
い
う
視
点
も
大
事
な
の
か
な
と
。

事
務
局

　群
馬
県
の
太
田
市
美
術
館
・
図
書

館
の
よ
う
に
、
近
年
は
図
書
館
と
他
の
文
化

施
設
を
複
合
す
る
動
き
も
各
地
で
見
ら
れ
ま

す
。

嶋
田

　近
年
は
複
合
施
設
で
は
な
く
融
合
施

設
と
い
う
考
え
方
で
整
備
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
お
り
、
福
島
県
の
須
賀
川
市
中
央

図
書
館
は
、
ゴ
ジ
ラ
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
生

ん
だ
円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
融
合
し
て

い
ま
す
ね
。

猪
谷

　1
階
に
は
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
の
ほ

か
、
バ
ル
タ
ン
星
人
な
ど
の
怪
獣
が
広
場
に

い
て
、
そ
れ
を
目
当
て
に
来
る
特
撮
フ
ァ
ン

も
多
い
よ
う
で
す
。
図
書
館
は
2
階
か
ら
4

階
を
メ
イ
ン
に
展
開
、
5
階
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
に

存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
構
造
で
、
ま
さ
に
融
合
施
設
だ
と

思
い
ま
す
。

事
務
局

　図
書
館
と
他
の
誘
客
施
設
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

猪
谷

　2
0
0
0
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

潟
県
の
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
は
じ
め
、
今
、
日

本
の
各
地
域
で
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん

で
、
公
立
美
術
館
が
会
場
と
な
る
例
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
が
単
独
で
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
行
う
の
は
難
し
い
で
す
が
、
歴

史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で
何
ら
か
の

役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　観
光
行
政
や
観
光
協
会
は
ス
ト
ッ

ク
が
苦
手
で
す
が
、
発
信
力
を
持
っ
て
お
り
、

図
書
館
に
は
情
報
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
。
協

力
し
て
互
い
の
得
意
分
野
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
可
能
性
は
広
が
り
そ
う
で
す
。

猪
谷

　2
0
0
5
年
に
東
京
の
谷
根
千
地
域

で
始
ま
っ
た
「
不
忍
ブ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
取
り
組
み
で
は
、
地
域
の
中
で
も
魅

力
的
な
書
店
や
古
書
店
、
書
店
巡
り
の
合
間

に
休
憩
で
き
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
載
せ
た
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　あ
わ
せ
て
彼
ら
が
始
め
た
の
が
「
一
箱
古

本
市
」
と
い
う
、
本
好
き
の
人
た
ち
が
段
ボ

ー
ル
一
箱
分
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
売
る
と
い

う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
本

好
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
り
、
全
国
80

ケ
所
以
上
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
中
に
は
図
書
館
で
開
催
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　鎌
倉
に
は
「
ブ
ッ
ク
カ
ー
ニ
バ
ル
i
n
カ

マ
ク
ラ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
鎌
倉

市
図
書
館
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は

誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
で
す
が
、
図
書
館
に

来
な
い
人
と
は
接
点
が
な
か
な
か
持
て
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
こ
う
し
て
図
書
館
側
が

出
て
い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
今
お
話
し
し
た
よ
う

人
々
が
行
き
た
い
、
居
た
い
と
思
う
場
所
を

作
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
図
書
館
に
よ
る
情
報

提
供
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
も
、
大
き

な
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

猪
谷

　平
成
27
年
に
公
表
さ
れ
た
文
部
科
学

省
調
査
に
よ
る
と
、
公
共
施
設
で
一
番
使
わ

れ
て
い
る
の
が
図
書
館
だ
そ
う
で
す
。
美
術

館
や
博
物
館
に
比
べ
、
図
書
館
は
来
る
人
を

選
ば
な
い
で
す
よ
ね
。
学
校
や
会
社
、
家
庭

以
外
の
〝
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〞
と
し
て
の
役

割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
。
誰
で
も

無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
と

の
接
点
と
し
て
も
、
非
常
に
い
い
場
所
な
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

誘
客
施
設
や

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
の

融
合
で
広
が
る
可
能
性

事
務
局

　し
か
し
、
実
際
に
は
観
光
客
と
図

書
館
の
接
点
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状

で
す
よ
ね
。
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
や
、
ご
存
知
の
先
行
事
例
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

嶋
田

　一
つ
の
役
割
と
し
て
、
旅
行
先
で
の

休
息
場
所
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。
お

金
を
か
け
ず
に
休
憩
で
き
、
観
光
情
報
も
集

め
ら
れ
ま
す
か
ら
。

猪
谷

　旅
先
で
情
報
を
整
理
し
た
い
時
、
私

は
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
探
す
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
図
書
館
も
い
い
で
す
よ
ね
。
先
日
名

古
屋
に
旅
行
し
た
時
、
愛
知
県
内
の
観
光
情

報
を
求
め
て
本
屋
を
訪
ね
た
ら
、
京
都
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
し
か
な
く
て
（
笑
）
。
図
書
館

に
行
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　居
心
地
が
良
か
っ
た
り
歴
史
的
な
建
物
で

あ
っ
た
り
、
何
ら
か
の
付
加
価
値
が
あ
れ
ば
、

観
光
客
も
旅
先
で
図
書
館
を
訪
れ
る
の
で
は
。

例
え
ば
東
京
都
千
代
田
区
の
千
代
田
図
書
館

は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
て
、
神
保
町
の
美

味
し
い
カ
レ
ー
屋
な
ど
街
の
情
報
を
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
観
光
客
に
も
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。

嶋
田

　そ
う
い
う
観
点
で
は
、
図
書
館
も
観

光
客
に
便
利
な
場
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
け

る
な
ど
、
立
地
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。

猪
谷

　国
内
外
か
ら
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る

原
宿
に
は
、
竹
下
通
り
の
裏
に
渋
谷
区
立
中

央
図
書
館
が
あ
り
、
抜
群
の
立
地
で
す
。
そ

う
い
う
地
の
利
を
も
っ
と
活
用
し
て
も
い
い

の
で
は
。

　通
常
、
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
は
そ
の
自

治
体
及
び
近
隣
自
治
体
在
住
者
か
通
勤
・
通

学
者
し
か
作
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

沖
縄
の
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
図
書

指
定
者
管
理
制
度
の

導
入
が
日
本
の
図
書
館
の

転
換
期
に

事
務
局

　今
回
は
、
図
書
館
と
観
光
に
よ
る

連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
図
書
館
に
造
詣
の
深
い
お
二
人
に
お

話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
初
に
今
の
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
図

書
館
の
役
割
や
求
め
ら
れ
る
機
能
は
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
か
ら
振
り
返
っ
て
、
近
年
の

日
本
の
図
書
館
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

猪
谷

　『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』
と
い
う

書
籍
が
刊
行
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
た
2
0
0
3
年
に
図
書
館
は
一
つ
の

転
換
期
を
迎
え
た
と
思
い
ま
す
。
『
未
来
を

つ
く
る
図
書
館
』
は
、
最
近
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
公
開
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
で
も
課
題
解

決
型
や
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
型
の
図
書
館
が
出
て

き
ま
し
た
。

　次
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
が
、

2
0
1
3
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
武
雄
市
図
書
館
の
登
場
で
す
。

T
S
U
T
A
Y
A
を
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）

が
初
め
て
図
書
館
の
指
定
管
理
者
と
な
り
、

お
し
ゃ
れ
な
内
装
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
で
入
る
な
ど
、
大
変
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
市
の
人
口
が
5
万
人
規
模

な
の
に
対
し
て
、
初
年
度
の
来
館
者
数
が
92

万
人
と
い
う
の
は
非
常
に
異
例
で
、
視
察
も

含
め
て
市
外
か
ら
の
来
館
者
が
非
常
に
多
か

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　武
雄
市
で
は
宣
伝
効
果
の
試
算
を
20
億
円

と
発
表
し
ま
し
た
が
、
図
書
館
で
経
済
効
果

が
算
出
さ
れ
た
と
い
う
の
も
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。
図
書
館
と
し
て
は
評
価
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
か
ら
集

客
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ
た
訳

で
す
が
、
武
雄
市
図
書
館
か
ら
学
ん
だ
の
は

民
間
の
デ
ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、

の
方
に
「
塩
尻
ト
リ
ビ
ア
」
と
い
う
形
で
、

地
域
の
ミ
ニ
知
識
を
館
内
の
あ
ち
こ
ち
に
ち

り
ば
め
て
い
ま
す
。
図
書
館
な
ら
一
般
的
な

観
光
情
報
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
の
歴
史

や
文
化
、
地
理
的
な
情
報
も
幅
広
く
提
供
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　郷
土
史
家
は
研
究
の
た
め
に
、
遠
く
の
図

書
館
ま
で
資
料
を
求
め
て
わ
ざ
わ
ざ
行
く
こ

と
が
あ
る
わ
け
で
、
資
源
が
そ
の
図
書
館
に

し
か
な
い
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
図
書
館

に
行
く
こ
と
自
体
が
、
観
光
の
目
的
に
も
な

り
得
る
の
で
は
。

猪
谷

　観
光
の
情
報
っ
て
何
か
と
考
え
た
時
、

や
は
り
コ
ア
と
な
る
の
は
地
域
資
料
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
山
梨
県
甲
州
市
の
勝
沼
図
書

館
は
開
館
当
時
か
ら
地
域
の
名
産
品
で
あ
る

ブ
ド
ウ
と
ワ
イ
ン
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て

き
ま
し
た
。
海
外
雑
誌
や
学
会
誌
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
で
し
か
読
め
な
い
よ
う
な
地
元
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
雑
誌
の

切
り
抜
き
ま
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
は
地
元
住
民
向
け
で
あ
り
つ
つ
、
観

光
客
に
と
っ
て
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り
な
ど
に

役
立
ち
ま
す
。
実
際
、
観
光
客
が
地
元
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
訪
ね
る
と
「
自
分
た
ち
の
情
報

は
全
部
図
書
館
に
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
情
報
収
集
を
地

道
に
重
ね
て
い
れ
ば
、
観
光
客
へ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
も
自
然
と
で
き
る
の
で
は
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

事
務
局

　各
地
の
産
業
や
文
化
な
ど
の
情
報

が
集
約
さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ

が
可
視
化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
観
光
資
源

に
も
な
り
得
る
と
言
え
ま
す
ね
。

嶋
田

　最
近
、
よ
く
関
係
人
口
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
情
報
や
資
料
が

結
束
点
に
な
っ
て
、
地
域
の
人
と
外
の
人
を

つ
な
げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
つ
く
る
場

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　そ
う
な
る
と
、
図
書
館
の
情
報
を
い
か
に

可
視
化
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
図
書
館
員
と
し
て

の
矜
持
と
い
う
か
、
愛
し
て
い
る
地
域
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア

ン
シ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
集
め
た
情
報
を

図
書
館
と
し
て
ど
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
か
に
は
、
司
書
と
し
て
の
力
量
や
行
動
力

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

　当
初
、
対
談
テ
ー
マ
と
し
て
図
書

館
を
観
光
に
ど
う
活
か
す
か
と
い
う
話
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
で
重
要
な
活
動
の

中
に
図
書
館
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
捉
え

た
時
に
、
観
光
が
そ
の
一
つ
の
役
割
に
な
る

の
か
な
と
。
地
域
文
化
の
一
部
に
図
書
館
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
一
つ
の
自
然
な
方

向
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

猪
谷

　私
は
大
学
時
代
に
考
古
学
を
専
攻
し

て
い
ま
し
た
が
、
恩
師
か
ら
「
旅
に
行
っ
た

ら
ま
ず
そ
の
土
地
の
博
物
館
に
行
け
。
そ
の

土
地
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
か

ら
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
図
書
館

で
あ
っ
て
も
い
い
と
、
今
日
お
話
し
し
て
い

て
思
い
ま
し
た
。
観
光
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

旅
先
の
図
書
館
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
る
の
も
、
不
可
能
で
は
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
と
図
書
館
が

結
び
つ
く
た
め
の

構
造
的
な
課
題

事
務
局

　と
は
い
え
、
観
光
と
図
書
館
が
結

び
つ
く
に
は
、
地
方
行
政
に
お
け
る
構
造
的

な
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
。

嶋
田

　自
分
の
反
省
も
込
め
て
、
「
地
域
外

か
ら
来
る
方
へ
の
情
報
発
信
も
自
分
の
仕

事
」
と
い
う
思
い
が
図
書
館
側
に
な
く
、
そ

う
し
た
司
書
教
育
も
行
え
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
各
自
治
体
の
商
工
観
光
課
も
、
図

書
館
を
自
分
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
G
P
S
を
使
っ
て

そ
の
古
地
図
上
で
、
自
分
は
今
ど
こ
に
い
る

の
か
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
、
ス
マ
ホ
な

ど
の
端
末
で
使
用
し
ま
す
。

　こ
の
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
死
蔵
し
て

い
た
博
物
館
の
古
地
図
も
活
用
さ
れ
、
ま
ち

歩
き
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
資

料
と
人
を
つ
な
ぐ
た
め
の
こ
う
い
う
仕
掛
け

を
、
図
書
館
が
も
っ
と
つ
く
っ
て
い
っ
て
も

よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

事
務
局

　ま
ち
歩
き
と
は
今
の
観
光
の
ト
レ

ン
ド
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
情
報
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
図
書
館
と
は
確
か
に
す
ご
く
親
和

性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
は
「
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て

住
民
が
勉
強
し
、
例
え
ば
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
な
ど
市
内
の
あ
る
場
所
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
の
ペ
ー
ジ
に
加
筆
す
る
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。

　こ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
図
書
館
を
拠
点
と

し
て
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
よ
う
な
探
索
型
の

ま
ち
歩
き
を
観
光
客
と
町
の
人
が
一
緒
に
行

い
、
集
め
た
情
報
を
書
き
込
む
と
い
う
の
も

考
え
ら
れ
る
か
な
と
。
観
光
客
に
と
っ
て
は

「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
自
分
が
調
べ
て
書
い
た
」

と
い
う
旅
の
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
。

猪
谷

　最
近
は
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
S
N
S
に

も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
も
確
度
の
高
い
口
コ

ミ
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

し
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
図
書
館
も
集
め
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
と
も
感
じ
ま
す
。

嶋
田

　お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
紙
媒
体
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
図
書
館
で
も
以
前
よ

り
貸
し
出
し
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
、
観
光
の
ウ
ェ
ブ
情
報
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
検
索
す
る
と
同
じ
よ
う
な
情
報
が
検

索
の
上
位
に
き
て
、
な
か
な
か
地
元
な
ら
で

は
の
情
報
に
辿
り
着
け
ま
せ
ん
。
現
地
の
観

光
案
内
所
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
て

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
」
と
気
づ

い
て
も
、
予
定
が
詰
ま
っ
て
い
て
行
け
な
か

っ
た
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、
旅
行
先
の
デ
ジ
タ

ル
観
光
情
報
を
出
発
前
に
ス
ム
ー
ズ
に
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
公
共
図
書
館
が
い
わ
ゆ
る

「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
」
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
も
一
つ
の
仕
事
に

な
る
の
か
な
と
。
例
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書

館
が
地
域
の
観
光
情
報

の
リ
ン
ク
集
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
全

国
に
発
信
す
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

図
書
館
と

観
光
を
結
ぶ

に
は
〜

地
域
情
報
の

発
信
拠
点

と
し
て
の

役
割

事
務
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　こ
う
し
て
お

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

図
書
館
と
観
光
に
は
数
多
く
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
両
者
を
結
び
つ

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
、
観
光
行
政
、
観
光
客
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
見
て
、
改
め
て
ご
意
見
を
い
た
だ

け
ま
す
か
。

嶋
田

　観
光
客
に
対
し
て
、
図
書
館
が
地
域

情
報
の
発
信
拠
点
に
な
る
と
い
う
発
想
は
今

ま
で
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
で
も
、
観
光
地

に
あ
る
図
書
館
な
ら
そ
う
い
う
取
り
組
み
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　例
え
ば
塩
尻
市
立
図
書
館
で
は
書
架
の
下

て
仕
事
を
進
め
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

猪
谷

　自
治
体
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、

横
断
的
な
部
署
を
作
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
取
材
し
て
い
た
岩
手
県
紫
波

町
は
そ
れ
ま
で
図
書
館
が
な
い
自
治
体
で
し

た
が
、
図
書
館
を
中
核
施
設
と
し
た
駅
前
町

有
地
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
民
間
と
一
緒

に
公
民
連
携
で
進
め
ま
し
た
。

　大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
町
の
中
で
も

担
当
課
が
い
く
つ
も
ま
た
が
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
横
串
で
刺
す
「
公
民
連
携
室
」
と
い
う

セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
、
住
宅
開
発
に
つ
い
て

は
事
業
の
メ
イ
ン
に
な
る
人
材
を
配
置
し
た

り
、
図
書
館
を
作
る
際
に
は
こ
の
公
民
連
携

室
で
司
書
を
雇
っ
た
り
し
な
が
ら
進
め
ま
し

た
。
公
民
連
携
室
に
色
々
な
部
署
の
担
当
者

を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
、
一
体
感
を

持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
だ
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
す
。

嶋
田

　城
崎
温
泉
の
あ
る
兵
庫
県
豊
岡
市
が

今
、
面
白
い
動
き
を
し
て
い
ま
す
。
劇
作
家

の
平
田
オ
リ
ザ
氏
が
市
の
芸
術
文
化
参
与
を

務
め
て
い
ま
す
が
、
平
田
氏
を
学
長
と
し
て
、

市
内
に
県
立
国
際
観
光
芸
術
専
門
職
大
学

（
仮
称
）
が
2
0
2
1
年
に
開
学
予
定
で
す
。

観
光
と
芸
術
に
特
化
し
た
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　も
と
も
と
豊
岡
市
で
は
舞
台
芸
術
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
で
あ

る
「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
、
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
集
め

た
り
、
舞
台
稽
古
を
市
民
に
見
せ
る
な
ど
、

芸
術
に
関
す
る
取
り
組
み
に
熱
心
で
す
。

　そ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
首
長
部
局
に
図

書
館
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

図
書
館
を
情
報
拠
点
に
し
た
い
と
い
う
市
長

の
考
え
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
観
光
と
図
書
館
と
い
う
対
談
テ
ー
マ
と
も

か
な
り
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
今
後
の

動
き
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を「
気
づ
く
、

見
つ
け
る
、創
る
」

こ
と
が
で
き
る
場
所
に

事
務
局

　あ
ら
た
め
て
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
最
後
に
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

猪
谷

　今
日
は
あ
ま
り
財
政
の
話
が
出
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
自
治
体
の
財
政
は

逼
迫
し
、
東
京
の
一
極
集
中
や
少
子
高
齢
化

で
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
口
を
爆
発
的
に
増
や
す
手
法
は
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
嶋
田

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
観
点
か
ら
図
書
館
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
り
、
大
き
な
役
割
を
担
え
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
土
地
の
魅
力
を
自
分

た
ち
で
引
き
出
し
つ
つ
、
発
信
す
る
拠
点
に

な
り
得
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
役
割

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　観
光
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
と

こ
ろ
に
し
か
な
い
も
の
に
光
を
あ
て
る
行
為

で
あ
り
、
住
民
た
ち
自
身
が
自
分
の
町
の
い

い
と
こ
ろ
に
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、
創
る
時

の
き
っ
か
け
と
な
る
の
が
観
光
と
い
う
文
化

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　平
田
オ
リ
ザ
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
地

域
に
は
「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
を
作
る
こ

と
を
支
え
る
の
が
図
書
館
の
仕
事
で
あ
る
な

ら
、
住
民
の
人
た
ち
が
「
気
づ
く
、
見
つ
け

る
、
創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
と
い
う
の
は

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
外
側
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
日
常
を
も
輝
か

せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
直
す
こ
と
が

図
書
館
な
ら
で
き
る
の
か
な
と
、
今
日
の
対

談
で
気
づ
け
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

事
務
局

　冒
頭
で
、
公
共
施
設
の
中
で
図
書

館
は
一
番
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
図
書
分
類
の
日
本
十
進
分
類
法

（
N
D
C
）
で
も
図
書
館
学
の
本
は
0
番
台

に
属
し
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
使
え
て
何
色

に
も
染
ま
っ
て
い
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
存
在
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
図
書
館
が
観
光
と
結
び
つ

く
可
能
性
も
大
き
い
と
、
改
め
て
示
唆
を
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
が
い
た
瀬
戸
内
市
は
図
書
館
が
新
し
く

つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
図
書
館

側
か
ら
か
な
り
積
極
的
に
い
ろ
ん
な
部
署
に

働
き
か
け
た
の
で
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
図
書
館
側
が
変
わ
れ

ば
、
ど
こ
で
も
同
じ
こ
と
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

猪
谷

　嶋
田
さ
ん
が
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
の

初
代
館
長
に
就
任
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
最
初

に
政
策
の
担
当
課
に
配
属
さ
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
が
、
図
書
館
づ
く
り
に
か
な
り
影

響
し
た
の
で
は
。

嶋
田

　確
か
に
こ
の
経
験
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。
市
が
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

館
長
を
全
国
公
募
し
て
私
が
就
任
し
た
の
で

す
が
、
市
長
の
考
え
で
1
年
目
に
総
合
政
策
部

の
政
策
調
整
課
と
い
う
企
画
部
門
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
図
書
館
担
当
参
事
と
い
う
こ
と
で

課
長
級
で
し
た
。
こ
の
部
署
は
い
ろ
い
ろ
な
部

署
と
や
り
と
り
し
て
い
て
、
財
政
課
や
総
務
課

な
ど
と
近
い
と
こ
ろ
で
図
書
館
に
つ
い
て
話
が

で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

猪
谷  

自
治
体
の
組
織
の
中
で
収
入
に
直
結

す
る
観
光
政
策
が
本
流
と
す
れ
ば
、
図
書
館

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
傍
流
で
す
。
基
本
的

に
教
育
委
員
会
部
局
が
管
轄
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
メ
イ
ン
は
学
校
教
育
な
の
で
、
図
書
館

は
さ
ら
に
そ
の
脇
に
位
置
す
る
形
で
、
な
か

な
か
行
政
の
中
枢
で
話
題
に
な
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
枢
の
方
た
ち
が

図
書
館
に
目
を
向
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
冒

頭
で
お
話
し
し
た
武
雄
市
図
書
館
の
イ
ン
パ

ク
ト
で
す
よ
ね
。

　今
年
、
第
9
次
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、
教
育
委
員
会
が
管
轄
す
る
図
書
館
な

ど
の
社
会
教
育
施
設
を
首
長
部
局
に
移
す
こ

と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

今
後
は
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
図
書
館
が
役
割

を
担
う
こ
と
が
増
え
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

嶋
田

　そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
文

部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
の
生
涯
学
習
分

科
会
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
博
物

館
や
美
術
館
、
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施

設
の
機
能
が
、
地
域
の
活
性
化
や
賑
わ
い
創

出
な
ど
、
教
育
文
化
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
つ
の
で
、
所
管
の
領
域
を

広
く
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
議

論
の
発
端
で
す
。

　た
だ
し
、
生
涯
学
習
分
科
会
で
は
政
治
的
な

中
立
性
の
担
保
、
事
業
の
継
続
性
が
懸
念
事
項

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
法
律
改
正
で

管
理
を
移
す
な
ど
大
き
な
動
き
が
あ
る
場
合

は
、
首
長
部
局
は
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
条
文
が
あ
り
ま
す

が
、
首
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
の
で
、
人
が
変

わ
れ
ば
方
針
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
教
育
委
員
会
は
合
議
制
で
、

議
論
、
調
整
の
仕
組
み
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の

で
、
社
会
教
育
施
設
を
手
放
す
の
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。

事
務
局

　首
長
部
局
に
移
し
た
方
が
、
よ
り

横
断
的
に
図
書
館
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

嶋
田

　瀬
戸
内
市
民
図
書
館
で
の
経
験
か
ら
、

教
育
委
員
会
部
局
で
も
十
分
に
ま
ち
づ
く
り

に
絡
む
図
書
館
経
営
は
で
き
て
い
た
と
言
う

自
負
が
あ
り
ま
す
。
首
長
部
局
に
移
し
た
自

治
体
で
も
、
例
え
ば
島
根
県
出
雲
市
の
よ
う

に
ま
た
元
の
教
育
委
員
会
の
所
管
に
戻
し
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
首
長
部
局
に
あ

れ
ば
、
企
画
や
財
政
部
門
と
も
頻
繁
に
意
見

交
換
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
距
離
感
は
一
つ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
す
ね
。

　あ
る
自
治
体
で
は
、
教
育
委
員
会
と
首
長

部
局
を
つ
な
ぐ
課
が
欲
し
い
と
い
う
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。
人
口
が
4
万
人
程
度
の
自
治

体
だ
っ
た
の
で
、
文
化
課
の
よ
う
な
も
の
が

な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
商
工
観
光
課
で
文
化

財
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
の

は
難
し
い
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ

り
、
文
化
財
を
単
に
保
護
す
る
だ
け
で
は
な

く
活
か
す
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
学
芸
員
を
、

教
育
委
員
会
か
ら
商
工
観
光
課
へ
異
動
さ
せ

『
図
書
館・ま
ち
育
て・デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』

嶋
田 

学 

著
、青
弓
社
、2
0
1
9
年
9
月
、

四
六
判
2
8
8
頁
、2
6
0
0
円
+
税

『
町
の
未
来
を
こ
の
手
で
つ
く
る
』

猪
谷
千
香 

著
、幻
冬
舎
、2
0
1
6
年
9
月
、

四
六
判
2
2
2
頁
、1
4
0
0
円
+
税

『
つ
な
が
る
図
書
館
』

猪
谷
千
香 

著
、筑
摩
書
房
、2
0
1
4
年
1
月
、

新
書
判
2
3
8
頁
、7
8
0
円
+
税
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　旅
行
者
、
観
光
客
の
た
め
の
図
書
館

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
実
は
半
世
紀
以

上
も
前
に
二
人
の
先
達
に
よ
っ
て
提
唱

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　一
つ
は
和
田
萬
吉
氏
（
東
京
帝
国
大

学
図
書
館
長
）
の
「
旅
客
の
為
め
に
図

書
館
」、
も
う
一
つ
は
南
益
行
氏
の
「
観

光
図
書
館
論
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

観
光
に
お
け
る
観
光
文
化
活
動
の
重
要

性
を
認
識
し
た
う
え
で
、
図
書
館
の
果

た
す
べ
き
役
割
や
可
能
性
と
し
て
〝
観

光
図
書
館
〞
を
提
唱
し
て
お
り
内
容
に

共
通
点
も
多
い
。
こ
れ
ら
が
、
前
者
は

1
0
0
年
以
上
も
前
に
、
ま
た
後
者
で
も

60
年
以
上
前
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

驚
き
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
着

想
・
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど

は
今
も
っ
て
実
現
を
み
て
い
な
い
が
、
現

代
社
会
に
お
け
る
観
光
の
役
割
の
重
要
性

を
鑑
み
た
と
き
、
今
後
の
図
書
館
の
あ
り

方
を
観
光
と
い
う
側
面
か
ら
考
え
る
う
え

で
実
に
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
一
部
要
約

し
て
紹
介
す
る
。

半
世
紀
以
上
も
前
に

提
唱
さ
れ
て
い
た

〝
観
光
と
図
書
館
〞

※和田萬吉：東京帝国大学図書館長（当時）

○遊覧地、鉄道、汽船、ホテル等で小規
模な図書館を設けることは緊切であり、
特に避暑地など旅行者が長期滞在する
場所では、旅行者のみならずその地域の
繁栄を図る一策となる。
○汽車、汽船は単に旅行者を送迎し、旅
館は旅行者を宿泊させるだけではなく、
その土地の有志と協力して小図書館の
設置に早く着手すべきである。
○図書館の管理・運営にあたっては片手
間ではなく専任で従事する人を付けるべ
きである。
○蔵書の数としてはそれほど多くなくても
良いが、きちんと選書したものを置くこと。
備えるべき図書としては、その地域の歴史、
地理、工芸、産業などの郷土資料が第一
であり、次いで高尚な文学、産業など美
術書類などである。
○閲覧は無料にすべきである。貸出をす
る場合は一日は無料にして、それ以上の
期間になる際は一定の料金を徴収する
こともよい。

和田萬吉
「旅客の為めに図書館」

ジャパン・ツーリスト・ビューロー．『ツーリスト』．
第六年第五号，1918年9月，P.17-22

○広大無辺な世界の観光資源から一地域の自然風土にいたるまで、人類は永遠に散策する。そ
の行く先々の史蹟を物語る資料や風土保全に関する計画書などの観光資料は、必ず旅人を満足
させる。
○観光図書館が中心となり高度な観光文化活動が展開されるならば、国家・社会的、文化的に大
きな価値を創造し、主対象となる観光客の受ける便益も大きい。
○従来の観光事業、観光活動により文化的な面を採用し、観光図書館のframeworkを構築する。
○目的、資料構成、図書館奉仕の全活動において、特殊な専門図書館としての性格を持つ。
○資料の種類：観光地図、観光写真、ポスター、絵葉書、郷土資（史・志）料、観光リーフレットなど
○内外の観光客に対する誘致宣伝をし、図書館資料を提供する観光文化活動推進のための
種々の調査・統計・研究を行い発表する。
○有能な館員または司書が参画する。
○①国又は地方公共団体、②有志者や私立観光団体により出資・維持・経営する方式がある。

南 益行
「観光図書館論」

日本図書館研究会編．『図書館界』．第6巻第3号,1954年1月，P.109-110
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ム
ー
ズ
に
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
図
書
館

が
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
も
仕
事
に
な
る
。

・
巷
に
あ
ふ
れ
る
情
報
も
ウ
ェ
ブ
で
は
数
年

先
に
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
で
も
紙
媒
体
な
ら
い
つ
ま
で
も
残
せ

る
。

【
特
集
２
】

事
例
か
ら
の
示
唆

　
表
1
で
整
理
し
た
各
事
例
か
ら
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
の
「
分
類
」
を
み
る
と
、

「
位
置
づ
け
等
」
で
は
、「
東
近
江
市
立
八
日

市
図
書
館
」
が
、
図
書
館
は
ひ
と
づ
く
り
を

支
え
る
教
育
施
設
で
、
そ
の
基
本
的
な
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
を

考
え
る
う
え
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
視
点
で
あ
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
特
に
観
光
地
に
立
地
す
る

図
書
館
（
高
山
市
図
書
館
煥
章
館
、
八
戸
ブ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ

ー
、
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
、
小
布
施
町
立

図
書
館
）
で
は
、
観
光
客
の
利
用
も
想
定
し

た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
観
光
地
に
立
地
す
る
図
書
館
に
限

ら
ず
、
少
な
か
ら
ず
観
光
を
意
識
す
る
こ
と

は
、
地
域
の
良
さ
の
再
認
識
な
ど
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
対
談
で
も
、
観
光
は
、

住
民
が
自
分
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
に
「
気
づ

く
、
見
つ
け
る
、
創
る
」
き
っ
か
け
と
な
る
。

「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
を
持
っ
た
地
域

づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
が
図
書
館
の
仕
事
で

あ
る
な
ら
、
住
民
の
「
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、

創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い
か
な

い
と
、
と
あ
る
。

　
各
図
書
館
の
観
光
面
で
の
「
役
割
・
機

能
」
を
み
る
と
、「
高
山
市
図
書
館
煥
章

館
」「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」「
奈
良

県
立
図
書
情
報
館
」「
小
布
施
町
立
図
書

館
」
で
は
、
特
に
「
情
報
発
信
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、「
高
山
市
図
書

館
煥
章
館
」「
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
」
で

は
、
地
域
文
化
等
を
住
民
が
知
る
こ
と
の
必

要
性
を
訴
え
、
そ
の
上
で
図
書
館
は
情
報
発

信
の
「
要
」「
場
」
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
言
（「
う

と
ぅ
い
む
ち
」
の
心
を
図
書
館
か
ら
）
で
も

同
様
の
主
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」「
伊
那
市
立
高

遠
町
図
書
館
」
で
は
、
特
に
「
地
域
資
料
等

の
収
集
･
保
存
･
活
用
」
を
挙
げ
て
い
る
。

図
書
館
は
資
料
等
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

多
角
的
な
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
所
に
な
れ

る
、
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
交
流
が
可
能
に

な
る
と
言
及
し
て
い
る
。

　
各
地
の
文
化
や
産
業
な
ど
の
情
報
が
集
約

さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ
が
可
視

化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
図
書
館
自
体
が
観

光
資
源
に
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
、

私
ど
も
は
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
特
に
「
周
辺
施
設
と
も
連
携
し
た
、
本

を
取
り
巻
く
人
の
交
流
促
進
の
取
り
組
み
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
小
布
施
町
立

図
書
館
」「
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
」

で
は
、
「
地
域
連
携
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る
。

「
効
果
」
を
み
る
と
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
八
戸
市
民
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
結
果
と
し
て
八
戸
市
の
来

訪
者
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
も
、
住

民
向
け
の
郷
土
資
料
の
収
集
等
が
観
光
客
に

向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

来
訪
者
の
増
加
、
周
辺
施
設
と
の
相
乗
効
果

も
得
ら
れ
て
い
る
。

「
小
布
施
町
立
図
書
館
」
で
は
、「
ま
ち
じ

ゅ
う
図
書
館
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
新

た
な
交
流
の
創
出
が
、「
伊
那
市
立
高
遠
町

図
書
館
」
で
は
「
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
な
ど
に
よ
る
関
係
人
口
の
増
加
が
、

効
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
関
係
人
口
に
関
連
し
て
対
談
で
は
、

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
作
る
場
と

し
て
集
め
た
情
報
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
に
は
、
図
書
館
員
と
し
て
の
矜
持
、
地
域

に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
「
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
」
が
問
わ
れ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
現
状
で
は
、
図
書
館
が

地
域
外
へ
の
情
報
発
信
を
仕
事
と
し
て
意
識

す
る
こ
と
は
稀
で
、
自
治
体
の
観
光
課
も
図

書
館
を
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

観
光
と
図
書
館
の

連
携
・
融
合
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
に

図
書
館
を
活
か
す

　
各
地
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
図

書
館
は
地
域
文
化
の
根
幹
を
支
え
、「
資

料
」
と
「
人
」
そ
し
て
「
地
域
」
を
つ
な
ぐ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
観
光
と
の
高

い
親
和
性
を
活
か
し
、
図
書
館
と
観
光
が
よ

り
効
果
的
に
連
携
・
融
合
を
図
る
こ
と
は
、

地
域
の
観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
サ
イ

ド
、
図
書
館
の
双
方
が
、
次
の
よ
う
な
視
点

を
併
せ
持
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
特
集
２
】

地
域
の
取
り
組
み
を

振
り
返
る

　
特
集
２
で
は
、
各
図
書
館
の
事
例
を
そ
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
便
宜
的
に

４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
表
１
は

特
集
２
で
取
り
上
げ
た
事
例
の
主
な
取
り
組

み
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
と
事
例
よ
り
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
ま
ず
各
事
例
の
特
徴
的
な
取
り
組

み
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
お
く
。

事
例
１
…
高
山
市
図
書
館
煥
章
館

　
同
館
は
建
物
自
体
が
、
明
治
時
代
の
煥
章

学
校
を
模
し
た
特
徴
的
な
造
り
と
な
っ
て
い

る
。
館
内
に
は
高
山
に
縁
の
深
い
近
代
文
学

者
の
足
跡
等
を
紹
介
す
る
近
代
文
学
館
も
併

設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
・
実
写
映

画
化
さ
れ
た
「
氷
菓
」
に
も
登
場
す
る
こ
と

か
ら
聖
地
巡
礼
（
※
2
）
の
対
象
地
と
も
な

っ
て
い
る
。

事
例
2
…
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
館
内

に
、
一
般
書
店
で
は
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と

の
少
な
い
分
野
の
書
籍
を
重
点
的
に
取
り
揃

え
、
本
と
の
「
出
会
い
」
を
大
切
に
し
た
提

案
・
編
集
型
の
陳
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。

事
例
3
…
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
の
「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」
に

は
沖
縄
の
旅
の
本
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
村
外
・
県
外
の
方
に
も
本
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
蔵
書
の

貸
し
出
し
、
選
書
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

事
例
4
…
奈
良
県
立
図
書
情
報
館

　
同
館
は
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
、
奈
良
の
歴

史
や
文
化
に
関
す
る
書
籍
や
写
真
集
な
ど
20

〜
30
冊
を
選
書
し
、
各
本
に
簡
単
な
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
て
貸
し
出
し
て
い
る
。

事
例
5
…
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館

　
同
館
で
は
、
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」
の
資
料
収
集
・
提

供
・
保
存
に
取
り
組
み
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
・
広
が
り
を
企
図
し
た
「
ぶ
ど
う
と
ワ
イ

ン
の
資
料
展
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
趣
向
を

凝
ら
し
た
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
催
し
な
ど
も
開

催
し
て
い
る
。

事
例
6
…
小
布
施
町
立
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
本
と
つ
な
が
る
、
人
と
つ

な
が
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
商
店
や
個
人

宅
で
所
蔵
図
書
を
そ
の
一
角
に
並
べ
、
訪
れ

る
町
内
外
の
人
が
自
由
に
本
を
手
に
取
り
、

店
主
（
館
長
）
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
む
仕

か
け
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

事
例
7
…
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館

　
同
館
の
館
内
に
は
、
地
域
連
携
を
意
識
し

た
２
カ
所
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
同
館
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
企
画
し
た
、
古
書
店

や
建
築
物
な
ど
を
巡
る
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
巡
る
神
保
町
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　

事
例
8
…
東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と

ひ
と
づ
く
り
を
進
め
る
図
書
館
活
動
の
推

進
」
を
実
現
す
る
た
め
の
手
立
て
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
図
書
館
外
の
人
々
と
と
も
に
地
域

情
報
誌
「
そ
こ
ら
」
を
発
行
し
て
い
る
。

事
例
9
…
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

　
同
館
で
は
、
図
書
館
所
蔵
の
古
書
を
活
用

し
た
「
高
遠
ぶ
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ほ

か
、
地
域
住
民
と
図
書
館
が
主
催
す
る
「
高

遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
ま
ち
の
再

発
見
に
つ
な
が
る
「
高
遠
文
芸
賞
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
表
１
を
よ
り
丁
寧
に
見
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
が
、
こ
の
他
に
も
意
欲

的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
の
中
に

は
、
既
に
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
図
書

館
も
少
な
く
な
い
が
、
観
光
と
い
う
側
面
か

ら
捉
え
る
と
、
新
た
な
気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
が

見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
地
域
遺
産
（
歴
史

的
建
築
物
）
と
知
的
遺
産
（
図
書
館
）
は
親

和
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
対
談
や
コ
ラ
ム
（
29
頁
）
で
も
、

各
図
書
館
の
取
り
組
み
の
助
言
と
も
な
る
、

ご
意
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

・
図
書
館
が
、
歴
史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
何
ら
か
の
役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
大
き
い
。

・
図
書
館
は
誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
だ
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
図
書
館
が
出
て

い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
り
、

い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
。

・
旅
行
先
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
出
発
前
に
ス

○
図
書
館
を
観
光
客
も
含
め
て
誰
も
が
足
を

運
べ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
場
所
と
す
る
〜
公
共

施
設
で
最
も
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
図

書
館
へ
の
観
光
客
の
来
訪
は
、
観
光
活
動

の
多
様
化
の
み
な
ら
ず
、
住
民
と
の
交
流

に
つ
な
が
る
。

○
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活
か
し
相
乗
効
果

の
高
い
観
光
振
興
を
図
る
〜
魅
力
的
な
建

物
や
蔵
書
、
イ
ベ
ン
ト
、
付
帯
機
能
（
飲

食
等
）
に
よ
る
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活

か
し
観
光
施
設
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

○
地
域
に
し
か
な
い
魅
力
に
「
気
づ
く
、
見

つ
け
る
、
創
る
」
―
情
報
発
信
の
拠
点
と

な
る
〜
図
書
館
は
地
域
の
知
的
遺
産
を

「
地
域
の
魅
力
と
し
て
可
視
化
」
し
て
い

く
要
の
存
在
。
観
光
客
と
い
う
外
の
眼
を

加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
図
書
館
を
有

効
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
次
の

事
項
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
観
光
行
政
や
地
域
関
係
者
と
の
連
携
〜
行

政
、
図
書
館
、
民
間
団
体
、
住
民
等
が
、

観
光
と
図
書
館
が
連
携
・
融
合
し
て
い
く

こ
と
の
意
義
や
課
題
、
方
向
性
を
共
有
し

な
が
ら
、
観
光
に
図
書
館
を
活
か
し
た
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。

○
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
や
す
い
環
境

づ
く
り
〜
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め

の
利
用
サ
ー
ビ
ス
や
仕
組
み
づ
く
り
に
地

域
ぐ
る
み
で
創
意
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

○
〝
地
域
を
想
う
〞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ

プ
に
溢
れ
た
人
材
の
活
用
と
育
成
〜
図
書

館
員
は
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
も
い
え
る
重
要
な
存
在
。
地
域

の
貴
重
な
知
的
遺
産
を
次
代
に
継
承
し
な

が
ら
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
気
持
ち
と
ス

キ
ル
を
持
っ
た
人
材
に
活
躍
い
た
だ
く
。

ま
た
そ
う
し
た
人
材
を
育
て
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
今
回
の
特
集
「
観
光
と
図
書
館
〜
地
域
の

観
光
に
図
書
館
は
ど
う
寄
与
で
き
る
か
」
は
、

当
財
団
で
「
旅
の
図
書
館
」
の
運
営
に
係
わ

る
職
員
の
多
く
が
、
日
頃
か
ら
関
心
を
持
っ

て
い
た
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
当
館
は
、
特

集
1
（
図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
と
観
光
振

興
）
で
述
べ
た
通
り
、「
観
光
研
究
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
た
い
」
と
、
図
書
の

閲
覧
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
旅
行
者
の
発
地
側

で
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
地
域
、
特
に
観

光
地
に
お
い
て
も
、
図
書
館
は
〝
上
質
で
心

豊
か
な
旅
づ
く
り
〞
な
ど
の
一
助
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

「
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
」
に
つ
い

て
は
、
コ
ラ
ム
（
38
頁
）
で
も
示
し
た
通
り
、

半
世
紀
以
上
も
前
に
、
和
田
萬
吉
氏
、
南
益

行
氏
に
よ
っ
て
〝
観
光
図
書
館
〞
と
し
て
提

唱
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
未
だ

に
実
現
し
て
い
な
い
。

　
そ
の
後
も
関
連
す
る
研
究
は
、
観
光
学
、

図
書
館
学
の
双
方
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
見
る

こ
と
が
な
く
、
２
０
１
０
年
に
、
松
本
秀
人

氏
が
「
観
光
と
図
書
館
の
融
合
」
を
研
究
テ

ー
マ
と
す
る
論
文
等
（
※
１
）
を
発
表
し
、

注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
で
、

同
氏
は
、
観
光
、
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま

ざ
ま
な
分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
図
書
館
を

観
光
者
と
地
域
と
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
媒
介
役
と
し
て
捉
え
た
「
観
光
者
と

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」

を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
、
私

ど
も
も
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
松
本
氏
の
研
究
発
表
以
降
、
特
集
１
で
述

べ
た
よ
う
に
各
種
法
制
度
の
導
入
も
後
押
し

し
、
「
紫
波
町
図
書
館
」（
２
０
１
２
年
）、

「
武
雄
市
図
書
館
」（
２
０
１
３
年
）な
ど
、
観

光
と
図
書
館
が
連
携
し
た
特
徴
的
な
事
例
が
、

各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特

に
対
談
（
観
光
と
図
書
館
　
連
携
と
活
用
の

可
能
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
）
に
も
あ
る

よ
う
に
、「
武
雄
市
図
書
館
」
が
民
間
の
デ

ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、
人
々
が
行

き
た
い
・
居
た
い
と
思
う
場
所
を
作
っ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
図
書
空
間
の
持
つ
人

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
図
書
館
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
考
え
る
、
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
各
特
集
を
振
り
返
り
、
図
書

館
と
観
光
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
課
題
や
、

今
後
の
取
り
組
み
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

を
考
察
し
て
い
く
。

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
／
旅
の
図
書
館 

館
長 

吉
澤
清
良

同 

副
館
長 

大
隅
一
志

観
光
と
図
書
館

〜
地
域
の
観
光
に
図
書
館
は
ど
う
寄
与
で
き
る
か
〜

終
わ
り
に

　
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
つ
い
て

は
、
先
人
が
そ
の
必
要
性
・
有
効
性
を
唱
え
、

今
、
あ
ら
た
め
て
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。

知
的
遺
産
の
宝
庫
で
誰
で
も
利
用
で
き
る
図

書
館
は
、
そ
の
考
え
方
や
取
り
組
み
方
次
第

で
、
観
光
と
結
び
つ
く
可
能
性
は
高
い
。

　
特
集
２
で
、「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」

は
、「
地
元
『
勝
沼
』
の
根
を
支
え
る
唯
一

無
二
の
図
書
館
で
あ
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
地
域
の
観
光
振
興
に
も
取
り
組
む
図
書

館
を
、
当
館
も
そ
の
一
翼
を
担
う
専
門
図
書

館
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
き
よ
よ
し
／
お
お
す
み
か
ず
し
）

観光と図書館～地域の観光に図書館はどう寄与できるか視座

視座
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ム
ー
ズ
に
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
図
書
館

が
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
も
仕
事
に
な
る
。

・
巷
に
あ
ふ
れ
る
情
報
も
ウ
ェ
ブ
で
は
数
年

先
に
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
で
も
紙
媒
体
な
ら
い
つ
ま
で
も
残
せ

る
。

【
特
集
２
】

事
例
か
ら
の
示
唆

　
表
1
で
整
理
し
た
各
事
例
か
ら
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
の
「
分
類
」
を
み
る
と
、

「
位
置
づ
け
等
」
で
は
、「
東
近
江
市
立
八
日

市
図
書
館
」
が
、
図
書
館
は
ひ
と
づ
く
り
を

支
え
る
教
育
施
設
で
、
そ
の
基
本
的
な
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
を

考
え
る
う
え
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
視
点
で
あ
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
特
に
観
光
地
に
立
地
す
る

図
書
館
（
高
山
市
図
書
館
煥
章
館
、
八
戸
ブ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ

ー
、
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
、
小
布
施
町
立

図
書
館
）
で
は
、
観
光
客
の
利
用
も
想
定
し

た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
観
光
地
に
立
地
す
る
図
書
館
に
限

ら
ず
、
少
な
か
ら
ず
観
光
を
意
識
す
る
こ
と

は
、
地
域
の
良
さ
の
再
認
識
な
ど
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
対
談
で
も
、
観
光
は
、

住
民
が
自
分
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
に
「
気
づ

く
、
見
つ
け
る
、
創
る
」
き
っ
か
け
と
な
る
。

「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
を
持
っ
た
地
域

づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
が
図
書
館
の
仕
事
で

あ
る
な
ら
、
住
民
の
「
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、

創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い
か
な

い
と
、
と
あ
る
。

　
各
図
書
館
の
観
光
面
で
の
「
役
割
・
機

能
」
を
み
る
と
、「
高
山
市
図
書
館
煥
章

館
」「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」「
奈
良

県
立
図
書
情
報
館
」「
小
布
施
町
立
図
書

館
」
で
は
、
特
に
「
情
報
発
信
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、「
高
山
市
図
書

館
煥
章
館
」「
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
」
で

は
、
地
域
文
化
等
を
住
民
が
知
る
こ
と
の
必

要
性
を
訴
え
、
そ
の
上
で
図
書
館
は
情
報
発

信
の
「
要
」「
場
」
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
言
（「
う

と
ぅ
い
む
ち
」
の
心
を
図
書
館
か
ら
）
で
も

同
様
の
主
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」「
伊
那
市
立
高

遠
町
図
書
館
」
で
は
、
特
に
「
地
域
資
料
等

の
収
集
･
保
存
･
活
用
」
を
挙
げ
て
い
る
。

図
書
館
は
資
料
等
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

多
角
的
な
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
所
に
な
れ

る
、
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
交
流
が
可
能
に

な
る
と
言
及
し
て
い
る
。

　
各
地
の
文
化
や
産
業
な
ど
の
情
報
が
集
約

さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ
が
可
視

化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
図
書
館
自
体
が
観

光
資
源
に
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
、

私
ど
も
は
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
特
に
「
周
辺
施
設
と
も
連
携
し
た
、
本

を
取
り
巻
く
人
の
交
流
促
進
の
取
り
組
み
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
小
布
施
町
立

図
書
館
」「
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
」

で
は
、
「
地
域
連
携
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る
。

「
効
果
」
を
み
る
と
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
八
戸
市
民
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
結
果
と
し
て
八
戸
市
の
来

訪
者
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
も
、
住

民
向
け
の
郷
土
資
料
の
収
集
等
が
観
光
客
に

向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

来
訪
者
の
増
加
、
周
辺
施
設
と
の
相
乗
効
果

も
得
ら
れ
て
い
る
。

「
小
布
施
町
立
図
書
館
」
で
は
、「
ま
ち
じ

ゅ
う
図
書
館
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
新

た
な
交
流
の
創
出
が
、「
伊
那
市
立
高
遠
町

図
書
館
」
で
は
「
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
な
ど
に
よ
る
関
係
人
口
の
増
加
が
、

効
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
関
係
人
口
に
関
連
し
て
対
談
で
は
、

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
作
る
場
と

し
て
集
め
た
情
報
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
に
は
、
図
書
館
員
と
し
て
の
矜
持
、
地
域

に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
「
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
」
が
問
わ
れ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
現
状
で
は
、
図
書
館
が

地
域
外
へ
の
情
報
発
信
を
仕
事
と
し
て
意
識

す
る
こ
と
は
稀
で
、
自
治
体
の
観
光
課
も
図

書
館
を
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

観
光
と
図
書
館
の

連
携
・
融
合
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
に

図
書
館
を
活
か
す

　
各
地
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
図

書
館
は
地
域
文
化
の
根
幹
を
支
え
、「
資

料
」
と
「
人
」
そ
し
て
「
地
域
」
を
つ
な
ぐ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
観
光
と
の
高

い
親
和
性
を
活
か
し
、
図
書
館
と
観
光
が
よ

り
効
果
的
に
連
携
・
融
合
を
図
る
こ
と
は
、

地
域
の
観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
サ
イ

ド
、
図
書
館
の
双
方
が
、
次
の
よ
う
な
視
点

を
併
せ
持
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
特
集
２
】

地
域
の
取
り
組
み
を

振
り
返
る

　
特
集
２
で
は
、
各
図
書
館
の
事
例
を
そ
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
便
宜
的
に

４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
表
１
は

特
集
２
で
取
り
上
げ
た
事
例
の
主
な
取
り
組

み
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
と
事
例
よ
り
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
ま
ず
各
事
例
の
特
徴
的
な
取
り
組

み
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
お
く
。

事
例
１
…
高
山
市
図
書
館
煥
章
館

　
同
館
は
建
物
自
体
が
、
明
治
時
代
の
煥
章

学
校
を
模
し
た
特
徴
的
な
造
り
と
な
っ
て
い

る
。
館
内
に
は
高
山
に
縁
の
深
い
近
代
文
学

者
の
足
跡
等
を
紹
介
す
る
近
代
文
学
館
も
併

設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
・
実
写
映

画
化
さ
れ
た
「
氷
菓
」
に
も
登
場
す
る
こ
と

か
ら
聖
地
巡
礼
（
※
2
）
の
対
象
地
と
も
な

っ
て
い
る
。

事
例
2
…
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
館
内

に
、
一
般
書
店
で
は
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と

の
少
な
い
分
野
の
書
籍
を
重
点
的
に
取
り
揃

え
、
本
と
の
「
出
会
い
」
を
大
切
に
し
た
提

案
・
編
集
型
の
陳
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。

事
例
3
…
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
の
「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」
に

は
沖
縄
の
旅
の
本
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
村
外
・
県
外
の
方
に
も
本
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
蔵
書
の

貸
し
出
し
、
選
書
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

事
例
4
…
奈
良
県
立
図
書
情
報
館

　
同
館
は
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
、
奈
良
の
歴

史
や
文
化
に
関
す
る
書
籍
や
写
真
集
な
ど
20

〜
30
冊
を
選
書
し
、
各
本
に
簡
単
な
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
て
貸
し
出
し
て
い
る
。

事
例
5
…
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館

　
同
館
で
は
、
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」
の
資
料
収
集
・
提

供
・
保
存
に
取
り
組
み
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
・
広
が
り
を
企
図
し
た
「
ぶ
ど
う
と
ワ
イ

ン
の
資
料
展
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
趣
向
を

凝
ら
し
た
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
催
し
な
ど
も
開

催
し
て
い
る
。

事
例
6
…
小
布
施
町
立
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
本
と
つ
な
が
る
、
人
と
つ

な
が
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
商
店
や
個
人

宅
で
所
蔵
図
書
を
そ
の
一
角
に
並
べ
、
訪
れ

る
町
内
外
の
人
が
自
由
に
本
を
手
に
取
り
、

店
主
（
館
長
）
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
む
仕

か
け
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

事
例
7
…
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館

　
同
館
の
館
内
に
は
、
地
域
連
携
を
意
識
し

た
２
カ
所
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
同
館
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
企
画
し
た
、
古
書
店

や
建
築
物
な
ど
を
巡
る
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
巡
る
神
保
町
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　

事
例
8
…
東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と

ひ
と
づ
く
り
を
進
め
る
図
書
館
活
動
の
推

進
」
を
実
現
す
る
た
め
の
手
立
て
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
図
書
館
外
の
人
々
と
と
も
に
地
域

情
報
誌
「
そ
こ
ら
」
を
発
行
し
て
い
る
。

事
例
9
…
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

　
同
館
で
は
、
図
書
館
所
蔵
の
古
書
を
活
用

し
た
「
高
遠
ぶ
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ほ

か
、
地
域
住
民
と
図
書
館
が
主
催
す
る
「
高

遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
ま
ち
の
再

発
見
に
つ
な
が
る
「
高
遠
文
芸
賞
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
表
１
を
よ
り
丁
寧
に
見
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
が
、
こ
の
他
に
も
意
欲

的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
の
中
に

は
、
既
に
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
図
書

館
も
少
な
く
な
い
が
、
観
光
と
い
う
側
面
か

ら
捉
え
る
と
、
新
た
な
気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
が

見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
地
域
遺
産
（
歴
史

的
建
築
物
）
と
知
的
遺
産
（
図
書
館
）
は
親

和
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
対
談
や
コ
ラ
ム
（
29
頁
）
で
も
、

各
図
書
館
の
取
り
組
み
の
助
言
と
も
な
る
、

ご
意
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

・
図
書
館
が
、
歴
史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
何
ら
か
の
役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
大
き
い
。

・
図
書
館
は
誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
だ
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
図
書
館
が
出
て

い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
り
、

い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
。

・
旅
行
先
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
出
発
前
に
ス

○
図
書
館
を
観
光
客
も
含
め
て
誰
も
が
足
を

運
べ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
場
所
と
す
る
〜
公
共

施
設
で
最
も
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
図

書
館
へ
の
観
光
客
の
来
訪
は
、
観
光
活
動

の
多
様
化
の
み
な
ら
ず
、
住
民
と
の
交
流

に
つ
な
が
る
。

○
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活
か
し
相
乗
効
果

の
高
い
観
光
振
興
を
図
る
〜
魅
力
的
な
建

物
や
蔵
書
、
イ
ベ
ン
ト
、
付
帯
機
能
（
飲

食
等
）
に
よ
る
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活

か
し
観
光
施
設
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

○
地
域
に
し
か
な
い
魅
力
に
「
気
づ
く
、
見

つ
け
る
、
創
る
」
―
情
報
発
信
の
拠
点
と

な
る
〜
図
書
館
は
地
域
の
知
的
遺
産
を

「
地
域
の
魅
力
と
し
て
可
視
化
」
し
て
い

く
要
の
存
在
。
観
光
客
と
い
う
外
の
眼
を

加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
図
書
館
を
有

効
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
次
の

事
項
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
観
光
行
政
や
地
域
関
係
者
と
の
連
携
〜
行

政
、
図
書
館
、
民
間
団
体
、
住
民
等
が
、

観
光
と
図
書
館
が
連
携
・
融
合
し
て
い
く

こ
と
の
意
義
や
課
題
、
方
向
性
を
共
有
し

な
が
ら
、
観
光
に
図
書
館
を
活
か
し
た
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。

○
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
や
す
い
環
境

づ
く
り
〜
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め

の
利
用
サ
ー
ビ
ス
や
仕
組
み
づ
く
り
に
地

域
ぐ
る
み
で
創
意
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

○
〝
地
域
を
想
う
〞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ

プ
に
溢
れ
た
人
材
の
活
用
と
育
成
〜
図
書

館
員
は
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
も
い
え
る
重
要
な
存
在
。
地
域

の
貴
重
な
知
的
遺
産
を
次
代
に
継
承
し
な

が
ら
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
気
持
ち
と
ス

キ
ル
を
持
っ
た
人
材
に
活
躍
い
た
だ
く
。

ま
た
そ
う
し
た
人
材
を
育
て
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
今
回
の
特
集
「
観
光
と
図
書
館
〜
地
域
の

観
光
に
図
書
館
は
ど
う
寄
与
で
き
る
か
」
は
、

当
財
団
で
「
旅
の
図
書
館
」
の
運
営
に
係
わ

る
職
員
の
多
く
が
、
日
頃
か
ら
関
心
を
持
っ

て
い
た
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
当
館
は
、
特

集
1
（
図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
と
観
光
振

興
）
で
述
べ
た
通
り
、「
観
光
研
究
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
た
い
」
と
、
図
書
の

閲
覧
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
旅
行
者
の
発
地
側

で
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
地
域
、
特
に
観

光
地
に
お
い
て
も
、
図
書
館
は
〝
上
質
で
心

豊
か
な
旅
づ
く
り
〞
な
ど
の
一
助
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

「
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
」
に
つ
い

て
は
、
コ
ラ
ム
（
38
頁
）
で
も
示
し
た
通
り
、

半
世
紀
以
上
も
前
に
、
和
田
萬
吉
氏
、
南
益

行
氏
に
よ
っ
て
〝
観
光
図
書
館
〞
と
し
て
提

唱
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
未
だ

に
実
現
し
て
い
な
い
。

　
そ
の
後
も
関
連
す
る
研
究
は
、
観
光
学
、

図
書
館
学
の
双
方
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
見
る

こ
と
が
な
く
、
２
０
１
０
年
に
、
松
本
秀
人

氏
が
「
観
光
と
図
書
館
の
融
合
」
を
研
究
テ

ー
マ
と
す
る
論
文
等
（
※
１
）
を
発
表
し
、

注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
で
、

同
氏
は
、
観
光
、
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま

ざ
ま
な
分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
図
書
館
を

観
光
者
と
地
域
と
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
媒
介
役
と
し
て
捉
え
た
「
観
光
者
と

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」

を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
、
私

ど
も
も
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
松
本
氏
の
研
究
発
表
以
降
、
特
集
１
で
述

べ
た
よ
う
に
各
種
法
制
度
の
導
入
も
後
押
し

し
、
「
紫
波
町
図
書
館
」（
２
０
１
２
年
）、

「
武
雄
市
図
書
館
」（
２
０
１
３
年
）な
ど
、
観

光
と
図
書
館
が
連
携
し
た
特
徴
的
な
事
例
が
、

各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特

に
対
談
（
観
光
と
図
書
館
　
連
携
と
活
用
の

可
能
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
）
に
も
あ
る

よ
う
に
、「
武
雄
市
図
書
館
」
が
民
間
の
デ

ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、
人
々
が
行

き
た
い
・
居
た
い
と
思
う
場
所
を
作
っ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
図
書
空
間
の
持
つ
人

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
図
書
館
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
考
え
る
、
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
各
特
集
を
振
り
返
り
、
図
書

館
と
観
光
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
課
題
や
、

今
後
の
取
り
組
み
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

を
考
察
し
て
い
く
。

終
わ
り
に

　
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
つ
い
て

は
、
先
人
が
そ
の
必
要
性
・
有
効
性
を
唱
え
、

今
、
あ
ら
た
め
て
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。

知
的
遺
産
の
宝
庫
で
誰
で
も
利
用
で
き
る
図

書
館
は
、
そ
の
考
え
方
や
取
り
組
み
方
次
第

で
、
観
光
と
結
び
つ
く
可
能
性
は
高
い
。

　
特
集
２
で
、「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」

は
、「
地
元
『
勝
沼
』
の
根
を
支
え
る
唯
一

無
二
の
図
書
館
で
あ
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
地
域
の
観
光
振
興
に
も
取
り
組
む
図
書

館
を
、
当
館
も
そ
の
一
翼
を
担
う
専
門
図
書

館
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
き
よ
よ
し
／
お
お
す
み
か
ず
し
）

T y p e

A
観
光
対
象
・

目
的
と
な
る
図
書
館

T y p e

D
地
域
魅
力
を
発
信
す
る

図
書
館

T y p e

C
地
域
を
つ
な
ぐ
図
書
館

T y p e

B
観
光
客
の
滞
在
・

時
間
消
費
の
場
と
な
る

図
書
館

観光と図書館～地域の観光に図書館はどう寄与できるか視座
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ム
ー
ズ
に
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
図
書
館

が
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
も
仕
事
に
な
る
。

・
巷
に
あ
ふ
れ
る
情
報
も
ウ
ェ
ブ
で
は
数
年

先
に
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
で
も
紙
媒
体
な
ら
い
つ
ま
で
も
残
せ

る
。

【
特
集
２
】

事
例
か
ら
の
示
唆

　
表
1
で
整
理
し
た
各
事
例
か
ら
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
の
「
分
類
」
を
み
る
と
、

「
位
置
づ
け
等
」
で
は
、「
東
近
江
市
立
八
日

市
図
書
館
」
が
、
図
書
館
は
ひ
と
づ
く
り
を

支
え
る
教
育
施
設
で
、
そ
の
基
本
的
な
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
を

考
え
る
う
え
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
視
点
で
あ
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
特
に
観
光
地
に
立
地
す
る

図
書
館
（
高
山
市
図
書
館
煥
章
館
、
八
戸
ブ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ

ー
、
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
、
小
布
施
町
立

図
書
館
）
で
は
、
観
光
客
の
利
用
も
想
定
し

た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
観
光
地
に
立
地
す
る
図
書
館
に
限

ら
ず
、
少
な
か
ら
ず
観
光
を
意
識
す
る
こ
と

は
、
地
域
の
良
さ
の
再
認
識
な
ど
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
対
談
で
も
、
観
光
は
、

住
民
が
自
分
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
に
「
気
づ

く
、
見
つ
け
る
、
創
る
」
き
っ
か
け
と
な
る
。

「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
を
持
っ
た
地
域

づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
が
図
書
館
の
仕
事
で

あ
る
な
ら
、
住
民
の
「
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、

創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い
か
な

い
と
、
と
あ
る
。

　
各
図
書
館
の
観
光
面
で
の
「
役
割
・
機

能
」
を
み
る
と
、「
高
山
市
図
書
館
煥
章

館
」「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」「
奈
良

県
立
図
書
情
報
館
」「
小
布
施
町
立
図
書

館
」
で
は
、
特
に
「
情
報
発
信
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、「
高
山
市
図
書

館
煥
章
館
」「
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
」
で

は
、
地
域
文
化
等
を
住
民
が
知
る
こ
と
の
必

要
性
を
訴
え
、
そ
の
上
で
図
書
館
は
情
報
発

信
の
「
要
」「
場
」
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
言
（「
う

と
ぅ
い
む
ち
」
の
心
を
図
書
館
か
ら
）
で
も

同
様
の
主
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」「
伊
那
市
立
高

遠
町
図
書
館
」
で
は
、
特
に
「
地
域
資
料
等

の
収
集
･
保
存
･
活
用
」
を
挙
げ
て
い
る
。

図
書
館
は
資
料
等
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

多
角
的
な
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
所
に
な
れ

る
、
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
交
流
が
可
能
に

な
る
と
言
及
し
て
い
る
。

　
各
地
の
文
化
や
産
業
な
ど
の
情
報
が
集
約

さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ
が
可
視

化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
図
書
館
自
体
が
観

光
資
源
に
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
、

私
ど
も
は
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
特
に
「
周
辺
施
設
と
も
連
携
し
た
、
本

を
取
り
巻
く
人
の
交
流
促
進
の
取
り
組
み
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
小
布
施
町
立

図
書
館
」「
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
」

で
は
、
「
地
域
連
携
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る
。

「
効
果
」
を
み
る
と
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
八
戸
市
民
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
結
果
と
し
て
八
戸
市
の
来

訪
者
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
も
、
住

民
向
け
の
郷
土
資
料
の
収
集
等
が
観
光
客
に

向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

来
訪
者
の
増
加
、
周
辺
施
設
と
の
相
乗
効
果

も
得
ら
れ
て
い
る
。

「
小
布
施
町
立
図
書
館
」
で
は
、「
ま
ち
じ

ゅ
う
図
書
館
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
新

た
な
交
流
の
創
出
が
、「
伊
那
市
立
高
遠
町

図
書
館
」
で
は
「
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
な
ど
に
よ
る
関
係
人
口
の
増
加
が
、

効
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
関
係
人
口
に
関
連
し
て
対
談
で
は
、

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
作
る
場
と

し
て
集
め
た
情
報
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
に
は
、
図
書
館
員
と
し
て
の
矜
持
、
地
域

に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
「
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
」
が
問
わ
れ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
現
状
で
は
、
図
書
館
が

地
域
外
へ
の
情
報
発
信
を
仕
事
と
し
て
意
識

す
る
こ
と
は
稀
で
、
自
治
体
の
観
光
課
も
図

書
館
を
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

観
光
と
図
書
館
の

連
携
・
融
合
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
に

図
書
館
を
活
か
す

　
各
地
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
図

書
館
は
地
域
文
化
の
根
幹
を
支
え
、「
資

料
」
と
「
人
」
そ
し
て
「
地
域
」
を
つ
な
ぐ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
観
光
と
の
高

い
親
和
性
を
活
か
し
、
図
書
館
と
観
光
が
よ

り
効
果
的
に
連
携
・
融
合
を
図
る
こ
と
は
、

地
域
の
観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
サ
イ

ド
、
図
書
館
の
双
方
が
、
次
の
よ
う
な
視
点

を
併
せ
持
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
特
集
２
】

地
域
の
取
り
組
み
を

振
り
返
る

　
特
集
２
で
は
、
各
図
書
館
の
事
例
を
そ
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
便
宜
的
に

４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
表
１
は

特
集
２
で
取
り
上
げ
た
事
例
の
主
な
取
り
組

み
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
と
事
例
よ
り
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
ま
ず
各
事
例
の
特
徴
的
な
取
り
組

み
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
お
く
。

事
例
１
…
高
山
市
図
書
館
煥
章
館

　
同
館
は
建
物
自
体
が
、
明
治
時
代
の
煥
章

学
校
を
模
し
た
特
徴
的
な
造
り
と
な
っ
て
い

る
。
館
内
に
は
高
山
に
縁
の
深
い
近
代
文
学

者
の
足
跡
等
を
紹
介
す
る
近
代
文
学
館
も
併

設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
・
実
写
映

画
化
さ
れ
た
「
氷
菓
」
に
も
登
場
す
る
こ
と

か
ら
聖
地
巡
礼
（
※
2
）
の
対
象
地
と
も
な

っ
て
い
る
。

事
例
2
…
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
館
内

に
、
一
般
書
店
で
は
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と

の
少
な
い
分
野
の
書
籍
を
重
点
的
に
取
り
揃

え
、
本
と
の
「
出
会
い
」
を
大
切
に
し
た
提

案
・
編
集
型
の
陳
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。

事
例
3
…
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
の
「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」
に

は
沖
縄
の
旅
の
本
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
村
外
・
県
外
の
方
に
も
本
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
蔵
書
の

貸
し
出
し
、
選
書
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

事
例
4
…
奈
良
県
立
図
書
情
報
館

　
同
館
は
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
、
奈
良
の
歴

史
や
文
化
に
関
す
る
書
籍
や
写
真
集
な
ど
20

〜
30
冊
を
選
書
し
、
各
本
に
簡
単
な
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
て
貸
し
出
し
て
い
る
。

事
例
5
…
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館

　
同
館
で
は
、
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」
の
資
料
収
集
・
提

供
・
保
存
に
取
り
組
み
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
・
広
が
り
を
企
図
し
た
「
ぶ
ど
う
と
ワ
イ

ン
の
資
料
展
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
趣
向
を

凝
ら
し
た
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
催
し
な
ど
も
開

催
し
て
い
る
。

事
例
6
…
小
布
施
町
立
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
本
と
つ
な
が
る
、
人
と
つ

な
が
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
商
店
や
個
人

宅
で
所
蔵
図
書
を
そ
の
一
角
に
並
べ
、
訪
れ

る
町
内
外
の
人
が
自
由
に
本
を
手
に
取
り
、

店
主
（
館
長
）
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
む
仕

か
け
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

事
例
7
…
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館

　
同
館
の
館
内
に
は
、
地
域
連
携
を
意
識
し

た
２
カ
所
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
同
館
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
企
画
し
た
、
古
書
店

や
建
築
物
な
ど
を
巡
る
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
巡
る
神
保
町
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　

事
例
8
…
東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と

ひ
と
づ
く
り
を
進
め
る
図
書
館
活
動
の
推

進
」
を
実
現
す
る
た
め
の
手
立
て
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
図
書
館
外
の
人
々
と
と
も
に
地
域

情
報
誌
「
そ
こ
ら
」
を
発
行
し
て
い
る
。

事
例
9
…
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

　
同
館
で
は
、
図
書
館
所
蔵
の
古
書
を
活
用

し
た
「
高
遠
ぶ
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ほ

か
、
地
域
住
民
と
図
書
館
が
主
催
す
る
「
高

遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
ま
ち
の
再

発
見
に
つ
な
が
る
「
高
遠
文
芸
賞
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
表
１
を
よ
り
丁
寧
に
見
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
が
、
こ
の
他
に
も
意
欲

的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
の
中
に

は
、
既
に
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
図
書

館
も
少
な
く
な
い
が
、
観
光
と
い
う
側
面
か

ら
捉
え
る
と
、
新
た
な
気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
が

見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
地
域
遺
産
（
歴
史

的
建
築
物
）
と
知
的
遺
産
（
図
書
館
）
は
親

和
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
対
談
や
コ
ラ
ム
（
29
頁
）
で
も
、

各
図
書
館
の
取
り
組
み
の
助
言
と
も
な
る
、

ご
意
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

・
図
書
館
が
、
歴
史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
何
ら
か
の
役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
大
き
い
。

・
図
書
館
は
誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
だ
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
図
書
館
が
出
て

い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
り
、

い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
。

・
旅
行
先
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
出
発
前
に
ス

○
図
書
館
を
観
光
客
も
含
め
て
誰
も
が
足
を

運
べ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
場
所
と
す
る
〜
公
共

施
設
で
最
も
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
図

書
館
へ
の
観
光
客
の
来
訪
は
、
観
光
活
動

の
多
様
化
の
み
な
ら
ず
、
住
民
と
の
交
流

に
つ
な
が
る
。

○
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活
か
し
相
乗
効
果

の
高
い
観
光
振
興
を
図
る
〜
魅
力
的
な
建

物
や
蔵
書
、
イ
ベ
ン
ト
、
付
帯
機
能
（
飲

食
等
）
に
よ
る
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活

か
し
観
光
施
設
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

○
地
域
に
し
か
な
い
魅
力
に
「
気
づ
く
、
見

つ
け
る
、
創
る
」
―
情
報
発
信
の
拠
点
と

な
る
〜
図
書
館
は
地
域
の
知
的
遺
産
を

「
地
域
の
魅
力
と
し
て
可
視
化
」
し
て
い

く
要
の
存
在
。
観
光
客
と
い
う
外
の
眼
を

加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
図
書
館
を
有

効
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
次
の

事
項
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
観
光
行
政
や
地
域
関
係
者
と
の
連
携
〜
行

政
、
図
書
館
、
民
間
団
体
、
住
民
等
が
、

観
光
と
図
書
館
が
連
携
・
融
合
し
て
い
く

こ
と
の
意
義
や
課
題
、
方
向
性
を
共
有
し

な
が
ら
、
観
光
に
図
書
館
を
活
か
し
た
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。

○
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
や
す
い
環
境

づ
く
り
〜
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め

の
利
用
サ
ー
ビ
ス
や
仕
組
み
づ
く
り
に
地

域
ぐ
る
み
で
創
意
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

○
〝
地
域
を
想
う
〞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ

プ
に
溢
れ
た
人
材
の
活
用
と
育
成
〜
図
書

館
員
は
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
も
い
え
る
重
要
な
存
在
。
地
域

の
貴
重
な
知
的
遺
産
を
次
代
に
継
承
し
な

が
ら
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
気
持
ち
と
ス

キ
ル
を
持
っ
た
人
材
に
活
躍
い
た
だ
く
。

ま
た
そ
う
し
た
人
材
を
育
て
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
今
回
の
特
集
「
観
光
と
図
書
館
〜
地
域
の

観
光
に
図
書
館
は
ど
う
寄
与
で
き
る
か
」
は
、

当
財
団
で
「
旅
の
図
書
館
」
の
運
営
に
係
わ

る
職
員
の
多
く
が
、
日
頃
か
ら
関
心
を
持
っ

て
い
た
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
当
館
は
、
特

集
1
（
図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
と
観
光
振

興
）
で
述
べ
た
通
り
、「
観
光
研
究
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
た
い
」
と
、
図
書
の

閲
覧
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
旅
行
者
の
発
地
側

で
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
地
域
、
特
に
観

光
地
に
お
い
て
も
、
図
書
館
は
〝
上
質
で
心

豊
か
な
旅
づ
く
り
〞
な
ど
の
一
助
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

「
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
」
に
つ
い

て
は
、
コ
ラ
ム
（
38
頁
）
で
も
示
し
た
通
り
、

半
世
紀
以
上
も
前
に
、
和
田
萬
吉
氏
、
南
益

行
氏
に
よ
っ
て
〝
観
光
図
書
館
〞
と
し
て
提

唱
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
未
だ

に
実
現
し
て
い
な
い
。

　
そ
の
後
も
関
連
す
る
研
究
は
、
観
光
学
、

図
書
館
学
の
双
方
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
見
る

こ
と
が
な
く
、
２
０
１
０
年
に
、
松
本
秀
人

氏
が
「
観
光
と
図
書
館
の
融
合
」
を
研
究
テ

ー
マ
と
す
る
論
文
等
（
※
１
）
を
発
表
し
、

注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
で
、

同
氏
は
、
観
光
、
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま

ざ
ま
な
分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
図
書
館
を

観
光
者
と
地
域
と
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
媒
介
役
と
し
て
捉
え
た
「
観
光
者
と

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」

を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
、
私

ど
も
も
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
松
本
氏
の
研
究
発
表
以
降
、
特
集
１
で
述

べ
た
よ
う
に
各
種
法
制
度
の
導
入
も
後
押
し

し
、
「
紫
波
町
図
書
館
」（
２
０
１
２
年
）、

「
武
雄
市
図
書
館
」（
２
０
１
３
年
）な
ど
、
観

光
と
図
書
館
が
連
携
し
た
特
徴
的
な
事
例
が
、

各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特

に
対
談
（
観
光
と
図
書
館
　
連
携
と
活
用
の

可
能
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
）
に
も
あ
る

よ
う
に
、「
武
雄
市
図
書
館
」
が
民
間
の
デ

ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、
人
々
が
行

き
た
い
・
居
た
い
と
思
う
場
所
を
作
っ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
図
書
空
間
の
持
つ
人

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
図
書
館
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
考
え
る
、
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
各
特
集
を
振
り
返
り
、
図
書

館
と
観
光
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
課
題
や
、

今
後
の
取
り
組
み
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

を
考
察
し
て
い
く
。

終
わ
り
に

　
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
つ
い
て

は
、
先
人
が
そ
の
必
要
性
・
有
効
性
を
唱
え
、

今
、
あ
ら
た
め
て
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。

知
的
遺
産
の
宝
庫
で
誰
で
も
利
用
で
き
る
図

書
館
は
、
そ
の
考
え
方
や
取
り
組
み
方
次
第

で
、
観
光
と
結
び
つ
く
可
能
性
は
高
い
。

　
特
集
２
で
、「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」

は
、「
地
元
『
勝
沼
』
の
根
を
支
え
る
唯
一

無
二
の
図
書
館
で
あ
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
地
域
の
観
光
振
興
に
も
取
り
組
む
図
書

館
を
、
当
館
も
そ
の
一
翼
を
担
う
専
門
図
書

館
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
き
よ
よ
し
／
お
お
す
み
か
ず
し
）

T y p e

A
観
光
対
象
・

目
的
と
な
る
図
書
館

T y p e

D
地
域
魅
力
を
発
信
す
る

図
書
館

T y p e

C
地
域
を
つ
な
ぐ
図
書
館

T y p e

B
観
光
客
の
滞
在
・

時
間
消
費
の
場
と
な
る

図
書
館

観光と図書館～地域の観光に図書館はどう寄与できるか視座
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1
表

特
集
2
で
取
り
上
げ
た
事
例
の
主
な
取
り
組
み
・エ
ピ
ソ
ー
ド
等
／
事
例
よ
り
示
唆
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
等

ム
ー
ズ
に
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
図
書
館

が
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
も
仕
事
に
な
る
。

・
巷
に
あ
ふ
れ
る
情
報
も
ウ
ェ
ブ
で
は
数
年

先
に
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
で
も
紙
媒
体
な
ら
い
つ
ま
で
も
残
せ

る
。

【
特
集
２
】

事
例
か
ら
の
示
唆

　
表
1
で
整
理
し
た
各
事
例
か
ら
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
の
「
分
類
」
を
み
る
と
、

「
位
置
づ
け
等
」
で
は
、「
東
近
江
市
立
八
日

市
図
書
館
」
が
、
図
書
館
は
ひ
と
づ
く
り
を

支
え
る
教
育
施
設
で
、
そ
の
基
本
的
な
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
を

考
え
る
う
え
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
視
点
で
あ
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
特
に
観
光
地
に
立
地
す
る

図
書
館
（
高
山
市
図
書
館
煥
章
館
、
八
戸
ブ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ

ー
、
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
、
小
布
施
町
立

図
書
館
）
で
は
、
観
光
客
の
利
用
も
想
定
し

た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
観
光
地
に
立
地
す
る
図
書
館
に
限

ら
ず
、
少
な
か
ら
ず
観
光
を
意
識
す
る
こ
と

は
、
地
域
の
良
さ
の
再
認
識
な
ど
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
対
談
で
も
、
観
光
は
、

住
民
が
自
分
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
に
「
気
づ

く
、
見
つ
け
る
、
創
る
」
き
っ
か
け
と
な
る
。

「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
を
持
っ
た
地
域

づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
が
図
書
館
の
仕
事
で

あ
る
な
ら
、
住
民
の
「
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、

創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い
か
な

い
と
、
と
あ
る
。

　
各
図
書
館
の
観
光
面
で
の
「
役
割
・
機

能
」
を
み
る
と
、「
高
山
市
図
書
館
煥
章

館
」「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」「
奈
良

県
立
図
書
情
報
館
」「
小
布
施
町
立
図
書

館
」
で
は
、
特
に
「
情
報
発
信
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、「
高
山
市
図
書

館
煥
章
館
」「
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
」
で

は
、
地
域
文
化
等
を
住
民
が
知
る
こ
と
の
必

要
性
を
訴
え
、
そ
の
上
で
図
書
館
は
情
報
発

信
の
「
要
」「
場
」
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
言
（「
う

と
ぅ
い
む
ち
」
の
心
を
図
書
館
か
ら
）
で
も

同
様
の
主
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」「
伊
那
市
立
高

遠
町
図
書
館
」
で
は
、
特
に
「
地
域
資
料
等

の
収
集
･
保
存
･
活
用
」
を
挙
げ
て
い
る
。

図
書
館
は
資
料
等
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

多
角
的
な
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
所
に
な
れ

る
、
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
交
流
が
可
能
に

な
る
と
言
及
し
て
い
る
。

　
各
地
の
文
化
や
産
業
な
ど
の
情
報
が
集
約

さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ
が
可
視

化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
図
書
館
自
体
が
観

光
資
源
に
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
、

私
ど
も
は
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
特
に
「
周
辺
施
設
と
も
連
携
し
た
、
本

を
取
り
巻
く
人
の
交
流
促
進
の
取
り
組
み
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
小
布
施
町
立

図
書
館
」「
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
」

で
は
、
「
地
域
連
携
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る
。

「
効
果
」
を
み
る
と
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
八
戸
市
民
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
結
果
と
し
て
八
戸
市
の
来

訪
者
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
も
、
住

民
向
け
の
郷
土
資
料
の
収
集
等
が
観
光
客
に

向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

来
訪
者
の
増
加
、
周
辺
施
設
と
の
相
乗
効
果

も
得
ら
れ
て
い
る
。

「
小
布
施
町
立
図
書
館
」
で
は
、「
ま
ち
じ

ゅ
う
図
書
館
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
新

た
な
交
流
の
創
出
が
、「
伊
那
市
立
高
遠
町

図
書
館
」
で
は
「
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
な
ど
に
よ
る
関
係
人
口
の
増
加
が
、

効
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
関
係
人
口
に
関
連
し
て
対
談
で
は
、

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
作
る
場
と

し
て
集
め
た
情
報
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
に
は
、
図
書
館
員
と
し
て
の
矜
持
、
地
域

に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
「
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
」
が
問
わ
れ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
現
状
で
は
、
図
書
館
が

地
域
外
へ
の
情
報
発
信
を
仕
事
と
し
て
意
識

す
る
こ
と
は
稀
で
、
自
治
体
の
観
光
課
も
図

書
館
を
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

観
光
と
図
書
館
の

連
携
・
融
合
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
に

図
書
館
を
活
か
す

　
各
地
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
図

書
館
は
地
域
文
化
の
根
幹
を
支
え
、「
資

料
」
と
「
人
」
そ
し
て
「
地
域
」
を
つ
な
ぐ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
観
光
と
の
高

い
親
和
性
を
活
か
し
、
図
書
館
と
観
光
が
よ

り
効
果
的
に
連
携
・
融
合
を
図
る
こ
と
は
、

地
域
の
観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
サ
イ

ド
、
図
書
館
の
双
方
が
、
次
の
よ
う
な
視
点

を
併
せ
持
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
特
集
２
】

地
域
の
取
り
組
み
を

振
り
返
る

　
特
集
２
で
は
、
各
図
書
館
の
事
例
を
そ
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
便
宜
的
に

４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
表
１
は

特
集
２
で
取
り
上
げ
た
事
例
の
主
な
取
り
組

み
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
と
事
例
よ
り
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
ま
ず
各
事
例
の
特
徴
的
な
取
り
組

み
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
お
く
。

事
例
１
…
高
山
市
図
書
館
煥
章
館

　
同
館
は
建
物
自
体
が
、
明
治
時
代
の
煥
章

学
校
を
模
し
た
特
徴
的
な
造
り
と
な
っ
て
い

る
。
館
内
に
は
高
山
に
縁
の
深
い
近
代
文
学

者
の
足
跡
等
を
紹
介
す
る
近
代
文
学
館
も
併

設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
・
実
写
映

画
化
さ
れ
た
「
氷
菓
」
に
も
登
場
す
る
こ
と

か
ら
聖
地
巡
礼
（
※
2
）
の
対
象
地
と
も
な

っ
て
い
る
。

事
例
2
…
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
館
内

に
、
一
般
書
店
で
は
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と

の
少
な
い
分
野
の
書
籍
を
重
点
的
に
取
り
揃

え
、
本
と
の
「
出
会
い
」
を
大
切
に
し
た
提

案
・
編
集
型
の
陳
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。

事
例
3
…
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
の
「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」
に

は
沖
縄
の
旅
の
本
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
村
外
・
県
外
の
方
に
も
本
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
蔵
書
の

貸
し
出
し
、
選
書
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

事
例
4
…
奈
良
県
立
図
書
情
報
館

　
同
館
は
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
、
奈
良
の
歴

史
や
文
化
に
関
す
る
書
籍
や
写
真
集
な
ど
20

〜
30
冊
を
選
書
し
、
各
本
に
簡
単
な
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
て
貸
し
出
し
て
い
る
。

事
例
5
…
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館

　
同
館
で
は
、
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」
の
資
料
収
集
・
提

供
・
保
存
に
取
り
組
み
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
・
広
が
り
を
企
図
し
た
「
ぶ
ど
う
と
ワ
イ

ン
の
資
料
展
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
趣
向
を

凝
ら
し
た
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
催
し
な
ど
も
開

催
し
て
い
る
。

事
例
6
…
小
布
施
町
立
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
本
と
つ
な
が
る
、
人
と
つ

な
が
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
商
店
や
個
人

宅
で
所
蔵
図
書
を
そ
の
一
角
に
並
べ
、
訪
れ

る
町
内
外
の
人
が
自
由
に
本
を
手
に
取
り
、

店
主
（
館
長
）
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
む
仕

か
け
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

事
例
7
…
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館

　
同
館
の
館
内
に
は
、
地
域
連
携
を
意
識
し

た
２
カ
所
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
同
館
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
企
画
し
た
、
古
書
店

や
建
築
物
な
ど
を
巡
る
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
巡
る
神
保
町
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　

事
例
8
…
東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と

ひ
と
づ
く
り
を
進
め
る
図
書
館
活
動
の
推

進
」
を
実
現
す
る
た
め
の
手
立
て
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
図
書
館
外
の
人
々
と
と
も
に
地
域

情
報
誌
「
そ
こ
ら
」
を
発
行
し
て
い
る
。

事
例
9
…
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

　
同
館
で
は
、
図
書
館
所
蔵
の
古
書
を
活
用

し
た
「
高
遠
ぶ
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ほ

か
、
地
域
住
民
と
図
書
館
が
主
催
す
る
「
高

遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
ま
ち
の
再

発
見
に
つ
な
が
る
「
高
遠
文
芸
賞
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
表
１
を
よ
り
丁
寧
に
見
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
が
、
こ
の
他
に
も
意
欲

的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
の
中
に

は
、
既
に
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
図
書

館
も
少
な
く
な
い
が
、
観
光
と
い
う
側
面
か

ら
捉
え
る
と
、
新
た
な
気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
が

見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
地
域
遺
産
（
歴
史

的
建
築
物
）
と
知
的
遺
産
（
図
書
館
）
は
親

和
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
対
談
や
コ
ラ
ム
（
29
頁
）
で
も
、

各
図
書
館
の
取
り
組
み
の
助
言
と
も
な
る
、

ご
意
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

・
図
書
館
が
、
歴
史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
何
ら
か
の
役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
大
き
い
。

・
図
書
館
は
誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
だ
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
図
書
館
が
出
て

い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
り
、

い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
。

・
旅
行
先
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
出
発
前
に
ス

○
図
書
館
を
観
光
客
も
含
め
て
誰
も
が
足
を

運
べ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
場
所
と
す
る
〜
公
共

施
設
で
最
も
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
図

書
館
へ
の
観
光
客
の
来
訪
は
、
観
光
活
動

の
多
様
化
の
み
な
ら
ず
、
住
民
と
の
交
流

に
つ
な
が
る
。

○
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活
か
し
相
乗
効
果

の
高
い
観
光
振
興
を
図
る
〜
魅
力
的
な
建

物
や
蔵
書
、
イ
ベ
ン
ト
、
付
帯
機
能
（
飲

食
等
）
に
よ
る
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活

か
し
観
光
施
設
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

○
地
域
に
し
か
な
い
魅
力
に
「
気
づ
く
、
見

つ
け
る
、
創
る
」
―
情
報
発
信
の
拠
点
と

な
る
〜
図
書
館
は
地
域
の
知
的
遺
産
を

「
地
域
の
魅
力
と
し
て
可
視
化
」
し
て
い

く
要
の
存
在
。
観
光
客
と
い
う
外
の
眼
を

加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
図
書
館
を
有

効
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
次
の

事
項
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
観
光
行
政
や
地
域
関
係
者
と
の
連
携
〜
行

政
、
図
書
館
、
民
間
団
体
、
住
民
等
が
、

観
光
と
図
書
館
が
連
携
・
融
合
し
て
い
く

こ
と
の
意
義
や
課
題
、
方
向
性
を
共
有
し

な
が
ら
、
観
光
に
図
書
館
を
活
か
し
た
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。

○
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
や
す
い
環
境

づ
く
り
〜
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め

の
利
用
サ
ー
ビ
ス
や
仕
組
み
づ
く
り
に
地

域
ぐ
る
み
で
創
意
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

○
〝
地
域
を
想
う
〞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ

プ
に
溢
れ
た
人
材
の
活
用
と
育
成
〜
図
書

館
員
は
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
も
い
え
る
重
要
な
存
在
。
地
域

の
貴
重
な
知
的
遺
産
を
次
代
に
継
承
し
な

が
ら
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
気
持
ち
と
ス

キ
ル
を
持
っ
た
人
材
に
活
躍
い
た
だ
く
。

ま
た
そ
う
し
た
人
材
を
育
て
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
今
回
の
特
集
「
観
光
と
図
書
館
〜
地
域
の

観
光
に
図
書
館
は
ど
う
寄
与
で
き
る
か
」
は
、

当
財
団
で
「
旅
の
図
書
館
」
の
運
営
に
係
わ

る
職
員
の
多
く
が
、
日
頃
か
ら
関
心
を
持
っ

て
い
た
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
当
館
は
、
特

集
1
（
図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
と
観
光
振

興
）
で
述
べ
た
通
り
、「
観
光
研
究
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
た
い
」
と
、
図
書
の

閲
覧
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
旅
行
者
の
発
地
側

で
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
地
域
、
特
に
観

光
地
に
お
い
て
も
、
図
書
館
は
〝
上
質
で
心

豊
か
な
旅
づ
く
り
〞
な
ど
の
一
助
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

「
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
」
に
つ
い

て
は
、
コ
ラ
ム
（
38
頁
）
で
も
示
し
た
通
り
、

半
世
紀
以
上
も
前
に
、
和
田
萬
吉
氏
、
南
益

行
氏
に
よ
っ
て
〝
観
光
図
書
館
〞
と
し
て
提

唱
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
未
だ

に
実
現
し
て
い
な
い
。

　
そ
の
後
も
関
連
す
る
研
究
は
、
観
光
学
、

図
書
館
学
の
双
方
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
見
る

こ
と
が
な
く
、
２
０
１
０
年
に
、
松
本
秀
人

氏
が
「
観
光
と
図
書
館
の
融
合
」
を
研
究
テ

ー
マ
と
す
る
論
文
等
（
※
１
）
を
発
表
し
、

注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
で
、

同
氏
は
、
観
光
、
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま

ざ
ま
な
分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
図
書
館
を

観
光
者
と
地
域
と
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
媒
介
役
と
し
て
捉
え
た
「
観
光
者
と

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」

を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
、
私

ど
も
も
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
松
本
氏
の
研
究
発
表
以
降
、
特
集
１
で
述

べ
た
よ
う
に
各
種
法
制
度
の
導
入
も
後
押
し

し
、
「
紫
波
町
図
書
館
」（
２
０
１
２
年
）、

「
武
雄
市
図
書
館
」（
２
０
１
３
年
）な
ど
、
観

光
と
図
書
館
が
連
携
し
た
特
徴
的
な
事
例
が
、

各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特

に
対
談
（
観
光
と
図
書
館
　
連
携
と
活
用
の

可
能
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
）
に
も
あ
る

よ
う
に
、「
武
雄
市
図
書
館
」
が
民
間
の
デ

ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、
人
々
が
行

き
た
い
・
居
た
い
と
思
う
場
所
を
作
っ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
図
書
空
間
の
持
つ
人

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
図
書
館
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
考
え
る
、
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
各
特
集
を
振
り
返
り
、
図
書

館
と
観
光
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
課
題
や
、

今
後
の
取
り
組
み
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

を
考
察
し
て
い
く
。

終
わ
り
に

　
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
つ
い
て

は
、
先
人
が
そ
の
必
要
性
・
有
効
性
を
唱
え
、

今
、
あ
ら
た
め
て
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。

知
的
遺
産
の
宝
庫
で
誰
で
も
利
用
で
き
る
図

書
館
は
、
そ
の
考
え
方
や
取
り
組
み
方
次
第

で
、
観
光
と
結
び
つ
く
可
能
性
は
高
い
。

　
特
集
２
で
、「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」

は
、「
地
元
『
勝
沼
』
の
根
を
支
え
る
唯
一

無
二
の
図
書
館
で
あ
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
地
域
の
観
光
振
興
に
も
取
り
組
む
図
書

館
を
、
当
館
も
そ
の
一
翼
を
担
う
専
門
図
書

館
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
き
よ
よ
し
／
お
お
す
み
か
ず
し
）

観光と図書館～地域の観光に図書館はどう寄与できるか視座

●（
煥
章
館
は
）建
物
も
擬
洋
風
の
風
情
あ
る
景
観
を
呈
し
て
い
る

（
T
y
p
e
A
）

●
近
代
文
学
館（
瀧
井
孝
作・江
間
修・福
田
夕
咲・早
船
ち
よ
の
作
品

を
は
じ
め
飛
騨
の
歴
史・文
化
に
関
す
る
書
籍
を
数
多
く
所
蔵
）（
A
）

●
聖
地
巡
礼（
米
澤
穂
信
氏
の
高
山
を
舞
台
に
し
た
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
小
説

「
氷
菓
」の
ア
ニ
メ
化
、実
写
映
画
化
）（
A
）

●（
観
光
客
を
対
象
と
し
た
）高
山
祭
の
ミ
ニ
講
座
を
１
階
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
開
催（
B
）（
D
）

●
バ
イ
オ
リ
ン・ビ
オ
ラ・チ
ェ
ロ
の
春
慶
弦
楽
器
に
よ
る
演
奏
会（
B
）

（
D
）

●
飛
騨
春
慶（
漆
器
）と
一
位
一
刀
彫（
彫
刻
）の
作
品
と
そ
の
関
連
書
籍

を
展
示（
B
）（
D
）

●（
今
後
）煥
章
館
と「
飛
騨
高
山
ま
ち
の
博
物
館
」「
飛
騨
高
山
ま
ち
の

体
験
交
流
館
」の
連
携
し
た
取
り
組
み（
C
）

●
館
内
の
情
報
コ
ー
ナ
ー（
観
光
エ
リ
ア
に
あ
る
図
書
館
と
し
て
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
）（
D
）

●
オ
ー・ラ
ン
県
と
同
県
内
に
あ
る
高
山
市
の
友
好
都
市
コ
ル
マ
ー
ル
市

の
文
化
や
風
景
等
の
同
時
展
示（
－
）

●
旅
館・ホ
テ
ル
業
従
事
者
を
対
象
と
し
た
英
会
話
講
座（
－
）

煥
章
館
は
観
光
地
飛
騨
高
山
の
観
光
エ
リ
ア
に
位
置

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
有
す
る
伝
統
文
化
や
伝
統
工
芸
、ま
た
、各
地
域
で
新
た
に
創
造

さ
れ
た
文
化
を
市
民
が
共
有
し
、さ
ら
に
は
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
人
た
ち
に

情
報
発
信
す
る「
要
」の
施
設
と
し
て
の
図
書
館
の
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、情

報
発
信
施
設
と
し
て
の
機
能
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
高
山
市
の
観
光
文
化
の
振
興
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
多
彩
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
観
光

文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
の
取
組
み
は
図
書
館
や
他
施
設
へ
の
来
館
者
を
対
象
と
し
た

も
の
で
あ
り
、観
光
文
化
を
今
後
さ
ら
に
振
興
し
て
い
く
た
め
に
は
、こ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
加
え
、食
文
化
な
ど
地
域
の
生
活
文
化
も
コ
ン
テ
ン
ツ
に
加
え
た
形
で
、

S
N
S
の
活
用
な
ど
I
C
T
技
術
を
駆
使
し
た
情
報
発
信
の
充
実
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。 

高
山
市
が
伝
統
文
化
を
基
調
と
し
た
観
光
地
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、観
光
文

化
の
振
興
へ
の
寄
与
も
当
館
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
役
割
り
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、高
山

市
が
持
つ
有
形
無
形
の
伝
統
的
な
文
化
、さ
ら
に
は
、地
域
の
創
造
的
な
活
動
に
よ
っ

て
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
文
化
芸
術
な
ど
高
山
市
の
観
光
資
源
の
情
報
発
信
に
、今

後
も
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 
 

 

 

●
海
外
文
学
や
人
文・社
会
科
学
、自
然
科
学
、芸
術
な
ど
の
分
野
の
本

を
中
心
に
扱
い
、ま
た
本
と
の「
出
会
い
」を
大
切
に
す
る
た
め
、提
案・

編
集
型
の
陳
列
に
よ
り「
紙
の
本
」と
の
偶
然
の
出
会
い
を
創
出
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
る（
A
）

●
近
隣
の
拠
点
施
設（
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、八
戸
ま
ち
な
か

広
場
マ
チ
ニ
ワ
）な
ど
と
も
連
携
し
て
、作
家
な
ど
の
ゲ
ス
ト
を
招
い
て

の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
、市
民
参
加
型
の一
箱
古
本
市
を
メ
イ
ン
と
し
た

「
本
の
ま
ち
八
戸
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
」を
実
施（
B
）（
C
） 

●（
八
戸
関
係
者
）1
冊
の
本
が
出
来
る
ま
で
の
過
程
を
館
内
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
展
示
し
、実
際
に
そ
の
本
を
当
セ
ン
タ
ー
の
企
画
と
し
て
出
版

す
る
こ
と
を
毎
年
恒
例
の
企
画
と
し
て
い
る（
B
）（
D
）

「
本
を
読
む
人
を
増
や
す
」「
本
を
書
く
人
を
増
や
す
」「
本
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
」の

三
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、特
徴
あ
る
本
の
陳
列・販
売
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画

事
業
を
通
し
て
、「
本
」そ
の
も
の
や
、「
読
む
」、「
書
く
」事
が
も
っ
と
市
民
の
身
近
に
な

る
よ
う
に
、ま
た
、「
本
」を
取
り
巻
く
人
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
、ま
ち
を
元
気
に
、

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
第
一の
目
的
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。 

 

 

 さ
ま
ざ
ま
な
企
画
事
業
を
通
し
て「
本
」に
ま
つ
わ
る
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る「
本
の
ま
ち
八
戸
」の
拠
点
施
設

 

 

 

 

こ
う
し
た
本
を
介
し
て
人
の
交
流
を
増
や
す
試
み
は
、も
ち
ろ
ん
八
戸
市
民
の
た
め
の

取
り
組
み
で
あ
る
が
、結
果
と
し
て
出
張
者
や
観
光
客
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
、当

市
へ
の
来
訪
者
を
増
や
す一
助
と
な
っ
て
い
る
。 

 

 

 

今
後
も
、民
間
書
店・図
書
館・市
民
団
体
な
ど
関
係
各
所
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
、本

に
関
わ
る
人
た
ち
と
と
も
に
、公
設
の
書
店
と
し
て
の
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
通
し

て「
本
の
ま
ち
八
戸
」を
推
進
し
、市
民
が
誇
り
に
思
え
、市
外
か
ら
の
来
街
者
に
も
そ

の
意
義
が
伝
わ
る
、文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

●「
お
ん
な
の
駅
な
か
ゆ
く
い
市
場
」が
隣
接
す
る
位
置
に
、恩
納
村
博
物

館（
2
0
0
1
年
開
館
）に
併
設
す
る
形
で
整
備（
A
）

●
窓
際
の
閲
覧
席
か
ら
美
し
い
沖
縄
の
海
や
夕
日
が
楽
し
め
、リ
ゾ
ー
ト

地
な
ら
で
は
の
図
書
館
と
し
て
の
魅
力（
A
）

●
恩
納
村・沖
縄
県
の
郷
土
資
料
を
揃
え
た「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」（
B
）

●
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る（
B
）

●
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
の
連
携
で
は
、ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
設
置（
B
）（
C
） 

 

 

●
本
を
借
り
る
と
隣
接
す
る「
お
ん
な
の
駅
」の
商
品
が
5
％
割
引
さ
れ

る「
割
引
ク
ー
ポ
ン
」（
C
）

●
観
光
協
会
か
ら
配
置
さ
れ
た
2
名
の「
旅
の
案
内
人
」が
村
内
及
び
北

部
観
光
地
、観
光
施
設
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る（
D
）

●
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
対
す
る
本
の
特
別
貸
し
出
し（
B
）（
C
）

●
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
が
、当
館
で
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
宿
泊
プ
ラ

ン
を
つ
く
り
、当
館
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催（
B
）（
C
）

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
は
、観
光
情
報
の
提
供
や
参
加
者
の
奈
良
の
お
店

な
ど
口
コ
ミ
情
報
の
交
換
ボ
ー
ド
を
設
置（
D
）

●
全
国
の
都
道
府
県
立
図
書
館
等
と
連
携
し
、お
互
い
の
観
光
ポ
ス
タ

ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
交
換
し
、そ
の
都
道
府
県
関
係
本
と
併
せ
て
展

示
す
る
図
書
館
交
流
展
示
を
開
催（
D
）

恩
納
村
は
、沖
縄
本
島
の
ほ
ぼ
中
央
の
西
海
岸
に
位
置
す
る
人
口
1
万
人
の
小
村
で

あ
り
な
が
ら
、大
型
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
中
心
に
、沖
縄
本
島
の
宿
泊
施
設（
ホ
テ

ル・旅
館
）収
容
力
の
約
２
割
が
集
積
す
る
県
内
屈
指
の
観
光・リ
ゾ
ー
ト
の
村
で
あ

る
。 

 

 

 

同
セ
ン
タ
ー
は
、「
恩
納
村
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
収
集
し
、村
内
外
へ
発
信
す

る
」こ
と
を
目
的
と
し
た
、観
光
情
報
提
供
機
能
と
図
書
館
機
能
を
備
え
た
複
合
施

設
で
、計
画
当
初
か
ら
観
光
客
の
利
用
を
強
く
意
識
し
た
施
設
づ
く
り
を
し
て
い
る
。  

 

 

郷
土
資
料
の
収
集
な
ど
村
民
の
た
め
に
行
う
サ
ー
ビ
ス
が
、結
果
と
し
て
観
光
客
に
向

け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 

 

 

恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
来
館
者
数
は
、当
初
の
目
標
を
上
回
り
、開
館
初
年
度

の
2
0
1
5（
平
成
27
）年
度
の
約
6

．8
万
人
か
ら
、2
0
1
8
年
度
は
約
8

．9
万

人
へと
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。ま
た
、セ
ン
タ
ー
の
開
館
に
よ
る
周
辺
施
設
へ
の
相
乗

効
果
も
大
き
く
、併
設
す
る
博
物
館
の
入
場
者
数
は
約
2

．5
倍
に
、ま
た「
お
ん
な
の

駅
」の
年
間
来
客
者
数
も
1
0
0
万
人
を
大
き
く
上
回
る
ま
で
に
増
加
を
み
て
い
る
。  

 

 

 

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
は
、観
光
地
奈
良
に
あ
っ
て
、数
多
く
の
観
光
施
設
が
あ
る
な

か
で
、図
書
館
が
観
光
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
こ
と
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、開
館

以
来
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。 

 

 

 

図
書
館
が
、様
々
な
切
り
口
で
資
料
や
情
報
を（
ま
た
人
を
）再
編
集
し
、人
々
の
潜
在

的
な
好
奇
心
や
関
心
を
触
発
す
る
た
め
に
、ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
、観
光
も
ま

た
ひ
と
つ
の
切
り
口
で
あ
り
端
緒
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。  

 

 

こ
の
よ
う
な
図
書
館
か
ら
の
情
報
発
信
は
、県
外
か
ら（
あ
る
い
は
海
外
か
ら
）来
県
す

る
人
々
に
向
け
て
だ
け
で
は
な
く
、地
元
の
人
々
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。地
元
の
人
々
が
そ
の
地
域
の
重
層
的
な
歴
史
や
知
識
を
持
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、地
元
の
人
々
向
け
の
地
元
の
観
光
、地
産
地
消
の
観
光
と
も
い
う
べ

き
発
想
は
、外
へ
の
発
信
の
基
盤
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。自
ら
を
知
り
、地
元
へ
の
理

解
や
共
感
の
共
有
こ
そ
が
、新
た
な
観
光
資
源
や
観
光
の
あ
り
方
を
見
つ
け
出
す
こ

と
へと
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。そ
し
て
、地
元
の
資
料・情
報
を
蓄
積
し

て
い
る
図
書
館
こ
そ
が
、ま
さ
し
く
そ
の
発
想
を
支
え
、発
信
す
る
場
な
の
で
あ
る
。 
 

 

観
光
地

発
信

市
民
理
解

の
向
上

取
組
継
続

発
信

観
光
地

発
信

交
流

促
進

観
光
地

客
増

ま
ち

づ
く
り

印
象

向
上

市
民
の

誇
り
醸
成

観
光
地

発
信

サ
ー
ビ
ス

向
上

客
増
、

相
乗

効
果

観
光
地

観
光
へ
の

対
応
が

課
題

情
報

再
編
集

発
信

発
信

市
民

理
解
の

向
上

紹
介
さ
れ
た
主
な
取
り
組
み
、エ
ピ
ソ
ー
ド
等

（（
　）内
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、取
り
組
み
のType

と
の
対
応
）

示
唆
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
等

図
書
館
名

（建物自体の魅力、特徴的な蔵書、博物館の併設等）

T y p eA
観光対象・目的となる図書館

（郷土資料などを通した地域文化の探求、イベントへの参加機会の提供等）

T y p eB
観光客の滞在・時間消費の場となる図書館

【
事
例
1
】

高
山
市
図
書
館

煥
章
館

【
事
例
2
】

八
戸

ブ
ッ
ク
セン
タ
ー

【
事
例
3
】

恩
納
村

文
化
情
報

セ
ン
タ
ー

【
事
例
4
】

奈
良
県
立

図
書
情
報
館

位
置

づ
け
等

立
地

特
性

役
割・

機
能

効
果

そ
の
他

分
類

Type

42



1
表

特
集
2
で
取
り
上
げ
た
事
例
の
主
な
取
り
組
み
・エ
ピ
ソ
ー
ド
等
／
事
例
よ
り
示
唆
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
等

ム
ー
ズ
に
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
図
書
館

が
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
も
仕
事
に
な
る
。

・
巷
に
あ
ふ
れ
る
情
報
も
ウ
ェ
ブ
で
は
数
年

先
に
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
で
も
紙
媒
体
な
ら
い
つ
ま
で
も
残
せ

る
。

【
特
集
２
】

事
例
か
ら
の
示
唆

　
表
1
で
整
理
し
た
各
事
例
か
ら
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
の
「
分
類
」
を
み
る
と
、

「
位
置
づ
け
等
」
で
は
、「
東
近
江
市
立
八
日

市
図
書
館
」
が
、
図
書
館
は
ひ
と
づ
く
り
を

支
え
る
教
育
施
設
で
、
そ
の
基
本
的
な
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
を

考
え
る
う
え
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
視
点
で
あ
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
特
に
観
光
地
に
立
地
す
る

図
書
館
（
高
山
市
図
書
館
煥
章
館
、
八
戸
ブ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ

ー
、
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
、
小
布
施
町
立

図
書
館
）
で
は
、
観
光
客
の
利
用
も
想
定
し

た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
観
光
地
に
立
地
す
る
図
書
館
に
限

ら
ず
、
少
な
か
ら
ず
観
光
を
意
識
す
る
こ
と

は
、
地
域
の
良
さ
の
再
認
識
な
ど
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
対
談
で
も
、
観
光
は
、

住
民
が
自
分
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
に
「
気
づ

く
、
見
つ
け
る
、
創
る
」
き
っ
か
け
と
な
る
。

「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
を
持
っ
た
地
域

づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
が
図
書
館
の
仕
事
で

あ
る
な
ら
、
住
民
の
「
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、

創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い
か
な

い
と
、
と
あ
る
。

　
各
図
書
館
の
観
光
面
で
の
「
役
割
・
機

能
」
を
み
る
と
、「
高
山
市
図
書
館
煥
章

館
」「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」「
奈
良

県
立
図
書
情
報
館
」「
小
布
施
町
立
図
書

館
」
で
は
、
特
に
「
情
報
発
信
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、「
高
山
市
図
書

館
煥
章
館
」「
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
」
で

は
、
地
域
文
化
等
を
住
民
が
知
る
こ
と
の
必

要
性
を
訴
え
、
そ
の
上
で
図
書
館
は
情
報
発

信
の
「
要
」「
場
」
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
言
（「
う

と
ぅ
い
む
ち
」
の
心
を
図
書
館
か
ら
）
で
も

同
様
の
主
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」「
伊
那
市
立
高

遠
町
図
書
館
」
で
は
、
特
に
「
地
域
資
料
等

の
収
集
･
保
存
･
活
用
」
を
挙
げ
て
い
る
。

図
書
館
は
資
料
等
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

多
角
的
な
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
所
に
な
れ

る
、
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
交
流
が
可
能
に

な
る
と
言
及
し
て
い
る
。

　
各
地
の
文
化
や
産
業
な
ど
の
情
報
が
集
約

さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ
が
可
視

化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
図
書
館
自
体
が
観

光
資
源
に
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
、

私
ど
も
は
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
特
に
「
周
辺
施
設
と
も
連
携
し
た
、
本

を
取
り
巻
く
人
の
交
流
促
進
の
取
り
組
み
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
小
布
施
町
立

図
書
館
」「
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
」

で
は
、
「
地
域
連
携
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る
。

「
効
果
」
を
み
る
と
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
八
戸
市
民
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
結
果
と
し
て
八
戸
市
の
来

訪
者
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
も
、
住

民
向
け
の
郷
土
資
料
の
収
集
等
が
観
光
客
に

向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

来
訪
者
の
増
加
、
周
辺
施
設
と
の
相
乗
効
果

も
得
ら
れ
て
い
る
。

「
小
布
施
町
立
図
書
館
」
で
は
、「
ま
ち
じ

ゅ
う
図
書
館
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
新

た
な
交
流
の
創
出
が
、「
伊
那
市
立
高
遠
町

図
書
館
」
で
は
「
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
な
ど
に
よ
る
関
係
人
口
の
増
加
が
、

効
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
関
係
人
口
に
関
連
し
て
対
談
で
は
、

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
作
る
場
と

し
て
集
め
た
情
報
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
に
は
、
図
書
館
員
と
し
て
の
矜
持
、
地
域

に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
「
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
」
が
問
わ
れ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
現
状
で
は
、
図
書
館
が

地
域
外
へ
の
情
報
発
信
を
仕
事
と
し
て
意
識

す
る
こ
と
は
稀
で
、
自
治
体
の
観
光
課
も
図

書
館
を
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

観
光
と
図
書
館
の

連
携
・
融
合
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
に

図
書
館
を
活
か
す

　
各
地
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
図

書
館
は
地
域
文
化
の
根
幹
を
支
え
、「
資

料
」
と
「
人
」
そ
し
て
「
地
域
」
を
つ
な
ぐ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
観
光
と
の
高

い
親
和
性
を
活
か
し
、
図
書
館
と
観
光
が
よ

り
効
果
的
に
連
携
・
融
合
を
図
る
こ
と
は
、

地
域
の
観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
サ
イ

ド
、
図
書
館
の
双
方
が
、
次
の
よ
う
な
視
点

を
併
せ
持
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
特
集
２
】

地
域
の
取
り
組
み
を

振
り
返
る

　
特
集
２
で
は
、
各
図
書
館
の
事
例
を
そ
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
便
宜
的
に

４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
表
１
は

特
集
２
で
取
り
上
げ
た
事
例
の
主
な
取
り
組

み
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
と
事
例
よ
り
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
ま
ず
各
事
例
の
特
徴
的
な
取
り
組

み
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
お
く
。

事
例
１
…
高
山
市
図
書
館
煥
章
館

　
同
館
は
建
物
自
体
が
、
明
治
時
代
の
煥
章

学
校
を
模
し
た
特
徴
的
な
造
り
と
な
っ
て
い

る
。
館
内
に
は
高
山
に
縁
の
深
い
近
代
文
学

者
の
足
跡
等
を
紹
介
す
る
近
代
文
学
館
も
併

設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
・
実
写
映

画
化
さ
れ
た
「
氷
菓
」
に
も
登
場
す
る
こ
と

か
ら
聖
地
巡
礼
（
※
2
）
の
対
象
地
と
も
な

っ
て
い
る
。

事
例
2
…
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
館
内

に
、
一
般
書
店
で
は
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と

の
少
な
い
分
野
の
書
籍
を
重
点
的
に
取
り
揃

え
、
本
と
の
「
出
会
い
」
を
大
切
に
し
た
提

案
・
編
集
型
の
陳
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。

事
例
3
…
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
の
「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」
に

は
沖
縄
の
旅
の
本
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
村
外
・
県
外
の
方
に
も
本
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
蔵
書
の

貸
し
出
し
、
選
書
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

事
例
4
…
奈
良
県
立
図
書
情
報
館

　
同
館
は
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
、
奈
良
の
歴

史
や
文
化
に
関
す
る
書
籍
や
写
真
集
な
ど
20

〜
30
冊
を
選
書
し
、
各
本
に
簡
単
な
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
て
貸
し
出
し
て
い
る
。

事
例
5
…
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館

　
同
館
で
は
、
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」
の
資
料
収
集
・
提

供
・
保
存
に
取
り
組
み
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
・
広
が
り
を
企
図
し
た
「
ぶ
ど
う
と
ワ
イ

ン
の
資
料
展
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
趣
向
を

凝
ら
し
た
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
催
し
な
ど
も
開

催
し
て
い
る
。

事
例
6
…
小
布
施
町
立
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
本
と
つ
な
が
る
、
人
と
つ

な
が
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
商
店
や
個
人

宅
で
所
蔵
図
書
を
そ
の
一
角
に
並
べ
、
訪
れ

る
町
内
外
の
人
が
自
由
に
本
を
手
に
取
り
、

店
主
（
館
長
）
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
む
仕

か
け
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

事
例
7
…
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館

　
同
館
の
館
内
に
は
、
地
域
連
携
を
意
識
し

た
２
カ
所
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
同
館
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
企
画
し
た
、
古
書
店

や
建
築
物
な
ど
を
巡
る
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
巡
る
神
保
町
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　

事
例
8
…
東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と

ひ
と
づ
く
り
を
進
め
る
図
書
館
活
動
の
推

進
」
を
実
現
す
る
た
め
の
手
立
て
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
図
書
館
外
の
人
々
と
と
も
に
地
域

情
報
誌
「
そ
こ
ら
」
を
発
行
し
て
い
る
。

事
例
9
…
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

　
同
館
で
は
、
図
書
館
所
蔵
の
古
書
を
活
用

し
た
「
高
遠
ぶ
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ほ

か
、
地
域
住
民
と
図
書
館
が
主
催
す
る
「
高

遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
ま
ち
の
再

発
見
に
つ
な
が
る
「
高
遠
文
芸
賞
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
表
１
を
よ
り
丁
寧
に
見
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
が
、
こ
の
他
に
も
意
欲

的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
の
中
に

は
、
既
に
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
図
書

館
も
少
な
く
な
い
が
、
観
光
と
い
う
側
面
か

ら
捉
え
る
と
、
新
た
な
気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
が

見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
地
域
遺
産
（
歴
史

的
建
築
物
）
と
知
的
遺
産
（
図
書
館
）
は
親

和
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
対
談
や
コ
ラ
ム
（
29
頁
）
で
も
、

各
図
書
館
の
取
り
組
み
の
助
言
と
も
な
る
、

ご
意
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

・
図
書
館
が
、
歴
史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
何
ら
か
の
役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
大
き
い
。

・
図
書
館
は
誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
だ
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
図
書
館
が
出
て

い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
り
、

い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
。

・
旅
行
先
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
出
発
前
に
ス

○
図
書
館
を
観
光
客
も
含
め
て
誰
も
が
足
を

運
べ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
場
所
と
す
る
〜
公
共

施
設
で
最
も
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
図

書
館
へ
の
観
光
客
の
来
訪
は
、
観
光
活
動

の
多
様
化
の
み
な
ら
ず
、
住
民
と
の
交
流

に
つ
な
が
る
。

○
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活
か
し
相
乗
効
果

の
高
い
観
光
振
興
を
図
る
〜
魅
力
的
な
建

物
や
蔵
書
、
イ
ベ
ン
ト
、
付
帯
機
能
（
飲

食
等
）
に
よ
る
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活

か
し
観
光
施
設
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

○
地
域
に
し
か
な
い
魅
力
に
「
気
づ
く
、
見

つ
け
る
、
創
る
」
―
情
報
発
信
の
拠
点
と

な
る
〜
図
書
館
は
地
域
の
知
的
遺
産
を

「
地
域
の
魅
力
と
し
て
可
視
化
」
し
て
い

く
要
の
存
在
。
観
光
客
と
い
う
外
の
眼
を

加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
図
書
館
を
有

効
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
次
の

事
項
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
観
光
行
政
や
地
域
関
係
者
と
の
連
携
〜
行

政
、
図
書
館
、
民
間
団
体
、
住
民
等
が
、

観
光
と
図
書
館
が
連
携
・
融
合
し
て
い
く

こ
と
の
意
義
や
課
題
、
方
向
性
を
共
有
し

な
が
ら
、
観
光
に
図
書
館
を
活
か
し
た
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。

○
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
や
す
い
環
境

づ
く
り
〜
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め

の
利
用
サ
ー
ビ
ス
や
仕
組
み
づ
く
り
に
地

域
ぐ
る
み
で
創
意
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

○
〝
地
域
を
想
う
〞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ

プ
に
溢
れ
た
人
材
の
活
用
と
育
成
〜
図
書

館
員
は
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
も
い
え
る
重
要
な
存
在
。
地
域

の
貴
重
な
知
的
遺
産
を
次
代
に
継
承
し
な

が
ら
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
気
持
ち
と
ス

キ
ル
を
持
っ
た
人
材
に
活
躍
い
た
だ
く
。

ま
た
そ
う
し
た
人
材
を
育
て
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
今
回
の
特
集
「
観
光
と
図
書
館
〜
地
域
の

観
光
に
図
書
館
は
ど
う
寄
与
で
き
る
か
」
は
、

当
財
団
で
「
旅
の
図
書
館
」
の
運
営
に
係
わ

る
職
員
の
多
く
が
、
日
頃
か
ら
関
心
を
持
っ

て
い
た
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
当
館
は
、
特

集
1
（
図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
と
観
光
振

興
）
で
述
べ
た
通
り
、「
観
光
研
究
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
た
い
」
と
、
図
書
の

閲
覧
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
旅
行
者
の
発
地
側

で
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
地
域
、
特
に
観

光
地
に
お
い
て
も
、
図
書
館
は
〝
上
質
で
心

豊
か
な
旅
づ
く
り
〞
な
ど
の
一
助
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

「
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
」
に
つ
い

て
は
、
コ
ラ
ム
（
38
頁
）
で
も
示
し
た
通
り
、

半
世
紀
以
上
も
前
に
、
和
田
萬
吉
氏
、
南
益

行
氏
に
よ
っ
て
〝
観
光
図
書
館
〞
と
し
て
提

唱
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
未
だ

に
実
現
し
て
い
な
い
。

　
そ
の
後
も
関
連
す
る
研
究
は
、
観
光
学
、

図
書
館
学
の
双
方
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
見
る

こ
と
が
な
く
、
２
０
１
０
年
に
、
松
本
秀
人

氏
が
「
観
光
と
図
書
館
の
融
合
」
を
研
究
テ

ー
マ
と
す
る
論
文
等
（
※
１
）
を
発
表
し
、

注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
で
、

同
氏
は
、
観
光
、
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま

ざ
ま
な
分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
図
書
館
を

観
光
者
と
地
域
と
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
媒
介
役
と
し
て
捉
え
た
「
観
光
者
と

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」

を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
、
私

ど
も
も
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
松
本
氏
の
研
究
発
表
以
降
、
特
集
１
で
述

べ
た
よ
う
に
各
種
法
制
度
の
導
入
も
後
押
し

し
、
「
紫
波
町
図
書
館
」（
２
０
１
２
年
）、

「
武
雄
市
図
書
館
」（
２
０
１
３
年
）な
ど
、
観

光
と
図
書
館
が
連
携
し
た
特
徴
的
な
事
例
が
、

各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特

に
対
談
（
観
光
と
図
書
館
　
連
携
と
活
用
の

可
能
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
）
に
も
あ
る

よ
う
に
、「
武
雄
市
図
書
館
」
が
民
間
の
デ

ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、
人
々
が
行

き
た
い
・
居
た
い
と
思
う
場
所
を
作
っ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
図
書
空
間
の
持
つ
人

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
図
書
館
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
考
え
る
、
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
各
特
集
を
振
り
返
り
、
図
書

館
と
観
光
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
課
題
や
、

今
後
の
取
り
組
み
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

を
考
察
し
て
い
く
。

終
わ
り
に

　
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
つ
い
て

は
、
先
人
が
そ
の
必
要
性
・
有
効
性
を
唱
え
、

今
、
あ
ら
た
め
て
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。

知
的
遺
産
の
宝
庫
で
誰
で
も
利
用
で
き
る
図

書
館
は
、
そ
の
考
え
方
や
取
り
組
み
方
次
第

で
、
観
光
と
結
び
つ
く
可
能
性
は
高
い
。

　
特
集
２
で
、「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」

は
、「
地
元
『
勝
沼
』
の
根
を
支
え
る
唯
一

無
二
の
図
書
館
で
あ
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
地
域
の
観
光
振
興
に
も
取
り
組
む
図
書

館
を
、
当
館
も
そ
の
一
翼
を
担
う
専
門
図
書

館
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
き
よ
よ
し
／
お
お
す
み
か
ず
し
）

観光と図書館～地域の観光に図書館はどう寄与できるか視座

●（
煥
章
館
は
）建
物
も
擬
洋
風
の
風
情
あ
る
景
観
を
呈
し
て
い
る

（
T
y
p
e
A
）

●
近
代
文
学
館（
瀧
井
孝
作・江
間
修・福
田
夕
咲・早
船
ち
よ
の
作
品

を
は
じ
め
飛
騨
の
歴
史・文
化
に
関
す
る
書
籍
を
数
多
く
所
蔵
）（
A
）

●
聖
地
巡
礼（
米
澤
穂
信
氏
の
高
山
を
舞
台
に
し
た
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
小
説

「
氷
菓
」の
ア
ニ
メ
化
、実
写
映
画
化
）（
A
）

●（
観
光
客
を
対
象
と
し
た
）高
山
祭
の
ミ
ニ
講
座
を
１
階
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
開
催（
B
）（
D
）

●
バ
イ
オ
リ
ン・ビ
オ
ラ・チ
ェ
ロ
の
春
慶
弦
楽
器
に
よ
る
演
奏
会（
B
）

（
D
）

●
飛
騨
春
慶（
漆
器
）と
一
位
一
刀
彫（
彫
刻
）の
作
品
と
そ
の
関
連
書
籍

を
展
示（
B
）（
D
）

●（
今
後
）煥
章
館
と「
飛
騨
高
山
ま
ち
の
博
物
館
」「
飛
騨
高
山
ま
ち
の

体
験
交
流
館
」の
連
携
し
た
取
り
組
み（
C
）

●
館
内
の
情
報
コ
ー
ナ
ー（
観
光
エ
リ
ア
に
あ
る
図
書
館
と
し
て
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
）（
D
）

●
オ
ー・ラ
ン
県
と
同
県
内
に
あ
る
高
山
市
の
友
好
都
市
コ
ル
マ
ー
ル
市

の
文
化
や
風
景
等
の
同
時
展
示（
－
）

●
旅
館・ホ
テ
ル
業
従
事
者
を
対
象
と
し
た
英
会
話
講
座（
－
）

煥
章
館
は
観
光
地
飛
騨
高
山
の
観
光
エ
リ
ア
に
位
置

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
有
す
る
伝
統
文
化
や
伝
統
工
芸
、ま
た
、各
地
域
で
新
た
に
創
造

さ
れ
た
文
化
を
市
民
が
共
有
し
、さ
ら
に
は
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
人
た
ち
に

情
報
発
信
す
る「
要
」の
施
設
と
し
て
の
図
書
館
の
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、情

報
発
信
施
設
と
し
て
の
機
能
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
高
山
市
の
観
光
文
化
の
振
興
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
多
彩
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
観
光

文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
の
取
組
み
は
図
書
館
や
他
施
設
へ
の
来
館
者
を
対
象
と
し
た

も
の
で
あ
り
、観
光
文
化
を
今
後
さ
ら
に
振
興
し
て
い
く
た
め
に
は
、こ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
加
え
、食
文
化
な
ど
地
域
の
生
活
文
化
も
コ
ン
テ
ン
ツ
に
加
え
た
形
で
、

S
N
S
の
活
用
な
ど
I
C
T
技
術
を
駆
使
し
た
情
報
発
信
の
充
実
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。 

高
山
市
が
伝
統
文
化
を
基
調
と
し
た
観
光
地
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、観
光
文

化
の
振
興
へ
の
寄
与
も
当
館
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
役
割
り
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、高
山

市
が
持
つ
有
形
無
形
の
伝
統
的
な
文
化
、さ
ら
に
は
、地
域
の
創
造
的
な
活
動
に
よ
っ

て
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
文
化
芸
術
な
ど
高
山
市
の
観
光
資
源
の
情
報
発
信
に
、今

後
も
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 
 

 

 

●
海
外
文
学
や
人
文・社
会
科
学
、自
然
科
学
、芸
術
な
ど
の
分
野
の
本

を
中
心
に
扱
い
、ま
た
本
と
の「
出
会
い
」を
大
切
に
す
る
た
め
、提
案・

編
集
型
の
陳
列
に
よ
り「
紙
の
本
」と
の
偶
然
の
出
会
い
を
創
出
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
る（
A
）

●
近
隣
の
拠
点
施
設（
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、八
戸
ま
ち
な
か

広
場
マ
チ
ニ
ワ
）な
ど
と
も
連
携
し
て
、作
家
な
ど
の
ゲ
ス
ト
を
招
い
て

の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
、市
民
参
加
型
の一
箱
古
本
市
を
メ
イ
ン
と
し
た

「
本
の
ま
ち
八
戸
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
」を
実
施（
B
）（
C
） 

●（
八
戸
関
係
者
）1
冊
の
本
が
出
来
る
ま
で
の
過
程
を
館
内
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
展
示
し
、実
際
に
そ
の
本
を
当
セ
ン
タ
ー
の
企
画
と
し
て
出
版

す
る
こ
と
を
毎
年
恒
例
の
企
画
と
し
て
い
る（
B
）（
D
）

「
本
を
読
む
人
を
増
や
す
」「
本
を
書
く
人
を
増
や
す
」「
本
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
」の

三
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、特
徴
あ
る
本
の
陳
列・販
売
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画

事
業
を
通
し
て
、「
本
」そ
の
も
の
や
、「
読
む
」、「
書
く
」事
が
も
っ
と
市
民
の
身
近
に
な

る
よ
う
に
、ま
た
、「
本
」を
取
り
巻
く
人
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
、ま
ち
を
元
気
に
、

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
第
一の
目
的
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。 

 

 

 さ
ま
ざ
ま
な
企
画
事
業
を
通
し
て「
本
」に
ま
つ
わ
る
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る「
本
の
ま
ち
八
戸
」の
拠
点
施
設

 

 

 

 

こ
う
し
た
本
を
介
し
て
人
の
交
流
を
増
や
す
試
み
は
、も
ち
ろ
ん
八
戸
市
民
の
た
め
の

取
り
組
み
で
あ
る
が
、結
果
と
し
て
出
張
者
や
観
光
客
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
、当

市
へ
の
来
訪
者
を
増
や
す一
助
と
な
っ
て
い
る
。 

 

 

 

今
後
も
、民
間
書
店・図
書
館・市
民
団
体
な
ど
関
係
各
所
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
、本

に
関
わ
る
人
た
ち
と
と
も
に
、公
設
の
書
店
と
し
て
の
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
通
し

て「
本
の
ま
ち
八
戸
」を
推
進
し
、市
民
が
誇
り
に
思
え
、市
外
か
ら
の
来
街
者
に
も
そ

の
意
義
が
伝
わ
る
、文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

●「
お
ん
な
の
駅
な
か
ゆ
く
い
市
場
」が
隣
接
す
る
位
置
に
、恩
納
村
博
物

館（
2
0
0
1
年
開
館
）に
併
設
す
る
形
で
整
備（
A
）

●
窓
際
の
閲
覧
席
か
ら
美
し
い
沖
縄
の
海
や
夕
日
が
楽
し
め
、リ
ゾ
ー
ト

地
な
ら
で
は
の
図
書
館
と
し
て
の
魅
力（
A
）

●
恩
納
村・沖
縄
県
の
郷
土
資
料
を
揃
え
た「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」（
B
）

●
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る（
B
）

●
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
の
連
携
で
は
、ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
設
置（
B
）（
C
） 

 

 

●
本
を
借
り
る
と
隣
接
す
る「
お
ん
な
の
駅
」の
商
品
が
5
％
割
引
さ
れ

る「
割
引
ク
ー
ポ
ン
」（
C
）

●
観
光
協
会
か
ら
配
置
さ
れ
た
2
名
の「
旅
の
案
内
人
」が
村
内
及
び
北

部
観
光
地
、観
光
施
設
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る（
D
）

●
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
対
す
る
本
の
特
別
貸
し
出
し（
B
）（
C
）

●
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
が
、当
館
で
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
宿
泊
プ
ラ

ン
を
つ
く
り
、当
館
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催（
B
）（
C
）

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
は
、観
光
情
報
の
提
供
や
参
加
者
の
奈
良
の
お
店

な
ど
口
コ
ミ
情
報
の
交
換
ボ
ー
ド
を
設
置（
D
）

●
全
国
の
都
道
府
県
立
図
書
館
等
と
連
携
し
、お
互
い
の
観
光
ポ
ス
タ

ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
交
換
し
、そ
の
都
道
府
県
関
係
本
と
併
せ
て
展

示
す
る
図
書
館
交
流
展
示
を
開
催（
D
）

恩
納
村
は
、沖
縄
本
島
の
ほ
ぼ
中
央
の
西
海
岸
に
位
置
す
る
人
口
1
万
人
の
小
村
で

あ
り
な
が
ら
、大
型
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
中
心
に
、沖
縄
本
島
の
宿
泊
施
設（
ホ
テ

ル・旅
館
）収
容
力
の
約
２
割
が
集
積
す
る
県
内
屈
指
の
観
光・リ
ゾ
ー
ト
の
村
で
あ

る
。 

 

 

 

同
セ
ン
タ
ー
は
、「
恩
納
村
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
収
集
し
、村
内
外
へ
発
信
す

る
」こ
と
を
目
的
と
し
た
、観
光
情
報
提
供
機
能
と
図
書
館
機
能
を
備
え
た
複
合
施

設
で
、計
画
当
初
か
ら
観
光
客
の
利
用
を
強
く
意
識
し
た
施
設
づ
く
り
を
し
て
い
る
。  

 

 

郷
土
資
料
の
収
集
な
ど
村
民
の
た
め
に
行
う
サ
ー
ビ
ス
が
、結
果
と
し
て
観
光
客
に
向

け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 

 

 

恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
来
館
者
数
は
、当
初
の
目
標
を
上
回
り
、開
館
初
年
度

の
2
0
1
5（
平
成
27
）年
度
の
約
6

．8
万
人
か
ら
、2
0
1
8
年
度
は
約
8

．9
万

人
へと
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。ま
た
、セ
ン
タ
ー
の
開
館
に
よ
る
周
辺
施
設
へ
の
相
乗

効
果
も
大
き
く
、併
設
す
る
博
物
館
の
入
場
者
数
は
約
2

．5
倍
に
、ま
た「
お
ん
な
の

駅
」の
年
間
来
客
者
数
も
1
0
0
万
人
を
大
き
く
上
回
る
ま
で
に
増
加
を
み
て
い
る
。  

 

 

 

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
は
、観
光
地
奈
良
に
あ
っ
て
、数
多
く
の
観
光
施
設
が
あ
る
な

か
で
、図
書
館
が
観
光
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
こ
と
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、開
館

以
来
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。 

 

 

 

図
書
館
が
、様
々
な
切
り
口
で
資
料
や
情
報
を（
ま
た
人
を
）再
編
集
し
、人
々
の
潜
在

的
な
好
奇
心
や
関
心
を
触
発
す
る
た
め
に
、ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
、観
光
も
ま

た
ひ
と
つ
の
切
り
口
で
あ
り
端
緒
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。  

 

 

こ
の
よ
う
な
図
書
館
か
ら
の
情
報
発
信
は
、県
外
か
ら（
あ
る
い
は
海
外
か
ら
）来
県
す

る
人
々
に
向
け
て
だ
け
で
は
な
く
、地
元
の
人
々
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。地
元
の
人
々
が
そ
の
地
域
の
重
層
的
な
歴
史
や
知
識
を
持
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、地
元
の
人
々
向
け
の
地
元
の
観
光
、地
産
地
消
の
観
光
と
も
い
う
べ

き
発
想
は
、外
へ
の
発
信
の
基
盤
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。自
ら
を
知
り
、地
元
へ
の
理

解
や
共
感
の
共
有
こ
そ
が
、新
た
な
観
光
資
源
や
観
光
の
あ
り
方
を
見
つ
け
出
す
こ

と
へと
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。そ
し
て
、地
元
の
資
料・情
報
を
蓄
積
し

て
い
る
図
書
館
こ
そ
が
、ま
さ
し
く
そ
の
発
想
を
支
え
、発
信
す
る
場
な
の
で
あ
る
。 
 

 

観
光
地

発
信

市
民
理
解

の
向
上

取
組
継
続

発
信

観
光
地

発
信

交
流

促
進

観
光
地

客
増

ま
ち

づ
く
り

印
象

向
上

市
民
の

誇
り
醸
成

観
光
地

発
信

サ
ー
ビ
ス

向
上

客
増
、

相
乗

効
果

観
光
地

観
光
へ
の

対
応
が

課
題

情
報

再
編
集

発
信

発
信

市
民

理
解
の

向
上

紹
介
さ
れ
た
主
な
取
り
組
み
、エ
ピ
ソ
ー
ド
等

（（
　）内
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、取
り
組
み
のType

と
の
対
応
）

示
唆
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
等

図
書
館
名

（建物自体の魅力、特徴的な蔵書、博物館の併設等）

T y p eA
観光対象・目的となる図書館

（郷土資料などを通した地域文化の探求、イベントへの参加機会の提供等）

T y p eB
観光客の滞在・時間消費の場となる図書館

【
事
例
1
】

高
山
市
図
書
館

煥
章
館

【
事
例
2
】

八
戸

ブ
ッ
ク
セン
タ
ー

【
事
例
3
】

恩
納
村

文
化
情
報

セ
ン
タ
ー

【
事
例
4
】

奈
良
県
立

図
書
情
報
館

位
置

づ
け
等

立
地

特
性

役
割・

機
能

効
果

そ
の
他

分
類

Type

第243号 October 201943



（
注
）各
事
例
か
ら
の
抜
粋
は
、文
意
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
留
意
し
つ
つ
、一
部
削
除
等
を
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。 

資
料
：（
公
財
）日
本
交
通
公
社
作
成

ム
ー
ズ
に
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
図
書
館

が
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
も
仕
事
に
な
る
。

・
巷
に
あ
ふ
れ
る
情
報
も
ウ
ェ
ブ
で
は
数
年

先
に
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
で
も
紙
媒
体
な
ら
い
つ
ま
で
も
残
せ

る
。

【
特
集
２
】

事
例
か
ら
の
示
唆

　
表
1
で
整
理
し
た
各
事
例
か
ら
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
の
「
分
類
」
を
み
る
と
、

「
位
置
づ
け
等
」
で
は
、「
東
近
江
市
立
八
日

市
図
書
館
」
が
、
図
書
館
は
ひ
と
づ
く
り
を

支
え
る
教
育
施
設
で
、
そ
の
基
本
的
な
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
を

考
え
る
う
え
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
視
点
で
あ
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
特
に
観
光
地
に
立
地
す
る

図
書
館
（
高
山
市
図
書
館
煥
章
館
、
八
戸
ブ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ

ー
、
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
、
小
布
施
町
立

図
書
館
）
で
は
、
観
光
客
の
利
用
も
想
定
し

た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
観
光
地
に
立
地
す
る
図
書
館
に
限

ら
ず
、
少
な
か
ら
ず
観
光
を
意
識
す
る
こ
と

は
、
地
域
の
良
さ
の
再
認
識
な
ど
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
対
談
で
も
、
観
光
は
、

住
民
が
自
分
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
に
「
気
づ

く
、
見
つ
け
る
、
創
る
」
き
っ
か
け
と
な
る
。

「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
を
持
っ
た
地
域

づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
が
図
書
館
の
仕
事
で

あ
る
な
ら
、
住
民
の
「
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、

創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い
か
な

い
と
、
と
あ
る
。

　
各
図
書
館
の
観
光
面
で
の
「
役
割
・
機

能
」
を
み
る
と
、「
高
山
市
図
書
館
煥
章

館
」「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」「
奈
良

県
立
図
書
情
報
館
」「
小
布
施
町
立
図
書

館
」
で
は
、
特
に
「
情
報
発
信
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、「
高
山
市
図
書

館
煥
章
館
」「
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
」
で

は
、
地
域
文
化
等
を
住
民
が
知
る
こ
と
の
必

要
性
を
訴
え
、
そ
の
上
で
図
書
館
は
情
報
発

信
の
「
要
」「
場
」
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
言
（「
う

と
ぅ
い
む
ち
」
の
心
を
図
書
館
か
ら
）
で
も

同
様
の
主
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」「
伊
那
市
立
高

遠
町
図
書
館
」
で
は
、
特
に
「
地
域
資
料
等

の
収
集
･
保
存
･
活
用
」
を
挙
げ
て
い
る
。

図
書
館
は
資
料
等
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

多
角
的
な
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
所
に
な
れ

る
、
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
交
流
が
可
能
に

な
る
と
言
及
し
て
い
る
。

　
各
地
の
文
化
や
産
業
な
ど
の
情
報
が
集
約

さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ
が
可
視

化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
図
書
館
自
体
が
観

光
資
源
に
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
、

私
ど
も
は
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
特
に
「
周
辺
施
設
と
も
連
携
し
た
、
本

を
取
り
巻
く
人
の
交
流
促
進
の
取
り
組
み
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
小
布
施
町
立

図
書
館
」「
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
」

で
は
、
「
地
域
連
携
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る
。

「
効
果
」
を
み
る
と
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
八
戸
市
民
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
結
果
と
し
て
八
戸
市
の
来

訪
者
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
も
、
住

民
向
け
の
郷
土
資
料
の
収
集
等
が
観
光
客
に

向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

来
訪
者
の
増
加
、
周
辺
施
設
と
の
相
乗
効
果

も
得
ら
れ
て
い
る
。

「
小
布
施
町
立
図
書
館
」
で
は
、「
ま
ち
じ

ゅ
う
図
書
館
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
新

た
な
交
流
の
創
出
が
、「
伊
那
市
立
高
遠
町

図
書
館
」
で
は
「
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
な
ど
に
よ
る
関
係
人
口
の
増
加
が
、

効
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
関
係
人
口
に
関
連
し
て
対
談
で
は
、

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
作
る
場
と

し
て
集
め
た
情
報
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
に
は
、
図
書
館
員
と
し
て
の
矜
持
、
地
域

に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
「
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
」
が
問
わ
れ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
現
状
で
は
、
図
書
館
が

地
域
外
へ
の
情
報
発
信
を
仕
事
と
し
て
意
識

す
る
こ
と
は
稀
で
、
自
治
体
の
観
光
課
も
図

書
館
を
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

観
光
と
図
書
館
の

連
携
・
融
合
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
に

図
書
館
を
活
か
す

　
各
地
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
図

書
館
は
地
域
文
化
の
根
幹
を
支
え
、「
資

料
」
と
「
人
」
そ
し
て
「
地
域
」
を
つ
な
ぐ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
観
光
と
の
高

い
親
和
性
を
活
か
し
、
図
書
館
と
観
光
が
よ

り
効
果
的
に
連
携
・
融
合
を
図
る
こ
と
は
、

地
域
の
観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
サ
イ

ド
、
図
書
館
の
双
方
が
、
次
の
よ
う
な
視
点

を
併
せ
持
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
特
集
２
】

地
域
の
取
り
組
み
を

振
り
返
る

　
特
集
２
で
は
、
各
図
書
館
の
事
例
を
そ
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
便
宜
的
に

４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
表
１
は

特
集
２
で
取
り
上
げ
た
事
例
の
主
な
取
り
組

み
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
と
事
例
よ
り
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
ま
ず
各
事
例
の
特
徴
的
な
取
り
組

み
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
お
く
。

事
例
１
…
高
山
市
図
書
館
煥
章
館

　
同
館
は
建
物
自
体
が
、
明
治
時
代
の
煥
章

学
校
を
模
し
た
特
徴
的
な
造
り
と
な
っ
て
い

る
。
館
内
に
は
高
山
に
縁
の
深
い
近
代
文
学

者
の
足
跡
等
を
紹
介
す
る
近
代
文
学
館
も
併

設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
・
実
写
映

画
化
さ
れ
た
「
氷
菓
」
に
も
登
場
す
る
こ
と

か
ら
聖
地
巡
礼
（
※
2
）
の
対
象
地
と
も
な

っ
て
い
る
。

事
例
2
…
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
館
内

に
、
一
般
書
店
で
は
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と

の
少
な
い
分
野
の
書
籍
を
重
点
的
に
取
り
揃

え
、
本
と
の
「
出
会
い
」
を
大
切
に
し
た
提

案
・
編
集
型
の
陳
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。

事
例
3
…
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
の
「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」
に

は
沖
縄
の
旅
の
本
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
村
外
・
県
外
の
方
に
も
本
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
蔵
書
の

貸
し
出
し
、
選
書
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

事
例
4
…
奈
良
県
立
図
書
情
報
館

　
同
館
は
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
、
奈
良
の
歴

史
や
文
化
に
関
す
る
書
籍
や
写
真
集
な
ど
20

〜
30
冊
を
選
書
し
、
各
本
に
簡
単
な
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
て
貸
し
出
し
て
い
る
。

事
例
5
…
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館

　
同
館
で
は
、
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」
の
資
料
収
集
・
提

供
・
保
存
に
取
り
組
み
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
・
広
が
り
を
企
図
し
た
「
ぶ
ど
う
と
ワ
イ

ン
の
資
料
展
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
趣
向
を

凝
ら
し
た
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
催
し
な
ど
も
開

催
し
て
い
る
。

事
例
6
…
小
布
施
町
立
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
本
と
つ
な
が
る
、
人
と
つ

な
が
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
商
店
や
個
人

宅
で
所
蔵
図
書
を
そ
の
一
角
に
並
べ
、
訪
れ

る
町
内
外
の
人
が
自
由
に
本
を
手
に
取
り
、

店
主
（
館
長
）
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
む
仕

か
け
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

事
例
7
…
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館

　
同
館
の
館
内
に
は
、
地
域
連
携
を
意
識
し

た
２
カ
所
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
同
館
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
企
画
し
た
、
古
書
店

や
建
築
物
な
ど
を
巡
る
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
巡
る
神
保
町
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　

事
例
8
…
東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と

ひ
と
づ
く
り
を
進
め
る
図
書
館
活
動
の
推

進
」
を
実
現
す
る
た
め
の
手
立
て
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
図
書
館
外
の
人
々
と
と
も
に
地
域

情
報
誌
「
そ
こ
ら
」
を
発
行
し
て
い
る
。

事
例
9
…
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

　
同
館
で
は
、
図
書
館
所
蔵
の
古
書
を
活
用

し
た
「
高
遠
ぶ
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ほ

か
、
地
域
住
民
と
図
書
館
が
主
催
す
る
「
高

遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
ま
ち
の
再

発
見
に
つ
な
が
る
「
高
遠
文
芸
賞
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
表
１
を
よ
り
丁
寧
に
見
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
が
、
こ
の
他
に
も
意
欲

的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
の
中
に

は
、
既
に
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
図
書

館
も
少
な
く
な
い
が
、
観
光
と
い
う
側
面
か

ら
捉
え
る
と
、
新
た
な
気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
が

見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
地
域
遺
産
（
歴
史

的
建
築
物
）
と
知
的
遺
産
（
図
書
館
）
は
親

和
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
対
談
や
コ
ラ
ム
（
29
頁
）
で
も
、

各
図
書
館
の
取
り
組
み
の
助
言
と
も
な
る
、

ご
意
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

・
図
書
館
が
、
歴
史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
何
ら
か
の
役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
大
き
い
。

・
図
書
館
は
誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
だ
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
図
書
館
が
出
て

い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
り
、

い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
。

・
旅
行
先
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
出
発
前
に
ス

○
図
書
館
を
観
光
客
も
含
め
て
誰
も
が
足
を

運
べ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
場
所
と
す
る
〜
公
共

施
設
で
最
も
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
図

書
館
へ
の
観
光
客
の
来
訪
は
、
観
光
活
動

の
多
様
化
の
み
な
ら
ず
、
住
民
と
の
交
流

に
つ
な
が
る
。

○
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活
か
し
相
乗
効
果

の
高
い
観
光
振
興
を
図
る
〜
魅
力
的
な
建

物
や
蔵
書
、
イ
ベ
ン
ト
、
付
帯
機
能
（
飲

食
等
）
に
よ
る
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活

か
し
観
光
施
設
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

○
地
域
に
し
か
な
い
魅
力
に
「
気
づ
く
、
見

つ
け
る
、
創
る
」
―
情
報
発
信
の
拠
点
と

な
る
〜
図
書
館
は
地
域
の
知
的
遺
産
を

「
地
域
の
魅
力
と
し
て
可
視
化
」
し
て
い

く
要
の
存
在
。
観
光
客
と
い
う
外
の
眼
を

加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
図
書
館
を
有

効
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
次
の

事
項
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
観
光
行
政
や
地
域
関
係
者
と
の
連
携
〜
行

政
、
図
書
館
、
民
間
団
体
、
住
民
等
が
、

観
光
と
図
書
館
が
連
携
・
融
合
し
て
い
く

こ
と
の
意
義
や
課
題
、
方
向
性
を
共
有
し

な
が
ら
、
観
光
に
図
書
館
を
活
か
し
た
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。

○
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
や
す
い
環
境

づ
く
り
〜
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め

の
利
用
サ
ー
ビ
ス
や
仕
組
み
づ
く
り
に
地

域
ぐ
る
み
で
創
意
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

○
〝
地
域
を
想
う
〞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ

プ
に
溢
れ
た
人
材
の
活
用
と
育
成
〜
図
書

館
員
は
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
も
い
え
る
重
要
な
存
在
。
地
域

の
貴
重
な
知
的
遺
産
を
次
代
に
継
承
し
な

が
ら
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
気
持
ち
と
ス

キ
ル
を
持
っ
た
人
材
に
活
躍
い
た
だ
く
。

ま
た
そ
う
し
た
人
材
を
育
て
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
今
回
の
特
集
「
観
光
と
図
書
館
〜
地
域
の

観
光
に
図
書
館
は
ど
う
寄
与
で
き
る
か
」
は
、

当
財
団
で
「
旅
の
図
書
館
」
の
運
営
に
係
わ

る
職
員
の
多
く
が
、
日
頃
か
ら
関
心
を
持
っ

て
い
た
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
当
館
は
、
特

集
1
（
図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
と
観
光
振

興
）
で
述
べ
た
通
り
、「
観
光
研
究
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
た
い
」
と
、
図
書
の

閲
覧
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
旅
行
者
の
発
地
側

で
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
地
域
、
特
に
観

光
地
に
お
い
て
も
、
図
書
館
は
〝
上
質
で
心

豊
か
な
旅
づ
く
り
〞
な
ど
の
一
助
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

「
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
」
に
つ
い

て
は
、
コ
ラ
ム
（
38
頁
）
で
も
示
し
た
通
り
、

半
世
紀
以
上
も
前
に
、
和
田
萬
吉
氏
、
南
益

行
氏
に
よ
っ
て
〝
観
光
図
書
館
〞
と
し
て
提

唱
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
未
だ

に
実
現
し
て
い
な
い
。

　
そ
の
後
も
関
連
す
る
研
究
は
、
観
光
学
、

図
書
館
学
の
双
方
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
見
る

こ
と
が
な
く
、
２
０
１
０
年
に
、
松
本
秀
人

氏
が
「
観
光
と
図
書
館
の
融
合
」
を
研
究
テ

ー
マ
と
す
る
論
文
等
（
※
１
）
を
発
表
し
、

注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
で
、

同
氏
は
、
観
光
、
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま

ざ
ま
な
分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
図
書
館
を

観
光
者
と
地
域
と
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
媒
介
役
と
し
て
捉
え
た
「
観
光
者
と

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」

を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
、
私

ど
も
も
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
松
本
氏
の
研
究
発
表
以
降
、
特
集
１
で
述

べ
た
よ
う
に
各
種
法
制
度
の
導
入
も
後
押
し

し
、
「
紫
波
町
図
書
館
」（
２
０
１
２
年
）、

「
武
雄
市
図
書
館
」（
２
０
１
３
年
）な
ど
、
観

光
と
図
書
館
が
連
携
し
た
特
徴
的
な
事
例
が
、

各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特

に
対
談
（
観
光
と
図
書
館
　
連
携
と
活
用
の

可
能
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
）
に
も
あ
る

よ
う
に
、「
武
雄
市
図
書
館
」
が
民
間
の
デ

ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、
人
々
が
行

き
た
い
・
居
た
い
と
思
う
場
所
を
作
っ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
図
書
空
間
の
持
つ
人

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
図
書
館
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
考
え
る
、
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
各
特
集
を
振
り
返
り
、
図
書

館
と
観
光
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
課
題
や
、

今
後
の
取
り
組
み
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

を
考
察
し
て
い
く
。

終
わ
り
に

　
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
つ
い
て

は
、
先
人
が
そ
の
必
要
性
・
有
効
性
を
唱
え
、

今
、
あ
ら
た
め
て
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。

知
的
遺
産
の
宝
庫
で
誰
で
も
利
用
で
き
る
図

書
館
は
、
そ
の
考
え
方
や
取
り
組
み
方
次
第

で
、
観
光
と
結
び
つ
く
可
能
性
は
高
い
。

　
特
集
２
で
、「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」

は
、「
地
元
『
勝
沼
』
の
根
を
支
え
る
唯
一

無
二
の
図
書
館
で
あ
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
地
域
の
観
光
振
興
に
も
取
り
組
む
図
書

館
を
、
当
館
も
そ
の
一
翼
を
担
う
専
門
図
書

館
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
き
よ
よ
し
／
お
お
す
み
か
ず
し
）

※
1
…「
観
光
と
図
書
館
の
融
合
」（
2
0
1
0
年
７
月

１
日
、松
本
秀
人
、北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
発
行
）な
ど

※
2
…（
ア
ニ
メ
）作
品
の
ロ
ケ
地
、ま
た
は
そ
の
作
品
・

作
者
に
関
連
す
る
土
地
で
、か
つ
フ
ァ
ン
に
よ
っ

て
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
所
を
訪
ね

る
こ
と
。

観光と図書館～地域の観光に図書館はどう寄与できるか視座

●
開
館
当
初
か
ら
、ス
タ
ッ
フ
の
熱
意
と「
地
域
に
根
差
し
た
図
書
館
で

あ
ろ
う
」と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る「
ぶ
ど

う・ワ
イ
ン
」の
資
料
収
集・提
供・保
存
を
、こ
の
地
の
図
書
館
と
し
て

の
目
標
に
掲
げ
た（
A
）

●
専
門
書
も
多
く
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、県
内
外
ワ
イ
ナ
リ
ー
、

ブ
ド
ウ
農
家
、そ
し
て
多
く
の
ワ
イ
ン
フ
ァ
ン
が
歓
喜
す
る
場
所（
A
）

（
B
） 

●
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の
資
料
展（
地
域
資
源「
ぶ
ど
う・ワ
イ
ン
」を
軸
に
つ

な
が
り
、広
が
っ
て
い
く
人
々
、産
業
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
、歴
史
の
中
で

先
人
が
残
し
た
文
化
と
次
世
代
へ
の
継
承
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、も
う
一
度
地
域
を
見
直
す・誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
）（
B
）（
C
）

●
地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
若
手
集
団
の
話
を
聞
き
、試
飲
を
行
う
イ
ベ
ン
ト

（
B
）（
C
） 

●
近
年
、ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
連
携
事
業
も
大
き
な
も
の
と
な
り
、今

で
は
資
料
展
用
の
観
光
マ
ッ
プ
に
図
書
館
を
掲
載（
C
）（
D
）

●
来
館
さ
れ
、資
料
の
説
明
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
書
籍
を
借
り
て
い
か

れ
る
参
加
者
も
い
る
。特
に
自
館
資
料
と
し
て
作
成
し
て
い
る
、市
内

全
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
フ
ァ
イ
ル
が
大
変
喜
ば
れ
る（
D
）

図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
は「
書
籍
を
借
り
る
」こ
と
だ
ろ
う
。し
か
し
本
来
、様
々
な
資
料

が
揃
っ
て
い
る
図
書
館
だ
か
ら
こ
そ
、多
角
的
な
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
所
だ
と
思
っ

て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、飲
食
や
音
楽
に
も
。勝
沼
図
書
館
は
地
域
産
業
に
特
化
し
た
資

料
収
集
を
行
っ
て
い
る
た
め
、観
光
と
も
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。以
前
、勝
沼
の
ワ

イ
ン
の
歴
史
を
お
客
様
に
聞
か
れ
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
方
が
話
し
て
く
れ
た
、「
勝
沼
図
書

館
に
行
け
ば
全
部
わ
か
る
よ
」。こ
の
言
葉
と
と
も
に
、全
て
を
ツ
ナ
グ
、全
国
の
葡
萄・

ワ
イ
ン
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
る
、地
元『
勝
沼
』の
根
を
支
え
る
、唯
一
無
二
の
図
書
館
で
あ

り
た
い
。 

 

 

 

開
館
当
初
か
ら
、ス
タ
ッ
フ
の
熱
意
と「
地
域
に
根
差
し
た
図
書
館
で
あ
ろ
う
」と
の
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る「
ぶ
ど
う・ワ
イ
ン
」の
資
料
収
集・提
供・

保
存
を
、こ
の
地
の
図
書
館
と
し
て
の
目
標
に
掲
げ
た
。

●
2
0
1
1
年
に
は
町
民
主
体
の
図
書
館
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
、ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー・オ
ブ・ザ・イ
ヤ
ー
大
賞
を
受
賞
、『
日
本
の
最
も
美
し
い
図

書
館
』（
2
0
1
5
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
）な
ど
多
く
の
出
版
物
で
紹
介
さ

れ
た（
A
）（
C
）

●
観
光
協
会
の
小
布
施
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
町
内
ガ
イ
ド
コ

ー
ス
に
テ
ラ
ソ
が
加
わ
る
こ
と
が
あ
る（
A
）（
C
）

●
蔵
書
で
は
町
内
刊
行
物
の
ほ
か
、小
布
施
の
先
人
、小
布
施
縁
の
葛
飾

北
斎
や
中
島
千
波
氏
等
、町
出
身
者
の
関
連
出
版
物
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
る
な
ど
地
域
に
係
る
情
報
集
積
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、先
人
の
ひ

と
り
で
あ
る
豪
商
高
井
鴻
山
が
好
ん
で
描
い
た
妖
怪
関
連
図
書
を
多

く
選
書
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
た（
B
）

●
テ
ラ
ソ
は
小
布
施
駅
か
ら
徒
歩
2
分
の
位
置
に
あ
る
た
め
、土
産
物

を
携
え
た
観
光
客
が
立
ち
寄
り
、本
を
手
に
取
る
姿
が
見
受
け
ら
れ

る（
B
） 
 

 

●
2
0
1
2
年
に
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
を
開
始
し
た
。「
本
と
つ
な
が
る
、

人
と
つ
な
が
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、商
店
や
個
人
宅
で
所
蔵
図
書
を

そ
の
一
角
に
並
べ
、訪
れ
る
町
内
外
の
人
が
自
由
に
本
を
手
に
取
り
、

店
主（
館
長
）と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
む
仕
か
け
で
あ
る（
C
）

●
カ
ウ
ン
タ
ー
は
通
常
業
務
の
ほ
か
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
の
機
能
も

有
し
て
い
る
。観
光
地
図
の
配
布
と
案
内
、美
術
館
共
通
券
や
開
催
行

事
入
場
券
等
の
販
売
な
ど
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
て
い
る（
D
）

●
H
P
で
は
江
戸
時
代
の
小
布
施
村
中
心
図
を「
小
布
施
ち
ず
ぶ
ら
り
」

に
掲
載
し
、観
光
客
ら
が
現
地
で
対
照
し
て
歩
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
て
い
る（
D
）

建
設
時
の
基
本
構
想
で
は
、テ
ラ
ソ
が「
学
び
の
場・子
育
て
の
場・交
流
の
場・情
報

発
信
の
場
」と
な
る
よ
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
た
。こ
の
う
ち
、観
光
面
に
つ
い
て
は
、来

訪
者
と
住
民
と
の
交
流
支
援
及
び
集
積
し
た
町
内
関
連
刊
行
物
に
よ
る
町
内
情
報

発
信
を
担
う
と
し
た
。 

 

 

 

ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
は
、本
を
介
し
た
館
長
と
町
内
外
の
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
新
た

な
交
流
や
空
間
を
創
出
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
、オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
同
様
に
小
布

施
観
光
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
な
り
つ
つ
あ
る
。 

 

 

 

観
光
協
会
と
の
連
携
と
情
報
交
換
、ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
を
つ
な
ぐ
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
の
検
討
な
ど
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 
 

 

 

●
図
書
館
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の
が
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ

ス
。本
探
し
の
手
伝
い
や
館
内
の
総
合
案
内
だ
け
で
な
く
、区
内
観
光

に
関
す
る
質
問
に
も
幅
広
く
対
応
し
て
い
る（
D
）

●
図
書
館
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
巡
る
神
保
町
ツ
ア
ー（
古
書
店
や
建
築
物

巡
り
、映
画
ゆ
か
り
の
地
巡
り
、雑
誌「
散
歩
の
達
人
」と
の
コ
ラ
ボ
企

画
な
ど
、ツ
ア
ー
の
テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
で
、コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
た
ち
が

企
画
内
容
を
考
え
て
い
る
）（
C
）（
D
）

●
館
内
に
は
2
カ
所
の
展
示
コ
ー
ナ
ー（「
地
域
連
携
コ
ー
ナ
ー
」「
展
示

ウ
ォ
ー
ル
」）が
あ
り
、ど
ち
ら
も
2
〜
3
ヶ
月
ご
と
に
内
容
を
変
え
、

常
時
展
示
を
行
な
っ
て
い
る（
C
）（
D
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
千
代
田
図
書
館
の
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、区
が
強

く
求
め
て
い
た
の
が
地
域
と
の
連
携
。 
 

 

千
代
田
区
民
は
6
万
人
な
の
に
対
し
、区
の
昼
間
人
口
は
そ
の
14
倍
に
当
た
る
約
85

万
人
。千
代
田
図
書
館
も
在
勤
在
学
し
て
い
る
区
外
在
住
の
方
の
利
用
が
多
く
、図
書

館
を
拠
点
と
し
て
、そ
う
し
た
方
に
も
っ
と
千
代
田
区
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
ひ
と
づ
く
り
を
進
め
る
図
書
館
活
動
の
推

進
」を
実
現
す
る
た
め
の
手
立
て
の
ひ
と
つ
と
し
て
、私
た
ち
は
6
年

前
か
ら
図
書
館
外
の
人
々
と
と
も
に
地
域
情
報
誌「
そ
こ
ら
」を
発
行

し
て
い
る（
C
）（
D
）

●（
そ
こ
ら
を
）つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、図
書
館
に
編
集
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
あ
る
、で
も
印
刷
費
は
無
い
、広
く
情
報
を
集
め
記
事
に
し
た
い
、

等
々
の
思
い
か
ら
、図
書
館
以
外
の
人
や
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
と
し

た（
C
）

●（
そ
こ
ら
を
）市
観
光
物
産
課
は
ま
ち
の
魅
力
を
市
民
や
都
会
の
人
々

に
伝
え
る
場
で
配
布
し
て
い
る
。広
報
課
は
市
内
の
各
高
校
に「
そ
こ

ら
」を
持
参
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、新
た
な
書
き
手
＝
高
校
生
ラ
イ
タ
ー
を
生

ん
で
い
る
。森
と
水
政
策
課
で
は
2
0
1
7
年
度
に
本
市
で
開
催
さ

れ
た「
ロ
ー
カ
ル
サ
ミ
ッ
ト
東
近
江
」の
様
子
を
伝
え
る
場
と
し
て「
そ

こ
ら
」を
活
用
し
た（
C
）（
D
）

●「
そ
こ
ら
」を
毎
号
心
待
ち
に
し
て
く
れ
て
い
る
市
民
は
多
い
。

2
0
1
6
年
に
八
日
市
図
書
館
で
開
催
し
た「
そ
こ
ら
展
」（「
そ
こ

ら
」で
取
り
上
げ
た
人
や
モ
ノ
を
紹
介
す
る
た
め
の
企
画
事
業
）に
は
、

多
く
の
市
民
が
来
場
し
、「
そ
こ
ら
」に
登
場
し
た
人
と
直
接
話
を
し

た
り
、作
品
に
触
れ
た
り
と
市
民
が
交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た

（
B
）（
C
）  

 

近
年
、図
書
館
を
人
が
集
ま
る「
に
ぎ
わ
い
拠
点
」や「
観
光
施
設
」と
し
て
捉
え
る
動

き
が
あ
る
。し
か
し
、図
書
館
は
ひ
と
づ
く
り
を
支
え
る「
教
育
施
設
」で
あ
る
。図
書
館

と
し
て一
番
大
切
な
こ
と
は
、市
民
の
要
求
に
応
え
る
だ
け
の
資
料
を
整
備
で
き
て
い

る
か
、利
用
者
と
資
料
を
結
ぶ
有
資
格
の
専
門
職
員（
司
書
）が
い
る
か
、人
と
人
、人

と
資
料
が
出
会
う
快
適
な
利
用
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
基
本
的
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。 

 

 

 

地
域
に
根
差
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
に
は
、職
員
が
地
域
の
こ
と
を
深

く
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
職
員
が
地
域
に
出
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
。 

 

 

 

改
め
て
書
架
全
体
を
見
渡
す
と「
地
域
の
今
」を
扱
っ
た
資
料
が
少
な
い
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
る
。地
域
の
今
の
課
題
は
何
か
、ど
ん
な
動
き
が
あ
る
の
か
、ど
ん
な
人
が
い
る

の
か
、そ
れ
を
知
る
有
効
な
資
料
が
殆
ど
無
い
の
で
あ
る
。 

 

 

 図
書
館
は
様
々
な
年
代
の
人
が
立
ち
寄
れ
る
場
所
だ
。そ
ん
な
場
所
で「
そ
こ
ら
」づ
く

り
で
培
っ
た
経
験
と
人
脈
を
活
か
し
た
地
域
密
着
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、市

民
に
東
近
江
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力

に
気
づ
い
た
市
民
は
東
近
江
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
人
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。こ
れ
も
図
書
館
が
地
域
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
一つ
の
成
果
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。  

 

 

●
図
書
館
所
蔵
の
古
書
を
活
用
し
た「
高
遠
ぶ
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。ア

プ
リ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は「
高
遠
ぶ
ら
り
」の
ほ
か
、江
戸
時
代
に
高
遠
藩

下
屋
敷
が
あ
っ
た
新
宿
御
苑
周
辺
を
案
内
す
る「
内
藤
新
宿
ぶ
ら
り
」

や「
伊
那
谷
ぶ
ら
り
」な
ど
が
追
加
さ
れ
、関
係
地
域
や
人
の
情
報
を

多
面
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発
展

（
B
）（
D
） 

●
地
域
住
民
と
図
書
館
が
主
催
す
る「
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
」。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
し
で
古
書
店
と
図
書
館
が
つ
な
が
り
、古

書
市
場
の
情
報
や
資
料
の
紹
介
を
受
け
た
り
、散
失
の
恐
れ
が
あ
る

地
域
資
料
の
保
存
へ
向
け
た
活
動
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

（
B
）（
C
）（
D
）

●
ま
ち
の
再
発
見
に
つ
な
が
る「
高
遠
文
芸
賞
」。観
光
で
訪
れ
方
々
に
自

分
の
感
じ
た〝
高
遠
〞を
表
現
し
て
も
ら
う
手
段
。地
域
に
と
っ
て
あ
り

ふ
れ
た
風
景
が
観
光
と
つ
な
が
り
、訪
れ
た
人
々
と
の
関
係
を
維
持
し
、

地
域
外
へ
の
露
出
増
を
目
指
す
取
り
組
み
で
も
あ
る
。（
C
）（
D
） 

 

 

伊
那
市
立
図
書
館
で
は「
伊
那
谷
の
屋
根
の
な
い
博
物
館
の
屋
根
の
あ
る
広
場
」を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、目
の
前
に
広
が
る
自
然
の
中
に
残
さ
れ
た
歴
史
資
産
や
自
然
遺

産
を
活
用
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。こ
う
い
っ
た
活
動
の
ベ
ー
ス
に
は
、高
遠
町
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
高
遠
藩
時
代
の
古
文
書
や
絵
図
な
ど
を
地
域
に
還
元
し
、資

料
を
自
由
に
活
用・表
現
す
る
人
々
を
増
や
し
、地
域
を
知
り・楽
し
む
こ
と
、情
報
を

発
信
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
す
る〝
場
〞を
提
供
し
た
い
、と
の
思
い
が
あ
る
。 
 

 

 

高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
は
、地
域
内
外
の
出
店
者
や
来
場
者
と
地
域
と
つ
な
ぐ

こ
と
で
、商
店
な
ど
と
の
関
係
人
口
を
醸
成
し
通
年
で
訪
れ
る
人
を
少
し
ず
つ
増
や
し

て
い
る
。 

 

 

高
遠
町
図
書
館
の
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、本
や
デ
ー
タ
を
ま
と
め
、〝
情
報
〞と
す

る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
の「
情
報
と
情
報
」「
情
報
と
人
」「
人
と
人
」の
つ
な
が
り
方
を
再

構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
だ
。こ
う
し
た
活
動
は
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
人
や
団
体
、

施
設
な
ど
の
交
流
を
促
し
、地
域
観
光
資
源
発
掘
に
も
寄
与
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。 

 

 

教
育

施
設

職
員

の
知
識

向
上

「
地
域
の

今
」を
知

る
資
料
の

不
足

市
民
の

魅
力

発
信

市
民

理
解
の

向
上

資
産・

遺
産
の

活
用

地
域
理
解
、

情
報
発
信

等
の

重
要
性

交
流

創
出

繋
が
り

再
構
築

交
流
促
進
、

資
源
発
掘

収
集・

提
供

等観
光
地

つ
な
が
り

の
場

観
光
地

発
信

交
流

創
出

連
携

調
整

地
域

連
携

区
外
者
の

理
解
向
上

（本を活かしたまちづくり、まちじゅう図書館等）

T y p eC
地域をつなぐ図書館

（HPや館内での地域の観光魅力の発信等）

T y p eD
地域魅力を発信する図書館

【
事
例
5
】

甲
州
市
立

勝
沼
図
書
館

【
事
例
6
】

小
布
施
町
立

図
書
館

【
事
例
7
】

千
代
田
区
立

千
代
田
図
書
館

【
事
例
8
】

東
近
江
市
立

八
日
市
図
書
館

【
事
例
9
】

伊
那
市
立

高
遠
町
図
書
館

紹
介
さ
れ
た
主
な
取
り
組
み
、エ
ピ
ソ
ー
ド
等

（（
　）内
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、取
り
組
み
のType

と
の
対
応
）

示
唆
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
等

図
書
館
名

位
置

づ
け
等

立
地

特
性

役
割・

機
能

効
果

そ
の
他

分
類

Type

44



（
注
）各
事
例
か
ら
の
抜
粋
は
、文
意
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
留
意
し
つ
つ
、一
部
削
除
等
を
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。 

資
料
：（
公
財
）日
本
交
通
公
社
作
成

ム
ー
ズ
に
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
図
書
館

が
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
も
仕
事
に
な
る
。

・
巷
に
あ
ふ
れ
る
情
報
も
ウ
ェ
ブ
で
は
数
年

先
に
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
で
も
紙
媒
体
な
ら
い
つ
ま
で
も
残
せ

る
。

【
特
集
２
】

事
例
か
ら
の
示
唆

　
表
1
で
整
理
し
た
各
事
例
か
ら
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
の
「
分
類
」
を
み
る
と
、

「
位
置
づ
け
等
」
で
は
、「
東
近
江
市
立
八
日

市
図
書
館
」
が
、
図
書
館
は
ひ
と
づ
く
り
を

支
え
る
教
育
施
設
で
、
そ
の
基
本
的
な
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
を

考
え
る
う
え
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
視
点
で
あ
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
特
に
観
光
地
に
立
地
す
る

図
書
館
（
高
山
市
図
書
館
煥
章
館
、
八
戸
ブ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ

ー
、
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
、
小
布
施
町
立

図
書
館
）
で
は
、
観
光
客
の
利
用
も
想
定
し

た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
観
光
地
に
立
地
す
る
図
書
館
に
限

ら
ず
、
少
な
か
ら
ず
観
光
を
意
識
す
る
こ
と

は
、
地
域
の
良
さ
の
再
認
識
な
ど
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
対
談
で
も
、
観
光
は
、

住
民
が
自
分
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
に
「
気
づ

く
、
見
つ
け
る
、
創
る
」
き
っ
か
け
と
な
る
。

「
文
化
の
自
己
決
定
能
力
」
を
持
っ
た
地
域

づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
が
図
書
館
の
仕
事
で

あ
る
な
ら
、
住
民
の
「
気
づ
く
、
見
つ
け
る
、

創
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い
か
な

い
と
、
と
あ
る
。

　
各
図
書
館
の
観
光
面
で
の
「
役
割
・
機

能
」
を
み
る
と
、「
高
山
市
図
書
館
煥
章

館
」「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」「
奈
良

県
立
図
書
情
報
館
」「
小
布
施
町
立
図
書

館
」
で
は
、
特
に
「
情
報
発
信
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、「
高
山
市
図
書

館
煥
章
館
」「
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
」
で

は
、
地
域
文
化
等
を
住
民
が
知
る
こ
と
の
必

要
性
を
訴
え
、
そ
の
上
で
図
書
館
は
情
報
発

信
の
「
要
」「
場
」
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
言
（「
う

と
ぅ
い
む
ち
」
の
心
を
図
書
館
か
ら
）
で
も

同
様
の
主
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」「
伊
那
市
立
高

遠
町
図
書
館
」
で
は
、
特
に
「
地
域
資
料
等

の
収
集
･
保
存
･
活
用
」
を
挙
げ
て
い
る
。

図
書
館
は
資
料
等
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

多
角
的
な
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
所
に
な
れ

る
、
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
交
流
が
可
能
に

な
る
と
言
及
し
て
い
る
。

　
各
地
の
文
化
や
産
業
な
ど
の
情
報
が
集
約

さ
れ
れ
ば
、
図
書
館
は
地
域
ら
し
さ
が
可
視

化
さ
れ
た
場
所
と
な
り
、
図
書
館
自
体
が
観

光
資
源
に
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
、

私
ど
も
は
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
特
に
「
周
辺
施
設
と
も
連
携
し
た
、
本

を
取
り
巻
く
人
の
交
流
促
進
の
取
り
組
み
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
小
布
施
町
立

図
書
館
」「
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
」

で
は
、
「
地
域
連
携
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る
。

「
効
果
」
を
み
る
と
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
八
戸
市
民
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
結
果
と
し
て
八
戸
市
の
来

訪
者
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
も
、
住

民
向
け
の
郷
土
資
料
の
収
集
等
が
観
光
客
に

向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

来
訪
者
の
増
加
、
周
辺
施
設
と
の
相
乗
効
果

も
得
ら
れ
て
い
る
。

「
小
布
施
町
立
図
書
館
」
で
は
、「
ま
ち
じ

ゅ
う
図
書
館
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
新

た
な
交
流
の
創
出
が
、「
伊
那
市
立
高
遠
町

図
書
館
」
で
は
「
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
な
ど
に
よ
る
関
係
人
口
の
増
加
が
、

効
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
関
係
人
口
に
関
連
し
て
対
談
で
は
、

図
書
館
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
作
る
場
と

し
て
集
め
た
情
報
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
に
は
、
図
書
館
員
と
し
て
の
矜
持
、
地
域

に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
「
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
」
が
問
わ
れ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
現
状
で
は
、
図
書
館
が

地
域
外
へ
の
情
報
発
信
を
仕
事
と
し
て
意
識

す
る
こ
と
は
稀
で
、
自
治
体
の
観
光
課
も
図

書
館
を
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

観
光
と
図
書
館
の

連
携
・
融
合
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
に

図
書
館
を
活
か
す

　
各
地
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
図

書
館
は
地
域
文
化
の
根
幹
を
支
え
、「
資

料
」
と
「
人
」
そ
し
て
「
地
域
」
を
つ
な
ぐ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
観
光
と
の
高

い
親
和
性
を
活
か
し
、
図
書
館
と
観
光
が
よ

り
効
果
的
に
連
携
・
融
合
を
図
る
こ
と
は
、

地
域
の
観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
サ
イ

ド
、
図
書
館
の
双
方
が
、
次
の
よ
う
な
視
点

を
併
せ
持
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
特
集
２
】

地
域
の
取
り
組
み
を

振
り
返
る

　
特
集
２
で
は
、
各
図
書
館
の
事
例
を
そ
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
便
宜
的
に

４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
表
１
は

特
集
２
で
取
り
上
げ
た
事
例
の
主
な
取
り
組

み
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
と
事
例
よ
り
示
唆
さ
れ

た
ポ
イ
ン
ト
等
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
ま
ず
各
事
例
の
特
徴
的
な
取
り
組

み
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
お
く
。

事
例
１
…
高
山
市
図
書
館
煥
章
館

　
同
館
は
建
物
自
体
が
、
明
治
時
代
の
煥
章

学
校
を
模
し
た
特
徴
的
な
造
り
と
な
っ
て
い

る
。
館
内
に
は
高
山
に
縁
の
深
い
近
代
文
学

者
の
足
跡
等
を
紹
介
す
る
近
代
文
学
館
も
併

設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
・
実
写
映

画
化
さ
れ
た
「
氷
菓
」
に
も
登
場
す
る
こ
と

か
ら
聖
地
巡
礼
（
※
2
）
の
対
象
地
と
も
な

っ
て
い
る
。

事
例
2
…
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
館
内

に
、
一
般
書
店
で
は
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と

の
少
な
い
分
野
の
書
籍
を
重
点
的
に
取
り
揃

え
、
本
と
の
「
出
会
い
」
を
大
切
に
し
た
提

案
・
編
集
型
の
陳
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。

事
例
3
…
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
同
セ
ン
タ
ー
の
「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」
に

は
沖
縄
の
旅
の
本
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
村
外
・
県
外
の
方
に
も
本
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
蔵
書
の

貸
し
出
し
、
選
書
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

事
例
4
…
奈
良
県
立
図
書
情
報
館

　
同
館
は
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
、
奈
良
の
歴

史
や
文
化
に
関
す
る
書
籍
や
写
真
集
な
ど
20

〜
30
冊
を
選
書
し
、
各
本
に
簡
単
な
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
て
貸
し
出
し
て
い
る
。

事
例
5
…
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館

　
同
館
で
は
、
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」
の
資
料
収
集
・
提

供
・
保
存
に
取
り
組
み
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
・
広
が
り
を
企
図
し
た
「
ぶ
ど
う
と
ワ
イ

ン
の
資
料
展
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
趣
向
を

凝
ら
し
た
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
催
し
な
ど
も
開

催
し
て
い
る
。

事
例
6
…
小
布
施
町
立
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
本
と
つ
な
が
る
、
人
と
つ

な
が
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
商
店
や
個
人

宅
で
所
蔵
図
書
を
そ
の
一
角
に
並
べ
、
訪
れ

る
町
内
外
の
人
が
自
由
に
本
を
手
に
取
り
、

店
主
（
館
長
）
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
む
仕

か
け
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

事
例
7
…
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館

　
同
館
の
館
内
に
は
、
地
域
連
携
を
意
識
し

た
２
カ
所
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
同
館
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
企
画
し
た
、
古
書
店

や
建
築
物
な
ど
を
巡
る
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
巡
る
神
保
町
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　

事
例
8
…
東
近
江
市
立
八
日
市
図
書
館

　
同
館
で
は
、「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と

ひ
と
づ
く
り
を
進
め
る
図
書
館
活
動
の
推

進
」
を
実
現
す
る
た
め
の
手
立
て
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
図
書
館
外
の
人
々
と
と
も
に
地
域

情
報
誌
「
そ
こ
ら
」
を
発
行
し
て
い
る
。

事
例
9
…
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

　
同
館
で
は
、
図
書
館
所
蔵
の
古
書
を
活
用

し
た
「
高
遠
ぶ
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ほ

か
、
地
域
住
民
と
図
書
館
が
主
催
す
る
「
高

遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
ま
ち
の
再

発
見
に
つ
な
が
る
「
高
遠
文
芸
賞
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
表
１
を
よ
り
丁
寧
に
見
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
が
、
こ
の
他
に
も
意
欲

的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
の
中
に

は
、
既
に
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
図
書

館
も
少
な
く
な
い
が
、
観
光
と
い
う
側
面
か

ら
捉
え
る
と
、
新
た
な
気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
が

見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
地
域
遺
産
（
歴
史

的
建
築
物
）
と
知
的
遺
産
（
図
書
館
）
は
親

和
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
対
談
や
コ
ラ
ム
（
29
頁
）
で
も
、

各
図
書
館
の
取
り
組
み
の
助
言
と
も
な
る
、

ご
意
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

・
図
書
館
が
、
歴
史
や
文
化
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
何
ら
か
の
役
割
を
担
う
と
い
う
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
大
き
い
。

・
図
書
館
は
誰
で
も
来
ら
れ
る
施
設
だ
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
図
書
館
が
出
て

い
く
こ
と
で
、
新
し
い
人
と
つ
な
が
り
、

い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
。

・
旅
行
先
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
出
発
前
に
ス

○
図
書
館
を
観
光
客
も
含
め
て
誰
も
が
足
を

運
べ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
場
所
と
す
る
〜
公
共

施
設
で
最
も
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
図

書
館
へ
の
観
光
客
の
来
訪
は
、
観
光
活
動

の
多
様
化
の
み
な
ら
ず
、
住
民
と
の
交
流

に
つ
な
が
る
。

○
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活
か
し
相
乗
効
果

の
高
い
観
光
振
興
を
図
る
〜
魅
力
的
な
建

物
や
蔵
書
、
イ
ベ
ン
ト
、
付
帯
機
能
（
飲

食
等
）
に
よ
る
図
書
館
の
集
客
効
果
を
活

か
し
観
光
施
設
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

○
地
域
に
し
か
な
い
魅
力
に
「
気
づ
く
、
見

つ
け
る
、
創
る
」
―
情
報
発
信
の
拠
点
と

な
る
〜
図
書
館
は
地
域
の
知
的
遺
産
を

「
地
域
の
魅
力
と
し
て
可
視
化
」
し
て
い

く
要
の
存
在
。
観
光
客
と
い
う
外
の
眼
を

加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
図
書
館
を
有

効
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
次
の

事
項
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
観
光
行
政
や
地
域
関
係
者
と
の
連
携
〜
行

政
、
図
書
館
、
民
間
団
体
、
住
民
等
が
、

観
光
と
図
書
館
が
連
携
・
融
合
し
て
い
く

こ
と
の
意
義
や
課
題
、
方
向
性
を
共
有
し

な
が
ら
、
観
光
に
図
書
館
を
活
か
し
た
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。

○
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
や
す
い
環
境

づ
く
り
〜
観
光
客
が
図
書
館
を
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め

の
利
用
サ
ー
ビ
ス
や
仕
組
み
づ
く
り
に
地

域
ぐ
る
み
で
創
意
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

○
〝
地
域
を
想
う
〞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ

プ
に
溢
れ
た
人
材
の
活
用
と
育
成
〜
図
書

館
員
は
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
も
い
え
る
重
要
な
存
在
。
地
域

の
貴
重
な
知
的
遺
産
を
次
代
に
継
承
し
な

が
ら
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
気
持
ち
と
ス

キ
ル
を
持
っ
た
人
材
に
活
躍
い
た
だ
く
。

ま
た
そ
う
し
た
人
材
を
育
て
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
今
回
の
特
集
「
観
光
と
図
書
館
〜
地
域
の

観
光
に
図
書
館
は
ど
う
寄
与
で
き
る
か
」
は
、

当
財
団
で
「
旅
の
図
書
館
」
の
運
営
に
係
わ

る
職
員
の
多
く
が
、
日
頃
か
ら
関
心
を
持
っ

て
い
た
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
当
館
は
、
特

集
1
（
図
書
館
を
取
り
巻
く
動
向
と
観
光
振

興
）
で
述
べ
た
通
り
、「
観
光
研
究
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
た
い
」
と
、
図
書
の

閲
覧
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
旅
行
者
の
発
地
側

で
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
地
域
、
特
に
観

光
地
に
お
い
て
も
、
図
書
館
は
〝
上
質
で
心

豊
か
な
旅
づ
く
り
〞
な
ど
の
一
助
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

「
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
」
に
つ
い

て
は
、
コ
ラ
ム
（
38
頁
）
で
も
示
し
た
通
り
、

半
世
紀
以
上
も
前
に
、
和
田
萬
吉
氏
、
南
益

行
氏
に
よ
っ
て
〝
観
光
図
書
館
〞
と
し
て
提

唱
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
未
だ

に
実
現
し
て
い
な
い
。

　
そ
の
後
も
関
連
す
る
研
究
は
、
観
光
学
、

図
書
館
学
の
双
方
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
見
る

こ
と
が
な
く
、
２
０
１
０
年
に
、
松
本
秀
人

氏
が
「
観
光
と
図
書
館
の
融
合
」
を
研
究
テ

ー
マ
と
す
る
論
文
等
（
※
１
）
を
発
表
し
、

注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
で
、

同
氏
は
、
観
光
、
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま

ざ
ま
な
分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
図
書
館
を

観
光
者
と
地
域
と
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
媒
介
役
と
し
て
捉
え
た
「
観
光
者
と

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」

を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
、
私

ど
も
も
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
松
本
氏
の
研
究
発
表
以
降
、
特
集
１
で
述

べ
た
よ
う
に
各
種
法
制
度
の
導
入
も
後
押
し

し
、
「
紫
波
町
図
書
館
」（
２
０
１
２
年
）、

「
武
雄
市
図
書
館
」（
２
０
１
３
年
）な
ど
、
観

光
と
図
書
館
が
連
携
し
た
特
徴
的
な
事
例
が
、

各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特

に
対
談
（
観
光
と
図
書
館
　
連
携
と
活
用
の

可
能
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
）
に
も
あ
る

よ
う
に
、「
武
雄
市
図
書
館
」
が
民
間
の
デ

ザ
イ
ン
力
や
企
画
力
を
活
用
し
、
人
々
が
行

き
た
い
・
居
た
い
と
思
う
場
所
を
作
っ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
図
書
空
間
の
持
つ
人

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
図
書
館
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
考
え
る
、
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
各
特
集
を
振
り
返
り
、
図
書

館
と
観
光
の
連
携
・
融
合
に
向
け
た
課
題
や
、

今
後
の
取
り
組
み
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

を
考
察
し
て
い
く
。

終
わ
り
に

　
観
光
と
図
書
館
の
連
携
・
融
合
に
つ
い
て

は
、
先
人
が
そ
の
必
要
性
・
有
効
性
を
唱
え
、

今
、
あ
ら
た
め
て
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。

知
的
遺
産
の
宝
庫
で
誰
で
も
利
用
で
き
る
図

書
館
は
、
そ
の
考
え
方
や
取
り
組
み
方
次
第

で
、
観
光
と
結
び
つ
く
可
能
性
は
高
い
。

　
特
集
２
で
、「
甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館
」

は
、「
地
元
『
勝
沼
』
の
根
を
支
え
る
唯
一

無
二
の
図
書
館
で
あ
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
地
域
の
観
光
振
興
に
も
取
り
組
む
図
書

館
を
、
当
館
も
そ
の
一
翼
を
担
う
専
門
図
書

館
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
き
よ
よ
し
／
お
お
す
み
か
ず
し
）

※
1
…「
観
光
と
図
書
館
の
融
合
」（
2
0
1
0
年
７
月

１
日
、松
本
秀
人
、北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
発
行
）な
ど

※
2
…（
ア
ニ
メ
）作
品
の
ロ
ケ
地
、ま
た
は
そ
の
作
品
・

作
者
に
関
連
す
る
土
地
で
、か
つ
フ
ァ
ン
に
よ
っ

て
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
所
を
訪
ね

る
こ
と
。

観光と図書館～地域の観光に図書館はどう寄与できるか視座

●
開
館
当
初
か
ら
、ス
タ
ッ
フ
の
熱
意
と「
地
域
に
根
差
し
た
図
書
館
で

あ
ろ
う
」と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る「
ぶ
ど

う・ワ
イ
ン
」の
資
料
収
集・提
供・保
存
を
、こ
の
地
の
図
書
館
と
し
て

の
目
標
に
掲
げ
た（
A
）

●
専
門
書
も
多
く
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、県
内
外
ワ
イ
ナ
リ
ー
、

ブ
ド
ウ
農
家
、そ
し
て
多
く
の
ワ
イ
ン
フ
ァ
ン
が
歓
喜
す
る
場
所（
A
）

（
B
） 

●
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の
資
料
展（
地
域
資
源「
ぶ
ど
う・ワ
イ
ン
」を
軸
に
つ

な
が
り
、広
が
っ
て
い
く
人
々
、産
業
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
、歴
史
の
中
で

先
人
が
残
し
た
文
化
と
次
世
代
へ
の
継
承
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、も
う
一
度
地
域
を
見
直
す・誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
）（
B
）（
C
）

●
地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
若
手
集
団
の
話
を
聞
き
、試
飲
を
行
う
イ
ベ
ン
ト

（
B
）（
C
） 

●
近
年
、ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
連
携
事
業
も
大
き
な
も
の
と
な
り
、今

で
は
資
料
展
用
の
観
光
マ
ッ
プ
に
図
書
館
を
掲
載（
C
）（
D
）

●
来
館
さ
れ
、資
料
の
説
明
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
書
籍
を
借
り
て
い
か

れ
る
参
加
者
も
い
る
。特
に
自
館
資
料
と
し
て
作
成
し
て
い
る
、市
内

全
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
フ
ァ
イ
ル
が
大
変
喜
ば
れ
る（
D
）

図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
は「
書
籍
を
借
り
る
」こ
と
だ
ろ
う
。し
か
し
本
来
、様
々
な
資
料

が
揃
っ
て
い
る
図
書
館
だ
か
ら
こ
そ
、多
角
的
な
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
所
だ
と
思
っ

て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、飲
食
や
音
楽
に
も
。勝
沼
図
書
館
は
地
域
産
業
に
特
化
し
た
資

料
収
集
を
行
っ
て
い
る
た
め
、観
光
と
も
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。以
前
、勝
沼
の
ワ

イ
ン
の
歴
史
を
お
客
様
に
聞
か
れ
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
方
が
話
し
て
く
れ
た
、「
勝
沼
図
書

館
に
行
け
ば
全
部
わ
か
る
よ
」。こ
の
言
葉
と
と
も
に
、全
て
を
ツ
ナ
グ
、全
国
の
葡
萄・

ワ
イ
ン
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
る
、地
元『
勝
沼
』の
根
を
支
え
る
、唯
一
無
二
の
図
書
館
で
あ

り
た
い
。 

 

 

 

開
館
当
初
か
ら
、ス
タ
ッ
フ
の
熱
意
と「
地
域
に
根
差
し
た
図
書
館
で
あ
ろ
う
」と
の
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る「
ぶ
ど
う・ワ
イ
ン
」の
資
料
収
集・提
供・

保
存
を
、こ
の
地
の
図
書
館
と
し
て
の
目
標
に
掲
げ
た
。

●
2
0
1
1
年
に
は
町
民
主
体
の
図
書
館
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
、ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー・オ
ブ・ザ・イ
ヤ
ー
大
賞
を
受
賞
、『
日
本
の
最
も
美
し
い
図

書
館
』（
2
0
1
5
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
）な
ど
多
く
の
出
版
物
で
紹
介
さ

れ
た（
A
）（
C
）

●
観
光
協
会
の
小
布
施
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
町
内
ガ
イ
ド
コ

ー
ス
に
テ
ラ
ソ
が
加
わ
る
こ
と
が
あ
る（
A
）（
C
）

●
蔵
書
で
は
町
内
刊
行
物
の
ほ
か
、小
布
施
の
先
人
、小
布
施
縁
の
葛
飾

北
斎
や
中
島
千
波
氏
等
、町
出
身
者
の
関
連
出
版
物
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
る
な
ど
地
域
に
係
る
情
報
集
積
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、先
人
の
ひ

と
り
で
あ
る
豪
商
高
井
鴻
山
が
好
ん
で
描
い
た
妖
怪
関
連
図
書
を
多

く
選
書
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
た（
B
）

●
テ
ラ
ソ
は
小
布
施
駅
か
ら
徒
歩
2
分
の
位
置
に
あ
る
た
め
、土
産
物

を
携
え
た
観
光
客
が
立
ち
寄
り
、本
を
手
に
取
る
姿
が
見
受
け
ら
れ

る（
B
） 
 

 

●
2
0
1
2
年
に
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
を
開
始
し
た
。「
本
と
つ
な
が
る
、

人
と
つ
な
が
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、商
店
や
個
人
宅
で
所
蔵
図
書
を

そ
の
一
角
に
並
べ
、訪
れ
る
町
内
外
の
人
が
自
由
に
本
を
手
に
取
り
、

店
主（
館
長
）と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
む
仕
か
け
で
あ
る（
C
）

●
カ
ウ
ン
タ
ー
は
通
常
業
務
の
ほ
か
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
の
機
能
も

有
し
て
い
る
。観
光
地
図
の
配
布
と
案
内
、美
術
館
共
通
券
や
開
催
行

事
入
場
券
等
の
販
売
な
ど
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
て
い
る（
D
）

●
H
P
で
は
江
戸
時
代
の
小
布
施
村
中
心
図
を「
小
布
施
ち
ず
ぶ
ら
り
」

に
掲
載
し
、観
光
客
ら
が
現
地
で
対
照
し
て
歩
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
て
い
る（
D
）

建
設
時
の
基
本
構
想
で
は
、テ
ラ
ソ
が「
学
び
の
場・子
育
て
の
場・交
流
の
場・情
報

発
信
の
場
」と
な
る
よ
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
た
。こ
の
う
ち
、観
光
面
に
つ
い
て
は
、来

訪
者
と
住
民
と
の
交
流
支
援
及
び
集
積
し
た
町
内
関
連
刊
行
物
に
よ
る
町
内
情
報

発
信
を
担
う
と
し
た
。 

 

 

 

ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
は
、本
を
介
し
た
館
長
と
町
内
外
の
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
新
た

な
交
流
や
空
間
を
創
出
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
、オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
同
様
に
小
布

施
観
光
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
な
り
つ
つ
あ
る
。 

 

 

 

観
光
協
会
と
の
連
携
と
情
報
交
換
、ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
を
つ
な
ぐ
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
の
検
討
な
ど
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 
 

 

 

●
図
書
館
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の
が
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ

ス
。本
探
し
の
手
伝
い
や
館
内
の
総
合
案
内
だ
け
で
な
く
、区
内
観
光

に
関
す
る
質
問
に
も
幅
広
く
対
応
し
て
い
る（
D
）

●
図
書
館
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
巡
る
神
保
町
ツ
ア
ー（
古
書
店
や
建
築
物

巡
り
、映
画
ゆ
か
り
の
地
巡
り
、雑
誌「
散
歩
の
達
人
」と
の
コ
ラ
ボ
企

画
な
ど
、ツ
ア
ー
の
テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
で
、コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
た
ち
が

企
画
内
容
を
考
え
て
い
る
）（
C
）（
D
）

●
館
内
に
は
2
カ
所
の
展
示
コ
ー
ナ
ー（「
地
域
連
携
コ
ー
ナ
ー
」「
展
示

ウ
ォ
ー
ル
」）が
あ
り
、ど
ち
ら
も
2
〜
3
ヶ
月
ご
と
に
内
容
を
変
え
、

常
時
展
示
を
行
な
っ
て
い
る（
C
）（
D
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
千
代
田
図
書
館
の
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、区
が
強

く
求
め
て
い
た
の
が
地
域
と
の
連
携
。 
 

 

千
代
田
区
民
は
6
万
人
な
の
に
対
し
、区
の
昼
間
人
口
は
そ
の
14
倍
に
当
た
る
約
85

万
人
。千
代
田
図
書
館
も
在
勤
在
学
し
て
い
る
区
外
在
住
の
方
の
利
用
が
多
く
、図
書

館
を
拠
点
と
し
て
、そ
う
し
た
方
に
も
っ
と
千
代
田
区
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●「
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
ひ
と
づ
く
り
を
進
め
る
図
書
館
活
動
の
推

進
」を
実
現
す
る
た
め
の
手
立
て
の
ひ
と
つ
と
し
て
、私
た
ち
は
6
年

前
か
ら
図
書
館
外
の
人
々
と
と
も
に
地
域
情
報
誌「
そ
こ
ら
」を
発
行

し
て
い
る（
C
）（
D
）

●（
そ
こ
ら
を
）つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、図
書
館
に
編
集
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
あ
る
、で
も
印
刷
費
は
無
い
、広
く
情
報
を
集
め
記
事
に
し
た
い
、

等
々
の
思
い
か
ら
、図
書
館
以
外
の
人
や
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
と
し

た（
C
）

●（
そ
こ
ら
を
）市
観
光
物
産
課
は
ま
ち
の
魅
力
を
市
民
や
都
会
の
人
々

に
伝
え
る
場
で
配
布
し
て
い
る
。広
報
課
は
市
内
の
各
高
校
に「
そ
こ

ら
」を
持
参
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、新
た
な
書
き
手
＝
高
校
生
ラ
イ
タ
ー
を
生

ん
で
い
る
。森
と
水
政
策
課
で
は
2
0
1
7
年
度
に
本
市
で
開
催
さ

れ
た「
ロ
ー
カ
ル
サ
ミ
ッ
ト
東
近
江
」の
様
子
を
伝
え
る
場
と
し
て「
そ

こ
ら
」を
活
用
し
た（
C
）（
D
）

●「
そ
こ
ら
」を
毎
号
心
待
ち
に
し
て
く
れ
て
い
る
市
民
は
多
い
。

2
0
1
6
年
に
八
日
市
図
書
館
で
開
催
し
た「
そ
こ
ら
展
」（「
そ
こ

ら
」で
取
り
上
げ
た
人
や
モ
ノ
を
紹
介
す
る
た
め
の
企
画
事
業
）に
は
、

多
く
の
市
民
が
来
場
し
、「
そ
こ
ら
」に
登
場
し
た
人
と
直
接
話
を
し

た
り
、作
品
に
触
れ
た
り
と
市
民
が
交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た

（
B
）（
C
）  

 

近
年
、図
書
館
を
人
が
集
ま
る「
に
ぎ
わ
い
拠
点
」や「
観
光
施
設
」と
し
て
捉
え
る
動

き
が
あ
る
。し
か
し
、図
書
館
は
ひ
と
づ
く
り
を
支
え
る「
教
育
施
設
」で
あ
る
。図
書
館

と
し
て一
番
大
切
な
こ
と
は
、市
民
の
要
求
に
応
え
る
だ
け
の
資
料
を
整
備
で
き
て
い

る
か
、利
用
者
と
資
料
を
結
ぶ
有
資
格
の
専
門
職
員（
司
書
）が
い
る
か
、人
と
人
、人

と
資
料
が
出
会
う
快
適
な
利
用
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
基
本
的
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。 

 

 

 

地
域
に
根
差
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
に
は
、職
員
が
地
域
の
こ
と
を
深

く
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
職
員
が
地
域
に
出
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
。 

 

 

 

改
め
て
書
架
全
体
を
見
渡
す
と「
地
域
の
今
」を
扱
っ
た
資
料
が
少
な
い
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
る
。地
域
の
今
の
課
題
は
何
か
、ど
ん
な
動
き
が
あ
る
の
か
、ど
ん
な
人
が
い
る

の
か
、そ
れ
を
知
る
有
効
な
資
料
が
殆
ど
無
い
の
で
あ
る
。 

 

 

 図
書
館
は
様
々
な
年
代
の
人
が
立
ち
寄
れ
る
場
所
だ
。そ
ん
な
場
所
で「
そ
こ
ら
」づ
く

り
で
培
っ
た
経
験
と
人
脈
を
活
か
し
た
地
域
密
着
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、市

民
に
東
近
江
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力

に
気
づ
い
た
市
民
は
東
近
江
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
人
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。こ
れ
も
図
書
館
が
地
域
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
一つ
の
成
果
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。  

 

 

●
図
書
館
所
蔵
の
古
書
を
活
用
し
た「
高
遠
ぶ
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。ア

プ
リ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は「
高
遠
ぶ
ら
り
」の
ほ
か
、江
戸
時
代
に
高
遠
藩

下
屋
敷
が
あ
っ
た
新
宿
御
苑
周
辺
を
案
内
す
る「
内
藤
新
宿
ぶ
ら
り
」

や「
伊
那
谷
ぶ
ら
り
」な
ど
が
追
加
さ
れ
、関
係
地
域
や
人
の
情
報
を

多
面
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発
展

（
B
）（
D
） 

●
地
域
住
民
と
図
書
館
が
主
催
す
る「
高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
」。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
し
で
古
書
店
と
図
書
館
が
つ
な
が
り
、古

書
市
場
の
情
報
や
資
料
の
紹
介
を
受
け
た
り
、散
失
の
恐
れ
が
あ
る

地
域
資
料
の
保
存
へ
向
け
た
活
動
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

（
B
）（
C
）（
D
）

●
ま
ち
の
再
発
見
に
つ
な
が
る「
高
遠
文
芸
賞
」。観
光
で
訪
れ
方
々
に
自

分
の
感
じ
た〝
高
遠
〞を
表
現
し
て
も
ら
う
手
段
。地
域
に
と
っ
て
あ
り

ふ
れ
た
風
景
が
観
光
と
つ
な
が
り
、訪
れ
た
人
々
と
の
関
係
を
維
持
し
、

地
域
外
へ
の
露
出
増
を
目
指
す
取
り
組
み
で
も
あ
る
。（
C
）（
D
） 

 

 

伊
那
市
立
図
書
館
で
は「
伊
那
谷
の
屋
根
の
な
い
博
物
館
の
屋
根
の
あ
る
広
場
」を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、目
の
前
に
広
が
る
自
然
の
中
に
残
さ
れ
た
歴
史
資
産
や
自
然
遺

産
を
活
用
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。こ
う
い
っ
た
活
動
の
ベ
ー
ス
に
は
、高
遠
町
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
高
遠
藩
時
代
の
古
文
書
や
絵
図
な
ど
を
地
域
に
還
元
し
、資

料
を
自
由
に
活
用・表
現
す
る
人
々
を
増
や
し
、地
域
を
知
り・楽
し
む
こ
と
、情
報
を

発
信
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
す
る〝
場
〞を
提
供
し
た
い
、と
の
思
い
が
あ
る
。 
 

 

 

高
遠
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
は
、地
域
内
外
の
出
店
者
や
来
場
者
と
地
域
と
つ
な
ぐ

こ
と
で
、商
店
な
ど
と
の
関
係
人
口
を
醸
成
し
通
年
で
訪
れ
る
人
を
少
し
ず
つ
増
や
し

て
い
る
。 

 

 

高
遠
町
図
書
館
の
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、本
や
デ
ー
タ
を
ま
と
め
、〝
情
報
〞と
す

る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
の「
情
報
と
情
報
」「
情
報
と
人
」「
人
と
人
」の
つ
な
が
り
方
を
再

構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
だ
。こ
う
し
た
活
動
は
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
人
や
団
体
、

施
設
な
ど
の
交
流
を
促
し
、地
域
観
光
資
源
発
掘
に
も
寄
与
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。 

 

 

教
育

施
設

職
員

の
知
識

向
上

「
地
域
の

今
」を
知

る
資
料
の

不
足

市
民
の

魅
力

発
信

市
民

理
解
の

向
上

資
産・

遺
産
の

活
用

地
域
理
解
、

情
報
発
信

等
の

重
要
性

交
流

創
出

繋
が
り

再
構
築

交
流
促
進
、

資
源
発
掘

収
集・

提
供

等観
光
地

つ
な
が
り

の
場

観
光
地

発
信

交
流

創
出

連
携

調
整

地
域

連
携

区
外
者
の

理
解
向
上

（本を活かしたまちづくり、まちじゅう図書館等）

T y p eC
地域をつなぐ図書館

（HPや館内での地域の観光魅力の発信等）

T y p eD
地域魅力を発信する図書館

【
事
例
5
】

甲
州
市
立

勝
沼
図
書
館

【
事
例
6
】

小
布
施
町
立

図
書
館

【
事
例
7
】

千
代
田
区
立

千
代
田
図
書
館

【
事
例
8
】

東
近
江
市
立

八
日
市
図
書
館

【
事
例
9
】

伊
那
市
立

高
遠
町
図
書
館

紹
介
さ
れ
た
主
な
取
り
組
み
、エ
ピ
ソ
ー
ド
等

（（
　）内
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、取
り
組
み
のType

と
の
対
応
）

示
唆
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
等

図
書
館
名

位
置

づ
け
等

立
地

特
性

役
割・

機
能

効
果

そ
の
他

分
類

Type

第243号 October 201945



取
組
タ
イ
プ

概
　
要

そ
の
他

開
館
年

所
在

図
書
館
名

地
域
魅
力
を

発
信
す
る

図
書
館

地
域
を

つ
な
ぐ

図
書
館

観
光
客
の
滞
在・

時
間
消
費
の
場

と
な
る
図
書
館

観
光
対
象・

来
訪
目
的
と

な
る
図
書
館

図
書
館
所
蔵
古
書
を
活
用
し
た
携
帯
端
末
用
ア
プ
リ
「
高
遠
ぶ
ら
り
」（
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
）
制
作
と
と
も
に
、
参
加
者
が
街
歩

き
を
し
な
が
ら
地
域
を
知
る
活
動
を
展
開（
高
遠
ぶ
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）。
地
域
内
外
の
出
展
者・来
場
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ「
高

遠
町
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
」、
町
の
再
発
見
に
つ
な
げ
る
「
高
遠
文
芸
賞
」
の
創
設
（
2
0
1
8
年
）
な
ど
。

伊
那
市
立
高
遠
町

図
書
館

長
野
県

伊
那
市

1
9
8
6
年
10
月

南
ア
ル
プ
ス
と
中
央
ア
ル
プ
ス
の
2
つ
の
山
荘
に
山
岳
関
連
の
本
を
備
え
た「
山
の
図
書
館
」を
開
設（
2
0
1
6
年
7
･
8
月
）。

伊
那
市
立
伊
那
図
書
館

長
野
県

伊
那
市

－

2
0
1
7
年
度
よ
り
「
二
度
目
の
旅
は
図
書
館
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
地
域
の
図
書
館
と
テ
ー
マ
・

企
画
内
容
を
共
有
・
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
う
。
県
内
各
市
町
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
、
地
域
情
報
誌
等
を
集
め
た

観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

愛
知
県
図
書
館

愛
知
県

名
古
屋
市
1
9
9
1
年
4
月

本
館
は
塩
尻
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
え
ん
ぱ
ー
く
」内
に
あ
る
。
ワ
イ
ン
に
関
す
る
資
料（
本
館
）や
漆
器
に
関
す
る
資
料（
楢

川
分
館
）
な
ど
、
地
場
産
業
に
関
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
充
実
。

塩
尻
市
立
図
書
館

長
野
県

塩
尻
市

2
0
1
0
年

（
移
転
）

図
書
館
建
築
と
し
て
も
高
い
評
価
を
受
け
、
立
ち
寄
る
観
光
客
も
多
い
。
カ
ウ
ン
タ
ー
は
観
光
案
内
な
ど
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能

も
担
う
。
2
0
1
2
年
よ
り
観
光
客
と
住
民
の
交
流
を
楽
し
む
仕
掛
け
と
し
て
「
ま
ち
じ
ゅ
う
」
図
書
館
を
開
始
。

小
布
施
町
立
図
書
館

ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ

長
野
県

小
布
施
町
2
0
0
9
年

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」
の
資
料
を
収
集
（
約
3
万
点
）。
市
内
全
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
資
料
（
ワ
イ
ナ
リ
ー

フ
ァイ
ル
）
を
揃
え
る
。
20
年
以
上
続
く
『
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の
資
料
展
』、
地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
若
手
集
団
と
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
地

域
に
根
差
し
た
図
書
館
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館 

山
梨
県

甲
州
市

1
9
9
6
年
11
月

2
0
0
7
年
5
月
千
代
田
区
役
所
新
庁
舎
竣
工
に
伴
い
移
転
。
区
内
観
光
に
も
対
応
す
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

2
0
0
8
年
よ
り
始
め
た
神
保
町
を
巡
る
図
書
館
発
の
ツ
ア
ー
は
、
区
外
在
住
者
の
参
加
が
7
割
を
占
め
る
。
区
内
の
博
物
館
・

美
術
館
や
出
版
社
等
と
の
地
域
連
携
に
よ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
常
設
。

千
代
田
区
立

千
代
田
図
書
館

東
京
都

千
代
田
区

1
9
5
5
年
12
月

（
駿
河
台
図
書
館

か
ら
改
称
）

近
隣
の
日
帰
り
温
泉
施
設
（
杉
戸
天
然
温
泉
「
雅
楽
の
湯
」）
を
ワ
ン
コ
イ
ン
（
5
0
0
円
）
で
楽
し
み
、
再
び
図
書
館
で
読
書

を
楽
し
む
限
定
イ
ベン
ト
「
温
泉
＆
宿
泊
図
書
館
」
を
2
0
1
7
年
よ
り
毎
年
10
月
に
開
催
。

杉
戸
町
立
図
書
館

埼
玉
県

杉
戸
町

2
0
0
6
年
3
月

草
津
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
移
転
し
、「
草
津
町
立
温
泉
図
書
館
」
に
改
称
（
2
0
1
5
年
11
月
）。
温
泉
資
料
を
集
め
た
「
温

泉
本
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
。

草
津
町
立
温
泉
図
書
館

群
馬
県

草
津
町

2
0
1
5
年
11
月

（
移
転
）

美
術
館
、
図
書
館
、
カ
フ
ェ
、
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペー
ス
等
か
ら
成
る
複
合
施
設
で
建
築
魅
力
が
高
い
。
図
書
館
と
美
術

館
の
融
合
に
よ
り〝
自
由
な
街
の
中
の
よ
う
な
場
所
〞を
創
り
出
し
て
い
る
。
地
域
と
つ
な
が
る
「
お
お
た
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」

に
は
市
内
40
施
設
以
上
が
参
加
。

太
田
市
美
術
館・図
書
館
群
馬
県

太
田
市

2
0
1
7
年
4
月

補
助
金
に
頼
ら
な
い
公
民
連
携
開
発
「
紫
波
町
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
注
目
を
集
め
る
。
イ
ベン
ト
や
様
々
な
交
流
の

場
と
な
る
オ
ガ
ー
ル
広
場
に
面
し
た
官
民
複
合
施
設
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」
内
に
図
書
館
と
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
成
る
「
情

報
交
流
館
」
が
あ
る
。
産
直
マ
ル
シ
ェ
も
入
り
、施
設
全
体
が
集
客
装
置
と
な
り
、人
口
3
万
人
の
町
に
年
間
1
0
0
万
人
が
来
訪
。

紫
波
町
情
報
交
流
館

（
図
書
館
）

岩
手
県

紫
波
町

2
0
1
2
年
8
月

建
築
家
仙
田
満
氏
設
計
。
秋
田
杉
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
壮
麗
な
空
間
を
も
つ
。
日
中
は一般
に
広
く
開
放
さ
れ
て
い
る
。

国
際
教
養
大
学

中
嶋
記
念
図
書
館

秋
田
県

秋
田
市

2
0
0
8
年

「
本
の
ま
ち
八
戸
」
の
拠
点
施
設
と
し
て
市
が
運
営
。
近
隣
の
拠
点
施
設
（
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
八
戸
ま
ち
な
か
広

場
マ
チ
ニ
ワ
）
な
ど
と
も
連
携
し
た
多
彩
な
企
画
事
業
を
実
施
。
出
張
者
や
観
光
客
も
注
目
。

八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

青
森
県

八
戸
市

2
0
1
6
年
12
月

「
さ
っ
ぽ
ろ
創
世
ス
ク
エ
ア
」
に
あ
り
、
市
外
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
来
館
も
見
込
む
。
1
階
エ
リ
ア
の
開
放
的
な
空
間
に
は

北
海
道
・
札
幌
の
魅
力
を
伝
え
る
図
書
や
雑
誌
・
カ
ル
チ
ャ
ー
誌
な
ど
を
揃
え
、
札
幌
や
北
海
道
の
魅
力
を
発
信
。

札
幌
市
図
書・情
報
館

北
海
道

札
幌
市

2
0
1
8
年
10
月

1
9
9
7
年
4
月
、
複
合
施
設
「
ま
な
び
パ
ー
ク
た
じ
み
」
内
に
新
館
開
館
。
国
内
有
数
の
陶
磁
器
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
陶

磁
器
関
連
書
籍
や
図
録
な
ど
約
8
0
0
0
点
）
を
所
蔵
）。
地
場
産
業
や
研
究
の
支
援
、
文
化
の
紹
介
な
ど
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
。

多
治
見
市
図
書
館

岐
阜
県

多
治
見
市
1
9
9
7
年
4
月

明
治
時
代
の
飛
騨
地
域
近
代
学
校
創
立
の
先
駆
け
と
な
っ
た
煥
章
学
校
を
模
し
た
図
書
館
建
築
。
外
国
人
観
光
客
向
け
の
観
光

情
報
提
供
、
伝
統
文
化
等
市
の
観
光
文
化
の
発
信
な
ど
観
光
エ
リ
ア
の
図
書
館
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
。

高
山
市
図
書
館

「
煥
章
館
」

岐
阜
県

高
山
市

2
0
0
4
年
4
月

ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ス
タ
ジ
オ
等
を
併
設
し
た
複
合
施
設
。
建
築
家
伊
東
豊
雄
氏
設
計
に
よ
る
岐
阜
県
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

活
用
し
た
「
屋
根
の
つ
い
た
公
園
」
の
よ
う
な
図
書
館
建
築
が
特
徴
。
図
書
館
周
辺
の
店
舗
に
本
棚
を
置
い
た
私
設
図
書
館
「
ぎ

ふ
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
や
そ
れ
ら
を
巡
る
ツ
ア
ー
も
。

岐
阜
市
立
中
央
図
書
館

「
み
ん
な
の
森

ぎ
ふ
メ
ディ
ア
コ
ス
モ
ス
」

岐
阜
県

岐
阜
市

2
0
1
5
年
7
月

富
山
市
立
美
術
館
や
銀
行
、
カ
フ
ェ
、
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
か
ら
な
る
複
合
施
設
「
T
O
Y
A
M
A
き
ら
り
」
に
移
転
開
館
。
建
築

家
隈
研
吾
氏
設
計
に
よ
る
個
性
あ
る
建
築
。
図
書
館
の
本
を
美
術
館
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

富
山
市
立
図
書
館

富
山
県

富
山
市

2
0
1
5
年
8
月

（
移
転
）

壁
面
に
大
中
小
6
0
0
0
個
の
丸
窓
を
あ
つ
ら
え
自
然
光
を
取
り
込
ん
だ
美
し
い
図
書
館
。
世
界
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
る

現
代
建
築
が
集
ま
る
建
築
の
ま
ち
金
沢
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
の一つ
。

金
沢
海
み
ら
い
図
書
館

石
川
県

金
沢
市

2
0
1
1
年
5
月

地
域
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
、
ま
ち
の
魅
力
に
気
づ
い
て
も
ら
う
郷
土
資
料
の
リ
ト
ル
プ
レ
ス
と
も
な
る
地
域
情
報
誌
「
そ
こ
ら
」

を
発
行
。
情
報
収
集
、
編
集
に
は
市
役
所
内
各
課
・
職
員
や
市
民
、
各
種
団
体
が
協
力
・
参
画
。

東
近
江
市
立

八
日
市
図
書
館

滋
賀
県

東
近
江
市
1
9
8
5
年

本
の
特
別
貸
し
出
し
や
、
図
書
館
主
催
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
への
特
別
宿
泊
プ
ラ
ン
の
設
定
な
ど
、
最
寄
駅
に
あ
る
ホ
テ
ル
日
航
奈

良
と
連
携
。
全
国
の
都
道
府
県
立
図
書
館
と
連
携
し
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
図
書
館
交
流
展
示
な
ど
、
図
書
館
を
観

光
に
活
か
す
取
り
組
み
を
実
施
。

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

奈
良
県

奈
良
市

2
0
0
5
年
11
月

古
文
書
や
大
阪
関
連
の
文
献
、
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
分
野
に
特
化
。
創
立
1
0
0
年
を
超
え
る
図
書
館
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
建
物
を
目
的
に
訪
れ
る
観
光
客
も
多
く
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
実
施
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
も
人
気
。

大
阪
府
立

中
之
島
図
書
館

大
阪
市

1
9
0
4
年

中
心
市
街
地
活
性
化
、
遊
休
地
の
活
用
と
い
っ
た
市
の
課
題
を
受
け
、
郊
外
か
ら
ま
ち
な
か
の
商
店
街
に
移
転
。
酒
蔵
の
跡
地

を
活
用
し
、
町
並
み
に
融
合
す
る
よ
う
に
整
備
。
1
階
の
交
流
フ
ロ
ア
で
は
年
間
約
2
0
0
回
も
の
イ
ベン
ト
を
開
催
。

伊
丹
市
立
図
書
館

こ
と
ば
蔵

大
阪
府

伊
丹
市

2
0
1
2
年
7
月

2
0
0
7
年
よ
り
「
島
ま
る
ご
と
図
書
館
構
想
」
を
推
進
。
海
士
町
立
中
央
図
書
館
の
ほ
か
、
学
校
図
書
館
、
公
民
館
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
診
療
所
な
ど
の
図
書
館
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
島
全
体
を
ま
る
ご
と一つ
の
図
書
館
に
し
て
い
る
。

島
根
県
海
士
町

「
島
ま
る
ご
と
図
書
館
」

島
根
県

海
士
町

2
0
1
0
年
10
月

（
中
央
図
書
館
）

建
築
家
隈
研
吾
氏
設
計
に
よ
る
森
の
中
で
読
書
し
て
い
る
よ
う
な
地
元
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
建
築
（
福
祉
施
設
と
の
複
合

施
設
）。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
や
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
人
々
が
出
会
い
交
流
す
る
機
会
を
創
出
。

雲
の
上
の
図
書
館

高
知
県

梼
原
町

2
0
1
8
年
5
月

全
面
改
装
し
、
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）
を
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
。
T
S
U
T
A
Y
A
図
書

館
第
１
号
と
し
て
話
題
を
集
め
た
。
武
雄
温
泉
駅
か
ら
近
く
観
光
客
も
多
く
立
ち
寄
る
。
入
館
者
数
は
年
間
90
万
人
を
超
え
る

（
2
0
1
7
年
度
）。

武
雄
市
図
書
館・

歴
史
資
料
館

佐
賀
県

武
雄
市

2
0
1
3
年
4
月

（
改
装
）

市
街
中
心
部
の
商
業
施
設（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
）の
閉
鎖
を
受
け
て
再
生
し
た
複
合
施
設M

allm
all（

ま
る
ま
る
）内
に
移
転
・

リ
ニ
ュ
ア
ー
ル
。
か
つ
て
の
ま
ち
の
賑
わ
い
の
核
と
な
っ
て
き
た
歴
史
的
建
築
物
の
趣
き
を
巧
み
に
活
か
し
リ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
を
実

現
。

都
城
市
立
図
書
館

宮
崎
県

都
城
市

2
0
1
8
年
4
月

（
移
転
）

指
宿
市・山
川
町・開
聞
町
の
合
併
を
機
に
2
0
0
7
年
指
定
管
理
者
制
度
へ
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
本
と
人
を
つ
な
ぐ「
そ
ら
ま
め
の
会
」

が
運
営
。
市
民
参
加
型
の
図
書
館
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
の
ほ
か
、
喜
入
駅
〜
指
宿
駅
ま
で
の
列
車
で
の
昔
話
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
魅
力

あ
る
グ
ッ
ズ
開
発
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

指
宿
市
立
指
宿・

山
川
図
書
館

鹿
児
島
県

指
宿
市

2
0
0
6
年
1
月

沖
縄
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
立
地
し
観
光
情
報
機
能
と
図
書
館
機
能
を
兼
ね
備
え
た
複
合
施
設
。
博
物
館
を
併
設
。
全
国
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。「
お
ん
な
の
駅
（
農
産
物
物
販
セ
ン
タ
ー
）」
の
商
品
割
引
や
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

への
「
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
設
置
な
ど
、
周
辺
観
光
施
設
と
の
連
携
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
高
い
相
乗
効
果
を
発
揮
。

恩
納
村

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県

恩
納
村

2
0
1
5
年
4
月

地
域
の
観
光
に
寄
与
す
る
図
書
館
注
目
事
例 

取
組
タ
イ
プ

概
　
要

そ
の
他

開
館
年

所
在

図
書
館
名

地
域
魅
力
を

発
信
す
る

図
書
館

地
域
を

つ
な
ぐ

図
書
館

観
光
客
の
滞
在・

時
間
消
費
の
場

と
な
る
図
書
館

観
光
対
象・

来
訪
目
的
と

な
る
図
書
館
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取
組
タ
イ
プ

概
　
要

そ
の
他

開
館
年

所
在

図
書
館
名

地
域
魅
力
を

発
信
す
る

図
書
館

地
域
を

つ
な
ぐ

図
書
館

観
光
客
の
滞
在・

時
間
消
費
の
場

と
な
る
図
書
館

観
光
対
象・

来
訪
目
的
と

な
る
図
書
館

図
書
館
所
蔵
古
書
を
活
用
し
た
携
帯
端
末
用
ア
プ
リ
「
高
遠
ぶ
ら
り
」（
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
）
制
作
と
と
も
に
、
参
加
者
が
街
歩

き
を
し
な
が
ら
地
域
を
知
る
活
動
を
展
開（
高
遠
ぶ
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）。
地
域
内
外
の
出
展
者・来
場
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ「
高

遠
町
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
」、
町
の
再
発
見
に
つ
な
げ
る
「
高
遠
文
芸
賞
」
の
創
設
（
2
0
1
8
年
）
な
ど
。

伊
那
市
立
高
遠
町

図
書
館

長
野
県

伊
那
市

1
9
8
6
年
10
月

南
ア
ル
プ
ス
と
中
央
ア
ル
プ
ス
の
2
つ
の
山
荘
に
山
岳
関
連
の
本
を
備
え
た「
山
の
図
書
館
」を
開
設（
2
0
1
6
年
7
･
8
月
）。

伊
那
市
立
伊
那
図
書
館

長
野
県

伊
那
市

－

2
0
1
7
年
度
よ
り
「
二
度
目
の
旅
は
図
書
館
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
地
域
の
図
書
館
と
テ
ー
マ
・

企
画
内
容
を
共
有
・
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
う
。
県
内
各
市
町
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
、
地
域
情
報
誌
等
を
集
め
た

観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

愛
知
県
図
書
館

愛
知
県

名
古
屋
市
1
9
9
1
年
4
月

本
館
は
塩
尻
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
え
ん
ぱ
ー
く
」内
に
あ
る
。
ワ
イ
ン
に
関
す
る
資
料（
本
館
）や
漆
器
に
関
す
る
資
料（
楢

川
分
館
）
な
ど
、
地
場
産
業
に
関
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
充
実
。

塩
尻
市
立
図
書
館

長
野
県

塩
尻
市

2
0
1
0
年

（
移
転
）

図
書
館
建
築
と
し
て
も
高
い
評
価
を
受
け
、
立
ち
寄
る
観
光
客
も
多
い
。
カ
ウ
ン
タ
ー
は
観
光
案
内
な
ど
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能

も
担
う
。
2
0
1
2
年
よ
り
観
光
客
と
住
民
の
交
流
を
楽
し
む
仕
掛
け
と
し
て
「
ま
ち
じ
ゅ
う
」
図
書
館
を
開
始
。

小
布
施
町
立
図
書
館

ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ

長
野
県

小
布
施
町
2
0
0
9
年

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
「
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
」
の
資
料
を
収
集
（
約
3
万
点
）。
市
内
全
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
資
料
（
ワ
イ
ナ
リ
ー

フ
ァイ
ル
）
を
揃
え
る
。
20
年
以
上
続
く
『
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の
資
料
展
』、
地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
若
手
集
団
と
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
地

域
に
根
差
し
た
図
書
館
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

甲
州
市
立
勝
沼
図
書
館 

山
梨
県

甲
州
市

1
9
9
6
年
11
月

2
0
0
7
年
5
月
千
代
田
区
役
所
新
庁
舎
竣
工
に
伴
い
移
転
。
区
内
観
光
に
も
対
応
す
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

2
0
0
8
年
よ
り
始
め
た
神
保
町
を
巡
る
図
書
館
発
の
ツ
ア
ー
は
、
区
外
在
住
者
の
参
加
が
7
割
を
占
め
る
。
区
内
の
博
物
館
・

美
術
館
や
出
版
社
等
と
の
地
域
連
携
に
よ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
常
設
。

千
代
田
区
立

千
代
田
図
書
館

東
京
都

千
代
田
区

1
9
5
5
年
12
月

（
駿
河
台
図
書
館

か
ら
改
称
）

近
隣
の
日
帰
り
温
泉
施
設
（
杉
戸
天
然
温
泉
「
雅
楽
の
湯
」）
を
ワ
ン
コ
イ
ン
（
5
0
0
円
）
で
楽
し
み
、
再
び
図
書
館
で
読
書

を
楽
し
む
限
定
イ
ベン
ト
「
温
泉
＆
宿
泊
図
書
館
」
を
2
0
1
7
年
よ
り
毎
年
10
月
に
開
催
。

杉
戸
町
立
図
書
館

埼
玉
県

杉
戸
町

2
0
0
6
年
3
月

草
津
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
移
転
し
、「
草
津
町
立
温
泉
図
書
館
」
に
改
称
（
2
0
1
5
年
11
月
）。
温
泉
資
料
を
集
め
た
「
温

泉
本
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
。

草
津
町
立
温
泉
図
書
館

群
馬
県

草
津
町

2
0
1
5
年
11
月

（
移
転
）

美
術
館
、
図
書
館
、
カ
フ
ェ
、
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペー
ス
等
か
ら
成
る
複
合
施
設
で
建
築
魅
力
が
高
い
。
図
書
館
と
美
術

館
の
融
合
に
よ
り〝
自
由
な
街
の
中
の
よ
う
な
場
所
〞を
創
り
出
し
て
い
る
。
地
域
と
つ
な
が
る
「
お
お
た
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」

に
は
市
内
40
施
設
以
上
が
参
加
。

太
田
市
美
術
館・図
書
館
群
馬
県

太
田
市

2
0
1
7
年
4
月

補
助
金
に
頼
ら
な
い
公
民
連
携
開
発
「
紫
波
町
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
注
目
を
集
め
る
。
イ
ベン
ト
や
様
々
な
交
流
の

場
と
な
る
オ
ガ
ー
ル
広
場
に
面
し
た
官
民
複
合
施
設
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」
内
に
図
書
館
と
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
成
る
「
情

報
交
流
館
」
が
あ
る
。
産
直
マ
ル
シ
ェ
も
入
り
、施
設
全
体
が
集
客
装
置
と
な
り
、人
口
3
万
人
の
町
に
年
間
1
0
0
万
人
が
来
訪
。

紫
波
町
情
報
交
流
館

（
図
書
館
）

岩
手
県

紫
波
町

2
0
1
2
年
8
月

建
築
家
仙
田
満
氏
設
計
。
秋
田
杉
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
壮
麗
な
空
間
を
も
つ
。
日
中
は一般
に
広
く
開
放
さ
れ
て
い
る
。

国
際
教
養
大
学

中
嶋
記
念
図
書
館

秋
田
県

秋
田
市

2
0
0
8
年

「
本
の
ま
ち
八
戸
」
の
拠
点
施
設
と
し
て
市
が
運
営
。
近
隣
の
拠
点
施
設
（
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
八
戸
ま
ち
な
か
広

場
マ
チ
ニ
ワ
）
な
ど
と
も
連
携
し
た
多
彩
な
企
画
事
業
を
実
施
。
出
張
者
や
観
光
客
も
注
目
。

八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

青
森
県

八
戸
市

2
0
1
6
年
12
月

「
さ
っ
ぽ
ろ
創
世
ス
ク
エ
ア
」
に
あ
り
、
市
外
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
来
館
も
見
込
む
。
1
階
エ
リ
ア
の
開
放
的
な
空
間
に
は

北
海
道
・
札
幌
の
魅
力
を
伝
え
る
図
書
や
雑
誌
・
カ
ル
チ
ャ
ー
誌
な
ど
を
揃
え
、
札
幌
や
北
海
道
の
魅
力
を
発
信
。

札
幌
市
図
書・情
報
館

北
海
道

札
幌
市

2
0
1
8
年
10
月

1
9
9
7
年
4
月
、
複
合
施
設
「
ま
な
び
パ
ー
ク
た
じ
み
」
内
に
新
館
開
館
。
国
内
有
数
の
陶
磁
器
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
陶

磁
器
関
連
書
籍
や
図
録
な
ど
約
8
0
0
0
点
）
を
所
蔵
）。
地
場
産
業
や
研
究
の
支
援
、
文
化
の
紹
介
な
ど
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
。

多
治
見
市
図
書
館

岐
阜
県

多
治
見
市
1
9
9
7
年
4
月

明
治
時
代
の
飛
騨
地
域
近
代
学
校
創
立
の
先
駆
け
と
な
っ
た
煥
章
学
校
を
模
し
た
図
書
館
建
築
。
外
国
人
観
光
客
向
け
の
観
光

情
報
提
供
、
伝
統
文
化
等
市
の
観
光
文
化
の
発
信
な
ど
観
光
エ
リ
ア
の
図
書
館
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
。

高
山
市
図
書
館

「
煥
章
館
」

岐
阜
県

高
山
市

2
0
0
4
年
4
月

ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ス
タ
ジ
オ
等
を
併
設
し
た
複
合
施
設
。
建
築
家
伊
東
豊
雄
氏
設
計
に
よ
る
岐
阜
県
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

活
用
し
た
「
屋
根
の
つ
い
た
公
園
」
の
よ
う
な
図
書
館
建
築
が
特
徴
。
図
書
館
周
辺
の
店
舗
に
本
棚
を
置
い
た
私
設
図
書
館
「
ぎ

ふ
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
や
そ
れ
ら
を
巡
る
ツ
ア
ー
も
。

岐
阜
市
立
中
央
図
書
館

「
み
ん
な
の
森

ぎ
ふ
メ
ディ
ア
コ
ス
モ
ス
」

岐
阜
県

岐
阜
市

2
0
1
5
年
7
月

富
山
市
立
美
術
館
や
銀
行
、
カ
フ
ェ
、
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
か
ら
な
る
複
合
施
設
「
T
O
Y
A
M
A
き
ら
り
」
に
移
転
開
館
。
建
築

家
隈
研
吾
氏
設
計
に
よ
る
個
性
あ
る
建
築
。
図
書
館
の
本
を
美
術
館
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

富
山
市
立
図
書
館

富
山
県

富
山
市

2
0
1
5
年
8
月

（
移
転
）

壁
面
に
大
中
小
6
0
0
0
個
の
丸
窓
を
あ
つ
ら
え
自
然
光
を
取
り
込
ん
だ
美
し
い
図
書
館
。
世
界
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
る

現
代
建
築
が
集
ま
る
建
築
の
ま
ち
金
沢
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
の一つ
。

金
沢
海
み
ら
い
図
書
館

石
川
県

金
沢
市

2
0
1
1
年
5
月

地
域
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
、
ま
ち
の
魅
力
に
気
づ
い
て
も
ら
う
郷
土
資
料
の
リ
ト
ル
プ
レ
ス
と
も
な
る
地
域
情
報
誌
「
そ
こ
ら
」

を
発
行
。
情
報
収
集
、
編
集
に
は
市
役
所
内
各
課
・
職
員
や
市
民
、
各
種
団
体
が
協
力
・
参
画
。

東
近
江
市
立

八
日
市
図
書
館

滋
賀
県

東
近
江
市
1
9
8
5
年

本
の
特
別
貸
し
出
し
や
、
図
書
館
主
催
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
への
特
別
宿
泊
プ
ラ
ン
の
設
定
な
ど
、
最
寄
駅
に
あ
る
ホ
テ
ル
日
航
奈

良
と
連
携
。
全
国
の
都
道
府
県
立
図
書
館
と
連
携
し
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
図
書
館
交
流
展
示
な
ど
、
図
書
館
を
観

光
に
活
か
す
取
り
組
み
を
実
施
。

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

奈
良
県

奈
良
市

2
0
0
5
年
11
月

古
文
書
や
大
阪
関
連
の
文
献
、
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
分
野
に
特
化
。
創
立
1
0
0
年
を
超
え
る
図
書
館
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
建
物
を
目
的
に
訪
れ
る
観
光
客
も
多
く
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
実
施
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
も
人
気
。

大
阪
府
立

中
之
島
図
書
館

大
阪
市

1
9
0
4
年

中
心
市
街
地
活
性
化
、
遊
休
地
の
活
用
と
い
っ
た
市
の
課
題
を
受
け
、
郊
外
か
ら
ま
ち
な
か
の
商
店
街
に
移
転
。
酒
蔵
の
跡
地

を
活
用
し
、
町
並
み
に
融
合
す
る
よ
う
に
整
備
。
1
階
の
交
流
フ
ロ
ア
で
は
年
間
約
2
0
0
回
も
の
イ
ベン
ト
を
開
催
。

伊
丹
市
立
図
書
館

こ
と
ば
蔵

大
阪
府

伊
丹
市

2
0
1
2
年
7
月

2
0
0
7
年
よ
り
「
島
ま
る
ご
と
図
書
館
構
想
」
を
推
進
。
海
士
町
立
中
央
図
書
館
の
ほ
か
、
学
校
図
書
館
、
公
民
館
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
診
療
所
な
ど
の
図
書
館
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
島
全
体
を
ま
る
ご
と一つ
の
図
書
館
に
し
て
い
る
。

島
根
県
海
士
町

「
島
ま
る
ご
と
図
書
館
」

島
根
県

海
士
町

2
0
1
0
年
10
月

（
中
央
図
書
館
）

建
築
家
隈
研
吾
氏
設
計
に
よ
る
森
の
中
で
読
書
し
て
い
る
よ
う
な
地
元
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
建
築
（
福
祉
施
設
と
の
複
合

施
設
）。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
や
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
人
々
が
出
会
い
交
流
す
る
機
会
を
創
出
。

雲
の
上
の
図
書
館

高
知
県

梼
原
町

2
0
1
8
年
5
月

全
面
改
装
し
、
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
C
C
C
）
を
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
。
T
S
U
T
A
Y
A
図
書

館
第
１
号
と
し
て
話
題
を
集
め
た
。
武
雄
温
泉
駅
か
ら
近
く
観
光
客
も
多
く
立
ち
寄
る
。
入
館
者
数
は
年
間
90
万
人
を
超
え
る

（
2
0
1
7
年
度
）。

武
雄
市
図
書
館・

歴
史
資
料
館

佐
賀
県

武
雄
市

2
0
1
3
年
4
月

（
改
装
）

市
街
中
心
部
の
商
業
施
設（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
）の
閉
鎖
を
受
け
て
再
生
し
た
複
合
施
設M

allm
all（

ま
る
ま
る
）内
に
移
転
・

リ
ニ
ュ
ア
ー
ル
。
か
つ
て
の
ま
ち
の
賑
わ
い
の
核
と
な
っ
て
き
た
歴
史
的
建
築
物
の
趣
き
を
巧
み
に
活
か
し
リ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
を
実

現
。

都
城
市
立
図
書
館

宮
崎
県

都
城
市

2
0
1
8
年
4
月

（
移
転
）

指
宿
市・山
川
町・開
聞
町
の
合
併
を
機
に
2
0
0
7
年
指
定
管
理
者
制
度
へ
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
本
と
人
を
つ
な
ぐ「
そ
ら
ま
め
の
会
」

が
運
営
。
市
民
参
加
型
の
図
書
館
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
の
ほ
か
、
喜
入
駅
〜
指
宿
駅
ま
で
の
列
車
で
の
昔
話
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
魅
力

あ
る
グ
ッ
ズ
開
発
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

指
宿
市
立
指
宿・

山
川
図
書
館

鹿
児
島
県

指
宿
市

2
0
0
6
年
1
月

沖
縄
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
立
地
し
観
光
情
報
機
能
と
図
書
館
機
能
を
兼
ね
備
え
た
複
合
施
設
。
博
物
館
を
併
設
。
全
国
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。「
お
ん
な
の
駅
（
農
産
物
物
販
セ
ン
タ
ー
）」
の
商
品
割
引
や
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

への
「
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
設
置
な
ど
、
周
辺
観
光
施
設
と
の
連
携
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
高
い
相
乗
効
果
を
発
揮
。

恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県

恩
納
村

2
0
1
5
年
4
月

地
域
の
観
光
に
寄
与
す
る
図
書
館
注
目
事
例 

取
組
タ
イ
プ

概
　
要

そ
の
他

開
館
年

所
在

図
書
館
名

地
域
魅
力
を

発
信
す
る

図
書
館

地
域
を

つ
な
ぐ

図
書
館

観
光
客
の
滞
在・

時
間
消
費
の
場

と
な
る
図
書
館

観
光
対
象・

来
訪
目
的
と

な
る
図
書
館
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セ
ン
タ
ー
は
現
地
の
観
光
推
進
団
体
と
も
つ

な
が
り
を
持
っ
て
情
報
収
集
し
て
お
り
、
今

後
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
も
拡
充
予

定
。

参
加
者
…
ル
ー
ト
サ
イ
ン
や
案
内
版
、
ス
マ

ホ
対
応
マ
ッ
プ
作
成
の
予
定
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
今
年
度
中
に
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
全
線
に
サ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
る
予
定
。

ス
マ
ホ
対
応
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
今
年
度
中

の
公
開
を
目
指
し
て
作
成
を
進
め
て
い
る
。

プ
ロ
ハ
イ
カ
ー
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
必

要
な
情
報
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
現
在
取
り

ま
と
め
作
業
を
進
め
て
い
る
段
階
。

参
加
者
…
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
み
た
い
場

合
の
お
す
す
め
区
間
は
ど
こ
か
。

櫻
庭
氏
…
〝
海
の
ア
ル
プ
ス
〞
と
言
わ
れ
る

だ
け
あ
り
、
岩
手
県
の
区
間
は
崖
の
上
り
下

り
も
あ
っ
て
か
な
り
厳
し
い
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
。
青
森
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
は
フ

ラ
ッ
ト
な
区
間
が
多
く
、
年
配
の
方
で
も
歩

い
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　人
気
が
あ
る
の
は
八
戸
の
種
差
海
岸
。
二

次
交
通
が
充
実
し
て
い
る
た
め
区
間
を
分
け

て
歩
き
や
す
く
、
民
宿
も
多
い
。
ま
た
、
民

宿
の
方
た
ち
の
多
く
が
ル
ー
ト
設
定
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
ハ

イ
カ
ー
に
対
す
る
理
解
度
が
高
く
、
お
弁
当

付
き
プ
ラ
ン
な
ど
ハ
イ
カ
ー
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
も
充
実
し
て
い
る
。

参
加
者
…
交
通
事
業
者
と
連
携
し
た
日
帰
り

コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
3
分

の
2
程
度
は
、
二
次
交
通
を
利
用
し
な
が
ら

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
J
R
の
「
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
に
も
マ
ッ
チ
す
る
だ
ろ

う
。　ま

た
、
環
境
省
や
三
陸
鉄
道
、
岩
手
県
北

バ
ス
職
員
の
有
志
で
「
俺
た
ち
歩
こ
う
会
」

を
結
成
し
、
ト
レ
イ
ル
以
外
に
も
旧
街
道
や

塩
の
道
な
ど
を
歩
い
て
ツ
ア
ー
造
成
を
検
討

す
る
と
い
う
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

情
報
共
有
が
下
地
と
な
り
、
三
陸
鉄
道
で
も

ト
レ
イ
ル
ツ
ア
ー
の
試
行
を
始
め
た
と
こ
ろ
。

参
加
者
…
ト
レ
イ
ル
の
楽
し
み
方
を
伝
え
る

た
め
の
取
り
組
み
を
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
コ
ン
テ

ン
ツ
づ
く
り
は
精
力
的
に
進
め
て
き
た
が
、

広
報
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況
。
最
近

は
年
に
3
・
4
回
、
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
製

造
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
P
R
し
て
い
る
。

広
報
は
行
政
が
苦
手
と
す
る
分
野
で
あ
り
、

民
間
セ
ク
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
地
域
側
の

認
知
度
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
、
地
域
住

民
の
購
読
率
が
高
い
ロ
ー
カ
ル
紙
の
取
材
は

積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
た
。

　ガ
イ
ド
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
プ
ロ

と
し
て
ト
レ
イ
ル
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
の

は
八
戸
く
ら
い
。
他
に
は
、
ル
ー
ト
設
定
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
た
方
た
ち
が
、

副
業
的
に
ガ
イ
ド
を
引
き
受
け
る
と
い
う
動

き
が
少
し
ず
つ
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。

参
加
者
…
実
際
に
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
て
み
て
、

地
域
の
中
で
も
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知
度

に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

櫻
庭
氏
…
ハ
イ
カ
ー
の
存
在
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
く
る
と
、
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知

度
が
高
ま
り
、
様
々
な
活
動
の
広
が
り
が
生

ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
世
界
で
最
初
に
で
き

た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ア

パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
で
は
、
地
域
住
民
が

ハ
イ
カ
ー
に
対
し
て
宿
や
食
事
を
提
供
す
る

こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は

ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
成
立
す
る
理
由
は
、

国
認
定
第
一
号
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
自
分

た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
あ
る
こ
と
を
非
常
に
誇

り
に
思
い
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
を
尊
敬
し
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ト
レ
イ

ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
存
在
が
、
全
世
界
の
ト
レ

イ
ル
の
中
で
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
が
最

も
格
式
が
高
い
と
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
が
認
め

る
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
四
国

遍
路
が
近
い
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
も
、
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ

●
ト
レ
イ
ル
の
維
持
管
理
に
は
も
ち
ろ
ん
地

域
住
民
も
参
加
し
、
外
の
人
と
地
域
住
民
の

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
外
の
人
か
ら
の

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
ぜ
ひ
続
け
る
べ
き

だ
」と
い
う
反
応
が
、地
域
住
民
の
ト
レ
イ
ル

に
対
す
る
愛
着
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
意
義

●
観
光
と
は
、
地
域
に
存
在
す
る
資
源
の
魅

力
を
体
感
す
る
こ
と
で
あ
り
、
優
れ
た
観
光

と
は
、
旅
行
者
が
地
域
を
学
ぶ
、
理
解
す
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
通
し
て

実
現
し
た
い
こ
と
は
、
歩
く
旅
の
復
権
で
あ

る
。
長
距
離
を
時
間
を
か
け
て
歩
く
こ
と
で

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
の

な
か
で
様
々
な
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
の
で

き
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、
地
域
に
対
す
る

深
い
理
解
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
非
常

に
満
足
度
が
高
い
旅
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

●
観
光
関
連
事
業
の
費
用
対
効
果
の
説
明
に

際
し
て
は
、
一
般
的
に
は
利
用
者
数
や
経
済

効
果
が
指
標
と
な
る
が
、
本
来
的
な
意
味
で

の
震
災
復
興
を
考
え
た
と
き
に
、
経
済
が
回

れ
ば
地
域
が
す
ご
く
良
く
な
る
か
と
い
う
と

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
利
用
者
が
い
か

に
満
足
し
た
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
震
災
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

地
域
を
通
る
ト
レ
イ
ル
に
と
っ
て
、
地
域
振

興
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
は
非
常
に

重
要
な
命
題
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を

歩
い
て
地
域
資
源
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
伝
わ
る
知
恵
や
生
活
様
式
と
い

っ
た
価
値
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
都
会
に
地

域
を
応
援
す
る
気
持
ち
の
人
を
増
や
し
た
い
。

ま
た
、
そ
う
し
た
応
援
者
が
増
え
る
こ
と
で
、

地
域
に
住
ま
う
人
が
地
域
の
価
値
に
気
づ
く

機
会
を
生
み
出
し
た
い
。

●
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
長
い
時
間
を
か

け
た
旅
で
は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
何
度
も
す

れ
違
う
ハ
イ
カ
ー
同
士
の
心
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
。
ま
た
、
歩
く
速
度
だ
か
ら
こ
そ
、

ハ
イ
カ
ー
と
地
域
と
の
触
れ
合
い
も
生
ま
れ

る
。
こ
れ
が
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
本
質
的
な

魅
力
で
あ
る
。

●
今
後
の
展
開
を
考
え
る
際
、
三
陸
に
は
雪

が
降
ら
な
い
と
い
う
の
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
だ
と
考
え
て
い
る
。
冬
山
登
山
は
難

し
い
が
ハ
イ
キ
ン
グ
程
度
な
ら
楽
し
み
た
い

と
い
う
方
は
、
冬
季
の
東
北
観
光
に
と
っ
て

う
っ
て
つ
け
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
1,
0
0
0
㎞
を
超
え
る
長
い
ト
レ

イ
ル
で
あ
る
こ
と
が
リ
ピ
ー
タ
ー
化
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

加
藤
則
芳
氏
が

目
指
し
た
も
の

●
現
代
社
会
は
、
団
体
に
加
わ
っ
て
得
ら
れ

る
利
益
が
成
員
の
関
心
の
中
心
に
な
っ
て
結

合
さ
れ
る
利
益
社
会
＝
「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ト
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
加
藤
氏
は
、

自
然
的
・
直
接
的
に
打
算
抜
き
で
結
合
し
た

共
同
社
会
＝
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
の
価

値
観
を
顧
み
る
こ
と
が
、
現
代
人
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
日
本
に
紹
介
し
続
け
た
。

●
自
然
体
験
の
提
供
に
お
い
て
は
、
フ
ロ
ン

ト
カ
ン
ト
リ
ー
と
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
と
い

う
2
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
フ
ロ
ン
ト
カ
ン

ト
リ
ー
は
、
観
光
地
と
し
て
整
備
さ
れ
管
理

責
任
者
が
い
る
場
。
一
方
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
は
強
烈
な
自
然
体
験
を
提
供
す
る
場
で

あ
り
、
自
己
判
断
・
自
己
責
任
で
の
行
動
が

求
め
ら
れ
る
。
加
藤
氏
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
を
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
組
み
込

む
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
満
潮
に
な
る

と
通
れ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ト
レ
イ
ル
を

設
定
す
れ
ば
、
満
潮
か
干
潮
を
あ
ら
か
じ
め

判
断
す
る
必
要
が
生
じ
、
長
旅
で
あ
れ
ば
潮

の
干
満
時
刻
を
踏
ま
え
た
行
動
計
画
も
必
要

と
な
る
。
現
時
点
の
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
に
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
要
素
は
あ

ま
り
組
み
込
め
て
い
な
い
が
、
今
後
は
、
一

歩
進
ん
だ
ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
み
方
も
提
案

し
て
い
き
た
い
。

 

 
参
加
者
…
宿
泊
施
設
に
関
す
る
情
報
提
供
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
（
宮
城

県
名
取
市
に
環
境
省
が
設
置
）
を
運
営
し
て

い
る
「
N
P
O
法
人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク

ラ
ブ
」
に
て
、
宿
泊
施
設
や
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
進
め

て
い
る
。
W
E
B
に
も
掲
載
す
る
予
定
。
同

口
：
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で
を
つ
な
ぐ
、

総
延
長
1,
0
2
5
㎞
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
、
歩
い
て
旅
を
す
る

た
め
の
長
い
道
の
こ
と
。
具
体
的
な
距
離
数

の
定
義
は
な
い
が
、
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

協
会
登
録
の
ト
レ
イ
ル
の
中
で
、
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
は
圧
倒
的
に
最
長
。
海
岸
沿

い
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
。

2
0
1
9
年
6
月
9
日
に
全
線
開
通
し
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

構
想
の
き
っ
か
け

〜
加
藤
則
芳
氏
の
存
在
〜

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
日
本
に
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
紹
介
し
た
第
一
人
者

と
言
わ
れ
る
作
家
、
加
藤
則
芳
氏
の
ア
イ
デ

ィ
ア
に
よ
り
生
ま
れ
た
。
加
藤
氏
は
自
然
保

護
に
関
す
る
造
詣
が
深
く
、
国
立
公
園
制
度

の
父
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
の
研
究
で

も
知
ら
れ
る
。
人
間
は
自
然
の
中
で
生
ま
れ
、

自
然
と
調
和
を
図
り
な
が
ら
生
き
て
き
た
生

き
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
意
味
で
「
人
は
本
来
、
自
然
人

で
あ
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

い
る
。

●
2
0
1
1
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
、
環
境
省
に
加
藤
氏
が
訪
れ
、
震
災
復

興
の
た
め
に
東
北
太
平
洋
沿
岸
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
提
言
さ
れ
た
。

世
界
的
に
見
て
も
海
岸
部
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
は
珍
し
く
、
海
外
か
ら
の
来
訪
も
期
待
で

き
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
三
陸
の
厳

し
い
崖
の
海
岸
線
を
上
り
下
り
し
た
り
、
満

潮
時
に
は
通
行
不
可
に
な
る
よ
う
な
ト
レ
イ

ル
を
あ
え
て
設
定
す
る
、
つ
ま
り
ゲ
ー
ム
性

を
取
り
入
れ
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル

と
す
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
提
言
を

受
け
て
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
提
言
さ
れ
た

当
時
、
加
藤
氏
は
す
で
に
A
L
S
（
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
）
を
発
症
し
て
お
り
、
ト
レ

イ
ル
の
全
線
開
通
を
目
に
す
る
こ
と
な
く

2
0
1
3
年
4
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
動
け

な
く
な
る
直
前
ま
で
車
い
す
で
全
国
各
地
に

講
演
に
回
り
、
人
と
自
然
が
触
れ
合
う
場
と

し
て
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
い
か
に
素
晴
ら
し

い
か
を
広
め
て
い
た
。

●
ト
レ
イ
ル
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
設
定

者
が
自
ら
歩
い
て
自
分
で
体
感
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
い
う
加
藤
氏
の
指
示
を
受
け
、
自

分
が
の
べ
47
日
間
か
け
て
現
地
を
歩
き
、
そ

れ
を
加
藤
氏
に
報
告
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
と
い
う
形
で
ル
ー
ト
の
構
想
を
練
っ
て

い
っ
た
。

●
東
日
本
大
震
災
後
、
環
境
省
と
し
て
は
、

自
然
の
脅
威
と
そ
れ
へ
の
対
抗
と
い
う
面
だ

け
で
は
な
く
、
自
然
か
ら
受
け
て
い
る
恩
恵

の
面
も
き
ち
ん
と
見
つ
め
な
が
ら
復
興
を
進

め
る
よ
う
提
案
し
て
き
た
。
三
陸
沿
岸
に
は

南
北
に
長
い
三
陸
復
興
国
立
公
園
（
旧
陸
中

海
岸
国
立
公
園
）
が
あ
り
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
と
の
相
性
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
事
業
が

進
め
ら
れ
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

の
検
討
過
程

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
大
き
な
特
徴

は
、
地
域
の
意
見
で
ル
ー
ト
を
作
り
上
げ
た

と
い
う
点
。
地
域
住
民
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
情
報
を
持
ち
寄
り
、
現
地

調
査
を
行
い
、
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

て
ル
ー
ト
案
を
決
定
す
る
と
い
う
流
れ
で
進

め
た
。
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
線

で
2
0
0
回
を
超
え
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域

住
民
自
ら
作
り
上
げ
た
ト
レ
イ
ル
と
い
う
の

は
、
日
本
の
他
の
ト
レ
イ
ル
で
は
聞
い
た
こ

と
が
な
い
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
自
然
の
中
を

通
る
道
で
あ
り
、
夏
場
は
下
草
刈
り
が
欠
か

せ
な
い
。
こ
う
し
た
維
持
管
理
作
業
は
、
多

く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
イ
ベ
ン
ト
形

式
で
実
施
し
て
い
る
。
1
泊
2
日
の
草
刈
り

イ
ベ
ン
ト
に
30
〜
50
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

過
去
に
は
大
阪
や
九
州
か
ら
の
参
加
も
あ
っ

た
。

　2
0
1
9
年
7
月
24
日（
水
）、「
東
北
1,

0
0
0
km
を
つ
な
ぐ
〝
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
〞
〜
自
然
資
源
を
生
か
し
た
地
域
の
活

躍
の
場
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
17
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
資
す
る
た
め
、
環
境

省
が
2
0
1
1
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ひ
と

つ
で
す
。
歩
く
こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
自
然

と
暮
ら
し
に
出
会
い
、
震
災
の
記
憶
に
触
れ
、

地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
構
想
段
階
か
ら
全
線
開
通
ま
で
、

第
一
線
で
担
当
し
た
環
境
省
の
櫻
庭
氏
を
お

招
き
し
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
、

構
想
の
き
っ
か
け
、
検
討
過
程
、
意
義
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　後
半
の
意
見
交
換
で
は
、
情
報
提
供
、
ル

ー
ト
整
備
、
安
全
管
理
、
交
通
事
業
者
と
の

連
携
、
ガ
イ
ド
育
成
、
地
域
住
民
の
意
識
醸

成
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、
様
々
な
視
点
か

ら
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
非
常
に
熱
気
に
満

ち
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
概
要

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
北
の
玄
関

口
：
青
森
県
八
戸
市
蕪
島
か
ら
南
の
玄
関

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

に
か
け
る
想
い

司
会
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
こ
こ
ま

で
熱
心
に
取
り
組
め
る
理
由
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
た
い
。

櫻
庭
氏
…
長
崎
県
の
五
島
列
島
に
駐
在
時
、

九
州
自
然
歩
道
を
五
島
列
島
ま
で
延
伸
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
自
分
が
赴
任
し
た
時
点
で

ル
ー
ト
計
画
は
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
い
た
が
、

設
定
者
自
ら
に
よ
る
現
地
調
査
を
踏
ま
え
ず

机
上
だ
け
で
引
い
た
道
、
歩
く
人
の
目
線
に

立
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
な
い
道
だ
っ
た
た
め
、

非
常
に
つ
ま
ら
な
い
道
と
な
っ
て
い
た
。

　困
っ
た
私
が
上
司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

加
藤
則
芳
氏
を
紹
介
さ
れ
、
実
際
に
五
島
列

島
ま
で
来
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
に
は
す

で
に
A
L
S
を
発
症
し
て
お
り
、
か
な
り
体

は
辛
か
っ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
日
本

に
定
着
さ
せ
た
い
と
い
う
意
気
込
み
で
、
熱

心
に
指
導
い
た
だ
い
た
。

　五
島
列
島
で
の
任
期
を
ま
も
な
く
終
え
る

頃
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
環
境
省
本

省
で
は
加
藤
氏
の
提
言
を
受
け
て
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
産
声
を
上
げ
て
い
た
。

年
度
が
変
わ
り
、
4
月
1
日
付
で
本
省
勤
務

に
な
る
と
、
ト
レ
イ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
三

陸
復
興
推
進
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、

加
藤
氏
と
再
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　加
藤
氏
本
人
の
熱
意
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

周
囲
の
人
た
ち
も
、
と
て
つ
も
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
加
藤
氏
が
亡

く
な
ら
れ
た
今
で
も
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い

る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
、
こ

れ
は
生
半
可
な
気
持
ち
で
は
関
わ
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
う
し
、
公
務
員
だ
か
ら
自
分
だ

け
先
に
抜
け
ま
す
、
と
い
う
気
に
も
全
く
な

ら
な
い
。
人
事
面
で
の
配
慮
も
あ
り
、
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
生
ま
れ
て
か
ら

全
線
開
通
ま
で
の
8
年
間
半
に
わ
た
っ
て
関

わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
仕
事
冥

利
に
尽
き
る
と
感
じ

て
い
る
。

お
わ
り
に

　終
了
後
、
参
加
者

の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

「
ト
レ
イ
ル
に
つ
い

て
ほ
ぼ
初
め
て
知
っ

た
が
理
解
が
深
ま
っ

た
」「
歩
く
旅
の
復

権
と
い
う
主
張
に
心

か
ら
共
感
す
る
」

「
加
藤
則
芳
氏
の
熱
意
を
受
け
て
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
物
語
自
体

に
感
動
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　私
自
身
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ

デ
ル
事
業
で
東

北
太
平
洋
沿
岸

地
域
に
関
わ
っ

た
経
験
が
あ
り
、

そ
こ
で
知
り
合

っ
た
素
敵
な
人

た
ち
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た

い
と
い
う
思
い

で
、
今
回
の
た

び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
企
画
し
ま
し
た
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
、
東
北
の
魅
力
が
伝
わ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
文
：
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
企
画
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

ル
や
お
遍
路
さ
ん
の
よ
う
に
、
存
在
と
し
て

定
着
し
、
文
化
と
し
て
熟
成
さ
れ
、
そ
の
地

域
と
一
体
化
し
た
ト
レ
イ
ル
に
育
て
て
い
き

た
い
と
思
う
。

参
加
者
…
フ
ラ
ン
ス
人
は
ト
レ
イ
ル
に
対
す

る
関
心
が
高
い
。
外
国
人
に
対
す
る
情
報
発

信
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
実
際
に
欧
米
系
の
方
が
ト
レ
イ
ル

を
歩
い
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
ト
レ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
に
英
語
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
テ
レ
ワ
ー

ク
で
多
言
語
対
応
化
も
進
め
る
予
定
。
イ
ギ

リ
ス
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
記
者
か
ら
取
材
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
記
事
が
広
告
媒

体
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
既
存
の
道
を
つ
な
い
で
新
た
な
ト

レ
イ
ル
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
地
域
住
民

に
は
何
を
つ
く
る
と
説
明
し
た
の
か
（
地
域

住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
）。

櫻
庭
氏
…
こ
の
エ
リ
ア
は
陸
中
海
岸
国
立
公

園
（
現
在
は
三
陸
復
興
国
立
公
園
）
と
い
う

国
立
公
園
エ
リ
ア
で
、
素
晴
ら
し
い
海
岸
景

観
を
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
む
た
め
の
遊
歩

道
が
も
と
も
と
あ
っ
た
。
地
域
の
方
に
は
、

「
こ
の
遊
歩
道
を
昔
み
な
さ
ん
が
使
っ
た
道

で
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

道
を
思
い
出
す
作
業
を
通
じ
て
、
道
が
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
道
に
ま
つ
わ
る
自
分
自

身
の
物
語
も
抽
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
地
域
の

方
に
と
っ
て
は
、
自
分
と
関
わ
っ
た
道
が
復

活
す
る
と
い
う
期
待
感
が
あ
り
、
ト
レ
イ
ル

の
設
定
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
に
参
加
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ル
ー

ト
と
復
興
工
事
の
関
係
は
？

櫻
庭
氏
…
沿
岸
部
に
は
万
里
の
長
城
の
ご
と

く
防
潮
堤
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
一
部
は
海

が
見
え
な
い
区
間
も
あ
る
。
防
潮
堤
の
上
に

ル
ー
ト
を
通
し
て
い
る
区
間
も
あ
る
。
山
あ

り
谷
あ
り
海
岸
あ
り
と
歩
き
、
里
に
下
り
る

と
防
潮
堤
、
防
潮
堤
を
越
え
て
町
場
に
入
り

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
後
、
再
び
防
潮

堤
を
越
え
て
山
側
に
戻
る
と
い
う
ル
ー
ト
に

な
っ
て
い
る
。
自
然
が
好
き
な
方
は
八
戸
〜

金
華
山
ま
で
の
ル
ー
ト
が
ま
さ
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
ら
し
い
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
南

側
の
ル
ー
ト
は
町
場
と
近
く
、
気
軽
に
食
べ

歩
き
な
ど
も
楽
し
め
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い

る
。
区
間
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、
好
み
に
応

じ
て
選
択
し
て
も
ら
い
た
い
。

参
加
者
…
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

櫻
庭
氏
…
地
域
に
も
と
も
と
あ
る
救
命
や
防

災
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て
の
対
応
を
基
本
と

考
え
て
お
り
、
今
後
各
地
区
の
消
防
や
消
防

団
と
の
情
報
共
有
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
全
線
サ
イ
ン
整
備
後
、
各
サ
イ
ン
に
ナ

ン
バ
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
番
号
で
自
分
の

場
所
を
識
別
し
、
救
助
側
に
ス
ム
ー
ズ
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
予
定
。
ま
た
、
ハ
イ

カ
ー
に
は
ラ
ジ
オ
や
ク
マ
鈴
、
ス
ズ
メ
バ
チ

に
刺
さ
れ
た
と
き
用
の
リ
ム
ー
バ
ー
な
ど
を

携
行
す
る
よ
う
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

参
加
者
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
方
法
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し
た
情
報
の

扱
い
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
は
役
場

が
発
行
す
る
広
報
誌
が
主
な
手
段
。
そ
の
際
、

そ
の
後
の
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ

う
、
各
地
区
の
区
長
に
は
必
ず
参
加
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
。
地
域
の
歴
史
に
詳
し
い

教
育
委
員
会
出
身
の
方
も
議
論
に
お
い
て
重

要
だ
っ
た
。
役
場
の
協
力
を
得
る
た
め
に
、

各
市
町
村
の
首
長
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
。

　ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し

た
情
報
の
裏
付
け
や
蓄
積
は
、
他
の
担
当
者

は
行
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
自
分
は
し

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
情
報
は
ト
レ
イ
ル
の

魅
力
を
伝
え
る
貴
重
な
情
報
源
で
、
今
後
何

ら
か
の
形
で
情
報
共
有
が
必
要
だ
と
思
う
。

司
会
…
日
本
交
通
公
社
で
は
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
と
同
じ
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
復
興
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
て
い
た
。

岩
手
県
久
慈
市
、
洋
野
町
、
山
田
町
、
宮
城

県
気
仙
沼
市
唐
桑
半
島
、
塩
竈
市
浦
戸
諸
島
、

福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
の
6
か
所
の
モ
デ
ル

地
域
の
う
ち
、
浦
戸
諸
島
に
お
い
て
、
地
域

の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
図
書
館
資
料
の

情
報
を
整
理
し
て
、
地
域
の
隠
れ
た
魅
力
を

掘
り
起
こ
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た

こ
と
が
あ
る
。
ト
レ
イ
ル
や
エ
コ
ツ
ア
ー
の

ガ
イ
ド
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
ブ
ッ
ク
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
地
域
の
方

自
身
が
地
域
の
魅
力
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
ま
た
、
学
校
の
教
材
と
し
て
も
使

わ
れ
て
い
る
。

参
加
者
…
入
込
客
数
以
外
に
、
効
果
測
定
手

法
と
し
て
想
定
し
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
現
状
で
は
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
の
配

布
数
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
り
、
ハ
イ
カ
ー
自
身

に
数
取
器
を
押
し
て
も
ら
っ
て
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
正
確
な
数
値
で
は
な

い
た
め
、
赤
外
線
カ
ウ
ン
タ
ー
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
適
切
な
設
置
場
所
が
難
し
い

が
、
90
％
程
度
の
精
度
で
間
違
い
な
く
ト
レ

イ
ル
を
歩
い
て
い
る
方
を
カ
ウ
ン
ト
で
き
そ

う
な
箇
所
を
、
10
地
点
ほ
ど
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

17 回第

東
北
1
0
0
0   

を
つ
な
ぐ

〝
み
ち
の
く
潮
風
トレイル
〞

「

」

〜
自
然
資
源
を
生
か
し
た

地
域
の
活
躍
の
場
づ
く
り
〜

櫻
庭
佑
輔
氏（
さ
く
ら
ば
・
ゆ
う
す
け
）

1
9
7
7
年
生
ま
れ
。

環
境
省
東
北
地
方
環
境
事
務
所
自
然
環
境
整
備
課 

課
長
補
佐
。 

北
海
道
函
館
市
出
身
。 

高
校・大
学
で
は
山
岳
部
に
所
属
し
、北
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
山
々
を
踏
破
。

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」の
構
想
が
生
ま
れ
た
2
0
1
1
年
当
時
は
本
省
の
国
立
公
園
課
に
在
籍
。

「
良
い
ト
レ
イ
ル
づ
く
り
の
た
め
に
は
自
分
の
足
で
調
査
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」と
、

11
年
11
月
か
ら
13
年
3
月
に
か
け
て
、の
べ
47
日
間
を
か
け
て
青
森
県
八
戸
市
蕪
島
か
ら
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で
を
歩
く
。

13
年
4
月
か
ら
は
東
北
地
方
環
境
事
務
所
に
勤
務
し
、東
北
の
現
地
で
ト
レ
イ
ル
づ
く
り
に
奔
走
。

G
u
est sp

ea
ker

【
第
1
部
】

話
題
提
供

km

地域住民による草刈り作業（岩手県山田町）

海岸沿いに設定されたみちのく潮風トレイル：
三王岩遊歩道（岩手県宮古市）
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セ
ン
タ
ー
は
現
地
の
観
光
推
進
団
体
と
も
つ

な
が
り
を
持
っ
て
情
報
収
集
し
て
お
り
、
今

後
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
も
拡
充
予

定
。

参
加
者
…
ル
ー
ト
サ
イ
ン
や
案
内
版
、
ス
マ

ホ
対
応
マ
ッ
プ
作
成
の
予
定
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
今
年
度
中
に
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
全
線
に
サ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
る
予
定
。

ス
マ
ホ
対
応
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
今
年
度
中

の
公
開
を
目
指
し
て
作
成
を
進
め
て
い
る
。

プ
ロ
ハ
イ
カ
ー
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
必

要
な
情
報
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
現
在
取
り

ま
と
め
作
業
を
進
め
て
い
る
段
階
。

参
加
者
…
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
み
た
い
場

合
の
お
す
す
め
区
間
は
ど
こ
か
。

櫻
庭
氏
…
〝
海
の
ア
ル
プ
ス
〞
と
言
わ
れ
る

だ
け
あ
り
、
岩
手
県
の
区
間
は
崖
の
上
り
下

り
も
あ
っ
て
か
な
り
厳
し
い
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
。
青
森
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
は
フ

ラ
ッ
ト
な
区
間
が
多
く
、
年
配
の
方
で
も
歩

い
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　人
気
が
あ
る
の
は
八
戸
の
種
差
海
岸
。
二

次
交
通
が
充
実
し
て
い
る
た
め
区
間
を
分
け

て
歩
き
や
す
く
、
民
宿
も
多
い
。
ま
た
、
民

宿
の
方
た
ち
の
多
く
が
ル
ー
ト
設
定
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
ハ

イ
カ
ー
に
対
す
る
理
解
度
が
高
く
、
お
弁
当

付
き
プ
ラ
ン
な
ど
ハ
イ
カ
ー
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
も
充
実
し
て
い
る
。

参
加
者
…
交
通
事
業
者
と
連
携
し
た
日
帰
り

コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
3
分

の
2
程
度
は
、
二
次
交
通
を
利
用
し
な
が
ら

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
J
R
の
「
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
に
も
マ
ッ
チ
す
る
だ
ろ

う
。　ま

た
、
環
境
省
や
三
陸
鉄
道
、
岩
手
県
北

バ
ス
職
員
の
有
志
で
「
俺
た
ち
歩
こ
う
会
」

を
結
成
し
、
ト
レ
イ
ル
以
外
に
も
旧
街
道
や

塩
の
道
な
ど
を
歩
い
て
ツ
ア
ー
造
成
を
検
討

す
る
と
い
う
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

情
報
共
有
が
下
地
と
な
り
、
三
陸
鉄
道
で
も

ト
レ
イ
ル
ツ
ア
ー
の
試
行
を
始
め
た
と
こ
ろ
。

参
加
者
…
ト
レ
イ
ル
の
楽
し
み
方
を
伝
え
る

た
め
の
取
り
組
み
を
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
コ
ン
テ

ン
ツ
づ
く
り
は
精
力
的
に
進
め
て
き
た
が
、

広
報
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況
。
最
近

は
年
に
3
・
4
回
、
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
製

造
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
P
R
し
て
い
る
。

広
報
は
行
政
が
苦
手
と
す
る
分
野
で
あ
り
、

民
間
セ
ク
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
地
域
側
の

認
知
度
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
、
地
域
住

民
の
購
読
率
が
高
い
ロ
ー
カ
ル
紙
の
取
材
は

積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
た
。

　ガ
イ
ド
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
プ
ロ

と
し
て
ト
レ
イ
ル
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
の

は
八
戸
く
ら
い
。
他
に
は
、
ル
ー
ト
設
定
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
た
方
た
ち
が
、

副
業
的
に
ガ
イ
ド
を
引
き
受
け
る
と
い
う
動

き
が
少
し
ず
つ
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。

参
加
者
…
実
際
に
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
て
み
て
、

地
域
の
中
で
も
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知
度

に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

櫻
庭
氏
…
ハ
イ
カ
ー
の
存
在
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
く
る
と
、
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知

度
が
高
ま
り
、
様
々
な
活
動
の
広
が
り
が
生

ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
世
界
で
最
初
に
で
き

た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ア

パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
で
は
、
地
域
住
民
が

ハ
イ
カ
ー
に
対
し
て
宿
や
食
事
を
提
供
す
る

こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は

ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
成
立
す
る
理
由
は
、

国
認
定
第
一
号
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
自
分

た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
あ
る
こ
と
を
非
常
に
誇

り
に
思
い
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
を
尊
敬
し
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ト
レ
イ

ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
存
在
が
、
全
世
界
の
ト
レ

イ
ル
の
中
で
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
が
最

も
格
式
が
高
い
と
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
が
認
め

る
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
四
国

遍
路
が
近
い
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
も
、
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ

●
ト
レ
イ
ル
の
維
持
管
理
に
は
も
ち
ろ
ん
地

域
住
民
も
参
加
し
、
外
の
人
と
地
域
住
民
の

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
外
の
人
か
ら
の

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
ぜ
ひ
続
け
る
べ
き

だ
」と
い
う
反
応
が
、地
域
住
民
の
ト
レ
イ
ル

に
対
す
る
愛
着
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
意
義

●
観
光
と
は
、
地
域
に
存
在
す
る
資
源
の
魅

力
を
体
感
す
る
こ
と
で
あ
り
、
優
れ
た
観
光

と
は
、
旅
行
者
が
地
域
を
学
ぶ
、
理
解
す
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
通
し
て

実
現
し
た
い
こ
と
は
、
歩
く
旅
の
復
権
で
あ

る
。
長
距
離
を
時
間
を
か
け
て
歩
く
こ
と
で

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
の

な
か
で
様
々
な
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
の
で

き
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、
地
域
に
対
す
る

深
い
理
解
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
非
常

に
満
足
度
が
高
い
旅
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

●
観
光
関
連
事
業
の
費
用
対
効
果
の
説
明
に

際
し
て
は
、
一
般
的
に
は
利
用
者
数
や
経
済

効
果
が
指
標
と
な
る
が
、
本
来
的
な
意
味
で

の
震
災
復
興
を
考
え
た
と
き
に
、
経
済
が
回

れ
ば
地
域
が
す
ご
く
良
く
な
る
か
と
い
う
と

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
利
用
者
が
い
か

に
満
足
し
た
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
震
災
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

地
域
を
通
る
ト
レ
イ
ル
に
と
っ
て
、
地
域
振

興
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
は
非
常
に

重
要
な
命
題
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を

歩
い
て
地
域
資
源
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
伝
わ
る
知
恵
や
生
活
様
式
と
い

っ
た
価
値
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
都
会
に
地

域
を
応
援
す
る
気
持
ち
の
人
を
増
や
し
た
い
。

ま
た
、
そ
う
し
た
応
援
者
が
増
え
る
こ
と
で
、

地
域
に
住
ま
う
人
が
地
域
の
価
値
に
気
づ
く

機
会
を
生
み
出
し
た
い
。

●
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
長
い
時
間
を
か

け
た
旅
で
は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
何
度
も
す

れ
違
う
ハ
イ
カ
ー
同
士
の
心
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
。
ま
た
、
歩
く
速
度
だ
か
ら
こ
そ
、

ハ
イ
カ
ー
と
地
域
と
の
触
れ
合
い
も
生
ま
れ

る
。
こ
れ
が
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
本
質
的
な

魅
力
で
あ
る
。

●
今
後
の
展
開
を
考
え
る
際
、
三
陸
に
は
雪

が
降
ら
な
い
と
い
う
の
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
だ
と
考
え
て
い
る
。
冬
山
登
山
は
難

し
い
が
ハ
イ
キ
ン
グ
程
度
な
ら
楽
し
み
た
い

と
い
う
方
は
、
冬
季
の
東
北
観
光
に
と
っ
て

う
っ
て
つ
け
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
1,
0
0
0
㎞
を
超
え
る
長
い
ト
レ

イ
ル
で
あ
る
こ
と
が
リ
ピ
ー
タ
ー
化
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

加
藤
則
芳
氏
が

目
指
し
た
も
の

●
現
代
社
会
は
、
団
体
に
加
わ
っ
て
得
ら
れ

る
利
益
が
成
員
の
関
心
の
中
心
に
な
っ
て
結

合
さ
れ
る
利
益
社
会
＝
「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ト
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
加
藤
氏
は
、

自
然
的
・
直
接
的
に
打
算
抜
き
で
結
合
し
た

共
同
社
会
＝
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
の
価

値
観
を
顧
み
る
こ
と
が
、
現
代
人
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
日
本
に
紹
介
し
続
け
た
。

●
自
然
体
験
の
提
供
に
お
い
て
は
、
フ
ロ
ン

ト
カ
ン
ト
リ
ー
と
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
と
い

う
2
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
フ
ロ
ン
ト
カ
ン

ト
リ
ー
は
、
観
光
地
と
し
て
整
備
さ
れ
管
理

責
任
者
が
い
る
場
。
一
方
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
は
強
烈
な
自
然
体
験
を
提
供
す
る
場
で

あ
り
、
自
己
判
断
・
自
己
責
任
で
の
行
動
が

求
め
ら
れ
る
。
加
藤
氏
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
を
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
組
み
込

む
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
満
潮
に
な
る

と
通
れ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ト
レ
イ
ル
を

設
定
す
れ
ば
、
満
潮
か
干
潮
を
あ
ら
か
じ
め

判
断
す
る
必
要
が
生
じ
、
長
旅
で
あ
れ
ば
潮

の
干
満
時
刻
を
踏
ま
え
た
行
動
計
画
も
必
要

と
な
る
。
現
時
点
の
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
に
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
要
素
は
あ

ま
り
組
み
込
め
て
い
な
い
が
、
今
後
は
、
一

歩
進
ん
だ
ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
み
方
も
提
案

し
て
い
き
た
い
。

 

 
参
加
者
…
宿
泊
施
設
に
関
す
る
情
報
提
供
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
（
宮
城

県
名
取
市
に
環
境
省
が
設
置
）
を
運
営
し
て

い
る
「
N
P
O
法
人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク

ラ
ブ
」
に
て
、
宿
泊
施
設
や
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
進
め

て
い
る
。
W
E
B
に
も
掲
載
す
る
予
定
。
同

口
：
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で
を
つ
な
ぐ
、

総
延
長
1,
0
2
5
㎞
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
、
歩
い
て
旅
を
す
る

た
め
の
長
い
道
の
こ
と
。
具
体
的
な
距
離
数

の
定
義
は
な
い
が
、
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

協
会
登
録
の
ト
レ
イ
ル
の
中
で
、
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
は
圧
倒
的
に
最
長
。
海
岸
沿

い
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
。

2
0
1
9
年
6
月
9
日
に
全
線
開
通
し
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

構
想
の
き
っ
か
け

〜
加
藤
則
芳
氏
の
存
在
〜

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
日
本
に
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
紹
介
し
た
第
一
人
者

と
言
わ
れ
る
作
家
、
加
藤
則
芳
氏
の
ア
イ
デ

ィ
ア
に
よ
り
生
ま
れ
た
。
加
藤
氏
は
自
然
保

護
に
関
す
る
造
詣
が
深
く
、
国
立
公
園
制
度

の
父
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
の
研
究
で

も
知
ら
れ
る
。
人
間
は
自
然
の
中
で
生
ま
れ
、

自
然
と
調
和
を
図
り
な
が
ら
生
き
て
き
た
生

き
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
意
味
で
「
人
は
本
来
、
自
然
人

で
あ
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

い
る
。

●
2
0
1
1
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
、
環
境
省
に
加
藤
氏
が
訪
れ
、
震
災
復

興
の
た
め
に
東
北
太
平
洋
沿
岸
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
提
言
さ
れ
た
。

世
界
的
に
見
て
も
海
岸
部
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
は
珍
し
く
、
海
外
か
ら
の
来
訪
も
期
待
で

き
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
三
陸
の
厳

し
い
崖
の
海
岸
線
を
上
り
下
り
し
た
り
、
満

潮
時
に
は
通
行
不
可
に
な
る
よ
う
な
ト
レ
イ

ル
を
あ
え
て
設
定
す
る
、
つ
ま
り
ゲ
ー
ム
性

を
取
り
入
れ
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル

と
す
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
提
言
を

受
け
て
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
提
言
さ
れ
た

当
時
、
加
藤
氏
は
す
で
に
A
L
S
（
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
）
を
発
症
し
て
お
り
、
ト
レ

イ
ル
の
全
線
開
通
を
目
に
す
る
こ
と
な
く

2
0
1
3
年
4
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
動
け

な
く
な
る
直
前
ま
で
車
い
す
で
全
国
各
地
に

講
演
に
回
り
、
人
と
自
然
が
触
れ
合
う
場
と

し
て
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
い
か
に
素
晴
ら
し

い
か
を
広
め
て
い
た
。

●
ト
レ
イ
ル
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
設
定

者
が
自
ら
歩
い
て
自
分
で
体
感
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
い
う
加
藤
氏
の
指
示
を
受
け
、
自

分
が
の
べ
47
日
間
か
け
て
現
地
を
歩
き
、
そ

れ
を
加
藤
氏
に
報
告
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
と
い
う
形
で
ル
ー
ト
の
構
想
を
練
っ
て

い
っ
た
。

●
東
日
本
大
震
災
後
、
環
境
省
と
し
て
は
、

自
然
の
脅
威
と
そ
れ
へ
の
対
抗
と
い
う
面
だ

け
で
は
な
く
、
自
然
か
ら
受
け
て
い
る
恩
恵

の
面
も
き
ち
ん
と
見
つ
め
な
が
ら
復
興
を
進

め
る
よ
う
提
案
し
て
き
た
。
三
陸
沿
岸
に
は

南
北
に
長
い
三
陸
復
興
国
立
公
園
（
旧
陸
中

海
岸
国
立
公
園
）
が
あ
り
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
と
の
相
性
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
事
業
が

進
め
ら
れ
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

の
検
討
過
程

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
大
き
な
特
徴

は
、
地
域
の
意
見
で
ル
ー
ト
を
作
り
上
げ
た

と
い
う
点
。
地
域
住
民
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
情
報
を
持
ち
寄
り
、
現
地

調
査
を
行
い
、
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

て
ル
ー
ト
案
を
決
定
す
る
と
い
う
流
れ
で
進

め
た
。
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
線

で
2
0
0
回
を
超
え
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域

住
民
自
ら
作
り
上
げ
た
ト
レ
イ
ル
と
い
う
の

は
、
日
本
の
他
の
ト
レ
イ
ル
で
は
聞
い
た
こ

と
が
な
い
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
自
然
の
中
を

通
る
道
で
あ
り
、
夏
場
は
下
草
刈
り
が
欠
か

せ
な
い
。
こ
う
し
た
維
持
管
理
作
業
は
、
多

く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
イ
ベ
ン
ト
形

式
で
実
施
し
て
い
る
。
1
泊
2
日
の
草
刈
り

イ
ベ
ン
ト
に
30
〜
50
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

過
去
に
は
大
阪
や
九
州
か
ら
の
参
加
も
あ
っ

た
。

　2
0
1
9
年
7
月
24
日（
水
）、「
東
北
1,

0
0
0
km
を
つ
な
ぐ
〝
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
〞
〜
自
然
資
源
を
生
か
し
た
地
域
の
活

躍
の
場
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
17
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
資
す
る
た
め
、
環
境

省
が
2
0
1
1
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ひ
と

つ
で
す
。
歩
く
こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
自
然

と
暮
ら
し
に
出
会
い
、
震
災
の
記
憶
に
触
れ
、

地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
構
想
段
階
か
ら
全
線
開
通
ま
で
、

第
一
線
で
担
当
し
た
環
境
省
の
櫻
庭
氏
を
お

招
き
し
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
、

構
想
の
き
っ
か
け
、
検
討
過
程
、
意
義
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　後
半
の
意
見
交
換
で
は
、
情
報
提
供
、
ル

ー
ト
整
備
、
安
全
管
理
、
交
通
事
業
者
と
の

連
携
、
ガ
イ
ド
育
成
、
地
域
住
民
の
意
識
醸

成
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、
様
々
な
視
点
か

ら
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
非
常
に
熱
気
に
満

ち
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
概
要

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
北
の
玄
関

口
：
青
森
県
八
戸
市
蕪
島
か
ら
南
の
玄
関

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

に
か
け
る
想
い

司
会
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
こ
こ
ま

で
熱
心
に
取
り
組
め
る
理
由
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
た
い
。

櫻
庭
氏
…
長
崎
県
の
五
島
列
島
に
駐
在
時
、

九
州
自
然
歩
道
を
五
島
列
島
ま
で
延
伸
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
自
分
が
赴
任
し
た
時
点
で

ル
ー
ト
計
画
は
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
い
た
が
、

設
定
者
自
ら
に
よ
る
現
地
調
査
を
踏
ま
え
ず

机
上
だ
け
で
引
い
た
道
、
歩
く
人
の
目
線
に

立
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
な
い
道
だ
っ
た
た
め
、

非
常
に
つ
ま
ら
な
い
道
と
な
っ
て
い
た
。

　困
っ
た
私
が
上
司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

加
藤
則
芳
氏
を
紹
介
さ
れ
、
実
際
に
五
島
列

島
ま
で
来
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
に
は
す

で
に
A
L
S
を
発
症
し
て
お
り
、
か
な
り
体

は
辛
か
っ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
日
本

に
定
着
さ
せ
た
い
と
い
う
意
気
込
み
で
、
熱

心
に
指
導
い
た
だ
い
た
。

　五
島
列
島
で
の
任
期
を
ま
も
な
く
終
え
る

頃
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
環
境
省
本

省
で
は
加
藤
氏
の
提
言
を
受
け
て
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
産
声
を
上
げ
て
い
た
。

年
度
が
変
わ
り
、
4
月
1
日
付
で
本
省
勤
務

に
な
る
と
、
ト
レ
イ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
三

陸
復
興
推
進
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、

加
藤
氏
と
再
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　加
藤
氏
本
人
の
熱
意
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

周
囲
の
人
た
ち
も
、
と
て
つ
も
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
加
藤
氏
が
亡

く
な
ら
れ
た
今
で
も
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い

る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
、
こ

れ
は
生
半
可
な
気
持
ち
で
は
関
わ
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
う
し
、
公
務
員
だ
か
ら
自
分
だ

け
先
に
抜
け
ま
す
、
と
い
う
気
に
も
全
く
な

ら
な
い
。
人
事
面
で
の
配
慮
も
あ
り
、
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
生
ま
れ
て
か
ら

全
線
開
通
ま
で
の
8
年
間
半
に
わ
た
っ
て
関

わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
仕
事
冥

利
に
尽
き
る
と
感
じ

て
い
る
。

お
わ
り
に

　終
了
後
、
参
加
者

の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

「
ト
レ
イ
ル
に
つ
い

て
ほ
ぼ
初
め
て
知
っ

た
が
理
解
が
深
ま
っ

た
」「
歩
く
旅
の
復

権
と
い
う
主
張
に
心

か
ら
共
感
す
る
」

「
加
藤
則
芳
氏
の
熱
意
を
受
け
て
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
物
語
自
体

に
感
動
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　私
自
身
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ

デ
ル
事
業
で
東

北
太
平
洋
沿
岸

地
域
に
関
わ
っ

た
経
験
が
あ
り
、

そ
こ
で
知
り
合

っ
た
素
敵
な
人

た
ち
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た

い
と
い
う
思
い

で
、
今
回
の
た

び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
企
画
し
ま
し
た
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
、
東
北
の
魅
力
が
伝
わ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
文
：
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
企
画
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

ル
や
お
遍
路
さ
ん
の
よ
う
に
、
存
在
と
し
て

定
着
し
、
文
化
と
し
て
熟
成
さ
れ
、
そ
の
地

域
と
一
体
化
し
た
ト
レ
イ
ル
に
育
て
て
い
き

た
い
と
思
う
。

参
加
者
…
フ
ラ
ン
ス
人
は
ト
レ
イ
ル
に
対
す

る
関
心
が
高
い
。
外
国
人
に
対
す
る
情
報
発

信
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
実
際
に
欧
米
系
の
方
が
ト
レ
イ
ル

を
歩
い
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
ト
レ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
に
英
語
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
テ
レ
ワ
ー

ク
で
多
言
語
対
応
化
も
進
め
る
予
定
。
イ
ギ

リ
ス
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
記
者
か
ら
取
材
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
記
事
が
広
告
媒

体
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
既
存
の
道
を
つ
な
い
で
新
た
な
ト

レ
イ
ル
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
地
域
住
民

に
は
何
を
つ
く
る
と
説
明
し
た
の
か
（
地
域

住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
）。

櫻
庭
氏
…
こ
の
エ
リ
ア
は
陸
中
海
岸
国
立
公

園
（
現
在
は
三
陸
復
興
国
立
公
園
）
と
い
う

国
立
公
園
エ
リ
ア
で
、
素
晴
ら
し
い
海
岸
景

観
を
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
む
た
め
の
遊
歩

道
が
も
と
も
と
あ
っ
た
。
地
域
の
方
に
は
、

「
こ
の
遊
歩
道
を
昔
み
な
さ
ん
が
使
っ
た
道

で
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

道
を
思
い
出
す
作
業
を
通
じ
て
、
道
が
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
道
に
ま
つ
わ
る
自
分
自

身
の
物
語
も
抽
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
地
域
の

方
に
と
っ
て
は
、
自
分
と
関
わ
っ
た
道
が
復

活
す
る
と
い
う
期
待
感
が
あ
り
、
ト
レ
イ
ル

の
設
定
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
に
参
加
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ル
ー

ト
と
復
興
工
事
の
関
係
は
？

櫻
庭
氏
…
沿
岸
部
に
は
万
里
の
長
城
の
ご
と

く
防
潮
堤
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
一
部
は
海

が
見
え
な
い
区
間
も
あ
る
。
防
潮
堤
の
上
に

ル
ー
ト
を
通
し
て
い
る
区
間
も
あ
る
。
山
あ

り
谷
あ
り
海
岸
あ
り
と
歩
き
、
里
に
下
り
る

と
防
潮
堤
、
防
潮
堤
を
越
え
て
町
場
に
入
り

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
後
、
再
び
防
潮

堤
を
越
え
て
山
側
に
戻
る
と
い
う
ル
ー
ト
に

な
っ
て
い
る
。
自
然
が
好
き
な
方
は
八
戸
〜

金
華
山
ま
で
の
ル
ー
ト
が
ま
さ
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
ら
し
い
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
南

側
の
ル
ー
ト
は
町
場
と
近
く
、
気
軽
に
食
べ

歩
き
な
ど
も
楽
し
め
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い

る
。
区
間
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、
好
み
に
応

じ
て
選
択
し
て
も
ら
い
た
い
。

参
加
者
…
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

櫻
庭
氏
…
地
域
に
も
と
も
と
あ
る
救
命
や
防

災
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て
の
対
応
を
基
本
と

考
え
て
お
り
、
今
後
各
地
区
の
消
防
や
消
防

団
と
の
情
報
共
有
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
全
線
サ
イ
ン
整
備
後
、
各
サ
イ
ン
に
ナ

ン
バ
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
番
号
で
自
分
の

場
所
を
識
別
し
、
救
助
側
に
ス
ム
ー
ズ
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
予
定
。
ま
た
、
ハ
イ

カ
ー
に
は
ラ
ジ
オ
や
ク
マ
鈴
、
ス
ズ
メ
バ
チ

に
刺
さ
れ
た
と
き
用
の
リ
ム
ー
バ
ー
な
ど
を

携
行
す
る
よ
う
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

参
加
者
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
方
法
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し
た
情
報
の

扱
い
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
は
役
場

が
発
行
す
る
広
報
誌
が
主
な
手
段
。
そ
の
際
、

そ
の
後
の
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ

う
、
各
地
区
の
区
長
に
は
必
ず
参
加
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
。
地
域
の
歴
史
に
詳
し
い

教
育
委
員
会
出
身
の
方
も
議
論
に
お
い
て
重

要
だ
っ
た
。
役
場
の
協
力
を
得
る
た
め
に
、

各
市
町
村
の
首
長
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
。

　ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し

た
情
報
の
裏
付
け
や
蓄
積
は
、
他
の
担
当
者

は
行
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
自
分
は
し

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
情
報
は
ト
レ
イ
ル
の

魅
力
を
伝
え
る
貴
重
な
情
報
源
で
、
今
後
何

ら
か
の
形
で
情
報
共
有
が
必
要
だ
と
思
う
。

司
会
…
日
本
交
通
公
社
で
は
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
と
同
じ
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
復
興
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
て
い
た
。

岩
手
県
久
慈
市
、
洋
野
町
、
山
田
町
、
宮
城

県
気
仙
沼
市
唐
桑
半
島
、
塩
竈
市
浦
戸
諸
島
、

福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
の
6
か
所
の
モ
デ
ル

地
域
の
う
ち
、
浦
戸
諸
島
に
お
い
て
、
地
域

の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
図
書
館
資
料
の

情
報
を
整
理
し
て
、
地
域
の
隠
れ
た
魅
力
を

掘
り
起
こ
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た

こ
と
が
あ
る
。
ト
レ
イ
ル
や
エ
コ
ツ
ア
ー
の

ガ
イ
ド
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
ブ
ッ
ク
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
地
域
の
方

自
身
が
地
域
の
魅
力
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
ま
た
、
学
校
の
教
材
と
し
て
も
使

わ
れ
て
い
る
。

参
加
者
…
入
込
客
数
以
外
に
、
効
果
測
定
手

法
と
し
て
想
定
し
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
現
状
で
は
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
の
配

布
数
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
り
、
ハ
イ
カ
ー
自
身

に
数
取
器
を
押
し
て
も
ら
っ
て
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
正
確
な
数
値
で
は
な

い
た
め
、
赤
外
線
カ
ウ
ン
タ
ー
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
適
切
な
設
置
場
所
が
難
し
い

が
、
90
％
程
度
の
精
度
で
間
違
い
な
く
ト
レ

イ
ル
を
歩
い
て
い
る
方
を
カ
ウ
ン
ト
で
き
そ

う
な
箇
所
を
、
10
地
点
ほ
ど
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

17 回第

東
北
1
0
0
0   

を
つ
な
ぐ

〝
み
ち
の
く
潮
風
トレイル
〞

「

」

〜
自
然
資
源
を
生
か
し
た

地
域
の
活
躍
の
場
づ
く
り
〜

櫻
庭
佑
輔
氏（
さ
く
ら
ば
・
ゆ
う
す
け
）

1
9
7
7
年
生
ま
れ
。

環
境
省
東
北
地
方
環
境
事
務
所
自
然
環
境
整
備
課 

課
長
補
佐
。 

北
海
道
函
館
市
出
身
。 

高
校・大
学
で
は
山
岳
部
に
所
属
し
、北
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
山
々
を
踏
破
。

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」の
構
想
が
生
ま
れ
た
2
0
1
1
年
当
時
は
本
省
の
国
立
公
園
課
に
在
籍
。

「
良
い
ト
レ
イ
ル
づ
く
り
の
た
め
に
は
自
分
の
足
で
調
査
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」と
、

11
年
11
月
か
ら
13
年
3
月
に
か
け
て
、の
べ
47
日
間
を
か
け
て
青
森
県
八
戸
市
蕪
島
か
ら
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で
を
歩
く
。

13
年
4
月
か
ら
は
東
北
地
方
環
境
事
務
所
に
勤
務
し
、東
北
の
現
地
で
ト
レ
イ
ル
づ
く
り
に
奔
走
。

G
u
est sp

ea
ker

【
第
1
部
】

話
題
提
供

km

地域住民による草刈り作業（岩手県山田町）

海岸沿いに設定されたみちのく潮風トレイル：
三王岩遊歩道（岩手県宮古市）
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セ
ン
タ
ー
は
現
地
の
観
光
推
進
団
体
と
も
つ

な
が
り
を
持
っ
て
情
報
収
集
し
て
お
り
、
今

後
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
も
拡
充
予

定
。

参
加
者
…
ル
ー
ト
サ
イ
ン
や
案
内
版
、
ス
マ

ホ
対
応
マ
ッ
プ
作
成
の
予
定
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
今
年
度
中
に
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
全
線
に
サ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
る
予
定
。

ス
マ
ホ
対
応
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
今
年
度
中

の
公
開
を
目
指
し
て
作
成
を
進
め
て
い
る
。

プ
ロ
ハ
イ
カ
ー
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
必

要
な
情
報
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
現
在
取
り

ま
と
め
作
業
を
進
め
て
い
る
段
階
。

参
加
者
…
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
み
た
い
場

合
の
お
す
す
め
区
間
は
ど
こ
か
。

櫻
庭
氏
…
〝
海
の
ア
ル
プ
ス
〞
と
言
わ
れ
る

だ
け
あ
り
、
岩
手
県
の
区
間
は
崖
の
上
り
下

り
も
あ
っ
て
か
な
り
厳
し
い
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
。
青
森
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
は
フ

ラ
ッ
ト
な
区
間
が
多
く
、
年
配
の
方
で
も
歩

い
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　人
気
が
あ
る
の
は
八
戸
の
種
差
海
岸
。
二

次
交
通
が
充
実
し
て
い
る
た
め
区
間
を
分
け

て
歩
き
や
す
く
、
民
宿
も
多
い
。
ま
た
、
民

宿
の
方
た
ち
の
多
く
が
ル
ー
ト
設
定
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
ハ

イ
カ
ー
に
対
す
る
理
解
度
が
高
く
、
お
弁
当

付
き
プ
ラ
ン
な
ど
ハ
イ
カ
ー
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
も
充
実
し
て
い
る
。

参
加
者
…
交
通
事
業
者
と
連
携
し
た
日
帰
り

コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
3
分

の
2
程
度
は
、
二
次
交
通
を
利
用
し
な
が
ら

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
J
R
の
「
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
に
も
マ
ッ
チ
す
る
だ
ろ

う
。　ま

た
、
環
境
省
や
三
陸
鉄
道
、
岩
手
県
北

バ
ス
職
員
の
有
志
で
「
俺
た
ち
歩
こ
う
会
」

を
結
成
し
、
ト
レ
イ
ル
以
外
に
も
旧
街
道
や

塩
の
道
な
ど
を
歩
い
て
ツ
ア
ー
造
成
を
検
討

す
る
と
い
う
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

情
報
共
有
が
下
地
と
な
り
、
三
陸
鉄
道
で
も

ト
レ
イ
ル
ツ
ア
ー
の
試
行
を
始
め
た
と
こ
ろ
。

参
加
者
…
ト
レ
イ
ル
の
楽
し
み
方
を
伝
え
る

た
め
の
取
り
組
み
を
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
コ
ン
テ

ン
ツ
づ
く
り
は
精
力
的
に
進
め
て
き
た
が
、

広
報
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況
。
最
近

は
年
に
3
・
4
回
、
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
製

造
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
P
R
し
て
い
る
。

広
報
は
行
政
が
苦
手
と
す
る
分
野
で
あ
り
、

民
間
セ
ク
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
地
域
側
の

認
知
度
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
、
地
域
住

民
の
購
読
率
が
高
い
ロ
ー
カ
ル
紙
の
取
材
は

積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
た
。

　ガ
イ
ド
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
プ
ロ

と
し
て
ト
レ
イ
ル
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
の

は
八
戸
く
ら
い
。
他
に
は
、
ル
ー
ト
設
定
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
た
方
た
ち
が
、

副
業
的
に
ガ
イ
ド
を
引
き
受
け
る
と
い
う
動

き
が
少
し
ず
つ
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。

参
加
者
…
実
際
に
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
て
み
て
、

地
域
の
中
で
も
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知
度

に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

櫻
庭
氏
…
ハ
イ
カ
ー
の
存
在
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
く
る
と
、
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知

度
が
高
ま
り
、
様
々
な
活
動
の
広
が
り
が
生

ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
世
界
で
最
初
に
で
き

た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ア

パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
で
は
、
地
域
住
民
が

ハ
イ
カ
ー
に
対
し
て
宿
や
食
事
を
提
供
す
る

こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は

ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
成
立
す
る
理
由
は
、

国
認
定
第
一
号
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
自
分

た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
あ
る
こ
と
を
非
常
に
誇

り
に
思
い
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
を
尊
敬
し
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ト
レ
イ

ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
存
在
が
、
全
世
界
の
ト
レ

イ
ル
の
中
で
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
が
最

も
格
式
が
高
い
と
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
が
認
め

る
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
四
国

遍
路
が
近
い
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
も
、
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ

●
ト
レ
イ
ル
の
維
持
管
理
に
は
も
ち
ろ
ん
地

域
住
民
も
参
加
し
、
外
の
人
と
地
域
住
民
の

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
外
の
人
か
ら
の

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
ぜ
ひ
続
け
る
べ
き

だ
」と
い
う
反
応
が
、地
域
住
民
の
ト
レ
イ
ル

に
対
す
る
愛
着
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
意
義

●
観
光
と
は
、
地
域
に
存
在
す
る
資
源
の
魅

力
を
体
感
す
る
こ
と
で
あ
り
、
優
れ
た
観
光

と
は
、
旅
行
者
が
地
域
を
学
ぶ
、
理
解
す
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
通
し
て

実
現
し
た
い
こ
と
は
、
歩
く
旅
の
復
権
で
あ

る
。
長
距
離
を
時
間
を
か
け
て
歩
く
こ
と
で

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
の

な
か
で
様
々
な
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
の
で

き
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、
地
域
に
対
す
る

深
い
理
解
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
非
常

に
満
足
度
が
高
い
旅
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

●
観
光
関
連
事
業
の
費
用
対
効
果
の
説
明
に

際
し
て
は
、
一
般
的
に
は
利
用
者
数
や
経
済

効
果
が
指
標
と
な
る
が
、
本
来
的
な
意
味
で

の
震
災
復
興
を
考
え
た
と
き
に
、
経
済
が
回

れ
ば
地
域
が
す
ご
く
良
く
な
る
か
と
い
う
と

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
利
用
者
が
い
か

に
満
足
し
た
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
震
災
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

地
域
を
通
る
ト
レ
イ
ル
に
と
っ
て
、
地
域
振

興
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
は
非
常
に

重
要
な
命
題
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を

歩
い
て
地
域
資
源
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
伝
わ
る
知
恵
や
生
活
様
式
と
い

っ
た
価
値
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
都
会
に
地

域
を
応
援
す
る
気
持
ち
の
人
を
増
や
し
た
い
。

ま
た
、
そ
う
し
た
応
援
者
が
増
え
る
こ
と
で
、

地
域
に
住
ま
う
人
が
地
域
の
価
値
に
気
づ
く

機
会
を
生
み
出
し
た
い
。

●
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
長
い
時
間
を
か

け
た
旅
で
は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
何
度
も
す

れ
違
う
ハ
イ
カ
ー
同
士
の
心
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
。
ま
た
、
歩
く
速
度
だ
か
ら
こ
そ
、

ハ
イ
カ
ー
と
地
域
と
の
触
れ
合
い
も
生
ま
れ

る
。
こ
れ
が
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
本
質
的
な

魅
力
で
あ
る
。

●
今
後
の
展
開
を
考
え
る
際
、
三
陸
に
は
雪

が
降
ら
な
い
と
い
う
の
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
だ
と
考
え
て
い
る
。
冬
山
登
山
は
難

し
い
が
ハ
イ
キ
ン
グ
程
度
な
ら
楽
し
み
た
い

と
い
う
方
は
、
冬
季
の
東
北
観
光
に
と
っ
て

う
っ
て
つ
け
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
1,
0
0
0
㎞
を
超
え
る
長
い
ト
レ

イ
ル
で
あ
る
こ
と
が
リ
ピ
ー
タ
ー
化
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

加
藤
則
芳
氏
が

目
指
し
た
も
の

●
現
代
社
会
は
、
団
体
に
加
わ
っ
て
得
ら
れ

る
利
益
が
成
員
の
関
心
の
中
心
に
な
っ
て
結

合
さ
れ
る
利
益
社
会
＝
「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ト
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
加
藤
氏
は
、

自
然
的
・
直
接
的
に
打
算
抜
き
で
結
合
し
た

共
同
社
会
＝
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
の
価

値
観
を
顧
み
る
こ
と
が
、
現
代
人
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
日
本
に
紹
介
し
続
け
た
。

●
自
然
体
験
の
提
供
に
お
い
て
は
、
フ
ロ
ン

ト
カ
ン
ト
リ
ー
と
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
と
い

う
2
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
フ
ロ
ン
ト
カ
ン

ト
リ
ー
は
、
観
光
地
と
し
て
整
備
さ
れ
管
理

責
任
者
が
い
る
場
。
一
方
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
は
強
烈
な
自
然
体
験
を
提
供
す
る
場
で

あ
り
、
自
己
判
断
・
自
己
責
任
で
の
行
動
が

求
め
ら
れ
る
。
加
藤
氏
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
を
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
組
み
込

む
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
満
潮
に
な
る

と
通
れ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ト
レ
イ
ル
を

設
定
す
れ
ば
、
満
潮
か
干
潮
を
あ
ら
か
じ
め

判
断
す
る
必
要
が
生
じ
、
長
旅
で
あ
れ
ば
潮

の
干
満
時
刻
を
踏
ま
え
た
行
動
計
画
も
必
要

と
な
る
。
現
時
点
の
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
に
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
要
素
は
あ

ま
り
組
み
込
め
て
い
な
い
が
、
今
後
は
、
一

歩
進
ん
だ
ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
み
方
も
提
案

し
て
い
き
た
い
。

 

 
参
加
者
…
宿
泊
施
設
に
関
す
る
情
報
提
供
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
（
宮
城

県
名
取
市
に
環
境
省
が
設
置
）
を
運
営
し
て

い
る
「
N
P
O
法
人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク

ラ
ブ
」
に
て
、
宿
泊
施
設
や
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
進
め

て
い
る
。
W
E
B
に
も
掲
載
す
る
予
定
。
同

口
：
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で
を
つ
な
ぐ
、

総
延
長
1,
0
2
5
㎞
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
、
歩
い
て
旅
を
す
る

た
め
の
長
い
道
の
こ
と
。
具
体
的
な
距
離
数

の
定
義
は
な
い
が
、
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

協
会
登
録
の
ト
レ
イ
ル
の
中
で
、
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
は
圧
倒
的
に
最
長
。
海
岸
沿

い
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
。

2
0
1
9
年
6
月
9
日
に
全
線
開
通
し
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

構
想
の
き
っ
か
け

〜
加
藤
則
芳
氏
の
存
在
〜

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
日
本
に
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
紹
介
し
た
第
一
人
者

と
言
わ
れ
る
作
家
、
加
藤
則
芳
氏
の
ア
イ
デ

ィ
ア
に
よ
り
生
ま
れ
た
。
加
藤
氏
は
自
然
保

護
に
関
す
る
造
詣
が
深
く
、
国
立
公
園
制
度

の
父
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
の
研
究
で

も
知
ら
れ
る
。
人
間
は
自
然
の
中
で
生
ま
れ
、

自
然
と
調
和
を
図
り
な
が
ら
生
き
て
き
た
生

き
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
意
味
で
「
人
は
本
来
、
自
然
人

で
あ
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

い
る
。

●
2
0
1
1
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
、
環
境
省
に
加
藤
氏
が
訪
れ
、
震
災
復

興
の
た
め
に
東
北
太
平
洋
沿
岸
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
提
言
さ
れ
た
。

世
界
的
に
見
て
も
海
岸
部
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
は
珍
し
く
、
海
外
か
ら
の
来
訪
も
期
待
で

き
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
三
陸
の
厳

し
い
崖
の
海
岸
線
を
上
り
下
り
し
た
り
、
満

潮
時
に
は
通
行
不
可
に
な
る
よ
う
な
ト
レ
イ

ル
を
あ
え
て
設
定
す
る
、
つ
ま
り
ゲ
ー
ム
性

を
取
り
入
れ
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル

と
す
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
提
言
を

受
け
て
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
提
言
さ
れ
た

当
時
、
加
藤
氏
は
す
で
に
A
L
S
（
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
）
を
発
症
し
て
お
り
、
ト
レ

イ
ル
の
全
線
開
通
を
目
に
す
る
こ
と
な
く

2
0
1
3
年
4
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
動
け

な
く
な
る
直
前
ま
で
車
い
す
で
全
国
各
地
に

講
演
に
回
り
、
人
と
自
然
が
触
れ
合
う
場
と

し
て
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
い
か
に
素
晴
ら
し

い
か
を
広
め
て
い
た
。

●
ト
レ
イ
ル
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
設
定

者
が
自
ら
歩
い
て
自
分
で
体
感
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
い
う
加
藤
氏
の
指
示
を
受
け
、
自

分
が
の
べ
47
日
間
か
け
て
現
地
を
歩
き
、
そ

れ
を
加
藤
氏
に
報
告
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
と
い
う
形
で
ル
ー
ト
の
構
想
を
練
っ
て

い
っ
た
。

●
東
日
本
大
震
災
後
、
環
境
省
と
し
て
は
、

自
然
の
脅
威
と
そ
れ
へ
の
対
抗
と
い
う
面
だ

け
で
は
な
く
、
自
然
か
ら
受
け
て
い
る
恩
恵

の
面
も
き
ち
ん
と
見
つ
め
な
が
ら
復
興
を
進

め
る
よ
う
提
案
し
て
き
た
。
三
陸
沿
岸
に
は

南
北
に
長
い
三
陸
復
興
国
立
公
園
（
旧
陸
中

海
岸
国
立
公
園
）
が
あ
り
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
と
の
相
性
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
事
業
が

進
め
ら
れ
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

の
検
討
過
程

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
大
き
な
特
徴

は
、
地
域
の
意
見
で
ル
ー
ト
を
作
り
上
げ
た

と
い
う
点
。
地
域
住
民
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
情
報
を
持
ち
寄
り
、
現
地

調
査
を
行
い
、
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

て
ル
ー
ト
案
を
決
定
す
る
と
い
う
流
れ
で
進

め
た
。
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
線

で
2
0
0
回
を
超
え
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域

住
民
自
ら
作
り
上
げ
た
ト
レ
イ
ル
と
い
う
の

は
、
日
本
の
他
の
ト
レ
イ
ル
で
は
聞
い
た
こ

と
が
な
い
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
自
然
の
中
を

通
る
道
で
あ
り
、
夏
場
は
下
草
刈
り
が
欠
か

せ
な
い
。
こ
う
し
た
維
持
管
理
作
業
は
、
多

く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
イ
ベ
ン
ト
形

式
で
実
施
し
て
い
る
。
1
泊
2
日
の
草
刈
り

イ
ベ
ン
ト
に
30
〜
50
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

過
去
に
は
大
阪
や
九
州
か
ら
の
参
加
も
あ
っ

た
。

　2
0
1
9
年
7
月
24
日（
水
）、「
東
北
1,

0
0
0
km
を
つ
な
ぐ
〝
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
〞
〜
自
然
資
源
を
生
か
し
た
地
域
の
活

躍
の
場
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
17
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
資
す
る
た
め
、
環
境

省
が
2
0
1
1
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ひ
と

つ
で
す
。
歩
く
こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
自
然

と
暮
ら
し
に
出
会
い
、
震
災
の
記
憶
に
触
れ
、

地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
構
想
段
階
か
ら
全
線
開
通
ま
で
、

第
一
線
で
担
当
し
た
環
境
省
の
櫻
庭
氏
を
お

招
き
し
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
、

構
想
の
き
っ
か
け
、
検
討
過
程
、
意
義
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　後
半
の
意
見
交
換
で
は
、
情
報
提
供
、
ル

ー
ト
整
備
、
安
全
管
理
、
交
通
事
業
者
と
の

連
携
、
ガ
イ
ド
育
成
、
地
域
住
民
の
意
識
醸

成
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、
様
々
な
視
点
か

ら
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
非
常
に
熱
気
に
満

ち
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
概
要

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
北
の
玄
関

口
：
青
森
県
八
戸
市
蕪
島
か
ら
南
の
玄
関

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

に
か
け
る
想
い

司
会
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
こ
こ
ま

で
熱
心
に
取
り
組
め
る
理
由
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
た
い
。

櫻
庭
氏
…
長
崎
県
の
五
島
列
島
に
駐
在
時
、

九
州
自
然
歩
道
を
五
島
列
島
ま
で
延
伸
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
自
分
が
赴
任
し
た
時
点
で

ル
ー
ト
計
画
は
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
い
た
が
、

設
定
者
自
ら
に
よ
る
現
地
調
査
を
踏
ま
え
ず

机
上
だ
け
で
引
い
た
道
、
歩
く
人
の
目
線
に

立
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
な
い
道
だ
っ
た
た
め
、

非
常
に
つ
ま
ら
な
い
道
と
な
っ
て
い
た
。

　困
っ
た
私
が
上
司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

加
藤
則
芳
氏
を
紹
介
さ
れ
、
実
際
に
五
島
列

島
ま
で
来
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
に
は
す

で
に
A
L
S
を
発
症
し
て
お
り
、
か
な
り
体

は
辛
か
っ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
日
本

に
定
着
さ
せ
た
い
と
い
う
意
気
込
み
で
、
熱

心
に
指
導
い
た
だ
い
た
。

　五
島
列
島
で
の
任
期
を
ま
も
な
く
終
え
る

頃
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
環
境
省
本

省
で
は
加
藤
氏
の
提
言
を
受
け
て
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
産
声
を
上
げ
て
い
た
。

年
度
が
変
わ
り
、
4
月
1
日
付
で
本
省
勤
務

に
な
る
と
、
ト
レ
イ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
三

陸
復
興
推
進
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、

加
藤
氏
と
再
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　加
藤
氏
本
人
の
熱
意
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

周
囲
の
人
た
ち
も
、
と
て
つ
も
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
加
藤
氏
が
亡

く
な
ら
れ
た
今
で
も
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い

る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
、
こ

れ
は
生
半
可
な
気
持
ち
で
は
関
わ
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
う
し
、
公
務
員
だ
か
ら
自
分
だ

け
先
に
抜
け
ま
す
、
と
い
う
気
に
も
全
く
な

ら
な
い
。
人
事
面
で
の
配
慮
も
あ
り
、
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
生
ま
れ
て
か
ら

全
線
開
通
ま
で
の
8
年
間
半
に
わ
た
っ
て
関

わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
仕
事
冥

利
に
尽
き
る
と
感
じ

て
い
る
。

お
わ
り
に

　終
了
後
、
参
加
者

の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

「
ト
レ
イ
ル
に
つ
い

て
ほ
ぼ
初
め
て
知
っ

た
が
理
解
が
深
ま
っ

た
」「
歩
く
旅
の
復

権
と
い
う
主
張
に
心

か
ら
共
感
す
る
」

「
加
藤
則
芳
氏
の
熱
意
を
受
け
て
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
物
語
自
体

に
感
動
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　私
自
身
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ

デ
ル
事
業
で
東

北
太
平
洋
沿
岸

地
域
に
関
わ
っ

た
経
験
が
あ
り
、

そ
こ
で
知
り
合

っ
た
素
敵
な
人

た
ち
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た

い
と
い
う
思
い

で
、
今
回
の
た

び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
企
画
し
ま
し
た
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
、
東
北
の
魅
力
が
伝
わ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
文
：
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
企
画
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

ル
や
お
遍
路
さ
ん
の
よ
う
に
、
存
在
と
し
て

定
着
し
、
文
化
と
し
て
熟
成
さ
れ
、
そ
の
地

域
と
一
体
化
し
た
ト
レ
イ
ル
に
育
て
て
い
き

た
い
と
思
う
。

参
加
者
…
フ
ラ
ン
ス
人
は
ト
レ
イ
ル
に
対
す

る
関
心
が
高
い
。
外
国
人
に
対
す
る
情
報
発

信
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
実
際
に
欧
米
系
の
方
が
ト
レ
イ
ル

を
歩
い
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
ト
レ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
に
英
語
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
テ
レ
ワ
ー

ク
で
多
言
語
対
応
化
も
進
め
る
予
定
。
イ
ギ

リ
ス
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
記
者
か
ら
取
材
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
記
事
が
広
告
媒

体
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
既
存
の
道
を
つ
な
い
で
新
た
な
ト

レ
イ
ル
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
地
域
住
民

に
は
何
を
つ
く
る
と
説
明
し
た
の
か
（
地
域

住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
）。

櫻
庭
氏
…
こ
の
エ
リ
ア
は
陸
中
海
岸
国
立
公

園
（
現
在
は
三
陸
復
興
国
立
公
園
）
と
い
う

国
立
公
園
エ
リ
ア
で
、
素
晴
ら
し
い
海
岸
景

観
を
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
む
た
め
の
遊
歩

道
が
も
と
も
と
あ
っ
た
。
地
域
の
方
に
は
、

「
こ
の
遊
歩
道
を
昔
み
な
さ
ん
が
使
っ
た
道

で
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

道
を
思
い
出
す
作
業
を
通
じ
て
、
道
が
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
道
に
ま
つ
わ
る
自
分
自

身
の
物
語
も
抽
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
地
域
の

方
に
と
っ
て
は
、
自
分
と
関
わ
っ
た
道
が
復

活
す
る
と
い
う
期
待
感
が
あ
り
、
ト
レ
イ
ル

の
設
定
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
に
参
加
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ル
ー

ト
と
復
興
工
事
の
関
係
は
？

櫻
庭
氏
…
沿
岸
部
に
は
万
里
の
長
城
の
ご
と

く
防
潮
堤
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
一
部
は
海

が
見
え
な
い
区
間
も
あ
る
。
防
潮
堤
の
上
に

ル
ー
ト
を
通
し
て
い
る
区
間
も
あ
る
。
山
あ

り
谷
あ
り
海
岸
あ
り
と
歩
き
、
里
に
下
り
る

と
防
潮
堤
、
防
潮
堤
を
越
え
て
町
場
に
入
り

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
後
、
再
び
防
潮

堤
を
越
え
て
山
側
に
戻
る
と
い
う
ル
ー
ト
に

な
っ
て
い
る
。
自
然
が
好
き
な
方
は
八
戸
〜

金
華
山
ま
で
の
ル
ー
ト
が
ま
さ
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
ら
し
い
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
南

側
の
ル
ー
ト
は
町
場
と
近
く
、
気
軽
に
食
べ

歩
き
な
ど
も
楽
し
め
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い

る
。
区
間
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、
好
み
に
応

じ
て
選
択
し
て
も
ら
い
た
い
。

参
加
者
…
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

櫻
庭
氏
…
地
域
に
も
と
も
と
あ
る
救
命
や
防

災
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て
の
対
応
を
基
本
と

考
え
て
お
り
、
今
後
各
地
区
の
消
防
や
消
防

団
と
の
情
報
共
有
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
全
線
サ
イ
ン
整
備
後
、
各
サ
イ
ン
に
ナ

ン
バ
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
番
号
で
自
分
の

場
所
を
識
別
し
、
救
助
側
に
ス
ム
ー
ズ
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
予
定
。
ま
た
、
ハ
イ

カ
ー
に
は
ラ
ジ
オ
や
ク
マ
鈴
、
ス
ズ
メ
バ
チ

に
刺
さ
れ
た
と
き
用
の
リ
ム
ー
バ
ー
な
ど
を

携
行
す
る
よ
う
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

参
加
者
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
方
法
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し
た
情
報
の

扱
い
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
は
役
場

が
発
行
す
る
広
報
誌
が
主
な
手
段
。
そ
の
際
、

そ
の
後
の
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ

う
、
各
地
区
の
区
長
に
は
必
ず
参
加
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
。
地
域
の
歴
史
に
詳
し
い

教
育
委
員
会
出
身
の
方
も
議
論
に
お
い
て
重

要
だ
っ
た
。
役
場
の
協
力
を
得
る
た
め
に
、

各
市
町
村
の
首
長
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
。

　ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し

た
情
報
の
裏
付
け
や
蓄
積
は
、
他
の
担
当
者

は
行
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
自
分
は
し

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
情
報
は
ト
レ
イ
ル
の

魅
力
を
伝
え
る
貴
重
な
情
報
源
で
、
今
後
何

ら
か
の
形
で
情
報
共
有
が
必
要
だ
と
思
う
。

司
会
…
日
本
交
通
公
社
で
は
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
と
同
じ
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
復
興
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
て
い
た
。

岩
手
県
久
慈
市
、
洋
野
町
、
山
田
町
、
宮
城

県
気
仙
沼
市
唐
桑
半
島
、
塩
竈
市
浦
戸
諸
島
、

福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
の
6
か
所
の
モ
デ
ル

地
域
の
う
ち
、
浦
戸
諸
島
に
お
い
て
、
地
域

の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
図
書
館
資
料
の

情
報
を
整
理
し
て
、
地
域
の
隠
れ
た
魅
力
を

掘
り
起
こ
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た

こ
と
が
あ
る
。
ト
レ
イ
ル
や
エ
コ
ツ
ア
ー
の

ガ
イ
ド
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
ブ
ッ
ク
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
地
域
の
方

自
身
が
地
域
の
魅
力
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
ま
た
、
学
校
の
教
材
と
し
て
も
使

わ
れ
て
い
る
。

参
加
者
…
入
込
客
数
以
外
に
、
効
果
測
定
手

法
と
し
て
想
定
し
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
現
状
で
は
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
の
配

布
数
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
り
、
ハ
イ
カ
ー
自
身

に
数
取
器
を
押
し
て
も
ら
っ
て
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
正
確
な
数
値
で
は
な

い
た
め
、
赤
外
線
カ
ウ
ン
タ
ー
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
適
切
な
設
置
場
所
が
難
し
い

が
、
90
％
程
度
の
精
度
で
間
違
い
な
く
ト
レ

イ
ル
を
歩
い
て
い
る
方
を
カ
ウ
ン
ト
で
き
そ

う
な
箇
所
を
、
10
地
点
ほ
ど
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

はしごを使って登るルートも：
北山崎自然遊歩道（岩手県田野畑村）

砂浜を歩くルートや木々の中を歩くルートも　
上：大須賀海岸（青森県八戸市）
下：トドヶ崎自然歩道（岩手県宮古市）
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セ
ン
タ
ー
は
現
地
の
観
光
推
進
団
体
と
も
つ

な
が
り
を
持
っ
て
情
報
収
集
し
て
お
り
、
今

後
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
も
拡
充
予

定
。

参
加
者
…
ル
ー
ト
サ
イ
ン
や
案
内
版
、
ス
マ

ホ
対
応
マ
ッ
プ
作
成
の
予
定
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
今
年
度
中
に
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
全
線
に
サ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
る
予
定
。

ス
マ
ホ
対
応
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
今
年
度
中

の
公
開
を
目
指
し
て
作
成
を
進
め
て
い
る
。

プ
ロ
ハ
イ
カ
ー
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
必

要
な
情
報
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
現
在
取
り

ま
と
め
作
業
を
進
め
て
い
る
段
階
。

参
加
者
…
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
み
た
い
場

合
の
お
す
す
め
区
間
は
ど
こ
か
。

櫻
庭
氏
…
〝
海
の
ア
ル
プ
ス
〞
と
言
わ
れ
る

だ
け
あ
り
、
岩
手
県
の
区
間
は
崖
の
上
り
下

り
も
あ
っ
て
か
な
り
厳
し
い
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
。
青
森
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
は
フ

ラ
ッ
ト
な
区
間
が
多
く
、
年
配
の
方
で
も
歩

い
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　人
気
が
あ
る
の
は
八
戸
の
種
差
海
岸
。
二

次
交
通
が
充
実
し
て
い
る
た
め
区
間
を
分
け

て
歩
き
や
す
く
、
民
宿
も
多
い
。
ま
た
、
民

宿
の
方
た
ち
の
多
く
が
ル
ー
ト
設
定
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
ハ

イ
カ
ー
に
対
す
る
理
解
度
が
高
く
、
お
弁
当

付
き
プ
ラ
ン
な
ど
ハ
イ
カ
ー
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
も
充
実
し
て
い
る
。

参
加
者
…
交
通
事
業
者
と
連
携
し
た
日
帰
り

コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
3
分

の
2
程
度
は
、
二
次
交
通
を
利
用
し
な
が
ら

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
J
R
の
「
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
に
も
マ
ッ
チ
す
る
だ
ろ

う
。　ま

た
、
環
境
省
や
三
陸
鉄
道
、
岩
手
県
北

バ
ス
職
員
の
有
志
で
「
俺
た
ち
歩
こ
う
会
」

を
結
成
し
、
ト
レ
イ
ル
以
外
に
も
旧
街
道
や

塩
の
道
な
ど
を
歩
い
て
ツ
ア
ー
造
成
を
検
討

す
る
と
い
う
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

情
報
共
有
が
下
地
と
な
り
、
三
陸
鉄
道
で
も

ト
レ
イ
ル
ツ
ア
ー
の
試
行
を
始
め
た
と
こ
ろ
。

参
加
者
…
ト
レ
イ
ル
の
楽
し
み
方
を
伝
え
る

た
め
の
取
り
組
み
を
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
コ
ン
テ

ン
ツ
づ
く
り
は
精
力
的
に
進
め
て
き
た
が
、

広
報
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況
。
最
近

は
年
に
3
・
4
回
、
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
製

造
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
P
R
し
て
い
る
。

広
報
は
行
政
が
苦
手
と
す
る
分
野
で
あ
り
、

民
間
セ
ク
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
地
域
側
の

認
知
度
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
、
地
域
住

民
の
購
読
率
が
高
い
ロ
ー
カ
ル
紙
の
取
材
は

積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
た
。

　ガ
イ
ド
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
プ
ロ

と
し
て
ト
レ
イ
ル
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
の

は
八
戸
く
ら
い
。
他
に
は
、
ル
ー
ト
設
定
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
た
方
た
ち
が
、

副
業
的
に
ガ
イ
ド
を
引
き
受
け
る
と
い
う
動

き
が
少
し
ず
つ
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。

参
加
者
…
実
際
に
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
て
み
て
、

地
域
の
中
で
も
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知
度

に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

櫻
庭
氏
…
ハ
イ
カ
ー
の
存
在
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
く
る
と
、
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知

度
が
高
ま
り
、
様
々
な
活
動
の
広
が
り
が
生

ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
世
界
で
最
初
に
で
き

た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ア

パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
で
は
、
地
域
住
民
が

ハ
イ
カ
ー
に
対
し
て
宿
や
食
事
を
提
供
す
る

こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は

ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
成
立
す
る
理
由
は
、

国
認
定
第
一
号
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
自
分

た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
あ
る
こ
と
を
非
常
に
誇

り
に
思
い
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
を
尊
敬
し
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ト
レ
イ

ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
存
在
が
、
全
世
界
の
ト
レ

イ
ル
の
中
で
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
が
最

も
格
式
が
高
い
と
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
が
認
め

る
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
四
国

遍
路
が
近
い
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
も
、
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ

●
ト
レ
イ
ル
の
維
持
管
理
に
は
も
ち
ろ
ん
地

域
住
民
も
参
加
し
、
外
の
人
と
地
域
住
民
の

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
外
の
人
か
ら
の

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
ぜ
ひ
続
け
る
べ
き

だ
」と
い
う
反
応
が
、地
域
住
民
の
ト
レ
イ
ル

に
対
す
る
愛
着
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
意
義

●
観
光
と
は
、
地
域
に
存
在
す
る
資
源
の
魅

力
を
体
感
す
る
こ
と
で
あ
り
、
優
れ
た
観
光

と
は
、
旅
行
者
が
地
域
を
学
ぶ
、
理
解
す
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
通
し
て

実
現
し
た
い
こ
と
は
、
歩
く
旅
の
復
権
で
あ

る
。
長
距
離
を
時
間
を
か
け
て
歩
く
こ
と
で

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
の

な
か
で
様
々
な
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
の
で

き
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、
地
域
に
対
す
る

深
い
理
解
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
非
常

に
満
足
度
が
高
い
旅
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

●
観
光
関
連
事
業
の
費
用
対
効
果
の
説
明
に

際
し
て
は
、
一
般
的
に
は
利
用
者
数
や
経
済

効
果
が
指
標
と
な
る
が
、
本
来
的
な
意
味
で

の
震
災
復
興
を
考
え
た
と
き
に
、
経
済
が
回

れ
ば
地
域
が
す
ご
く
良
く
な
る
か
と
い
う
と

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
利
用
者
が
い
か

に
満
足
し
た
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
震
災
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

地
域
を
通
る
ト
レ
イ
ル
に
と
っ
て
、
地
域
振

興
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
は
非
常
に

重
要
な
命
題
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を

歩
い
て
地
域
資
源
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
伝
わ
る
知
恵
や
生
活
様
式
と
い

っ
た
価
値
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
都
会
に
地

域
を
応
援
す
る
気
持
ち
の
人
を
増
や
し
た
い
。

ま
た
、
そ
う
し
た
応
援
者
が
増
え
る
こ
と
で
、

地
域
に
住
ま
う
人
が
地
域
の
価
値
に
気
づ
く

機
会
を
生
み
出
し
た
い
。

●
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
長
い
時
間
を
か

け
た
旅
で
は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
何
度
も
す

れ
違
う
ハ
イ
カ
ー
同
士
の
心
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
。
ま
た
、
歩
く
速
度
だ
か
ら
こ
そ
、

ハ
イ
カ
ー
と
地
域
と
の
触
れ
合
い
も
生
ま
れ

る
。
こ
れ
が
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
本
質
的
な

魅
力
で
あ
る
。

●
今
後
の
展
開
を
考
え
る
際
、
三
陸
に
は
雪

が
降
ら
な
い
と
い
う
の
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
だ
と
考
え
て
い
る
。
冬
山
登
山
は
難

し
い
が
ハ
イ
キ
ン
グ
程
度
な
ら
楽
し
み
た
い

と
い
う
方
は
、
冬
季
の
東
北
観
光
に
と
っ
て

う
っ
て
つ
け
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
1,
0
0
0
㎞
を
超
え
る
長
い
ト
レ

イ
ル
で
あ
る
こ
と
が
リ
ピ
ー
タ
ー
化
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

加
藤
則
芳
氏
が

目
指
し
た
も
の

●
現
代
社
会
は
、
団
体
に
加
わ
っ
て
得
ら
れ

る
利
益
が
成
員
の
関
心
の
中
心
に
な
っ
て
結

合
さ
れ
る
利
益
社
会
＝
「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ト
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
加
藤
氏
は
、

自
然
的
・
直
接
的
に
打
算
抜
き
で
結
合
し
た

共
同
社
会
＝
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
の
価

値
観
を
顧
み
る
こ
と
が
、
現
代
人
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
日
本
に
紹
介
し
続
け
た
。

●
自
然
体
験
の
提
供
に
お
い
て
は
、
フ
ロ
ン

ト
カ
ン
ト
リ
ー
と
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
と
い

う
2
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
フ
ロ
ン
ト
カ
ン

ト
リ
ー
は
、
観
光
地
と
し
て
整
備
さ
れ
管
理

責
任
者
が
い
る
場
。
一
方
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
は
強
烈
な
自
然
体
験
を
提
供
す
る
場
で

あ
り
、
自
己
判
断
・
自
己
責
任
で
の
行
動
が

求
め
ら
れ
る
。
加
藤
氏
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
を
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
組
み
込

む
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
満
潮
に
な
る

と
通
れ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ト
レ
イ
ル
を

設
定
す
れ
ば
、
満
潮
か
干
潮
を
あ
ら
か
じ
め

判
断
す
る
必
要
が
生
じ
、
長
旅
で
あ
れ
ば
潮

の
干
満
時
刻
を
踏
ま
え
た
行
動
計
画
も
必
要

と
な
る
。
現
時
点
の
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
に
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
要
素
は
あ

ま
り
組
み
込
め
て
い
な
い
が
、
今
後
は
、
一

歩
進
ん
だ
ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
み
方
も
提
案

し
て
い
き
た
い
。

 

 
参
加
者
…
宿
泊
施
設
に
関
す
る
情
報
提
供
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
（
宮
城

県
名
取
市
に
環
境
省
が
設
置
）
を
運
営
し
て

い
る
「
N
P
O
法
人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク

ラ
ブ
」
に
て
、
宿
泊
施
設
や
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
進
め

て
い
る
。
W
E
B
に
も
掲
載
す
る
予
定
。
同

口
：
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で
を
つ
な
ぐ
、

総
延
長
1,
0
2
5
㎞
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
、
歩
い
て
旅
を
す
る

た
め
の
長
い
道
の
こ
と
。
具
体
的
な
距
離
数

の
定
義
は
な
い
が
、
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

協
会
登
録
の
ト
レ
イ
ル
の
中
で
、
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
は
圧
倒
的
に
最
長
。
海
岸
沿

い
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
。

2
0
1
9
年
6
月
9
日
に
全
線
開
通
し
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

構
想
の
き
っ
か
け

〜
加
藤
則
芳
氏
の
存
在
〜

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
日
本
に
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
紹
介
し
た
第
一
人
者

と
言
わ
れ
る
作
家
、
加
藤
則
芳
氏
の
ア
イ
デ

ィ
ア
に
よ
り
生
ま
れ
た
。
加
藤
氏
は
自
然
保

護
に
関
す
る
造
詣
が
深
く
、
国
立
公
園
制
度

の
父
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
の
研
究
で

も
知
ら
れ
る
。
人
間
は
自
然
の
中
で
生
ま
れ
、

自
然
と
調
和
を
図
り
な
が
ら
生
き
て
き
た
生

き
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
意
味
で
「
人
は
本
来
、
自
然
人

で
あ
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

い
る
。

●
2
0
1
1
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
、
環
境
省
に
加
藤
氏
が
訪
れ
、
震
災
復

興
の
た
め
に
東
北
太
平
洋
沿
岸
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
提
言
さ
れ
た
。

世
界
的
に
見
て
も
海
岸
部
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
は
珍
し
く
、
海
外
か
ら
の
来
訪
も
期
待
で

き
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
三
陸
の
厳

し
い
崖
の
海
岸
線
を
上
り
下
り
し
た
り
、
満

潮
時
に
は
通
行
不
可
に
な
る
よ
う
な
ト
レ
イ

ル
を
あ
え
て
設
定
す
る
、
つ
ま
り
ゲ
ー
ム
性

を
取
り
入
れ
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル

と
す
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
提
言
を

受
け
て
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
提
言
さ
れ
た

当
時
、
加
藤
氏
は
す
で
に
A
L
S
（
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
）
を
発
症
し
て
お
り
、
ト
レ

イ
ル
の
全
線
開
通
を
目
に
す
る
こ
と
な
く

2
0
1
3
年
4
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
動
け

な
く
な
る
直
前
ま
で
車
い
す
で
全
国
各
地
に

講
演
に
回
り
、
人
と
自
然
が
触
れ
合
う
場
と

し
て
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
い
か
に
素
晴
ら
し

い
か
を
広
め
て
い
た
。

●
ト
レ
イ
ル
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
設
定

者
が
自
ら
歩
い
て
自
分
で
体
感
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
い
う
加
藤
氏
の
指
示
を
受
け
、
自

分
が
の
べ
47
日
間
か
け
て
現
地
を
歩
き
、
そ

れ
を
加
藤
氏
に
報
告
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
と
い
う
形
で
ル
ー
ト
の
構
想
を
練
っ
て

い
っ
た
。

●
東
日
本
大
震
災
後
、
環
境
省
と
し
て
は
、

自
然
の
脅
威
と
そ
れ
へ
の
対
抗
と
い
う
面
だ

け
で
は
な
く
、
自
然
か
ら
受
け
て
い
る
恩
恵

の
面
も
き
ち
ん
と
見
つ
め
な
が
ら
復
興
を
進

め
る
よ
う
提
案
し
て
き
た
。
三
陸
沿
岸
に
は

南
北
に
長
い
三
陸
復
興
国
立
公
園
（
旧
陸
中

海
岸
国
立
公
園
）
が
あ
り
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
と
の
相
性
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
事
業
が

進
め
ら
れ
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

の
検
討
過
程

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
大
き
な
特
徴

は
、
地
域
の
意
見
で
ル
ー
ト
を
作
り
上
げ
た

と
い
う
点
。
地
域
住
民
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
情
報
を
持
ち
寄
り
、
現
地

調
査
を
行
い
、
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

て
ル
ー
ト
案
を
決
定
す
る
と
い
う
流
れ
で
進

め
た
。
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
線

で
2
0
0
回
を
超
え
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域

住
民
自
ら
作
り
上
げ
た
ト
レ
イ
ル
と
い
う
の

は
、
日
本
の
他
の
ト
レ
イ
ル
で
は
聞
い
た
こ

と
が
な
い
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
自
然
の
中
を

通
る
道
で
あ
り
、
夏
場
は
下
草
刈
り
が
欠
か

せ
な
い
。
こ
う
し
た
維
持
管
理
作
業
は
、
多

く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
イ
ベ
ン
ト
形

式
で
実
施
し
て
い
る
。
1
泊
2
日
の
草
刈
り

イ
ベ
ン
ト
に
30
〜
50
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

過
去
に
は
大
阪
や
九
州
か
ら
の
参
加
も
あ
っ

た
。

　2
0
1
9
年
7
月
24
日（
水
）、「
東
北
1,

0
0
0
km
を
つ
な
ぐ
〝
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
〞
〜
自
然
資
源
を
生
か
し
た
地
域
の
活

躍
の
場
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
17
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
資
す
る
た
め
、
環
境

省
が
2
0
1
1
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ひ
と

つ
で
す
。
歩
く
こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
自
然

と
暮
ら
し
に
出
会
い
、
震
災
の
記
憶
に
触
れ
、

地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
構
想
段
階
か
ら
全
線
開
通
ま
で
、

第
一
線
で
担
当
し
た
環
境
省
の
櫻
庭
氏
を
お

招
き
し
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
、

構
想
の
き
っ
か
け
、
検
討
過
程
、
意
義
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　後
半
の
意
見
交
換
で
は
、
情
報
提
供
、
ル

ー
ト
整
備
、
安
全
管
理
、
交
通
事
業
者
と
の

連
携
、
ガ
イ
ド
育
成
、
地
域
住
民
の
意
識
醸

成
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、
様
々
な
視
点
か

ら
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
非
常
に
熱
気
に
満

ち
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
概
要

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
北
の
玄
関

口
：
青
森
県
八
戸
市
蕪
島
か
ら
南
の
玄
関

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

に
か
け
る
想
い

司
会
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
こ
こ
ま

で
熱
心
に
取
り
組
め
る
理
由
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
た
い
。

櫻
庭
氏
…
長
崎
県
の
五
島
列
島
に
駐
在
時
、

九
州
自
然
歩
道
を
五
島
列
島
ま
で
延
伸
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
自
分
が
赴
任
し
た
時
点
で

ル
ー
ト
計
画
は
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
い
た
が
、

設
定
者
自
ら
に
よ
る
現
地
調
査
を
踏
ま
え
ず

机
上
だ
け
で
引
い
た
道
、
歩
く
人
の
目
線
に

立
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
な
い
道
だ
っ
た
た
め
、

非
常
に
つ
ま
ら
な
い
道
と
な
っ
て
い
た
。

　困
っ
た
私
が
上
司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

加
藤
則
芳
氏
を
紹
介
さ
れ
、
実
際
に
五
島
列

島
ま
で
来
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
に
は
す

で
に
A
L
S
を
発
症
し
て
お
り
、
か
な
り
体

は
辛
か
っ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
日
本

に
定
着
さ
せ
た
い
と
い
う
意
気
込
み
で
、
熱

心
に
指
導
い
た
だ
い
た
。

　五
島
列
島
で
の
任
期
を
ま
も
な
く
終
え
る

頃
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
環
境
省
本

省
で
は
加
藤
氏
の
提
言
を
受
け
て
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
産
声
を
上
げ
て
い
た
。

年
度
が
変
わ
り
、
4
月
1
日
付
で
本
省
勤
務

に
な
る
と
、
ト
レ
イ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
三

陸
復
興
推
進
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、

加
藤
氏
と
再
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　加
藤
氏
本
人
の
熱
意
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

周
囲
の
人
た
ち
も
、
と
て
つ
も
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
加
藤
氏
が
亡

く
な
ら
れ
た
今
で
も
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い

る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
、
こ

れ
は
生
半
可
な
気
持
ち
で
は
関
わ
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
う
し
、
公
務
員
だ
か
ら
自
分
だ

け
先
に
抜
け
ま
す
、
と
い
う
気
に
も
全
く
な

ら
な
い
。
人
事
面
で
の
配
慮
も
あ
り
、
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
生
ま
れ
て
か
ら

全
線
開
通
ま
で
の
8
年
間
半
に
わ
た
っ
て
関

わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
仕
事
冥

利
に
尽
き
る
と
感
じ

て
い
る
。

お
わ
り
に

　終
了
後
、
参
加
者

の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

「
ト
レ
イ
ル
に
つ
い

て
ほ
ぼ
初
め
て
知
っ

た
が
理
解
が
深
ま
っ

た
」「
歩
く
旅
の
復

権
と
い
う
主
張
に
心

か
ら
共
感
す
る
」

「
加
藤
則
芳
氏
の
熱
意
を
受
け
て
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
物
語
自
体

に
感
動
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　私
自
身
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ

デ
ル
事
業
で
東

北
太
平
洋
沿
岸

地
域
に
関
わ
っ

た
経
験
が
あ
り
、

そ
こ
で
知
り
合

っ
た
素
敵
な
人

た
ち
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た

い
と
い
う
思
い

で
、
今
回
の
た

び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
企
画
し
ま
し
た
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
、
東
北
の
魅
力
が
伝
わ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
文
：
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
企
画
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

ル
や
お
遍
路
さ
ん
の
よ
う
に
、
存
在
と
し
て

定
着
し
、
文
化
と
し
て
熟
成
さ
れ
、
そ
の
地

域
と
一
体
化
し
た
ト
レ
イ
ル
に
育
て
て
い
き

た
い
と
思
う
。

参
加
者
…
フ
ラ
ン
ス
人
は
ト
レ
イ
ル
に
対
す

る
関
心
が
高
い
。
外
国
人
に
対
す
る
情
報
発

信
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
実
際
に
欧
米
系
の
方
が
ト
レ
イ
ル

を
歩
い
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
ト
レ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
に
英
語
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
テ
レ
ワ
ー

ク
で
多
言
語
対
応
化
も
進
め
る
予
定
。
イ
ギ

リ
ス
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
記
者
か
ら
取
材
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
記
事
が
広
告
媒

体
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
既
存
の
道
を
つ
な
い
で
新
た
な
ト

レ
イ
ル
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
地
域
住
民

に
は
何
を
つ
く
る
と
説
明
し
た
の
か
（
地
域

住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
）。

櫻
庭
氏
…
こ
の
エ
リ
ア
は
陸
中
海
岸
国
立
公

園
（
現
在
は
三
陸
復
興
国
立
公
園
）
と
い
う

国
立
公
園
エ
リ
ア
で
、
素
晴
ら
し
い
海
岸
景

観
を
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
む
た
め
の
遊
歩

道
が
も
と
も
と
あ
っ
た
。
地
域
の
方
に
は
、

「
こ
の
遊
歩
道
を
昔
み
な
さ
ん
が
使
っ
た
道

で
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

道
を
思
い
出
す
作
業
を
通
じ
て
、
道
が
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
道
に
ま
つ
わ
る
自
分
自

身
の
物
語
も
抽
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
地
域
の

方
に
と
っ
て
は
、
自
分
と
関
わ
っ
た
道
が
復

活
す
る
と
い
う
期
待
感
が
あ
り
、
ト
レ
イ
ル

の
設
定
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
に
参
加
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ル
ー

ト
と
復
興
工
事
の
関
係
は
？

櫻
庭
氏
…
沿
岸
部
に
は
万
里
の
長
城
の
ご
と

く
防
潮
堤
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
一
部
は
海

が
見
え
な
い
区
間
も
あ
る
。
防
潮
堤
の
上
に

ル
ー
ト
を
通
し
て
い
る
区
間
も
あ
る
。
山
あ

り
谷
あ
り
海
岸
あ
り
と
歩
き
、
里
に
下
り
る

と
防
潮
堤
、
防
潮
堤
を
越
え
て
町
場
に
入
り

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
後
、
再
び
防
潮

堤
を
越
え
て
山
側
に
戻
る
と
い
う
ル
ー
ト
に

な
っ
て
い
る
。
自
然
が
好
き
な
方
は
八
戸
〜

金
華
山
ま
で
の
ル
ー
ト
が
ま
さ
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
ら
し
い
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
南

側
の
ル
ー
ト
は
町
場
と
近
く
、
気
軽
に
食
べ

歩
き
な
ど
も
楽
し
め
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い

る
。
区
間
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、
好
み
に
応

じ
て
選
択
し
て
も
ら
い
た
い
。

参
加
者
…
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

櫻
庭
氏
…
地
域
に
も
と
も
と
あ
る
救
命
や
防

災
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て
の
対
応
を
基
本
と

考
え
て
お
り
、
今
後
各
地
区
の
消
防
や
消
防

団
と
の
情
報
共
有
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
全
線
サ
イ
ン
整
備
後
、
各
サ
イ
ン
に
ナ

ン
バ
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
番
号
で
自
分
の

場
所
を
識
別
し
、
救
助
側
に
ス
ム
ー
ズ
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
予
定
。
ま
た
、
ハ
イ

カ
ー
に
は
ラ
ジ
オ
や
ク
マ
鈴
、
ス
ズ
メ
バ
チ

に
刺
さ
れ
た
と
き
用
の
リ
ム
ー
バ
ー
な
ど
を

携
行
す
る
よ
う
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

参
加
者
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
方
法
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し
た
情
報
の

扱
い
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
は
役
場

が
発
行
す
る
広
報
誌
が
主
な
手
段
。
そ
の
際
、

そ
の
後
の
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ

う
、
各
地
区
の
区
長
に
は
必
ず
参
加
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
。
地
域
の
歴
史
に
詳
し
い

教
育
委
員
会
出
身
の
方
も
議
論
に
お
い
て
重

要
だ
っ
た
。
役
場
の
協
力
を
得
る
た
め
に
、

各
市
町
村
の
首
長
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
。

　ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し

た
情
報
の
裏
付
け
や
蓄
積
は
、
他
の
担
当
者

は
行
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
自
分
は
し

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
情
報
は
ト
レ
イ
ル
の

魅
力
を
伝
え
る
貴
重
な
情
報
源
で
、
今
後
何

ら
か
の
形
で
情
報
共
有
が
必
要
だ
と
思
う
。

司
会
…
日
本
交
通
公
社
で
は
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
と
同
じ
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
復
興
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
て
い
た
。

岩
手
県
久
慈
市
、
洋
野
町
、
山
田
町
、
宮
城

県
気
仙
沼
市
唐
桑
半
島
、
塩
竈
市
浦
戸
諸
島
、

福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
の
6
か
所
の
モ
デ
ル

地
域
の
う
ち
、
浦
戸
諸
島
に
お
い
て
、
地
域

の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
図
書
館
資
料
の

情
報
を
整
理
し
て
、
地
域
の
隠
れ
た
魅
力
を

掘
り
起
こ
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た

こ
と
が
あ
る
。
ト
レ
イ
ル
や
エ
コ
ツ
ア
ー
の

ガ
イ
ド
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
ブ
ッ
ク
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
地
域
の
方

自
身
が
地
域
の
魅
力
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
ま
た
、
学
校
の
教
材
と
し
て
も
使

わ
れ
て
い
る
。

参
加
者
…
入
込
客
数
以
外
に
、
効
果
測
定
手

法
と
し
て
想
定
し
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
現
状
で
は
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
の
配

布
数
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
り
、
ハ
イ
カ
ー
自
身

に
数
取
器
を
押
し
て
も
ら
っ
て
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
正
確
な
数
値
で
は
な

い
た
め
、
赤
外
線
カ
ウ
ン
タ
ー
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
適
切
な
設
置
場
所
が
難
し
い

が
、
90
％
程
度
の
精
度
で
間
違
い
な
く
ト
レ

イ
ル
を
歩
い
て
い
る
方
を
カ
ウ
ン
ト
で
き
そ

う
な
箇
所
を
、
10
地
点
ほ
ど
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

はしごを使って登るルートも：
北山崎自然遊歩道（岩手県田野畑村）

砂浜を歩くルートや木々の中を歩くルートも　
上：大須賀海岸（青森県八戸市）
下：トドヶ崎自然歩道（岩手県宮古市）
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セ
ン
タ
ー
は
現
地
の
観
光
推
進
団
体
と
も
つ

な
が
り
を
持
っ
て
情
報
収
集
し
て
お
り
、
今

後
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
も
拡
充
予

定
。

参
加
者
…
ル
ー
ト
サ
イ
ン
や
案
内
版
、
ス
マ

ホ
対
応
マ
ッ
プ
作
成
の
予
定
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
今
年
度
中
に
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
全
線
に
サ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
る
予
定
。

ス
マ
ホ
対
応
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
今
年
度
中

の
公
開
を
目
指
し
て
作
成
を
進
め
て
い
る
。

プ
ロ
ハ
イ
カ
ー
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
必

要
な
情
報
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
現
在
取
り

ま
と
め
作
業
を
進
め
て
い
る
段
階
。

参
加
者
…
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
み
た
い
場

合
の
お
す
す
め
区
間
は
ど
こ
か
。

櫻
庭
氏
…
〝
海
の
ア
ル
プ
ス
〞
と
言
わ
れ
る

だ
け
あ
り
、
岩
手
県
の
区
間
は
崖
の
上
り
下

り
も
あ
っ
て
か
な
り
厳
し
い
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
。
青
森
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
は
フ

ラ
ッ
ト
な
区
間
が
多
く
、
年
配
の
方
で
も
歩

い
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　人
気
が
あ
る
の
は
八
戸
の
種
差
海
岸
。
二

次
交
通
が
充
実
し
て
い
る
た
め
区
間
を
分
け

て
歩
き
や
す
く
、
民
宿
も
多
い
。
ま
た
、
民

宿
の
方
た
ち
の
多
く
が
ル
ー
ト
設
定
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
ハ

イ
カ
ー
に
対
す
る
理
解
度
が
高
く
、
お
弁
当

付
き
プ
ラ
ン
な
ど
ハ
イ
カ
ー
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
も
充
実
し
て
い
る
。

参
加
者
…
交
通
事
業
者
と
連
携
し
た
日
帰
り

コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
3
分

の
2
程
度
は
、
二
次
交
通
を
利
用
し
な
が
ら

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
J
R
の
「
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
に
も
マ
ッ
チ
す
る
だ
ろ

う
。　ま

た
、
環
境
省
や
三
陸
鉄
道
、
岩
手
県
北

バ
ス
職
員
の
有
志
で
「
俺
た
ち
歩
こ
う
会
」

を
結
成
し
、
ト
レ
イ
ル
以
外
に
も
旧
街
道
や

塩
の
道
な
ど
を
歩
い
て
ツ
ア
ー
造
成
を
検
討

す
る
と
い
う
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

情
報
共
有
が
下
地
と
な
り
、
三
陸
鉄
道
で
も

ト
レ
イ
ル
ツ
ア
ー
の
試
行
を
始
め
た
と
こ
ろ
。

参
加
者
…
ト
レ
イ
ル
の
楽
し
み
方
を
伝
え
る

た
め
の
取
り
組
み
を
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
コ
ン
テ

ン
ツ
づ
く
り
は
精
力
的
に
進
め
て
き
た
が
、

広
報
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況
。
最
近

は
年
に
3
・
4
回
、
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
製

造
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
P
R
し
て
い
る
。

広
報
は
行
政
が
苦
手
と
す
る
分
野
で
あ
り
、

民
間
セ
ク
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
地
域
側
の

認
知
度
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
、
地
域
住

民
の
購
読
率
が
高
い
ロ
ー
カ
ル
紙
の
取
材
は

積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
た
。

　ガ
イ
ド
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
プ
ロ

と
し
て
ト
レ
イ
ル
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
の

は
八
戸
く
ら
い
。
他
に
は
、
ル
ー
ト
設
定
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
た
方
た
ち
が
、

副
業
的
に
ガ
イ
ド
を
引
き
受
け
る
と
い
う
動

き
が
少
し
ず
つ
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。

参
加
者
…
実
際
に
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
て
み
て
、

地
域
の
中
で
も
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知
度

に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

櫻
庭
氏
…
ハ
イ
カ
ー
の
存
在
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
く
る
と
、
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知

度
が
高
ま
り
、
様
々
な
活
動
の
広
が
り
が
生

ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
世
界
で
最
初
に
で
き

た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ア

パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
で
は
、
地
域
住
民
が

ハ
イ
カ
ー
に
対
し
て
宿
や
食
事
を
提
供
す
る

こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は

ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
成
立
す
る
理
由
は
、

国
認
定
第
一
号
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
自
分

た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
あ
る
こ
と
を
非
常
に
誇

り
に
思
い
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
を
尊
敬
し
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ト
レ
イ

ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
存
在
が
、
全
世
界
の
ト
レ

イ
ル
の
中
で
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
が
最

も
格
式
が
高
い
と
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
が
認
め

る
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
四
国

遍
路
が
近
い
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
も
、
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ

●
ト
レ
イ
ル
の
維
持
管
理
に
は
も
ち
ろ
ん
地

域
住
民
も
参
加
し
、
外
の
人
と
地
域
住
民
の

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
外
の
人
か
ら
の

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
ぜ
ひ
続
け
る
べ
き

だ
」と
い
う
反
応
が
、地
域
住
民
の
ト
レ
イ
ル

に
対
す
る
愛
着
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
意
義

●
観
光
と
は
、
地
域
に
存
在
す
る
資
源
の
魅

力
を
体
感
す
る
こ
と
で
あ
り
、
優
れ
た
観
光

と
は
、
旅
行
者
が
地
域
を
学
ぶ
、
理
解
す
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
通
し
て

実
現
し
た
い
こ
と
は
、
歩
く
旅
の
復
権
で
あ

る
。
長
距
離
を
時
間
を
か
け
て
歩
く
こ
と
で

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
の

な
か
で
様
々
な
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
の
で

き
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、
地
域
に
対
す
る

深
い
理
解
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
非
常

に
満
足
度
が
高
い
旅
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

●
観
光
関
連
事
業
の
費
用
対
効
果
の
説
明
に

際
し
て
は
、
一
般
的
に
は
利
用
者
数
や
経
済

効
果
が
指
標
と
な
る
が
、
本
来
的
な
意
味
で

の
震
災
復
興
を
考
え
た
と
き
に
、
経
済
が
回

れ
ば
地
域
が
す
ご
く
良
く
な
る
か
と
い
う
と

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
利
用
者
が
い
か

に
満
足
し
た
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
震
災
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

地
域
を
通
る
ト
レ
イ
ル
に
と
っ
て
、
地
域
振

興
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
は
非
常
に

重
要
な
命
題
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を

歩
い
て
地
域
資
源
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
伝
わ
る
知
恵
や
生
活
様
式
と
い

っ
た
価
値
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
都
会
に
地

域
を
応
援
す
る
気
持
ち
の
人
を
増
や
し
た
い
。

ま
た
、
そ
う
し
た
応
援
者
が
増
え
る
こ
と
で
、

地
域
に
住
ま
う
人
が
地
域
の
価
値
に
気
づ
く

機
会
を
生
み
出
し
た
い
。

●
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
長
い
時
間
を
か

け
た
旅
で
は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
何
度
も
す

れ
違
う
ハ
イ
カ
ー
同
士
の
心
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
。
ま
た
、
歩
く
速
度
だ
か
ら
こ
そ
、

ハ
イ
カ
ー
と
地
域
と
の
触
れ
合
い
も
生
ま
れ

る
。
こ
れ
が
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
本
質
的
な

魅
力
で
あ
る
。

●
今
後
の
展
開
を
考
え
る
際
、
三
陸
に
は
雪

が
降
ら
な
い
と
い
う
の
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
だ
と
考
え
て
い
る
。
冬
山
登
山
は
難

し
い
が
ハ
イ
キ
ン
グ
程
度
な
ら
楽
し
み
た
い

と
い
う
方
は
、
冬
季
の
東
北
観
光
に
と
っ
て

う
っ
て
つ
け
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
1,
0
0
0
㎞
を
超
え
る
長
い
ト
レ

イ
ル
で
あ
る
こ
と
が
リ
ピ
ー
タ
ー
化
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

加
藤
則
芳
氏
が

目
指
し
た
も
の

●
現
代
社
会
は
、
団
体
に
加
わ
っ
て
得
ら
れ

る
利
益
が
成
員
の
関
心
の
中
心
に
な
っ
て
結

合
さ
れ
る
利
益
社
会
＝
「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ト
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
加
藤
氏
は
、

自
然
的
・
直
接
的
に
打
算
抜
き
で
結
合
し
た

共
同
社
会
＝
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
の
価

値
観
を
顧
み
る
こ
と
が
、
現
代
人
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
日
本
に
紹
介
し
続
け
た
。

●
自
然
体
験
の
提
供
に
お
い
て
は
、
フ
ロ
ン

ト
カ
ン
ト
リ
ー
と
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
と
い

う
2
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
フ
ロ
ン
ト
カ
ン

ト
リ
ー
は
、
観
光
地
と
し
て
整
備
さ
れ
管
理

責
任
者
が
い
る
場
。
一
方
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
は
強
烈
な
自
然
体
験
を
提
供
す
る
場
で

あ
り
、
自
己
判
断
・
自
己
責
任
で
の
行
動
が

求
め
ら
れ
る
。
加
藤
氏
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
を
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
組
み
込

む
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
満
潮
に
な
る

と
通
れ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ト
レ
イ
ル
を

設
定
す
れ
ば
、
満
潮
か
干
潮
を
あ
ら
か
じ
め

判
断
す
る
必
要
が
生
じ
、
長
旅
で
あ
れ
ば
潮

の
干
満
時
刻
を
踏
ま
え
た
行
動
計
画
も
必
要

と
な
る
。
現
時
点
の
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
に
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
要
素
は
あ

ま
り
組
み
込
め
て
い
な
い
が
、
今
後
は
、
一

歩
進
ん
だ
ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
み
方
も
提
案

し
て
い
き
た
い
。

 

 
参
加
者
…
宿
泊
施
設
に
関
す
る
情
報
提
供
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
（
宮
城

県
名
取
市
に
環
境
省
が
設
置
）
を
運
営
し
て

い
る
「
N
P
O
法
人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク

ラ
ブ
」
に
て
、
宿
泊
施
設
や
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
進
め

て
い
る
。
W
E
B
に
も
掲
載
す
る
予
定
。
同

口
：
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で
を
つ
な
ぐ
、

総
延
長
1,
0
2
5
㎞
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
、
歩
い
て
旅
を
す
る

た
め
の
長
い
道
の
こ
と
。
具
体
的
な
距
離
数

の
定
義
は
な
い
が
、
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

協
会
登
録
の
ト
レ
イ
ル
の
中
で
、
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
は
圧
倒
的
に
最
長
。
海
岸
沿

い
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
。

2
0
1
9
年
6
月
9
日
に
全
線
開
通
し
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

構
想
の
き
っ
か
け

〜
加
藤
則
芳
氏
の
存
在
〜

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
日
本
に
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
紹
介
し
た
第
一
人
者

と
言
わ
れ
る
作
家
、
加
藤
則
芳
氏
の
ア
イ
デ

ィ
ア
に
よ
り
生
ま
れ
た
。
加
藤
氏
は
自
然
保

護
に
関
す
る
造
詣
が
深
く
、
国
立
公
園
制
度

の
父
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
の
研
究
で

も
知
ら
れ
る
。
人
間
は
自
然
の
中
で
生
ま
れ
、

自
然
と
調
和
を
図
り
な
が
ら
生
き
て
き
た
生

き
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
意
味
で
「
人
は
本
来
、
自
然
人

で
あ
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

い
る
。

●
2
0
1
1
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
、
環
境
省
に
加
藤
氏
が
訪
れ
、
震
災
復

興
の
た
め
に
東
北
太
平
洋
沿
岸
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
提
言
さ
れ
た
。

世
界
的
に
見
て
も
海
岸
部
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
は
珍
し
く
、
海
外
か
ら
の
来
訪
も
期
待
で

き
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
三
陸
の
厳

し
い
崖
の
海
岸
線
を
上
り
下
り
し
た
り
、
満

潮
時
に
は
通
行
不
可
に
な
る
よ
う
な
ト
レ
イ

ル
を
あ
え
て
設
定
す
る
、
つ
ま
り
ゲ
ー
ム
性

を
取
り
入
れ
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル

と
す
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
提
言
を

受
け
て
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
提
言
さ
れ
た

当
時
、
加
藤
氏
は
す
で
に
A
L
S
（
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
）
を
発
症
し
て
お
り
、
ト
レ

イ
ル
の
全
線
開
通
を
目
に
す
る
こ
と
な
く

2
0
1
3
年
4
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
動
け

な
く
な
る
直
前
ま
で
車
い
す
で
全
国
各
地
に

講
演
に
回
り
、
人
と
自
然
が
触
れ
合
う
場
と

し
て
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
い
か
に
素
晴
ら
し

い
か
を
広
め
て
い
た
。

●
ト
レ
イ
ル
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
設
定

者
が
自
ら
歩
い
て
自
分
で
体
感
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
い
う
加
藤
氏
の
指
示
を
受
け
、
自

分
が
の
べ
47
日
間
か
け
て
現
地
を
歩
き
、
そ

れ
を
加
藤
氏
に
報
告
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
と
い
う
形
で
ル
ー
ト
の
構
想
を
練
っ
て

い
っ
た
。

●
東
日
本
大
震
災
後
、
環
境
省
と
し
て
は
、

自
然
の
脅
威
と
そ
れ
へ
の
対
抗
と
い
う
面
だ

け
で
は
な
く
、
自
然
か
ら
受
け
て
い
る
恩
恵

の
面
も
き
ち
ん
と
見
つ
め
な
が
ら
復
興
を
進

め
る
よ
う
提
案
し
て
き
た
。
三
陸
沿
岸
に
は

南
北
に
長
い
三
陸
復
興
国
立
公
園
（
旧
陸
中

海
岸
国
立
公
園
）
が
あ
り
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
と
の
相
性
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
事
業
が

進
め
ら
れ
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

の
検
討
過
程

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
大
き
な
特
徴

は
、
地
域
の
意
見
で
ル
ー
ト
を
作
り
上
げ
た

と
い
う
点
。
地
域
住
民
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
情
報
を
持
ち
寄
り
、
現
地

調
査
を
行
い
、
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

て
ル
ー
ト
案
を
決
定
す
る
と
い
う
流
れ
で
進

め
た
。
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
線

で
2
0
0
回
を
超
え
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域

住
民
自
ら
作
り
上
げ
た
ト
レ
イ
ル
と
い
う
の

は
、
日
本
の
他
の
ト
レ
イ
ル
で
は
聞
い
た
こ

と
が
な
い
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
自
然
の
中
を

通
る
道
で
あ
り
、
夏
場
は
下
草
刈
り
が
欠
か

せ
な
い
。
こ
う
し
た
維
持
管
理
作
業
は
、
多

く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
イ
ベ
ン
ト
形

式
で
実
施
し
て
い
る
。
1
泊
2
日
の
草
刈
り

イ
ベ
ン
ト
に
30
〜
50
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

過
去
に
は
大
阪
や
九
州
か
ら
の
参
加
も
あ
っ

た
。

　2
0
1
9
年
7
月
24
日（
水
）、「
東
北
1,

0
0
0
km
を
つ
な
ぐ
〝
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
〞
〜
自
然
資
源
を
生
か
し
た
地
域
の
活

躍
の
場
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
17
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
資
す
る
た
め
、
環
境

省
が
2
0
1
1
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ひ
と

つ
で
す
。
歩
く
こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
自
然

と
暮
ら
し
に
出
会
い
、
震
災
の
記
憶
に
触
れ
、

地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
構
想
段
階
か
ら
全
線
開
通
ま
で
、

第
一
線
で
担
当
し
た
環
境
省
の
櫻
庭
氏
を
お

招
き
し
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
、

構
想
の
き
っ
か
け
、
検
討
過
程
、
意
義
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　後
半
の
意
見
交
換
で
は
、
情
報
提
供
、
ル

ー
ト
整
備
、
安
全
管
理
、
交
通
事
業
者
と
の

連
携
、
ガ
イ
ド
育
成
、
地
域
住
民
の
意
識
醸

成
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、
様
々
な
視
点
か

ら
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
非
常
に
熱
気
に
満

ち
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
概
要

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
北
の
玄
関

口
：
青
森
県
八
戸
市
蕪
島
か
ら
南
の
玄
関

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

に
か
け
る
想
い

司
会
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
こ
こ
ま

で
熱
心
に
取
り
組
め
る
理
由
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
た
い
。

櫻
庭
氏
…
長
崎
県
の
五
島
列
島
に
駐
在
時
、

九
州
自
然
歩
道
を
五
島
列
島
ま
で
延
伸
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
自
分
が
赴
任
し
た
時
点
で

ル
ー
ト
計
画
は
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
い
た
が
、

設
定
者
自
ら
に
よ
る
現
地
調
査
を
踏
ま
え
ず

机
上
だ
け
で
引
い
た
道
、
歩
く
人
の
目
線
に

立
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
な
い
道
だ
っ
た
た
め
、

非
常
に
つ
ま
ら
な
い
道
と
な
っ
て
い
た
。

　困
っ
た
私
が
上
司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

加
藤
則
芳
氏
を
紹
介
さ
れ
、
実
際
に
五
島
列

島
ま
で
来
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
に
は
す

で
に
A
L
S
を
発
症
し
て
お
り
、
か
な
り
体

は
辛
か
っ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
日
本

に
定
着
さ
せ
た
い
と
い
う
意
気
込
み
で
、
熱

心
に
指
導
い
た
だ
い
た
。

　五
島
列
島
で
の
任
期
を
ま
も
な
く
終
え
る

頃
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
環
境
省
本

省
で
は
加
藤
氏
の
提
言
を
受
け
て
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
産
声
を
上
げ
て
い
た
。

年
度
が
変
わ
り
、
4
月
1
日
付
で
本
省
勤
務

に
な
る
と
、
ト
レ
イ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
三

陸
復
興
推
進
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、

加
藤
氏
と
再
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　加
藤
氏
本
人
の
熱
意
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

周
囲
の
人
た
ち
も
、
と
て
つ
も
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
加
藤
氏
が
亡

く
な
ら
れ
た
今
で
も
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い

る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
、
こ

れ
は
生
半
可
な
気
持
ち
で
は
関
わ
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
う
し
、
公
務
員
だ
か
ら
自
分
だ

け
先
に
抜
け
ま
す
、
と
い
う
気
に
も
全
く
な

ら
な
い
。
人
事
面
で
の
配
慮
も
あ
り
、
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
生
ま
れ
て
か
ら

全
線
開
通
ま
で
の
8
年
間
半
に
わ
た
っ
て
関

わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
仕
事
冥

利
に
尽
き
る
と
感
じ

て
い
る
。

お
わ
り
に

　終
了
後
、
参
加
者

の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

「
ト
レ
イ
ル
に
つ
い

て
ほ
ぼ
初
め
て
知
っ

た
が
理
解
が
深
ま
っ

た
」「
歩
く
旅
の
復

権
と
い
う
主
張
に
心

か
ら
共
感
す
る
」

「
加
藤
則
芳
氏
の
熱
意
を
受
け
て
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
物
語
自
体

に
感
動
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　私
自
身
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ

デ
ル
事
業
で
東

北
太
平
洋
沿
岸

地
域
に
関
わ
っ

た
経
験
が
あ
り
、

そ
こ
で
知
り
合

っ
た
素
敵
な
人

た
ち
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た

い
と
い
う
思
い

で
、
今
回
の
た

び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
企
画
し
ま
し
た
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
、
東
北
の
魅
力
が
伝
わ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
文
：
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
企
画
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

ル
や
お
遍
路
さ
ん
の
よ
う
に
、
存
在
と
し
て

定
着
し
、
文
化
と
し
て
熟
成
さ
れ
、
そ
の
地

域
と
一
体
化
し
た
ト
レ
イ
ル
に
育
て
て
い
き

た
い
と
思
う
。

参
加
者
…
フ
ラ
ン
ス
人
は
ト
レ
イ
ル
に
対
す

る
関
心
が
高
い
。
外
国
人
に
対
す
る
情
報
発

信
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
実
際
に
欧
米
系
の
方
が
ト
レ
イ
ル

を
歩
い
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
ト
レ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
に
英
語
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
テ
レ
ワ
ー

ク
で
多
言
語
対
応
化
も
進
め
る
予
定
。
イ
ギ

リ
ス
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
記
者
か
ら
取
材
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
記
事
が
広
告
媒

体
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
既
存
の
道
を
つ
な
い
で
新
た
な
ト

レ
イ
ル
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
地
域
住
民

に
は
何
を
つ
く
る
と
説
明
し
た
の
か
（
地
域

住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
）。

櫻
庭
氏
…
こ
の
エ
リ
ア
は
陸
中
海
岸
国
立
公

園
（
現
在
は
三
陸
復
興
国
立
公
園
）
と
い
う

国
立
公
園
エ
リ
ア
で
、
素
晴
ら
し
い
海
岸
景

観
を
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
む
た
め
の
遊
歩

道
が
も
と
も
と
あ
っ
た
。
地
域
の
方
に
は
、

「
こ
の
遊
歩
道
を
昔
み
な
さ
ん
が
使
っ
た
道

で
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

道
を
思
い
出
す
作
業
を
通
じ
て
、
道
が
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
道
に
ま
つ
わ
る
自
分
自

身
の
物
語
も
抽
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
地
域
の

方
に
と
っ
て
は
、
自
分
と
関
わ
っ
た
道
が
復

活
す
る
と
い
う
期
待
感
が
あ
り
、
ト
レ
イ
ル

の
設
定
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
に
参
加
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ル
ー

ト
と
復
興
工
事
の
関
係
は
？

櫻
庭
氏
…
沿
岸
部
に
は
万
里
の
長
城
の
ご
と

く
防
潮
堤
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
一
部
は
海

が
見
え
な
い
区
間
も
あ
る
。
防
潮
堤
の
上
に

ル
ー
ト
を
通
し
て
い
る
区
間
も
あ
る
。
山
あ

り
谷
あ
り
海
岸
あ
り
と
歩
き
、
里
に
下
り
る

と
防
潮
堤
、
防
潮
堤
を
越
え
て
町
場
に
入
り

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
後
、
再
び
防
潮

堤
を
越
え
て
山
側
に
戻
る
と
い
う
ル
ー
ト
に

な
っ
て
い
る
。
自
然
が
好
き
な
方
は
八
戸
〜

金
華
山
ま
で
の
ル
ー
ト
が
ま
さ
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
ら
し
い
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
南

側
の
ル
ー
ト
は
町
場
と
近
く
、
気
軽
に
食
べ

歩
き
な
ど
も
楽
し
め
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い

る
。
区
間
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、
好
み
に
応

じ
て
選
択
し
て
も
ら
い
た
い
。

参
加
者
…
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

櫻
庭
氏
…
地
域
に
も
と
も
と
あ
る
救
命
や
防

災
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て
の
対
応
を
基
本
と

考
え
て
お
り
、
今
後
各
地
区
の
消
防
や
消
防

団
と
の
情
報
共
有
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
全
線
サ
イ
ン
整
備
後
、
各
サ
イ
ン
に
ナ

ン
バ
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
番
号
で
自
分
の

場
所
を
識
別
し
、
救
助
側
に
ス
ム
ー
ズ
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
予
定
。
ま
た
、
ハ
イ

カ
ー
に
は
ラ
ジ
オ
や
ク
マ
鈴
、
ス
ズ
メ
バ
チ

に
刺
さ
れ
た
と
き
用
の
リ
ム
ー
バ
ー
な
ど
を

携
行
す
る
よ
う
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

参
加
者
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
方
法
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し
た
情
報
の

扱
い
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
は
役
場

が
発
行
す
る
広
報
誌
が
主
な
手
段
。
そ
の
際
、

そ
の
後
の
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ

う
、
各
地
区
の
区
長
に
は
必
ず
参
加
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
。
地
域
の
歴
史
に
詳
し
い

教
育
委
員
会
出
身
の
方
も
議
論
に
お
い
て
重

要
だ
っ
た
。
役
場
の
協
力
を
得
る
た
め
に
、

各
市
町
村
の
首
長
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
。

　ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し

た
情
報
の
裏
付
け
や
蓄
積
は
、
他
の
担
当
者

は
行
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
自
分
は
し

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
情
報
は
ト
レ
イ
ル
の

魅
力
を
伝
え
る
貴
重
な
情
報
源
で
、
今
後
何

ら
か
の
形
で
情
報
共
有
が
必
要
だ
と
思
う
。

司
会
…
日
本
交
通
公
社
で
は
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
と
同
じ
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
復
興
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
て
い
た
。

岩
手
県
久
慈
市
、
洋
野
町
、
山
田
町
、
宮
城

県
気
仙
沼
市
唐
桑
半
島
、
塩
竈
市
浦
戸
諸
島
、

福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
の
6
か
所
の
モ
デ
ル

地
域
の
う
ち
、
浦
戸
諸
島
に
お
い
て
、
地
域

の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
図
書
館
資
料
の

情
報
を
整
理
し
て
、
地
域
の
隠
れ
た
魅
力
を

掘
り
起
こ
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た

こ
と
が
あ
る
。
ト
レ
イ
ル
や
エ
コ
ツ
ア
ー
の

ガ
イ
ド
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
ブ
ッ
ク
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
地
域
の
方

自
身
が
地
域
の
魅
力
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
ま
た
、
学
校
の
教
材
と
し
て
も
使

わ
れ
て
い
る
。

参
加
者
…
入
込
客
数
以
外
に
、
効
果
測
定
手

法
と
し
て
想
定
し
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
現
状
で
は
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
の
配

布
数
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
り
、
ハ
イ
カ
ー
自
身

に
数
取
器
を
押
し
て
も
ら
っ
て
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
正
確
な
数
値
で
は
な

い
た
め
、
赤
外
線
カ
ウ
ン
タ
ー
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
適
切
な
設
置
場
所
が
難
し
い

が
、
90
％
程
度
の
精
度
で
間
違
い
な
く
ト
レ

イ
ル
を
歩
い
て
い
る
方
を
カ
ウ
ン
ト
で
き
そ

う
な
箇
所
を
、
10
地
点
ほ
ど
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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セ
ン
タ
ー
は
現
地
の
観
光
推
進
団
体
と
も
つ

な
が
り
を
持
っ
て
情
報
収
集
し
て
お
り
、
今

後
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
も
拡
充
予

定
。

参
加
者
…
ル
ー
ト
サ
イ
ン
や
案
内
版
、
ス
マ

ホ
対
応
マ
ッ
プ
作
成
の
予
定
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
今
年
度
中
に
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
全
線
に
サ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
る
予
定
。

ス
マ
ホ
対
応
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
今
年
度
中

の
公
開
を
目
指
し
て
作
成
を
進
め
て
い
る
。

プ
ロ
ハ
イ
カ
ー
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
必

要
な
情
報
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
現
在
取
り

ま
と
め
作
業
を
進
め
て
い
る
段
階
。

参
加
者
…
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
み
た
い
場

合
の
お
す
す
め
区
間
は
ど
こ
か
。

櫻
庭
氏
…
〝
海
の
ア
ル
プ
ス
〞
と
言
わ
れ
る

だ
け
あ
り
、
岩
手
県
の
区
間
は
崖
の
上
り
下

り
も
あ
っ
て
か
な
り
厳
し
い
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
。
青
森
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
は
フ

ラ
ッ
ト
な
区
間
が
多
く
、
年
配
の
方
で
も
歩

い
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　人
気
が
あ
る
の
は
八
戸
の
種
差
海
岸
。
二

次
交
通
が
充
実
し
て
い
る
た
め
区
間
を
分
け

て
歩
き
や
す
く
、
民
宿
も
多
い
。
ま
た
、
民

宿
の
方
た
ち
の
多
く
が
ル
ー
ト
設
定
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
ハ

イ
カ
ー
に
対
す
る
理
解
度
が
高
く
、
お
弁
当

付
き
プ
ラ
ン
な
ど
ハ
イ
カ
ー
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
も
充
実
し
て
い
る
。

参
加
者
…
交
通
事
業
者
と
連
携
し
た
日
帰
り

コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
3
分

の
2
程
度
は
、
二
次
交
通
を
利
用
し
な
が
ら

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
J
R
の
「
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
に
も
マ
ッ
チ
す
る
だ
ろ

う
。　ま

た
、
環
境
省
や
三
陸
鉄
道
、
岩
手
県
北

バ
ス
職
員
の
有
志
で
「
俺
た
ち
歩
こ
う
会
」

を
結
成
し
、
ト
レ
イ
ル
以
外
に
も
旧
街
道
や

塩
の
道
な
ど
を
歩
い
て
ツ
ア
ー
造
成
を
検
討

す
る
と
い
う
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

情
報
共
有
が
下
地
と
な
り
、
三
陸
鉄
道
で
も

ト
レ
イ
ル
ツ
ア
ー
の
試
行
を
始
め
た
と
こ
ろ
。

参
加
者
…
ト
レ
イ
ル
の
楽
し
み
方
を
伝
え
る

た
め
の
取
り
組
み
を
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
コ
ン
テ

ン
ツ
づ
く
り
は
精
力
的
に
進
め
て
き
た
が
、

広
報
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況
。
最
近

は
年
に
3
・
4
回
、
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
製

造
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
P
R
し
て
い
る
。

広
報
は
行
政
が
苦
手
と
す
る
分
野
で
あ
り
、

民
間
セ
ク
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
地
域
側
の

認
知
度
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
、
地
域
住

民
の
購
読
率
が
高
い
ロ
ー
カ
ル
紙
の
取
材
は

積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
た
。

　ガ
イ
ド
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
プ
ロ

と
し
て
ト
レ
イ
ル
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
の

は
八
戸
く
ら
い
。
他
に
は
、
ル
ー
ト
設
定
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
た
方
た
ち
が
、

副
業
的
に
ガ
イ
ド
を
引
き
受
け
る
と
い
う
動

き
が
少
し
ず
つ
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。

参
加
者
…
実
際
に
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
て
み
て
、

地
域
の
中
で
も
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知
度

に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

櫻
庭
氏
…
ハ
イ
カ
ー
の
存
在
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
く
る
と
、
ト
レ
イ
ル
に
対
す
る
認
知

度
が
高
ま
り
、
様
々
な
活
動
の
広
が
り
が
生

ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
世
界
で
最
初
に
で
き

た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ア

パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
で
は
、
地
域
住
民
が

ハ
イ
カ
ー
に
対
し
て
宿
や
食
事
を
提
供
す
る

こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は

ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
成
立
す
る
理
由
は
、

国
認
定
第
一
号
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
自
分

た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
あ
る
こ
と
を
非
常
に
誇

り
に
思
い
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
を
尊
敬
し
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ト
レ
イ

ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
存
在
が
、
全
世
界
の
ト
レ

イ
ル
の
中
で
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
が
最

も
格
式
が
高
い
と
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
が
認
め

る
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
四
国

遍
路
が
近
い
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
も
、
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ

●
ト
レ
イ
ル
の
維
持
管
理
に
は
も
ち
ろ
ん
地

域
住
民
も
参
加
し
、
外
の
人
と
地
域
住
民
の

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
外
の
人
か
ら
の

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
ぜ
ひ
続
け
る
べ
き

だ
」と
い
う
反
応
が
、地
域
住
民
の
ト
レ
イ
ル

に
対
す
る
愛
着
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
意
義

●
観
光
と
は
、
地
域
に
存
在
す
る
資
源
の
魅

力
を
体
感
す
る
こ
と
で
あ
り
、
優
れ
た
観
光

と
は
、
旅
行
者
が
地
域
を
学
ぶ
、
理
解
す
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
通
し
て

実
現
し
た
い
こ
と
は
、
歩
く
旅
の
復
権
で
あ

る
。
長
距
離
を
時
間
を
か
け
て
歩
く
こ
と
で

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
の

な
か
で
様
々
な
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
の
で

き
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、
地
域
に
対
す
る

深
い
理
解
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
非
常

に
満
足
度
が
高
い
旅
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

●
観
光
関
連
事
業
の
費
用
対
効
果
の
説
明
に

際
し
て
は
、
一
般
的
に
は
利
用
者
数
や
経
済

効
果
が
指
標
と
な
る
が
、
本
来
的
な
意
味
で

の
震
災
復
興
を
考
え
た
と
き
に
、
経
済
が
回

れ
ば
地
域
が
す
ご
く
良
く
な
る
か
と
い
う
と

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
利
用
者
が
い
か

に
満
足
し
た
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
震
災
と
い
う
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

地
域
を
通
る
ト
レ
イ
ル
に
と
っ
て
、
地
域
振

興
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
は
非
常
に

重
要
な
命
題
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を

歩
い
て
地
域
資
源
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
伝
わ
る
知
恵
や
生
活
様
式
と
い

っ
た
価
値
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
都
会
に
地

域
を
応
援
す
る
気
持
ち
の
人
を
増
や
し
た
い
。

ま
た
、
そ
う
し
た
応
援
者
が
増
え
る
こ
と
で
、

地
域
に
住
ま
う
人
が
地
域
の
価
値
に
気
づ
く

機
会
を
生
み
出
し
た
い
。

●
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
長
い
時
間
を
か

け
た
旅
で
は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
何
度
も
す

れ
違
う
ハ
イ
カ
ー
同
士
の
心
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
。
ま
た
、
歩
く
速
度
だ
か
ら
こ
そ
、

ハ
イ
カ
ー
と
地
域
と
の
触
れ
合
い
も
生
ま
れ

る
。
こ
れ
が
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
本
質
的
な

魅
力
で
あ
る
。

●
今
後
の
展
開
を
考
え
る
際
、
三
陸
に
は
雪

が
降
ら
な
い
と
い
う
の
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
だ
と
考
え
て
い
る
。
冬
山
登
山
は
難

し
い
が
ハ
イ
キ
ン
グ
程
度
な
ら
楽
し
み
た
い

と
い
う
方
は
、
冬
季
の
東
北
観
光
に
と
っ
て

う
っ
て
つ
け
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
1,
0
0
0
㎞
を
超
え
る
長
い
ト
レ

イ
ル
で
あ
る
こ
と
が
リ
ピ
ー
タ
ー
化
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

加
藤
則
芳
氏
が

目
指
し
た
も
の

●
現
代
社
会
は
、
団
体
に
加
わ
っ
て
得
ら
れ

る
利
益
が
成
員
の
関
心
の
中
心
に
な
っ
て
結

合
さ
れ
る
利
益
社
会
＝
「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

ト
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
加
藤
氏
は
、

自
然
的
・
直
接
的
に
打
算
抜
き
で
結
合
し
た

共
同
社
会
＝
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
の
価

値
観
を
顧
み
る
こ
と
が
、
現
代
人
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
日
本
に
紹
介
し
続
け
た
。

●
自
然
体
験
の
提
供
に
お
い
て
は
、
フ
ロ
ン

ト
カ
ン
ト
リ
ー
と
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
と
い

う
2
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
フ
ロ
ン
ト
カ
ン

ト
リ
ー
は
、
観
光
地
と
し
て
整
備
さ
れ
管
理

責
任
者
が
い
る
場
。
一
方
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
は
強
烈
な
自
然
体
験
を
提
供
す
る
場
で

あ
り
、
自
己
判
断
・
自
己
責
任
で
の
行
動
が

求
め
ら
れ
る
。
加
藤
氏
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
を
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
組
み
込

む
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
満
潮
に
な
る

と
通
れ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ト
レ
イ
ル
を

設
定
す
れ
ば
、
満
潮
か
干
潮
を
あ
ら
か
じ
め

判
断
す
る
必
要
が
生
じ
、
長
旅
で
あ
れ
ば
潮

の
干
満
時
刻
を
踏
ま
え
た
行
動
計
画
も
必
要

と
な
る
。
現
時
点
の
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
に
は
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
要
素
は
あ

ま
り
組
み
込
め
て
い
な
い
が
、
今
後
は
、
一

歩
進
ん
だ
ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
み
方
も
提
案

し
て
い
き
た
い
。

 

 
参
加
者
…
宿
泊
施
設
に
関
す
る
情
報
提
供
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
（
宮
城

県
名
取
市
に
環
境
省
が
設
置
）
を
運
営
し
て

い
る
「
N
P
O
法
人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク

ラ
ブ
」
に
て
、
宿
泊
施
設
や
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
進
め

て
い
る
。
W
E
B
に
も
掲
載
す
る
予
定
。
同

口
：
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で
を
つ
な
ぐ
、

総
延
長
1,
0
2
5
㎞
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
、
歩
い
て
旅
を
す
る

た
め
の
長
い
道
の
こ
と
。
具
体
的
な
距
離
数

の
定
義
は
な
い
が
、
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

協
会
登
録
の
ト
レ
イ
ル
の
中
で
、
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
は
圧
倒
的
に
最
長
。
海
岸
沿

い
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
。

2
0
1
9
年
6
月
9
日
に
全
線
開
通
し
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

構
想
の
き
っ
か
け

〜
加
藤
則
芳
氏
の
存
在
〜

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
日
本
に
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
紹
介
し
た
第
一
人
者

と
言
わ
れ
る
作
家
、
加
藤
則
芳
氏
の
ア
イ
デ

ィ
ア
に
よ
り
生
ま
れ
た
。
加
藤
氏
は
自
然
保

護
に
関
す
る
造
詣
が
深
く
、
国
立
公
園
制
度

の
父
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
の
研
究
で

も
知
ら
れ
る
。
人
間
は
自
然
の
中
で
生
ま
れ
、

自
然
と
調
和
を
図
り
な
が
ら
生
き
て
き
た
生

き
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
意
味
で
「
人
は
本
来
、
自
然
人

で
あ
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

い
る
。

●
2
0
1
1
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
、
環
境
省
に
加
藤
氏
が
訪
れ
、
震
災
復

興
の
た
め
に
東
北
太
平
洋
沿
岸
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
提
言
さ
れ
た
。

世
界
的
に
見
て
も
海
岸
部
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
は
珍
し
く
、
海
外
か
ら
の
来
訪
も
期
待
で

き
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
三
陸
の
厳

し
い
崖
の
海
岸
線
を
上
り
下
り
し
た
り
、
満

潮
時
に
は
通
行
不
可
に
な
る
よ
う
な
ト
レ
イ

ル
を
あ
え
て
設
定
す
る
、
つ
ま
り
ゲ
ー
ム
性

を
取
り
入
れ
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル

と
す
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
提
言
を

受
け
て
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
提
言
さ
れ
た

当
時
、
加
藤
氏
は
す
で
に
A
L
S
（
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
）
を
発
症
し
て
お
り
、
ト
レ

イ
ル
の
全
線
開
通
を
目
に
す
る
こ
と
な
く

2
0
1
3
年
4
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
動
け

な
く
な
る
直
前
ま
で
車
い
す
で
全
国
各
地
に

講
演
に
回
り
、
人
と
自
然
が
触
れ
合
う
場
と

し
て
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
い
か
に
素
晴
ら
し

い
か
を
広
め
て
い
た
。

●
ト
レ
イ
ル
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
設
定

者
が
自
ら
歩
い
て
自
分
で
体
感
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
い
う
加
藤
氏
の
指
示
を
受
け
、
自

分
が
の
べ
47
日
間
か
け
て
現
地
を
歩
き
、
そ

れ
を
加
藤
氏
に
報
告
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
と
い
う
形
で
ル
ー
ト
の
構
想
を
練
っ
て

い
っ
た
。

●
東
日
本
大
震
災
後
、
環
境
省
と
し
て
は
、

自
然
の
脅
威
と
そ
れ
へ
の
対
抗
と
い
う
面
だ

け
で
は
な
く
、
自
然
か
ら
受
け
て
い
る
恩
恵

の
面
も
き
ち
ん
と
見
つ
め
な
が
ら
復
興
を
進

め
る
よ
う
提
案
し
て
き
た
。
三
陸
沿
岸
に
は

南
北
に
長
い
三
陸
復
興
国
立
公
園
（
旧
陸
中

海
岸
国
立
公
園
）
が
あ
り
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
と
の
相
性
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
事
業
が

進
め
ら
れ
た
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

の
検
討
過
程

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
大
き
な
特
徴

は
、
地
域
の
意
見
で
ル
ー
ト
を
作
り
上
げ
た

と
い
う
点
。
地
域
住
民
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
情
報
を
持
ち
寄
り
、
現
地

調
査
を
行
い
、
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

て
ル
ー
ト
案
を
決
定
す
る
と
い
う
流
れ
で
進

め
た
。
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
線

で
2
0
0
回
を
超
え
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域

住
民
自
ら
作
り
上
げ
た
ト
レ
イ
ル
と
い
う
の

は
、
日
本
の
他
の
ト
レ
イ
ル
で
は
聞
い
た
こ

と
が
な
い
。

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
自
然
の
中
を

通
る
道
で
あ
り
、
夏
場
は
下
草
刈
り
が
欠
か

せ
な
い
。
こ
う
し
た
維
持
管
理
作
業
は
、
多

く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
イ
ベ
ン
ト
形

式
で
実
施
し
て
い
る
。
1
泊
2
日
の
草
刈
り

イ
ベ
ン
ト
に
30
〜
50
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

過
去
に
は
大
阪
や
九
州
か
ら
の
参
加
も
あ
っ

た
。

　2
0
1
9
年
7
月
24
日（
水
）、「
東
北
1,

0
0
0
km
を
つ
な
ぐ
〝
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
〞
〜
自
然
資
源
を
生
か
し
た
地
域
の
活

躍
の
場
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
17
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
資
す
る
た
め
、
環
境

省
が
2
0
1
1
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ひ
と

つ
で
す
。
歩
く
こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
自
然

と
暮
ら
し
に
出
会
い
、
震
災
の
記
憶
に
触
れ
、

地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
構
想
段
階
か
ら
全
線
開
通
ま
で
、

第
一
線
で
担
当
し
た
環
境
省
の
櫻
庭
氏
を
お

招
き
し
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
、

構
想
の
き
っ
か
け
、
検
討
過
程
、
意
義
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　後
半
の
意
見
交
換
で
は
、
情
報
提
供
、
ル

ー
ト
整
備
、
安
全
管
理
、
交
通
事
業
者
と
の

連
携
、
ガ
イ
ド
育
成
、
地
域
住
民
の
意
識
醸

成
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、
様
々
な
視
点
か

ら
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
非
常
に
熱
気
に
満

ち
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
概
要

●
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
北
の
玄
関

口
：
青
森
県
八
戸
市
蕪
島
か
ら
南
の
玄
関

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

に
か
け
る
想
い

司
会
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
に
こ
こ
ま

で
熱
心
に
取
り
組
め
る
理
由
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
た
い
。

櫻
庭
氏
…
長
崎
県
の
五
島
列
島
に
駐
在
時
、

九
州
自
然
歩
道
を
五
島
列
島
ま
で
延
伸
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
自
分
が
赴
任
し
た
時
点
で

ル
ー
ト
計
画
は
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
い
た
が
、

設
定
者
自
ら
に
よ
る
現
地
調
査
を
踏
ま
え
ず

机
上
だ
け
で
引
い
た
道
、
歩
く
人
の
目
線
に

立
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
な
い
道
だ
っ
た
た
め
、

非
常
に
つ
ま
ら
な
い
道
と
な
っ
て
い
た
。

　困
っ
た
私
が
上
司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

加
藤
則
芳
氏
を
紹
介
さ
れ
、
実
際
に
五
島
列

島
ま
で
来
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
に
は
す

で
に
A
L
S
を
発
症
し
て
お
り
、
か
な
り
体

は
辛
か
っ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
文
化
を
日
本

に
定
着
さ
せ
た
い
と
い
う
意
気
込
み
で
、
熱

心
に
指
導
い
た
だ
い
た
。

　五
島
列
島
で
の
任
期
を
ま
も
な
く
終
え
る

頃
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
環
境
省
本

省
で
は
加
藤
氏
の
提
言
を
受
け
て
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
産
声
を
上
げ
て
い
た
。

年
度
が
変
わ
り
、
4
月
1
日
付
で
本
省
勤
務

に
な
る
と
、
ト
レ
イ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
三

陸
復
興
推
進
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、

加
藤
氏
と
再
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　加
藤
氏
本
人
の
熱
意
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

周
囲
の
人
た
ち
も
、
と
て
つ
も
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
加
藤
氏
が
亡

く
な
ら
れ
た
今
で
も
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い

る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
、
こ

れ
は
生
半
可
な
気
持
ち
で
は
関
わ
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
う
し
、
公
務
員
だ
か
ら
自
分
だ

け
先
に
抜
け
ま
す
、
と
い
う
気
に
も
全
く
な

ら
な
い
。
人
事
面
で
の
配
慮
も
あ
り
、
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
構
想
が
生
ま
れ
て
か
ら

全
線
開
通
ま
で
の
8
年
間
半
に
わ
た
っ
て
関

わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
仕
事
冥

利
に
尽
き
る
と
感
じ

て
い
る
。

お
わ
り
に

　終
了
後
、
参
加
者

の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

「
ト
レ
イ
ル
に
つ
い

て
ほ
ぼ
初
め
て
知
っ

た
が
理
解
が
深
ま
っ

た
」「
歩
く
旅
の
復

権
と
い
う
主
張
に
心

か
ら
共
感
す
る
」

「
加
藤
則
芳
氏
の
熱
意
を
受
け
て
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
物
語
自
体

に
感
動
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　私
自
身
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ

デ
ル
事
業
で
東

北
太
平
洋
沿
岸

地
域
に
関
わ
っ

た
経
験
が
あ
り
、

そ
こ
で
知
り
合

っ
た
素
敵
な
人

た
ち
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た

い
と
い
う
思
い

で
、
今
回
の
た

び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
企
画
し
ま
し
た
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
、
東
北
の
魅
力
が
伝
わ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
文
：
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
企
画
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

ル
や
お
遍
路
さ
ん
の
よ
う
に
、
存
在
と
し
て

定
着
し
、
文
化
と
し
て
熟
成
さ
れ
、
そ
の
地

域
と
一
体
化
し
た
ト
レ
イ
ル
に
育
て
て
い
き

た
い
と
思
う
。

参
加
者
…
フ
ラ
ン
ス
人
は
ト
レ
イ
ル
に
対
す

る
関
心
が
高
い
。
外
国
人
に
対
す
る
情
報
発

信
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

櫻
庭
氏
…
実
際
に
欧
米
系
の
方
が
ト
レ
イ
ル

を
歩
い
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
ト
レ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
に
英
語
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
テ
レ
ワ
ー

ク
で
多
言
語
対
応
化
も
進
め
る
予
定
。
イ
ギ

リ
ス
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
記
者
か
ら
取
材
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
記
事
が
広
告
媒

体
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
既
存
の
道
を
つ
な
い
で
新
た
な
ト

レ
イ
ル
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
地
域
住
民

に
は
何
を
つ
く
る
と
説
明
し
た
の
か
（
地
域

住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
）。

櫻
庭
氏
…
こ
の
エ
リ
ア
は
陸
中
海
岸
国
立
公

園
（
現
在
は
三
陸
復
興
国
立
公
園
）
と
い
う

国
立
公
園
エ
リ
ア
で
、
素
晴
ら
し
い
海
岸
景

観
を
い
い
と
こ
取
り
で
楽
し
む
た
め
の
遊
歩

道
が
も
と
も
と
あ
っ
た
。
地
域
の
方
に
は
、

「
こ
の
遊
歩
道
を
昔
み
な
さ
ん
が
使
っ
た
道

で
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

道
を
思
い
出
す
作
業
を
通
じ
て
、
道
が
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
道
に
ま
つ
わ
る
自
分
自

身
の
物
語
も
抽
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
地
域
の

方
に
と
っ
て
は
、
自
分
と
関
わ
っ
た
道
が
復

活
す
る
と
い
う
期
待
感
が
あ
り
、
ト
レ
イ
ル

の
設
定
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
に
参
加
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ル
ー

ト
と
復
興
工
事
の
関
係
は
？

櫻
庭
氏
…
沿
岸
部
に
は
万
里
の
長
城
の
ご
と

く
防
潮
堤
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
一
部
は
海

が
見
え
な
い
区
間
も
あ
る
。
防
潮
堤
の
上
に

ル
ー
ト
を
通
し
て
い
る
区
間
も
あ
る
。
山
あ

り
谷
あ
り
海
岸
あ
り
と
歩
き
、
里
に
下
り
る

と
防
潮
堤
、
防
潮
堤
を
越
え
て
町
場
に
入
り

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
後
、
再
び
防
潮

堤
を
越
え
て
山
側
に
戻
る
と
い
う
ル
ー
ト
に

な
っ
て
い
る
。
自
然
が
好
き
な
方
は
八
戸
〜

金
華
山
ま
で
の
ル
ー
ト
が
ま
さ
に
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
ら
し
い
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
南

側
の
ル
ー
ト
は
町
場
と
近
く
、
気
軽
に
食
べ

歩
き
な
ど
も
楽
し
め
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い

る
。
区
間
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、
好
み
に
応

じ
て
選
択
し
て
も
ら
い
た
い
。

参
加
者
…
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

櫻
庭
氏
…
地
域
に
も
と
も
と
あ
る
救
命
や
防

災
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て
の
対
応
を
基
本
と

考
え
て
お
り
、
今
後
各
地
区
の
消
防
や
消
防

団
と
の
情
報
共
有
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
全
線
サ
イ
ン
整
備
後
、
各
サ
イ
ン
に
ナ

ン
バ
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
番
号
で
自
分
の

場
所
を
識
別
し
、
救
助
側
に
ス
ム
ー
ズ
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
予
定
。
ま
た
、
ハ
イ

カ
ー
に
は
ラ
ジ
オ
や
ク
マ
鈴
、
ス
ズ
メ
バ
チ

に
刺
さ
れ
た
と
き
用
の
リ
ム
ー
バ
ー
な
ど
を

携
行
す
る
よ
う
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

参
加
者
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
方
法
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し
た
情
報
の

扱
い
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

櫻
庭
氏
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
集
客
は
役
場

が
発
行
す
る
広
報
誌
が
主
な
手
段
。
そ
の
際
、

そ
の
後
の
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ

う
、
各
地
区
の
区
長
に
は
必
ず
参
加
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
。
地
域
の
歴
史
に
詳
し
い

教
育
委
員
会
出
身
の
方
も
議
論
に
お
い
て
重

要
だ
っ
た
。
役
場
の
協
力
を
得
る
た
め
に
、

各
市
町
村
の
首
長
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
。

　ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し

た
情
報
の
裏
付
け
や
蓄
積
は
、
他
の
担
当
者

は
行
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
自
分
は
し

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
情
報
は
ト
レ
イ
ル
の

魅
力
を
伝
え
る
貴
重
な
情
報
源
で
、
今
後
何

ら
か
の
形
で
情
報
共
有
が
必
要
だ
と
思
う
。

司
会
…
日
本
交
通
公
社
で
は
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
と
同
じ
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
復
興
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
て
い
た
。

岩
手
県
久
慈
市
、
洋
野
町
、
山
田
町
、
宮
城

県
気
仙
沼
市
唐
桑
半
島
、
塩
竈
市
浦
戸
諸
島
、

福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
の
6
か
所
の
モ
デ
ル

地
域
の
う
ち
、
浦
戸
諸
島
に
お
い
て
、
地
域

の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
図
書
館
資
料
の

情
報
を
整
理
し
て
、
地
域
の
隠
れ
た
魅
力
を

掘
り
起
こ
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た

こ
と
が
あ
る
。
ト
レ
イ
ル
や
エ
コ
ツ
ア
ー
の

ガ
イ
ド
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
ブ
ッ
ク
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
地
域
の
方

自
身
が
地
域
の
魅
力
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
ま
た
、
学
校
の
教
材
と
し
て
も
使

わ
れ
て
い
る
。

参
加
者
…
入
込
客
数
以
外
に
、
効
果
測
定
手

法
と
し
て
想
定
し
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。

櫻
庭
氏
…
現
状
で
は
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
の
配

布
数
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
り
、
ハ
イ
カ
ー
自
身

に
数
取
器
を
押
し
て
も
ら
っ
て
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
正
確
な
数
値
で
は
な

い
た
め
、
赤
外
線
カ
ウ
ン
タ
ー
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
適
切
な
設
置
場
所
が
難
し
い

が
、
90
％
程
度
の
精
度
で
間
違
い
な
く
ト
レ

イ
ル
を
歩
い
て
い
る
方
を
カ
ウ
ン
ト
で
き
そ

う
な
箇
所
を
、
10
地
点
ほ
ど
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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先
日
、
大
学
の
英
語
部
の
後
輩
で
あ
る
牛

田
泰
正
氏
（
弘
前
医
療
福
祉
大
学
短
期
大
学

教
授
、
弘
前
大
学
非
常
勤
講
師
）
か
ら
一
冊

の
本
が
送
ら
れ
て
き
た
。
彼
は
長
年
日
本
の

外
食
産
業
を
研
究
し
、
数
多
く
の
外
食
産
業

の
経
営
者
並
び
に
創
業
者
と
親
交
を
深
め
て

き
て
い
る
。
そ
の
縁
で
出
来
た
の
が
こ
の

『
外
食
産
業
創
業
者
列
伝
』
だ
。

　
こ
の
本
に
は
多
く
の
創
業
者
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
中
で
も
鉄
板
焼
き
「
ベ
ニ
ハ
ナ

オ
ブ
ト
ー
キ
ョ
ー
」
の
創
業
者
ロ
ッ
キ
ー
青

木
氏
の
話
が
、
私
に
は
深
く
印
象
に
残
っ
た
。

本
の
紹
介
と
い
う
の
が
こ
の
連
載
の
趣
旨
だ

が
、
私
の
知
人
で
も
あ
っ
た
ロ
ッ
キ
ー
青
木

氏
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
こ

と
で
、
こ
の
本
の
概
要
と
創
業
者
の
姿
を
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
ロ
ッ
キ
ー
青
木
氏
は
学
生
時
代
に
レ
ス
リ

ン
グ
日
本
選
抜
の
一
員
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に

遠
征
し
た
の
だ
が
、
そ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
に

残
っ
て
経
営
学
を
学
び
、
起
業
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
一
番
成
功
し
た
日
本
人
と
も
言
わ
れ

る
人
物
だ
。

　
1
9
6
4
年
、
鉄
板
焼
き
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ベ
ニ
ハ
ナ
オ
ブ
ト
ー
キ
ョ
ー
」
1
号
店
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
開
業
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
鉄
板
焼
き

が
人
気
を
博
し
た
。
こ
の
１
号
店
を
皮
切
り

に
、「
ベ
ニ
ハ
ナ
」
を
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の

約
80
店
舗
含
む
1
0
0
店
舗
以
上
の
世
界
的

レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
に
成
長
さ
せ
て
い
る
。

　
日
本
に
帰
国
し
た
際
も
、
新
し
い
商
品
づ

く
り
や
商
品
そ
の
も
の
を
日
本
か
ら
ア
メ
リ

カ
に
持
ち
帰
る
べ
く
研
究
を
し
て
い
た
。
当

時
、
ロ
ッ
キ
ー
氏
が
よ
く
宿
泊
し
て
い
た
ロ

イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
内
の
鉄
板
焼
き
レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
、
鉄
板
焼
き
寿
司
を
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
、
大
好
評
を
博
し
て
い
た
。

ビ
ー
フ
、
フ
ォ
ア
グ
ラ
、
あ
る
い
は
白
身
の

魚
等
を
寿
司
の
具
と
し
て
供
し
て
い
た
の
だ

が
、
ロ
ッ
キ
ー
氏
は
目
を
輝
か
せ
、
ア
メ
リ

カ
の
ベ
ニ
ハ
ナ
で
も
是
非
メ
ニ
ュ
ー
に
入
れ

た
い
と
言
う
。
ホ
テ
ル
側
も
快
く
そ
れ
を
受

け
入
れ
た
。

　
数
か
月
後
、
ア
メ
リ
カ
の
鉄
板
焼
き
の
コ

ッ
ク
さ
ん
は
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
ず
、
ど
う
し

て
も
同
じ
も
の
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

再
来
日
。
今
度
は
準
備
か
ら
完
成
品
ま
で
を

動
画
に
収
め
、
帰
国
し
た
。

　
半
年
後
ま
た
来
日
し
、
や
は
り
だ
め
だ
、

諦
め
た
、
と
の
話
を
聞
い
た
。
試
行
錯
誤
の

末
に
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
事
例
で
は
あ
る

が
、
彼
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
仕
事
の
取
組

み
を
感
じ
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　
ロ
ッ
キ
ー
氏
は
2
0
0
8
年
7
月
に
他
界

し
て
い
る
。
東
京
の
病
院
に
入
院
す
る
た
め

に
と
り
あ
え
ず
ア
メ
リ
カ
に
帰
り
、
長
期
不

在
の
準
備
を
し
、
東
京
に
戻
る
予
定
だ
っ
た

が
、
帰
国
前
に
容
体
が
急
変
し
、
日
本
に
帰

っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
氏
は
「
ベ
ニ
ハ
ナ
オ
ブ
ト
ー
キ
ョ
ー
」
の

経
営
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
気
球
で
太
平

洋
を
横
断
し
た
冒
険
家
、
バ
ッ
ク
ギ
ャ
モ
ン

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
も
有
名
で
、
多
彩
な

趣
味
を
持
ち
、〝
人
生
は
死
ぬ
ま
で
挑
戦
だ
〞

と
言
い
続
け
、
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
も
冒
険
も

成
功
の
秘
訣
は
夢
を
持
ち
、
手
段
を
考
え
抜

き
、
命
が
け
で
や
る
こ
と
だ
、
と
も
言
っ
て

い
る
。

　
ベ
ニ
ハ
ナ
オ
ブ
ト
ー
キ
ョ
ー
と
ロ
ッ
キ
ー

青
木
の
名
は
、
こ
れ
か
ら
も
日
米
で
語
り
継

が
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
は
夫
人
が
青
木
氏

の
後
を
継
ぎ
、
世
界
中
の
ベ
ニ
ハ
ナ
を
配
下

に
収
め
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

わたしの１冊
16 回第

『外食産業
創業者列伝』

学校法人トラベルジャーナル学園
ホスピタリティツーリズム専門学校 校長

中村 裕

牛田泰正 著／路上社2018年

中
村 

裕（
な
か
む
ら・ゆ
た
か
）

1
9
4
0
年
東
京
都
生
ま
れ
。 

1
9

6
3
年
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
卒

業
後
、東
京
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
入
社
。 

グ
ア
ム
ヒ
ル
ト
ン
営
業
支
配
人
、東
京

ヒ
ル
ト
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
総
支

配
人
な
ど
を
歴
任
。 

1
9
8
8
年
、三
菱
地
所
入
社
、ロ

イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
出
向
し
、総
支
配
人
。 

三
菱
地

所
常
務
取
締
役
、ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
社
長・会
長
、

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
ズ
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ツ
社
長
、一
般

社
団
法
人
日
本
ホ
テ
ル
協
会
会
長
な
ど
を
経
て
、2
0
1

1
年
か
ら
ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ
ツ
ー
リ
ズ
ム
専
門
学
校
校
長
。 

著
書
に『
し
ゃ
べれ
な
い
人
の
ホ
テ
ル
で
の
英
語
│
一
流
ホ

テ
ル
自
由
自
在
』（
K
K
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
、1
9
8
6

年
）、『
ホ
テ
ル
の
基
本
は
現
場
に
あ
り
！
』（
柴
田
書
店
、

2
0
1
0
年
）、『
理
想
の
ホ
テ
ル
を
追
い
求
め
て
』（
共
著
、

オ
ー
タ
パ
ブ
リ
ケ
イ
シ
ョ
ン
ズ
、2
0
1
4
年
）。
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よ
う
な
と
こ
ろ
に
関
心
を
持
っ
た
か
に
つ
い

て
も
語
る
こ
と
を
課
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
、
現
場
と
関
わ
る
学
術
論
文
の
論
理
に
触

れ
、
ま
た
他
の
ゼ
ミ
生
ら
の
問
題
関
心
も
共

有
し
た
上
で
、
春
休
み
の
宿
題
に
取
り
か
か

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
3
年
ゼ
ミ
で
グ
ル
ー

プ
調
査
し
た
い
テ
ー
マ
を
各
自
そ
れ
ぞ
れ
に

考
え
、
や
は
り
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
プ
レ
ゼ

ン
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
で
す
。

　当
ゼ
ミ
で
は
、
3
年
生
は
全
員
で
1
つ
の

グ
ル
ー
プ
調
査
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
実
査

に
入
る
の
は
夏
休
み
以
降
で
あ
り
、
前
期
は

丸
々
、
調
査
計
画
の
立
案
に
費
や
し
ま
す
。

ま
ず
全
員
が
春
休
み
の
宿
題
に
つ
い
て
発
表

し
た
後
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
単
純
に
ど
れ
か
1
つ
の
案
を
選
ぶ
と
い

う
の
で
は
な
く
、
各
案
で
共
通
す
る
関
心
事

項
を
抽
出
し
て
合
併
し
た
り
折
衷
し
た
り
、

そ
の
過
程
で
ま
た
新
た
な
案
を
着
想
し
た
り

し
ま
す
。
い
く
つ
か
の
候
補
地
の
視
察
を
経

て
案
が
1
つ
に
定
ま
っ
た
ら
、
計
画
の
精
緻

化
に
入
り
ま
す
。
私
が
求
め
る
の
は
、
大
目

的
（
一
般
的
課
題
・
研
究
背
景
）、
中
目
的

（
対
象
事
例
へ
の
問
題
意
識
）、
小
目
的
（
リ

サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）、
成
果
の
予
想

（
中
目
的
・
大
目
的
と
対
応
）、
そ
し
て
調
査

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
明
確
に
設
計
す
る
こ
と

で
す
。
そ
こ
に
お
い
て
特
に
重
視
す
る
の
は
、

遂
行
可
能
性
と
（
他
者
か
ら
見
て
の
）
成
果

と
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
こ
の
研
究
計
画
は
前

期
末
に
、
弊
学
科
観
光
景
観
学
ゼ
ミ
と
の
合

同
報
告
会
で
発
表
し
、
他
ゼ
ミ
生
や
他
教
員

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
微
修
正
し
ま
す
。

　調
査
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
主
で
、
私
も
同

席
し
ま
す
が
、
ア
ポ
イ
ン
ト
採
り
も
含
め
て

全
て
学
生
主
導
で
行
い
ま
す
。
そ
の
最
終
成

果
は
年
末
に
、
再
び
右
記
ゼ
ミ
と
の
合
同
報

告
会
で
発
表
し
ま
す
。
最
終
報
告
に
際
し
て

は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
と
共
に
A
1
サ

イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
、
そ
の
縮
刷
版

は
必
要
に
応
じ
て
調
査
協
力
者
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
提
示
・
提
案

で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
大
き
い
で
す
が
、

ゼ
ミ
生
ら
自
身
が
考
え
た
テ
ー
マ
で
、
現
実

的
に
設
計
し
た
計
画
を
、
ゼ
ミ
生
ら
自
身
が

遂
行
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
私
自
身
に
と
り
ま
し
て
も
、

毎
年
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
飛
び

出
す
の
か
蓋
を
開
け
て
み
な
い
と
分
か
り
ま

せ
ん
か
ら
、
こ
れ
が
楽
し
み
で
仕
方
な
く
も

あ
り
ま
す
。

　1
月
に
な
る
と
3
年
生
は
、
各
自
の
卒
論

テ
ー
マ
案
の
プ
レ
ゼ
ン
に
入
り
ま
す
。
4
年

生
で
は
1
人
で
1
つ
の
調
査
を
行
う
わ
け
で

す
。
た
だ
し
3
年
生
と
比
し
て
成
果
の
要
求

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
3
年
生
で

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
共
に
実
践
的
活
動
に
参
画

し
た
り
し
ま
す
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、
粟

国
島
と
い
う
小
離
島
で
、
村
事
業
の
空
き
家

利
活
用
調
査
を
一
部
受
け
持
た
せ
て
い
た
だ

い
た
り
、
沖
縄
本
島
南
部
の
八
重
瀬
町
で
、

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
一
環
た
る
広

報
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
準
備
・
催
行
を
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
協
働
で
行
わ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

ゼ
ミ
生
に
は
一
定
の
達
成
感
を
覚
え
て
欲
し

い
の
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
私

が
求
め
る
の
は
、
「
や
は
り
ま
ず
自
ら
の
知

見
を
高
め
て
か
ら
で
な
い
と
、
い
き
な
り
地

域
貢
献
し
よ
う
と
し
て
も
出
来
る
こ
と
は
知

れ
て
い
る
」
と
感
じ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
入
り
口
と
な

り
ま
す
。

　冬
休
み
に
な
る
と
プ
レ
ゼ
ミ
は
、
3
年
ゼ

ミ
へ
の
直
接
的
な
準
備
に
入
り
ま
す
。
各
自
、

そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
の
あ
る
学
会
誌
論
文
を
1

本
選
び
、
そ
の
内
容
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

端
的
に
ま
と
め
ま
す
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
う
理
由
は
、
論
文
の
論
理
構
造
を
的
確
に

把
握
し
て
情
報
縮
約
す
る
上
で
、
ス
ラ
イ
ド

構
造
が
良
い
補
助
機
能
を
果
た
す
か
ら
で
す
。

冬
休
み
の
宿
題
と
し
て
ま
と
め
た
こ
れ
を
、

1
月
の
プ
レ
ゼ
ミ
で
順
次
発
表
し
ま
す
。
発

表
に
際
し
て
は
、
自
身
が
そ
の
論
文
の
ど
の

サ
イ
ド
と
い
う
よ
り
地
域
社
会
サ
イ
ド
で
す
。

つ
ま
り
、
観
光
と
地
域
と
の
関
係
性
を
考
え

る
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で
地
域
の
側
に
立
脚

し
、
そ
の
視
点
か
ら
見
て
観
光
は
い
か
な
る

選
択
肢
と
し
て
存
在
す
る
の
か
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
本
連
載
で
こ

れ
ま
で
に
ご
紹
介
に
な
っ
た
ゼ
ミ
や
、
観
光

系
と
称
し
て
一
般
的
に
想
像
さ
れ
る
専
門
領

域
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
い
さ
さ
か
異
な
る
も

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　た
だ
│
│
こ
れ
は
私
の
個
人
的
経
験
に
よ

る
も
の
で
す
の
で
ど
こ
ま
で
一
般
化
で
き
る

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
│
│
観
光
系
の
学
科

と
言
っ
て
も
学
生
の
中
に
は
、
観
光
産
業
と

程
度
に
ま
と
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

文
系
の
卒
論
と
し
て
は
短
い
こ
の
分
量
は
、

読
者
を
意
識
し
て
情
報
の
取
捨
選
択
を
厳
密

に
行
い
、
一
言
一
句
に
責
任
を
持
ち
な
が
ら

自
身
の
主
張
を
精
緻
に
立
論
す
る
能
力
を
涵

養
す
る
た
め
に
設
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　以
上
ご
紹
介
し
た
調
査
活
動
を
、
当
ゼ
ミ

で
は
「
メ
イ
ン
ゼ
ミ
」
と
称
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
教
育
意
図
を

も
っ
て
遂
行
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
一
方

で
学
生
に
と
り
ま
し
て
は
、
実
直
な
調
査
だ

け
で
な
く
よ
り
直
接
的
な
実
践
活
動
も
や
は

り
魅
力
的
な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し

た
実
践
的
な
活
動
を
「
サ
ブ
ゼ
ミ
」
と
称
し
、

希
望
す
る
ゼ
ミ
生
（
一
部
他
ゼ
ミ
生
）
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。
以

下
、
紙
幅
の
限
り
で
す
が
こ
れ
ら
2
種
類
の

ゼ
ミ
の
具
体
例
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

❶
メ
イ
ン
ゼ
ミ
の
例

　当
ゼ
ミ
生
が
案
出
す
る
テ
ー
マ
は
、
観
光

産
業
が
既
に
盛
ん
な
地
域
よ
り
も
、
有
形
無

形
の
地
域
資
源
を
活
か
し
て
こ
れ
か
ら
観
光

振
興
し
て
い
こ
う
と
す
る
地
域
を
対
象
と
す

る
も
の
が
多
い
で
す
。
3
年
ゼ
ミ
で
言
い
ま

す
と
例
え
ば
、
伝
統
工
芸
と
観
光
を
結
び
つ

け
よ
う
と
す
る
南
風
原
町
で
の
調
査
で
は
、

地
域
資
源
活
用
に
向
け
た
地
域
内
連
携
が
な

ぜ
困
難
で
あ
る
か
が
考
察
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
う
る
ま
市
の
観
光
計
画
に
組
み
入
れ
ら

れ
た
あ
る
無
人
島
に
関
す
る
調
査
で
は
、
無

人
と
い
え
ど
蓄
積
さ
れ
て
き
た
社
会
関
係
が

明
ら
か
に
な
る
一
方
、
そ
の
不
可
視
化
や
文

化
的
真
正
性
の
希
薄
化
の
進
展
が
問
題
と
し

て
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、
既
に
観
光
地
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
地
域
に
お
い
て
も
、
特
徴
的
な
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
有
名
な
ア
メ
リ
カ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
を
沿
岸
部
に
擁
す
る
北
谷
町
で

は
、
同
地
の
事
業
者
と
近
隣
自
治
会
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
1
km
内
陸
部
な
が

ら
高
齢
化
の
進
む
地
区
も
調
査
す
る
こ
と
で
、

ら
に
こ
の
2
学
科
は
2
0
1
8
年
度
、
旧
法

文
学
部
の
経
済
学
専
攻
、
地
理
歴
史
人
類
学

専
攻
、
国
際
言
語
文
化
学
科
と
合
流
し
て

「
国
際
地
域
創
造
学
部
」
と
な
り
ま
し
た
。

1
学
部
1
学
科
の
こ
の
新
学
部
に
お
い
て
、

観
光
科
学
科
は
「
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
い
う
1
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
科
学
科
と
し
て
最
後
の
学
年
で
あ
る

13
期
生
は
、
現
在
3
年
生
と
な
り
ゼ
ミ
を
履

修
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
観
光
地
域
デ
ザ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
期
生
は
ま
だ
、
ゼ
ミ

配
属
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
観
光
科
学
科
の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
ご
紹
介

致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　観
光
科
学
科
の
学
生
（
正
確
に
は
そ
の
9

期
以
降
の
学
生
）
は
、
2
年
後
期
か
ら
ゼ
ミ

に
配
属
さ
れ
ま
す
。
本
格
的
な
ゼ
ミ
は
3
年

生
か
ら
開
始
す
る
の
に
対
し
、
2
年
後
期
ゼ

ミ
は
プ
レ
ゼ
ミ
と
呼
称
し
、
ゼ
ミ
活
動
の
基

礎
を
学
ぶ
期
間
と
し
て
お
り
ま
す
。
ゼ
ミ
は

各
教
員
が
独
立
し
て
1
つ
ず
つ
担
っ
て
お
り
、

そ
の
活
動
内
容
は
も
ち
ろ
ん
担
当
教
員
の
専

門
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
4
年
ゼ
ミ

は
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
集
大
成
科
目
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
が
、
学
生
に
求
め

る
成
果
物
も
ま
た
ゼ
ミ
ご
と
に
異
な
っ
て
お

り
ま
す
。
以
下
、
私
の
担
当
す
る
ゼ
ミ
の
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

❶
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

　観
光
科
学
科
は
、
持
続
可
能
な
観
光
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
共
通
基
盤
と
し
た
上
で
、
提
供

専
門
科
目
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
リ
ソ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
3
領
域

に
分
類
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
リ
ソ
ー

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

観
光
社
会
学
ゼ
ミ
は
、
観
光
を
通
じ
た
地
域

振
興（
あ
る
い
は
地
域
振
興
の
た
め
の
観
光
）

の
考
究
、
お
よ
び
そ
の
た
め
の
社
会
調
査
を

テ
ー
マ
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
お
い
て

当
ゼ
ミ
が
主
眼
を
置
い
て
い
る
の
は
、
観
光

　弊
学
に
お
い
て
「
観
光
科
学
科
」
は
、
2

0
0
5
年
度
、
旧
法
文
学
部
内
の
1
学
科
と

し
て
誕
生
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
立
大

学
法
人
で
は
全
国
初
の
観
光
学
を
専
門
と
す

る
学
科
で
し
た
。
2
0
0
8
年
度
、
こ
の
学

科
は
同
学
部
経
営
学
専
攻
と
共
に
「
観
光
産

業
科
学
部
」
と
し
て
独
立
し
、
こ
の
学
部
の

2
学
科
の
う
ち
の
1
つ
と
な
り
ま
し
た
。
さ

越
智
正
樹（
お
ち・ま
さ
き
）

琉
球
大
学
国
際
地
域
創
造
学
部 

教
授
。専
門
は
観
光
社
会
学
、地
域
社
会
学
。

京
都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
後
、琉
球
大
学
観
光
産
業
科
学
部

教
授
等
を
経
て
2
0
1
8
年
度
よ
り
現
職
。主
な
著
書
に『
せ
め
ぎ
合
う
親

密
と
公
共
│
中
間
圏
と
い
う
ア
リ
ー
ナ
』（
共
著
、京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

2
0
1
7
年
）、『
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
読
み
解
く
観
光
文
化
学
│「
体
験
」を「
研
究
」に
す
る
16

章
』（
共
著
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、2
0
1
9
年
）な
ど
が
あ
る
。沖
縄
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

D
M
O
、旅
行
業
、地
方
創
生
な
ど
に
関
す
る
委
員
を
歴
任
し
て
い
る
。

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

琉
球
大
学

国
際
地
域
創
造
学
部
・
観
光
社
会
学
研
究
室

観
光
社
会
学
ゼ
ミ

「
観
光
を
通
じ
た
地
域
振
興
、あ
る
い
は
地
域
振
興
の
た
め
の
観
光
」が
こ
の
研
究
室
・
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
。

「
地
域
貢
献
が
し
た
い
か
ら
観
光
を
学
ぶ
」人
た
ち
が
見
据
え
る
も
の
は
何
か
？

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

4
回

第学
科
／

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

沿
革
と
ゼ
ミ

1

観
光
社
会
学
ゼ
ミ
の

テ
ー
マ
と
進
め
方

2

い
う
よ
り
地
域
に
こ
そ
関
心
の
あ
る
者
も
少

な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
学
生
は
、
「
高

校
生
の
頃
か
ら
地
域
貢
献
に
な
る
こ
と
が
し

た
く
て
、
地
域
貢
献
に
な
る
と
言
っ
た
ら
観

光
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
、
こ
の
学
科
に
入

学
し
た
」
と
の
旨
を
語
っ
て
お
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
意
思
を
持
つ
者
た
ち

に
と
っ
て
、
「
地
域
貢
献
に
な
る
と
言
っ
た

ら
観
光
」
と
い
う
考
え
は
、
観
光
産
業
従
事

者
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
に
直
結
す
る
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
進
路
の
志
望
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
事
実
、
私
の
ゼ
ミ
の

卒
業
生
（
現
在
ま
で
で
6
学
年
）
の
う
ち
、

観
光
関
連
産
業
に
就
い
て
い
る
者
は
17
・
9

％
で
す
。

　観
光
系
の
学
科
に
お
け
る
こ
う
し
た
実
態

に
つ
い
て
は
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
し

て
見
る
向
き
も
世
に
は
あ
り
ま
す
。
で
す
が

ま
ず
、
観
光
よ
り
も
地
域
貢
献
に
主
眼
を
置

く
高
校
生
に
お
い
て
も
観
光
学
が
進
路
先
た

り
得
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
観
光
立

国
・
観
光
立
県
振
興
の
成
果
の
1
つ
で
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
1
9
8
0
年
代
以
降
、

人
々
が
観
光
に
抱
い
て
き
た
希
望
は
、
経
済

的
な
希
望
、
政
治
的
な
希
望
、
社
会
的
な
希

望
な
ど
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
も
の
で
し
た
。

そ
れ
が
い
つ
し
か
統
合
さ
れ
た
挙
げ
句
、
あ

る
希
望
が
他
の
希
望
の
上
位
概
念
か
の
よ
う

に
僭
称
し
、
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の

を
不
可
視
化
し
て
し
ま
う
。
現
に
そ
う
し
た

傾
向
は
世
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
傾
向
に
抵

抗
す
る
こ
と
は
、
観
光
の
も
つ
可
能
性
を
矮

小
化
し
な
い
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
抵
抗
と
は
、
一
塊
で
扱
わ
れ
が
ち

な
観
光
の
希
望
に
つ
い
て
、
い
っ
た
い
ど
の

部
分
が
誰
に
と
っ
て
の
ど
の
よ
う
な
希
望
な

の
か
を
冷
静
に
見
つ
め
直
し
、
丁
寧
に
解
き

ほ
ぐ
し
て
再
提
示
す
る
こ
と
で
す
。
地
域
貢

献
を
志
向
し
て
観
光
学
へ
と
進
ん
だ
学
生
に

は
、
こ
の
こ
と
を
学
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
観
光
へ

の
理
解
を
深
め
た
学
生
た
ち
が
、
卒
業
後
に

多
様
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
は
、
観

光
立
国
・
観
光
立
県
の
条
件
を
さ
ら
に
正
し

く
整
え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

❷
ゼ
ミ
の
進
め
方

　さ
て
、
地
域
と
い
う
語
は
非
常
に
曖
昧
に

も
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
が
、
社
会
学
と
し
て

見
る
時
に
は
多
少
正
確
な
捉
え
方
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
地
域
社
会
学
の
基
礎
的
な
定
義
で

言
い
ま
す
と
、
地
域
社
会
・
地
域
空
間
と
し

て
認
め
ら
れ
る
の
は
最
大
で
も
市
町
村
レ
ベ

ル
で
あ
り
、
最
小
は
単
位
自
治
会
と
さ
れ
ま

す
。
当
ゼ
ミ
で
も
実
際
の
調
査
活
動
で
は
、

単
位
自
治
会
レ
ベ
ル
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

観
光
政
策
が
回
避
で
き
て
い
な
い
意
思
齟
齬

と
不
均
衡
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　4
年
生
の
卒
論
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
研

究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
要
約
集
を
公
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
け
れ
ば
ご
笑
覧
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

❷
サ
ブ
ゼ
ミ
の
例

　メ
イ
ン
ゼ
ミ
が
基
礎
調
査
を
重
視
す
る
一

方
で
、
サ
ブ
ゼ
ミ
は
主
に
ニ
ー
ズ
プ
ル
型
の

活
動
を
志
向
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
宮
古

島
の
教
育
旅
行
民
泊
団
体
へ
の
事
業
協
力
と

し
て
、
実
地
体
験
し
な
が
ら
意
見
提
示
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
企
業
と
協
力
し
、

沖
縄
世
界
遺
産
関
係
の
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
作

り
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
学

多
い
で
す
。
た
だ
し
そ
の
対
象
は
、
担
当
教

員
で
あ
る
私
が
設
定
し
た
り
準
備
し
た
り
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
、
プ
レ
ゼ

ミ
か
ら
4
年
後
期
ゼ
ミ
に
至
る
、
当
ゼ
ミ
の

進
め
方
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　ま
ず
2
年
後
期
（
10
〜
1
月
）
は
先
述
の

よ
う
に
プ
レ
ゼ
ミ
と
呼
称
し
、
3
〜
4
年
ゼ

ミ
活
動
を
行
う
た
め
の
基
礎
を
学
ぶ
期
間
と

し
て
い
ま
す
。
と
言
っ
て
も
重
視
し
て
い
る

の
は
、
学
的
概
念
や
方
法
論
の
学
習
で
は
な

く
、
問
題
意
識
の
涵
養
で
す
。
ま
ず
も
っ
て

こ
れ
が
無
け
れ
ば
学
ぶ
準
備
が
整
わ
ず
、
こ

れ
が
整
わ
な
け
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
学
習
の
効
果

は
低
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
そ
の

た
め
プ
レ
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
、
様
々
な
着
地
型

観
光
現
場
を
訪
れ
て
み
た
り
、
市
町
村
や
コ

は
全
員
で
や
っ
た
こ
と
を
今
度
は
1
人
で
や

っ
て
み
る
、
と
い
う
の
が
4
年
生
の
課
題
で

す
。
研
究
計
画
は
計
画
書
と
し
て
明
文
化
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
私
が

ゴ
ー
サ
イ
ン
を
与
え
な
い
限
り
、
調
査
に
は

着
手
で
き
ま
せ
ん
。
就
活
も
忙
し
い
4
年
前

期
は
ほ
ぼ
こ
れ
に
費
や
し
ま
す
。
後
期
の
ゼ

ミ
は
、
各
自
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
コ
メ

ン
ト
し
合
う
、
言
わ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
本

部
会
議
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
ま
す
。
最
終

的
に
成
果
は
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
ま
す

が
、
当
ゼ
ミ
で
は
こ
れ
を
敢
え
て
6
ペ
ー
ジ

生
の
希
望
が
あ
っ
た
時
に
は
、
観
光
関
連
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
ニ
ー
ズ
プ
ル
型
の
活
動
は
プ

レ
ゼ
ミ
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
（
先
述
の
粟
国
島
な
ど
の
例
）
、
3
〜

4
年
生
も
希
望
す
る
場
合
に
は
サ
ブ
ゼ
ミ
と

し
て
の
参
加
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
ゼ
ミ
運
営
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、

ご
承
知
の
と
お
り
、
教
科
書
や
教
育
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
、

歴
代
の
ゼ
ミ
生
ら
の
声
を
聞
き
反
応
を
見
つ

つ
、
彼
ら
彼
女
ら
と
共
に
作
り
上
げ
て
き
た

も
の
で
す
。
当
然
そ
れ
は
完
璧
な
も
の
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
ゼ
ミ
生
ら
が
観
光

学
に
求
め
る
と
こ
ろ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

日
々
感
じ
取
り
試
行
錯
誤
で
き
る
こ
と
は
、

私
の
勉
強
で
も
あ
り
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。

　冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
次
年
度
か

ら
は
新
学
部
の
1
期
生
を
ゼ
ミ
生
と
し
て
迎

え
ま
す
。
新
学
部
で
は
ゼ
ミ
は
2
年
後
期
末

か
ら
と
な
り
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
の

で
す
が
、引
き
続
き
ゼ
ミ
生
と
共
に「
観
光
と

地
域
」
を
考
え
続
け
、
ゼ
ミ
を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
お
ち
・
ま
さ
き
）
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よ
う
な
と
こ
ろ
に
関
心
を
持
っ
た
か
に
つ
い

て
も
語
る
こ
と
を
課
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
、
現
場
と
関
わ
る
学
術
論
文
の
論
理
に
触

れ
、
ま
た
他
の
ゼ
ミ
生
ら
の
問
題
関
心
も
共

有
し
た
上
で
、
春
休
み
の
宿
題
に
取
り
か
か

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
3
年
ゼ
ミ
で
グ
ル
ー

プ
調
査
し
た
い
テ
ー
マ
を
各
自
そ
れ
ぞ
れ
に

考
え
、
や
は
り
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
プ
レ
ゼ

ン
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
で
す
。

　当
ゼ
ミ
で
は
、
3
年
生
は
全
員
で
1
つ
の

グ
ル
ー
プ
調
査
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
実
査

に
入
る
の
は
夏
休
み
以
降
で
あ
り
、
前
期
は

丸
々
、
調
査
計
画
の
立
案
に
費
や
し
ま
す
。

ま
ず
全
員
が
春
休
み
の
宿
題
に
つ
い
て
発
表

し
た
後
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
単
純
に
ど
れ
か
1
つ
の
案
を
選
ぶ
と
い

う
の
で
は
な
く
、
各
案
で
共
通
す
る
関
心
事

項
を
抽
出
し
て
合
併
し
た
り
折
衷
し
た
り
、

そ
の
過
程
で
ま
た
新
た
な
案
を
着
想
し
た
り

し
ま
す
。
い
く
つ
か
の
候
補
地
の
視
察
を
経

て
案
が
1
つ
に
定
ま
っ
た
ら
、
計
画
の
精
緻

化
に
入
り
ま
す
。
私
が
求
め
る
の
は
、
大
目

的
（
一
般
的
課
題
・
研
究
背
景
）、
中
目
的

（
対
象
事
例
へ
の
問
題
意
識
）、
小
目
的
（
リ

サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）、
成
果
の
予
想

（
中
目
的
・
大
目
的
と
対
応
）、
そ
し
て
調
査

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
明
確
に
設
計
す
る
こ
と

で
す
。
そ
こ
に
お
い
て
特
に
重
視
す
る
の
は
、

遂
行
可
能
性
と
（
他
者
か
ら
見
て
の
）
成
果

と
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
こ
の
研
究
計
画
は
前

期
末
に
、
弊
学
科
観
光
景
観
学
ゼ
ミ
と
の
合

同
報
告
会
で
発
表
し
、
他
ゼ
ミ
生
や
他
教
員

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
微
修
正
し
ま
す
。

　調
査
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
主
で
、
私
も
同

席
し
ま
す
が
、
ア
ポ
イ
ン
ト
採
り
も
含
め
て

全
て
学
生
主
導
で
行
い
ま
す
。
そ
の
最
終
成

果
は
年
末
に
、
再
び
右
記
ゼ
ミ
と
の
合
同
報

告
会
で
発
表
し
ま
す
。
最
終
報
告
に
際
し
て

は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
と
共
に
A
1
サ

イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
、
そ
の
縮
刷
版

は
必
要
に
応
じ
て
調
査
協
力
者
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
提
示
・
提
案

で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
大
き
い
で
す
が
、

ゼ
ミ
生
ら
自
身
が
考
え
た
テ
ー
マ
で
、
現
実

的
に
設
計
し
た
計
画
を
、
ゼ
ミ
生
ら
自
身
が

遂
行
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
私
自
身
に
と
り
ま
し
て
も
、

毎
年
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
飛
び

出
す
の
か
蓋
を
開
け
て
み
な
い
と
分
か
り
ま

せ
ん
か
ら
、
こ
れ
が
楽
し
み
で
仕
方
な
く
も

あ
り
ま
す
。

　1
月
に
な
る
と
3
年
生
は
、
各
自
の
卒
論

テ
ー
マ
案
の
プ
レ
ゼ
ン
に
入
り
ま
す
。
4
年

生
で
は
1
人
で
1
つ
の
調
査
を
行
う
わ
け
で

す
。
た
だ
し
3
年
生
と
比
し
て
成
果
の
要
求

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
3
年
生
で

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
共
に
実
践
的
活
動
に
参
画

し
た
り
し
ま
す
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、
粟

国
島
と
い
う
小
離
島
で
、
村
事
業
の
空
き
家

利
活
用
調
査
を
一
部
受
け
持
た
せ
て
い
た
だ

い
た
り
、
沖
縄
本
島
南
部
の
八
重
瀬
町
で
、

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
一
環
た
る
広

報
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
準
備
・
催
行
を
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
協
働
で
行
わ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

ゼ
ミ
生
に
は
一
定
の
達
成
感
を
覚
え
て
欲
し

い
の
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
私

が
求
め
る
の
は
、
「
や
は
り
ま
ず
自
ら
の
知

見
を
高
め
て
か
ら
で
な
い
と
、
い
き
な
り
地

域
貢
献
し
よ
う
と
し
て
も
出
来
る
こ
と
は
知

れ
て
い
る
」
と
感
じ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
入
り
口
と
な

り
ま
す
。

　冬
休
み
に
な
る
と
プ
レ
ゼ
ミ
は
、
3
年
ゼ

ミ
へ
の
直
接
的
な
準
備
に
入
り
ま
す
。
各
自
、

そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
の
あ
る
学
会
誌
論
文
を
1

本
選
び
、
そ
の
内
容
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

端
的
に
ま
と
め
ま
す
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
う
理
由
は
、
論
文
の
論
理
構
造
を
的
確
に

把
握
し
て
情
報
縮
約
す
る
上
で
、
ス
ラ
イ
ド

構
造
が
良
い
補
助
機
能
を
果
た
す
か
ら
で
す
。

冬
休
み
の
宿
題
と
し
て
ま
と
め
た
こ
れ
を
、

1
月
の
プ
レ
ゼ
ミ
で
順
次
発
表
し
ま
す
。
発

表
に
際
し
て
は
、
自
身
が
そ
の
論
文
の
ど
の

サ
イ
ド
と
い
う
よ
り
地
域
社
会
サ
イ
ド
で
す
。

つ
ま
り
、
観
光
と
地
域
と
の
関
係
性
を
考
え

る
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で
地
域
の
側
に
立
脚

し
、
そ
の
視
点
か
ら
見
て
観
光
は
い
か
な
る

選
択
肢
と
し
て
存
在
す
る
の
か
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
本
連
載
で
こ

れ
ま
で
に
ご
紹
介
に
な
っ
た
ゼ
ミ
や
、
観
光

系
と
称
し
て
一
般
的
に
想
像
さ
れ
る
専
門
領

域
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
い
さ
さ
か
異
な
る
も

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　た
だ
│
│
こ
れ
は
私
の
個
人
的
経
験
に
よ

る
も
の
で
す
の
で
ど
こ
ま
で
一
般
化
で
き
る

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
│
│
観
光
系
の
学
科

と
言
っ
て
も
学
生
の
中
に
は
、
観
光
産
業
と

程
度
に
ま
と
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

文
系
の
卒
論
と
し
て
は
短
い
こ
の
分
量
は
、

読
者
を
意
識
し
て
情
報
の
取
捨
選
択
を
厳
密

に
行
い
、
一
言
一
句
に
責
任
を
持
ち
な
が
ら

自
身
の
主
張
を
精
緻
に
立
論
す
る
能
力
を
涵

養
す
る
た
め
に
設
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　以
上
ご
紹
介
し
た
調
査
活
動
を
、
当
ゼ
ミ

で
は
「
メ
イ
ン
ゼ
ミ
」
と
称
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
教
育
意
図
を

も
っ
て
遂
行
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
一
方

で
学
生
に
と
り
ま
し
て
は
、
実
直
な
調
査
だ

け
で
な
く
よ
り
直
接
的
な
実
践
活
動
も
や
は

り
魅
力
的
な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し

た
実
践
的
な
活
動
を
「
サ
ブ
ゼ
ミ
」
と
称
し
、

希
望
す
る
ゼ
ミ
生
（
一
部
他
ゼ
ミ
生
）
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。
以

下
、
紙
幅
の
限
り
で
す
が
こ
れ
ら
2
種
類
の

ゼ
ミ
の
具
体
例
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

❶
メ
イ
ン
ゼ
ミ
の
例

　当
ゼ
ミ
生
が
案
出
す
る
テ
ー
マ
は
、
観
光

産
業
が
既
に
盛
ん
な
地
域
よ
り
も
、
有
形
無

形
の
地
域
資
源
を
活
か
し
て
こ
れ
か
ら
観
光

振
興
し
て
い
こ
う
と
す
る
地
域
を
対
象
と
す

る
も
の
が
多
い
で
す
。
3
年
ゼ
ミ
で
言
い
ま

す
と
例
え
ば
、
伝
統
工
芸
と
観
光
を
結
び
つ

け
よ
う
と
す
る
南
風
原
町
で
の
調
査
で
は
、

地
域
資
源
活
用
に
向
け
た
地
域
内
連
携
が
な

ぜ
困
難
で
あ
る
か
が
考
察
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
う
る
ま
市
の
観
光
計
画
に
組
み
入
れ
ら

れ
た
あ
る
無
人
島
に
関
す
る
調
査
で
は
、
無

人
と
い
え
ど
蓄
積
さ
れ
て
き
た
社
会
関
係
が

明
ら
か
に
な
る
一
方
、
そ
の
不
可
視
化
や
文

化
的
真
正
性
の
希
薄
化
の
進
展
が
問
題
と
し

て
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、
既
に
観
光
地
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
地
域
に
お
い
て
も
、
特
徴
的
な
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
有
名
な
ア
メ
リ
カ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
を
沿
岸
部
に
擁
す
る
北
谷
町
で

は
、
同
地
の
事
業
者
と
近
隣
自
治
会
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
1
km
内
陸
部
な
が

ら
高
齢
化
の
進
む
地
区
も
調
査
す
る
こ
と
で
、

ら
に
こ
の
2
学
科
は
2
0
1
8
年
度
、
旧
法

文
学
部
の
経
済
学
専
攻
、
地
理
歴
史
人
類
学

専
攻
、
国
際
言
語
文
化
学
科
と
合
流
し
て

「
国
際
地
域
創
造
学
部
」
と
な
り
ま
し
た
。

1
学
部
1
学
科
の
こ
の
新
学
部
に
お
い
て
、

観
光
科
学
科
は
「
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
い
う
1
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
科
学
科
と
し
て
最
後
の
学
年
で
あ
る

13
期
生
は
、
現
在
3
年
生
と
な
り
ゼ
ミ
を
履

修
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
観
光
地
域
デ
ザ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
期
生
は
ま
だ
、
ゼ
ミ

配
属
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
観
光
科
学
科
の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
ご
紹
介

致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　観
光
科
学
科
の
学
生
（
正
確
に
は
そ
の
9

期
以
降
の
学
生
）
は
、
2
年
後
期
か
ら
ゼ
ミ

に
配
属
さ
れ
ま
す
。
本
格
的
な
ゼ
ミ
は
3
年

生
か
ら
開
始
す
る
の
に
対
し
、
2
年
後
期
ゼ

ミ
は
プ
レ
ゼ
ミ
と
呼
称
し
、
ゼ
ミ
活
動
の
基

礎
を
学
ぶ
期
間
と
し
て
お
り
ま
す
。
ゼ
ミ
は

各
教
員
が
独
立
し
て
1
つ
ず
つ
担
っ
て
お
り
、

そ
の
活
動
内
容
は
も
ち
ろ
ん
担
当
教
員
の
専

門
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
4
年
ゼ
ミ

は
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
集
大
成
科
目
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
が
、
学
生
に
求
め

る
成
果
物
も
ま
た
ゼ
ミ
ご
と
に
異
な
っ
て
お

り
ま
す
。
以
下
、
私
の
担
当
す
る
ゼ
ミ
の
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

❶
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

　観
光
科
学
科
は
、
持
続
可
能
な
観
光
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
共
通
基
盤
と
し
た
上
で
、
提
供

専
門
科
目
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
リ
ソ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
3
領
域

に
分
類
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
リ
ソ
ー

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

観
光
社
会
学
ゼ
ミ
は
、
観
光
を
通
じ
た
地
域

振
興（
あ
る
い
は
地
域
振
興
の
た
め
の
観
光
）

の
考
究
、
お
よ
び
そ
の
た
め
の
社
会
調
査
を

テ
ー
マ
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
お
い
て

当
ゼ
ミ
が
主
眼
を
置
い
て
い
る
の
は
、
観
光

　弊
学
に
お
い
て
「
観
光
科
学
科
」
は
、
2

0
0
5
年
度
、
旧
法
文
学
部
内
の
1
学
科
と

し
て
誕
生
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
立
大

学
法
人
で
は
全
国
初
の
観
光
学
を
専
門
と
す

る
学
科
で
し
た
。
2
0
0
8
年
度
、
こ
の
学

科
は
同
学
部
経
営
学
専
攻
と
共
に
「
観
光
産

業
科
学
部
」
と
し
て
独
立
し
、
こ
の
学
部
の

2
学
科
の
う
ち
の
1
つ
と
な
り
ま
し
た
。
さ

い
う
よ
り
地
域
に
こ
そ
関
心
の
あ
る
者
も
少

な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
学
生
は
、
「
高

校
生
の
頃
か
ら
地
域
貢
献
に
な
る
こ
と
が
し

た
く
て
、
地
域
貢
献
に
な
る
と
言
っ
た
ら
観

光
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
、
こ
の
学
科
に
入

学
し
た
」
と
の
旨
を
語
っ
て
お
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
意
思
を
持
つ
者
た
ち

に
と
っ
て
、
「
地
域
貢
献
に
な
る
と
言
っ
た

ら
観
光
」
と
い
う
考
え
は
、
観
光
産
業
従
事

者
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
に
直
結
す
る
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
進
路
の
志
望
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
事
実
、
私
の
ゼ
ミ
の

卒
業
生
（
現
在
ま
で
で
6
学
年
）
の
う
ち
、

観
光
関
連
産
業
に
就
い
て
い
る
者
は
17
・
9

％
で
す
。

　観
光
系
の
学
科
に
お
け
る
こ
う
し
た
実
態

に
つ
い
て
は
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
し

て
見
る
向
き
も
世
に
は
あ
り
ま
す
。
で
す
が

ま
ず
、
観
光
よ
り
も
地
域
貢
献
に
主
眼
を
置

く
高
校
生
に
お
い
て
も
観
光
学
が
進
路
先
た

り
得
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
観
光
立

国
・
観
光
立
県
振
興
の
成
果
の
1
つ
で
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
1
9
8
0
年
代
以
降
、

人
々
が
観
光
に
抱
い
て
き
た
希
望
は
、
経
済

的
な
希
望
、
政
治
的
な
希
望
、
社
会
的
な
希

望
な
ど
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
も
の
で
し
た
。

そ
れ
が
い
つ
し
か
統
合
さ
れ
た
挙
げ
句
、
あ

る
希
望
が
他
の
希
望
の
上
位
概
念
か
の
よ
う

に
僭
称
し
、
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の

を
不
可
視
化
し
て
し
ま
う
。
現
に
そ
う
し
た

傾
向
は
世
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
傾
向
に
抵

抗
す
る
こ
と
は
、
観
光
の
も
つ
可
能
性
を
矮

小
化
し
な
い
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
抵
抗
と
は
、
一
塊
で
扱
わ
れ
が
ち

な
観
光
の
希
望
に
つ
い
て
、
い
っ
た
い
ど
の

部
分
が
誰
に
と
っ
て
の
ど
の
よ
う
な
希
望
な

の
か
を
冷
静
に
見
つ
め
直
し
、
丁
寧
に
解
き

ほ
ぐ
し
て
再
提
示
す
る
こ
と
で
す
。
地
域
貢

献
を
志
向
し
て
観
光
学
へ
と
進
ん
だ
学
生
に

は
、
こ
の
こ
と
を
学
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
観
光
へ

の
理
解
を
深
め
た
学
生
た
ち
が
、
卒
業
後
に

多
様
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
は
、
観

光
立
国
・
観
光
立
県
の
条
件
を
さ
ら
に
正
し

く
整
え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

❷
ゼ
ミ
の
進
め
方

　さ
て
、
地
域
と
い
う
語
は
非
常
に
曖
昧
に

も
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
が
、
社
会
学
と
し
て

見
る
時
に
は
多
少
正
確
な
捉
え
方
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
地
域
社
会
学
の
基
礎
的
な
定
義
で

言
い
ま
す
と
、
地
域
社
会
・
地
域
空
間
と
し

て
認
め
ら
れ
る
の
は
最
大
で
も
市
町
村
レ
ベ

ル
で
あ
り
、
最
小
は
単
位
自
治
会
と
さ
れ
ま

す
。
当
ゼ
ミ
で
も
実
際
の
調
査
活
動
で
は
、

単
位
自
治
会
レ
ベ
ル
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

観
光
政
策
が
回
避
で
き
て
い
な
い
意
思
齟
齬

と
不
均
衡
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　4
年
生
の
卒
論
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
研

究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
要
約
集
を
公
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
け
れ
ば
ご
笑
覧
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

❷
サ
ブ
ゼ
ミ
の
例

　メ
イ
ン
ゼ
ミ
が
基
礎
調
査
を
重
視
す
る
一

方
で
、
サ
ブ
ゼ
ミ
は
主
に
ニ
ー
ズ
プ
ル
型
の

活
動
を
志
向
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
宮
古

島
の
教
育
旅
行
民
泊
団
体
へ
の
事
業
協
力
と

し
て
、
実
地
体
験
し
な
が
ら
意
見
提
示
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
企
業
と
協
力
し
、

沖
縄
世
界
遺
産
関
係
の
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
作

り
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
学

多
い
で
す
。
た
だ
し
そ
の
対
象
は
、
担
当
教

員
で
あ
る
私
が
設
定
し
た
り
準
備
し
た
り
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
、
プ
レ
ゼ

ミ
か
ら
4
年
後
期
ゼ
ミ
に
至
る
、
当
ゼ
ミ
の

進
め
方
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　ま
ず
2
年
後
期
（
10
〜
1
月
）
は
先
述
の

よ
う
に
プ
レ
ゼ
ミ
と
呼
称
し
、
3
〜
4
年
ゼ

ミ
活
動
を
行
う
た
め
の
基
礎
を
学
ぶ
期
間
と

し
て
い
ま
す
。
と
言
っ
て
も
重
視
し
て
い
る

の
は
、
学
的
概
念
や
方
法
論
の
学
習
で
は
な

く
、
問
題
意
識
の
涵
養
で
す
。
ま
ず
も
っ
て

こ
れ
が
無
け
れ
ば
学
ぶ
準
備
が
整
わ
ず
、
こ

れ
が
整
わ
な
け
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
学
習
の
効
果

は
低
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
そ
の

た
め
プ
レ
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
、
様
々
な
着
地
型

観
光
現
場
を
訪
れ
て
み
た
り
、
市
町
村
や
コ

は
全
員
で
や
っ
た
こ
と
を
今
度
は
1
人
で
や

っ
て
み
る
、
と
い
う
の
が
4
年
生
の
課
題
で

す
。
研
究
計
画
は
計
画
書
と
し
て
明
文
化
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
私
が

ゴ
ー
サ
イ
ン
を
与
え
な
い
限
り
、
調
査
に
は

着
手
で
き
ま
せ
ん
。
就
活
も
忙
し
い
4
年
前

期
は
ほ
ぼ
こ
れ
に
費
や
し
ま
す
。
後
期
の
ゼ

ミ
は
、
各
自
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
コ
メ

ン
ト
し
合
う
、
言
わ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
本

部
会
議
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
ま
す
。
最
終

的
に
成
果
は
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
ま
す

が
、
当
ゼ
ミ
で
は
こ
れ
を
敢
え
て
6
ペ
ー
ジ ポスター発表資料の完成

南
城
市
で
集
落
観
光
の
視
察

伊
計
島
の
島
民
観
光
業
者
へ
の
ゼ
ミ
調
査

生
の
希
望
が
あ
っ
た
時
に
は
、
観
光
関
連
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
ニ
ー
ズ
プ
ル
型
の
活
動
は
プ

レ
ゼ
ミ
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
（
先
述
の
粟
国
島
な
ど
の
例
）
、
3
〜

4
年
生
も
希
望
す
る
場
合
に
は
サ
ブ
ゼ
ミ
と

し
て
の
参
加
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
ゼ
ミ
運
営
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、

ご
承
知
の
と
お
り
、
教
科
書
や
教
育
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
、

歴
代
の
ゼ
ミ
生
ら
の
声
を
聞
き
反
応
を
見
つ

つ
、
彼
ら
彼
女
ら
と
共
に
作
り
上
げ
て
き
た

も
の
で
す
。
当
然
そ
れ
は
完
璧
な
も
の
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
ゼ
ミ
生
ら
が
観
光

学
に
求
め
る
と
こ
ろ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

日
々
感
じ
取
り
試
行
錯
誤
で
き
る
こ
と
は
、

私
の
勉
強
で
も
あ
り
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。

　冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
次
年
度
か

ら
は
新
学
部
の
1
期
生
を
ゼ
ミ
生
と
し
て
迎

え
ま
す
。
新
学
部
で
は
ゼ
ミ
は
2
年
後
期
末

か
ら
と
な
り
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
の

で
す
が
、引
き
続
き
ゼ
ミ
生
と
共
に「
観
光
と

地
域
」
を
考
え
続
け
、
ゼ
ミ
を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
お
ち
・
ま
さ
き
）
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よ
う
な
と
こ
ろ
に
関
心
を
持
っ
た
か
に
つ
い

て
も
語
る
こ
と
を
課
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
、
現
場
と
関
わ
る
学
術
論
文
の
論
理
に
触

れ
、
ま
た
他
の
ゼ
ミ
生
ら
の
問
題
関
心
も
共

有
し
た
上
で
、
春
休
み
の
宿
題
に
取
り
か
か

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
3
年
ゼ
ミ
で
グ
ル
ー

プ
調
査
し
た
い
テ
ー
マ
を
各
自
そ
れ
ぞ
れ
に

考
え
、
や
は
り
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
プ
レ
ゼ

ン
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
で
す
。

　当
ゼ
ミ
で
は
、
3
年
生
は
全
員
で
1
つ
の

グ
ル
ー
プ
調
査
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
実
査

に
入
る
の
は
夏
休
み
以
降
で
あ
り
、
前
期
は

丸
々
、
調
査
計
画
の
立
案
に
費
や
し
ま
す
。

ま
ず
全
員
が
春
休
み
の
宿
題
に
つ
い
て
発
表

し
た
後
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
単
純
に
ど
れ
か
1
つ
の
案
を
選
ぶ
と
い

う
の
で
は
な
く
、
各
案
で
共
通
す
る
関
心
事

項
を
抽
出
し
て
合
併
し
た
り
折
衷
し
た
り
、

そ
の
過
程
で
ま
た
新
た
な
案
を
着
想
し
た
り

し
ま
す
。
い
く
つ
か
の
候
補
地
の
視
察
を
経

て
案
が
1
つ
に
定
ま
っ
た
ら
、
計
画
の
精
緻

化
に
入
り
ま
す
。
私
が
求
め
る
の
は
、
大
目

的
（
一
般
的
課
題
・
研
究
背
景
）、
中
目
的

（
対
象
事
例
へ
の
問
題
意
識
）、
小
目
的
（
リ

サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）、
成
果
の
予
想

（
中
目
的
・
大
目
的
と
対
応
）、
そ
し
て
調
査

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
明
確
に
設
計
す
る
こ
と

で
す
。
そ
こ
に
お
い
て
特
に
重
視
す
る
の
は
、

遂
行
可
能
性
と
（
他
者
か
ら
見
て
の
）
成
果

と
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
こ
の
研
究
計
画
は
前

期
末
に
、
弊
学
科
観
光
景
観
学
ゼ
ミ
と
の
合

同
報
告
会
で
発
表
し
、
他
ゼ
ミ
生
や
他
教
員

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
微
修
正
し
ま
す
。

　調
査
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
主
で
、
私
も
同

席
し
ま
す
が
、
ア
ポ
イ
ン
ト
採
り
も
含
め
て

全
て
学
生
主
導
で
行
い
ま
す
。
そ
の
最
終
成

果
は
年
末
に
、
再
び
右
記
ゼ
ミ
と
の
合
同
報

告
会
で
発
表
し
ま
す
。
最
終
報
告
に
際
し
て

は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
と
共
に
A
1
サ

イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
、
そ
の
縮
刷
版

は
必
要
に
応
じ
て
調
査
協
力
者
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
提
示
・
提
案

で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
大
き
い
で
す
が
、

ゼ
ミ
生
ら
自
身
が
考
え
た
テ
ー
マ
で
、
現
実

的
に
設
計
し
た
計
画
を
、
ゼ
ミ
生
ら
自
身
が

遂
行
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
私
自
身
に
と
り
ま
し
て
も
、

毎
年
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
飛
び

出
す
の
か
蓋
を
開
け
て
み
な
い
と
分
か
り
ま

せ
ん
か
ら
、
こ
れ
が
楽
し
み
で
仕
方
な
く
も

あ
り
ま
す
。

　1
月
に
な
る
と
3
年
生
は
、
各
自
の
卒
論

テ
ー
マ
案
の
プ
レ
ゼ
ン
に
入
り
ま
す
。
4
年

生
で
は
1
人
で
1
つ
の
調
査
を
行
う
わ
け
で

す
。
た
だ
し
3
年
生
と
比
し
て
成
果
の
要
求

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
3
年
生
で

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
共
に
実
践
的
活
動
に
参
画

し
た
り
し
ま
す
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、
粟

国
島
と
い
う
小
離
島
で
、
村
事
業
の
空
き
家

利
活
用
調
査
を
一
部
受
け
持
た
せ
て
い
た
だ

い
た
り
、
沖
縄
本
島
南
部
の
八
重
瀬
町
で
、

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
一
環
た
る
広

報
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
準
備
・
催
行
を
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
協
働
で
行
わ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

ゼ
ミ
生
に
は
一
定
の
達
成
感
を
覚
え
て
欲
し

い
の
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
私

が
求
め
る
の
は
、
「
や
は
り
ま
ず
自
ら
の
知

見
を
高
め
て
か
ら
で
な
い
と
、
い
き
な
り
地

域
貢
献
し
よ
う
と
し
て
も
出
来
る
こ
と
は
知

れ
て
い
る
」
と
感
じ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
入
り
口
と
な

り
ま
す
。

　冬
休
み
に
な
る
と
プ
レ
ゼ
ミ
は
、
3
年
ゼ

ミ
へ
の
直
接
的
な
準
備
に
入
り
ま
す
。
各
自
、

そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
の
あ
る
学
会
誌
論
文
を
1

本
選
び
、
そ
の
内
容
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

端
的
に
ま
と
め
ま
す
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
う
理
由
は
、
論
文
の
論
理
構
造
を
的
確
に

把
握
し
て
情
報
縮
約
す
る
上
で
、
ス
ラ
イ
ド

構
造
が
良
い
補
助
機
能
を
果
た
す
か
ら
で
す
。

冬
休
み
の
宿
題
と
し
て
ま
と
め
た
こ
れ
を
、

1
月
の
プ
レ
ゼ
ミ
で
順
次
発
表
し
ま
す
。
発

表
に
際
し
て
は
、
自
身
が
そ
の
論
文
の
ど
の

サ
イ
ド
と
い
う
よ
り
地
域
社
会
サ
イ
ド
で
す
。

つ
ま
り
、
観
光
と
地
域
と
の
関
係
性
を
考
え

る
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で
地
域
の
側
に
立
脚

し
、
そ
の
視
点
か
ら
見
て
観
光
は
い
か
な
る

選
択
肢
と
し
て
存
在
す
る
の
か
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
本
連
載
で
こ

れ
ま
で
に
ご
紹
介
に
な
っ
た
ゼ
ミ
や
、
観
光

系
と
称
し
て
一
般
的
に
想
像
さ
れ
る
専
門
領

域
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
い
さ
さ
か
異
な
る
も

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　た
だ
│
│
こ
れ
は
私
の
個
人
的
経
験
に
よ

る
も
の
で
す
の
で
ど
こ
ま
で
一
般
化
で
き
る

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
│
│
観
光
系
の
学
科

と
言
っ
て
も
学
生
の
中
に
は
、
観
光
産
業
と

程
度
に
ま
と
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

文
系
の
卒
論
と
し
て
は
短
い
こ
の
分
量
は
、

読
者
を
意
識
し
て
情
報
の
取
捨
選
択
を
厳
密

に
行
い
、
一
言
一
句
に
責
任
を
持
ち
な
が
ら

自
身
の
主
張
を
精
緻
に
立
論
す
る
能
力
を
涵

養
す
る
た
め
に
設
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　以
上
ご
紹
介
し
た
調
査
活
動
を
、
当
ゼ
ミ

で
は
「
メ
イ
ン
ゼ
ミ
」
と
称
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
教
育
意
図
を

も
っ
て
遂
行
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
一
方

で
学
生
に
と
り
ま
し
て
は
、
実
直
な
調
査
だ

け
で
な
く
よ
り
直
接
的
な
実
践
活
動
も
や
は

り
魅
力
的
な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し

た
実
践
的
な
活
動
を
「
サ
ブ
ゼ
ミ
」
と
称
し
、

希
望
す
る
ゼ
ミ
生
（
一
部
他
ゼ
ミ
生
）
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。
以

下
、
紙
幅
の
限
り
で
す
が
こ
れ
ら
2
種
類
の

ゼ
ミ
の
具
体
例
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

❶
メ
イ
ン
ゼ
ミ
の
例

　当
ゼ
ミ
生
が
案
出
す
る
テ
ー
マ
は
、
観
光

産
業
が
既
に
盛
ん
な
地
域
よ
り
も
、
有
形
無

形
の
地
域
資
源
を
活
か
し
て
こ
れ
か
ら
観
光

振
興
し
て
い
こ
う
と
す
る
地
域
を
対
象
と
す

る
も
の
が
多
い
で
す
。
3
年
ゼ
ミ
で
言
い
ま

す
と
例
え
ば
、
伝
統
工
芸
と
観
光
を
結
び
つ

け
よ
う
と
す
る
南
風
原
町
で
の
調
査
で
は
、

地
域
資
源
活
用
に
向
け
た
地
域
内
連
携
が
な

ぜ
困
難
で
あ
る
か
が
考
察
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
う
る
ま
市
の
観
光
計
画
に
組
み
入
れ
ら

れ
た
あ
る
無
人
島
に
関
す
る
調
査
で
は
、
無

人
と
い
え
ど
蓄
積
さ
れ
て
き
た
社
会
関
係
が

明
ら
か
に
な
る
一
方
、
そ
の
不
可
視
化
や
文

化
的
真
正
性
の
希
薄
化
の
進
展
が
問
題
と
し

て
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、
既
に
観
光
地
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
地
域
に
お
い
て
も
、
特
徴
的
な
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
有
名
な
ア
メ
リ
カ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
を
沿
岸
部
に
擁
す
る
北
谷
町
で

は
、
同
地
の
事
業
者
と
近
隣
自
治
会
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
1
km
内
陸
部
な
が

ら
高
齢
化
の
進
む
地
区
も
調
査
す
る
こ
と
で
、

ら
に
こ
の
2
学
科
は
2
0
1
8
年
度
、
旧
法

文
学
部
の
経
済
学
専
攻
、
地
理
歴
史
人
類
学

専
攻
、
国
際
言
語
文
化
学
科
と
合
流
し
て

「
国
際
地
域
創
造
学
部
」
と
な
り
ま
し
た
。

1
学
部
1
学
科
の
こ
の
新
学
部
に
お
い
て
、

観
光
科
学
科
は
「
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
い
う
1
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
科
学
科
と
し
て
最
後
の
学
年
で
あ
る

13
期
生
は
、
現
在
3
年
生
と
な
り
ゼ
ミ
を
履

修
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
観
光
地
域
デ
ザ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
期
生
は
ま
だ
、
ゼ
ミ

配
属
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
観
光
科
学
科
の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
ご
紹
介

致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　観
光
科
学
科
の
学
生
（
正
確
に
は
そ
の
9

期
以
降
の
学
生
）
は
、
2
年
後
期
か
ら
ゼ
ミ

に
配
属
さ
れ
ま
す
。
本
格
的
な
ゼ
ミ
は
3
年

生
か
ら
開
始
す
る
の
に
対
し
、
2
年
後
期
ゼ

ミ
は
プ
レ
ゼ
ミ
と
呼
称
し
、
ゼ
ミ
活
動
の
基

礎
を
学
ぶ
期
間
と
し
て
お
り
ま
す
。
ゼ
ミ
は

各
教
員
が
独
立
し
て
1
つ
ず
つ
担
っ
て
お
り
、

そ
の
活
動
内
容
は
も
ち
ろ
ん
担
当
教
員
の
専

門
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
4
年
ゼ
ミ

は
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
集
大
成
科
目
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
が
、
学
生
に
求
め

る
成
果
物
も
ま
た
ゼ
ミ
ご
と
に
異
な
っ
て
お

り
ま
す
。
以
下
、
私
の
担
当
す
る
ゼ
ミ
の
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

❶
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

　観
光
科
学
科
は
、
持
続
可
能
な
観
光
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
共
通
基
盤
と
し
た
上
で
、
提
供

専
門
科
目
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
リ
ソ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
3
領
域

に
分
類
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
リ
ソ
ー

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

観
光
社
会
学
ゼ
ミ
は
、
観
光
を
通
じ
た
地
域

振
興（
あ
る
い
は
地
域
振
興
の
た
め
の
観
光
）

の
考
究
、
お
よ
び
そ
の
た
め
の
社
会
調
査
を

テ
ー
マ
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
お
い
て

当
ゼ
ミ
が
主
眼
を
置
い
て
い
る
の
は
、
観
光

　弊
学
に
お
い
て
「
観
光
科
学
科
」
は
、
2

0
0
5
年
度
、
旧
法
文
学
部
内
の
1
学
科
と

し
て
誕
生
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
立
大

学
法
人
で
は
全
国
初
の
観
光
学
を
専
門
と
す

る
学
科
で
し
た
。
2
0
0
8
年
度
、
こ
の
学

科
は
同
学
部
経
営
学
専
攻
と
共
に
「
観
光
産

業
科
学
部
」
と
し
て
独
立
し
、
こ
の
学
部
の

2
学
科
の
う
ち
の
1
つ
と
な
り
ま
し
た
。
さ

い
う
よ
り
地
域
に
こ
そ
関
心
の
あ
る
者
も
少

な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
学
生
は
、
「
高

校
生
の
頃
か
ら
地
域
貢
献
に
な
る
こ
と
が
し

た
く
て
、
地
域
貢
献
に
な
る
と
言
っ
た
ら
観

光
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
、
こ
の
学
科
に
入

学
し
た
」
と
の
旨
を
語
っ
て
お
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
意
思
を
持
つ
者
た
ち

に
と
っ
て
、
「
地
域
貢
献
に
な
る
と
言
っ
た

ら
観
光
」
と
い
う
考
え
は
、
観
光
産
業
従
事

者
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
に
直
結
す
る
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
進
路
の
志
望
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
事
実
、
私
の
ゼ
ミ
の

卒
業
生
（
現
在
ま
で
で
6
学
年
）
の
う
ち
、

観
光
関
連
産
業
に
就
い
て
い
る
者
は
17
・
9

％
で
す
。

　観
光
系
の
学
科
に
お
け
る
こ
う
し
た
実
態

に
つ
い
て
は
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
し

て
見
る
向
き
も
世
に
は
あ
り
ま
す
。
で
す
が

ま
ず
、
観
光
よ
り
も
地
域
貢
献
に
主
眼
を
置

く
高
校
生
に
お
い
て
も
観
光
学
が
進
路
先
た

り
得
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
観
光
立

国
・
観
光
立
県
振
興
の
成
果
の
1
つ
で
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
1
9
8
0
年
代
以
降
、

人
々
が
観
光
に
抱
い
て
き
た
希
望
は
、
経
済

的
な
希
望
、
政
治
的
な
希
望
、
社
会
的
な
希

望
な
ど
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
も
の
で
し
た
。

そ
れ
が
い
つ
し
か
統
合
さ
れ
た
挙
げ
句
、
あ

る
希
望
が
他
の
希
望
の
上
位
概
念
か
の
よ
う

に
僭
称
し
、
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の

を
不
可
視
化
し
て
し
ま
う
。
現
に
そ
う
し
た

傾
向
は
世
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
傾
向
に
抵

抗
す
る
こ
と
は
、
観
光
の
も
つ
可
能
性
を
矮

小
化
し
な
い
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
抵
抗
と
は
、
一
塊
で
扱
わ
れ
が
ち

な
観
光
の
希
望
に
つ
い
て
、
い
っ
た
い
ど
の

部
分
が
誰
に
と
っ
て
の
ど
の
よ
う
な
希
望
な

の
か
を
冷
静
に
見
つ
め
直
し
、
丁
寧
に
解
き

ほ
ぐ
し
て
再
提
示
す
る
こ
と
で
す
。
地
域
貢

献
を
志
向
し
て
観
光
学
へ
と
進
ん
だ
学
生
に

は
、
こ
の
こ
と
を
学
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
観
光
へ

の
理
解
を
深
め
た
学
生
た
ち
が
、
卒
業
後
に

多
様
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
は
、
観

光
立
国
・
観
光
立
県
の
条
件
を
さ
ら
に
正
し

く
整
え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

❷
ゼ
ミ
の
進
め
方

　さ
て
、
地
域
と
い
う
語
は
非
常
に
曖
昧
に

も
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
が
、
社
会
学
と
し
て

見
る
時
に
は
多
少
正
確
な
捉
え
方
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
地
域
社
会
学
の
基
礎
的
な
定
義
で

言
い
ま
す
と
、
地
域
社
会
・
地
域
空
間
と
し

て
認
め
ら
れ
る
の
は
最
大
で
も
市
町
村
レ
ベ

ル
で
あ
り
、
最
小
は
単
位
自
治
会
と
さ
れ
ま

す
。
当
ゼ
ミ
で
も
実
際
の
調
査
活
動
で
は
、

単
位
自
治
会
レ
ベ
ル
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

観
光
政
策
が
回
避
で
き
て
い
な
い
意
思
齟
齬

と
不
均
衡
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　4
年
生
の
卒
論
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
研

究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
要
約
集
を
公
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
け
れ
ば
ご
笑
覧
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

❷
サ
ブ
ゼ
ミ
の
例

　メ
イ
ン
ゼ
ミ
が
基
礎
調
査
を
重
視
す
る
一

方
で
、
サ
ブ
ゼ
ミ
は
主
に
ニ
ー
ズ
プ
ル
型
の

活
動
を
志
向
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
宮
古

島
の
教
育
旅
行
民
泊
団
体
へ
の
事
業
協
力
と

し
て
、
実
地
体
験
し
な
が
ら
意
見
提
示
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
企
業
と
協
力
し
、

沖
縄
世
界
遺
産
関
係
の
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
作

り
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
学

多
い
で
す
。
た
だ
し
そ
の
対
象
は
、
担
当
教

員
で
あ
る
私
が
設
定
し
た
り
準
備
し
た
り
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
、
プ
レ
ゼ

ミ
か
ら
4
年
後
期
ゼ
ミ
に
至
る
、
当
ゼ
ミ
の

進
め
方
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　ま
ず
2
年
後
期
（
10
〜
1
月
）
は
先
述
の

よ
う
に
プ
レ
ゼ
ミ
と
呼
称
し
、
3
〜
4
年
ゼ

ミ
活
動
を
行
う
た
め
の
基
礎
を
学
ぶ
期
間
と

し
て
い
ま
す
。
と
言
っ
て
も
重
視
し
て
い
る

の
は
、
学
的
概
念
や
方
法
論
の
学
習
で
は
な

く
、
問
題
意
識
の
涵
養
で
す
。
ま
ず
も
っ
て

こ
れ
が
無
け
れ
ば
学
ぶ
準
備
が
整
わ
ず
、
こ

れ
が
整
わ
な
け
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
学
習
の
効
果

は
低
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
そ
の

た
め
プ
レ
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
、
様
々
な
着
地
型

観
光
現
場
を
訪
れ
て
み
た
り
、
市
町
村
や
コ

は
全
員
で
や
っ
た
こ
と
を
今
度
は
1
人
で
や

っ
て
み
る
、
と
い
う
の
が
4
年
生
の
課
題
で

す
。
研
究
計
画
は
計
画
書
と
し
て
明
文
化
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
私
が

ゴ
ー
サ
イ
ン
を
与
え
な
い
限
り
、
調
査
に
は

着
手
で
き
ま
せ
ん
。
就
活
も
忙
し
い
4
年
前

期
は
ほ
ぼ
こ
れ
に
費
や
し
ま
す
。
後
期
の
ゼ

ミ
は
、
各
自
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
コ
メ

ン
ト
し
合
う
、
言
わ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
本

部
会
議
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
ま
す
。
最
終

的
に
成
果
は
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
ま
す

が
、
当
ゼ
ミ
で
は
こ
れ
を
敢
え
て
6
ペ
ー
ジ ポスター発表資料の完成

南
城
市
で
集
落
観
光
の
視
察

伊
計
島
の
島
民
観
光
業
者
へ
の
ゼ
ミ
調
査

生
の
希
望
が
あ
っ
た
時
に
は
、
観
光
関
連
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
ニ
ー
ズ
プ
ル
型
の
活
動
は
プ

レ
ゼ
ミ
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
（
先
述
の
粟
国
島
な
ど
の
例
）
、
3
〜

4
年
生
も
希
望
す
る
場
合
に
は
サ
ブ
ゼ
ミ
と

し
て
の
参
加
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
ゼ
ミ
運
営
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、

ご
承
知
の
と
お
り
、
教
科
書
や
教
育
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
、

歴
代
の
ゼ
ミ
生
ら
の
声
を
聞
き
反
応
を
見
つ

つ
、
彼
ら
彼
女
ら
と
共
に
作
り
上
げ
て
き
た

も
の
で
す
。
当
然
そ
れ
は
完
璧
な
も
の
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
ゼ
ミ
生
ら
が
観
光

学
に
求
め
る
と
こ
ろ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

日
々
感
じ
取
り
試
行
錯
誤
で
き
る
こ
と
は
、

私
の
勉
強
で
も
あ
り
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。

　冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
次
年
度
か

ら
は
新
学
部
の
1
期
生
を
ゼ
ミ
生
と
し
て
迎

え
ま
す
。
新
学
部
で
は
ゼ
ミ
は
2
年
後
期
末

か
ら
と
な
り
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
の

で
す
が
、引
き
続
き
ゼ
ミ
生
と
共
に「
観
光
と

地
域
」
を
考
え
続
け
、
ゼ
ミ
を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
お
ち
・
ま
さ
き
）



よ
う
な
と
こ
ろ
に
関
心
を
持
っ
た
か
に
つ
い

て
も
語
る
こ
と
を
課
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
、
現
場
と
関
わ
る
学
術
論
文
の
論
理
に
触

れ
、
ま
た
他
の
ゼ
ミ
生
ら
の
問
題
関
心
も
共

有
し
た
上
で
、
春
休
み
の
宿
題
に
取
り
か
か

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
3
年
ゼ
ミ
で
グ
ル
ー

プ
調
査
し
た
い
テ
ー
マ
を
各
自
そ
れ
ぞ
れ
に

考
え
、
や
は
り
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
プ
レ
ゼ

ン
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
で
す
。

　当
ゼ
ミ
で
は
、
3
年
生
は
全
員
で
1
つ
の

グ
ル
ー
プ
調
査
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
実
査

に
入
る
の
は
夏
休
み
以
降
で
あ
り
、
前
期
は

丸
々
、
調
査
計
画
の
立
案
に
費
や
し
ま
す
。

ま
ず
全
員
が
春
休
み
の
宿
題
に
つ
い
て
発
表

し
た
後
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
単
純
に
ど
れ
か
1
つ
の
案
を
選
ぶ
と
い

う
の
で
は
な
く
、
各
案
で
共
通
す
る
関
心
事

項
を
抽
出
し
て
合
併
し
た
り
折
衷
し
た
り
、

そ
の
過
程
で
ま
た
新
た
な
案
を
着
想
し
た
り

し
ま
す
。
い
く
つ
か
の
候
補
地
の
視
察
を
経

て
案
が
1
つ
に
定
ま
っ
た
ら
、
計
画
の
精
緻

化
に
入
り
ま
す
。
私
が
求
め
る
の
は
、
大
目

的
（
一
般
的
課
題
・
研
究
背
景
）、
中
目
的

（
対
象
事
例
へ
の
問
題
意
識
）、
小
目
的
（
リ

サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）、
成
果
の
予
想

（
中
目
的
・
大
目
的
と
対
応
）、
そ
し
て
調
査

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
明
確
に
設
計
す
る
こ
と

で
す
。
そ
こ
に
お
い
て
特
に
重
視
す
る
の
は
、

遂
行
可
能
性
と
（
他
者
か
ら
見
て
の
）
成
果

と
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
こ
の
研
究
計
画
は
前

期
末
に
、
弊
学
科
観
光
景
観
学
ゼ
ミ
と
の
合

同
報
告
会
で
発
表
し
、
他
ゼ
ミ
生
や
他
教
員

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
微
修
正
し
ま
す
。

　調
査
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
主
で
、
私
も
同

席
し
ま
す
が
、
ア
ポ
イ
ン
ト
採
り
も
含
め
て

全
て
学
生
主
導
で
行
い
ま
す
。
そ
の
最
終
成

果
は
年
末
に
、
再
び
右
記
ゼ
ミ
と
の
合
同
報

告
会
で
発
表
し
ま
す
。
最
終
報
告
に
際
し
て

は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
と
共
に
A
1
サ

イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
、
そ
の
縮
刷
版

は
必
要
に
応
じ
て
調
査
協
力
者
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
提
示
・
提
案

で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
大
き
い
で
す
が
、

ゼ
ミ
生
ら
自
身
が
考
え
た
テ
ー
マ
で
、
現
実

的
に
設
計
し
た
計
画
を
、
ゼ
ミ
生
ら
自
身
が

遂
行
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
私
自
身
に
と
り
ま
し
て
も
、

毎
年
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
飛
び

出
す
の
か
蓋
を
開
け
て
み
な
い
と
分
か
り
ま

せ
ん
か
ら
、
こ
れ
が
楽
し
み
で
仕
方
な
く
も

あ
り
ま
す
。

　1
月
に
な
る
と
3
年
生
は
、
各
自
の
卒
論

テ
ー
マ
案
の
プ
レ
ゼ
ン
に
入
り
ま
す
。
4
年

生
で
は
1
人
で
1
つ
の
調
査
を
行
う
わ
け
で

す
。
た
だ
し
3
年
生
と
比
し
て
成
果
の
要
求

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
3
年
生
で

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
共
に
実
践
的
活
動
に
参
画

し
た
り
し
ま
す
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、
粟

国
島
と
い
う
小
離
島
で
、
村
事
業
の
空
き
家

利
活
用
調
査
を
一
部
受
け
持
た
せ
て
い
た
だ

い
た
り
、
沖
縄
本
島
南
部
の
八
重
瀬
町
で
、

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
一
環
た
る
広

報
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
準
備
・
催
行
を
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
協
働
で
行
わ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

ゼ
ミ
生
に
は
一
定
の
達
成
感
を
覚
え
て
欲
し

い
の
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
私

が
求
め
る
の
は
、
「
や
は
り
ま
ず
自
ら
の
知

見
を
高
め
て
か
ら
で
な
い
と
、
い
き
な
り
地

域
貢
献
し
よ
う
と
し
て
も
出
来
る
こ
と
は
知

れ
て
い
る
」
と
感
じ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
入
り
口
と
な

り
ま
す
。

　冬
休
み
に
な
る
と
プ
レ
ゼ
ミ
は
、
3
年
ゼ

ミ
へ
の
直
接
的
な
準
備
に
入
り
ま
す
。
各
自
、

そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
の
あ
る
学
会
誌
論
文
を
1

本
選
び
、
そ
の
内
容
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

端
的
に
ま
と
め
ま
す
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
う
理
由
は
、
論
文
の
論
理
構
造
を
的
確
に

把
握
し
て
情
報
縮
約
す
る
上
で
、
ス
ラ
イ
ド

構
造
が
良
い
補
助
機
能
を
果
た
す
か
ら
で
す
。

冬
休
み
の
宿
題
と
し
て
ま
と
め
た
こ
れ
を
、

1
月
の
プ
レ
ゼ
ミ
で
順
次
発
表
し
ま
す
。
発

表
に
際
し
て
は
、
自
身
が
そ
の
論
文
の
ど
の

サ
イ
ド
と
い
う
よ
り
地
域
社
会
サ
イ
ド
で
す
。

つ
ま
り
、
観
光
と
地
域
と
の
関
係
性
を
考
え

る
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で
地
域
の
側
に
立
脚

し
、
そ
の
視
点
か
ら
見
て
観
光
は
い
か
な
る

選
択
肢
と
し
て
存
在
す
る
の
か
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
本
連
載
で
こ

れ
ま
で
に
ご
紹
介
に
な
っ
た
ゼ
ミ
や
、
観
光

系
と
称
し
て
一
般
的
に
想
像
さ
れ
る
専
門
領

域
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
い
さ
さ
か
異
な
る
も

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　た
だ
│
│
こ
れ
は
私
の
個
人
的
経
験
に
よ

る
も
の
で
す
の
で
ど
こ
ま
で
一
般
化
で
き
る

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
│
│
観
光
系
の
学
科

と
言
っ
て
も
学
生
の
中
に
は
、
観
光
産
業
と

程
度
に
ま
と
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

文
系
の
卒
論
と
し
て
は
短
い
こ
の
分
量
は
、

読
者
を
意
識
し
て
情
報
の
取
捨
選
択
を
厳
密

に
行
い
、
一
言
一
句
に
責
任
を
持
ち
な
が
ら

自
身
の
主
張
を
精
緻
に
立
論
す
る
能
力
を
涵

養
す
る
た
め
に
設
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　以
上
ご
紹
介
し
た
調
査
活
動
を
、
当
ゼ
ミ

で
は
「
メ
イ
ン
ゼ
ミ
」
と
称
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
教
育
意
図
を

も
っ
て
遂
行
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
一
方

で
学
生
に
と
り
ま
し
て
は
、
実
直
な
調
査
だ

け
で
な
く
よ
り
直
接
的
な
実
践
活
動
も
や
は

り
魅
力
的
な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し

た
実
践
的
な
活
動
を
「
サ
ブ
ゼ
ミ
」
と
称
し
、

希
望
す
る
ゼ
ミ
生
（
一
部
他
ゼ
ミ
生
）
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。
以

下
、
紙
幅
の
限
り
で
す
が
こ
れ
ら
2
種
類
の

ゼ
ミ
の
具
体
例
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

❶
メ
イ
ン
ゼ
ミ
の
例

　当
ゼ
ミ
生
が
案
出
す
る
テ
ー
マ
は
、
観
光

産
業
が
既
に
盛
ん
な
地
域
よ
り
も
、
有
形
無

形
の
地
域
資
源
を
活
か
し
て
こ
れ
か
ら
観
光

振
興
し
て
い
こ
う
と
す
る
地
域
を
対
象
と
す

る
も
の
が
多
い
で
す
。
3
年
ゼ
ミ
で
言
い
ま

す
と
例
え
ば
、
伝
統
工
芸
と
観
光
を
結
び
つ

け
よ
う
と
す
る
南
風
原
町
で
の
調
査
で
は
、

地
域
資
源
活
用
に
向
け
た
地
域
内
連
携
が
な

ぜ
困
難
で
あ
る
か
が
考
察
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
う
る
ま
市
の
観
光
計
画
に
組
み
入
れ
ら

れ
た
あ
る
無
人
島
に
関
す
る
調
査
で
は
、
無

人
と
い
え
ど
蓄
積
さ
れ
て
き
た
社
会
関
係
が

明
ら
か
に
な
る
一
方
、
そ
の
不
可
視
化
や
文

化
的
真
正
性
の
希
薄
化
の
進
展
が
問
題
と
し

て
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、
既
に
観
光
地
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
地
域
に
お
い
て
も
、
特
徴
的
な
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
有
名
な
ア
メ
リ
カ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
を
沿
岸
部
に
擁
す
る
北
谷
町
で

は
、
同
地
の
事
業
者
と
近
隣
自
治
会
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
1
km
内
陸
部
な
が

ら
高
齢
化
の
進
む
地
区
も
調
査
す
る
こ
と
で
、

ら
に
こ
の
2
学
科
は
2
0
1
8
年
度
、
旧
法

文
学
部
の
経
済
学
専
攻
、
地
理
歴
史
人
類
学

専
攻
、
国
際
言
語
文
化
学
科
と
合
流
し
て

「
国
際
地
域
創
造
学
部
」
と
な
り
ま
し
た
。

1
学
部
1
学
科
の
こ
の
新
学
部
に
お
い
て
、

観
光
科
学
科
は
「
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
い
う
1
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
科
学
科
と
し
て
最
後
の
学
年
で
あ
る

13
期
生
は
、
現
在
3
年
生
と
な
り
ゼ
ミ
を
履

修
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
観
光
地
域
デ
ザ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
期
生
は
ま
だ
、
ゼ
ミ

配
属
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
観
光
科
学
科
の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
ご
紹
介

致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　観
光
科
学
科
の
学
生
（
正
確
に
は
そ
の
9

期
以
降
の
学
生
）
は
、
2
年
後
期
か
ら
ゼ
ミ

に
配
属
さ
れ
ま
す
。
本
格
的
な
ゼ
ミ
は
3
年

生
か
ら
開
始
す
る
の
に
対
し
、
2
年
後
期
ゼ

ミ
は
プ
レ
ゼ
ミ
と
呼
称
し
、
ゼ
ミ
活
動
の
基

礎
を
学
ぶ
期
間
と
し
て
お
り
ま
す
。
ゼ
ミ
は

各
教
員
が
独
立
し
て
1
つ
ず
つ
担
っ
て
お
り
、

そ
の
活
動
内
容
は
も
ち
ろ
ん
担
当
教
員
の
専

門
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
4
年
ゼ
ミ

は
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
集
大
成
科
目
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
が
、
学
生
に
求
め

る
成
果
物
も
ま
た
ゼ
ミ
ご
と
に
異
な
っ
て
お

り
ま
す
。
以
下
、
私
の
担
当
す
る
ゼ
ミ
の
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

❶
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

　観
光
科
学
科
は
、
持
続
可
能
な
観
光
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
共
通
基
盤
と
し
た
上
で
、
提
供

専
門
科
目
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
リ
ソ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
3
領
域

に
分
類
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
リ
ソ
ー

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

観
光
社
会
学
ゼ
ミ
は
、
観
光
を
通
じ
た
地
域

振
興（
あ
る
い
は
地
域
振
興
の
た
め
の
観
光
）

の
考
究
、
お
よ
び
そ
の
た
め
の
社
会
調
査
を

テ
ー
マ
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
お
い
て

当
ゼ
ミ
が
主
眼
を
置
い
て
い
る
の
は
、
観
光

　弊
学
に
お
い
て
「
観
光
科
学
科
」
は
、
2

0
0
5
年
度
、
旧
法
文
学
部
内
の
1
学
科
と

し
て
誕
生
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
立
大

学
法
人
で
は
全
国
初
の
観
光
学
を
専
門
と
す

る
学
科
で
し
た
。
2
0
0
8
年
度
、
こ
の
学

科
は
同
学
部
経
営
学
専
攻
と
共
に
「
観
光
産

業
科
学
部
」
と
し
て
独
立
し
、
こ
の
学
部
の

2
学
科
の
う
ち
の
1
つ
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ゼ
ミ
活
動
の
例

3

今
後
に
向
け
て

4

い
う
よ
り
地
域
に
こ
そ
関
心
の
あ
る
者
も
少

な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
学
生
は
、
「
高

校
生
の
頃
か
ら
地
域
貢
献
に
な
る
こ
と
が
し

た
く
て
、
地
域
貢
献
に
な
る
と
言
っ
た
ら
観

光
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
、
こ
の
学
科
に
入

学
し
た
」
と
の
旨
を
語
っ
て
お
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
意
思
を
持
つ
者
た
ち

に
と
っ
て
、
「
地
域
貢
献
に
な
る
と
言
っ
た

ら
観
光
」
と
い
う
考
え
は
、
観
光
産
業
従
事

者
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
に
直
結
す
る
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
進
路
の
志
望
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
事
実
、
私
の
ゼ
ミ
の

卒
業
生
（
現
在
ま
で
で
6
学
年
）
の
う
ち
、

観
光
関
連
産
業
に
就
い
て
い
る
者
は
17
・
9

％
で
す
。

　観
光
系
の
学
科
に
お
け
る
こ
う
し
た
実
態

に
つ
い
て
は
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
し

て
見
る
向
き
も
世
に
は
あ
り
ま
す
。
で
す
が

ま
ず
、
観
光
よ
り
も
地
域
貢
献
に
主
眼
を
置

く
高
校
生
に
お
い
て
も
観
光
学
が
進
路
先
た

り
得
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
観
光
立

国
・
観
光
立
県
振
興
の
成
果
の
1
つ
で
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
1
9
8
0
年
代
以
降
、

人
々
が
観
光
に
抱
い
て
き
た
希
望
は
、
経
済

的
な
希
望
、
政
治
的
な
希
望
、
社
会
的
な
希

望
な
ど
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
も
の
で
し
た
。

そ
れ
が
い
つ
し
か
統
合
さ
れ
た
挙
げ
句
、
あ

る
希
望
が
他
の
希
望
の
上
位
概
念
か
の
よ
う

に
僭
称
し
、
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の

を
不
可
視
化
し
て
し
ま
う
。
現
に
そ
う
し
た

傾
向
は
世
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
傾
向
に
抵

抗
す
る
こ
と
は
、
観
光
の
も
つ
可
能
性
を
矮

小
化
し
な
い
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
抵
抗
と
は
、
一
塊
で
扱
わ
れ
が
ち

な
観
光
の
希
望
に
つ
い
て
、
い
っ
た
い
ど
の

部
分
が
誰
に
と
っ
て
の
ど
の
よ
う
な
希
望
な

の
か
を
冷
静
に
見
つ
め
直
し
、
丁
寧
に
解
き

ほ
ぐ
し
て
再
提
示
す
る
こ
と
で
す
。
地
域
貢

献
を
志
向
し
て
観
光
学
へ
と
進
ん
だ
学
生
に

は
、
こ
の
こ
と
を
学
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
観
光
へ

の
理
解
を
深
め
た
学
生
た
ち
が
、
卒
業
後
に

多
様
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
は
、
観

光
立
国
・
観
光
立
県
の
条
件
を
さ
ら
に
正
し

く
整
え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

❷
ゼ
ミ
の
進
め
方

　さ
て
、
地
域
と
い
う
語
は
非
常
に
曖
昧
に

も
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
が
、
社
会
学
と
し
て

見
る
時
に
は
多
少
正
確
な
捉
え
方
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
地
域
社
会
学
の
基
礎
的
な
定
義
で

言
い
ま
す
と
、
地
域
社
会
・
地
域
空
間
と
し

て
認
め
ら
れ
る
の
は
最
大
で
も
市
町
村
レ
ベ

ル
で
あ
り
、
最
小
は
単
位
自
治
会
と
さ
れ
ま

す
。
当
ゼ
ミ
で
も
実
際
の
調
査
活
動
で
は
、

単
位
自
治
会
レ
ベ
ル
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

観
光
政
策
が
回
避
で
き
て
い
な
い
意
思
齟
齬

と
不
均
衡
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　4
年
生
の
卒
論
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
研

究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
要
約
集
を
公
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
け
れ
ば
ご
笑
覧
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

❷
サ
ブ
ゼ
ミ
の
例

　メ
イ
ン
ゼ
ミ
が
基
礎
調
査
を
重
視
す
る
一

方
で
、
サ
ブ
ゼ
ミ
は
主
に
ニ
ー
ズ
プ
ル
型
の

活
動
を
志
向
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
宮
古

島
の
教
育
旅
行
民
泊
団
体
へ
の
事
業
協
力
と

し
て
、
実
地
体
験
し
な
が
ら
意
見
提
示
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
企
業
と
協
力
し
、

沖
縄
世
界
遺
産
関
係
の
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
作

り
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
学

多
い
で
す
。
た
だ
し
そ
の
対
象
は
、
担
当
教

員
で
あ
る
私
が
設
定
し
た
り
準
備
し
た
り
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
、
プ
レ
ゼ

ミ
か
ら
4
年
後
期
ゼ
ミ
に
至
る
、
当
ゼ
ミ
の

進
め
方
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　ま
ず
2
年
後
期
（
10
〜
1
月
）
は
先
述
の

よ
う
に
プ
レ
ゼ
ミ
と
呼
称
し
、
3
〜
4
年
ゼ

ミ
活
動
を
行
う
た
め
の
基
礎
を
学
ぶ
期
間
と

し
て
い
ま
す
。
と
言
っ
て
も
重
視
し
て
い
る

の
は
、
学
的
概
念
や
方
法
論
の
学
習
で
は
な

く
、
問
題
意
識
の
涵
養
で
す
。
ま
ず
も
っ
て

こ
れ
が
無
け
れ
ば
学
ぶ
準
備
が
整
わ
ず
、
こ

れ
が
整
わ
な
け
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
学
習
の
効
果

は
低
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
そ
の

た
め
プ
レ
ゼ
ミ
で
は
ま
ず
、
様
々
な
着
地
型

観
光
現
場
を
訪
れ
て
み
た
り
、
市
町
村
や
コ

は
全
員
で
や
っ
た
こ
と
を
今
度
は
1
人
で
や

っ
て
み
る
、
と
い
う
の
が
4
年
生
の
課
題
で

す
。
研
究
計
画
は
計
画
書
と
し
て
明
文
化
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
私
が

ゴ
ー
サ
イ
ン
を
与
え
な
い
限
り
、
調
査
に
は

着
手
で
き
ま
せ
ん
。
就
活
も
忙
し
い
4
年
前

期
は
ほ
ぼ
こ
れ
に
費
や
し
ま
す
。
後
期
の
ゼ

ミ
は
、
各
自
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
コ
メ

ン
ト
し
合
う
、
言
わ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
本

部
会
議
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
ま
す
。
最
終

的
に
成
果
は
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
ま
す

が
、
当
ゼ
ミ
で
は
こ
れ
を
敢
え
て
6
ペ
ー
ジ

八重瀬町での産官学協働イベント

宮古島で実践者に対する報告会

生
の
希
望
が
あ
っ
た
時
に
は
、
観
光
関
連
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
ニ
ー
ズ
プ
ル
型
の
活
動
は
プ

レ
ゼ
ミ
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
（
先
述
の
粟
国
島
な
ど
の
例
）
、
3
〜

4
年
生
も
希
望
す
る
場
合
に
は
サ
ブ
ゼ
ミ
と

し
て
の
参
加
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
ゼ
ミ
運
営
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、

ご
承
知
の
と
お
り
、
教
科
書
や
教
育
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
、

歴
代
の
ゼ
ミ
生
ら
の
声
を
聞
き
反
応
を
見
つ

つ
、
彼
ら
彼
女
ら
と
共
に
作
り
上
げ
て
き
た

も
の
で
す
。
当
然
そ
れ
は
完
璧
な
も
の
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
ゼ
ミ
生
ら
が
観
光

学
に
求
め
る
と
こ
ろ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

日
々
感
じ
取
り
試
行
錯
誤
で
き
る
こ
と
は
、

私
の
勉
強
で
も
あ
り
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。

　冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
次
年
度
か

ら
は
新
学
部
の
1
期
生
を
ゼ
ミ
生
と
し
て
迎

え
ま
す
。
新
学
部
で
は
ゼ
ミ
は
2
年
後
期
末

か
ら
と
な
り
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
の

で
す
が
、引
き
続
き
ゼ
ミ
生
と
共
に「
観
光
と

地
域
」
を
考
え
続
け
、
ゼ
ミ
を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
お
ち
・
ま
さ
き
）
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観光文化
機関誌

近年、業務を目的とした
旅行に休暇を組み合わ
せる“ブリージャー
（Bleisure）”、休暇を目
的とした旅行に業務を
組み合わせる“ワーケー
ション（Workation）”、更
には特定の拠点を持た
ずに国内外を移動し暮
らしつつ仕事をするライ
フスタイルなどが海外に
おいて拡大し、日本にお
いても徐々にその動きが
始まっています。こうした
ブリージャーやワーケー
ションなどの動きは、訪
問先である都市や地方

にとっては、従来1人の来訪者であったものが家族同伴になる、1
泊であったものが2泊、3泊と長くなるといったビジネスチャンス
の拡大を意味しています。一方で、地域や施設の対応が従来の
ビジネスパーソン向けだけでは十分でなく、新たに対応すべき事
項が生じてくる事が想定されます。こうした背景のもと、本特集で
はビジネストラベルがどのように多様化しているのか、どのような
課題や可能性があるのかを示し、今後の対応について検討して
います。A4判1色56ページ／1,000円+税

242号（2019年7月発行） 

特集 多様化するビジネストラベル
訪日外国人旅行者の地
方訪問が増えています。
それに伴い、各地域でイ
ンバウンドによる経済効
果を高めるための様々
な取り組みが行われて
います。こうした取り組み
を進めるにあたっては、
域内調達率（地域内か
ら原材料や雇用者を調
達する率）を上げる観点
から、各種地域資源を
活用することが重要で
す。中でも「特産品」の活
用は、旅行者がお土産と
して購入することで消費
単価の向上につながる

だけでなく、特産品自体が誘客の源となって旅行者数の増加に
つながるなど、経済効果を高めることが期待されます。本特集で
は、特産品の、インバウンドによる経済効果の向上に果たす役割
について、検討しています。
A4判1色52ページ／1,000円+税

241号（2019年4月発行） 

特集 特産品を活用したインバウンドの経済効果向上

「旅の図書館」は2018
年に開設40周年を迎え
ました。開設以来、観光・
旅行に関する最新の図
書や雑誌に加え、明治・
大正・昭和戦前期の古
書や地誌、社史といった
古い資料も収集してきま
した。こうした古書の中
には、その分野、その時
代において大きな影響
を与えたものや、現代に
も通じる示唆を投げか
けるものも多く存在しま
す。また、思わぬ発見や
アイデアの宝庫であるこ
とに気づかされます。本

特集では、古書を活用しながら研究を進めている先生方に、そ
れぞれの分野の歴史を語る上で欠かせない古書や、ご自身の研
究において影響を受けた古書をご紹介いただいています。古書
の魅力や古書から学ぶ面白さを知っていただき、古書を手に取
るきっかけとしていただけたら幸いです。
A4判4色60ページ／1,000円+税

239号（2018年10月発行） 

特集 古書から学ぶ
世界的規模で旅行者が
急増する中、一部の地
域では、許容範囲を超
えた観光客の来訪およ
び行動による生活・商環
境の悪化や観光客の体
験の質の低下などが確
認されています。今後も
環境変化が見込まれる
中において、観光を、我
が国の成長を支える基
幹産業としていくために、
そして持続可能な地域
を形成していくために、
我々は今観光にどう向
き合うべきか。こうした環
境変化を経験しながら

も、地域で議論を積み重ね、地域の意思を明確に示し、行動して
きた各地の取組を通じて、我が国の持続可能な観光のあり方を
模索します。
A4判1色78ページ／1,000円+税

240号（2019年1月発行） 

特集 観光客急増で問われる地域の“意思”
「旅の図書館」は2018

開設        周年40
旅
の図書館

記念号

第243号October 201959
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今回のテーマは「多様化する宿泊
事業に対応する観光地経営」。宿泊
事業は世界的に大きく変化し、我が
国の宿泊事業もその流れの中にい
ます。その具体的変化について、国
際規模での宿泊事業投資のコーデ
ィネーター、ファンドも活用しながら
所有と経営を分離し多店舗展開を
行っている宿泊事業者、日本で世
界基準のコンドミニアム事業を立ち
上げてきた開発運営事業者、そして、
自身が持つ住居系不動産（アパー

ト）を利用し新たな宿泊事業に取り組む方々を講師に招き、宿泊
事業に生じている「変化」「ダイナミズム」を共有しました。その上
で地域として何を目指し、宿泊事業をどのように地域に呼び込み、
育て、発展させていくのかについて、ディスカッションしました。観
光地に対する「投資」はその地域の持続的な成長に欠かせない
要素です。インバウンドが動いてきた現在が、そうした投資を呼
び込むチャンスです。地域における宿泊施設の活用について考
えるヒントになればと思います。A4判1色80ページ／1,000円+
税。『観光地経営講座 講義録』は平成25年度版からホームペー
ジで公開しています。

本書は、立教大学観光学部で2013
年より開講している「旅行産業論」「旅
行業経営実務」の講演内容を、同学
部内に設けた旅行産業研究会におい
て精査し、旅行産業の実態を俯瞰で
きるよう再構成するとともに、立教大
学の教員を中心としたメンバーにより
学術的、俯瞰的視点からの論説を加
えたものです。2019年2月に、現状に
合わせた改訂を行いました。旅行業を
目指す方をはじめ、旅行・観光産業に
携わる方が、旅行業の全体像を学べ

るものとしています。構成は、大学の講義での活用も念頭に全14
講。第１講では「旅行」「観光」の定義や、「旅」のそもそもの役割
や価値がわが国の歴史の中でどのように変遷、変化していった
かを確認し、近代的な旅行業創業への過程について述べていま
す。第2～4講では、戦後の社会・経済の枠組みの構築に対応し、
旅行業が産業として自立していく過程を振り返るとともに、旅行
業における商品や経営、財務面での特性について述べています。
第5～6講では、近年の旅行マーケットの成熟化や質的変化に
ついて述べ、特にその具体事例としてのFITおよびLCCの動向に
ついて詳しく検証しています。第7～12講では、第5～6講で述べ
た旅行マーケットの動向、変化、あるいは社会経済環境の中、旅
行会社がどのようにビジネス展開をしてきたかについて、店頭販
売やメディア販売といった消費者に近い部分から、ビジネストラ
ベル、グローバル展開にいたるまで幅広に述べています。併せて、
それらビジネスを支えるシステムについても述べた上で、旅行会
社の事業開発戦略について論じています。そして第13～14講で、
これまで旅行会社が果たしてきた役割や社会的価値、これから
の旅行会社が果たすべき役割や未来像、求められる人材につい
て論じています。旅行業が、さまざまな分野・部門から構成されて
いることや、時代の変化に応じて役割を変化させながら、社会的
役割をどう担ってきたのか、これからの可能性がどこにあるのか
といった面に注目していただければと思います。
A5判218ページ／2,000円+税

観光を専門とする学術研究機関
である日本交通公社が長年培っ
てきた経験および知見を「観光
地経営」という視点に立ち体系
化したものです。わが国の観光
地は、外国人旅行者の急増、人
口減少による需要衰退、交通条
件・IT整備等による旅行先の多
様化・分散化など、市場環境の変
化の真っ只中にいます。本書は
2013年の初版発行後の日本の
観光に関する大きな変化に応じ

て改訂し、持続的な地域経済の維持・発展を図るため、「企業
活動」と「まちづくり」を有機的に結び付け観光地全体をマネ
ジメントしていく「観光地経営」の考え方を提示しています。公
益財団法人日本交通公社 編著／Ｂ5判 268ページ　

『平成30年度 観光地経営講座 講義録』
（発行：2018年11月）

『旅行産業論 改訂版』（改定版発行：2019年2月）
温泉まちづくり研究会は、観光まち
づくりに熱心に取り組む温泉地が
集まり、温泉地に共通する課題に
ついてその解決の方向性を探り、
全国に情報発信することを目的と
して2008年6月に発足しました。
第1ステージ（2008～10年度）で
は、「入湯税の有効活用」「環境負
荷の少ない温泉地づくり」「歩いて
楽しい温泉地づくり」など5つのテ
ーマについて議論を重ね、提言集

『温泉まちづくりの課題と解決策』
（2011年5月）を発刊しました。第2ステージ（2011～12年度）は、
会員温泉地に共通する現実的な課題や半歩先ゆくテーマを取り
上げ、解決策や望ましい方向性を模索しながら実践型研究会と
してステップアップを目指しました。具体的には、「震災後の消費
者の意識変化」「長期滞在への対応」「ひとり旅への対応」「温泉
地、温泉旅館の価値」といったテーマについて考えました。続く、第
3ステージ（2013～15年度）も、より実践的なテーマを掘り下げ、

「温泉地における観光まちづくり財源」「景観整備」「滞在プログ
ラム」「自然災害」「雇用と人材」などについて、各分野の有識者・
実践者を交えながら議論を行いました。毎年の活動成果は「総
括レポート」として取りまとめ発刊しております。2016年度から18
年度までの3年間は「第4ステージ」と位置づけ、これまで以上に
温泉地の課題解決に向けた議論を行ってまいりました。最終年
度である2018年度は、温泉地と宿泊業において喫緊の課題と
なっている「インバウンド」と「雇用問題」について、最新の情報を
有識者・政策ご担当者からご教示いただきながら議論を行いまし
た。本総括レポートは、2018年度の研究会における議論の内容
を取りまとめたものです。温泉地の方々が具体的なアクションを
起こす際のヒントになりましたら幸いです。A4判1色70ページ／
1,500円+税。『温泉まちづくり』は2011年度版からホームペー
ジで全ページを公開しています。

『温泉まちづくり』（発行：2019年3月）
－ 2018年度 温泉まちづくり研究会 総括レポート ―

『観光地経営の視点と実践［第２版］』
（2019年4月 発行：丸善出版、3,000円＋税）
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〒107-0062 東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
東京メトロ銀座線、半蔵門線、都営大江戸線「青山一丁目」5番出口から徒歩3分

●青山通りからお越しの方
…東急不動産のビルをくぐり、
レストラン『NARISAWA』の
前を通る公開空地を通り抜
けますと、正面左側が日本交
通公社ビルです。
●外苑東通りからお越しの
方…コンビニエンスストア

『ポプラ』の角を西に曲がり、
2つめの交差点を越え、約
10m先左側が日本交通公
社ビルです。
●駐車場はございません。

【開館時間】月曜日～金曜日、10：30～17：00
【休館日】土曜日・日曜日・祝日・毎月第4水曜日・年末年始
※上記以外に、会議開催等による臨時休館もありますので、ご来館の前に旅の図書館のHPをご覧下さい。

【ご利用にあたって】
○館内のご利用にあたっては、１Ｆ受付カウンターにてご利用の手続きをお願いします。
　（B１Fメインライブラリーご利用の際は、ご本人確認ができる身分証明書を毎回ご提示いただきます）
○本の館外貸し出しは行っておりません。

の

ご案内

アクセス

「旅の図書館」は、観光関連の学術誌や観光統計資料の他、古書・稀覯書、ガイドブック、
時刻表、機内誌、観光研究の専門図書、財団の刊行物・出版物など観光研究の参考に資
する図書約60,000冊をとりそろえた専門図書館です。
1978年（昭和53年）より、文化的、専門的な旅行や観光に関する情報をご提供するため、
当財団は「観光文化資料館」（1999年に「旅の図書館」に改称）を開設し、多くの方にご
利用いただいてまいりました。 「観光はそれ自体が文化であり、その観光文化を向上させ
たい」という開設当初の理念を継承しつつ、2016年、移転を機に、「観光の研究や実務
に役立つ図書館」をコンセプトとしてリニューアルオープンしました。
様々な文献から“研究の種”を、多くの参考事例から観光政策や観光地づくりの“現場に
活かすヒント”を見つけてください。

東急不動産

ポプラ

赤坂御用地

外
苑
東通り

外
苑
東
通
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